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　地方独立行政法人 奈良県立病院機構は2014年̐月に設立されてから10年が経過し、2024年は11年目、

第３ظ中ظ目ඪ・ܭ画（５年）が始まりました。なお、2018年５月に七条西町の新しい医療センターに

Ҡసしてから、ૣいもので̒年が経過し７年目となります。このʰ地方独立行政法人 奈良県立病院機

構 奈良県総合医療センター　年報2024ʱには、2023年（10年目）の診療活動の実をऩ録しています。

　さて、2023年を振りฦりますと、５月̔日に新型コロナウイルス感染症の感染症法上のҐ置けが

「２類」から「５類」にҠ行し、法にجづいて一にٻめられていた診療対Ԡから、ࣗओతなஅに

委ねるみにมわりました。これは３年༨りの間、重症の感染者༻病床を֬อして診療をదに提供

したこと、さらに医療ै事者શ員が感染御をపఈし、診療活動にݙߩした成Ռであると考えています。

すなわち、新型コロナウイルス・パンデミックをりӽえるために医療ઐ門職を֬อし、最前線で日

診療にै事した職員は、まさに「コロナに立ち向かうӳ雄」でした。「５類」にҠ行してから１年༨

り経過しましたが、入院をඞཁとする感染患者は名ではありますが今もܧ続して診療をしています。

こうした感染症にݶらず、શての診療において֤ઐ門職がछʑのนをりӽえ、職務をશうできている

診療体制は、ࠔな状況に直面しても県民の皆༷のཁにԠえるج൫となっていると考えています。

　なお、2023年の診療実は最高となりました。このཁҼは通ৗの外来診療、ฒびに入院診療に加え

て、多の重症急性ظの救急診療や手ज़にܧ続తに対Ԡしてきたこと、さらにドクターϔリをؚむ多

の救急ंൖૹ患者を日डけ入れて診療をした݁Ռです。この「年報2024」にはそのৄ細が記ࡌされて

います。救急や重症者の入院診療に対Ԡするためには、24࣌間体制（࣌間外医療は１ि間の76�に相当

します）がෆՄܽで、医療ै事者の֬อ、そして事務方もؚめた多職छによるチーム医療がܽかせませ

ん。しかしながら、2023年の経ৗऩ支は赤字にؕりました。外来・入院患者は૿加しましたが、「２

類」感染症対ࡦとしてのิॿ金交がແくなったことが大きくӨڹしました。ݴうまでもなく、経ৗऩ

支は医療施設のӡ営ج൫として重ཁです。ऩ支のվ善に務めるとともに、奈良県総合医療センターがՌ

たすべき診療をண実に拡大できるよう、さらに༏れた医療ઐ門職の֬อ・ҭ成にめるとともに、医療

の࣭の向上にܧ続తにऔりみます。

　当機構の理念「医の心と技を最高レベルに磨き、県民の健康を生涯にわ

たって支え続けます」を実ફして、より一、ᬏਐする所ଘです。

　皆༷からのվ善点のご指ఠ、ごฬᎪをおئいਃし上げます。

ཧࣄ͍͋ͭ͞

地方独立行政法人 奈良県立病院機構
理事長　上田 ༟一



　奈良県総合医療センターの2024年の年報をお届けいたします。当センターの院長にबいたしまし

てから、二年経過しました。第三ظ中ܭظ画の初年として、職員一ಉ目ඪに向かって、患者さん、

地域の方ʑに最良の࣭の高い医療を提供すべくऔりんでいるところです。この年報2024は2023年

（2023年̐月から2024年３月）の当センターの活動のすべてをऩࡌしております。

　今年は、ࡢ年の５月に新型コロナウイルス感染症が２類から５類相当へとม更になり、̐月からは

コロナにัらわれない通ৗ医業へのશҠ行ということでさまざまなม化が生じました。当センターは

コロナՒにおきましても、通ৗ医業であるஅらない救急の実現と高急性ظ医療のॆ実を໋として、

ベッドコントロールをしっかりして患者さんをडけ入れ診療してきました。救急ൖૹ台もࡢ年より

1000݅以上の૿加となりました。より一地域の中֩病院としての機能をしっかりՌたしていく所ଘ

です。

　ಇき方վֵも̐月より実施しております。職員の࣌間外ۈ務をؚめた࿑ಇ環ڥをదにすべくऔり

んでおりますが、医療の࣭の下、患者サービスの下にはࢸらぬようにޮతなۈ務体制、チーム医

療、タスクシェア、タスクシフトを༻いて最良の࣭の高い医療をҡ࣋すべくਚྗしております。॓直ۈ

務体制による間救急の੬ऑ化により、当センターにൖૹされます高齢の患者さんが૿加しております

が、救急ネットワーク、下りൖૹ制をར༻して、通ৗ医療のܧ続にऔりんでおります。

　地域医療構では、அらない病院の立ちҐ置をしっかりࣔし、地域の重症急性ظを୲うべく職員一ಉ

一க団݁して当センターの務をՌたす所ଘです。病病連携、病診連携をさらにਐめて、患者さんを地

域શ体で治療し支えていかねばならないと思っております。

　今年は、急性ظ病院にとってݫしい環ڥ下におかれますが、当センターの໋をすべく、より

一の最良に医療、患者サービスを提供するべくऔりんでいきますので、みなさまにはこれまでಉ༷

にご指ಋ、ごฬᎪよろしくおئいいたします。

Ӄ͍͋ͭ͞

院長　　松山　武



目　　　　次

理事長あいさつ

院長あいさつ

１　理念　� ₁

２　医療センター概要
　⑴　沿革　� ２
　⑵　概要
　　① 施設の概要　� ５
　　② 運用病床　� ８
　　③ 主な設備　� ９
　　④ 主な医療機器　� 11
　　⑤ 組織図　� 18
　　⑥ 職員の状況　� 19
　　⑦ 歴代院長・総長　� 21
　⑶　臨床研修病院としての取り組み　� 22
　⑷　施設基準一覧表　� 25

３　主なできごと　� 31

４　経営
　⑴　財務の状況
　　① 収益的収入及び支出の概要（前年決算対比）　� 33
　　② 資本的収入及び支出の概要（前年決算対比）　� 34
　　③ 収益的収入明細表（前年決算対比）　� 35
　　④ 収益的支出明細表（前年決算対比）　� 36
　⑵　主要指標　� 38

５　患者統計
　⑴　患者数
　　① 年度別患者数の推移　� 40
　　② 診療科別患者数　� 41
　⑵　診療科別入院収益及び外来収益　� 43
　⑶　紹介率・逆紹介率　� 45
　⑷　手術件数（手術室）� 46
　⑸　施設基準で掲示を指定されている手術件数　� 47
　⑹　調剤件数　� 48
　⑺　放射線利用件数　� 48
　⑻　リハビリテーション件数　� 49
　⑼　分娩件数　� 49
　⑽　人工透析件数　� 50
　⑾　臨床検査件数　� 51
　⑿　輸血部件数　� 52



　⒀　院内がん登録件数（部位別）　� 53
　⒁　死亡数及び病理解剖数　� 53
　⒂　救命救急センターの状況　� 54

６　業績
　⑴　救急・集中治療センター（救命救急センター）　� 55
　⑵　集学的がん治療センター　� 56
　⑶　心臓血管センター　� 64
　⑷　脳神経センター　� 67
　⑸　周産期母子医療センター　� 69
　⑹　患者支援センター　� 71
　⑺　診療部　� 75
　　① 呼吸器内科　� 76
　　② 循環器内科　� 79
　　③ 消化器内科　� 87
　　④ 血液・腫瘍内科　� 96
　　⑤ 糖尿病 ･内分泌内科　� 100
　　⑥ 腎臓内科　� 106
　　⑦ 脳神経内科　� 109
　　⑧ 感染症内科　� 113
　　⑨ 緩和ケア内科　� 116
　　⑩ 呼吸器外科　� 118
　　⑪ 心臓血管外科　� 121
　　⑫ 消化器・肝臓・胆のう・膵臓外科　� 126
　　⑬ 乳腺外科　� 133
　　⑭ 小児外科　� 135
　　⑮ 整形外科　� 141
　　⑯ 脊椎脊髄外科　� 146
　　⑰ 脳神経外科　� 149
　　⑱ 形成外科　� 153
　　⑲ 頭頸部外科　� 156
　　⑳ 精神科　� 159
　　㉑ 小児科　� 164
　　㉒ 皮膚科　� 171
　　㉓ 泌尿器科　� 174
　　㉔ 産婦人科　� 178
　　㉕ 眼科　� 187
　　㉖ 耳鼻いんこう科　� 190
　　㉗ 放射線診断科　� 194
　　㉘ 放射線治療科　� 198
　　㉙ 病理診断科　� 203
　　㉚ 麻酔科　� 205
　　㉛ 救急科　� 209
　　㉜ 総合診療科　� 215
　　㉝ 小児泌尿器科　� 220
　　㉞ 口腔外科　� 223



　　㉟ 集中治療科　� 228
　　㊱ 新生児集中治療部　� 234
　　㊲ リハビリテーション科　� 238
　　㊳ 小児脳神経外科　� 242
　⑻　部門
　　① 手術部　� 244
　　② 臨床検査部　� 246
　　③ 放射線部　� 253
　　④ 内視鏡部　� 256
　　⑤ 臨床工学技術部　� 257
　　⑥ 血液浄化治療部　� 261
　　⑦ 輸血部　� 263
　　⑧ リハビリテーション部　� 266
　　⑨ 栄養管理部　� 269
　　⑩ 薬剤部　� 270
　⑼　看護部
　　１　看護部の理念　� 275
　　２　看護部の方針　� 275
　　３　職員の動向　� 275
　　４　臨床看護実践　� 276
　　５　看護部委員会
　　〈₁〉　看護師長研修会　� 277
　　〈₂〉　看護主任研修会　� 277
　　〈₃〉　臨床指導者協議会　� 278
　　〈₄〉　教育研修協議会　� 279
　　〈₅〉　記録検討ワーキング部会　� 280
　　〈₆〉　看護部安全推進委員会　� 281
　　〈₇〉　看護部感染対策委員会　� 281
　　〈₈〉　災害看護ワーキング部会　� 282
　　〈₉〉　褥瘡 ･栄養ワーキング部会　� 283
　　〈10〉　ACP緩和ワーキング部会　� 284
　　〈11〉　倫理ワーキング部会　� 285
　　〈12〉　入退院支援ワーキング部会　� 285
　　〈13〉　高齢者ケアワーキング部会　� 286
　　〈14〉　DiNQLワーキング部会　� 287
　　〈15〉　接遇ワーキング部会　� 287
　　〈16〉リソースナース会　� 288
　　〈17〉特定行為ワーキング　� 289
　　６　看護単位活動
　　〈₁〉　救急・集中治療センター　ER　� 289
　　〈₂〉救命センター ICU、HCU1・2　� 290
　　〈₃〉　外来　� 291
　　〈₄〉　放射線・内視鏡部　� 292
　　〈₅〉　手術部・中央材料室　� 293
　　〈₆〉　血液浄化治療室　� 294
　　〈₇〉　２階東病棟　� 295



　　〈₈〉　２階西病棟　� 296
　　〈₉〉　３階東病棟　� 297
　　〈10〉　３階西病棟　� 297
　　〈11〉　新生児集中治療部（NICU/GCU病棟）　� 298
　　〈12〉　４階東病棟　� 299
　　〈13〉　４階西病棟　� 300
　　〈14〉　５階東病棟　� 301
　　〈15〉　SCU・５階西病棟　� 302
　　〈16〉　６階東病棟　� 303
　　〈17〉　６階西病棟　� 304
　　７　認定有資格者　� 305
　　８　専門・認定看護師活動
　　〈₁〉　クリティカルケア認定看護師　� 306
　　〈２〉　皮膚・排泄ケア認定看護師　� 306
　　〈３〉　家族支援専門看護師　� 306
　　〈４〉　救急看護認定看護師　� 306
　　〈₅〉　救急看護認定看護師　� 307
　　〈₆〉　皮膚・排泄ケア認定看護師　� 307
　　〈７〉　皮膚・排泄ケア認定看護師　� 307
　　〈₈〉　感染管理認定看護師　� 308
　　〈９〉　感染管理認定看護師　� 308
　　〈10〉　慢性心不全看護認定看護師　� 308
　　〈11〉　手術看護認定看護師　� 309
　　〈12〉　がん化学療法看護認定看護師　� 309
　　〈13〉　乳がん看護認定看護師　� 310
　　〈14〉　緩和ケア認定看護師　� 310
　　〈15〉　緩和ケア認定看護師　� 310
　　〈16〉　がん放射線療法看護認定看護師　� 311
　　〈17〉　摂食 ･嚥下障害看護認定看護師　� 311
　　〈18〉　脳卒中リハビリテーション認定看護師　� 311
　　〈19〉　認知症看護認定看護師　� 312
　　〈20〉　診療看護師（NP）　� 312
　　〈21〉　特定行為実践看護師　� 313
　　９　教育・研修　� 314
　　10　研究　� 317
　　11　看護師確保対策　� 318
　⑽　医療安全推進室　� 320
　⑾　感染対策室　� 323
　⑿　事務部　� 326
　　① 総務課　� 326
　　② 財務課　� 326
　　③ 医事課　� 327
　⒀　TQM室　� 329
　⒁　経営企画室　� 330
　⒂　病歴管理室　� 331



７　委員会活動等
　　　各委員会の委員名簿　� 332
　⑴　幹部会議　� 342
　⑵　ＱＭＳ管理委員会　� 343
　⑶　部長会　� 343
　⑷　臨床検査部委員会　� 344
　⑸　薬事委員会　� 347
　⑹　栄養管理委員会　� 348
　⑺　救急委員会　� 348
　⑻　周術期管理・手術部及び中材委員会　� 349
　⑼　カリキュラム委員会　� 349
　⑽　臨床研修管理委員会　� 350
　⑾　院内感染対策委員会　� 351
　⑿　安全衛生委員会　� 351
　⒀　治験審査委員会　� 353
　⒁　医療ガス安全管理委員会　� 355
　⒂　医療安全管理委員会　� 355
　⒃　災害対策委員会　� 356
　⒄　停電対策委員会　� 357
　⒅　保険診療委員会　� 357
　⒆　ＤＰＣコーディング委員会　� 357
　⒇　医の倫理委員会　� 358
　�　輸血療法委員会　� 368
　�　患者サービス委員会　� 370
　�　クリニカルパス委員会　� 370
　�　診療材料委員会　� 373
　�　褥瘡対策委員会　� 374
　�　がん拠点病院医療委員会　� 374
　�　外来治療委員会　� 375
　�　医療情報管理委員会　� 376
　�　ＮＳＴ委員会　� 377
　�　血液浄化治療室運営委員会　� 378
　�　児童虐待防止委員会　� 378
　�　地域医療支援病院あり方検討委員会　� 379
　�　広報委員会　� 379
　�　ICU・HCU 運営委員会　� 380
　�　病床運営委員会　� 380
　�　働き方改革実行プロジェクト委員会　� 381
　�　臓器提供調整委員会　� 382
　�　RRS（Rapid Response System）委員会　� 383

８　登録医名簿　� 385

　編集後記　� 396



ø　 ཧ ೦



１　ཧ೦��

1

　　　๏ਓͷཧ೦

　　　“医の心と技”を最高レベルに磨き、県民の健康を生涯にわたって支え続けます。

ຊํج　　　

　　　　　１ɽ患者さんの立場に立った医療を行います。
　　　　　２ɽ医療の࣭の向上にめます。
　　　　　̏ɽ地域医療機関との連携をはかり、地域にѪされる病院を目指します。
　　　　　̐ɽ救急医療体制のॆ実にめます。
　　　　　̑ɽ患者さんから信པされる病院づくりをج本に、経営の健શ化にめます。
　　　　　̒ɽ人間性豊かな医療人のҭ成を目指します。

རͱٛݖͷऀױ　　　

　　　　奈良県総合医療センターは、患者さんのݖརの༴護にめます。

རݖͷऀױ　　　

རをଚ重しますݖのような患者の࣍たちはࢲ　　　　
　　　　　１ɽ良࣭な医療を公平にडけるݖར
　　　　　２ɽ病状についてे分なઆ明をडけるݖར
　　　　　̏ɽࣗ分の意志で検査や治療法をબぶݖར
　　　　　̐ɽセカンドオピニオンをٻめるݖར
　　　　　̑ɽ診療記録上の情報をるݖར
　　　　　̒ɽݸ人情報（プライバシー）がकられるݖར
　　　　　̓ɽదな終ظケアをडけるなど人間としてのଚݫがकられるݖར
　　　　　̔ɽ「人生の最終ஈ階」における医療・ケア意思ܾఆ支援をडけるݖར
　　　　　̕ɽそのଞ「患者のݖརに関するリスϘンએݴ」にᨳわれている事߲

ͷٛऀױ　　　

　　　　　１ɽ医療ै事者と共ಉして診療にࢀ加するٛ務
　　　　　２ɽ医療安શの実ફにྗڠするٛ務
　　　　　̏ɽշదな療ཆ環ڥのҡ࣋にྗڠするٛ務
　　　　　̐ɽ病院の規ଇをकるٛ務
　　　　　̑ɽ医療人のҭ成にྗڠするٛ務
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（１）Ԋֵ
県ཱ医科େֶෟଐ奈良පӃ

1962年12月19日 奈良市佐紀町（現二条町）において、奈良県立医科大学附属奈良病院の
行ڍ工ࣜをى

1964年̐月１日 診療開始
1970年̔月１日 診療理棟૿築
1971年̐月１日 看護婦॓ࣷ૿築

県ཱ奈良පӃ

1975年̐月１日 県立医科大学附属奈良病院を県立奈良病院にҠ（地方公営企業法ద༻）
1975年７月28日 奈良市平松町において新病院ݐ設のى工ࣜをڍ行
1977年10月１日 新病院Ҡస新築・ॡ工ࣜڍ行
1977年10月̔日 新病院で外来診療を開始
1978年３月14日 臨床研修病院に指ఆされる
1978年９月１日 院内อҭ所開所
1982年９月20日 救໋救急センター棟ॡ工
1982年９月24日 奈良県救໋救急センター診療開始
1992年９月30日 ＭＲʵ̘̩棟成
1994年10月１日 ２対１看護へҠ行
1995年12月20日 प産ظ医療センター開設
1996年11月28日 。に指ఆされる（医療センターࡂの地域ݍ北和อ健医療）点病院ڌࡂ
1997年̐月１日 ༌血部開設
1998年̐月１日 リハビリテーション室をリハビリテーション部にվশ
2002年̐月１日 奈良県救໋救急センターを病院にҠ（県立奈良病院救໋救急センター）
2002年11月１日 呼吸器科、消化器科、循環器科ٴび呼吸器外科を૿設
2003年̐月１日 へき地医療ڌ点病院に指ఆされる
2005年７月１日 地域医療連携室本֨Քಇ
2006年11月̒日 外来化学療法室本֨Քಇ
2008年２月̔日 地域がん診療連携ڌ点病院に指ఆされる
2008年３月31日 救໋救急センターۭؾ調અ置શ面վ修、本館救໋救急センター

渡り࿓下ۭؾ調અ置設置
2008年̐月１日 相ஊ支援センター開設
2008年12月１日 院外ॲ方શ面開始
2009年̐月１日 栄ཆ理部設置
　ʏ　 ʏ　ʏ ̙̥̘ಋ入
2009年̔月１日 ̣̞̘̪に後方病床を૿床
2010年１月１日 地域प産ظ子医療センターにೝఆされる
2010年̐月１日 集学తがん治療センター、पज़ظ理センター、腎・尿路疾患センター、

प産ظ子医療センター開設
　ʏ　 ʏ　ʏ 医療安શਪਐ室、感染対ࡦ室、相ஊ支援室開設
2011年２月１日 3.0T　MRI　ಋ入
2011年̐月１日 消化器外科、जᙾ内科、精神科・心療内科・こども心療科設置
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2011年10月１日 研修棟ॡ工
　ʏ　 ʏ　ʏ メディカルスキルアップルーム開設
2012年３月12日 電子カルテシステムಋ入
2012年３月22日 多目త外来（पज़ظ外来・発ୡ外来・精神科・栄ཆ指ಋ）開設
2012年３月29日 320ྻCT　ಋ入
2012年̐月１日 救急科、救急科外来の開設
2012年７月１日 ７対１看護へҠ行
2012年̔月10日 地域医療支援病院にঝೝされる
2012年12月１日 相ஊ支援室をがん相ஊ支援室にվশ
2012年12月23日 内視鏡手ज़支援ロϘット「̸̸̙̰̫̲̽」ಋ入
2013年３月７日  　　　　　　　　　ʏ　　　　　　　　Քಇ
2013年̐月１日 ॿ産師外来の開設

奈良県૯߹医ྍηϯλʔ

2014年̐月１日 地方独立行政法人奈良県立病院機構のӡ営する奈良県総合医療センターとなる
　ʏ　 ʏ　ʏ 心ଁ血外科外来の開設
　ʏ　 ʏ　ʏ 経営企画室設置
　ʏ　 ʏ　ʏ 患者支援センター設置
　ʏ　 ʏ　ʏ 新生児ドクターカーӡ༻開始
2014年７月１日 循環器内科を循環器・腎ଁ内科にվশ
2014年10月１日 椎外科設置
　ʏ　 ʏ　ʏ がん相ஊ支援室をがん相ஊ支援センターにվশ
2015年̐月１日 患者支援センター開設
2015年５月９日 新奈良県総合医療センター新築工事ى工ࣜをڍ行
2015年９月１日 病理診அ科開設
　ʏ　 ʏ　ʏ 消化器内科を消化器・糖尿病内科にվশ
2015年11月１日 治ݧ理室設置
2016年̐月１日 集中治療部設置
　ʏ　 ʏ　ʏ 臨床工学室を臨床工学技ज़部にվশ
2017年12月28日 新奈良県総合医療センター　ఆૅࣜをݓ行
2018年１月１日 血液・जᙾ内科開設 
　ʏ　 ʏ　ʏ 感染症内科開設
2018年３月16日 職員॓ࣷ「NARA-SO」供༻開始
2018年̐月１日 消化器・糖尿病内科を消化器内科と糖尿病・内分泌内科にվশ
　ʏ　 ʏ　ʏ 循環器・腎ଁ内科を循環器内科と腎ଁ内科にվশ
　ʏ　 ʏ　ʏ 消化器外科を消化器・؊ᢄ外科にվশ
　ʏ　 ʏ　ʏ 院内อҭ所「こじかの森อҭ園」開園
2018年５月１日 奈良市七条西町にҠస開院

病床：540床　診療科：30
　ʏ　 ʏ　ʏ 心ଁ血センター開設
　ʏ　 ʏ　ʏ 新生児集中治療部開設
　ʏ　 ʏ　ʏ ؇和ケア内科開設
　ʏ　 ʏ　ʏ 乳腺外科開設
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2018年５月１日 口腔外科開設
　ʏ　 ʏ　ʏ ಄ᰍ部外科開設
　ʏ　 ʏ　ʏ 小児救急科開設
　ʏ　 ʏ　ʏ ドクターϔリӡ༻開始
2018年７月１日 脳神経センター開設
2018年̔月14日 Ҩ伝カウンセリング外来開始
2018年11月１日 神経内科を脳神経内科にվশ
2019年̐月１日 形成外科開設
　ʏ　 ʏ　ʏ ̩̦Ｍ部設置
2019年̐月̔日 ̨̞̤9001ೝূऔಘ
2020年１月１日 がんήノム医療連携病院ೝఆ
　ʏ　 ʏ　ʏ Ҩ伝カウンセリング室開設
2020年̐月１日 ̙̥̘ಛఆ入院群ೝఆ
　ʏ　 ʏ　ʏ 病児อҭ開始
2020年̐月９日 新型コロナウイルス感染症重点医療機関に指ఆされる
2020年̐月27日 屋外検Թ開始
2020年５月17日 ̞̘̪にӄѹ室を૿設
2020年５月25日 ̥̘Ｒ外来設置
2020年12月25日 ̝̘̪にӄѹ室を૿設
2021年１月１日 ̣̥̤法人　ଔ後臨床研修ධՁ機構（Ｊ̥̘̚）による第三ධՁのೝఆऔಘ
　ʏ　 ʏ　ʏ 放射線科を放射線診அ科と放射線治療科に分科
2021年９月30日 手ज़室ӄѹ化工事
2022年̐月１日 総合診療科開設
　ʏ　 ʏ　ʏ 小児泌尿器科開設
2022年̒月１日 小児外科開設
　ʏ　 ʏ　ʏ ̨̘̪開設
2022年９月１日 リハビリテーション科開設
2023年̐月１日 小児脳神経外科開設
2023年̔月１日 入院・外来診療支援室開設
2023年11月１日 病ྺ理室開設
2024年̐月１日 消化器センター開設
　ʏ　 ʏ　ʏ 臨床研ڀセンター開設
　ʏ　 ʏ　ʏ ７階西病棟開設
　ʏ　 ʏ　ʏ ؇和ケア支援室開設 
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（２）֓　ཁ�
ઃͷ֓ཁࢪ① (2024 年㸷᭶⌧ᅾ)

ᡤ ᅾ 地 奈良ᕷ᮲す⏫２┠㸶９㸵␒㸳ྕ

開 タ 年 月 日

2014 年 4 月 1 日

㸦県❧奈良病院 1977 年 10 月 1 日) 

 (県❧医⛉Ꮫ㝃ᒓ奈良病院 1964 年 4 月 1 日）

2018 年㸳月 1 日移㌿開院

⤒ Ⴀ ᙧ ែ  බႠ業型地方⊂❧⾜ᨻἲே

チ ྍ 病 ᗋ 数  540 ᗋ㸭㐠⏝病ᗋ数 496 ᗋ㸦㹌㹇㹁㹓12 ᗋ、㹇㹁㹓14 ᗋ、㹆㹁㹓30 ᗋ、㹑㹁㹓９ᗋ）

ᶆ ᴶ デ 療 ⛉ ┠

྾ჾ内⛉、ᚠ⎔ჾ内⛉、ᾘჾ内⛉、⾑ᾮ࣭⭘⒆内⛉、⢾ᒀ病࣭内ศἪ

内⛉、⭈⮚内⛉、⬻⚄⤒内⛉、感染症内⛉、⦆和ࢣ内⛉、྾ჾ外⛉、

ᚰ⮚⾑⟶外⛉、ᾘჾ࣭⫢⫹⮅外⛉、ங⭢外⛉、ᑠඣ外⛉、ᩚᙧ外⛉、⬻

⚄⤒外⛉、ᙧᡂ外⛉、㢌㢕㒊外⛉、⢭⚄⛉、ᑠඣ⛉、⓶⛉、Ἢᒀჾ⛉、

⏘⛉、፬ே⛉、║⛉、⪥㰯いࢸࣜࣅࣁࣜ、⛉࠺ࡇࢇーࣙࢩン⛉、ᨺᑕ⥺デ

᩿⛉、ᨺᑕ⥺療⛉、病⌮デ᩿⛉、㯞㓉⛉、救急⛉、ᑠඣἪᒀჾ⛉、ཱྀ⭍

外⛉、ᑠඣ⬻⚄⤒外⛉

┳ ㆤ ᇶ ‽ 入院ᇶᮏᩱ  ୍⯡病Ჷ入院ᇶᮏᩱ㸦急ᛶᮇ୍⯡入院ᩱ 1）

ᣦ定病院

ᣦ 定 病 院
ᇶᖿ型⮫ᗋ◊ಟ病院、救救急センター㸦୕次救急）、地域࿘⏘ᮇẕᏊ医療センター、地域

地医療ᣐⅬ病院、地域医療支援病院、第ࡁ、デ療連携ᣐⅬ病院、地域災害ᣐⅬ病院ࢇࡀ 2

✀感染症ᣦ定医療ᶵ㛵、࣒ࣀࢤࢇࡀ医療連携病院

ㄆ定施タ

DPC ≉定病院⩌ㄆ定施タ

日ᮏ内⛉Ꮫ会ㄆ定医ไ度ᩍ⫱病院

日ᮏᚠ⎔ჾᏛ会ㄆ定ᚠ⎔ჾᑓ㛛医◊ಟ施タ

日ᮏᚰ⾑⟶インター࣋ンࣙࢩン療Ꮫ会◊ಟ施タ

⬚㒊ື⬦⒗スࢸンࢺࣇࣛࢢࢺ実施ᇶ‽⾑⟶内療実施施タ

ὸ⭣ື⬦スࢸンࢺࣇࣛࢢࢺ実施ᇶ‽⾑⟶内療実施施タ

日ᮏᚰ⮚⾑⟶㯞㓉Ꮫ会ᚰ⮚⾑⟶㯞㓉ᑓ㛛医ㄆ定施タ

ルⓗື⬦ᘚ⨨⾡実施施タࢸーࢸ࢝⤒

日ᮏᡂேඛኳᛶᚰ患Ꮫ会ᡂேඛኳᛶᚰ患ᑓ㛛医連携ಟ練施タ

୕Ꮫ会ᵓᡂᚰ⮚⾑⟶外⛉ᑓ㛛医ㄆ定ᶵᵓㄆ定ᇶᖿ施タ

日ᮏ感染症Ꮫ会ㄆ定◊ಟ施タ

日ᮏ྾ჾᏛ会ㄆ定施タ

日ᮏᾘჾ病Ꮫ会ㄆ定施タ

日ᮏᾘჾ内ど㙾Ꮫ会ᣦᑟ施タ

日ᮏ⭈⮚Ꮫ会◊ಟ施タ

日ᮏ⫢⮚Ꮫ会ㄆ定施タ

日ᮏ㏱ᯒ医Ꮫ会ᑓ㛛医ไ度ㄆ定施タ 

日ᮏ྾ჾ内ど㙾Ꮫ会㛵連ㄆ定施タ 

日ᮏ⮫ᗋ⭘⒆Ꮫ会ㄆ定◊ಟ施タ

日ᮏ⚄⤒Ꮫ会ㄆ定ᩍ⫱施タ

日ᮏ⢭⚄⚄⤒Ꮫ会⢭⚄⛉ᑓ㛛医ไ度◊ಟ施タ

୍⯡病院連携⢭⚄医Ꮫᑓ㛛医≉定◊ಟ施タ

日ᮏ外⛉Ꮫ会ᑓ㛛医ไ度ಟ練施タ

日ᮏᾘჾ外⛉Ꮫ会ᑓ㛛医ಟ練施タ 

日ᮏᾘჾ外⛉Ꮫ会連携施タ㸦⭡⭍㙾ୗ⫢ษ㝖⾡、⭡⭍㙾ୗ⮅㢌༑ᣦ⭠ษ㝖⾡）

⫢⫹⮅外⛉㧗度ᢏ⬟ᑓ㛛医ಟ練施タ㸿

日ᮏங⒴Ꮫ会ㄆ定施タ

日ᮏ⭠⫠㛛病Ꮫ会ㄆ定施タ

日ᮏ⬻⚄⤒外⛉Ꮫ会ᑓ㛛医ㄆ定ไ度ᣦ定訓練ሙᡤ

日ᮏ⬻⚄⤒外⛉Ꮫ会ᑓ㛛医◊ಟࣉロ࣒ࣛࢢ連携施タ

日ᮏ⬻༞୰Ꮫ会ᑓ㛛医ㄆ定ไ度◊ಟᩍ⫱施タ

日ᮏ⬻༞୰Ꮫ会୍次⬻༞୰センターコ

྾ჾ外⛉ᑓ㛛医合ྠ委員会ㄆ定ಟ練ᇶᖿ施タ

日ᮏ⬚㒊外⛉Ꮫ会ᩍ⫱ಟ練施タ

日ᮏᩚᙧ外⛉Ꮫ会ᑓ㛛医◊ಟ施タ

日ᮏ⏘⛉፬ே⛉Ꮫ会ᑓ㛛医ไ度総合型ᑓᨷ医ᣦᑟ施タ

日ᮏᑓ㛛医ᶵᵓ⏘፬ே⛉ᑓ㛛◊ಟᇶᖿ施タ

日ᮏᑓ㛛医ᶵᵓ⏘፬ே⛉ᑓ㛛◊ಟ連携施タ㸦奈良医࣭ி㒔Ꮫ࣭㏆␥Ꮫ࣭㜰医
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࣭ᖇி࣭•༡㙊病院）

日ᮏ࿘⏘ᮇ࣭新⏕ඣ医Ꮫ会࿘⏘ᮇᑓ㛛医ไ度◊ಟᣦ定施タ

日ᮏ፬ே⛉⭘⒆Ꮫ会ᑓ㛛医ไ度ᣦ定ಟ練施タ

日ᮏ⮫ᗋ⣽⬊Ꮫ会ᩍ⫱◊ಟ施タ

፬ே⛉ᝏᛶ⭘⒆◊✲ᶵᵓⓏ㘓ཧຍ施タ

日ᮏࢇࡀ療ㄆ定医ᶵᵓㄆ定◊ಟ施タ

ẕయಖㆤᣦ定医◊ಟᶵ㛵

日ᮏ⏘⛉፬ே⛉内ど㙾Ꮫ会ㄆ定◊ಟ施タ

日ᮏ㑇ఏᛶங⒴༸ᕢ⒴総合デ療ไ度ᶵᵓᇶᖿ施タ

日ᮏ㉸㡢Ἴ医Ꮫ会ᑓ㛛医◊ಟ施タ

日ᮏዪᛶ医ᏛᏛ会ㄆ定◊ಟ施タ

日ᮏᑠඣ⛉Ꮫ会ᑓ㛛医◊ಟ施タ

日ᮏ࿘⏘ᮇ࣭新⏕ඣ医Ꮫ会࿘⏘ᮇᑓ㛛医㸦新⏕ඣ）ᬻ定ㄆ定施タ

日ᮏ⓶⛉Ꮫ会ㄆ定◊ಟ施タ

日ᮏᙧᡂ外⛉Ꮫ会ᩍ⫱㛵連施タ

日ᮏἪᒀჾ⛉Ꮫ会ᑓ㛛医ᩍ⫱施タ

日ᮏ║⛉Ꮫ会ᑓ㛛医ไ度◊ಟ施タ

⪥㰯ဗႃ⛉Ꮫ会ᑓ㛛医◊ಟ施タ

日ᮏ⪥⛉Ꮫ会⪥⛉ᡭ⾡ㄆྍ◊ಟ施タ 

日ᮏ㢌㢕㒊外⛉Ꮫ会㢌㢕㒊ࢇࡀᑓ㛛医◊ಟ‽ㄆ定施タ

日ᮏ医Ꮫᨺᑕ⥺Ꮫ会ᨺᑕ⥺⛉ᑓ㛛医ಟ練ᶵ㛵

日ᮏ医Ꮫᨺᑕ⥺Ꮫ会⏬ീデ᩿⟶⌮ㄆド施タ

日ᮏ㹇㹔㹐Ꮫ会ᑓ㛛医ಟ練施タ

日ᮏ⬻⚄⤒⾑⟶内療Ꮫ会◊ಟ施タ 

日ᮏ㯞㓉⛉Ꮫ会ㄆ定病院

日ᮏ救急医Ꮫ会救急⛉ᑓ㛛医ᣦ定施タ

日ᮏ救急医Ꮫ会ᣦᑟ医ᣦ定施タ

日ᮏ㞟୰療医Ꮫ会ᑓ㛛医◊ಟ施タ 

日ᮏ病⌮Ꮫ会◊ಟㄆ定病院㹀

日ᮏ⮫ᗋ⣽⬊Ꮫ会ㄆ定施タ

⫢患に㛵ࡿࡍ医療ᅪ୰᰾ᑓ㛛医療ᶵ㛵ᣦ定

ୗ⫥㟼⬦⒗⾑⟶内↝ⅎ⾡実施࣭⟶⌮委員会ㄆ定実施施タ

ୗ⫥㟼⬦⒗に対ࡿࡍ⾑⟶内療実施ᇶ‽によࡿ実施施タ

⭡㒊スࢸンࢺࣇࣛࢢࢺ実施施タ

日ᮏ⌮Ꮫ療ἲኈ༠会ㄆ定⏕ᾭᏛ⩦ไ度㸦新ேᩍ⫱ࣉロ࣒ࣛࢢ）の⮫ᗋᣦᑟ施タ

日ᮏ内ศἪᏛ会ㄆ定ᩍ⫱施タ

日ᮏ⢾ᒀ病Ꮫ会ㄆ定ᩍ⫱施タ

日ᮏ⬨᳝⬨㧊病Ꮫ会᳝㛫ᯈ㓝⣲ὀ入療ἲ実地ྍ⬟施タ

奈良県ࣞルࢠー患デ療⛉ู支援病院

⤒⓶ⓗࢸ࢝ーࢸルᚰ➽෭↝ⅎ⾡実施施タ

日ᮏࣞルࢠーᏛ会ࣞルࢠーᑓ㛛医ᩍ⫱◊ಟ施タ

ᡭ⾡支援ロࣦࢲࢺࢵ࣎ンࢳ⮅⮚ᡭ⾡࣓ンターࢧイࢺ

日ᮏཱྀ⭍外⛉Ꮫ会◊ಟ施タ

日ᮏཱྀ⭍⛉Ꮫ会◊ಟ施タ

日ᮏཱྀ⭍内⛉Ꮫ会◊ಟ施タ

日ᮏཱྀ⭍デ᩿Ꮫ会ㄆ定◊ಟᶵ㛵

日ᮏ㢡㛵⠇Ꮫ会㢡㛵⠇症ᑓ㛛医◊ಟ施タ

日ᮏ᭷病者ṑ⛉医療Ꮫ会◊ಟ施タ

NCD 会員Ⓩ㘓施タ

IMPELLA ⿵ຓᚠ⎔⏝࣏ンࢸ࢝ࣉーࢸル実施施タ

日ᮏ⾑ᾮᏛ会ㄆ定⾑ᾮ◊ಟ施タ

日ᮏ㛛⬦ᅽஹ㐍症Ꮫ会ᢏ⾡ㄆ定ᩍ⫱施タ

日ᮏ⏥状⭢Ꮫ会ㄆ定ᑓ㛛医施タ

日ᮏ⦆和医療Ꮫ会ㄆ定◊ಟ施タ

日ᮏ⫹㐨Ꮫ会ᣦᑟ施タ

日ᮏࣜࢸࣜࣅࣁーࣙࢩン医Ꮫ会ᩍ⫱◊ಟ施タ

日ᮏ⫶⒴Ꮫ会ㄆ定施タ B 

୍⯡♫ᅋἲே日ᮏ㰯⛉Ꮫ会㰯⛉ᡭ⾡チྍ◊ಟ施タ

⪥㰯ဗႃ⛉࣭㢌㢕㒊外⛉にࡿࡅ࠾ロࢺࢵ࣎支援ᡭ⾡実施施タ

日ᮏ⯟✵医療Ꮫ会ㄆ定施タ

日ᮏ᰾医Ꮫ会ᑓ㛛医ᩍ⫱病院

日ᮏ㍺⾑࣭⣽⬊療Ꮫ会ㄆ定医ไ度ᣦ定施タ

Ꮫ会ㄆ定࣭⮫ᗋ㍺⾑┳ㆤᖌไ度ᣦ定◊ಟ施タ

日ᮏ⅖症ᛶ⭠患Ꮫ会ᣦᑟ施タ

㠀⾑⦕者㛫㦵㧊᥇取ㄆ定施タ

㠀⾑⦕者㛫ᮎᲈ⾑ᖿ⣽⬊᥇取ㄆ定施タ

୍⯡♫ᅋἲே日ᮏ⏘⛉፬ே⛉内ど㙾Ꮫ会ロࢺࢵ࣎ᡭ⾡ㄆ定◊ಟ施タ

ᣦ定病院 ㄆ定施タ
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救 急 病 院 の 告 ♧   告♧

ᩜ 地 㠃 ✚   地ᩜ院病 79,634.46 ੍

㠃

✚

病 院 ᮏ 㤋
  㹑㐀 ୍㒊㹐㹁及び㹑㹐㹁㐀㸦ච㟈ᘓ≀） 地ୖ㸵㝵  地ୗ 1 㝵

੍99.202,86ᘏ

㺒㺦㺷㺕㺼㺎㺜㺻㺞㺎(ᶵᲔᲷ)   㹐㹁㐀地ୖ１㝵  地ୗ 1 㝵  

࣐ ࢽ ࣍ ー ル ࢻ 室   㹐㹁㐀地ୖ 1 㝵

ᒇ 外 ࣏ ン ࣉ 室   㹐㹁㐀地ୖ 1 㝵

⫋ 員 ᐟ ⯋   㕲➽㺘㺻㺖㺶㺎㺢㐀㝣ᒇ᰿地ୖ３㝵(48 ᡞ) ᘏ 1,230.31 ੍

院 内 ಖ ⫱ ᡤ   㕲➽㺘㺻㺖㺶㺎㺢㐀㝣ᒇ᰿地ୖ１㝵 ᘏ 697.15 ੍

੍54.031,07ᘏ計合
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③ओͳઃඋ

（����݄̔��ࡏݱ）

■ݯ設උ  
　・؏流Ϙイラー 伝面ੵ　9.9ᶷ　ࢉৠ発ྔ2.0t ʗ̷ （ガスʗ༉ସࣜ） ̒台
　・ダブルバンドル ྫྷ٫能ྗ　270Rt　　加能ྗ1181L8 １台
　　　ターϘྫྷౚ機
　・̞̣̫ターϘྫྷౚ機 ྫྷ٫能ྗ　300USRt １台
　・ガス吸ऩࣜྫྷԹ水発生器 ྫྷ٫能ྗ　360USRt　　加能ྗ1100L8　（ガスʗ༉ସࣜ） ２台
　・ジェネリンク ྫྷ٫能ྗ　210USRt　　加能ྗ494L8　（ガスขき） １台
　・ྫྷ٫ౝ ີดࣜ　２ج　　　　　開放ࣜ５ج ج７
　・೩ྉ༻ストレージタンク Ａ重༉　50000L ２૧
　・ۭྫྷヒートポンプチラー ྫྷ٫能ྗ　130USRt　　加能ྗ345L8　（ྫྷԹ水ସ༷） １
　・ۭྫྷチーリングユニット 加能ྗ　115L8　（Թ水ઐ༻） １
　・ۭ調༻交器 プレートࣜ　̒ج　　　　シェルアンドチューブࣜ　１ج ج７

■ۭ調設උ  
調和機 エアーハンドリングユニットؾۭ・　 62台
別エアコンݸ・　 ۭྫྷビル༻マルチエアコン 363台
別エアコンݸ・　 水ݯビル༻マルチエアコン 1347台

■Ӵ生設උ  
水設උ 市水（上水）ड水૧　170ὗڅ・　 　（加ѹڅ水方ࣜ） ２૧

井水（雑༻水）ड水૧　590ὗ　（加ѹڅ水方ࣜ） １૧
井水ᖤ過設උ
আ鉄、আマンガンશࣗ動ᖤ過ٯચ置　（13.5ὗʗ h） ج１
ਂ井戸　（༻్：トイレચড়༻、ࢄ水༻、Ր༻水༻ଞ） １ج

౬設උ ஷ౬૧　46ὗڅ・　 ２૧
セントラルڅ౬　（ヒートポンプڅ౬機加方ࣜʷ７台） １
属設උ：ঢԹ༻交器（ৠࣜؾ） １台

　・ഉ水設උ 公共下水道に放流
ഉ水૧（雑ഉ水、Ԛ水、༙水、感染ഉ水、検査ഉ水、透析ഉ水 ଞ）
ഉ水ॲ理設උ（Ｒ̞ഉ水ॲ理設උ、医療ഉ水等ॲ理設උ） 

　・都市ガス設උ 中ѹ供څ　　　　　Ｂ１階څ৯・・・・中ѹˠѹ供څ

■電ؾ設උ 
　・ड電方ࣜ ３相３線ࣜ　22L7 　（２ճ線）
　・ಛ高มѹ器༰ྔ 4000L7A ２台
　・設උ༰ྔ 13050L7A
電ྗܖ・　 2874L8
　・コージェネ発電機 発電༰ྔ 400L8 １台
　・ඇৗ༻発電設උ 発電༰ྔ 1500L7Aʷ２台 １



２　医ྍηϯλʔ֓ཁ　（�）֓ཁ　　③ओͳઃඋ

10

　・交流ແఀ電電ݯ設උ ෛՙ༰ྔ 250L7A　　　ෛՙྗ 0.8　　　ఀ電อো࣌間 10分間 １
　・ଠ陽光発電設උ 発電༰ྔ 40L8 ʗ h １
　・ऑ電通信設උ 電話交設උ、ナースコール設උ、電ܭ࣌ؾ設උ、放ૹ設උ、入 

出ୀ理設උ、ө૾・Իڹ設උ、༠ಋ支援設උ、視カメラ設උ、
றं場制設උ、̩̫共ಉड信設උ ଞ

■ࡂ設උ スプリンクラー設උ、屋内消Րખ設උ、連݁ૹ水設උ、二ࢎ化
ૉ消Ր設උ、ࣗ動Րࡂ報設උ、ガス࿙れՐࡂ報設උ、ඇৗ放ૹ
設උ、ආ器۩設උ、༠ಋ౮設උ、ഉԎ設උ、ඇৗ電ݯ設උ
Րࡂ通報設උ ଞ

■ঢ降機設උ 一ൠ༻エレベーター　　（ৗ༻݉ंҜ子༻） ３台
一ൠ༻エレベーター　　（ৗ༻݉ंҜ子༻） ２台
一ൠ༻エレベーター　　（ৗ༻݉ंҜ子༻） １台
救急༻エレベーター　　（৸台༻） １台
薬剤༻エレベーター　　（ৗ༻） １台
中ࡐ༻エレベーター　　（ৗ༻） ２台
人ՙ༻エレベーター　　（人ՙ共༻） １台
৸台༻エレベーター　　（৸台༻） ２台
ਥ༻エレベーター　　（人ՙ共༻） １台
ഇغ༻エレベーター　（人ՙ共༻） １台
感染༻エレベーター　　（人ՙ共༻） １台

（16台）ܭ
エスカレーター ج２
小ՙઐ༻ঢ降機 １台
小ՙઐ༻ঢ降機 １台
       

■医療༻ガス設උ  
タンク（̘̚）10トンࢎ設උ 液څૉ供ࢎ・　 ج１

༧උマニーϗールド（手動ସ方ࣜ ２ྻ64本立て） １
　・治療༻ۭؾ供څ設උ スクロールコンプレッサー 15L8（3.7L8ʷ̐台） ̐台

タンク༰ྔ 1070L ̐૧
　・吸Ҿ設උ オイルࣜ吸Ҿポンプ 15L8 ２台

タンク༰ྔ 1000L ２૧
　・そのଞの供څ設උ ૉ供څ設උ、ࢎガス供څ設උ、ඇ治療༻ۭؾ供څ設උ
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ᶆओͳ医ྍثػ（औಘՁ֨���ສԁ以্）

（2024年３月31日現在）
ʪ放射線診அʫ

උ　　　　　品　　　　　名 設　置　場　所 ྔ औಘ年月日

̭線アンギオグラフィシステム 中 央 放 射 線 部 1 2016年2月1日

̭線一ൠࡱӨ置 中 央 放 射 線 部 3 2018年3月26日

近赤外光カメラシステム 中 央 放 射 線 部 1 2018年3月26日

富士DR	ラジオグラフィ 
システム 中 央 放 射 線 部 1 2018年3月26日

乳ࡱӨ置 中 央 放 射 線 部 1 2018年3月26日

デジタルࣜ൚༻̭線透視診அ置 中 央 放 射 線 部 1 2018年3月26日

PETʵCTࡱӨ置 P　E　T　 ʵ　C　T　 室 1 2018年4月18日

֩医学診அ༻検出器ճస型SPECT置 S 　 P 　 E 　 C 　 T 　 室 1 2018年4月18日

CT置（コンピュータஅࡱӨ置） C　T　 　ࡱ Ө　 室 2 2018年4月18日

血ࡱӨ置（バイプレーン） 血  ࡱ Ө 室 1 2018年4月18日

Ө置（MRI）3.0Tࡱ共໐அؾ࣓ M 　 R 　 I 　 室 2 2018年4月20日

放射線治療置	リニアック
 放 射 線 治 療 室 1 2018年4月26日

放射線治療置	エレクタ
 放 射 線 治 療 室 1 2018年4月26日

放射線治療Ґ置ܾめCTࡱӨ置 C　T　 　ࡱ Ө　 室 1 2018年4月26日

血内Ի波診அ置 血  ࡱ Ө 室 1 2018年4月30日

臨床༻ポリグラフおよび心内電Ґղ析置 血  ࡱ Ө 室 1 2018年4月30日

３Dマッピング置 血  ࡱ Ө 室 1 2018年4月30日

Ի波画૾診அ置 血  ࡱ Ө 室 1 2018年4月30日

心ଁマッピング置 血  ࡱ Ө 室 1 2018年4月30日

アーム型X線診அ置デジタルࣜ歯科༻パノラマX線診அ置 パ ノ ラ マ デ ン タ ル ࡱ Ө 室 1 2020年2月25日

富士CALNEO　FMFY　一ࣜ 中 央 放 射 線 部 2 2020年5月18日

ਾ置型デジタルࣜ൚༻X線透視診அ置 中 央 放 射 線 部 1 2020年12月25日

̭線アンギオグラフィシステム 中 央 放 射 線 部 1 2021年3月29日

血ࡱӨ室༻CT置　 血  ࡱ Ө 室 1 2021年3月29日

ਾ置型デジタルࣜ൚༻X線透視診அ置 中 央 放 射 線 部 2 2021年8月31日

放射線治療システム 放 射 線 治 療 室 1 2022年3月29日

IMPELLA制御置 中 央 放 射 線 部 1 2022年12月1日

放射線治療ܭ画支援システム 放 射 線 治 療 室 1 2023年3月28日
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ʪ臨床検査部門ʫ

උ　　　　　品　　　　　名 設　置　場　所 ྔ औಘ年月日

ࣗ動࠾血४උシステム 臨 床 検 査 部 1 2015年3月31日

尿化学分析置 臨 床 検 査 部 1 2015年3月31日

脳波ܭ 臨 床 検 査 部 1 2015年3月31日

液状細๔診ඪ本࡞置 臨 床 検 査 部 1 2015年9月17日

Ҩ伝子検査システム 臨 床 検 査 部 1 2015年11月2日

Ի波画૾診அ置 臨 床 検 査 部 12 2018年3月20日

༌血検査システム 臨 床 検 査 部 1 2018年5月11日

生理検査システム 臨 床 検 査 部 1 2018年4月20日

ඍ生分類ಉఆ分析置 臨 床 検 査 部 1 2019年9月30日

Ի波画૾診அ置 生 理 検 査 室 1 2019年6月24日

ີดࣜࣗ動ݻఆแຒ置 臨 床 検 査 部 1 2020年2月25日

ビオメリュー　FJMNArraZ　ěĶĹĪįシステム 臨 床 検 査 部 1 2020年10月29日

ハイエンドクリニカルフローサイトメーター 臨 床 検 査 部 1 2021年3月17日

શࣗ動化学発光߬ૉ໔Ӹଌఆシステム 臨 床 検 査 部 1 2021年9月21日

൚༻Ի波画૾診அ置 生 理 検 査 室 1 2021年9月30日

心ଁӡ動ෛՙモニタリングシステム 生 理 検 査 室 1 2021年12月14日

શࣗ動༌血検査システム　オーιビジョン一ࣜ ༌ 血 検 査 室 1 2022年8月25日

൚༻Ի波画૾診அ置 生 理 検 査 室 1 2022年9月30日

リアルタイムPCR器機 臨 床 検 査 部 1 2022年9月30日

筋電ਤ・༠発電Ґ検査置 生 理 検 査 室 1 2022年10月31日

脳波ܭ一ࣜ・筋電ਤ༠発電Ґ検査置一ࣜ 生 理 検 査 室 1 2022年11月29日

尿検査総合ൖૹシステム 臨 床 検 査 部 1 2023年2月14日

Ի波画૾診அ置 生 理 検 査 室 1 2023年6月30日

血ѹ຺波検査置 生 理 検 査 室 1 2023年12月25日

ౚ݁織片࡞成置 病 理 診 அ 室 1 2024年1月30日

呼吸機能ଌఆ置 生 理 検 査 室 1 2024年2月26日

耳Իڹ放射ଌఆ機能ௌ֮༠発Ԡଌఆ置 臨 床 検 査 部 1 2024年3月27日

ʪ手ज़部門ʫ

උ　　　　　品　　　　　名 設　置　場　所 ྔ औಘ年月日

ճ診༻̭線ࡱӨ置 手 ज़ 室 1 2015年3月31日

ແӨ౮ 手 ज़ 室 3 2015年3月2日
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උ　　　　　品　　　　　名 設　置　場　所 ྔ औಘ年月日

３̙内視鏡ビデオシステム 手 ज़ 室 1 2016年7月26日

Ի波診அ置 手 ज़ 室 2 2016年10月20日

高प波手ज़置	バイクランプ
 手 ज़ 室 1 2017年2月27日

共༻手ज़室内視鏡システム　 手 ज़ 室 1 2018年3月15日

શຑਲ置 手 ज़ 室 5 2018年3月22日

ແӨ౮ 手ज़室、初療室、分ส室等 6 2018年3月28日

手ज़台 手 ज़ 室 3 2018年3月28日

血ࡱӨ置༻ユニバーサルテーブルトップ 手 ज़ 室 1 2018年3月31日

ज़中血ࡱӨ置対Ԡナビήーションシステム 手 ज़ 室、 血  ࡱ Ө 室 1 2018年3月31日

手ज़༻̭線ࡱӨ置（モバイルCアーム） 手 ज़ 室 1 2018年4月18日

血透視・ࡱӨシステム（シングルプレーン） 手 ज़ 室 1 2018年4月20日

電ؾメス 手 ज़ 室 2 2018年4月24日

関અ鏡カメラシステム 手 ज़ 室 1 2018年4月25日

ビデオ喉಄鏡・喉಄鏡関連機器 手 ज़ 室 1 2018年8月31日

ࢎガスレーザー置 手 ज़ 室 1 2018年8月31日

神経ܹモニタリング置 手 ज़ 室 1 2018年8月31日

シーリングペンダント 手 ज़ 室 19 2018年4月19日

ຑਲ記録システム 手 ज़ 室 1 2018年5月10日

手ज़室ٴび内視鏡室ө૾システム 手 ज़ 室 1 2018年5月10日

手ज़༻ݦඍ鏡システム 手 ज़ 室 1 2019年3月18日

ハンドピースセット・電動ࣜドリルڒࠎ 手 ज़ 室 1 2019年7月11日

手ज़室ө૾システム 手 ज़ 室 1 2019年7月30日

シーリングペンダント・ແӨ౮ 手 ज़ 室 1 2019年7月30日

椎内視鏡システム 手 ज़ 室 1 2019年8月20日

ᡦ腎ᚨビデオスコープシステム 手 ज़ 室 1 2019年9月24日

耳鼻咽喉科手ज़ナビήーション 手 ज़ 室 1 2019年9月30日

眼科༻レーザー手ज़置 手 ज़ 室 1 2020年1月27日

手ज़༻ݦඍ鏡ٴび手ज़ݦඍ鏡༻モニタシステム一ࣜ 手 ज़ 室 1 2020年6月25日

N7M5神経モニターシステムベーシックモデル一ࣜ 手 ज़ 室 1 2020年7月13日

શຑਲ置 手 ज़ 室 2 2020年12月9日

手ज़台 手 ज़ 室 2 2020年10月26日

൚༻Ի波画૾診அ置 手 ज़ 室 1 2021年9月30日

手ज़台システム 手 ज़ 室 1 2021年11月20日
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උ　　　　　品　　　　　名 設　置　場　所 ྔ औಘ年月日

人工心ഏ置 手 ज़ 室 1 2021年12月28日

StPr[社4Kカメラシステム 手 ज़ 室 1 2022年5月30日

IMPELLA制御置 手 ज़ 室 1 2022年12月1日

StPr[社泌尿器・心外共有システム 手 ज़ 室 1 2022年12月21日

体外循環༻血液ガスモニター 手 ज़ 室 1 2023年2月9日

手ज़室༻Cアームイメージングシステム 手 ज़ 室 1 2023年3月24日

Ի波診அ置 手 ज़ 室 1 2023年9月21日

શຑਲ置 手 ज़ 室 1 2023年10月25日

手ज़台 手 ज़ 室 2 2023年10月27日

心ଁ外科　4K3Dシステム 手 ज़ 室 1 2023年12月4日

脳神経外科手ज़༻ナビήーションシステム 手 ज़ 室 1 2024年1月17日

ʪ診療科、中央ࡐྉ室、そのଞʫ

උ　　　　　品　　　　　名 設　置　場　所 ྔ औಘ年月日

光眼࣠長ଌఆ置 眼 科 1 2015年10月1日

眼科༻手ज़ݦඍ鏡 眼 科 1 2015年10月21日

眼科༻レーザー光ݻڽ置 眼 科 1 2015年11月27日

Ի波ଌఆ・診அ置 眼 科 1 2015年12月21日

眼科༻広角査レーザー検眼鏡 眼 科 1 2016年1月29日

Ի波診அ置（経༻） 産 婦 人 科 1 2015年9月16日

新生児༻อҭ器 ̣ ̞ ̘ ̪ 3 2014年3月25日

心血ࡱӨ༻動画サーバー 循 環 器 内 科 1 2015年3月31日

手ज़༻ナビήーションシステム 脳 神 経 外 科 1 2014年3月26日

Ea 7JnDJ SJ サージカルシステム一ࣜ 泌 尿 器 科 1 2017年12月23日

ビデオスコープシステム 耳 鼻 咽 喉 科 1 2015年12月21日

人工心ഏ置 心 ଁ 血  外 科 1 2017年2月20日

光トポグラフィ置 精 神 科 1 2013年10月30日

શຑਲ置 ຑ ਲ 科 1 2015年3月31日

શຑਲ置 ຑ ਲ 科 1 2017年3月1日

人工呼吸器 臨 床 工 学 室 1 2015年3月31日

人工呼吸器 臨 床 工 学 室 1 2017年3月30日

人工透析通信システム 透 析 室 1 2015年3月31日

Թプラズマ໓ە置 中 央 ࡐ ྉ 室 1 2014年12月1日
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උ　　　　　品　　　　　名 設　置　場　所 ྔ औಘ年月日

Ի波ચড়機 中 央 ࡐ ྉ 室 1 2015年3月31日

൚༻Ի波診அ置 内 視 鏡 室 1 2014年3月17日

Ի波画૾診அ置 内 視 鏡 室 1 2014年3月25日

高प波リニアプローブ 内 視 鏡 室 1 2014年3月25日

高ղ૾内視鏡ビデオシステム 内 視 鏡 室 1 2014年10月31日

内視鏡ビデオシステム 内 視 鏡 室 1 2016年2月1日

呼ؾガス代ँモニター リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部 1 2016年2月1日

地域連携システム 地 域 医 療 連 携 室 1 2015年3月31日

ಛघཋ૧	ঢ降ࣜհॿཋ૧
 ̐ 階 西 病 棟 1 2018年3月13日

耳鼻咽喉科外来内視鏡システム 耳 鼻 咽 喉 科 1 2018年3月15日

高ѹৠؾ໓ە置 中 央 ࡐ ྉ 室 3 2018年3月19日

高ѹৠؾ໓ە置 ۓ 急 ໓ ە 室 1 2018年3月19日

調剤関連機器（શࣗ動ৣ剤分แ器、ടྔ調剤器、射薬
ࣗ動出機、供څリフター調剤台、集ਖ置調剤台等）

薬 剤 部 ֤1 2018年3月29日

薬剤部門システム 薬 剤 部 1 2018年3月29日

ຑਲ記録システム設උ ֤ 病 棟・ 外 来・ 手 ज़ 室 1 2018年3月29日

人工呼吸器 臨 床 工 学 室 9 2018年4月26日

新生児༻人工呼吸器 臨 床 工 学 室 1 2018年4月26日

高ղ૾ӡ等内ѹղ析置 耳 鼻 咽 喉 科 1 2018年8月31日

ԕ心型血液成分分置 血 液 ড় 化 治 療 室 1 2018年4月25日

ࣗ動精ࢉ機ٴび診݊発行機 事 務 部 1 2018年5月1日

ユニットࣜ調乳水置 ３ 階 東 病 棟 1 2018年4月19日

Ϙトルスチーマー ３ 階 東 病 棟 1 2018年4月19日

༧ਁ૧およびࣗ動ચড়器　 ３ 階 東 病 棟 1 2018年4月19日

رऍ心ഥ出ྔܭモニター 臨 床 工 学 室 1 2018年10月31日

߯器۩トレーサビリティ関連機器 中 央 ࡐ ྉ 室 1 2018年6月29日

患者呼出システム 事 務 部 1 2018年4月30日

分ส視置 प 産 ظ セ ン タ ー 1 2018年5月11日

多༻్透析視置 血 液 ড় 化 治 療 室 8 2018年6月29日

透置ਁٯ༺人ݸびٴ人༻多༻్透析置ݸ 血 液 ড় 化 治 療 室 1 2018年6月29日

内視鏡ચড়消ಟ置 内 視 鏡 室 5 2018年5月23日

内視鏡ビデオシステム 内 視 鏡 室 4 2018年5月23日

上部消化൚༻ビデオスコープ 内 視 鏡 室 3 2018年5月23日



２　医ྍηϯλʔ֓ཁ　（�）֓ཁ　　ᶆओͳ医ྍثػ　

16

උ　　　　　品　　　　　名 設　置　場　所 ྔ औಘ年月日

上部消化ビデオスコープٴびؾ支ビデオスコープ 内 視 鏡 室 3 2018年5月23日

エルゴメーターٴびશӡ動器 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部 1 2018年4月27日

診༻チェア 歯 科 口 腔 外 科 5 2018年4月5日

歯科༻吸Ҿポンプ 歯 科 口 腔 外 科 2 2018年4月5日

射ฦ品薬出機 薬 剤 部 1 2018年6月25日

電子カルテ・オーダリング・看護支援システム サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

看護部門システム サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

検体検査システム サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

細ە検査システム サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

病理・細๔診システム サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

血業務支援システム࠾ サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

経営理支援システム サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

౷合画૾理・放射線部門システム サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

൚༻画૾システム サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

地域連携システム サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

栄ཆ理システム サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

リハビリ支援システム サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

医療相ஊ・がん登録・จॻ࡞成支援システム サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

インシデント・感染症・NST・᧘ᚃ・؇和ケアシステム サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

健診部門システム サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

職員在੶理・グループウェアシステム サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

外来・会ܭ・薬合දࣔシステム サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

ネットワーク視システム（ウィルス対ࡦ） サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

重症ܥ理機能システム サ ー バ ー 室 1 2018年5月1日

外線র射置ࢵ 感 染 対 ࡦ 室 2 2019年7月26日

ࣗ動視野検査置 眼 科 1 2019年9月30日

人工呼吸器 臨 床 工 学 室 5 2019年9月18日

過ࢎ化水ૉԹプラズマ໓ە置 中 央 ࡐ ྉ 室 1 2019年12月16日

Ի波ビデオスコープ　一ࣜ 内 視 鏡 室 1 2019年12月25日

イメージガイドシステム　一ࣜ 眼 科 1 2020年1月27日

生体情報モニター 7 階 西 病 棟 1 2020年3月23日

ベッドサイドモニター 5 階 西 病 棟 2 2020年5月20日

体外ࣜບ型人工ഏ（ECMO） 臨 床 工 学 室 1 2020年6月17日
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උ　　　　　品　　　　　名 設　置　場　所 ྔ औಘ年月日

Ի波画૾診அ置 ̞ ̘ ̪・ 産 科・ 皮 膚 科 6 2020年6月30日

3D先ۂビデオスコープ 内 視 鏡 室 3 2020年7月17日

支ビデオスコープؾ 内 視 鏡 室 1 2020年7月28日

े二指腸ビデオスコープ 消 化 器 内 科 1 2020年7月28日

耳鼻咽喉科内視鏡ビデオシステム 耳 鼻 科 外 来 1 2020年7月29日

ྫྷౚアブレーション置 臨 床 工 学 室 1 2020年10月29日

൚༻人工呼吸器 臨 床 工 学 室 4 2020年11月2日

血流ܭ 臨 床 工 学 室 1 2020年11月18日

Ի波画૾診அ置 ̚ Ｒ ・ ຑ ਲ 科 3 2021年1月19日

ベッドサイドモニター ̞ ̘ ̪ 3 2021年1月26日

多߲目モニタ 臨 床 工 学 室 2 2021年1月29日

体外ࣜບ型人工ഏ（ECMO） 臨 床 工 学 室 1 2021年3月17日

多人༻透析液供څ置 血 液 ড় 化 治 療 室 1 2021年6月28日

શࣗ動༹ղ置 血 液 ড় 化 治 療 室 1 2021年6月28日

フィブロスキャン430 消 化 器 内 科 1 2021年7月27日

連続血ѹܭ 小 児 科 1 2021年7月30日

経皮త心ഏิॿ置 臨 床 工 学 室 1 2021年9月30日

ิॿ循環༻バルーンポンプۦ動置 臨 床 工 学 室 1 2021年9月30日

支ビデオスコープؾ 呼 吸 器 内 科 外 来 1 2021年9月6日

ิॿ循環༻バルーンポンプۦ動置 臨 床 工 学 室 1 2021年9月30日

新生児小児༻人工呼吸器 N I C U 1 2022年1月27日

Ի波画૾診அ置　LOGIQ　P10一ࣜ 小 児 外 科 1 2022年6月30日

ベンチレータ 臨 床 工 学 室 1 2022年9月28日

メラԕ心血液ポンプシステム一ࣜ 臨 床 工 学 室 1 2022年9月30日

൚༻Ի波画૾診அ置 S C U 1 2022年9月30日

過ࢎ化水ૉԹプラズマ໓ە置システム一ࣜ 中 央 ࡐ ྉ 室 1 2022年12月19日

臨床༻ポリグラフ 循 環 器 内 科 1 2023年3月17日

൚༻Ի波画૾診அ置 小 児 科 1 2023年3月27日

細ܺ౮ݦඍ鏡 眼 科 1 2023年4月11日

透析༻水࡞置 血 液 ড় 化 治 療 室 1 2023年6月18日

マンモグラフィಡӨ診அワークステーション 乳 腺 外 科 1 2023年7月28日

生体情報モニター 3 階 西 病 棟 1 2024年3月14日

生体情報モニター 7 階 西 病 棟 1 2024年3月14日

թҐ入ཋ置ڼ 7 階 西 病 棟 1 2024年3月26日
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ᶈ৬һͷঢ়گ

（１）৬छผ৬һ（֤݄̐１）

医ᖌ(ṇ規� 140 医ᖌ(ṇ規� 150 医ᖌ(ṇ規� 154 医ᖌ(ṇ規� 184 医ᖌ(ṇ規� 184

ᑓᨷ医 43 ᑓᨷ医 45 ᑓᨷ医 54 ᑓᨷ医 44 ᑓᨷ医 51

◊ಟ医 39 ◊ಟ医 34 ◊ಟ医 36 ◊ಟ医 37 ◊ಟ医 39

その他㠀ṇ規 7 その他㠀ṇ規 0 その他㠀ṇ規 1 その他㠀ṇ規 11 その他㠀ṇ規 8

計 229 計 229 計 245 計 276 計 282

⸆  ᖌ

⮫ ᗋ 検 ᰝ ᢏ ᖌ

デ療ᨺᑕ⥺ᢏᖌ

స 業 療 ἲ ኈ

⌮ Ꮫ 療 ἲ ኈ

ゝ ㄒ ⫈ ぬ ኈ

ど ⬟ 訓 練 ኈ

⮫ ᗋ ᕤ Ꮫ ᢏ ኈ

ṑ ⛉ ⾨ ⏕ ኈ

⮫ ᗋ ᚰ ⌮ ኈ

⟶ ⌮ ᰤ 㣴 ኈ

♫ 会 ⚟ ♴ ኈ

デ療報⟶⌮ኈ

⢭⚄ಖ⚟♴ኈ

㸦 病 院 ）

㸦 ┳ ᑓ ）

 務 ⫋ 員

㟁Ẽ࣭ᶵᲔᢏᖌ

ㄪ ⌮ ⅕ 

そ の 他

計

㸦ὀ）医ᖌ௨外ࡣ、ṇ規⫋員数のみ

0

0

0

1,256

7

1

2

735

-

38

5

2

21

3

2

6

202�年

42

46

36

8

26

38

0

0

0

1,179

6

8

2

2

704

-

22

4

2

20

3

2

2022年

39

41

35

6

医ࠉࠉᖌ

2021年

37

42
医

療

ᢏ

⾡

員

1,047

616

-

30

0

0

0

1

ᢏ
ປ
⫋

⾜
ᨻ
⫋

┳
ㆤ
ᖌ

6

2

༊ࠉࠉศ

1

2

3

20

2

4

18

5

33

41

34

2020年

33

5

20

4

2

19

3

2

5

0

0

0

1,113

7

2

1

669

-

33

202�年

45

52

40

10

32

7

2

23

3

2

9

0

0

0

1,288

8

2

2

730

0

39
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（２）医師ఆݱһද 202�年�月1日⌧ᅾ

ṇ規医ᖌ ᑓᨷ医 ◊ಟ医

1 0

1 0

4 0

㸦1）ͤ1ࠉ 0

1 0

1 0

1 0

1 0

1 0

1 0

5 2

2 2

7 5

6 4

2 3

4 2

5 1

4 2

㸦3）ͤ2ࠉ 0

1 0

6 3

1 0

4 0

3 0

�ͤ（㸦5ࠉ 1

4 2

2 0

2 0

3 0

�ͤ（�㸦1ࠉ 5

9 2

9 1

4 0

1 0

3 1

2 2

4 0

5 1

2 0

11 3

10 5

15 0

1 0

2 0

3 0

�ͤ（㸦1ࠉ 0

1 0

2 2

1 0

1 0

5 2

1 0

1�4 51 39

ᑠ ඣ ⬻ ⚄ ⤒ 外 ⛉

ͤ1 㞟Ꮫⓗࢇࡀ療センター㛗ࡣ院㛗ව務
ͤ2 感染症内⛉㒊㛗ࡣ院㛗ව務
ͤ� ᚰ⮚⾑⟶外⛉㒊㛗ࡣ患者支援センター㛗ව務
ͤ� ⏘፬ே⛉㒊㛗ࡣ࿘⏘ᮇẕᏊ医療センター㛗ව務
ͤ� ⾑ᾮί療㒊㒊㛗ࡣ⭈⮚内⛉㒊㛗ව務

患 者 支 援 セ ン タ ー

ᑠ ඣ Ἢ ᒀ ჾ ⛉

総 合 デ 療 ⛉

⦆ 和 ࢣ  内 ⛉

⮫ ᗋ 検 ᰝ 㒊

病 ⌮ デ ᩿ ⛉

⾑ ᾮ ί   療 㒊

ங ⭢ 外 ⛉

㢌 㢕 㒊 外 ⛉

合ࠉ  計

ᑠ ඣ 外 ⛉

⓶  ⛉

⛉║

⪥ 㰯 ဗ ႃ ⛉

ᨺ ᑕ ⥺ デ ᩿ ⛉

ࣜ ࣁ ࣅ ࣜ ࢸ ー ࢩ ࣙ ン ⛉

㯞 㓉 ⛉

㞟 ୰  療 ⛉

ᙧ ᡂ 外 ⛉

ᡭ ⾡ 㒊

⏘ ፬ ே ⛉

ᑠ ඣ ⛉

新 ⏕ ඣ 㞟 ୰  療 㒊

Ἢ ᒀ ჾ ⛉

ᨺ ᑕ ⥺  療 ⛉

ཱྀ ⭍ 外 ⛉

救 急 ⛉

ᾘ  ჾ ࣭ ⫢ ⫹ ⮅ 外 ⛉

⬻ ⚄ ⤒ 外 ⛉

 ྾ ჾ 外 ⛉

ᚰ ⮚ ⾑ ⟶ 外 ⛉

ᩚ ᙧ 外 ⛉

⬨ ᳝ ⬨ 㧊 外 ⛉

内 ど 㙾 㒊

⢾ ᒀ 病 ࣭ 内 ศ Ἢ 内 ⛉

⾑ ᾮ ࣭ ⭘ ⒆ 内 ⛉

⬻ ⚄ ⤒ 内 ⛉

⢭ ⚄ ⛉

感 染 症 内 ⛉

ᚰ ⮚ ⾑ ⟶ セ ン タ ー

救 急 ࣭ 㞟 ୰  療 セ ン タ ー

ᚠ ⎔ ჾ 内 ⛉

⭈ ⮚ 内 ⛉

 ྾ ჾ 内 ⛉

ᾘ  ჾ 内 ⛉

⬻ ⚄ ⤒ セ ン タ ー

㛗総

㛗院

 院 㛗

㞟 Ꮫ ⓗ ࡀ ࢇ  療 セ ン タ ー

࿘ ⏘ ᮇ ẕ Ꮚ 医 療 セ ン タ ー

ᾘ  ჾ セ ン タ ー
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ᶉྺӃɾ૯

（県立医科大学附属奈良病院）（奈良病院چ）　
　　第１代　院長　　内ւ　貞　　1964年̐月ʙ 1966年３月
　　第２代　院長　　吉田　உ　　1966年̐月ʙ 1970年３月
　　第３代　院長　　神谷　貞ٛ　　1970年̐月ʙ 1971年３月
　　第̐代　院長　　૿井　ٛ1971　　߂年̐月ʙ 1975年３月

県立奈良病院
　　第１代　院長　　૿井　ٛ1975　　߂年̐月ʙ 1994年３月
　　第２代　院長　　一條　元　　1994年̐月ʙ 1996年３月
　　第３代　院長　　岡島ӳ五　　1996年̐月ʙ 1998年３月
　　第̐代　院長　　ח田喜ଠ　　1988年̐月ʙ 2001年３月
　　第５代　院長　　本郷　三　　2001年̐月ʙ 2003年３月
　　第̒代　院長　　大石　　元　　2003年̐月ʙ 2006年３月
　　第７代　院長　　島　　　　2006年̐月ʙ 2009年３月
　　第̔代　院長　　川口正一　　2009年̐月ʙ 2014年３月

奈良県総合医療センター
　̡ 総長ʳ
　　第１代　総長　　上田　༟一　　2014年̐月ʙ
　　
　̡ 院長ʳ
　　第１代　院長　　菊池　ӳ྄　　2015年̐月ʙ 2022年３月
　　第２代　院長　　松山　武　　　2022年̐月ʙ
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（̏）ྟচݚमපӃͱͯ͠ͷऔΓΈ

　現在の初ظ臨床研修制は2004年に制化された。「臨床研修は、医師が医師としての人֨をᔻཆし、
ক来ઐ門とする分野にかかわらず、医学ٴび医療のՌたすべき社会తׂをೝࣝしつつ、一ൠతな診療に
おいてසൟに関わるෛইຢは疾病にదに対Ԡできるよう、ج本తな診療能ྗをにつけるものでなけれ
ばならない（厚生࿑ಇলྩ第158号）」という理念がܝげられ、すべての研修医が２年間に内科、外科、小
児科、産婦人科、救急科、精神科、地域医療、およびબ科目を研修することがٛ務づけられた。当セン
ターでは上記の初ظ研修の理念にԊって、研修指ಋを行っている。
　当センターでの初ظ研修プログラムのಛは、救໋救急センターの研修を１年目̔ि、２年目̐िとし、
救急の現場を෮研修していることと、બ科目のظ間を２年間で28िと長く設ఆし、֤ʑのرにԠじ
たࣗ༝な研修がՄ能となっていることがڍげられる。研修では、豊富な症ྫを経ݧし、多くの医療技ज़を
शಘできることはもちろん、֤診療科の横அతなカンファレンスや֤科指ಋ医による症ྫษڧ会、外部講
師をটいた総合診療のカンファレンスもఆظతに行っており、研修医の「考えるྗ」をཆい、診அ能ྗの
向上をਤっている。さらに２年目の研修ظ間には、研修医શ員に症ྫ発දの機会を༩え、その内༰をจ
化し、センターが発行する医学雑ࢽにߘしている。これにより理తな思考もཆっている。
　初ظ研修制開始以降、2024年３月までに221名の研修医が当センターでの初ظ研修を修ྃし、それぞ
れ医学・医療現場で活༂中である。研修医の࠾༻については、ここ年フルマッチが続いており、出大
学は༷ʑだが、皆仲良くੵۃతに研修にऔりんでいる。
　当センターでの初ظ研修を通じて、ক来の医療・医学の発లにد༩できる人ࡐをҭ成できるよう研修プ
ログラムのさらなるॆ実にセンターશ体でऔりんでいきたい。

ྟচݚम医ͷͨΊͷΧϯϑΝϨϯεɺ࠲ߨɺݚम

˗ྟচݚम医ྫΧϯϑΝϨϯε

１．開࠵日࣌ ຖिՐ༵日　　17：30 ʙ 18：30
２．開࠵場所 ڭҭ研修棟会ٞ室
３．日　　ఔ 下දのとおり

月 㡯 ┠ ᢸᙜデ療⛉ 日 程 ሙ ᡤ

4 実㊶ㅮᗙ 医ㄢ 4月 6日(ᮌ) 会㆟室１

デ療㘓のグ㍕について ⬻⚄⤒内⛉ 4月 6日(ᮌ) 会㆟室１

ㄽᩥసᡂの方␎ ᚠ⎔ჾ内⛉ 4月 7日(㔠) 会㆟室１

について⸆ࢡイࣜスࣁ ⸆㒊 4月 18日(ⅆ) 会㆟室１

5 ᢠ⳦⸆の㐺ṇ⏝について ⸆㒊 5月 2日(ⅆ) 会㆟室２

NICUにࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ NICU 5月 9日(ⅆ) 会㆟室２

㯞㓉◊ಟについて 㯞㓉⛉ 5月 16日(ⅆ) 会㆟室１

྾ჾ外⛉療について ྾ჾ外⛉ 5月 30日(ⅆ) 会㆟室１

6 ᚰ⮚⾑⟶外⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ᚰ⮚⾑⟶外⛉ 6月 6日(ⅆ) 会㆟室１

Ἢᒀჾ⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ Ἢᒀჾ⛉ 6月 13日(ⅆ) 会㆟室１

7 ⬨᳝⬨㧊外⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ⬨᳝⬨㧊外⛉ 7月 11日(ⅆ) 会㆟室１

8 ⬻⚄⤒外⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ⬻⚄⤒外⛉ 8月 1日(ⅆ) 会㆟室１

ᨺᑕ⥺デ᩿࣭療について ᨺᑕ⥺⛉ 8月 8日(ⅆ) 会㆟室１

⪥㰯ဗႃ⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ⪥㰯ဗႃ⛉ 8月 29日(ⅆ) 会㆟室１

9 ║⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ║⛉ 9月 5日(ⅆ) 会㆟室２

ཱྀ⭍外⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ཱྀ⭍外⛉ 9月 19日(ⅆ) 会㆟室１

ᑠඣ外⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ᑠඣ外⛉ 10月 10日

(ⅆ)

会㆟室１

❧࣭Ṍ⾜訓練を⾜ࡵࡓ࠺のᇶ♏▱㆑ ンࣙࢩーࢸࣜࣅࣁࣜ

⛉

10月 31日

(ⅆ)

会㆟室１

11

10

外⛉療について ᾘჾ㺃⫢⫹⮅外⛉ 11月 7日(ⅆ) 会㆟室２

㢌㢕㒊外⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ 㢌㢕㒊外⛉ 11月 14日

(ⅆ)

会㆟室２

ᩚᙧ外⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ᩚᙧ外⛉ 11月 21日

(ⅆ)

会㆟室１

12 ⓶⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ⓶⛉ 12月 19日

(ⅆ)

会㆟室２

1 ங⭢外⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ங⭢外⛉ 1月 16日(ⅆ) 会㆟室２

ᙧᡂ外⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ᙧᡂ外⛉ 1月 23日(ⅆ) 会㆟室２

2 ❧࣭Ṍ⾜訓練を⾜ࡵࡓ࠺のᇶ♏▱㆑ ンࣙࢩーࢸࣜࣅࣁࣜ

⛉

2月 6日(ⅆ) 会㆟室２
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˗ग़ு࠲ߨ（ݚम医͚ྫΧϯϑΝϨϯε）

　　　2023年̔月18日（金）　酒見カンファレンス
　　　2024年２月̔日（木）　志水ଠ医師症ྫ検౼会

˗Իࠪݕ　ϋϯζΦϯ

　　　日ఔ：年̐ճの開࠵
　　　　　　・心ଁ、ෲ部、血のرする֤ྖ域のエコーを学ぶ
　　　心ଁ：ج本அ面のඳ出、M-NPEFܭଌ、ドプラ法のඳ出およびධՁ法
　　　ෲ部：ج本のඳ出査法、֤ଁ器のඳ出法
　　　血：ᰍ動຺のج本ඳ出法、ドプラ法（カラードプラ法、パルスドプラ法）のඳ出

˗ୈ��ճ　ྟচݚम医ྫڀݚձ

　　　日2023：࣌年７月22日　̔:30 ʙ 12:00
　　　場所：ڭҭ研修センター１階　講堂
　　　内༰：症ྫ発ද

　　　˓第１グループ
　　　　座長　腎ଁ内科　　医長　　丹生　佑
　　　　　　永㖊　ୖ真　　　（呼吸器内科）

月 㡯 ┠ ᢸᙜデ療⛉ 日 程 ሙ ᡤ

4 実㊶ㅮᗙ 医ㄢ 4月 6日(ᮌ) 会㆟室１

デ療㘓のグ㍕について ⬻⚄⤒内⛉ 4月 6日(ᮌ) 会㆟室１

ㄽᩥసᡂの方␎ ᚠ⎔ჾ内⛉ 4月 7日(㔠) 会㆟室１

について⸆ࢡイࣜスࣁ ⸆㒊 4月 18日(ⅆ) 会㆟室１

5 ᢠ⳦⸆の㐺ṇ⏝について ⸆㒊 5月 2日(ⅆ) 会㆟室２

NICUにࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ NICU 5月 9日(ⅆ) 会㆟室２

㯞㓉◊ಟについて 㯞㓉⛉ 5月 16日(ⅆ) 会㆟室１

྾ჾ外⛉療について ྾ჾ外⛉ 5月 30日(ⅆ) 会㆟室１

6 ᚰ⮚⾑⟶外⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ᚰ⮚⾑⟶外⛉ 6月 6日(ⅆ) 会㆟室１

Ἢᒀჾ⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ Ἢᒀჾ⛉ 6月 13日(ⅆ) 会㆟室１

7 ⬨᳝⬨㧊外⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ⬨᳝⬨㧊外⛉ 7月 11日(ⅆ) 会㆟室１

8 ⬻⚄⤒外⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ⬻⚄⤒外⛉ 8月 1日(ⅆ) 会㆟室１

ᨺᑕ⥺デ᩿࣭療について ᨺᑕ⥺⛉ 8月 8日(ⅆ) 会㆟室１

⪥㰯ဗႃ⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ⪥㰯ဗႃ⛉ 8月 29日(ⅆ) 会㆟室１

9 ║⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ║⛉ 9月 5日(ⅆ) 会㆟室２

ཱྀ⭍外⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ཱྀ⭍外⛉ 9月 19日(ⅆ) 会㆟室１

ᑠඣ外⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ᑠඣ外⛉ 10月 10日

(ⅆ)

会㆟室１

❧࣭Ṍ⾜訓練を⾜ࡵࡓ࠺のᇶ♏▱㆑ ンࣙࢩーࢸࣜࣅࣁࣜ

⛉

10月 31日

(ⅆ)

会㆟室１

11

10

外⛉療について ᾘჾ㺃⫢⫹⮅外⛉ 11月 7日(ⅆ) 会㆟室２

㢌㢕㒊外⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ 㢌㢕㒊外⛉ 11月 14日

(ⅆ)

会㆟室２

ᩚᙧ外⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ᩚᙧ外⛉ 11月 21日

(ⅆ)

会㆟室１

12 ⓶⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ⓶⛉ 12月 19日

(ⅆ)

会㆟室２

1 ங⭢外⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ங⭢外⛉ 1月 16日(ⅆ) 会㆟室２

ᙧᡂ外⛉にࣛࣉࡿࡅ࠾イࢣ࣭࣐ࣜ ᙧᡂ外⛉ 1月 23日(ⅆ) 会㆟室２

2 ❧࣭Ṍ⾜訓練を⾜ࡵࡓ࠺のᇶ♏▱㆑ ンࣙࢩーࢸࣜࣅࣁࣜ

⛉

2月 6日(ⅆ) 会㆟室２
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　　　　　　山田　元子　　　（消化器内科）
　　　　　　塩谷　一樹　　　（腎ଁ内科）
　　　　　　谷本　　　　　（腎ଁ内科）
　　　　　　船ഭ　　　　（消化器内科）
　　　　　　林　　༝Ղ　　　（呼吸器内科）
　　　˓第２グループ　
　　　　座長：整形外科　　部長　磯本　৻二
　　　　　　平প　৳之ॿ　　（血液・जᙾ内科）
　　　　　　小田　Ѫ子　　　（循環器内科）
　　　　　　武岡　大հ　　　（整形外科）
　　　　　　小林　༏佑　　　（整形外科）
　　　　　　赤Ӌ　　Ѯ　　　（椎外科）
　　　　　　坂上　直子　　　（乳腺外科）

　　　ʓ第３グループ
　　　　座長：NICU　　　医長　　小林　ྒྷ平
　　　　　　क安　խ߂　　　（泌尿器科）
　　　　　　池田　真༝香　　（産婦人科）
　　　　　　池田　香　　　（小児科）
　　　　　　大畑　美Մ子　　（NICU）
　　　　　　森本　真༝　　　（小児科）

ྟচݚम医ͷ֬อରࡦ

　　　奈良県臨床研修病院合ಉઆ明会　（2023年７月９日・2023年12月26日）
　　　レジナビ大阪　　　　　　　　　（2023年７月２日）
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४Ұཡදجઃࢪ（̐）

）ᅾ⌧᪥13᭶3年4202（䛇ಀ㛵⛉⒪デ本ᇶ䛆

⛠名䛾‽ᇶタྕ␒⌮ཷ

୍⯡ධ㝔（➨303ྕ） ୍⯡Ჷධ㝔ᇶ本ᩱ（ᛴᛶᮇ୍⯡ධ㝔ᩱ䠍）

⢭⚄ධ㝔（➨1㻢1ྕ） ⢭⚄Ჷධ㝔ᇶ本ᩱ

ึデ（➨12ྕ） ᆅᇦṑ⛉デ⒪ᨭ㝔ṑ⛉ึデᩱ

እ᮶⎔䠎（➨9㻠ྕ） ṑ⛉እ᮶デ⒪⎔ቃయไຍ⟬䠎

ṑ≉㐃（➨19ྕ） ṑ⛉デ⒪≉ูᑐᛂ㐃ᦠຍ⟬　ὀ10

ᛴᐇ（➨1ྕ） ᛴᛶᮇᐇయไຍ⟬䠋⢭⚄⛉ᐇయไຍ⟬

ᩆᛴ་⒪（➨1㻤ྕ） ᩆᛴ་⒪⟶⌮ຍ⟬

㉸ᛴᛶᮇ（➨1㻣ྕ） ㉸ᛴᛶᮇ⬻༞୰ຍ⟬

デ⒪㘓䠍（➨19ྕ） デ⒪㘓⟶⌮యไຍ⟬䠍

⿵䠍（➨2㻢ྕ） ་ᖌົసᴗ⿵ຓయไຍ⟬䠍

ᛴᛶ┳⿵（➨㻠㻤ྕ） ᛴᛶᮇ┳ㆤ⿵ຓయไຍ⟬

┳ኪ㓄（➨1㻢ྕ） ┳ㆤ⫋ဨኪ㛫㓄⨨ຍ⟬

┳⿵（➨150122ྕ） ┳ㆤ⿵ຓຍ⟬

┳ฎ㐝㻤5（➨1ྕ） ┳ㆤ⫋ဨฎ㐝ᨵၿホ౯ᩱ㻤5

⒪（➨59ྕ） ⒪㣴⎔ቃຍ⟬

㔜（➨㻠㻤ྕ） 㔜⪅➼⒪㣴⎔ቃ≉ูຍ⟬

↓⳦䠍（➨㻠ྕ） ↓⳦⒪ᐊ⟶⌮ຍ⟬䠍

⦆デ（➨㻣ྕ） ⦆䜿アデ⒪ຍ⟬

⢭ᛂ（➨䠍䠌ྕ） ⢭⚄⛉ᛂᛴධ㝔タ⟶⌮ຍ⟬

⢭合ేຍ⟬（➨12ྕ） ⢭⚄⛉㌟య合ే⟶⌮ຍ⟬

⢭リ䜶（➨䠒ྕ） ⢭⚄⛉リ䜶䝌ン䝏ー䝮ຍ⟬

ᦤ㣗㞀ᐖ（➨㻠ྕ） ᦤ㣗㞀ᐖධ㝔་⒪⟶⌮ຍ⟬

ᰤ㣴䝏（➨20ྕ） ᰤ㣴䝃䝫ー䝖䝏ー䝮ຍ⟬

་⒪Ᏻ䠍（➨5㻤ྕ） ་⒪Ᏻᑐ⟇ຍ⟬䠍

ឤᰁᑐ⟇䠍（➨2ྕ） ឤᰁᑐ⟇ྥୖຍ⟬䠍

ᝈ䝃䝫（➨㻠3ྕ） ᝈ⪅䝃䝫ー䝖యไᐇຍ⟬

㔜ึᮇ（➨5ྕ） 㔜ᝈ⪅ึᮇᨭᐇຍ⟬

〟⒔䜿ア（➨19ྕ） 〟⒔䝝䜲リ䝇䜽ᝈ⪅䜿アຍ⟬

䝝䜲ዷፎ（➨35ྕ） 䝝䜲リ䝇䜽ዷፎ⟶⌮ຍ⟬

䝝䜲ศፔ（➨1㻤ྕ） 䝝䜲リ䝇䜽ศፔ⟶⌮ຍ⟬

⢭ᩆᛴཷධ（➨12ྕ） ⢭⚄⛉ᩆᛴᦙ㏦ᝈ⪅ᆅᇦ㐃ᦠཷධຍ⟬

⾡ᚋ⑊③（➨䠑ྕ） ⾡ᚋ⑊③⟶⌮䝏ー䝮ຍ⟬

ᚋⓎ䠍（➨㻢㻠ྕ） ᚋⓎ་⸆ရ⏝యไຍ⟬䠍

Ჷ⸆䠍（➨2㻠ྕ） Ჷ⸆剤ᴗົᐇຍ⟬䠍

Ჷ⸆䠎（➨㻠ྕ） Ჷ⸆剤ᴗົᐇຍ⟬䠎

䝕ー䝍ᥦ（➨51ྕ） 䝕ー䝍ᥦฟຍ⟬

ධ㏥ᨭ（➨㻢1ྕ） ධ㏥㝔ᨭຍ⟬

ㄆ▱䜿ア（➨㻢1ྕ） ㄆ▱䜿アຍ⟬

䛫䜣ዶ䜿ア（➨㻣ྕ） 䛫䜣ዶ䝝䜲リ䝇䜽ᝈ⪅䜿アຍ⟬
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）ᅾ⌧᪥13᭶3年4202（䛇ಀ㛵⛉⒪デ本ᇶ䛆

⛠名䛾‽ᇶタྕ␒⌮ཷ

⢭デ（➨12ྕ） ⢭⚄ᝈデ⒪యไຍ⟬

ᆅᇦ☜ಖ（➨㻣ྕ） ᆅᇦ་⒪యไ☜ಖຍ⟬

ᩆ䠍（➨1ྕ） ᩆᩆᛴධ㝔ᩱ䠍

㞟䠍（➨㻢ྕ） ≉ᐃ㞟୰⒪ᐊ⟶⌮ᩱ䠍

䝝䜲䜿ア䠍（➨12ྕ） 䝝䜲䜿ア䝴䝙䝑䝖ධ㝔་⒪⟶⌮ᩱ䠍

⬻༞୰䜿ア（➨3ྕ） ⬻༞୰䜿ア䝴䝙䝑䝖ධ㝔་⒪⟶⌮ᩱ

᪂䠍（➨㻣ྕ） ᪂⏕ඣ≉ᐃ㞟୰⒪ᐊ⟶⌮ᩱ䠍

᪂ᅇ（➨5ྕ） ᪂⏕ඣ⒪ᅇᐊධ㝔་⒪⟶⌮ᩱ

ᑠධ䠎（➨5ྕ） ᑠඣධ㝔་⒪⟶⌮ᩱ䠎

）ᅾ⌧᪥13᭶3年4202（䛇ಀ㛵⛉⒪デᥖ≉䛆

⛠名䛾‽ᇶタྕ␒⌮ཷ

እᰤ㣗ᣦ（➨1ྕ） እ᮶ᰤ㣴㣗ᣦᑟᩱ䛾ὀ2䛻つᐃ䛩䜛ᇶ‽

㐲㝸䝨（➨䠍䠐ྕ） ᚰ⮚䝨ー䝇䝯ー䜹ーᣦᑟ⟶⌮ᩱ䛾ὀ䠑䛻つᐃ䛩䜛㐲㝸䝰䝙䝍リン䜾ຍ⟬

⢾⟶（➨㻠9ྕ） ⢾ᒀ合ే⟶⌮ᩱ

䛜䜣⑊（➨10㻤ྕ） 䛜䜣ᛶ⑊③⦆ᣦᑟ⟶⌮ᩱ

䛜䜣ᣦ䜲（➨2㻣ྕ） 䛜䜣ᝈ⪅ᣦᑟ⟶⌮ᩱ䜲

䛜䜣ᣦ䝻（➨23ྕ） 䛜䜣ᝈ⪅ᣦᑟ⟶⌮ᩱ䝻

䛜䜣ᣦ䝝（➨㻤ྕ） 䛜䜣ᝈ⪅ᣦᑟ⟶⌮ᩱ䝝

䛜䜣ᣦ（➨㻠ྕ） 䛜䜣ᝈ⪅ᣦᑟ⟶⌮ᩱ䝙

እ⦆（➨㻣ྕ） እ᮶⦆䜿ア⟶⌮ᩱ

⢾㜵⟶（➨25ྕ） ⢾ᒀ㏱ᯒண㜵ᣦᑟ⟶⌮ᩱ

ᑠ㐠ᣦ⟶（➨13ྕ） ᑠඣ㐠ືჾᝈᣦᑟ⟶⌮ᩱ

ங⭢䜿ア（➨10ྕ） ங⭢⅖㔜ண㜵䜿ア・ᣦᑟᩱ

፬≉⟶（➨19ྕ） ፬ே⛉≉ᐃᝈ⒪⟶⌮ᩱ

⭈௦᭰⟶（➨2ྕ） ⭈௦᭰⒪ἲᣦᑟ⟶⌮ᩱ

㦵⟶1（➨2㻠ྕ） ḟᛶ㦵ᢡண㜵⥅⥆⟶⌮ᩱ䠍

㦵⥅3（➨3㻢ྕ） ḟᛶ㦵ᢡண㜵⥅⥆⟶⌮ᩱ䠏

䝖リ（➨1㻢ྕ） 㝔ෆ䝖リアー䝆ᐇᩱ

ᨺᑕデ（➨㻣ྕ） እ᮶ᨺᑕ⥺↷ᑕデ⒪ᩱ

እデ（➨䠍䠐ྕ） እ᮶⭘⒆Ꮫ⒪ἲデ⒪ᩱ䠍

እ㐃（➨9ྕ） 㐃ᦠᐇຍ⟬

䛜䜣計（➨10ྕ） 䛜䜣⒪㐃ᦠ計⏬⟇ᐃᩱ

䝝䜲ዷ㐃䠍（➨5ྕ） 䝝䜲リ䝇䜽ዷ⏘፬㐃ᦠᣦᑟᩱ䠍

䝝䜲ዷ㐃䠎（➨㻠ྕ） 䝝䜲リ䝇䜽ዷ⏘፬㐃ᦠᣦᑟᩱ䠎

⫢⅖（➨3㻢ྕ） ⫢⅖䜲ン䝍ーフ䜵䝻ン⒪計⏬ᩱ

䛣㐃ᣦ䊡（➨䠓ྕ） 䛣䛣䜝䛾㐃ᦠᣦᑟᩱ（䊡）

⸆（➨11㻤ྕ） ⸆剤⟶⌮ᣦᑟᩱ

㟁（➨19ྕ） 検査・⏬ീሗᥦ౪ຍ⟬ཬ䜃㟁Ꮚⓗデ⒪ሗホ౯ᩱ

ᶵᏳ䠍（➨㻠1ྕ） ་⒪ᶵჾᏳ⟶⌮ᩱ䠍

ᶵᏳ䠎（➨12ྕ） ་⒪ᶵჾᏳ⟶⌮ᩱ䠎
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）ᅾ⌧᪥13᭶3年4202（䛇ಀ㛵⛉⒪デᥖ≉䛆

⛠名䛾‽ᇶタྕ␒⌮ཷ

ᶵᏳṑ（➨3ྕ） ་⒪ᶵჾᏳ⟶⌮ᩱ（ṑ⛉）

་⟶（➨1㻠2ྕ） ṑ⛉⒪་⒪⟶⌮ᩱ

ᅾ┳（➨12ྕ） ᅾᏯᝈ⪅ゼၥ┳ㆤ・ᣦᑟᩱཬ䜃ྠ୍ᘓ≀ᒃఫ⪅ゼၥ┳ㆤ・ᣦᑟᩱ䛾ὀ䠎

ᅾ㟁ሙ（➨2ྕ） ᅾᏯ⭘⒆⒪㟁ሙ⒪ἲᣦᑟ⟶⌮ᩱ

ᅾὙ⭠（➨㻠ྕ） ᅾᏯ⤒⫠㛛ⓗ⮬ᕫὙ⭠ᣦᑟ⟶⌮ᩱ

ᣢ血 1（➨11ྕ）
ᣢ⥆血⢾ ᐃჾຍ⟬（㛫Ḵὀධ䡸䢔䢙䡸䢚䢊䢛䢙䢈䢛䛸㐃ື䛩䜛ᣢ⥆血⢾ ᐃჾ䜢⏝䛔䜛ሙ合）
ཬ䜃⓶ୗ㐃⥆ᘧ䜾ル䝁ー䝇 ᐃ

ᣢ血 2（➨5ྕ） ᣢ⥆血⢾ ᐃჾຍ⟬（㛫Ḵὀධ䡸䢔䢙䡸䢚䢊䢛䢙䢈䢛䛸㐃ື䛧䛺䛔ᣢ⥆血⢾ ᐃჾ䜢⏝䛔䜛ሙ合）

㑇ఏ検（➨㻢ྕ） 㑇ఏᏛⓗ検査

ᰁⰍయ（➨䠍ྕ） ᰁⰍయ検査䛾ὀ䠎䛻つᐃ䛩䜛ᇶ‽

㻮㻾㻯㻭（➨3ྕ） 䠞䠮䠟䠝䠍䠋䠎㑇ఏᏊ検査

䛜䜣䝥䝻（➨㻤ྕ） 䛜䜣ゲノ䝮䝥䝻フ䜯䜲リン䜾検査

ඛ௦␗（➨䠐ྕ） ඛኳᛶ௦ㅰ␗ᖖ検査

䠤䠬䠲（➨㻢3ྕ） 䠤䠬䠲᰾㓟検ฟཬ䜃䠤䠬䠲᰾㓟検ฟ（⡆᫆䝆䜵ノ䝍䜲䝥ุᐃ）

䜴⣽ከྠ（➨3ྕ） 䜴ィル䝇・⣽⳦᰾㓟ከ項目ྠ検ฟ

検䊠（➨10㻢ྕ） 検య検査⟶⌮ຍ⟬（䊠）

検䊣（➨12ྕ） 検య検査⟶⌮ຍ⟬（䊣）

㑇ఏ䜹（➨㻠ྕ） 㑇ఏ䜹䜴ン䝉リン䜾ຍ⟬

㑇ఏ⭘䜹（➨䠏ྕ） 㑇ఏᛶ⭘⒆䜹䜴ン䝉リン䜾ຍ⟬

Ṍ⾜（➨2㻠ྕ） 㛫ෆṌ⾜ヨ㦂ཬ䜃䝅䝱䝖ル䜴䜷ー䜻ン䜾䝔䝇䝖

⫾ᚰ䜶䝁（➨㻠ྕ） ⫾ඣᚰ䜶䝁ーἲ

䝦䝑䝗（➨11ྕ） 䝦䝑䝗ア䝑䝥䝔ィル䝖ヨ㦂

⚄⤒（➨50ྕ） ⚄⤒Ꮫⓗ検査

⿵⫈（➨19ྕ） ⿵⫈ჾ㐺合検査

ᑠ検（➨31ྕ） ᑠඣ㣗≀ア䝺ル䜼ー㈇Ⲵ検査

䠟Ẽ㙾（➨㻢ྕ） 䠟䠰㏱どୗẼ⟶ᨭ㙾検査ຍ⟬

⏬䠎（➨㻠9ྕ） ⏬ീデ᩿⟶⌮ຍ⟬䠎

䝫᩿（➨㻣ྕ） 䝫䝆䝖䝻ン᩿ᒙᙳ

䝫᩿䝁」（➨㻣ྕ） 䝫䝆䝖䝻ン᩿ᒙ・䝁ン䝢䝳ー䝍ー᩿ᒙ」合ᙳ

䠟・䠩（➨211ྕ） 䠟䠰ᙳཬ䜃䠩䠮䠥ᙳ

ෙື䠟（➨2㻢ྕ） ෙື⬦䠟䠰ᙳຍ⟬

እയ䠟（➨㻢ྕ） እയ㌟䠟䠰ຍ⟬

ᚰ⮚䠩（➨20ྕ） ᚰ⮚䠩䠮䠥ᙳຍ⟬

ஙᡣ䠩（➨䠔ྕ） ஙᡣ䠩䠮䠥ᙳຍ⟬

ᢠᝏฎ᪉（➨21ྕ） ᢠᝏᛶ⭘⒆剤ฎ᪉⟶⌮ຍ⟬

እ䠍（➨㻠㻤ྕ） እ᮶Ꮫ⒪ἲຍ⟬䠍

⳦（➨53ྕ） ↓⳦製剤ฎ⌮ᩱ

ᚰ䊠（➨12ྕ） ᚰ血⟶ᝈリ䝝䝡リ䝔ー䝅䝵ンᩱ（䊠）

⬻䊠（➨51ྕ） ⬻血⟶ᝈ➼リ䝝䝡リ䝔ー䝅䝵ンᩱ（䊠）

㐠䊠（➨㻣1ྕ） 㐠ືჾリ䝝䝡リ䝔ー䝅䝵ンᩱ（䊠）

䊠（➨㻢㻣ྕ） ྾ჾリ䝝䝡リ䝔ー䝅䝵ンᩱ（䊠）
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䛜䜣リ䝝（➨32ྕ） 䛜䜣ᝈ⪅リ䝝䝡リ䝔ー䝅䝵ンᩱ

ṑリ䝝䠎（➨㻠3ྕ） ṑ⛉ཱྀ⭍リ䝝䝡リ䝔ー䝅䝵ンᩱ䠎

ඣᑓ（➨䠏ྕ） ඣ❺ᛮᮇ⢭⚄⛉ᑓ㛛⟶⌮ຍ⟬（㏻㝔・ᅾᏯ⢭⚄⒪ἲ）

⒪ά⎔（➨䠐ྕ） ⒪㣴⏕ά⎔ቃᩚഛᣦᑟຍ⟬（㏻㝔・ᅾᏯ⢭⚄⒪ἲ）

ᢠ⒪（➨䠔ྕ） ᢠ⢭⚄≉ᐃ⸆剤⒪ᣦᑟ⟶⌮ᩱ（⒪ᢠᛶ⤫合ኻㄪ⒪ᣦᑟ⟶⌮ᩱ䛻㝈䜛）

་⒪ಖㆤ（➨11ྕ） ་⒪ಖㆤධ㝔➼デ⒪ᩱ

་ฎఇ（➨3ྕ） ฎ⨨䛾ఇ᪥ຍ⟬䠍

་ฎእ（➨3ྕ） ฎ⨨䛾㛫እຍ⟬䠍

་ฎ῝（➨3ྕ） ฎ⨨䛾῝ኪຍ⟬䠍

䜶䝍⏥（➨13ྕ） 䜶䝍ノール䛾ᒁᡤὀධ（⏥≧⭢）

ேᕤ⭈⮚（➨㻠㻤ྕ） ேᕤ⭈⮚

ᑟධ䠎（➨㻤ྕ） ᑟධᮇຍ⟬䠎ཬ䜃⭈௦᭰⒪ἲᐇ⦼ຍ⟬

㏱ᯒỈ（➨㻠9ྕ） ㏱ᯒᾮỈ㉁☜ಖຍ⟬ཬ䜃៏ᛶ⥔ᣢ㏱ᯒℐ㐣ຍ⟬

ṑ䠟䠝䠠（➨512ྕ） 䠟䠝䠠䠋䠟䠝䠩ෙཬ䜃䠟䠝䠠䠋䠟䠝䠩䜲ン䝺ー

䝉⠇（➨䠐ྕ） 䝉ン䝏䝛ルリン䝟⠇ຍ⟬

⤌ங（➨䠔ྕ） ⤌⧊ᣑᙇჾ䛻䜘䜛ᘓᡭ⾡（ஙᡣ䛾ሙ合䛻㝈䜛）

᳝㓝ὀ（➨䠑ྕ） ᳝㛫ᯈෆ㓝⣲ὀධ⒪ἲ

⥳ෆ║䝗（➨䠍䠒ྕ） ⥳ෆ㞀ᡭ⾡（ὶฟ㊰ᘓ⾡（║ෆἲ）ཬ䜃Ỉᬗయ検⾡ే⏝║ෆ䢀䢚䢖䡬䢙ᤄධ⾡）

⥳ෆ㼚e（➨10ྕ） ⥳ෆ㞀ᡭ⾡（ℐ㐣⬊ᘓ⾡㻔㼚eedleἲ㻕）

ෆ㰯䊤⭘（➨3ྕ） ෆど㙾ୗ㰯・㰯⭍ᡭ⾡䊤ᆺ（ᣑ㰯⭍ᡭ⾡）

㙾ဗᝏ（➨䠐ྕ） 㙾どୗဗ㢌ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡（㌾ཱྀᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡䜢ྵ䜐）

㙾ႃᝏ（➨䠐ྕ） 㙾どୗႃ㢌ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡

㢡⛣（➨䠍ྕ） ୖ㢡㦵ᙧᡂ⾡・ୗ㢡㦵ᙧᡂ⾡

ṑ㢡⛣（➨䠏ྕ） ୖ㢡㦵ᙧᡂ⾡・ୗ㢡㦵ᙧᡂ⾡（ṑ⛉）

㢌㢕ᝏග（➨1ྕ） 㢌㢕㒊ᝏᛶ⭘⒆ග⥺ຊᏛ⒪ἲ

ங䝉䠍（➨11ྕ） ங䛜䜣䝉ン䝏䝛ルリン䝟⠇ຍ⟬䠍ཬ䜃䝉ン䝏䝛ルリン䝟⠇⏕検（ే⏝）

ங䝉䠎（➨13ྕ） ங䛜䜣䝉ン䝏䝛ルリン䝟⠇ຍ⟬䠎ཬ䜃䝉ン䝏䝛ルリン䝟⠇⏕検（単⊂）

⬚⭍⦪ᝏᨭ（➨2ྕ） ⬚⭍㙾ୗ⦪㝸ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡（ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ䜢⏝䛔䜛ሙ合）

⬚⭍⦪ᨭ（➨2ྕ） ⬚⭍㙾ୗⰋᛶ⦪㝸⭘⒆ᡭ⾡（ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ䜢⏝䛔䜛ሙ合）

⬚⭍⫵ᝏ༊（➨㻠ྕ） ⬚⭍㙾ୗ⫵ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡（༊ᇦษ㝖䛷ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ䜢⏝䛔䜛ሙ合）

⬚⭍⫵ᝏ（➨㻠ྕ）
⬚⭍㙾ୗ⫵ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡（⫵ⴥษ㝖ཪは1⫵ⴥ䜢㉸䛘䜛䜒䛾ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ
䜢⏝䛔䜛ሙ合）

ங⭘（➨䠑ྕ） ங⭢ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡（ங㍯ Ꮡஙᡣษ㝖⾡）

ゲルங（➨䠔ྕ） ゲルሸேᕤஙᡣ䜢⏝䛔たஙᡣᘓ⾡（ஙᡣษ㝖ᚋ）

⤒≉（➨㻤ྕ） ⤒⓶ⓗෙື⬦ᙧᡂ⾡（≉Ṧ䜹䝔ー䝔ル䛻䜘䜛䜒䛾）

⬚⭍ᘚᙧ（➨3ྕ） ⬚⭍㙾ୗᘚᙧᡂ⾡

⬚⭍ୗ⨨（➨3ྕ） ⬚⭍㙾ୗᘚ⨨⾡

䜹ᘚ⨨（➨䠏ྕ） ⤒䜹䝔ー䝔ルື⬦ᘚ⨨⾡

ᩚ⬚⭍（➨2ྕ） ᩚ⬦ᡭ⾡　ᕥᚰ⪥㛢㙐⾡（⬚⭍㙾ୗ䛻䜘䜛䜒䛾）

⤒୰（➨㻤ྕ） ⤒⓶ⓗ୰㝸ᚰ➽↝ⅎ⾡

䝨（➨㻢1ྕ） 䝨ー䝇䝯ー䜹ー⛣᳜⾡ཬ䜃䝨ー䝇䝯ー䜹ー⾡
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䝨リ（➨5ྕ） 䝨ー䝇䝯ー䜹ー⛣᳜⾡ཬ䜃䝨ー䝇䝯ー䜹ー⾡（リー䝗䝺䝇䝨ー䝇䝯ー䜹ー）

୧䝨㟼（➨䠔ྕ） ୧ᚰᐊ䝨ー䝇䝯ー䜹ー⛣᳜⾡・⾡（⤒㟼⬦㟁ᴟ䛾ሙ合）

㝖㟼（➨䠕ྕ） ᳜㎸ᆺ㝖⣽ືჾ⛣᳜⾡䡡⾡㻔⤒㟼⬦䚸⓶ୗ᳜㎸ᆺ䢔䡬䢀䢚㻕䡠⤒㟼⬦㟁ᴟᢤཤ⾡

୧㝖㟼（➨䠔ྕ） ୧ᐊ䝨ー䝅ン䜾ᶵ⬟䛝᳜㎸ᆺ㝖⣽ືჾ⛣᳜⾡䡡⾡㻔⤒㟼⬦㟁ᴟ䛾ሙ合㻕

（➨30ྕ） ື⬦䝞ルーン䝟ン䝢ン䜾ἲ（䠥䠝䠞䠬ἲ）

⤒ᚠ⿵（➨䠏ྕ） ⤒⓶ⓗᚠ⎔⿵ຓἲ（䝫ン䝥䜹䝔ー䝔ル䜢⏝䛔た䜒䛾）

⿵ᚰ（➨5ྕ） ⿵ຓேᕤᚰ⮚

⭡リഐ（➨䠐ྕ） ⭡⭍㙾ୗリン䝟⠇⩌㒌Ύ⾡（ഐື⬦）

⭡⫶ษᨭ（➨䠏ྕ） ⭡⭍㙾ୗ⫶ษ㝖⾡（ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ䜢⏝䛔䜛ሙ合）

⭡ഃ⫶ษᨭ（➨䠐ྕ） ⭡⭍㙾ୗᄇ㛛ഃ⫶ษ㝖⾡（ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ䜢⏝䛔䜛ሙ合）

⭡⫶（➨䠐ྕ） ⭡⭍㙾ୗ⫶⾡（ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ䜢⏝䛔䜛ሙ合）

䝞⤒㟼⬦（➨䠑ྕ） 䝞ルーン㛢ሰୗ㏫⾜ᛶ⤒㟼⬦ⓗሰᰦ⾡

⭡⥲ᣑᨭ（➨䠍ྕ） ⭡⭍㙾ୗ⥲⫹⟶ᣑᙇᡭ⾡（ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ䜢⏝䛔䜛ሙ合）

⭡⫹ᗋ（➨5ྕ） ⭡⭍㙾ୗ⫹ᄞᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡（⫹ᄞᗋษ㝖䜢క䛖䜒䛾）

⫹⭘（➨5ྕ） ⫹⟶ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡（⮅㢌༑ᣦ⭠ษ㝖ཬ䜃⫢ษ㝖（ⴥ௨ୖ）䜢క䛖䜒䛾䛻㝈䜛䚹）

⫹（➨13ྕ） యእ⾪ᧁἼ⫹▼◚○⾡

⭡⫢（➨11ྕ） ⭡⭍㙾ୗ⫢ษ㝖⾡

⭡⫢ᨭ（➨䠍ྕ） ⭡⭍㙾ୗ⫢ษ㝖⾡（ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ䜢⏝䛔䜛ሙ合）

⮅▼◚（➨㻠ྕ） యእ⾪ᧁἼ⮅▼◚○⾡

⭡⮅⭘⒆（➨䠑ྕ） ⭡⭍㙾ୗ⮅⭘⒆ฟ⾡

⭡⮅ษ（➨10ྕ） ⭡⭍㙾ୗ⮅యᑿ㒊⭘⒆ษ㝖⾡

⭡⮅ษᨭ（➨1ྕ） ⭡⭍㙾ୗ⮅యᑿ㒊⭘⒆ษ㝖⾡（ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ䜢⏝䛔䜛ሙ合）

⭡⮅㢌（➨3ྕ） ⭡⭍㙾ୗ⮅㢌㒊⭘⒆ษ㝖⾡

⭡⮅㢌ᨭ（➨䠍ྕ） ⭡⭍㙾ୗ⮅㢌㒊⭘⒆ษ㝖⾡（ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ䜢⏝䛔䜛ሙ合）

᪩⭠（➨1㻤ྕ） ᪩ᮇᝏᛶ⭘⒆⭠⢓⭷ୗᒙ㞳⾡

⭡⤖ᝏᨭ（➨䠎ྕ） ⭡⭍㙾ୗ⤖⭠ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡（ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ䜢⏝䛔䜛ሙ合）

ෆᑠ䝫（➨㻢ྕ） ෆど㙾ⓗᑠ⭠䝫リー䝥ษ㝖⾡

⭡┤⭠ษᨭ（➨1ྕ） ⭡⭍㙾ୗ┤⭠ษ㝖・ษ᩿⾡（ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ䜢⏝䛔䜛ሙ合）

⭈（➨2㻣ྕ） యእ⾪ᧁἼ⭈・ᒀ⟶⤖▼◚○⾡

⭡⭈ᒀᨭჾ（➨㻠ྕ） ⭡⭍㙾ୗ⭈䡡ᒀ⟶ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡（ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ䜢⏝䛔䜛䜒䛾）

⭡⭈ᙧᨭ（➨䠏ྕ） ⭡⭍㙾ୗ⭈│ᙧᡂᡭ⾡（ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ䜢⏝䛔䜛䜒䛾）

⭤⬔䝝㛫（➨10ྕ） ⭤⬔Ỉᅽᣑᙇ⾡ཬ䜃䝝ンナᆺ㛫㉁ᛶ⭤⬔⅖ᡭ⾡（⤒ᒀ㐨）

⭡⭤⬔ᝏᨭ（➨䠐ྕ） ⭡⭍㙾ୗ⭤⬔ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡（ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ䜢⏝䛔䜛ሙ合）

⭡⭤（➨9ྕ） ⭡⭍㙾ୗ⭤⬔ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡

⭡ᑠ⭤ᝏ（➨㻢ྕ） ⭡⭍㙾ୗᑠษ㛤⭤⬔ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡

ேᕤᒀ（➨10ྕ） ேᕤᒀ㐨ᣓ⣙➽᳜㎸・⨨⾡

⭤ᙧᇙᄞ（➨䠐ྕ）
⭤⬔㢕㒊ᙧᡂ⾡（⭤⬔㢕㒊ྞୖ⾡௨እ）䚸ᇙἐ㝜ⱼᡭ⾡ཬ䜃
㝜ᄞỈ⭘ᡭ⾡（㰡ᚄ㒊ษ㛤䛻䜘䜛）

⭡๓ᨭჾ（➨㻢ྕ） ⭡⭍㙾ୗ๓❧⭢ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡（ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ䜢⏝䛔䜛䜒䛾）

⭡⭼Ꮚෆᨭ（➨1ྕ） ⭡⭍㙾ୗ⭐ᘧᏊᐑ⾡（ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ䜢⏝䛔䜛ሙ合）

⭡Ꮚᝏෆᨭ（➨䠏ྕ） ⭡⭍㙾ୗᏊᐑᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡（Ꮚᐑయ䛜䜣䛻ᑐ䛧䛶ෆど㙾ᡭ⾡⏝ᨭᶵჾ䜢⏝䛔䜛ሙ合）
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）ᅾ⌧᪥13᭶3年4202（䛇ಀ㛵⛉⒪デᥖ≉䛆

⛠名䛾‽ᇶタྕ␒⌮ཷ

⭡Ꮚ（➨3ྕ） ⭡⭍㙾ୗᏊᐑᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡（Ꮚᐑయ䛜䜣䛻㝈䜛䚹）

⭡Ꮚ㢕（➨3ྕ） ⭡⭍㙾ୗᏊᐑᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡（Ꮚᐑ㢕䛜䜣䛻㝈䜛䚹）

⭡⒕ಟ（➨䠐ྕ） ⭡⭍㙾ୗᏊᐑ⒕㒊ಟ⾡

య⭡⫵（➨䠏ྕ） యእᘧ⭷ᆺேᕤ⫵⟶⌮ᩱ

་ᡭఇ（➨㻢ྕ） ᡭ⾡䛾ఇ᪥ຍ⟬䠍

་ᡭእ（➨㻢ྕ） ᡭ⾡䛾㛫እຍ⟬䠍

་ᡭ῝（➨㻢ྕ） ᡭ⾡䛾῝ኪຍ⟬䠍

⫶⒦㐀（➨㻠㻣ྕ） ་⛉Ⅼ数⾲➨䠎❶➨10㒊ᡭ⾡䛾㏻๎䛾1㻢䛻ᥖ䛢䜛ᡭ⾡

ஙษ㑇ఏ（➨䠔ྕ） 㑇ఏᛶங⒴༸ᕢ⒴ೃ⩌䛻ಀ䜛ᡭ⾡（ஙᡣษ㝖⾡）

Ꮚᐑ㝃㑇ఏ（➨䠔ྕ） 㑇ఏᛶங⒴༸ᕢ⒴ೃ⩌䛻ಀ䜛ᡭ⾡（Ꮚᐑᒓჾ⭘⒆ษ㝖⾡）

࿘ᰤ⟶（➨䠏ྕ） ࿘⾡ᮇᰤ㣴⟶⌮ᐇຍ⟬

輸血䠥（➨5ྕ） 輸血⟶⌮ᩱ䊠

㈓輸（➨㻠ྕ） ㈓血ᘧ⮬ᕫ血輸血⟶⌮యไຍ⟬

㐀タ๓（➨25ྕ） ேᕤ⫠㛛・ேᕤ⭤⬔㐀タ⾡๓ฎ⨨ຍ⟬

㯞⟶䊠（➨㻢3ྕ） 㯞㓉⟶⌮ᩱ（䊠）

㯞⟶䊡（➨㻣ྕ） 㯞㓉⟶⌮ᩱ（䊡）

࿘⸆⟶（➨5ྕ） ࿘⾡ᮇ⸆剤⟶⌮ຍ⟬

ᨺᑓ（➨1㻠ྕ） ᨺᑕ⥺⒪ᑓ௵ຍ⟬

እᨺ（➨12ྕ） እ᮶ᨺᑕ⥺⒪ຍ⟬

㧗ᨺ（➨13ྕ） 㧗䜶䝛ル䜼ーᨺᑕ⥺⒪

ቑ⥺（➨㻤ྕ） 䠍ᅇ⥺㔞ቑຍຍ⟬

ᙉ度（➨䠒ྕ） ᙉ度ኚㄪᨺᑕ⥺⒪（䠥䠩䠮䠰㻕

⏬ㄏ（➨㻢ྕ） ⏬ീㄏᑟᨺᑕ⥺⒪（䠥䠣䠮䠰）

యᑐ⟇（➨5ྕ） యእ↷ᑕ྾ᛶ⛣ືᑐ⟇ຍ⟬

┤ᨺ（➨㻤ྕ） ᐃ位ᨺᑕ⥺⒪

ᐃᑐ⟇（➨㻢ྕ） ᐃ位ᨺᑕ⥺⒪྾ᛶ⛣ືᑐ⟇ຍ⟬

㐃⤌⧊（➨㻣ྕ） ಖ㝤་⒪ᶵ㛵㛫䛾㐃ᦠ䛻䛚䛡䜛䝕䝆䝍ル⌮⏬ീ䛻䜘䜛⾡୰㎿㏿⌮⤌⧊ᶆ本స製

㐃⣽⬊（➨㻢ྕ） ಖ㝤་⒪ᶵ㛵㛫䛾㐃ᦠ䛻䛚䛡䜛䝕䝆䝍ル⌮⏬ീ䛻䜘䜛㎿㏿⣽⬊デ

⌮デ2（➨㻢ྕ） ⌮デ᩿⟶⌮ຍ⟬䠎

ᝏ⤌（➨㻤ྕ） ᝏᛶ⭘⒆⌮⤌⧊ᶆ本ຍ⟬

⿵⟶（➨113㻣ྕ） 䜽䝷䜴ン・ブリ䝑䝆⥔ᣢ⟶⌮ᩱ

㓟単（➨㻣333ྕ） 㓟⣲䛾㉎ධ単౯
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3 主なできごと 

主なできごと

2023年度

■４月 

１日（土）小児脳神経外科開設 

３日（月）辞令交付式及び法人研修（やまと郡山城ホール） 

４日（火）～７日（金）採用職員研修およびオリエンテーション 

■５月 

11日（木）医療安全研修会 

16日（火）～18日（木）上皇ご夫妻奈良訪問 

行幸啓の救護班として看護師３名が参加 

24日（水）院内感染対策講習会 

■６月 

 21日（水）頭頚部アルミノックス治療の実施 

23日（金）第１回PFM会議開催 

■７月 

13日（木）CPC 

22日（土）奈良の地域医療を支える会 

■８月 

 １日（火）入院・外来診療支援室設置 

25日（金）高校生よりケア帽子の寄贈 

■９月 

１日（金）病理解剖慰霊祭 

14日（木）CPC      

30日（土）あをによし祭 

■１０月 

14日（土）ホスピタリティ研修 

18日（水）～20日（金）ISO定期維持審査 

■１１月 

１日（水）病歴管理室設置 

12日（日）災害対応訓練 

16日（木）CPC 

■１２月 

26日（火）奈良県臨床研修病院合同説明会 

28日（木）仕事納め式、奨励賞授与式 

クࣛࣇࢻ࢘ンࢹィンࢢによる᪂救ᛴ㌴ 

 あをによしྕࠖ納㌴式ࠕ

あをによし祭 あをによしࡇ

࿅܇対Ԡࡂ

3 主なできごと 

主なできごと

2023年度

■４月 

１日（土）小児脳神経外科開設 

３日（月）辞令交付式及び法人研修（やまと郡山城ホール） 

４日（火）～７日（金）採用職員研修およびオリエンテーション 

■５月 

11日（木）医療安全研修会 

16日（火）～18日（木）上皇ご夫妻奈良訪問 

行幸啓の救護班として看護師３名が参加 

24日（水）院内感染対策講習会 

■６月 

 21日（水）頭頚部アルミノックス治療の実施 

23日（金）第１回PFM会議開催 

■７月 

13日（木）CPC 

22日（土）奈良の地域医療を支える会 

■８月 

 １日（火）入院・外来診療支援室設置 

25日（金）高校生よりケア帽子の寄贈 

■９月 

１日（金）病理解剖慰霊祭 

14日（木）CPC      

30日（土）あをによし祭 

■１０月 

14日（土）ホスピタリティ研修 

18日（水）～20日（金）ISO定期維持審査 

■１１月 

１日（水）病歴管理室設置 

12日（日）災害対応訓練 

16日（木）CPC 

■１２月 

26日（火）奈良県臨床研修病院合同説明会 

28日（木）仕事納め式、奨励賞授与式 

あをによし祭 

災害対応訓練 
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˙݄̐

１日（）小児脳神経外科開設
３日（月）ࣙྩ交ࣜٴび法人研修（やまと郡山城ϗール）
̐日（Ր）ʙ７日（金）࠾༻職員研修およびオリエンテーション

˙݄̑

11日（木）医療安શ研修会
16日（Ր）ʙ 18日（木）上ߖご࠺奈良๚
　　　　　　　　　　　 行啓の救護൝として看護師３名がࢀ加
24日（水）院内感染対ࡦ講श会

˙݄̒

21日（水）಄ܱ部アルミノックス治療の実施
23日（金）第１ճPFM会ٞ開࠵

˙݄̓

13日（木）CPC
22日（）奈良の地域医療を支える会

˙݄̔

１日（Ր）入院・外来診療支援室設置
25日（金）高ߍ生よりケア子のدଃ

˙݄̕

１日（金）病理ղҚྶࡇ
14日（木）CPC
30日（）あをによしࡇ

˙��݄

14日（）ϗスピタリティ研修
18日（水）ʙ 20日（金）ISOఆظҡ࣋৹査

˙��݄

１日（水）病ྺ理室設置
12日（日）ࡂ対Ԡ܇࿅
16日（木）CPC



3 主なできごと 

主なできごと

2023年度

■４月 

１日（土）小児脳神経外科開設 

３日（月）辞令交付式及び法人研修（やまと郡山城ホール） 

４日（火）～７日（金）採用職員研修およびオリエンテーション 

■５月 

11日（木）医療安全研修会 

16日（火）～18日（木）上皇ご夫妻奈良訪問 

行幸啓の救護班として看護師３名が参加 

24日（水）院内感染対策講習会 

■６月 

 21日（水）頭頚部アルミノックス治療の実施 

23日（金）第１回PFM会議開催 

■７月 

13日（木）CPC 

22日（土）奈良の地域医療を支える会 

■８月 

 １日（火）入院・外来診療支援室設置 

25日（金）高校生よりケア帽子の寄贈 

■９月 

１日（金）病理解剖慰霊祭 

14日（木）CPC      

30日（土）あをによし祭 

■１０月 

14日（土）ホスピタリティ研修 

18日（水）～20日（金）ISO定期維持審査 

■１１月 

１日（水）病歴管理室設置 

12日（日）災害対応訓練 

16日（木）CPC 

■１２月 

26日（火）奈良県臨床研修病院合同説明会 

28日（木）仕事納め式、奨励賞授与式 

クࣛࣇࢻ࢘ンࢹィンࢢによる᪂救ᛴ㌴ 

 あをによしྕࠖ納㌴式ࠕ

あをによし祭 

クラウドファンディングによる新救急ं
「あをによし号」ೲंࣜ
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��݄

26日（Ր）奈良県臨床研修病院合ಉઆ明会
28日（木）事ೲめࣜ、ྭत༩ࣜ

˙１݄

̐日（木）事始めࣜ
̐日（木）ʙ̔日（月）能登島地ඃࡂ地へDMAT第１൝５名ݣ
13日（）ʙ 18日（木）能登島地ඃࡂ地へDMAT第２൝̒名ݣ
31日（水）ʙ２月̐日（日）能登島地ඃࡂ地へ日本赤े字社チーム７名ݣ

˙２݄

̒日（Ր）７日（水）શ国地方独立行政法人病院ڠ会事務者会ٞ
11日（日）ʙ 15日（木）DMATロジスティックチーム医師２名石川県支援活動
15日（木）CPC
15日（木）クラウドファンディングによる新救急ं「あをによし号」ೲंࣜ

˙݄̏

12日（Ր）理念実現研修
15日（金）医師国家ݧࢼ合֨発ද
16日（）メディカルスタッフアカデミー
21日（木）臨床研修修ྃࣜ
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㸦༢㸸༓、⛯㎸み）

２ 㸮 ２ ２ Ỵ ⟬ 㢠 ２ 㸮 ２ ３ Ỵ ⟬ 㢠 ᕪ ᘬ

医 業  ┈ 20,872,455,484 23,285,693,026 2,413,237,542

（┈ࠉࠉ院ࠉ㸦入ࠉ (13,107,555,423) (14,683,554,416) 1,575,998,993

（┈ࠉࠉ᮶ࠉ㸦外ࠉ (7,423,245,824) (8,063,746,865) 640,501,041

（┈㸦その他医業ࠉ (341,654,237) (538,391,745) 196,737,508

㐠 Ⴀ ㈝ ㈇ ᢸ 㔠  ┈ 2,311,624,000 2,333,165,000 21,541,000

⿵ ຓ 㔠 等  ┈ 2,175,261,551 495,438,968 1,679,822,583 ڹ

㈨ ⏘ ぢ ㏉ ㈇ മ ᡠ 入 130,369,950 133,106,256 2,736,306

受 ク  業 等  ┈ 60,858,859 59,810,521 1,048,338 ڹ

Ⴀ 業 外  ┈ 147,542,331 180,488,674 32,946,343

( ⿵ ຓ 㔠 等  ┈ ) (0) (0) 0

㸦㐠Ⴀ㈝㈇ᢸ㔠┈） (66,102,000) (66,808,250) 706,250

㸦その他医業外┈） (81,440,331) (113,680,424) 32,240,093

⮫   ┈ 0 20,295,943 20,295,943

 入 計 25,708,677,323 26,507,998,388 799,321,065

医 業 ㈝ ⏝ 26,531,693,466 28,491,500,588 1,959,807,122

㸦⤥ࠉࠉࠉࠉ㈝） (11,301,665,977) (12,098,452,153) 796,786,176

㸦ᮦࠉࠉᩱࠉࠉ㈝） (8,459,892,522) (9,682,910,855) 1,223,018,333

㸦⤒ࠉࠉࠉࠉࠉ㈝） (4,165,600,313) (4,290,492,867) 124,892,554

㸦ῶ ౯ ൾ ༷ ㈝） (2,554,681,447) (2,354,665,660) 200,015,787 ڹ

㸦◊ ✲ ◊ ಟ ㈝） (49,853,207) (64,979,053) 15,125,846

Ⴀ 業 外 ㈝ ⏝ 187,862,999 190,636,451 2,773,452

⮫  ᦆ ኻ 12,105,845 22,058,769 9,952,924

支 出 計 26,731,662,310 28,704,195,808 1,972,533,498

1,022,984,987 ڹ 2,196,197,420 ڹ 1,173,212,433 ڹ

1,010,879,142 ڹ 2,194,434,594 ڹ 1,183,555,452 ڹ

5,659,237,982 ڹ 5,205,807,562 ڹ 453,430,420

㸦ὀ）ࠉ㸦ྛࡣ（ࠉ㡯の内数ࠉ

  ᙜ 年 度 総  支

  ᙜ 年 度 医 業  支

支

出



入

  ᙜ 年 度 ⤒ ᖖ  支
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گͷঢ়ࡒ（１）

①ऩӹతऩೖٴͼࢧग़ͷ֓ཁ（લܾࢉରൺ）



㸦༢㸸༓、⛯㎸み）

２ 㸮 ２ ２ Ỵ ⟬ 㢠 ２ 㸮 ２ ３ Ỵ ⟬ 㢠 ᕪ ᘬ

㐠 Ⴀ ㈝ ㈇ ᢸ 㔠  ┈ 0 0 0

㛗 ᮇ  入 㔠 364,000 250,000 114,000 ڹ

そ の 他 ㈨ ᮏ  入 0 0 0

 入 計 364,000 250,000 114,000 ڹ

ᘓ タ ᨵ 良 ㈝ 364,000 250,000 114,000 ڹ

（㈝ 㸦㈨ ⏘ ㉎ 入ࠉ 364,000 250,000 11��000 ڹ

000）㈝良ᨵタ施㸦ࠉ

移⾜๓地方മൾ㑏ඖ㔠 14,781 10,287 4,494 ڹ

㛗 ᮇ  入 㔠 ൾ 㑏 ඖ 㔠 2,566,309 2,308,113 258,196 ڹ

支 出 計 2,945,090 2,568,400 376,690 ڹ

2,581,090 ڹ 2,318,400 ڹ 262,690

0 0 0

2,581,090 2,318,400 ⨨ᥐࡿ262,690୍入㔠によ ڹ

支

出



入

㐣ࠉࠉࠉࠉ㊊

※ࠉ㈈ࠉሸࠉ⿵

㸦༢㸸、⛯㎸み）

２ 㸮 ２ ２ Ỵ ⟬ 㢠 ２ 㸮 ２ ３ Ỵ ⟬ 㢠 ᕪ ᘬ

25,561,134,992 26,307,213,771 746,078,779

20,872,455,484 23,285,693,026 2,413,237,542

13,107,555,423 14,683,554,416 1,575,998,993

7,423,245,824 8,063,746,865 640,501,041

341,654,237 538,391,745 196,737,508

室 ᩱ ᕪ 㢠  ┈ 245,910,460 292,877,948 46,967,488

බ ⾗ ⾨ ⏕ ά ື  ┈ 39,709,718 41,003,001 1,293,283

000┈ㄯ┦療医

000┈⏝タ施ᰝ検ク受

そ の 他 医 業  ┈ 56,034,059 204,510,796 148,476,737

2,311,624,000 2,333,165,000 21,541,000

2,175,261,551 495,438,968 1,679,822,583 ڹ

130,369,950 133,106,256 2,736,306

60,858,859 59,810,521 1,048,338 ڹ

147,542,331 180,488,674 32,946,343

481 420 61 ڹ

481 420 61 ڹ

000

000

147,541,850 180,488,254 32,946,404

66,102,000 66,808,250 706,250

81,439,850 113,680,004 32,240,154

0 20,295,943 20,295,943

000

0 20,295,943 20,295,943

000

000

000

⮫   ┈

そ の 他 医 業 外  ┈

㓄 ᙜ 㔠

᭷ ౯ ド ๆ  ᜥ

㡸 㔠  ᜥ

㐠 Ⴀ ㈝ ㈇ ᢸ 㔠  ┈

そ の 他 医 業 外  ┈

そ の 他 ⮫   ┈

㈚ ಽ ᘬ ᙜ 㔠 ᡠ 入 ┈

≀ ရ 受 ㉗ ┈

㐣 年 度 ᦆ ┈ ಟ ṇ ┈

ᅛ 定 ㈨ ⏘  ༷ ┈

Ⴀ 業 外  ┈

受 取  ᜥ 及 び 㓄 ᙜ 㔠

Ⴀ 業  ┈

医 業  ┈

入 院  ┈

外 ᮶  ┈

そ の 他 医 業  ┈

㐠 Ⴀ ㈝ ㈇ ᢸ 㔠  ┈

⿵ ຓ 㔠 等  ┈

㈨ ⏘ ぢ ㏉ ㈇ മ ᡠ 入

受 ク  業 等  ┈

ग़ͷ֓ཁࢧͼٴຊతऩೖࢿ②　گͷঢ়ࡒ（�）　Ӧܦ　̐

34

（ରൺࢉલܾ）ग़ͷ֓ཁࢧͼٴຊతऩೖࢿ②



㸦༢㸸、⛯㎸み）

２ 㸮 ２ ２ Ỵ ⟬ 㢠 ２ 㸮 ２ ３ Ỵ ⟬ 㢠 ᕪ ᘬ

25,561,134,992 26,307,213,771 746,078,779

20,872,455,484 23,285,693,026 2,413,237,542

13,107,555,423 14,683,554,416 1,575,998,993

7,423,245,824 8,063,746,865 640,501,041

341,654,237 538,391,745 196,737,508

室 ᩱ ᕪ 㢠  ┈ 245,910,460 292,877,948 46,967,488

බ ⾗ ⾨ ⏕ ά ື  ┈ 39,709,718 41,003,001 1,293,283

000┈ㄯ┦療医

000┈⏝タ施ᰝ検ク受

そ の 他 医 業  ┈ 56,034,059 204,510,796 148,476,737

2,311,624,000 2,333,165,000 21,541,000

2,175,261,551 495,438,968 1,679,822,583 ڹ

130,369,950 133,106,256 2,736,306

60,858,859 59,810,521 1,048,338 ڹ

147,542,331 180,488,674 32,946,343

481 420 61 ڹ

481 420 61 ڹ

000

000

147,541,850 180,488,254 32,946,404

66,102,000 66,808,250 706,250

81,439,850 113,680,004 32,240,154

0 20,295,943 20,295,943

000

0 20,295,943 20,295,943

000

000

000

⮫   ┈

そ の 他 医 業 外  ┈

㓄 ᙜ 㔠

᭷ ౯ ド ๆ  ᜥ

㡸 㔠  ᜥ

㐠 Ⴀ ㈝ ㈇ ᢸ 㔠  ┈

そ の 他 医 業 外  ┈

そ の 他 ⮫   ┈

㈚ ಽ ᘬ ᙜ 㔠 ᡠ 入 ┈

≀ ရ 受 ㉗ ┈

㐣 年 度 ᦆ ┈ ಟ ṇ ┈

ᅛ 定 ㈨ ⏘  ༷ ┈

Ⴀ 業 外  ┈

受 取  ᜥ 及 び 㓄 ᙜ 㔠

Ⴀ 業  ┈

医 業  ┈

入 院  ┈

外 ᮶  ┈

そ の 他 医 業  ┈

㐠 Ⴀ ㈝ ㈇ ᢸ 㔠  ┈

⿵ ຓ 㔠 等  ┈

㈨ ⏘ ぢ ㏉ ㈇ മ ᡠ 入

受 ク  業 等  ┈

දࡉऩӹతऩೖ໌③　گͷঢ়ࡒ（�）　Ӧܦ　̐
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㸦༢㸸、⛯㎸み）

２ 㸮 ２ ２ Ỵ ⟬ 㢠 ２ 㸮 ２ ３ Ỵ ⟬ 㢠 ᕪ ᘬ

26,531,693,466 28,491,500,588 1,959,807,122

26,531,693,466 28,491,500,588 1,959,807,122

11,301,665,977 12,098,452,153 796,786,176

215,511,752932,463,309,3727,842,646,3ᩱ⤥

164,945,491049,636,252,3974,780,850,3ᙜᡭ

ᢇ 㣴 ᡭ ᙜ 82,430,000 86,603,449 4,173,449

地 域 ᡭ ᙜ 346,359,507 377,184,482 30,824,975

ఫ ᒃ ᡭ ᙜ 101,321,854 106,416,319 5,094,465

ึ ௵⤥ ㄪᩚ ᡭᙜ 397,191,503 454,242,426 57,050,923

㏻  ᡭ ᙜ 176,215,768 188,735,111 12,519,343

≉ Ṧ  務 ᡭ ᙜ 654,356,635 663,166,426 8,809,791

㉸ 㐣  務 ᡭ ᙜ 950,009,074 1,011,667,993 61,658,919

000,009,9000,573,21000,574,2ᙜᡭ┤日ᐟ

⟶ ⌮ ⫋ ᡭ ᙜ 61,746,064 64,007,280 2,261,216

ఇ 日  務 ᡭ ᙜ 51,216,083 28,267,406 22,948,677 ڹ

ኪ 㛫  務 ᡭ ᙜ 113,169,895 120,087,853 6,917,958

000ᙜᡭ業ఇඣ⫱

そ の 他
㸦 ⫋務 ᡭᙜ 等）

121,596,096 139,883,195 18,287,099

043,953,021988,883,732,1945,920,711,1㈹

ᮇ ᮎ ᡭ ᙜ 648,847,766 743,034,940 94,187,174

 ຮ ᡭ ᙜ 468,181,783 494,353,949 26,172,166

㈹  ᘬ ᙜ 㔠 ⧞ 入 㢠 685,776,772 744,514,718 58,737,946

839,698,06672,330,868833,631,708㔠㈤

ἲ 定 ⚟  ㈝ 1,684,094,743 1,737,145,311 53,050,568

㏥ ⫋ ⤥  ㈝ ⏝ 303,292,369 355,368,780 52,076,411

8,459,892,522 9,682,910,855 1,223,018,333

⸆ ရ ㈝ 5,362,828,616 6,242,994,702 880,166,086

デ 療 ᮦ ᩱ ㈝ 3,056,333,825 3,413,949,890 357,616,065

000㈝ᩱᮦ㣗⤥

医 療 ᾘ ⪖ ഛ ရ ㈝ 40,730,081 25,966,263 14,763,818 ڹ

4,165,600,313 4,290,492,867 124,892,554

ཌ ⏕ ⚟  ㈝ 15,188,228 14,455,139 733,089 ڹ

000㔠㈤

報 ൾ ㈝ 176,021,206 193,785,943 17,764,737

᪑ ㈝  ㏻ ㈝ 12,474,057 13,652,809 1,178,752

⫋ 員 ⿕ ᭹ ㈝ 11,390,347 9,650,913 1,739,434 ڹ

ᾘ ⪖ ရ ㈝ 94,874,203 108,623,804 13,749,601

Ⴀ 業 ㈝ ⏝

医 業 ㈝ ⏝

⤥  ㈝

ᮦ ᩱ ㈝

㈝⤒

２ 㸮 ２ ２ Ỵ ⟬ 㢠 ２ 㸮 ２ ３ Ỵ ⟬ 㢠 ᕪ ᘬ

ᾘ ⪖ ഛ ရ ㈝ 27,290,708 32,707,719 5,417,011

ග ⇕ Ỉ ㈝ 527,537,101 479,225,645 48,311,456 ڹ

⇞ ᩱ ㈝ 1,829,645 1,988,806 159,161

㣗 ⣊ ㈝ 347,227 2,373,729 2,026,502

༳ ๅ 〇 ᮏ ㈝ 8,836,881 7,735,048 1,101,833 ڹ

ಟ ⧋ ㈝ 87,428,327 136,653,779 49,225,452

ಖ 㝤 ᩱ 20,723,844 21,279,979 556,135

㈤  ᩱ 235,107,239 304,422,404 69,315,165

㏻ ಙ 㐠 搬 ㈝ 19,374,204 20,585,002 1,210,798

委 ク ᩱ 2,887,293,476 2,908,282,689 20,989,213

ㅖ 会 ㈝ 14,912,643 15,827,958 915,315

 㝿 ㈝ 21,854 124,215 102,361

ᡭ 数 ᩱ 13,089,363 11,437,614 1,651,749 ڹ

⛒ ⛯ බ ㄢ 710,650 723,700 13,050

㈚ ಽ ᘬ ᙜ 㔠 ⧞ 入 㢠 208,144 694,472 486,328

㞧㈝005,162,6669,049,01ڹ 664,976,4

2,554,681,447 2,354,665,660 200,015,787 ڹ

ᘓ ≀ ῶ ౯ ൾ ༷ ㈝ 1,355,879,330 1,357,969,114 2,089,784

ᵓ ⠏ ≀ ῶ ౯ ൾ ༷ ㈝ 46,123,215 46,268,278 145,063

ჾ Ე ഛ ရ ῶ ౯ ൾ ༷ ㈝ 1,020,778,688 896,054,880 124,723,808 ڹ

㌴ ୧ ῶ ౯ ൾ ༷ ㈝ 788,817 1,874,514 1,085,697

ᨺᑕᛶྠඖ⣲ῶ౯ൾ༷㈝ 000

その他᭷ᙧᅛ定㈨⏘ῶ౯ൾ༷㈝ 000

↓ ᙧ ᅛ 定 ㈨ ⏘ ῶ ౯ ൾ ༷ ㈝ 131,111,397 52,498,874 78,612,523 ڹ

49,853,207 64,979,053 15,125,846

000㈝ᩱᮦ✲◊

287,911261,958083,937㔠ㅰ

ᅗ 書 ㈝ 21,201,619 37,112,546 15,910,927

᪑㈝193,153,4855,290,5ڹ 761,147

ᾘ ⪖ ഛ ရ ㈝ 2,490,207 1,167,210 1,322,997 ڹ

◊ ✲ 㞧 ㈝ 20,329,443 21,488,744 1,159,301

187,862,999 190,636,451 2,773,452

163,290,955 159,417,817 3,873,138 ڹ

支 ᡶ  ᜥ 163,290,955 159,417,817 3,873,138 ڹ

000⏝㈝務㈈他のそ

000

24,572,044 31,218,634 6,646,590

12,105,845 22,058,769 9,952,924

㞧 ᦆ ኻ

⮫  ᦆ ኻ

ῶ ౯ ൾ ༷ ㈝

◊ ✲ ◊ ಟ ㈝

Ⴀ 業 外 ㈝ ⏝

㈈ 務 ㈝ ⏝

ᾘ ㈝ ⛯ 及 び 地 方 ᾘ ㈝ ⛯
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㸦༢㸸、⛯㎸み）

２ 㸮 ２ ２ Ỵ ⟬ 㢠 ２ 㸮 ２ ３ Ỵ ⟬ 㢠 ᕪ ᘬ

26,531,693,466 28,491,500,588 1,959,807,122

26,531,693,466 28,491,500,588 1,959,807,122

11,301,665,977 12,098,452,153 796,786,176

215,511,752932,463,309,3727,842,646,3ᩱ⤥

164,945,491049,636,252,3974,780,850,3ᙜᡭ

ᢇ 㣴 ᡭ ᙜ 82,430,000 86,603,449 4,173,449

地 域 ᡭ ᙜ 346,359,507 377,184,482 30,824,975

ఫ ᒃ ᡭ ᙜ 101,321,854 106,416,319 5,094,465

ึ ௵⤥ ㄪᩚ ᡭᙜ 397,191,503 454,242,426 57,050,923

㏻  ᡭ ᙜ 176,215,768 188,735,111 12,519,343

≉ Ṧ  務 ᡭ ᙜ 654,356,635 663,166,426 8,809,791

㉸ 㐣  務 ᡭ ᙜ 950,009,074 1,011,667,993 61,658,919

000,009,9000,573,21000,574,2ᙜᡭ┤日ᐟ

⟶ ⌮ ⫋ ᡭ ᙜ 61,746,064 64,007,280 2,261,216

ఇ 日  務 ᡭ ᙜ 51,216,083 28,267,406 22,948,677 ڹ

ኪ 㛫  務 ᡭ ᙜ 113,169,895 120,087,853 6,917,958

000ᙜᡭ業ఇඣ⫱

そ の 他
㸦 ⫋務 ᡭᙜ 等）

121,596,096 139,883,195 18,287,099

043,953,021988,883,732,1945,920,711,1㈹

ᮇ ᮎ ᡭ ᙜ 648,847,766 743,034,940 94,187,174

 ຮ ᡭ ᙜ 468,181,783 494,353,949 26,172,166

㈹  ᘬ ᙜ 㔠 ⧞ 入 㢠 685,776,772 744,514,718 58,737,946

839,698,06672,330,868833,631,708㔠㈤

ἲ 定 ⚟  ㈝ 1,684,094,743 1,737,145,311 53,050,568

㏥ ⫋ ⤥  ㈝ ⏝ 303,292,369 355,368,780 52,076,411

8,459,892,522 9,682,910,855 1,223,018,333

⸆ ရ ㈝ 5,362,828,616 6,242,994,702 880,166,086

デ 療 ᮦ ᩱ ㈝ 3,056,333,825 3,413,949,890 357,616,065

000㈝ᩱᮦ㣗⤥

医 療 ᾘ ⪖ ഛ ရ ㈝ 40,730,081 25,966,263 14,763,818 ڹ

4,165,600,313 4,290,492,867 124,892,554

ཌ ⏕ ⚟  ㈝ 15,188,228 14,455,139 733,089 ڹ

000㔠㈤

報 ൾ ㈝ 176,021,206 193,785,943 17,764,737

᪑ ㈝  ㏻ ㈝ 12,474,057 13,652,809 1,178,752

⫋ 員 ⿕ ᭹ ㈝ 11,390,347 9,650,913 1,739,434 ڹ

ᾘ ⪖ ရ ㈝ 94,874,203 108,623,804 13,749,601

Ⴀ 業 ㈝ ⏝

医 業 ㈝ ⏝

⤥  ㈝

ᮦ ᩱ ㈝

㈝⤒

２ 㸮 ２ ２ Ỵ ⟬ 㢠 ２ 㸮 ２ ３ Ỵ ⟬ 㢠 ᕪ ᘬ

ᾘ ⪖ ഛ ရ ㈝ 27,290,708 32,707,719 5,417,011

ග ⇕ Ỉ ㈝ 527,537,101 479,225,645 48,311,456 ڹ

⇞ ᩱ ㈝ 1,829,645 1,988,806 159,161

㣗 ⣊ ㈝ 347,227 2,373,729 2,026,502

༳ ๅ 〇 ᮏ ㈝ 8,836,881 7,735,048 1,101,833 ڹ

ಟ ⧋ ㈝ 87,428,327 136,653,779 49,225,452

ಖ 㝤 ᩱ 20,723,844 21,279,979 556,135

㈤  ᩱ 235,107,239 304,422,404 69,315,165

㏻ ಙ 㐠 搬 ㈝ 19,374,204 20,585,002 1,210,798

委 ク ᩱ 2,887,293,476 2,908,282,689 20,989,213

ㅖ 会 ㈝ 14,912,643 15,827,958 915,315

 㝿 ㈝ 21,854 124,215 102,361

ᡭ 数 ᩱ 13,089,363 11,437,614 1,651,749 ڹ

⛒ ⛯ බ ㄢ 710,650 723,700 13,050

㈚ ಽ ᘬ ᙜ 㔠 ⧞ 入 㢠 208,144 694,472 486,328

㞧㈝005,162,6669,049,01ڹ 664,976,4

2,554,681,447 2,354,665,660 200,015,787 ڹ

ᘓ ≀ ῶ ౯ ൾ ༷ ㈝ 1,355,879,330 1,357,969,114 2,089,784

ᵓ ⠏ ≀ ῶ ౯ ൾ ༷ ㈝ 46,123,215 46,268,278 145,063

ჾ Ე ഛ ရ ῶ ౯ ൾ ༷ ㈝ 1,020,778,688 896,054,880 124,723,808 ڹ

㌴ ୧ ῶ ౯ ൾ ༷ ㈝ 788,817 1,874,514 1,085,697

ᨺᑕᛶྠඖ⣲ῶ౯ൾ༷㈝ 000

その他᭷ᙧᅛ定㈨⏘ῶ౯ൾ༷㈝ 000

↓ ᙧ ᅛ 定 ㈨ ⏘ ῶ ౯ ൾ ༷ ㈝ 131,111,397 52,498,874 78,612,523 ڹ

49,853,207 64,979,053 15,125,846

000㈝ᩱᮦ✲◊

287,911261,958083,937㔠ㅰ

ᅗ 書 ㈝ 21,201,619 37,112,546 15,910,927

᪑㈝193,153,4855,290,5ڹ 761,147

ᾘ ⪖ ഛ ရ ㈝ 2,490,207 1,167,210 1,322,997 ڹ

◊ ✲ 㞧 ㈝ 20,329,443 21,488,744 1,159,301

187,862,999 190,636,451 2,773,452

163,290,955 159,417,817 3,873,138 ڹ

支 ᡶ  ᜥ 163,290,955 159,417,817 3,873,138 ڹ

000⏝㈝務㈈他のそ

000

24,572,044 31,218,634 6,646,590

12,105,845 22,058,769 9,952,924

㞧 ᦆ ኻ

⮫  ᦆ ኻ

ῶ ౯ ൾ ༷ ㈝

◊ ✲ ◊ ಟ ㈝

Ⴀ 業 外 ㈝ ⏝

㈈ 務 ㈝ ⏝

ᾘ ㈝ ⛯ 及 び 地 方 ᾘ ㈝ ⛯

දࡉग़໌ࢧᶆऩӹత　گͷঢ়ࡒ（�）　Ӧܦ　̐

37



総  ┈

総 ㈝ ⏝

⤒ ᖖ  ┈

⤒ ᖖ ㈝ ⏝

医 業  ┈

医 業 ㈝ ⏝

⤒ᖖ┈㸫㐠Ⴀ㈇ᢸ㔠

⤒ ᖖ ㈝ ⏝

㐠 Ⴀ ㈇ ᢸ 㔠

総  ┈

㐠 Ⴀ ㈇ ᢸ 㔠

⤒ ᖖ  ┈

㐠 Ⴀ ㈇ ᢸ 㔠

医 業  ┈

⤥  ㈝

医 業  ┈

⤥  ㈝

入 院 㸩 外 ᮶  ┈

ᮦ ᩱ ㈝

医 業  ┈

ᮦ ᩱ ㈝

入 院 㸩 外 ᮶  ┈

⸆ ရ ㈝

医 業  ┈

⸆ ရ ㈝

入 院 㸩 外 ᮶  ┈

デ 療 ᮦ ᩱ ㈝

医 業  ┈
14.7

9.1

9.1

10.3

52.0

53.2

41.6

42.6

26.8

27.4

２㸮２３年度

92.3

��1�2�1 ڹ��

92.3

�2�1 ڹ�����

81.7

���20���0 ڹ

84.0

���0���� ڹ�

⤥㈝対入外┈
ẚ 率

㸦㸣） ×100

⸆ရ㈝対医業┈
ẚ 率

㸦㸣） ×100

⸆ရ㈝対入外┈
ẚ 率

㸦㸣） ×100

㈝

⏝

に

㛵

ࡍ

ࡿ

ᣦ

ᶆ

⤥㈝対医業┈
ẚ 率

㸦㸣） ×100

ᮦᩱ㈝対医業┈
ẚ 率

㸦㸣） ×100

ᮦᩱ㈝対入外┈
ẚ 率

㸦㸣） ×100

デ療ᮦᩱ㈝対医業
 ┈ ẚ 率

㸦㸣）

㐠 Ⴀ ㈇ ᢸ ๓
 支

㸦༓）
(⤒ᖖ┈㸫㐠Ⴀ㈇ᢸ㔠)

㸫 ⤒ ᖖ ㈝ ⏝

×100

㐠 Ⴀ ㈇ ᢸ 㔠 対
総  ┈ ẚ 率

㸦㸣） ×100

㐠 Ⴀ ㈇ ᢸ 㔠 対
⤒ ᖖ  ┈ ẚ 率

㸦㸣） ×100

㐠 Ⴀ ㈇ ᢸ 㔠 対
医 業  ┈ ẚ 率

㸦㸣） ×100

医 業  支 㸦༓）
医 業  ┈ 㸫

医 業 ㈝ ⏝

㐠 Ⴀ ㈇ ᢸ ๓
 支 ẚ 率

㸦㸣） ×100

⤒ ᖖ  支
ͤ総支㸫≉ูᦆ┈

㸦༓）
⤒ ᖖ  ┈ 㸫

⤒ ᖖ ㈝ ⏝

医 業  支 ẚ 率 㸦㸣） ×100

㡯    ┠ ⟬    ᘧ



支

に

㛵

ࡍ

ࡿ

ᣦ

ᶆ

総  支 ẚ 率 㸦㸣） ×100

総  支 㸦༓）
総  ┈ 㸫

総 ㈝ ⏝

⤒ ᖖ  支 ẚ 率
ͤ総支㸫≉ูᦆ┈

㸦㸣） ×100

２㸮２１年度

101.9

�������

102.4

��2���0

78.9

������2�2 ڹ

92.5

1������12 ڹ

13.8

9.6

9.6

12.5

54.8

55.7

39.4

40.1

25.4

25.9

２㸮２２年度

96.2

��1�022 ڹ��

96.2

����1�010 ڹ

78.7

�2����� ڹ��

87.3

��������0 ڹ

14.6

9.2

9.2

11.4

54.1

55.0

40.5

41.2

25.7

26.1

　　　　ඪࢦӦ　（�）ओཁܦ　̐

38

（２）ओཁࢦඪ



総  ┈

総 ㈝ ⏝

⤒ ᖖ  ┈

⤒ ᖖ ㈝ ⏝

医 業  ┈

医 業 ㈝ ⏝

⤒ᖖ┈㸫㐠Ⴀ㈇ᢸ㔠

⤒ ᖖ ㈝ ⏝

㐠 Ⴀ ㈇ ᢸ 㔠

総  ┈

㐠 Ⴀ ㈇ ᢸ 㔠

⤒ ᖖ  ┈

㐠 Ⴀ ㈇ ᢸ 㔠

医 業  ┈

⤥  ㈝

医 業  ┈

⤥  ㈝

入 院 㸩 外 ᮶  ┈

ᮦ ᩱ ㈝

医 業  ┈

ᮦ ᩱ ㈝

入 院 㸩 外 ᮶  ┈

⸆ ရ ㈝

医 業  ┈

⸆ ရ ㈝

入 院 㸩 外 ᮶  ┈

デ 療 ᮦ ᩱ ㈝

医 業  ┈
14.7

9.1

9.1

10.3

52.0

53.2

41.6

42.6

26.8

27.4

２㸮２３年度

92.3

��1�2�1 ڹ��

92.3

�2�1 ڹ�����

81.7

���20���0 ڹ

84.0

���0���� ڹ�

⤥㈝対入外┈
ẚ 率

㸦㸣） ×100

⸆ရ㈝対医業┈
ẚ 率

㸦㸣） ×100

⸆ရ㈝対入外┈
ẚ 率

㸦㸣） ×100

㈝

⏝

に

㛵

ࡍ

ࡿ

ᣦ

ᶆ

⤥㈝対医業┈
ẚ 率

㸦㸣） ×100

ᮦᩱ㈝対医業┈
ẚ 率

㸦㸣） ×100

ᮦᩱ㈝対入外┈
ẚ 率

㸦㸣） ×100

デ療ᮦᩱ㈝対医業
 ┈ ẚ 率

㸦㸣）

㐠 Ⴀ ㈇ ᢸ ๓
 支

㸦༓）
(⤒ᖖ┈㸫㐠Ⴀ㈇ᢸ㔠)

㸫 ⤒ ᖖ ㈝ ⏝

×100

㐠 Ⴀ ㈇ ᢸ 㔠 対
総  ┈ ẚ 率

㸦㸣） ×100

㐠 Ⴀ ㈇ ᢸ 㔠 対
⤒ ᖖ  ┈ ẚ 率

㸦㸣） ×100

㐠 Ⴀ ㈇ ᢸ 㔠 対
医 業  ┈ ẚ 率

㸦㸣） ×100

医 業  支 㸦༓）
医 業  ┈ 㸫

医 業 ㈝ ⏝

㐠 Ⴀ ㈇ ᢸ ๓
 支 ẚ 率

㸦㸣） ×100

⤒ ᖖ  支
ͤ総支㸫≉ูᦆ┈

㸦༓）
⤒ ᖖ  ┈ 㸫

⤒ ᖖ ㈝ ⏝

医 業  支 ẚ 率 㸦㸣） ×100

㡯    ┠ ⟬    ᘧ



支

に

㛵

ࡍ

ࡿ

ᣦ

ᶆ

総  支 ẚ 率 㸦㸣） ×100

総  支 㸦༓）
総  ┈ 㸫

総 ㈝ ⏝

⤒ ᖖ  支 ẚ 率
ͤ総支㸫≉ูᦆ┈

㸦㸣） ×100

２㸮２１年度

101.9

�������

102.4

��2���0

78.9

������2�2 ڹ

92.5

1������12 ڹ

13.8

9.6

9.6

12.5

54.8

55.7

39.4

40.1

25.4

25.9

２㸮２２年度

96.2

��1�022 ڹ��

96.2

����1�010 ڹ

78.7

�2����� ڹ��

87.3

��������0 ڹ

14.6

9.2

9.2

11.4

54.1

55.0

40.5

41.2

25.7

26.1

デ 療 ᮦ ᩱ ㈝

入 院 㸩 外 ᮶  ┈

⤒ ㈝

医 業  ┈

⤒ ㈝

入 院 㸩 外 ᮶  ┈

年 ᘏ 入 院 患 者 数

㐠 ⏝ 病 ᗋ � 日 数

年度ᮎ⫋員数(┳ᑓ㝖ࡃ)

年度ᮎ㐠⏝病ᗋ数

ͤ医ᖌ数2+、ࡣ�ࠋࡍࡲていࡵᑓᨷ医࣭◊ಟ医をྵࡽ

���007

2�����

10��

����0

���1

���0

���010

���0��

�0��7

202�年度

1��0

0

1���

1���

1����1�

����

�1�����

20���

⫋
員
に
㛵
ࡍ
ࡿ
ᣦ
ᶆ

医 ᖌ 1 ே ᙜ ࡓ り
医 業  ┈

㸦༓）
医 業  ┈

医 ᖌ 数 ( ᘏ ே 数 �12)

医 ᖌ 1 ே ᙜ ࡓ り
入 外  ┈

㸦༓）
入 院 㸩 外 ᮶  ┈

医 ᖌ 数 ( ᘏ ே 数 �12)

病 ᗋ 100 ᗋ
ᙜ ࡓ り ⫋ 員 数

001�）ே㸦

紹 介 率 㸦㸣）

逆 紹 介 率 㸦㸣）

ᖹ ᆒ ᅾ 院 日 数 㸦日）

ᡭ ⾡ ௳ 数 㸦௳）

入 院 デ 療 ༢ ౯ 㸦）
入 院  ┈

年 ᘏ 入 院 患 者 数

外 ᮶ デ 療 ༢ ౯ 㸦）
外 ᮶  ┈

年 ᘏ 外 ᮶ 患 者 数

外 ᮶ ᘏ 患 者 数 㸦ே）

⤒ ㈝ 対 入 外
 ┈ ẚ 率

001�）㸣㸦

デ

療

に

㛵

ࡍ

ࡿ

ᣦ

ᶆ

入 院 ᘏ 患 者 数 㸦ே）

外 ᮶ 入 院
患 者 ẚ 率

㸦㸣）

病 ᗋ ✌ ാ 率
㸦 㐠 ⏝ 病 ᗋ ）

001�）㸣㸦

ᘧ    ⟬┠    㡯

㈝

⏝

に

㛵

ࡍ

ࡿ

ᣦ

ᶆ

デ療ᮦᩱ㈝対入外
 ┈ ẚ 率

001�）㸣㸦

⤥ 㣗 ᮦ ᩱ ㈝ ༢ ౯ 㸦）
⤥ 㣗 ᮦ ᩱ ㈝

入 院 ᘏ 患 者 数

⤒ ㈝ 対 医 業
 ┈ ẚ 率

001�）㸣㸦

2021年度

1��0

0

1���

1���

1�1��27

����

2���100

22���

�2�212

2�����

10��

�����

�1��

�0��

�2���1

�0��11

2�2�1

2022年度

1���

0

20�0

20��

1���2��

�2��

�0�����

21���

������

2���0�

11�0

��1��

���2

�2��

���2��

�1���2

�0���
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チྍ病ᗋ数 㐠⏝病ᗋ数 ᘏ患者数 １日ᖹᆒ 新入院 病ᗋ✌ື率 ᘏ患者数 １日ᖹᆒ

(ᗋ) (ᗋ) (ே� 患者数(ே) 患者数(ே) (%) (ே� 患者数(ே)

2019 540 460 154,314 422 12,557 91.7 278,367 1,160

2020 540 462 133,238 365 11,567 79.0 272,327 1,121

2021 540 466 131,827 361 11,479 77.5 296,100 1,224

2022 540 456 138,274 379 11,812 82.8 303,444 1,249

2023 540 483  ͤࠉ 155,816 426 13,466 89.5 316,768 1,304

ͤ2023年度の㐠⏝病ᗋ数ࡣ次の࠾り

�、�月 ���ᗋ、�月～�月 ���ᗋࠉ月 ��8ᗋ、10月～⩣年1月 ��1ᗋ、⩣年2月～�月 ���ᗋ

᮶ࠉࠉࠉ外院ࠉࠉࠉ入

年度

154,314

133,238 131,827

138,274
155,816

278,367 272,327

296,100
303,444

316,768

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

2019 2020 2021 2022 2023

㸦ே） 入院ᘏ患者 外᮶ᘏ患者

チྍ病ᗋ数 㐠⏝病ᗋ数 ᘏ患者数 １日ᖹᆒ 新入院 病ᗋ✌ື率 ᘏ患者数 １日ᖹᆒ

(ᗋ) (ᗋ) (ே� 患者数(ே) 患者数(ே) (%) (ே� 患者数(ே)

2019 540 460 154,314 422 12,557 91.7 278,367 1,160

2020 540 462 133,238 365 11,567 79.0 272,327 1,121

2021 540 466 131,827 361 11,479 77.5 296,100 1,224

2022 540 456 138,274 379 11,812 82.8 303,444 1,249

2023 540 483  ͤࠉ 155,816 426 13,466 89.5 316,768 1,304

ͤ2023年度の㐠⏝病ᗋ数ࡣ次の࠾り

�、�月 ���ᗋ、�月～�月 ���ᗋࠉ月 ��8ᗋ、10月～⩣年1月 ��1ᗋ、⩣年2月～�月 ���ᗋ

᮶ࠉࠉࠉ外院ࠉࠉࠉ入

年度

154,314

133,238 131,827

138,274
155,816

278,367 272,327

296,100
303,444

316,768

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

2019 2020 2021 2022 2023

㸦ே） 入院ᘏ患者 外᮶ᘏ患者
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༊ศ

ᘏ患者数 １日ᖹᆒ 新入院 ᖹᆒᅾ院 ᘏ患者数 １日ᖹᆒ

)ே(数者患)ே()日(数日)ே(数者患)ே(数者患)ே(⛉療デ

2021 7,620 21 509 11.4 16,897 70
2022 10,630 29 635 12.4 18,771 77
2023 11,848 32 624 12.5 18,342 75
2021 6,952 19 671 8.0 19,715 81
2022 7,917 22 785 8.0 21,637 89
2023 10,038 27 879 8.9 22,593 93
2021 11,430 31 872 8.7 28,869 119
2022 12,475 34 865 9.8 26,604 109
2023 16,493 45 1,157 9.5 26,969 111
2021 6,998 19 321 17.2 11,879 49
2022 7,709 21 344 18.8 12,434 51
2023 8,599 23 389 17.8 13,134 54
2021 1,303 4 78 10.9 8,024 33
2022 1,869 5 80 13.5 8,853 36
2023 1,088 3 71 9.0 10,122 42
2021 2,346 6 212 9.2 7,558 31
2022 2,776 8 221 10.7 8,554 35
2023 3,259 9 245 10.4 9,679 40
2021 7,060 19 200 16.0 16,085 66
2022 6,826 19 306 13.2 16,003 66
2023 6,909 19 406 11.6 16,828 69
2021 9,917 27 729 11.3 4,988 21
2022 5,426 15 251 14.2 2,461 10
2023 2,853 8 76 12.8 930 4

04111202
10512202
02113202

2021 2,797 8 228 10.2 5,256 22
2022 2,798 8 237 10.0 5,315 22
2023 2,995 8 236 10.6 5,046 21
2021 3,576 10 219 14.2 5,193 21
2022 4,004 11 273 12.9 5,384 22
2023 4,313 12 247 15.6 4,881 20
2021 14,131 39 951 13.0 18,868 78
2022 13,392 37 966 12.6 18,979 78
2023 16,673 46 1,218 12.2 19,243 79
2021 1,134 3 168 5.7 6,704 28
2022 808 2 152 4.2 7,294 30
2023 694 2 137 3.9 7,829 32
2021
2022 1,938 5 207 8.4 2,478 10
2023 2,756 8 276 10.1 4,076 17
2021 5,514 15 282 14.1 10,594 44
2022 6,972 19 328 15.5 10,068 41
2023 8,766 24 443 14.9 10,978 45
2021 1,766 5 79 15.8 4,104 17
2022 2,247 6 80 19.0 4,074 17
2023 2,259 6 86 18.2 4,007 16
2021 5,145 14 417 10.0 6,508 27
2022 6,261 17 524 10.2 6,635 27
2023 6,378 17 582 9.2 7,014 29
2021 766 2 79 7.7 2,816 12
2022 356 1 50 5.5 2,348 10
2023 358 1 64 4.3 2,683 11
2021 1,496 4 102 12.6 3,435 14
2022 1,670 5 101 14.9 3,798 16
2023 1,732 5 101 15.2 4,006 16

外ࠉࠉࠉ᮶

྾ჾ内⛉

ᚠ⎔ჾ内⛉

ᾘჾ内⛉

年度

入ࠉࠉࠉ院

⬨᳝⬨㧊外⛉

⬻⚄⤒外⛉

ᙧᡂ外⛉

㢌㢕㒊外⛉

ᩚᙧ外⛉

⾑ᾮ࣭⭘⒆内⛉

⢾ᒀ病࣭内ศἪ内⛉

⭈⮚内⛉

⬻⚄⤒内⛉

感染症内⛉

⦆和ࢣ内⛉

྾ჾ外⛉

ᚰ⮚⾑⟶外⛉

ᾘჾ࣭⫢⮚࣭
⫹の࣭࠺⮅⮚外⛉

ங⭢外⛉

ᑠඣ外⛉

チྍ病ᗋ数 㐠⏝病ᗋ数 ᘏ患者数 １日ᖹᆒ 新入院 病ᗋ✌ື率 ᘏ患者数 １日ᖹᆒ

(ᗋ) (ᗋ) (ே� 患者数(ே) 患者数(ே) (%) (ே� 患者数(ே)

2019 540 460 154,314 422 12,557 91.7 278,367 1,160

2020 540 462 133,238 365 11,567 79.0 272,327 1,121

2021 540 466 131,827 361 11,479 77.5 296,100 1,224

2022 540 456 138,274 379 11,812 82.8 303,444 1,249

2023 540 483  ͤࠉ 155,816 426 13,466 89.5 316,768 1,304

ͤ2023年度の㐠⏝病ᗋ数ࡣ次の࠾り

�、�月 ���ᗋ、�月～�月 ���ᗋࠉ月 ��8ᗋ、10月～⩣年1月 ��1ᗋ、⩣年2月～�月 ���ᗋ

᮶ࠉࠉࠉ外院ࠉࠉࠉ入

年度

154,314

133,238 131,827

138,274
155,816

278,367 272,327

296,100
303,444

316,768

0
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㸦ே） 入院ᘏ患者 外᮶ᘏ患者
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༊ศ

入院┈ 入院༢౯ 外᮶┈ 外᮶༢౯

）㸦）༓㸦）㸦）༓㸦⛉療デ

2021 453,258 59,483 764,502 45,245
2022 645,335 60,709 894,138 47,634
2023 707,747 59,736 911,286 49,683
2021 1,098,294 157,983 249,200 12,640
2022 1,278,647 161,507 271,986 12,570
2023 1,688,451 168,206 289,023 12,793
2021 716,055 62,647 771,447 26,722
2022 810,594 64,977 800,950 30,106
2023 1,094,434 66,357 813,989 30,182
2021 701,400 100,229 1,267,470 106,698
2022 817,757 106,078 1,169,663 94,070
2023 986,064 114,672 1,526,921 116,257
2021 69,074 53,011 125,528 15,644
2022 108,137 57,858 147,322 16,641
2023 65,414 60,123 150,048 14,824
2021 157,340 67,067 207,750 27,487
2022 175,620 63,264 246,036 28,763
2023 207,356 63,626 240,347 24,832
2021 395,807 56,063 222,920 13,859
2022 442,029 64,757 240,623 15,036
2023 523,996 75,843 263,509 15,659
2021 999,688 100,805 102,483 20,546
2022 469,390 86,508 40,361 16,400
2023 216,431 75,861 15,042 16,174

972,2062131202
271,26234712202
344,12613933202

2021 386,667 138,243 83,980 15,978
2022 409,106 146,214 78,219 14,717
2023 420,245 140,316 73,802 14,626
2021 951,568 266,098 66,317 12,770
2022 1,146,927 286,445 67,555 12,547
2023 1,110,404 257,455 63,610 13,032
2021 1,261,911 89,301 605,149 32,073
2022 1,216,314 90,824 625,049 32,934
2023 1,522,010 91,286 760,335 39,512
2021 119,878 105,712 320,515 47,810
2022 108,632 134,446 362,461 49,693
2023 97,769 140,878 464,477 59,328
2021
2022 187,228 96,609 51,054 20,603
2023 295,426 107,194 81,184 19,918
2021 418,283 75,858 89,682 8,465
2022 525,013 75,303 91,353 9,074
2023 650,453 74,202 109,335 9,959
2021 164,313 93,042 27,654 6,738
2022 217,356 96,732 28,804 7,070
2023 196,504 86,987 28,467 7,104
2021 747,921 145,369 87,844 13,498
2022 952,029 152,057 85,041 12,817
2023 908,012 142,366 85,265 12,156
2021 59,166 77,240 23,112 8,207
2022 31,719 89,098 20,595 8,771
2023 37,921 105,925 25,249 9,411

྾ჾ外⛉

ᚰ⮚⾑⟶外⛉

ᾘჾ࣭⫢⮚࣭
⫹の࣭࠺⮅⮚外⛉

ங⭢外⛉

ᑠඣ外⛉

ᩚᙧ外⛉

⬨᳝⬨㧊外⛉

⬻⚄⤒外⛉

ᙧᡂ外⛉

⦆和ࢣ内⛉

年度

入ࠉࠉࠉ院 外ࠉࠉࠉ᮶

྾ჾ内⛉

ᚠ⎔ჾ内⛉

ᾘჾ内⛉

⾑ᾮ࣭⭘⒆内⛉

⢾ᒀ病࣭内ศἪ内⛉

⭈⮚内⛉

⬻⚄⤒内⛉

感染症内⛉

༊ศ

ᘏ患者数 １日ᖹᆒ 新入院 ᖹᆒᅾ院 ᘏ患者数 １日ᖹᆒ

)ே(数者患)ே()日(数日)ே(数者患)ே(数者患)ே(⛉療デ

外ࠉࠉࠉ᮶

年度

入ࠉࠉࠉ院

2021 4,129 11 76 51.0 8,780 36
2022 5,361 15 83 69.5 8,913 37
2023 6,115 17 86 66.3 10,846 45
2021 5,581 15 746 7.5 18,719 77
2022 5,494 15 829 6.7 19,809 82
2023 6,671 18 1,005 6.7 21,795 90
2021 473 1 26 10.6 11,069 46
2022 637 2 37 10.7 9,999 41
2023 926 3 44 18.1 10,369 43
2021 3,928 11 477 7.2 14,290 59
2022 2,894 8 330 7.3 11,901 49
2023 3,218 9 391 7.6 11,863 49
2021 11,993 33 1,506 7.0 21,725 90
2022 12,435 34 1,535 7.1 22,261 92
2023 12,125 33 1,581 6.9 24,732 102

24591,011202
2022 2 0 1 1.0 10,323 42

04017,93202
2021 1,907 5 252 6.4 12,850 53
2022 2,158 6 302 5.9 13,103 54
2023 2,231 6 284 6.7 13,282 55
2021 19 0 4 3.8 560 2
2022 4 0 1 3.0 552 2
2023 7 0 2 2.5 503 2

14630,011202
24762,012202
43562,83202

2021 7,526 21 1,668 4.1 1,454 6
2022 7,426 20 1,607 4.3 1,652 7
2023 9,823 27 2,058 4.4 1,938 8

17321202
15822202
19613202

2021
34562202
5641,13202

2021
2022 154 0 38 3.1 825 3
2023 218 1 60 2.8 1,036 4
2021 512 1 106 3.7 8,529 35
2022 519 1 113 3.6 11,047 45
2023 596 2 141 3.2 12,631 52
2021 5,808 16 501 10.8 49 0
2022 5,116 14 531 8.9 13
2023 5,875 16 577 9.5 11 0
2021 131,827 361 11,479 10.6 296,100 1,224
2022 138,274 379 11,812 11.0 303,444 1,249
2023 155,816 426 13,466 10.9 316,768 1,304

ͤ2022年�月 ࠕ総合デ療⛉ࠖ、ࠕᑠඣἪᒀჾ⛉ࠖデ療開ጞ

ͤ2022年�月 ࠕᑠඣ外⛉ࠖデ療開ጞ

⏘፬ே⛉

║⛉

⪥㰯い࠺ࡇࢇ⛉

⢭⚄⛉

⓶⛉

Ἢᒀჾ⛉

ᑠඣ⛉

ᨺᑕ⥺療⛉

総合デ療⛉

ᑠඣἪᒀჾ⛉

合計

ᨺᑕ⥺デ᩿⛉

救急࣭㞟୰療センター
㸦救救急センター）

㯞㓉⛉

ཱྀ⭍外⛉

新⏕ඣ㞟୰療㒊
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༊ศ

入院┈ 入院༢౯ 外᮶┈ 外᮶༢౯

）㸦）༓㸦）㸦）༓㸦⛉療デ

2021 453,258 59,483 764,502 45,245
2022 645,335 60,709 894,138 47,634
2023 707,747 59,736 911,286 49,683
2021 1,098,294 157,983 249,200 12,640
2022 1,278,647 161,507 271,986 12,570
2023 1,688,451 168,206 289,023 12,793
2021 716,055 62,647 771,447 26,722
2022 810,594 64,977 800,950 30,106
2023 1,094,434 66,357 813,989 30,182
2021 701,400 100,229 1,267,470 106,698
2022 817,757 106,078 1,169,663 94,070
2023 986,064 114,672 1,526,921 116,257
2021 69,074 53,011 125,528 15,644
2022 108,137 57,858 147,322 16,641
2023 65,414 60,123 150,048 14,824
2021 157,340 67,067 207,750 27,487
2022 175,620 63,264 246,036 28,763
2023 207,356 63,626 240,347 24,832
2021 395,807 56,063 222,920 13,859
2022 442,029 64,757 240,623 15,036
2023 523,996 75,843 263,509 15,659
2021 999,688 100,805 102,483 20,546
2022 469,390 86,508 40,361 16,400
2023 216,431 75,861 15,042 16,174

972,2062131202
271,26234712202
344,12613933202

2021 386,667 138,243 83,980 15,978
2022 409,106 146,214 78,219 14,717
2023 420,245 140,316 73,802 14,626
2021 951,568 266,098 66,317 12,770
2022 1,146,927 286,445 67,555 12,547
2023 1,110,404 257,455 63,610 13,032
2021 1,261,911 89,301 605,149 32,073
2022 1,216,314 90,824 625,049 32,934
2023 1,522,010 91,286 760,335 39,512
2021 119,878 105,712 320,515 47,810
2022 108,632 134,446 362,461 49,693
2023 97,769 140,878 464,477 59,328
2021
2022 187,228 96,609 51,054 20,603
2023 295,426 107,194 81,184 19,918
2021 418,283 75,858 89,682 8,465
2022 525,013 75,303 91,353 9,074
2023 650,453 74,202 109,335 9,959
2021 164,313 93,042 27,654 6,738
2022 217,356 96,732 28,804 7,070
2023 196,504 86,987 28,467 7,104
2021 747,921 145,369 87,844 13,498
2022 952,029 152,057 85,041 12,817
2023 908,012 142,366 85,265 12,156
2021 59,166 77,240 23,112 8,207
2022 31,719 89,098 20,595 8,771
2023 37,921 105,925 25,249 9,411

྾ჾ外⛉

ᚰ⮚⾑⟶外⛉

ᾘჾ࣭⫢⮚࣭
⫹の࣭࠺⮅⮚外⛉

ங⭢外⛉

ᑠඣ外⛉

ᩚᙧ外⛉

⬨᳝⬨㧊外⛉

⬻⚄⤒外⛉

ᙧᡂ外⛉

⦆和ࢣ内⛉

年度

入ࠉࠉࠉ院 外ࠉࠉࠉ᮶

྾ჾ内⛉

ᚠ⎔ჾ内⛉

ᾘჾ内⛉

⾑ᾮ࣭⭘⒆内⛉

⢾ᒀ病࣭内ศἪ内⛉

⭈⮚内⛉

⬻⚄⤒内⛉

感染症内⛉
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༊ศ

入院┈ 入院༢౯ 外᮶┈ 外᮶༢౯

）㸦）༓㸦）㸦）༓㸦⛉療デ

年度

入ࠉࠉࠉ院 外ࠉࠉࠉ᮶

2021 93,034 62,188 53,179 15,482
2022 104,013 62,283 71,245 18,759
2023 122,738 70,865 69,874 17,442
2021 96,080 23,269 48,830 5,561
2022 123,476 23,032 50,865 5,707
2023 142,967 23,380 62,016 5,718
2021 376,395 67,442 652,064 34,834
2022 383,394 69,784 629,193 31,763
2023 462,461 69,324 601,049 27,577
2021 23,404 49,479 58,039 5,243
2022 33,748 52,979 68,458 6,846
2023 44,376 47,922 87,407 8,430
2021 391,077 99,561 431,094 30,168
2022 311,107 107,501 370,408 31,124
2023 343,374 106,704 373,838 31,513
2021 1,050,198 87,568 310,678 14,300
2022 1,141,541 91,801 308,058 13,838
2023 1,156,622 95,391 338,183 13,674
2021 73 241,071 23,646
2022 883 441,375 264,813 25,653
2023 1,161 259,020 26,676
2021 167,871 88,029 120,255 9,358
2022 193,947 89,873 120,996 9,234
2023 189,404 84,896 120,891 9,102
2021 4,308 226,731 14,829 26,481
2022 1,616 404,073 15,366 27,837
2023 5,278 754,030 16,922 33,641
2021 23,881 216,007 21,523
2022 31,730 251,283 24,475
2023 46,248 236,120 28,569
2021 668,817 88,868 41,537 28,568
2022 778,774 104,871 50,280 30,436
2023 933,822 95,065 40,810 21,058

266,21361711202
515,27171942202
142,38452523202

2021
2022 17 5,257 8,038
2023 24 8,610 7,514
2021
2022 21,604 140,288 6,057 7,342
2023 30,391 139,406 9,548 9,217
2021 40,837 79,760 63,699 7,469
2022 49,263 94,918 91,830 8,313
2023 62,293 104,518 105,648 8,364
2021 519,208 89,395 152 3,102
2022 464,478 90,789 103 7,886
2023 533,210 90,759 53 4,795
2021 12,156,008 92,212 7,267,878 24,545
2022 13,182,085 95,333 7,526,464 24,803
2023 14,803,649 95,007 8,232,586 25,989

ͤ2022年�月 ࠕ総合デ療⛉ࠖ、ࠕᑠඣἪᒀჾ⛉ࠖデ療開ጞ

ͤ2022年�月 ࠕᑠඣ外⛉ࠖデ療開ጞ

合計

ᑠඣἪᒀჾ⛉

ཱྀ⭍外⛉

新⏕ඣ㞟୰療㒊

⓶⛉

Ἢᒀჾ⛉

⏘፬ே⛉

║⛉

⪥㰯い࠺ࡇࢇ⛉

ᨺᑕ⥺デ᩿⛉

ᨺᑕ⥺療⛉

救急࣭㞟୰療センター
㸦救救急センター）

㯞㓉⛉

総合デ療⛉

ᑠඣ⛉

㢌㢕㒊外⛉

⢭⚄⛉
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（㸦༢㸸㸣ࠉ

༊ศ

320222021202320222021202⛉療デ

྾ჾ内⛉ 80.1 82.6 86.8 145.9 115.8 144.1

ᚠ⎔ჾ内⛉ 86.8 88.8 94.5 188.4 195.9 239.8

ᾘჾ内⛉ 87.2 92.5 91.5 179.9 158.9 157.0

⾑ᾮ࣭⭘⒆内⛉ 74.9 78.7 76.5 106.3 78.2 110.6

⢾ᒀ病࣭内ศἪ内⛉ 95.2 91.7 94.8 154.3 133.9 147.6

⭈⮚内⛉ 82.5 83.2 86.1 135.5 112.7 150.1

⬻⚄⤒内⛉ 74.2 72.9 74.7 139.1 160.3 148.1

感染症内⛉ 1.6 6.3 32.6 7.1 17.1 113.0

⦆和ࢣ内⛉ 0.0 20.0 㸫 300.0 160.0 㸫

྾ჾ外⛉ 95.7 74.6 95.4 153.0 122.2 152.3

ᚰ⮚⾑⟶外⛉ 89.2 88.6 97.0 244.2 278.7 248.5

ᾘჾ࣭⫢⮚࣭⫹の࣭࠺⮅⮚外⛉ 90.1 84.9 85.5 126.7 112.8 122.5

ங⭢外⛉ 90.4 92.2 93.8 43.3 45.0 51.5

ᑠඣ外⛉ 㸫 66.3 51.0 㸫 9.7 14.6

ᩚᙧ外⛉ 69.0 71.5 76.2 124.5 112.0 137.5

⬨᳝⬨㧊外⛉ 97.1 98.3 94.9 161.7 123.6 143.9

⬻⚄⤒外⛉ 76.2 81.0 81.4 158.5 140.7 154.8

ᙧᡂ外⛉ 89.9 86.6 86.7 28.0 15.4 23.1

㢌㢕㒊外⛉ 98.7 98.0 97.8 82.9 75.2 83.9

⢭⚄⛉ 78.0 93.4 83.1 170.6 140.9 75.0

ᑠඣ⛉ 59.7 28.7 27.7 48.2 24.8 23.5

⓶⛉ 75.3 77.4 78.6 27.3 41.3 32.0

Ἢᒀჾ⛉ 87.1 86.5 89.5 163.4 172.8 161.3

⏘፬ே⛉ 79.2 85.2 76.2 43.0 23.1 20.8

║⛉ 88.6 91.4 92.3 105.6 141.4 137.5

⪥㰯い࠺ࡇࢇ⛉ 89.1 87.7 87.0 104.4 99.5 98.9

ᨺᑕ⥺デ᩿⛉ 100.0 97.2 99.5 124.1 112.8 114.6

ᨺᑕ⥺療⛉ 100.0 98.3 95.2 166.7 148.3 130.2

救急࣭㞟୰療センター
㸦救救急センター）

17.9 30.7 27.0 810.5 394.5 405.7

㯞㓉⛉ 0.0 50.0 25.0 0.0 0.0 200.0

総合デ療⛉ 㸫 64.8 80.0 㸫 77.8 77.9

ᑠඣἪᒀჾ⛉ 㸫 78.4 61.3 㸫 15.5 18.7

ཱྀ⭍外⛉ 67.4 62.6 59.3 40.4 36.8 41.0

新⏕ඣ㞟୰療㒊 0.4 1.1 0.8 121.2 103.2 97.0

合計 61.8 66.2 68.1 90.3 82.6 87.0

ͤ2022年�月ࠕࠉ総合デ療⛉ࠖ、ࠕᑠඣἪᒀჾ⛉ࠖデ療開ጞ
ͤ2022年�月ࠕࠉᑠඣ外⛉ࠖデ療開ጞ

率介紹逆率介紹
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（௳㸦༢㸸ࠉ

年度

デ療⛉

465574⛉内ჾ⎔ᚠ

240⛉内⒆⭘࣭ᾮ⾑

701811111⛉内⮚⭈

000⛉内⤒⚄⬻

242332332⛉外ჾ྾

303033742⛉外⟶⾑⮚ᚰ

ᾘჾ࣭⫢⮚࣭⫹の࣭࠺⮅⮚外⛉ 681 654 830

341561661⛉外⭢ங

502941-⛉外ඣᑠ

306644293⛉外ᙧᩚ

780958⛉外㧊⬨᳝⬨

013932632⛉外⤒⚄⬻

974668⛉外ᡂᙧ

02199001⛉外㒊㢕㢌

⓶⛉ 131

953013434⛉ჾᒀἪ

597937246⛉ே፬⏘

029089518⛉║

⪥い㰯ࢇࡇ࠺⛉642082652

000⛉᩿デ⥺ᑕᨺ

429302⛉㓉㯞

救急࣭㞟୰療センター
㸦救救急センター）

62418

2483-⛉ჾᒀἪඣᑠ

241011601⛉外⭍ཱྀ

056,5951,5666,4計合
ͤ2022年�月ࠕࠉᑠඣἪᒀჾ⛉ࠖデ療開ጞ

ͤ2022年�月ࠕࠉᑠඣ外⛉ࠖデ療開ጞ

2021 2022 2023
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༊ศ１にศ㢮ࡿࢀࡉᡭ⾡

37 ௳

48 ௳

29 ௳

181 ௳

191 ௳

༊ศ２にศ㢮ࡿࢀࡉᡭ⾡

12 ௳

106 ௳

0 ௳

10 ௳

0 ௳

124 ௳

36 ௳

༊ศ３にศ㢮ࡿࢀࡉᡭ⾡

0 ௳

15 ௳

2 ௳

3 ௳

0 ௳

2 ௳

0 ௳

༊ศ４にศ㢮ࡿࢀࡉᡭ⾡

௳348⾡ᡭࡿい⏝を㙾⭍⭡ࡣཫ㙾⭍⬚

その他の༊ศにศ㢮ࡿࢀࡉᡭ⾡

37 ௳

0 ௳

88 ௳

195 ௳

102 ௳

54 ௳

17 ௳

31 ௳

1 ௳

133 ௳

3 ௳

31 ௳

99 ௳

⭣㦵㏆㒊㦵ᢡᚋ��㛫௨内にᡭ⾡をしࡓ๓年の実績

24 ௳

12 ௳

ᒀ㐨ᙧᡂᡭ⾡等

医⛉Ⅼ数⾲第２❶第10㒊ᡭ⾡の㏻๎㸳及び６にᥖࡿࡆᡭ⾡㸦202�年）

ᡭ⾡௳数

㢌内⭘⒗出⾡等

㯤ᩬୗᡭ⾡等

㰘室ᙧᡂᡭ⾡等

⫵ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡等

⤒⓶ⓗࢸ࢝ーࢸルᚰ➽↝ⅎ⾡

ᡭ⾡௳数

㠎ᖏ᩿ᙧᡂᡭ⾡等

Ỉ㢌症ᡭ⾡等

㰯㰯⭍ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡等

ᡭ⾡௳数

ゅ⭷移᳜⾡

⫢ษ㝖⾡等

Ꮚᐑ㝃ᒓჾᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡等

ᡭ⾡௳数

ୖ㢡㦵ᙧᡂ⾡等

ୖ㢡㦵ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡等

（ウ⏥状⭢㸦ள）⾡㸦୧ⴥࢻセࣂ

ẕᣦᡭ⾡等

内㊊ᡭ⾡等

㣗㐨ษ㝖ᘓ⾡等

ྠ✀Ṛయ⭈移᳜⾡等

のࡶࡿࡍ急ᛶᚰ➽᱾ሰに対ࠉ  

ᡭ⾡௳数

ேᕤ㛵⠇⨨⾡

ஙඣ外⛉施タᇶ‽対㇟ᡭ⾡

⾡ー࢝ース࣓ー࣌ー移᳜⾡及び࢝ース࣓ー࣌

ෙື⬦、ື⬦ࣂイࣃス移᳜⾡㸦ேᕤᚰ⫵を⏝し࡞いࡶのをྵࠋࡴ）及び
య外ᚠ⎔をせࡿࡍᡭ⾡

⤒⓶ⓗෙື⬦ᙧᡂ⾡  

のࡶࡿࡍ急ᛶᚰ➽᱾ሰに対ࠉ  

のࡶࡿࡍᏳ定⊃ᚰ症に対ࠉ  

のࡶその他のࠉ  

⤒⓶ⓗෙື⬦⢛⭘ษ㝖⾡

⤒⓶ⓗෙື⬦スࢸンࢺ␃⨨⾡  

のࡶࡿࡍᏳ定⊃ᚰ症に対ࠉ  

その他のࡶの

ᡭ⾡௳数

㦵ᢡほ⾑ⓗᡭ⾡

ேᕤ㦵㢌ᤄ入⾡
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（単位：௳）

年度

༊ศ

36,400 38,677 39,308

15,572 16,804 20,682

2,342 2,906 3,569

27,626 28,600 31,339

12,958 13,825 14,342

149578329

876885525

977796426

2,118 2,078 2,136

7,922 8,254 8,801

447895515

228348295

880,1599460,1

12,907 12,804 9,898

122,088 128,544 135,127

㦵ሷ定㔞検ᰝ

㹁㹂出ຊ㸦⏬ീ連携）

合ࠉ計㸦ே）

୍⯡ᙳ

ルᙳࣈータ࣏

ཱྀ⭍ᙳ㸦ཱྀ⭍CTྵ）

㹁㹒検ᰝ

32022202

ஙᡣᙳ

内ど㙾検ᰝ

ᨺᑕ⥺療

㹐ࠉ㹇

㹋㹐㹇検ᰝ

2021

ϱ⥺㹒㹔検ᰝ

⾑⟶㐀ᙳ検ᰝ

ᚰ⮚ࢸ࢝ーࢸル検ᰝ

㸦༢㸸ᯛ࣭௳）

年ࠉࠉ度

118,214 130,579 153,005

200,530 219,491 264,862

200,782 214,449 233,891

14,451 19,434 19,021

114,838 116,011 119,971

13,536 14,681 15,523

128,374 130,692 135,633

16,328 20,420 22,052

37,318 37,817 41,485

ὀ ᑕ ฎ 方 ᯛ 数

⸆  ⟶ ⌮ ᣦ ᑟ ௳ 数

入
院
の
㒊

 ✀ู

外
᮶
の
㒊

院 外 ฎ 方 ⟢ ᯛ 数

院 内 ฎ 方 ᯛ 数

総 ฎ 方 ᯛ 数

院 内 ฎ 方 ௳ 数

ὀ ᑕ ฎ 方 ᯛ 数

2022 2023

ฎ 方 ᯛ 数

ฎ 方 ௳ 数

2021
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㸦༢㸸ே࣭௳）

年 度

༊ศ

外ࠉ᮶ 2,378 2,969 3,805

入ࠉ院 41,870 46,860 55,863

ࣜࣅࣁࣜࢇࡀ 10,066 8,994 10,356

ᚰ⾑⟶ࣜࣜࣅࣁ 12,013 12,716 14,776

ࣜࣅࣁࣜ⟶⾑⬻ 30,379 27,759 32,326

㐠ືჾࣜࣜࣅࣁ 10,253 12,531 12,191

྾ჾࣜࣜࣅࣁ 7,758 9,506 10,189

ᗫ⏝症ೃ⩌ 5,834 8,613 11,260

総合計⏬ホ౯ᩱࣜࣅࣁࣜ 4,255 4,076 4,298

㏥院ࣜࣜࣅࣁᣦᑟᩱ 1,559 1,424 1,800

᪩ᮇࣜࣜࣅࣁຍ⟬ 47,537 45,856 52,335

᪩ᮇ㞳ᗋ
⟭ンຍࣙࢩーࢸࣜࣅࣁࣜ

1,311 1,899 2,878

࡞ຍ⟬

患者数
(ᘏ患者合計)

2021 20232022

患ูࣜࣁ
ーࢸࣜࣅ
ンᩱࣙࢩ

㸦༢㸸௳）

年度

✀ู

ṇᖖศፔ 125 125 141

␗ᖖศፔ 487 556 520

計 612 681 661

㸦༢㸸௳）

年度

✀ู

４㛫ᮍ‶ 450 344 272

４㛫௨ୖ
㸳㛫ᮍ‶ 554 715 709

㸳㛫௨ୖ 46 13 78

㹁㸿㹎㹂 452 440 752

計 1,502 1,512 1,811

2023

2023

2021

2021

2022

2022
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㸦༢㸸௳）

年度

✀ู

ṇᖖศፔ 125 125 141

␗ᖖศፔ 487 556 520

計 612 681 661

㸦༢㸸௳）

年度

✀ู

４㛫ᮍ‶ 450 344 272

４㛫௨ୖ
㸳㛫ᮍ‶ 554 715 709

㸳㛫௨ୖ 46 13 78

㹁㸿㹎㹂 452 440 752

計 1,502 1,512 1,811

2023

2023

2021

2021

2022

2022
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（単位：件）
2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

୍　⯡ ୍⯡ᒀ 70,040 65,441 69,358 74,836 76,928
585,165155,015331,305849,534186,814血Ṇ・血ᮎ
729,1779,1758987968ᾮ血䛾䛭
033613572362802査検㧊㦵
245975474155854査検චᛶ⬊⣽
713,04784,43739,23150,62807,32䝇䜺ᾮ血

ᑠ計 443,924 463,602 537,676 547,910 604,701
⏕・ච 2,890,624 2,740,507 2,971,417 3,169,991 3,437,832
SARS-C㼛㼂㻙2ᢠཎᐃ㔞検査  - 2,264 7,843 13,419 13,758

ᑠ計 2,890,624 2,742,771 2,979,260 3,183,410 3,451,590
୍⯡⣽⳦検査 28,334 28,915 31,354 34,399 42,517

816667158837608査検⳦㓟ᢠ
209,2933,2722,2829,3244,8査検㏿㎿
574,7135,6605,7032,5847,7査検⳦ಖ
380213031721査検ቃ⎔
6636664656ᯒゎTOP
30169301101901౽検ㄢ㣴ᰤ
659,1738,6893,7441,5- RCP
026,2208,2009,2027- RCP目項ከ

ᑠ計 45,631 44,970 52,436 53,853 58,340
388,6063,6462,7675,6353,7デ⧊⤌
837,5423,6500,7285,6739,6デ⬊⣽

ᑠ計 14,290 13,158 14,269 12,684 12,621
745,21228,01857,9800,9817,8ᆺᾮ血
946,11384,01789,01356,9476,8యᢠ๎つ
181,7487,6324,6985,6854,5䝏䝑䝬䝇䝻䜽

ᑠ計 22,850 25,250 27,168 28,089 31,377
412455366479,04389,83LRS
276,49130,19780,49236,44250,53LMB

ᑠ計 74,035 85,606 94,750 91,585 94,886
Ᏻ㟼ᚰ㟁ᅗ（Ᏻ㟼䠇3ศ） 10,287 9,854 11,111 12,016 12,016
Ᏻ㟼ᚰ㟁ᅗ（䝫ー䝍ブル） 410 375 329 219 219
䝬䝇䝍ー㈇Ⲵᚰ㟁ᅗ 195 129 106 79 79

941941271542404ルミ䝗䝑䝺䝖
107107047205635ᅗ㟁ᚰー䝍ル䝩

ABI䠋㻼㼃㼂（血ᅽ⬦Ἴ） 919 774 891 903 903
16168657111㐃㛵GSP

྾ᶵ⬟（䝇䝟䜲䝻） 3,694 1,109 974 999 999
01018101査検⬟ᶵ⫵ᐦ⢭
0031202172㔞ᾮయ
165165635445637Ἴ⬻
88888999901Ἴ⬻Ჷ᮶
372372992632492）位㟁Ⓨㄏ（RBA

⾡୰䝰䝙䝍ーリン䜾 51 19 25 52 52
6464943343査検⣔⤒⚄

㻻㻭㻱（⪥㡢㡪ᨺᑕᛂ） 597 499 471 519 519
412,5124,4949,3704,3291,3ー䝁䜶ᚰ
031311231111821ー䝁䜶ᚰ㐨㣗⤒
42221--ー䝁䜶ᚰⲴ㈇
892704224705676ー䝁䜶ᚰඣᑠ
811,3541,3514,3031,3234,3Ἴ㡢㉸㒊⭡
872,2591,2212,2088,1187,1Ἴ㡢㉸㒊㢁
989689749439198Ἴ㡢㉸⬦ື㢁

ୗ⫥ື㟼⬦㉸㡢Ἴ 1,411 1,724 2,149 2,588 3,025
595,1795,1292,1230,1168Ἴ㡢㉸⭢ங
887356217776387Ἴ㡢㉸䛾䛭

ᑠ計 31,813 28,098 31,121 32,803 34,135
3,593,207 3,468,896 3,806,038 4,025,170 4,364,578

72,461 74,756 81,807 90,913 94,566

እ　ὀ

⏕　⌮

እ᮶᥇血
合　計

血　ᾮ

⏕Ꮫ

ᚤ⏕≀

　⌮

輸　血
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4᭶ 5᭶ 6᭶ 7᭶ 8᭶ 9᭶ 10᭶ 11᭶ 12᭶ 1᭶ 2᭶ 3᭶ 合計

⫋ဨ 245 189 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ꮫ⏕   ᐇ⩦๓ 0 166 45 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

㝔ෆPCR䡹䡴䢔㻙䢂䢙䡴䢚 4,315 6,209 4,766 435 444 527 450 0 0 0 0 0 0 0 0 1,856

㝔ෆ　PCR 437 268 112 17 4 4 3 1 0 0 0 2 1 0 0 32

㝔ෆPCR （㎿㏿） 0 545 805 8 5 15 6 8 4 1 0 0 2 0 0 49

ከ項目PCR 702 2,752 1,991 179 284 317 265 180 222 187 196 180 176 167 167 2,520

計 5,699 10,129 7,724 639 737 863 724 189 226 188 196 182 179 167 167 4,457

⫋ဨ㝖䛟㞟計 5,454 9,774 7,674 639 737 863 724 189 226 188 196 182 179 167 167 4,457

㝧ᛶ௳数 93 370 695 11 12 24 42 40 41 14 11 5 25 14 19 258

㝧ᛶ率（䠂）ศẕは⫋ဨ㝖䛟

ᝈ⪅ 2,264 7,509 11,567 976 1,024 1,121 1,197 1,458 1,255 1,120 979 1,129 1,137 1,051 1,078 13,525

⫋ဨ 0 334 1,852 17 21 85 28 81 0 1 0 0 0 0 0 233

計 2,264 7,843 13,419 993 1,045 1,206 1,225 1,539 1,255 1,121 979 1,129 1,137 1,051 1,078 13,758

㝧ᛶ௳数 27 145 1,438 41 33 69 131 219 150 37 33 79 100 124 85 1,101

㝧ᛶ率（䠂）ศẕは⫋ဨ㝖䛟

Fl㼡㻙A&B ᝈ⪅ 522 119 130 97 165 113 156 181 202 276 317 272 258 2,286

Fl㼡㻙A&B ⫋ဨ 23 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2

（単位：௳䚸㝧ᛶ率：䠂）

ᢠ
ཎ
ᐃ
㔞
検
査

  䈜 2020年 5᭶15᪥䡚㝔ෆP㻯㻾ᐇ

2020年度 2021年度 2022年度
2023年度

㝔
ෆ
P
C
R
検
査

　䈜 2023年㻣᭶31᪥䛷㝔ෆPCR䝇䜽リー䝙ン䜾（ධ㝔๓䝇䜽リー䝙ン䜾）䜢⤊

検査項目・✀ู

  䈜 2020年11᭶2㻣᪥䡚ከ項目P㻯㻾ᐇ

  䈜 2020年12᭶1᪥䡚ከ項目PC㻾　2㻠㛫ᑐᛂᐇ

  䈜 2021年1᭶12᪥䡚᪂つධ㝔ᝈ⪅䝇䜽リー䝙ン䜾PC㻾ᐇ

  䈜 2021年㻠᭶1᪥䡚Ꮫ⏕ᐇ⩦๓PCR検査㛤ጞ

　䈜 2022年10᭶20᪥䡚㻲l㼡㻙㻭&B ᐃ㛤ጞ

　䈜 2021年10᭶18᪥䡚䝉フィ䜶䝗（㻳㼑㼚㼑 Xp㼑rt Syst㼑m）䛷
㻌㻌㻌㻌㻌㻌᭷⇕⪅እ᮶䛾㝔ෆP㻯㻾㎿㏿（SARS㻙CoV㻙2P㻯㻾検査（㎿㏿））　㐠⏝㛤ጞ

  䈜 2020年㻣᭶22᪥䡚ᢠཎᐃ㔞検査ᐇ

  䈜 2020年㻤᭶㻣᪥䡚ᢠཎᐃ㔞検査　2㻠㛫ᑐᛂᐇ

　䈜 2022年1᭶1㻠᪥䡚ົ๓ᢠཎ検査⏝項目㏣ຍ（⫋ဨ）

1.7 3.8 9.1 1.7 1.6 2.8 5.8 21.2 18.1 7.4 5.6 2.7 14.0 8.4 11.4 5.8

1.2 1.8 10.7 4.1 3.2 5.7 10.7 14.2 12.0 3.3 3.4 7.0 8.8 11.8 7.9 8.1

輸血 製剤名・検査項目 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

RBC 8,694 9,892 9,514 9,496 10,604

FFP 7,152 6,117 6,812 8,193 7,324

PC 12,200 16,090 13,335 14,940 18,990

5%アルブミナー 1,703 1,997 1,918 2,236 2,116

20%アルブミン 1,606 1,624 2,258 1,688 1,842

フィブリノゲン 91 214 253 293 236

廃棄数 40 44 57 164 22

廃棄率（%）

MTP 50 57 89 59 66

31,536 36,035 34,236 37,071 41,200合　　　計

製剤数

（単位：単位または本）

0.06 0.06 0.08 1.70 0.20
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䈜ᬺ年䚷䠄༢䠖件䠅
部 2021年 2022年 2023年

㣗㐨 51 53 50
⫶ 185 192 198
⭠ 247 204 217
肝臓 95 62 85
胆ᄞ・肝外胆管 33 37 26
膵臓 99 93 121
Ẽ管・⫵・Ẽ管ᨭ 242 311 313
皮膚 47 54 55
乳腺 239 228 241
Ꮚᐑ㢁部・య部 151 128 146
༸ᕢ・༸管・⭡⭷ 55 42 57
๓❧腺 140 144 148
腎・腎│・尿管 73 82 71
⭤⬔ 63 66 63
㢌㢕部䠄⏥≧腺ྵ䜐䠅 120 122 124
㦵髄 88 90 103
ୖグ௨外 197 193 197
⥲Ⓩ㘓数 2,125 2,101 2,215
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2021年
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2023年

䈜ᬺ年䚷䠄༢䠖件䠅
部 2021年 2022年 2023年

㣗㐨 51 53 50
⫶ 185 192 198
⭠ 247 204 217
肝臓 95 62 85
胆ᄞ・肝外胆管 33 37 26
膵臓 99 93 121
Ẽ管・⫵・Ẽ管ᨭ 242 311 313
皮膚 47 54 55
乳腺 239 228 241
Ꮚᐑ㢁部・య部 151 128 146
༸ᕢ・༸管・⭡⭷ 55 42 57
๓❧腺 140 144 148
腎・腎│・尿管 73 82 71
⭤⬔ 63 66 63
㢌㢕部䠄⏥≧腺ྵ䜐䠅 120 122 124
㦵髄 88 90 103
ୖグ௨外 197 193 197
⥲Ⓩ㘓数 2,125 2,101 2,215
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㸦༢㸸ே）

年度

✀ู

226985226数ஸṚ

936）௳㸦๗ゎ⌮病

320222022021
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㸦༢㸸ே࣭㸣）

年度

✀ู ᣦᶆ ே数 ᵓᡂẚ ே数 ᵓᡂẚ ே数 ᵓᡂẚ

6,338 ̿ 6,525 ̿ 7,741 ̿

ᛶࠉ⏨ 1,604 25.3 1,640 25.1 2,075 26.8

ዪࠉᛶ 1,327 20.9 1,369 21.0 1,588 20.5

ᛶࠉ⏨ 1,787 28.2 1,914 29.3 2,119 27.4

ዪࠉᛶ 1,620 25.6 1,602 24.6 1,959 25.3

677 10.7 872 13.4 1,156 14.9

251 4.0 307 4.7 381 4.9

310 4.9 279 4.3 316 4.1

343 5.4 321 4.9 305 3.9

389 6.1 337 5.2 361 4.7

508 8.0 457 7.0 579 7.5

689 10.9 574 8.8 706 9.1

1,351 21.3 1,355 20.8 1,580 20.4

1,820 28.7 2,023 31.0 2,357 30.4

3,422 54.0 3,439 52.7 4,228 54.6

2,280 36.0 706 10.8 880 11.4

567 8.9 2,289 35.1 2,535 32.7

69 1.1 91 1.4 98 1.3

6,234 98.4 6,396 98.0 7,588 98.0

68 1.1 69 1.1 96 1.2

36 0.6 60 0.9 57 0.7

1,479 23.3 1,768 27.1 1,978 25.6

2,323 36.7 2,403 36.8 2,957 38.2

2,536 40.0 2,354 36.1 2,806 36.2

158 2.5 186 2.9 215 2.8

10 0.2 9 0.1 18 0.2

401 6.3 429 6.6 531 6.9

329 5.2 335 5.1 352 4.5

5,440 85.8 5,566 85.3 6,625 85.6

510 8.0 565 8.7 764 9.9

418 6.6 464 7.1 475 6.1

77 1.2 70 1.1 81 1.0

259 4.1 252 3.9 270 3.5

32 0.5 34 0.5 35 0.5

77 1.2 60 0.9 91 1.2

4,965 78.3 5,080 77.9 6,025 77.8

693 (371) 947 (492) 1,278 (711)

 患 ู

外 യ ( 㢌 㒊 外 യ )

⬻ ⾑ ⟶ 㞀 害

ᚰ ➽ ᱾ ሰ

C P A

⇕ യ

୰ ẘ

そ の 他

᮶院ルーูࢺ

そ の 他 බ ⓗ 病 院

බ ⓗ デ 療 ᡤ

⚾ ⓗ 病 院

⚾ ⓗ デ 療 ᡤ

そ の 他 ( ┤ ᥋ )

搬入方ἲู

救 急 ㌴

病 院 ㌴ 他

ࢻ ࢡ タ ー ࣊ ࣜ

᮶院㛫ู

ᖹࠉࠉࠉࠉࠉࠉ日
㸦830ศ～1715ศ）

ఇ 日

ኪࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㛫
㸦1716ศ～829ศ）

㸵 㸮 ṓ ～ 㸵 ９ ṓ

㸶 㸮 ṓ ௨ ୖ

搬送ᾘ㜵ู

奈 良 ᕷ

⏕ 㥖 ᕷ

奈良県ᗈ域ᾘ㜵組合

県 外

ᑠ ඣ ㍯ ␒ 㸦 内 救 急 搬 送 ）

2022 2023

救 急 搬 送 患 者 数 計

入院外᮶
࣭⏨ዪู

入ࠉ院

外ࠉ᮶

年 㱋 ู

㸮 ṓ ～ ９ ṓ

１ 㸮 ṓ ～ １ ９ ṓ

２ 㸮 ṓ ～ ２ ９ ṓ

３ 㸮 ṓ ～ ３ ９ ṓ

４ 㸮 ṓ ～ ４ ９ ṓ

㸳 㸮 ṓ ～ 㸳 ９ ṓ

６ 㸮 ṓ ～ ６ ９ ṓ

2021
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（ηϯλʔٸٹ໋ٹ）ηϯλʔྍ࣏ɾूதٸٹ（１）

　2018 年５月の新病院のҠసにい以前の３࣍救急対Ԡのみの独立型救໋救急センター（救急科）から
ER を中心とする二࣍救急から三࣍救急まで対Ԡする新しい救໋救急センターに生まれมわりました。ま
た集中治療室（ICU）を一体化し、救急・集中治療センターとして治療を行うことになりました。今まで
の救໋救急センターのׂ、機能を加え、かつより高な急性ظ医療を行える集中治療室を݉ねඋえたす
ばらしいセンターになっております。織としては、ER、ICU、HCU の３部門で成り立っております。

　ER の二࣍救急患者対Ԡのフロアーには、診ベッド̐床をඋえております。さらに新型コロナウイル
スをはじめとする感染症へのଈ࣌の対Ԡができるよう、ۭ調バリアをඋした３床の機室を設営し、通
ৗ診療との動線を区別して ER 対Ԡのޮ化をਤっております。三࣍救急患者対Ԡのフロアーでは３床の
初療ベッドをඋえ、重症患者に対してਝかつదな対ԠがՄ能となっております。
　HCU（ܭ 30 床）のうち HCU1（̒床）はおもに ICU から状ଶが安ఆした患者をडけ入れており、HCU2（24
床）はओに ER からの救急入院患者を対としております。
　ICU は現在 14 床で心ଁ血ܥ、神経ܥ、消化器ܥの集中治療をཁする患者、または ER からの重症多
発外ই患者などの治療を行っております。
　救急科はスタッフ 15 名、ओに ER で二࣍、三࣍救急患者の診、治療を行っています。அらない救急
をਪしਐめている中で年ʑ救急ൖૹも૿加しており、ࡢ年は二࣍、三࣍ซせて 7741 ݅डけ入れ、Ԡ
धは 94.6ˋでありました。集中治療室はスタッフ 21 名で急性ظ高医療を支えるべく活動しておりま
す。現在は 14 床でӡ༻しておりますが、２床をӄѹルームにվ築し ICU でも感染症対ԠՄ能となり、よ
りॆ実した集中治療を行っております。このように救急科と集中治療室のシームレスな関係により、多く
の救急患者さんへのਝな診、࣭の高い高急性ظ治療を行えるものと֬信しております。

救急・ᨼ中治療ǻンター（救ԡǻンター）

救急科 ᨼ中治療科

救急・ᨼ中治療ǻンター（救ԡǻンター）

ER ICU HCU
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（２）ूֶత͕Μྍ࣏ηϯλʔ

औ（ۀ༰）

　当施設は、平成 20 年２月より厚生࿑ಇলの指ఆする「地域がん診療連携ڌ点病院」として奈良県にお
けるがん治療水४の向上をਤってきた。集学తがん治療センターは、その中心తׂをՌたすために設置
されており、手ज़、化学療法、放射線療法、໔Ӹ療法、؇和治療といった֤診療科で行われている診療を
有機తに݁びけるׂを୲っている。

　集学తがん治療センター（高　็ࡁセンター長）の織として、がん相ஊ支援室 / がん相ஊ支援セン
ター（長年、当センターの؇和ケアをݗҾしていただいた竹ᖒ༟一室長が 2024 年３月でҾୀされ新年
からは新たな室長、副室長をおくӡびとなっている）、化学療法室（小林真室長）に加え、2020 年１月
にがんήノム医療への対Ԡڧ化のため、Ҩ伝カウンセリング室（佐道ढ़室長）が設置された。また、課
であった؇和ケア支援を織上明֬にするため、新年から集学తがん治療センターの新たな部門とし
て؇和ケア支援室が設置されることとなり新たな者を置くӡびとなっている。また、かねてからཁ
していた看護師の業務理のڧ化のため師長を配置することについては、2023 年 10 月から石川昌江看護
師ががん相ஊ支援室の師長にணした。がんήノム医療分野のエキスパートとして丹Ӌ༝ґҨ伝カウンセ
ラーが 2023 年̐月からணしがんήノム検査に関連する体制がॆ実した。がん相ஊ支援室の相ஊ業務は
村田སֆ乳がん看護ೝఆ看護師、児玉༞子がん放射線療法看護ೝఆ看護師（現在は放射線部門との݉務）、
藤原३子看護師、紀江看護師がै事する体制となっている。集学తがん治療センターにおけるがん看護
を౷ׅするׂを、天内陽子看護副部長、松下宗子看護副部長、がん化学療法看護ೝఆ看護師である北村
ժҥ子師長が୲っている。事務୲当者として、๗原世医事課長、近記Ү子事務員、高戸༝紀子事務員が
活༂し、重ཁな地域がん診療連携ڌ点病院の指ఆҡ࣋に関する事務手続き、がんήノムのパネル検査の出
検やエキスパートパネルなどの手続き、集学తがん治療セミナー、ษڧ会のஈऔり、まほろば̥̚Ａ̘̚
؇和ケア研修会のஈऔり、Ҋ内、ื集など多ذにわたる業務を୲っている。
　集学తがん治療センターは、地域がん診療連携ڌ点病院としての機能をҡ࣋するׂを୲っている。新
たな施設ཁ݅に対Ԡするため、2022 年 10 月より集学తがん治療センター会ٞを発させ、ຖ月１ճのఆ
ྫの会ٞを行っている。そこで点をચい出し、１つ１つ対Ԡすることによって、がん診療のԁ化、
新ཁ݅での地域がん診療連携ڌ点病院としてもཁ݅ॆへの対Ԡに加え、スタッフのཁの聞きऔり、重
たいがん相ஊの事Ҋを皆で共有することで、医療ै事者のストレスܰݮをਤっている。
　2024 年２月５日の奈良県疾病対ࡦ課による「がん診療連携ڌ点病院等の指ఆཁ݅にかかる実地調査」も、
上記の集学తがん治療センター会ٞで܁りฦし४උしたことでແ事りることができた。奈良県からの
ཁ点、վ善点の指ఠはなく、好事ྫとして、ࡢ年からऔりんでいる患者サロンにおける当センター
医師によるミニレクチャーの実施、がん患者のࣗࡴࢭのためのスクリーニングシートのࡦఆとӡ༻に高
ධՁをいただいた。
　上記の奈良県疾病対ࡦ課による「がん診療連携ڌ点病院等の指ఆཁ݅にかかる実地調査」におけるやり

㞟Ꮫⓗࢇࡀ⒪࣮ࢱࣥࢭ     እ᮶Ꮫ⒪ἲᐊ  

  ࣮ࢱࣥࢭㄯᨭ┦ࢇࡀㄯᨭᐊ㸻┦ࢇࡀ       

                ⦆ࢣᨭᐊ  

                㑇ఏࢢࣥࣜࢭࣥ࢘࢝ᐊ  
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औりの中で、がん患者のアピアランスケアがあり、当センターでもさらにऔりんでいくこととなった。
そこで、厚生࿑ಇলのྩ和̒年アピアランス支援モデル事業にԠืすることとなり、๗原世医事課長、
北村ժҥ子がん化学療法看護ೝఆ看護師が中心となってਃॻを࡞成してԠืした。શ国 10 施設のみし
か࠾されないڱき門であるが、新年から奈良県と連携しつつ精ྗతにऔりんでいくඞཁがある。
　2018 年に新病院にҠసして以来の課であった、؇和ケア病床として࡞られた７階西病棟の開設につ
いては、2020 年̐月に一୴開設のӡびとなっていたが、新型コロナウイルス感染症のຮԆにより中அと
なっていた。新型コロナ感染症が５類にҠ行した後の 2023 年̔月１日に、集学తがん治療センターとし
て、ࣥ行部会ٞに７階西病棟の開設४උの再開の提Ҋॻを提出、ঝೝされ、2023 年 10 月から７階西病棟
開設४උ委員会を再開し、֤ 部門の調整、ྗڠをಘて、2024 年̐月から、14 床（؇和ケア病床２床をؚむ）
で開設することとなった。アメニティーのॆ実したશ室ݸ室のշదな病棟で、ཁ݅をຬたした一ൠ診療の
患者をडけ入れるとともに、当センターの؇和ケア診療のڌ点となることがظされる。
　がんήノム医療への対Ԡでは、2020 年１月より当施設はがんήノム医療連携病院に指ఆされ、֤部ॺ
のྗڠにより 2020 年５月からから院内でのがんҨ伝子パネル検査をอݥ診療として開始、݅が૿加し
ており検体の࡞成には石田ӳ和部長をはじめとする病理部門が大きなׂをՌたしている。当センターは
がんήノム医療連携病院として、がんήノム医療中֩ڌ点病院の大阪大学医学部附属病院と連携してήノ
ム医療を行ってきたが、奈良県からのཁにより、2024 年からは県内のڌ点病院である奈良県立医科
大学附属病院と連携することとなった。
　Ａ̮Ａ世代のがん患者への対Ԡも地域がん診療連携ڌ点病院としての当センターの課であった。体制
、りのきっかけとして、ए年がん患者の化学療法にう精子やཛ子のౚ݁อଘなどのሃ性Թଘについて࡞
2023 年̒月 23 日に集学తがん治療セミナーを開࠵、佐道ढ़Ҩ伝カウンセリング室長の司会の下、ሃ
性がごઐ門の奈良県立医科大学の木村จଇ先生の講演をഈௌした。その後、当センターとしてもＡ̮Ａ世
代のがん患者を支援するチームの立ち上げがඞཁということになり、小林真化学療法室長をリーダーと
して、Ａ̮Ａ世代がん支援チームが݁成された。新年からは奈良県内でも精子ཛ子のౚ݁อଘシステム
が動き出す見ࠐみであり、当センターとしても対Ԡしたऔりみをڧ化するඞཁがある。
　以上、2023 年の集学తがん治療センターとしてのऔりみについて記ࡌした。新年への課も山
ੵしており、スタッフ一ಉྗڠしてऔりんで、当センター、ひいては奈良県におけるがん診療のレベル
アップにつなげていきたい。

（จ　集学తがん治療センター長　高　็ࡁ）
１ɽ外དྷԽֶྍ๏ࣨ

　外来化学療法室は外来における化学療法を、安શ、շదかつ࣌間に実施するために 2002 年 10 月に開
設し、ಉ年 11 月から̐床よりӡ༻が開始された。治療݅は、2006 年は 165 ݅でしたが、2007 年 522 ݅、
2011 年 1851 ݅、2016 年 2504 ݅、2021 年 9381 ݅、2022 年 9841 ݅、2023 年 10664 ݅と૿
加しており、ベッドも݅の૿加に合わせて、2011 年３月に７床、2015 年２月に９床、2016 年２月に
10 床に、さらに 2018 年５月新病院にҠస後は 15 床に૿床となり、2018 年は 4568 ݅、2019 年は 6056
݅、2021 年は 9381 ݅と実施݅も急に૿加しており、2022 年５月よりベッドを 20 床に、2023 年
̐月より 22 床に૿床している。
　現在、医師、看護師、薬剤師によるがん化学療法チームのఆظカンファレンス / レジメン委員会を月１
ճ開࠵し、有事の対ࡦ、新規レジメンの検౼などを行っている。さらに年２ճの外来治療委員会では、
がん化学療法チームの活動報ࠂを行い、チームのレベルアップにつなげている。
　2020 年からは、外来化学療法室の看護師による化学療法薬の血֬อを開始しており、看護師の指ಋ、
。ҭの体制のॆ実をはかっていく。栄ཆ、৯事の指ಋ、アピアランスケアにもྗを入れているڭ
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２ɽ͕Μ૬ஊࢧԉࣨʹ͕Μ૬ஊࢧԉηϯλʔ

　がん相ஊ支援センターは、がん対جࡦ本法やがん対ࡦਪਐج本ܭ画等、国がఆめるがん対ࡦにجづいて
設置されている。2008 年、地域がん診療連携ڌ点病院事業の一環として、当院のがん相ஊ支援室が開設
された。
　がん相ஊ支援センターは、以下の２つのಛがある。
ᶃ　院内の患者、家族だけでなく、院外の患者、地域住民などがແྉでར༻できる。
ᶄ　相ஊ者のঝをಘた場合、院内スタッフや関連機関と相ஊ内༰を共有する。

　がん相ஊ支援センターでは、研修をडけた看護師、医療ιーシャルワーカーが、がんઐ門相ஊ員（以下
相ஊ員）として、対面や電話での対話を通して、相ஊ者が考えられるよう情報提供や支援を行っている。
相ஊ員は、それぞれのઐ門性を活かし、がん患者や家族等の相ஊ者に、科学తࠜڌと実ફにجづく信པで
きる情報提供を行うことによって、その人らしい生活や治療બができるように支援することをׂとし
ている。
　2024 年１月より、がん相ஊ支援センターが、患者支援センター奥にҠసし、患者にपしやすい体制
となった。

１) がん相ஊ支援事業
　2023 年の相ஊ݅：736 ݅
　Ģ 相ஊ者 Ĥ 患者 498 ݅、家族 310 ݅、医療機関関係者 52 ݅、そのଞ 22 ݅
　Ģ 相ஊ方法 Ĥ 対面 532 ݅、電話 204 ݅
　Ģ ड診状況 Ĥ ࣗ施設 597 ݅、ଞ施設 129 ݅　そのଞஅෆ明 10 ݅
　相ஊ݅、相ஊ者のカテゴリー、年齢、がんの部Ґ、相ஊ内༰については、ਤにࣔす通り。
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２) 啓発・情報提供事業ٴී
　院内ࣔܝを見直し、がん相ஊ支援センターと؇和ケアチームのҊ内を֤診療科の INFORMATION
Ϙードに設置した。また、ϗームページを更新し、がん情報センター発行の動画「がんと診அされたあ
なたにってཉしいこと」をࡌܝした。社会อݥ࿑務士・ハローワーク出ு相ஊ会、がんサロンਃࠐみ
の༧フォームを࡞成した。院内看護師に向けて、がん相ஊ支援センターのׂや患者支援についての
ษڧ会を開࠵した。

３) がん患者のब࿑に対する྆立支援事業
　ᶃब࿑相ஊ：

　がんጶ患後安心してらせるよう、がん患者のब࿑相ஊを行っている。相ஊ者のޠりに耳をけ、શ
人తにアセスメントし、ඞཁ࣌は院外の機関と連携している。社会อݥ࿑務士による、がん治療と事、
お金のແྉ相ஊ会を̔ճ開࠵、のべ 13 名の相ஊがあった。

　ᶄハローワーク出ு相ஊ会：
2020 年よりハローワーク奈良よりब職支援ナビήーターの出ு相ஊ会を開࠵している。2023 年

は 24 ճ開࠵、のべ 21 名 	 新規 11 名ܧ続３名 
 の相ஊがあった。職୳しをする上での心配ごとの相ஊに
対して、ब職支援ナビήーターとがんઐ門相ஊ員がڠಉしてメンタルサポートや職場への意向の伝え方、
面の指ಋやॻ類のॻき方を支援した。

̐) がんサロン「くつろぎ」の開࠵
　新型コロナウイルス感染症対ࡦのため 2019 年̔月以降開࠵中ࢭしていたが、2022 年７月からがん患
者・家族サロン「くつろぎ」を再開した。2023 年はִ月で̒ճ開࠵し、前にミニレクチャーをऔり入れ、
後にはै来からのޠり合いの場という２部構成とした。ミニレクチャーでは、患者ྗの向上を目త
に、医師や多職छからテーマをܾめて講演があり、サロン開࠵後のアンケートでは好ධՁであった。ఆ
員を 10 名で再開したが、ࢀ加のཁが૿え、９ʙ 15 名 / ճのࢀ加がಘられた。がん家族・Ҩ族サロン
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「ً」は再開していない。

̏ɽ؇έΞνʔϜ

　؇和ケアとは、生໋をڴかす疾患によるに直面している患者とその家族に対して、痛みやそのଞの
体త、心理社会త、スピリチュアルなをૣظに発見し、త֬なアセスメントと対ॲを行う
ことによってۤ痛を༧し和らげることで QOL をվ善するアプローチである。
　当センターの؇和ケアチームは、体తۤ痛を؇和する医師、精神తۤ痛を؇和する医師、؇和ケアೝ
ఆ看護師、薬剤師、栄ཆ士、医療ιーシャルワーカー、リハビリテーションスタッフ等の多職छがチーム
となり入院中の患者・家族に対してશ人తなアプローチをおこなっている。
　当センターの؇和ケアチームでは、がん患者とその家族の QOL を向上させるために以下の３つの活動
を行っている。
ᶃ　がん患者とその家族に対して、؇和ケアに関するઐ門తなࣝ・技ज़を༻いて直తにアプローチを

行う活動
ᶄ　院内の医療ै事者に対して、؇和ケアに関するઐ門తなࣝ・技ज़を༻いてアプローチを行うコンサ

ルテーション活動
ᶅ　医療ै事者、患者と家族、地域住民などに対して、؇和ケアをීٴさせるための啓発活動

2023 年のհ入݅は、120 ݅ʗ年であった。ґཔ科の内༁（Ԇべ）は呼吸器内科 74 ݅、消化器内
科 16 ݅、消化器・؊ᢄ外科 13 ݅、婦人科̐݅、血液जᙾ内科３݅、಄ܱ部外科１݅、呼吸器外科１݅、
循環器内科１݅、感染症内科１݅、椎外科１݅、救急科１݅、小児外科１݅と成人・小児、がん・ඇがん、
内科・外科疾患わず多ذにわたってհ入ґཔされるようになった。ґཔ対の年代についても、2022
年とൺֱしても෯広い年代での対Ԡをґཔされており、今後ますますઐ門తなࣝと技ज़がඞཁとされる
と考えられる。
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。今、Ҩ伝医療のधཁが高まっており、それにって当院にҨ伝カウンセリング室が設置されましたࡢ　
現在、臨床Ҩ伝ઐ門医̐名、ೝఆҨ伝カウンセラー１名、݉務のがん化学療法看護ೝఆ看護師、乳がん看
護ೝఆ看護師、事務୲当が֤１名在੶しています。
　Ҩ伝カウンセリングでは、Ҩ伝に関わるみやෆ安、ٙ などを࣋っている方のお話をे分にௌして、
その方のニーズをత֬にѲし、その上で科学తࠜڌにجづいた最新で正֬な医学త情報を分かりやすく
お伝えします。そのような過ఔを通じて、その方が๊えているをࣗらのྗでղܾできるように支援を
行っています。またඞཁにԠじて、関連部ॺとの連携のコーディネートも行っています。
　ओにѻっているのはҨ伝性जᙾྖ域、生৩・प産ྖظ域、新生児・小児ྖ域ですが、そのଞのྖ域にも
ニーズがあれば対Ԡしています（ද１）。当室ではఆظతなҨ伝カンファレンスを実施しており、情報共
有を通じて࣭の高いҨ伝ウンセリングが実ફできるようめています。
　2022 年、出生前検査ೝূ制等ӡ営委員会よりඇ৵ऻత出生前Ҩ伝学త検査（NIPT）のװج施設にೝ
ఆされ、当院産科と地域の産科施設と連携しながら、高まる検査のニーズにも対Ԡしています （ ද２）。
　また、当院は「がんήノム医療連携病院」にೝఆされており、当室はҨ伝カウンセリングのみならず、
がんҨ伝子パネル検査のӡ༻にもੵۃతにかかわっています。年ʑ出検診療科も多ذにわたり、出検ࣗ
体も૿加向にあります （ ද３)。
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؝�����ফ২�ढ़क़ンセজング੯ਯ �������ফ২�NI37੯ਯ

୩ୠ ඪਯ ੯ਯ ງஂ NIPT外来
ਭ൧੯ਯ ਭਫ਼ਯ

ਙ腫瘍 �� �4 院 56 46
ে༢・ఢਓ 8 �� 院外 57 48
ৗে児・小児 6 8 ੑ ��� 94
जभپ � �

ੑ �7 ��
�੯؟アンチトটンঅンಳඪپ

��がんঃॿルਫ਼ਪभল੯ਯ

൧療ఐ লਫ਼ਯ

ਓഎযఐ 20
化器外ఐ 20
化器ఐ 7
ᆌ尿器ఐ 7
ళล器ఐ 6
ഷั・腫瘍ఐ 2
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１）Χςʔςϧେಈ຺หஔज़ ï5"7*�PS�5"73ð（ਤ１）

　2021 年３月からカテーテルห置ज़が始まりましたが、コロナパンデミックと重なり、なかなかීٴ
しませんでしたが、2023 年はコロナ感染も５類となりऩ束に向かったこともあって、ようやくこの１
年間は安ఆして治療ができました。（ද１）これはひとえに北和地域の開業医や循環器内科の先生方の
TA7I 治療のご理ղとごྗڠのࣀであると感ँしています。また、高齢者のหບ症治療に対する一ൠ県
民の理ղも明らかにਐんできたように感じています。TA7I 治療は心ෆશ高齢者にとって体に༏しい治療
であり、健康ण໋のԆ৳という目ඪにݙߩできる１つの手ஈです。今後も啓活動にめてまいります。
この治療はదな患者さんに安શに行うことが最も重ཁです。このため、ຖि木༵にハートチームカンファ
レンスにてݸʑの患者さんについてపఈతに౼しています。࣌に TA7I のదԠにならないことやະだ
ज़をした方が良いとの݁になることもあঘૣとஅすることもありますし、外科తに大動຺ห置ظ࣌
ります。にして 2021 年３月に開始して以来、શྫ安શにできており、ૣظԕִظの成もあ
りません。治療࣌間は１࣌間で、１ि間以内に患者さんはୀ院されております。当センターの TA7I チー
ムのಛは、外科と内科ががっちりと手をんで対等な関係で行なっているところです。今後も安શを第
一に良い治療成をҡ࣋して行く所ଘです。

カテーテルอढ़（T$9, oU�T$95�

ΦドϭーθऀγピΦン̑ メドトロωックऀΦボリϣート);

ᅗ㸯

2

7

25

23

2020年ᗘ 2021年ᗘ 2022年ᗘ 2023年ᗘ

年ᗘู T A V I ௳数

⾲㸯
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２）*.1&--" ิॿ॥༻ϙϯϓΧςʔςϧ　（ਤ２）

　当センターは３࣍救໋救急センターでもあり、重症心ෆશ患者のは૿加してきております。また、そ
れらの患者さんの治療の上で、IABP や ECMO や IMPELLA などの機ցత循環ิॿ置はなくてはなら
ない手ஈとなってまいりました。IMPELLA は新しい循環ิॿ置で、ECMO とはҟなるಇきをします。
2022 年１月に第１ྫ目を実施し以降、ຖ月１、２ྫの重症心ෆશ患者に༻してきております。ಋ入
当初の初ظ成については、શ国౷ܭデータとൺべてもଝ৭はありません。重症患者さんに༻する
ため、救໋ 50ˋとまだまだいですが、IMPELLA のは 75ˋの患者でできております（ද２）。
IMPELLA は左心ෆશのෛՙܰݮには最も༏れた能ྗを発شします。その༻方法もঃʑに֬立してきま
したし、出血の合ซ症もܰݮしてきております。重症心ෆશ患者の更なる救໋、治療成のվ善に今後も
औりんでまいります（ද３）。

インϘラ補ঁ१用ϛンプカテーテル

ᅗ㸰

予後エクモ併用インペラ離脱
期間

治療診断年齢性
(日)

ਫ਼ଚnone成ޯ8VSP repairAMI VSP80ঃ1
P2'7�yesᡂຌ5PCIAMI572�ࢰ
P2'14�yesᡂຌ3noneAMI Takotubo633�ࢰ

ਫ਼ଚnoneᡂຌ7PCI LV repair
AMI LV rupture 

78ঃ4
�oozing type�

P2'9�yes不Ն9LV repairࢰ
AMI LVrupture 

765
�EOoZ out tySe�

ਫ਼ଚyes成ޯ12Catheter abOation
Myocarditis

656
AtriaO�fiEULOOation

ਫ਼ଚyes成ޯ6PCIAMI 62⏨7
P2'7�yes不Ն8PCIAMI VSP87⏨8�ࢰ

ਫ਼ଚyes成ޯ4noneVF50⏨9
ਫ਼ଚyes成ޯ6PCIAMI 80⏨10

インঌラ॑ઞ৷खञੂ１ڬभਛౚ9-1.����ق)

AMI: 急ਙ心൙ዄኋ 心র࿒⑩ሠ؟963 心؟(་脈ਸॸーॸজ治療9؟,&3
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̏）ͦͷ他ͷ॥ױ࣬ثઌਐ医ྍ

当心ଁ血センターは循環器疾患の最新の先ਐ医療を提供できる施設を目指しています。経皮తૐห
形成ज़（MJtraM DMJp）や経皮త左心耳ดज़（8atDhNan）などൺֱతૣظに実施できる治療はऔり入れ
ていくつもりです。しかしながら重ཁなことはそのదԠと安શ性ですので、దԠ患者さんへは正しい情報
提供と啓活動を行なってࢀります。心ଁҠ植施設は近ݍـ内に１、２施設あればे分であり今後も当セ
ンターで行なっていくことはないでしΐうが、国立循環器病研ڀセンターと連携して人工心ଁ（L7AD）
患者の理は実施しており、奈良県在住の L7AD 患者さんにはݙߩしていきたいと考えております。

̐）ଔதͱ॥ثපࠀୈೋ࣍���ϱܭըͱ৺ଁ݂ηϯλʔ

　2018 年 12 月に成立した循環器病対جࡦ本法は１）３年以上の健康ण໋のԆ৳、２）循環器病の年齢調
整ࢮのݮগを目ඪとした法で、ઓུ事業の１つとして医療体制のॆ実をᨳっています。この法に
づき、2021ج 年３月に「ଔ中と循環器病ࠀ第二５࣍ϱ年ܭ画」が発දされました。しかしながらコロ
ナパンデミックのӨڹもあり、３年が経過した今日も、当センターもؚめて、奈良県ではੵۃతなऔり
みはなかなかਐんでいません。市民公開講座やエリアごとの心ଁหບ症の会や脳と心ଁをकる会などの研
会をとうして県民の健康ଅਐにྗはしておりますが、ʑとした前ਐです。༷ʑな医療機関がಉじよڀ
うな体制をむのではなく、ׂ分୲、機能分୲して連携することが重ཁで、北和医療ݍの開業医の先生
や病院の先生と医療体制のॆ実を今後ともਤってࢀる所ଘです。

（จ　山中一朗）
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１�औΓΈ

　脳神経センターの目తは奈良県北部のװجセンターとしてすべての神経疾患に対Ԡできる体制を整え地
域住民皆༷の健康をकることです。当センターでは脳神経内科、脳神経外科ٴび放射線科（神経放射線）
がີۓに連携してಛに脳ଔ中に対する集学త治療を行っています。急性ظ脳࠹ߎに対する t-PA（織プ
ラスミノーήン活性Ҽ子）༩、カテーテルによる血ખճऩज़は来院から༩までの࣌間が重ཁになりま
すが、救໋救急センターのྗڠの下、SCU 設置にう脳ଔ中医の当直体制開始により、よりૣい再開通
を目指しています。

ʕ診療のಛ৭ʕ
　当センターでは急性ظ脳血োであるクモບ下出血、脳内出血や脳࠹ߎに対する治療をओな対疾患
としています。ै来の脳動຺ᚅクリッピングज़や内ᰍ動຺内ບണज़から、脳血内治療である脳動຺ᚅ
コイリングज़やᰍ動຺ステント留置ज़へとঃʑにҠ行していくようになりました。急性ظ脳࠹ߎ症におい
ては t-PA やカテーテルによる血ખճऩज़によりܶతにվ善するྫが૿えてきました。現在、５名の脳神
経血内治療ઐ門医（２名の指ಋ医をؚむ）が機しଈԠする体制を整えています。３台の MRI（３テ
スラ MRI ２台）や最新のデジタル血ࡱӨ置を༻いてૉૣく診அし治療につなげます。外科治療には
最新のハイブリッド手ज़室もඋし神経モニタリングや神経内視鏡を༻して治療ࠔな脳動੩຺ح形や
಄֖ఈजᙾの手ज़も行います。ఆظతにカンファレンスを開き、脳神経内科医と脳神経外科医がྗڠの下、
దにஅし最良の治療を行います。

StrPLF CarF UnJt
　脳ଔ中急性ظの救急対Ԡをよりਝに行うために2022年５月にStrPLF CarF UnJt（脳ଔ中ケアユニット）
を設け、脳ଔ中医（脳神経外科・脳神経内科医）が 365 日ຖ日当直をしています。அらない ER とྗڠし
ながら 24 間࣌ 365 日、脳ଔ中医による診を実施しています。脳ଔ中医による当直体制をෑき、脳神経
血内治療ઐ門医が機し、脳࠹ߎ急性ظ症ྫに対し t-PA（織プラスミノーήン活性Ҽ子）やカテー
テルでの血ખճऩ療法をよりਝに行うことができる体制を整えています。また、くもບ下出血に対して
は、ै来の脳動຺ᚅクリッピングज़はもとより現在世քతな向であるカテーテルでの脳動຺ᚅコイル࠹
ખज़をੵۃతに行い、良好な成を上げています。脳内出血に対しては、ۓ急࣌の血जআڈ手ज़に加え、
内視鏡での血जআڈज़、ຫ性ظにఆҐ脳手ज़による血ज吸Ҿज़など、病状にԠじた手ज़や急性ظからのリ
ハビリテーションを行っています。

ʕN ̐カンファレンスʕ
　脳神経疾患をѻっている近ྡの病院や医院の脳神経内科医ٴび脳神経外科医とのカンファレンスを以前
から月１ճのペースで行ってきました。ج本తには症ྫ検౼形ࣜによりしい疾患の診அや治療方法に関
して直で活発な意見交を実施してきました。これらの活動は病病連携や病診連携につながりհ患者
の૿加や入院日のॖにもつながります。
　しかしながらࡢ年に続き今年も CO7ID-19 感染症に対する感染༧対ࡦの観点からカンファレン
スを開くことができませんでした。ద࣌、カンファレンスが再開できるように४උしています。
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ʕ脳ଔ中の治療ʕ
　過５ڈ年間の脳血内手ज़をൺべると 86 ݅（2018 年）、113 ݅（2019 年）、127 ݅（2020 年）、149 ݅

（2021 年）、173 ݅（2022 年）、165 ݅（2023 年）と૿加しています。内ܱ動຺ࡥڱ症や脳動຺ᚅに対する
外科治療が開಄手ज़から脳血内手ज़に年ʑ、Ҡ行していること、また血ખճऩज़が૿加していることが
ओなཁҼです。
　急性ظ脳࠹ߎの治療に関しては過３ڈ年間では血ખճऩज़は 49 （݅2020 年）、56 （݅2021 年）、57 （݅2022
年）、50 （݅2023 年）とಉఔでਪҠしています。t-PA ༩が 44 （݅2020 年）、34 （݅2021 年）、16 （݅2022
年）とݮগしましたが、原Ҽとしては血ખճऩज़を最༏先に考え、実施までの࣌間ॖのために t-PA を
༩せずに血ખճऩज़を行った症ྫが૿えたことがあげられます。

̏　ྍ୯Ձ͓Αͼऀױ

　2020 年から 2022 年までの外来ٴび入院の診療୯Ձٴび患者をද１にࣔします。外来୯Ձは脳内科と
放射線科で૿加し脳外科ではݮগしています。入院୯Ձに関してはશ科で૿加しています。外来患者は
三科ともࡢ年とಉఔで、入院患者は脳外科で前年より૿加、脳内科は前年よりややݮগしました。
これらの事は CO7ID-19 感染症に関連した一ൠ病床のॖ小にいࡢ年も通ৗ医療の制ݶやస院ଅਐに
よる入院ظ間のॖなどが大きくӨڹした݁Ռであると考えられます。今後は CO7ID-19 の５類へのม
更にて、病床が૿えて入院患者の૿加が見ࠐめます。
　ද１

ͷ՝ޙࠓ　̐

　当院は日本脳ଔ中学会における一࣍脳ଔ中センター、さらに一࣍脳ଔ中コアセンター（血ખճऩセン
ター）にೝఆされています。
　今後、脳ଔ中に関しては、さらにཁ݅のݫしいแׅత脳ଔ中センターへと年後には集されます。แ
ׅత脳ଔ中センターでは SCU がඞ須ཁ݅となりますが、北和地区では֘当施設がありませんでした。当
院のװج施設としてのׂから SCU 設置は新病院Ҡస࣌からの重ཁ課でした。SCU が開設され北和地
区の脳ଔ中医療のさらなるվ善にめてまいります。

診療科 年㻌
外᮶༢౯

䠄䠅

入院༢౯

䠄䠅

外᮶ᝈ⪅数

䠄人䠅

入院ᝈ⪅数

䠄人䠅

脳神経内科

2023 年 15,659 75,843 16,828 6,909

2022 年 15,036 64,757 16,003 6,826

202䠍年 13,859 56,063 16,085 7,060

脳神経外科

2023 年 12,156 142,366 7,014 6,378

2022 年 12,817 152,057 6,635 6,261

202䠍年 13,498 145,369 6,508 5,145

放射線科診᩿科

䠄放射線治療科ྵ䜐䠅

2023 年 28,860 754,030 8,768 7 

2022 年 27,837 404,073 10,819 4 

202䠍年 26,451 226,731 10,569 19 
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１　औΓΈ

　産科病棟は MFICU ３床、LDR ３床、一ൠ病床 24 床の合ܭ 30 床でӡ༻している。ۈ務体制は、࣌間
内ۈ務ଳにおいては産科୲当医師９名で外来・病棟・分ส・手ज़などを୲当している。࣌間外ۈ務ଳは婦
人科୲当医師をؚめたશ員で対Ԡし、１名の当番医師と１名のオンコール医師を配し、24 間体制で通࣌
ৗの産科医療に加え体ൖૹなどのप産ظ救急医療も行っている。奈良県のप産ظ救急ൖૹシステムは、
総合प産ظ子医療センターに指ఆされている奈良県立医大附属病院と、地域प産ظ子医療センターに
指ఆされている当院が中心となりӡ༻されている。ഭ流ૣ産、৷高血ѹ症ީ群、ৗҐ൫ૣظണ、
産後出血などの産科救急症ྫや内科・外科త疾患を合ซしているハイリスク症ྫなどの理を中心に、ซ
せてローリスク৷の分สもऔりѻっている。産᧘婦のメンタルϔルスケア対ࡦでは、精神科医へのコ
ンサルトや臨床心理士によるカウンセリングを行い、さらに行政や地域のอ健師などと໖ີに連携し、産
前産後でれ目のないप産ظケアを実施している。一方、ローリスクの৷・分ส理もੵۃతに行って
いる。ॿ産師が中心となり৷初ظからのݸ別อ健指ಋ、ڭ室や྆ڭ室での集団指ಋ、त乳指ಋや
乳外来などをਵ࣌行い、ຬの高い৷・分ส・産᧘ظを過ごせるようྗしている。
でݧ施設として、多くの症ྫを経װجҭやスキルアップに関しては、産婦人科ઐ門研修プログラムのڭ　
きている。また科内およびଞ科合ಉでのカンファレンス、地域の医療施設との症ྫ検౼会などをఆظతに
開࠵し、発දや౼を行っている。さらにप産ظ分野のサブスペシャリティであるप産ظઐ門医やԻ波
ઐ門医などのઐ門医औಘのೝఆ研修施設でもある。

２　Ռ

　近年国内および奈良県内で分สがݮগしている状況下で、2023 年の総分สは 634 ྫで新病院Ҡస
後 600 ྫ / 年以上をҡ࣋できている。また体産᧘ൖૹのडけ入れは奈良県શ体で 251 ྫのґཔがあり、
当院では 118 ྫ（47.0�）をऩ༰した。県外ൖૹは３ྫのみで、奈良県प産ظ医療ネットワークが良好に
機能していると思われる。2022 年以降は小児外科、小児泌尿器科、小児脳神経外科が開設し、先天ҟৗ
症ྫはさらに૿加することが༧ଌされる。
　研ڀに関しては、流産ឿໟ染৭体検査のղ析や帝王開部৷の治療成などに関して学会発දし、
จ化をਐめている。2015 年から厚࿑科研අエイズ対ࡦ政ࡦ研ڀ事業における HI7 子感染に関する
研ڀ൝の研ڀ代ද者ٴび研ڀ分୲者を୲当している。HI7 感染婦のશ国調査、子感染༧のڭҭ啓
発などについてܧ続తに実施し、報ࠂॻや国民啓発ࢿྉの࡞成などで成Ռを上げている。
。をऔಘしている֨ࢿ医はຖ年、産婦人科ઐ門医の߈ҭやスキルアップに関しては、当院で研修したઐڭ　
さらに県内外からのઐ߈医Ԡืの૿加をظして、ڭҭシステムのվ善にྗし、患者さんおよびए手医
師にとってັྗある診療とڭҭの体制づくりにྗしている。
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োిૢ 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

536196306716217956574ਯ⎳ী

495013019979221301ਓଫ

ਫਓ�ع����) 391 537 608 518 499 581 541

463504283973605244823ਯ⎳ী᷄経

6172627113728⎳ী༊器

862682362922602712641ਯ৫જ

24632483734442႔ၚ

જଫਓ・�ো院ଵ৶) 190 289 238 130 104 144 138

႔ৈഷಓඪණ 27 25 32 39 61 42 29

ᯍ 1 6 4 0 4 1 1

24425333839351全不児ၚ

7161621522231ೕၚ઼

઼ၚೕ 3 5 2 7 7 12 18

ଞਜ਼ၚೕଫጒ 3 16 12 8 7 3 16

ၚೕଋ�Ⴉାၚೕ॑அि) 0 13 20 31 14 27 26

脈ኋዟ 2 0 1 7 3 15 3

⅑ଵཌೠ 2 4 4 3 6 5 10

ಟ৬ဦଛઽઍਯ 151 155 132 115 133 136 115

ਓ科ো೩ూବ
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ԉηϯλʔࢧऀױ（̒）

①Ҭ医ྍ࿈ࣨܞ

１　औΓΈ

　地域医療連携室の業務は大きく３つに分けられている。かかりつけ医や病院からのհをडける「前方
支援」、地域の医療者に向けての病診・病病連携医療講座や、市民に向けての公開講座、ϗームページの
広報等を行う「ଆ方支援」、入院中の患者に対するୀ院支援やస院調整、在宅支援、患者家族への社会福
。等の情報提供をؚめた支援を行う「後方支援」であるࢱ
　新型コロナウイルスの感染拡大によりしていたհ患者もঃʑにճ෮しており、2023 年は
20000 ݅であった。病診・病病連携医療講座を 8FC で実施することでࢀ加者が֬อできていることから
。間ॖできるリモートで実施した࣌続し、会ٞもܧ
。年はハイブリッドをうまく活༻しながら、より多くの医療者や市民への講座を実施したいと考える࣍　

２　Ռ

１）前方支援業務
（１）հ患者ड、༧݅、診療情報提供ॻૹ݅のਪҠ

（２）հ・ٯհのਪҠ

２）後方支援（ୀ院支援）業務

３）ଆ方支援業務
（１）奈良県総合医療センター公開講座

度年3202 度年2202 度年1202 度年0202 度年9102 度年8102

紹介患者受 18,703 19,879 16,131 17,081 18,718 19,843

FAX予⣙ 4,461 4,753 4,432 4,740 5,539 5,948

 ンࣛイン予⣙ 675 809 552 521 487 460࢜

㟁ヰ予⣙ 3,927 4,571 4,227 4,487 4,331 4,581

デ療報ᥦ౪書送 37,143 40,508 37,192 40,395 42,415 45,815

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

紹介率㸦%） 73.2 76.4 82.6 70.7 66.2 68.1

逆紹介率㸦%） 93.4 94.7 90.1 92.2 82.6 87.0

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

㏥院支援実施数 2,070 2,041 2,596 3,157 3,393 3,760

ᅾᏯの㏥院๓㺔㺻㺪㺅㺸㺻㺛実施数 478 440 214 118 81 119 

院内㏥院支援㺔㺻㺪㺅㺸㺻㺛௳数 5,728 5,402 3,401 2,316 2,338 3,110

救急࣡ࢺࢵࢿーࢡ㐠⏝㌿院患者数 16 89 141 83 39 19

数ேຍཧ容内ᡤሙ日催開

2023年度

名241ᘏ࠼ࡿ⪃を症染感ᛶのᛶዪ催開beW 3/6/3202

名031ᘏ 3202療ࡀࢇの新᭱ᇽㅮ 03/9/3202

2024/3/17 Web開催 ᏊࡶのẼにࡿ࡞症状～࡞ࢇࡇࡿࡍ࠺㸟㸽～ ᘏ 141名

数総院㛢㺃㏥㎡度年3202㘓Ⓩ度年3202

Ⓩ㘓施タ㸦ṑ⛉） 540(133) 4(1) 536㸦132）

Ⓩ㘓医 㸦ṑ⛉） 582(139) 5(1) 577㸦138）
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紹介患者受 18,703 19,879 16,131 17,081 18,718 19,843

FAX予⣙ 4,461 4,753 4,432 4,740 5,539 5,948

 ンࣛイン予⣙ 675 809 552 521 487 460࢜

㟁ヰ予⣙ 3,927 4,571 4,227 4,487 4,331 4,581

デ療報ᥦ౪書送 37,143 40,508 37,192 40,395 42,415 45,815

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

紹介率㸦%） 73.2 76.4 82.6 70.7 66.2 68.1

逆紹介率㸦%） 93.4 94.7 90.1 92.2 82.6 87.0

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

㏥院支援実施数 2,070 2,041 2,596 3,157 3,393 3,760
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院内㏥院支援㺔㺻㺪㺅㺸㺻㺛௳数 5,728 5,402 3,401 2,316 2,338 3,110

救急࣡ࢺࢵࢿーࢡ㐠⏝㌿院患者数 16 89 141 83 39 19

数ேຍཧ容内ᡤሙ日催開
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Ⓩ㘓施タ㸦ṑ⛉） 540(133) 4(1) 536㸦132）

Ⓩ㘓医 㸦ṑ⛉） 582(139) 5(1) 577㸦138）
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紹介患者受 18,703 19,879 16,131 17,081 18,718 19,843

FAX予⣙ 4,461 4,753 4,432 4,740 5,539 5,948

 ンࣛイン予⣙ 675 809 552 521 487 460࢜

㟁ヰ予⣙ 3,927 4,571 4,227 4,487 4,331 4,581

デ療報ᥦ౪書送 37,143 40,508 37,192 40,395 42,415 45,815

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

紹介率㸦%） 73.2 76.4 82.6 70.7 66.2 68.1

逆紹介率㸦%） 93.4 94.7 90.1 92.2 82.6 87.0

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

㏥院支援実施数 2,070 2,041 2,596 3,157 3,393 3,760

ᅾᏯの㏥院๓㺔㺻㺪㺅㺸㺻㺛実施数 478 440 214 118 81 119 

院内㏥院支援㺔㺻㺪㺅㺸㺻㺛௳数 5,728 5,402 3,401 2,316 2,338 3,110

救急࣡ࢺࢵࢿーࢡ㐠⏝㌿院患者数 16 89 141 83 39 19

数ேຍཧ容内ᡤሙ日催開

2023年度

名241ᘏ࠼ࡿ⪃を症染感ᛶのᛶዪ催開beW 3/6/3202

名031ᘏ 3202療ࡀࢇの新᭱ᇽㅮ 03/9/3202

2024/3/17 Web開催 ᏊࡶのẼにࡿ࡞症状～࡞ࢇࡇࡿࡍ࠺㸟㸽～ ᘏ 141名

数総院㛢㺃㏥㎡度年3202㘓Ⓩ度年3202

Ⓩ㘓施タ㸦ṑ⛉） 540(133) 4(1) 536㸦132）

Ⓩ㘓医 㸦ṑ⛉） 582(139) 5(1) 577㸦138）
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紹介患者受 18,703 19,879 16,131 17,081 18,718 19,843

FAX予⣙ 4,461 4,753 4,432 4,740 5,539 5,948

 ンࣛイン予⣙ 675 809 552 521 487 460࢜

㟁ヰ予⣙ 3,927 4,571 4,227 4,487 4,331 4,581

デ療報ᥦ౪書送 37,143 40,508 37,192 40,395 42,415 45,815

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

紹介率㸦%） 73.2 76.4 82.6 70.7 66.2 68.1

逆紹介率㸦%） 93.4 94.7 90.1 92.2 82.6 87.0

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

㏥院支援実施数 2,070 2,041 2,596 3,157 3,393 3,760

ᅾᏯの㏥院๓㺔㺻㺪㺅㺸㺻㺛実施数 478 440 214 118 81 119 

院内㏥院支援㺔㺻㺪㺅㺸㺻㺛௳数 5,728 5,402 3,401 2,316 2,338 3,110

救急࣡ࢺࢵࢿーࢡ㐠⏝㌿院患者数 16 89 141 83 39 19

数ேຍཧ容内ᡤሙ日催開

2023年度

名241ᘏ࠼ࡿ⪃を症染感ᛶのᛶዪ催開beW 3/6/3202

名031ᘏ 3202療ࡀࢇの新᭱ᇽㅮ 03/9/3202

2024/3/17 Web開催 ᏊࡶのẼにࡿ࡞症状～࡞ࢇࡇࡿࡍ࠺㸟㸽～ ᘏ 141名

数総院㛢㺃㏥㎡度年3202㘓Ⓩ度年3202

Ⓩ㘓施タ㸦ṑ⛉） 540(133) 4(1) 536㸦132）

Ⓩ㘓医 㸦ṑ⛉） 582(139) 5(1) 577㸦138）
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（２）登録医　　　ˎ歯科登録医制：2013 年１月からಋ入

（３）奈良の地域医療を支える会

（̐）共ಉར༻状況（Ԇべ医療機関）

（５）2023 年　病診・病病連携医療講座の開࠵・出੮状況

度年3202 度年2202 度年1202 度年0202 度年9102 度年8102

紹介患者受 18,703 19,879 16,131 17,081 18,718 19,843

FAX予⣙ 4,461 4,753 4,432 4,740 5,539 5,948

 ンࣛイン予⣙ 675 809 552 521 487 460࢜

㟁ヰ予⣙ 3,927 4,571 4,227 4,487 4,331 4,581

デ療報ᥦ౪書送 37,143 40,508 37,192 40,395 42,415 45,815

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

紹介率㸦%） 73.2 76.4 82.6 70.7 66.2 68.1

逆紹介率㸦%） 93.4 94.7 90.1 92.2 82.6 87.0

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

㏥院支援実施数 2,070 2,041 2,596 3,157 3,393 3,760

ᅾᏯの㏥院๓㺔㺻㺪㺅㺸㺻㺛実施数 478 440 214 118 81 119 

院内㏥院支援㺔㺻㺪㺅㺸㺻㺛௳数 5,728 5,402 3,401 2,316 2,338 3,110

救急࣡ࢺࢵࢿーࢡ㐠⏝㌿院患者数 16 89 141 83 39 19

数ேຍཧ容内ᡤሙ日催開

2023年度

名241ᘏ࠼ࡿ⪃を症染感ᛶのᛶዪ催開beW 3/6/3202

名031ᘏ 3202療ࡀࢇの新᭱ᇽㅮ 03/9/3202

2024/3/17 Web開催 ᏊࡶのẼにࡿ࡞症状～࡞ࢇࡇࡿࡍ࠺㸟㸽～ ᘏ 141名

数総院㛢㺃㏥㎡度年3202㘓Ⓩ度年3202

Ⓩ㘓施タ㸦ṑ⛉） 540(133) 4(1) 536㸦132）

Ⓩ㘓医 㸦ṑ⛉） 582(139) 5(1) 577㸦138）

数者ຍཧ容内ᡤሙ࣭程日

2023/7/22

奈良県総合

医療センター

⌧地開催

ᚋの地域連携についてࠖ奈良ᕷ医ᖌ会会㛗ࡿࡅ࠾病院にࢡࢵࢽࣜࢡࠕ ࢵࢽࣜࢡࡁࡊࡲࡸ

院㛗ࢡ ᒣ㷂ᨻ┤

ㄯᡤ病院┦࡙ࢁኳ⌮よࠖࡕࡓ地域医療連携の࡞ࡓの新ࡵࡓࡿ࠼のᅾᏯ医療を支ࡽࢀࡇࠕ ⓑ

ᕝศ院 ᅾᏯୡヰりセンター 㜝 ᙪ

地域連携ࠖ和ⓗᨺᑕ⥺療⦅ࠕ ᨺᑕ⥺療⛉㒊㛗 ▼ᕝ ୍ᶞ

ᗣᑑ～ཱྀࠖ⭍外⛉医㛗ࡿࡲጞࡽཱྀ～医⛉ṑ⛉連携の㔜せᛶࠕ 㧘ᶫభె

院外 13名

院内 27名

計 40名

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

病Ჷ等の᮶院 17 44 33 12 21 30

ᡭ⾡❧ࡕ会い 130 165 165 186 108 90

医⏝⏬ീᶵჾඹྠ⏝㸦ᨺᑕ⥺㺃内

ど㙾）

408 464 314 340 368 371 

数者ຍཧ容内ᡤሙ࣭程日

2023/7/22

奈良県総合

医療センター

⌧地開催

ᚋの地域連携についてࠖ奈良ᕷ医ᖌ会会㛗ࡿࡅ࠾病院にࢡࢵࢽࣜࢡࠕ ࢵࢽࣜࢡࡁࡊࡲࡸ

院㛗ࢡ ᒣ㷂ᨻ┤

ㄯᡤ病院┦࡙ࢁኳ⌮よࠖࡕࡓ地域医療連携の࡞ࡓの新ࡵࡓࡿ࠼のᅾᏯ医療を支ࡽࢀࡇࠕ ⓑ

ᕝศ院 ᅾᏯୡヰりセンター 㜝 ᙪ

地域連携ࠖ和ⓗᨺᑕ⥺療⦅ࠕ ᨺᑕ⥺療⛉㒊㛗 ▼ᕝ ୍ᶞ

ᗣᑑ～ཱྀࠖ⭍外⛉医㛗ࡿࡲጞࡽཱྀ～医⛉ṑ⛉連携の㔜せᛶࠕ 㧘ᶫభె

院外 13名

院内 27名

計 40名

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

病Ჷ等の᮶院 17 44 33 12 21 30

ᡭ⾡❧ࡕ会い 130 165 165 186 108 90

医⏝⏬ീᶵჾඹྠ⏝㸦ᨺᑕ⥺㺃内

ど㙾）

408 464 314 340 368 371 

回 月日 ᢸᙜ㒊㛛 Ⓨ⾲者 ₇ 㢟
ཧຍ者数

医ᖌ 他

135 4/20 ᮌ

総合デ療⛉ ᮾ ගஂ
Ⓨ⇕ᛶ～ࡿ࡞ࡃ患者のⓎ⇕にᙉࢇࡀ

ዲ୰⌫ῶᑡ症の ABC～
14 7 

ࣙࢩーࢸࣜࣅࣁࣜ

ン
┾㔝 ᬛ⏕

ᮍン医Ꮫの変㑄ࣙࢩーࢸࣜࣅࣁࣜ

᮶

136 5/18 ᮌ

⢾ᒀ病࣭内ศἪ内

⛉
ୖᔱ ᫀ和

㸟第ࡿ࡞ࡃ患者のⓎ⇕にᙉࢇࡀ 2 ᙎ

～Ⓨ⇕ᛶዲ୰⌫ῶᑡ症その࿘㎶～ 18 8 

総合デ療⛉ ᮾ ගஂ ᮎᲈື⬦患

137 6/15 ᮌ
ᚠ⎔ჾ内⛉ ῧ⏣ ᜏ᭷ ືについて

21 7 
ᚰ⮚⾑⟶外⛉ ᒣ୰ ୍ᮁ ᚰᡣ⣽ືの療

138 7/20 ᮌ
⭈⮚内⛉ ⏕ ᖾభ CKD࢞イࣛࢻイン 2023について

18 7 
྾ჾ内⛉ ఀ⸨ Ṋᩥ ៏ᛶတႿのデ᩿療

139 8/17 ᮌ

ᩚᙧ外⛉ ୕ᾆ බ㑻
ᙜセンターにࢳࢣࢺࢵࣇࡿࡅ࠾ー

のάືについて࣒
16 10 

⪥㰯ဗႃ⛉ 㜰ୖ ๛
よࡗ⾜ࡃていࡿ㰯㰯⭍患の療

-セルࡽࢣࣇ⏕≀Ꮫⓗ〇࡛ࡲ-

140 9/21 ᮌ
⢭⚄⛉ ୖᮧ ⚽ᶞ ⢭⚄⛉࡛デࡿ㝶㐠ືについて

14 10 
⬻⚄⤒内⛉ ΎỈ ஂኸ ᭱㏆の⬻᱾ሰ急ᛶᮇ療

141 10/19 ᮌ
ཱྀ⭍外⛉ ᒣᮏ ୍ᙪ ୗ㢡㦵㛵⠇✺㉳㦵ᢡの療

11 10 
㢌㢕㒊外⛉ ᐑ㷂ࠉ┾和 ᭱新の㢌㢕㒊ࢇࡀ療について

142 11/16 ᮌ
ᨺᑕ⥺デ᩿⛉ ᒸ⏣ ༤ྖ

新しい CT(Dual-Energy CT）࡛ぢ࠼

のࡶࡿ 17 7 

救急⛉ ṇ⏣ ගᕼ ᚰṆに対ࡿࡍ⸽⏕ᩍ⫱

143 12/21 ᮌ
ᙧᡂ外⛉ ➉ᓥ ᫎᏊ ㌾⭯、യ⿕そのい方について

17 11 
ங⭢外⛉ ⏣୰ ⨾ᖾ センࢿࢳルࣜンࣃ⠇⏕検の実㝿

144 1/18 ᮌ
ᾘჾ内⛉ Ᏺᒇ ᆂ ៏ᛶୗ⑩に対ࡿࡍ内⛉デ療のコࢶ

13 9 
ᨺᑕ⥺療⛉ ▼ᕝ ୍ᶞ ᨺᑕ⥺療ࡿࡍ㌿移に対ࢦࣜ࢜

145 2/15 ᮌ
║⛉ ㎷୰ ⏕ ᢠࢇࡀの║合ే症について

17 10 
感染症内⛉ ๓⏣ ග୍ ፹介感染症についてࢽࢲ

146 3/21 ᮌ
ᑠඣἪᒀჾ⛉ 㟷ᮌ ஓ

ᗂඣᮇ࣭ඣ❺ᮇにみࡿࢀࡽᑠඣἪᒀ

ჾ患について 16 7 

⬨᳝⬨㧊外⛉ Ⲩᮌ ṇྐ 㦵⢒㧼症療-᭱新の▱ぢ- 

ͤ2020年 9月より医療ㅮᗙ࢜、ࡣンࣛインᙧᘧ࡛の開催

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 計

Ⓩ㘓施タ数 0 0 2 1 0 19

患者Ⓩ㘓数 21 20 17 21 12 166 
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（̒）あをによし医療ネット登録施設（地域医療連携ネットワーク̞̙ -LJnL）

ͷ՝ޙࠓ　̏

　・　地域医療機関からの༧体制の整උ、見直しを行い、業務の؆ུ化、オンライン༧のਪਐをਤる。
　・　救急ネットワークӡ༻状況のѲ、連携医療機関の拡大をਤる。
　・　地域医療支援病院として、より地域医療機関との連携をਂめ、病病連携・病診連携をਪਐし、հ

、ٯհの向上をਤる。

②ೖୀӃࢧԉࣨ

１　औΓΈ

　入ୀ院支援室は 2016 年 4 月より活動を開始し、一部をআき༧ఆ入院患者のશྫに入院前サポートを実
施しており、成Ռはਤの通りであった。今年は、2024 年 4 月のӡ༻開始に向けて PFM（PatJFnt FMPw
ManaHFNFnt）の४උを重ねてきた。実ࡍに PFM を行うଞ病院への見学や、リモート、メールの相ஊを
実施したり、PFM として関わる多職छ（ຑਲ科、薬剤部、理栄ཆ部、口腔外科、リハビリテーション
部、セクレタリー、事務）との検౼を܁りฦし行った。2024 年 1 月から 3 月には 26 ݅のݧࢼӡ༻を実施し、
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ཧຍ者数

医ᖌ 他
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ዲ୰⌫ῶᑡ症の ABC～
14 7 

ࣙࢩーࢸࣜࣅࣁࣜ

ン
┾㔝 ᬛ⏕

ᮍン医Ꮫの変㑄ࣙࢩーࢸࣜࣅࣁࣜ

᮶
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～Ⓨ⇕ᛶዲ୰⌫ῶᑡ症その࿘㎶～ 18 8 

総合デ療⛉ ᮾ ගஂ ᮎᲈື⬦患

137 6/15 ᮌ
ᚠ⎔ჾ内⛉ ῧ⏣ ᜏ᭷ ືについて

21 7 
ᚰ⮚⾑⟶外⛉ ᒣ୰ ୍ᮁ ᚰᡣ⣽ືの療

138 7/20 ᮌ
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18 7 
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２　Ռ

１）入院前サポート݅ਪҠ

ͷ՝ޙࠓ　̏

　・　患者支援センターのӡ༻の拡大により、患者、スタッフ、病院にとってのඞཁなシステムづくりを
検౼していく

　・　༧ఆ入院の PFM からۓ急入院の PFM が実施できる体制づくりをしていく
　・　PFM をಋ入することで、入院からୀ院までの一؏したサポートを実ફしていく
　・　感染症に対する対Ԡは今後も続くものであり、やかに༧ఆ入院患者をҊ内できるサポート体制を

構築していく

ޱ૬ஊ૭ऀױ③

１　औΓΈ

　患者相ஊ૭口は 2015 年 4 月に設置され、地域医療連携室と織౷合し、患者支援センターの織のひ
とつとして、医療相ஊ・外来患者支援などの活動を行っている。
１）業務内༰
　・医療相ஊ（医療に関する相ஊ、年間౷࡞ܭ成）
　・医療メディエーション（ଞ部門との調整、ྗڠ）
　・外来患者支援（初診ड、࣌間外診のड、セカンドオピニオンड等）
　・Ҋ内業務（総合Ҋ内カウンターでのҊ内、外来ड診Ҋ内、患者等来๚者へのدり添い・かけ・༠ಋ、

院内Ҋ内ࢴの࡞成・設置等）
　・そのଞ、患者さん等からのご意見・ごཁのड

２）患者支援センター患者相ஊ૭口における相ஊ状況（2023 年）
　相ஊ݅合4：ܭ007 ݅　　
　　ᶃ電話相ஊʜ1363 ݅
　　　（医療相ஊ、ड診相ஊ、診療科相ஊ、స院相ஊ、症状相ஊ 等）
　　ᶄ来院相ஊʜ2136 ݅　
　　　（診療内༰、స院相ஊ、病院のシステムについて 等）
　　ᶅセカンドオピニオンʜ90 ݅　
　　　（セカンドオピニオンに関すること）
　　ᶆ外来ड診相ஊʜ418 ݅
　　　（診療科相ஊ、トリアージ、࣌間外ड診調整 等）
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１　औΓΈ

　2023 年呼吸器内科の新入院患者は 853 であり、ഏ؞ 496、ഏԌ・ޡᅞ性ഏԌ 208、間࣭性ഏԌ 88、
COPD 33 であった。治療実はഏѱ性जᙾが最も多く、北和地区の呼吸器疾患・ഏ؞治療のڌ点病院となっ
ている。近年ഏ؞治療に関しては໔Ӹチェックポイント્薬、新規分子治療薬などஶしいਐาがೝめら
れている。当院にはഏ؞を診அ・治療できる呼吸器ઐ門医、जᙾ内科医、呼吸器外科医、放射線科治療医、
जᙾ病理医、がんサポートチームがそろっている。֤ 科とのఆظత症ྫ検౼会（キャンサーϘード１ճ / ि。
ഏ病理検౼会１ճ / ि。؇和ケアチームճ診１ճ / ि。関連科合ಉڳ部検౼会̒ճ / 年）を通じ、֤科ڠ
ྗのもとチーム医療を行っている。検౼会の݁Ռを౿まえて、最新の治療をੵۃతにಋ入し成Ռを上げて
いる。がん؇和医療に関して急性ظと終ظの対Ԡも看護師チーム、؇和医療チーム、地域病診連携室と
のカンファレンスを通じ、ੵۃతに患者支援を行っている。
　急性ظ疾患に関しては、病院のج本方であるஅらない救急対Ԡで、重症呼吸器感染症が૿加しており、
治療後、地域医療連携室をհしظᅞ性ഏԌのめるが上がってきている。ガイドラインにैった急性ޡ
た病病連携、看護部とのૣظୀ院支援検౼会を行い、ԁなస院調整、ୀ院により入院ظ間ॖにめて
いる。

２　Ռ

　ྍ࣮

̏　医師հ

入院ᝈ⪅ 新つ⫵ᝏᛶ腫瘍 Ẽ管ᨭ㙾 外᮶化Ꮫ療ἲ 入院化Ꮫ療ἲ

2020 年度 619 名 272 名 240 件 1,213 件 235 件

2021 年度 509 名 242 名 288 件 1,222 件 178 件

2022 年度 635 名 279 名 357 件 1,534 件 174 件

2023 年度 853 名 414 名 308 件 1102 件 210 件

(2024年 9᭶ 12 ᪥⌧ᅾ)

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ఀ⸨ Ṋᩥ 部㛗 呼吸器⯡
᪥ᮏ内科Ꮫ ㄆᐃ内科་・⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ呼吸器Ꮫ呼吸器ᑓ㛛་・

ᣦᑟ་䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷㅮ῭

ⰼᒸ ྖ ་㛗 呼吸器⯡

᪥ᮏ内科Ꮫ ㄆᐃ内科་・⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ呼吸器内ど㙾ᏛẼ管ᨭ

㙾ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ呼吸器Ꮫ呼吸器ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃᶵᵓ䛜

ん治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ⤖᰾病Ꮫ⤖᰾・ᢠ㓟⳦ㄆᐃ་

ఀᮌ 䜜いె ་㛗

呼吸器ᝈ䠄呼吸

器୍⯡䚸⫵⒴䚸⦆

་療䠅

᪥ᮏ内科Ꮫ ㄆᐃ内科་・⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ呼吸器Ꮫ呼吸器ᑓ㛛་・

ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ⦆་療Ꮫㄆᐃ་䚸㻵㻯D ไ度༠㆟ㄆᐃ䜲䞁䝣䜵䜽䝅䝵䞁コ䞁䝖

ロ䞊䝹䝗䜽䝍䞊䠄㻵㻯D) 

ᯇ⏣ ᫀஅ ་㛗 呼吸器ᝈ ᪥ᮏ内科Ꮫ ㄆᐃ内科་・⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ呼吸器Ꮫ呼吸器ᑓ㛛་

ఀబᩜ ἋᜨᏊ ་ဨ
内科୍⯡䚸呼吸器

୍⯡
᪥ᮏ内科Ꮫ内科ᑓ㛛་

⸨ᒸ Ᏻᑑᘺ ་ဨ
呼吸器ᝈ䠄呼吸

器୍⯡䚸ឤᰁ䠅
᪥ᮏ内科Ꮫ⥲ྜ内科ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ呼吸器Ꮫ呼吸器ᑓ㛛་

ዟ⏣ ᝆኴ㑻 ་ဨ
内科୍⯡䚸呼吸器

୍⯡

す㷂 ဢ ᑓᨷ་
内科୍⯡䚸呼吸器

୍⯡

㇂ ⠜ᚿ ᑓᨷ་

ᕝ口 ⚽ு ᑓᨷ་
内科୍⯡䚸呼吸器

୍⯡

ᆏୖ ┤Ꮚ ᑓᨷ་
内科୍⯡䚸呼吸器

୍⯡

ᯘ ⏤ె ᑓᨷ་
内科୍⯡䚸呼吸器

୍⯡

内科୍⯡䚸呼吸器

୍⯡
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症ྫ報ࠂ
１）松本生ɼ奥田༔ଠɼ伊佐ෑࠫܙ子ɼ村上ૣึɼ山﨑安णɼ松田昌之ɼ伊木れいՂɼՖ岡健司ɼ

伊藤武จ：下大੩຺ح形をった急性ഏ血ખ࠹ખ症の一ྫ．奈良県総合医セ医53-49 :27 ࢽ 2023
２）井口樹ɼ松本生ɼ奥田༔ଠɼ伊佐ෑࠫܙ子ɼ村上ૣึɼ宮高ହڡɼ松田昌之ɼ伊木れいՂɼՖ

岡健司ɼ伊藤武จ：ロイコトリエンड༰体፰߅薬と߅ヒスタミン薬でվ善したアレルギー性ؾ支ഏ
アスペルギルス症の１ྫ．奈良県総合医セ医116-113 :27 ࢽ 2023

一ൠ演
１）ौ谷ಞ志・ほか：がん໔Ӹ療法によりإ面神経ຑᙺと動眼神経ຑᙺが生じたഏ؞の１ྫ．第 101 ճ

日本呼吸器学会近ـ地方会　第 131 ճ日本݁֩・ඇ݁֩性ەࢎ߅症学会近ـ支部学会合ಉ学会（神
戸市）

(2024年 9᭶ 12 ᪥⌧ᅾ)

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ఀ⸨ Ṋᩥ 部㛗 呼吸器⯡
᪥ᮏ内科Ꮫ ㄆᐃ内科་・⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ呼吸器Ꮫ呼吸器ᑓ㛛་・

ᣦᑟ་䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷㅮ῭

ⰼᒸ ྖ ་㛗 呼吸器⯡

᪥ᮏ内科Ꮫ ㄆᐃ内科་・⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ呼吸器内ど㙾ᏛẼ管ᨭ

㙾ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ呼吸器Ꮫ呼吸器ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃᶵᵓ䛜

ん治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ⤖᰾病Ꮫ⤖᰾・ᢠ㓟⳦ㄆᐃ་

ఀᮌ 䜜いె ་㛗

呼吸器ᝈ䠄呼吸

器୍⯡䚸⫵⒴䚸⦆

་療䠅

᪥ᮏ内科Ꮫ ㄆᐃ内科་・⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ呼吸器Ꮫ呼吸器ᑓ㛛་・

ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ⦆་療Ꮫㄆᐃ་䚸㻵㻯D ไ度༠㆟ㄆᐃ䜲䞁䝣䜵䜽䝅䝵䞁コ䞁䝖

ロ䞊䝹䝗䜽䝍䞊䠄㻵㻯D) 

ᯇ⏣ ᫀஅ ་㛗 呼吸器ᝈ ᪥ᮏ内科Ꮫ ㄆᐃ内科་・⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ呼吸器Ꮫ呼吸器ᑓ㛛་

ఀబᩜ ἋᜨᏊ ་ဨ
内科୍⯡䚸呼吸器

୍⯡
᪥ᮏ内科Ꮫ内科ᑓ㛛་

⸨ᒸ Ᏻᑑᘺ ་ဨ
呼吸器ᝈ䠄呼吸

器୍⯡䚸ឤᰁ䠅
᪥ᮏ内科Ꮫ⥲ྜ内科ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ呼吸器Ꮫ呼吸器ᑓ㛛་

ዟ⏣ ᝆኴ㑻 ་ဨ
内科୍⯡䚸呼吸器

୍⯡

す㷂 ဢ ᑓᨷ་
内科୍⯡䚸呼吸器

୍⯡

㇂ ⠜ᚿ ᑓᨷ་

ᕝ口 ⚽ு ᑓᨷ་
内科୍⯡䚸呼吸器

୍⯡

ᆏୖ ┤Ꮚ ᑓᨷ་
内科୍⯡䚸呼吸器

୍⯡

ᯘ ⏤ె ᑓᨷ་
内科୍⯡䚸呼吸器

୍⯡

内科୍⯡䚸呼吸器

୍⯡
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１　औΓΈ

　循環器内科は、心ෆશ・ෆ整຺・ڏ血性心疾患・หບ症・ধ動຺疾患・ഏ࠹ખ・ਂ部੩຺血ખ症など
の心血疾患を中心に診療を行っている。院外心ഏఀࢭ、急性心筋࠹ߎ、கࢮ性ෆ整຺、重症心ෆશなど
循環器救急疾患は ER/ 集中治療部と連携しながら 24 。間体制でडけ入れている࣌
　心ෆશには、心อ護薬を中心とした内科త治療が大をめるが、経皮త左室ิॿ置や֤छカテーテ
ル治療など病ଶにԠじて対Ԡしている。急性ظ治療を終えた症ྫには、ૣظにリハビリհ入を行い、心ഏ
機能の下の༧のみならず、ADL 下にう৸たきり“̌”を目指している。
　ෆ整຺に関しては、ঃ຺性ෆ整຺にはペースメーカ、ස຺性ෆ整຺にはアブレーションをओに行って
いる。ペースメーカのج本手技として、左٭ペーシングをಋ入し、கࢮ性ෆ整຺の合ซしている症ྫに
は ICD 植ࠐみを行っている。感染症ྫや経੩຺リードૠ入ࠔྫはリードレスペースメーカ （MICRA/
AWaJr) の植ࠐみがՄ能である。アブレーションに関しては、CARTO や EnSJtF などでマッピングを行い
ながら、దかつ安શにアブレーションを提供できるよう心掛けている。
　急性心筋࠹ߎやڱ心症に関しては、カテーテル治療がओ体となっている。ᒷࠎ動຺アプローチを行い、
Մ能なݶり৵ऻ治療を提供できるよう心掛けている。
　大動຺หࡥڱ症に関しては、心ଁ血外科とともに経皮త大動຺ห留置ज़ （TA7I) がՄ能で、現在は
SapJFn หと EWPMVt หを༻いて治療を行っている。
　2024 年からトランスサイレチン型アミロイドーシスへのタファミディスಋ入施設となり、治性心
筋症への治療の෯を広げつつある。
　現在９人体制での診療を行っているが、奈良県北部のװج病院として重症ྫを中心に࣭の高い医療を提
供できるよう、また、地域連携や講演などをఆظతに行い、奈良県循環器診療のήートキーパーとしてߩ
。できるようྗしているݙ

２　Ռ

���� ࣮（１݄ʙ �� ݄）

㡯┠ ᐇ⦼ 㡯┠ ᐇ⦼

ᚰࢸ࢝ 413 Impella 12

PCI 265 ンࣙࢩーࣞࣈルࢸーࢸ࢝ 190

⥭急 PCI 108 ࢝ース࣓ー࣌ 86

ratablator 13 CRT/ICD 9

OAS 8 ILR 5

IVL(shockwave) 9 ᚰ➽⏕検 15

DCA 1 ᚰ⮚ CT 864

IVUS 146 ᚰ⮚ MRI 80

OCT 141 ᚰ➽ࢩンࢳ 412

FFR 22 ル検ᰝ࣑ࢻࢵࣞࢺ 117

PTA/EVT 58 スター㐠ື㈇Ⲵᚰ㟁ᅗ࣐ 84

TAVI 25 ABI 823

SHD(TAVI௨外� 3 ᚰ࢚コー

PTAV 0 ⤒㣗㐨ᚰ࢚コー 135

PTMC 0 ルターᚰ㟁ᅗ࣍ 683

BPA 2 外᮶ᚰࣜࣁ

PTSMA 1 入院ᚰࣜࣁ

5,483

6,569

6,311

IABP 21 CPX 71

PCPS 15 IVCࣇルター 5
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㡯┠ ᐇ⦼ 㡯┠ ᐇ⦼

ᚰࢸ࢝ 413 Impella 12

PCI 265 ンࣙࢩーࣞࣈルࢸーࢸ࢝ 190

⥭急 PCI 108 ࢝ース࣓ー࣌ 86

ratablator 13 CRT/ICD 9

OAS 8 ILR 5

IVL(shockwave) 9 ᚰ➽⏕検 15

DCA 1 ᚰ⮚ CT 864

IVUS 146 ᚰ⮚ MRI 80

OCT 141 ᚰ➽ࢩンࢳ 412

FFR 22 ル検ᰝ࣑ࢻࢵࣞࢺ 117

PTA/EVT 58 スター㐠ື㈇Ⲵᚰ㟁ᅗ࣐ 84

TAVI 25 ABI 823

SHD(TAVI௨外� 3 ᚰ࢚コー

PTAV 0 ⤒㣗㐨ᚰ࢚コー 135

PTMC 0 ルターᚰ㟁ᅗ࣍ 683

BPA 2 外᮶ᚰࣜࣁ

PTSMA 1 入院ᚰࣜࣁ

5,483

6,569

6,311

IABP 21 CPX 71

PCPS 15 IVCࣇルター 5

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ)

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᕝ⏣ ၨஅ

院㛗

⮫ᗋ◊✲䝉䞁

䝍䞊㛗

་ᖌົᨭ

ᐊ㛗

循環器୍⯡

心・心臓䝸䝝

䝡䝸

᪥ᮏ循環器Ꮫᑓ㛛་・㏆␥ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་・⥲

ྜ内科ᑓ㛛་・ᣦᑟ་・㏆␥ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ心臓病Ꮫ௦㆟ဨ Fellow 

of the Japanese College of Cardiology䚸᪥ᮏ心Ꮫ௦㆟ဨ䚸᪥ᮏ心

臓᰾་Ꮫホ㆟ဨ䚸ᅜ㝿心臓◊✲Ꮫ(ISHR)᪥ᮏ部ホ㆟ဨ䚸⮫ᗋ◊

ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷㅮ῭䚸心臓䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁ᣦᑟኈㄆᐃ་

ῧ⏣ ᜏ᭷ 部㛗

循環器୍⯡

血ᛶ心ᝈ・

心臓ᘚ⭷

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་・⥲ྜ内科ᑓ㛛་・㏆␥ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ循環

器Ꮫ循環器ᑓ㛛་・㏆␥ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ心血管䜲䞁䝍䞊䝧䞁䝅䝵䞁治

療Ꮫㄆᐃ་・ᑓ㛛་・㏆␥ᨭ部ホ㆟ဨ䚸経䜹䝔䞊䝔䝹ⓗື⬦ᘚ⨨⾡

㻔㼀㻭㼂㻾㻕ᐇ་䚸䝖䝷䞁ス䝃䜲䝺䝏䞁ᆺ心䜰䝭ロ䜲䝗䞊䝅ス䛻ᑐ䛩䜛䝡䞁䝎䜿䝹

ฎ᪉་

∎ ❶༤ 部㛗

循環器୍⯡

整⬦・心臓䝸䝝

䝡䝸

᪥ᮏ循環器Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་・⥲ྜ内科ᑓ㛛་・ᣦ

ᑟ་䚸᪥ᮏ整⬦心㟁Ꮫ整⬦ᑓ㛛་䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷ

ㅮ῭䚸᳜㎸䜏ᆺ㝖⣽ື器/䝨䞊䝅䞁䜾䛻䜘䜛心治療◊ಟドⓏ㘓་䚸䝸

䞊䝗䝺ス䝨䞊ス䝯䞊䜹᳜㎸䜏ᐇ་

☾ᓥ ⌶ᘺ ་㛗

循環器୍⯡

血ᛶ心ᝈ・

ᮎᲈື⬦ᝈ

᪥ᮏ循環器Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ内科Ꮫ⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ心血管䜲

䞁䝍䞊䝧䞁䝅䝵䞁治療Ꮫㄆᐃ་

㜰 ㅍྐ ་ဨ

循環器୍⯡

整⬦・血ᛶ

心ᝈ

᪥ᮏ循環器Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་・⥲ྜ內科ᑓ㛛་䚸᪥

ᮏ整⬦心㟁Ꮫㄆᐃ整⬦ᑓ㛛་䚸䝸䞊䝗䝺ス䝨䞊ス䝯䞊䜹᳜㎸䜏ᐇ

་

ᯇᯘ ☻ ་ဨ

循環器୍⯡

血ᛶ心ᝈ・

心・心䜶コ䞊

᪥ᮏ循環器Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ内科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ心血管䜲䞁䝍䞊䝧䞁

䝅䝵䞁治療Ꮫㄆᐃ་䚸SHD 心䜶コ䞊ᅗㄆド་䚸䝸䞊䝗䝺ス䝨䞊ス䝯䞊䜹᳜

㎸䜏ᐇ་

ஂಖ ⿱⣖ ་ဨ

循環器୍⯡

血ᛶ心ᝈ・

心

᪥ᮏ循環器Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ内科Ꮫᑓ㛛་

ቑ㇂ ඃ ་ဨ 循環器୍⯡ ᪥ᮏ内科Ꮫᑓ㛛་䚸䝸䞊䝗䝺ス䝨䞊ス䝯䞊䜹᳜㎸䜏ᐇ་

ᮡᾆ ᆂு ᑓᨷ་ 循環器ᝈ

ᒸᒣ ᝅᚿ 㠀ᖖ་ᖌ

ᰁᕝ ᬛ 㠀ᖖ་ᖌ
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原　ஶ
１）　SaLaJ S TaLJtTVNF A SPFEa T Kawata H NJThJEa T 8atanaCF M: DJ⒎FrFnDFT Jn thF GFaTJCJMJtZ 

anatPNJDaM paraNFtFrT prFEJDtJnH prPDFEVraM EJ⒏DVMtZ anE JTPMatJPn arFa PG a MFGt atrJaM pPTtFrJPr 
waMM JTPMatJPn VTJnH raEJPGrFRVFnDZ WFrTVT DrZPCaMMPPn DathFtFrT. PaDJnH CMJn EMFDtrPphZTJPM 46: 
1393-1402 2023 EPJ: 10.1111/paDF.14821. EpVC 2023 SFp 14. PMID: 37708321 

２）　KZPEP A KanaPLa K KFThJ A NPHJ M NPHJ K IThJhara S KaNPn D HaThJNPtP Y NaLaEa Y 
UFEa T SFnP A NJThJEa T OnPVF K SPFEa T KawaLaNJ R 8atanaCF M NaHaJ T An[aJ T SaJtP 
Y: HFart GaJMVrF wJth prFTFrWFE FjFDtJPn GraDtJPn phFnPHrPVp DMaTTJpDatJPn VTJnH NaDhJnF MFarnJnH 
ESC HFart FaJM. EPJ: 10.1002/FhG2.14368. OnMJnF ahFaE PG prJnt. 2023 

３）　KanaPLa K IwanaHa Y OLaEa K TFraTaLJ S NJThJPLa Y NaLaJ M KaNPn D MZPjJn T SPFEa T 
NPEa T HPrJJ M SaLata Y MJZaNPtP Y SaJtP Y INaNVra T: 7aMJEJtZ PG DJaHnPTtJD AMHPrJthNT 
GPr CarEJPWaTDVMar DJTFaTFT Jn JapanFTF HFaMth InTVranDF CMaJNT. CJrD J. 87: 536-542 2023 EPJ: 
10.1253/DJrDj.CJ-22-0566. PMID: 36709984.

̐）　KanaPLa K IwanaHa Y NaLaJ M NJThJPLa Y MZPjJn T KVCP S OLaEa K SPFEa T NPEa T 
SaLata Y MJZaNPtP Y SaJtP Y INaNVra T: HPTpJtaM-anE PatJFnt-LFWFM AnaMZTJT PG QVaMJtZ 
InEJDatPrT Jn ADVtF CPrPnarZ SZnErPNF CarF: A NatJPnwJEF DataCaTF StVEZ. Can J CarEJPM 39: 
515-523 2023 EPJ: 10.1016/j.DjDa.2022.12.001. PMID: 36503027 

５）　SaLaHaNJ A SPFEa T SaJtP Y NaLaP K O[aLJ Y KJNVra K ALP J NPHVDhJ T SVwa S FVjJNPtP 
K DaJ K MPrJta T ShJNJ[V 8 HJrPhata A MPrJta Y InPVF T OLaNVra A ManP T 8aLF M 
TanaCF K ShJCata Y Owa M TTVjJta K FVnaZaNa H KPLVCV N KP[VNa K UFNVra S TPCarV 
T SaLV K OThJNa S MJZaNPtP Y OHawa H IThJhara M: J-MINUET JnWFTtJHatPrT. CMJnJDaM JNpaDt 
PG CFta-CMPDLFrT at EJTDharHF Pn MPnH-tFrN DMJnJDaM PVtDPNFT Jn patJFntT wJth nPn-rFEVDFE FjFDtJPn 
GraDtJPn aGtFr aDVtF NZPDarEJaM JnGarDtJPn. J CarEJPM 81: 83-90 2023 EPJ: 10.1016/j.jjDD.2022.08.002.

̒）　SFFHFrT LM YFh DD 8PPE MJ YPnFtTV T MJnaNJ Y AraLJ M NaLajJNa A YVLJ H ALP J 
SPFEa T KVrJhara O HJHVNa T KJNVra S AErJaFnTTFnT T NFG HM LFF H MDNVMtZ I SVHJZaNa 
T KaLVta T JanH IK: CarEJPWaTDVMar RJTL FaDtPrT anE CVMprJt PMaRVF CharaDtFrJTtJDT Jn 8PNFn 
8Jth ADVtF CPrPnarZ SZnErPNFT. AN J CarEJPM 207: 13-20 2023 EPJ: 10.1016/ j.aNjDarE.2023.08.152. 
EpVC 2023 SFp 16. PMID: 37722196

７）　SFFHFrT LM DFFarJa YFh D YPnFtTV T SVHJZaNa T MJnaNJ Y SPFEa T AraLJ M NaLajJNa 
A YVLJ H KJnPThJta D SV[VLJ K NJJEa T LFF H MDNVMtZ I NaLaNVra S KaLVta T FVTtFr 
7 JanH IK: SFY DJGGFrFnDFT Jn CPrPnarZ AthFrPTDMFrPtJD PhFnPtZpF anE HFaMJnH PattFrn Pn 
OptJDaM CPhFrFnDF TPNPHraphZ INaHJnH. CJrD CarEJPWaTD INaHJnH 16: F015227 2023 EPJ: 10.1161/
CIRCIMAGING.123.015227. EpVC 2023 JVM 28. PMID: 37503629

̔）　SVHJVra J KaTaNa S UFEa T NJThJEa T Kawata H HPrJJ M O[V N KaTahara M SaJtP Y: 
RatJPnaMF anE EFTJHn PG thF NEO-NORMAL-AF TtVEZ FYaNJnatJPn PG thF VTFGVMnFTT PG JNpMantaCMF 
MPPp rFDPrEFr GPr arrhZthNJa EFtFDtJPn JnDMVEJnH atrJaM pCrJMMatJPn Jn hFart GaJMVrF wJth nPn-rFEVDFE 

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᕝ⏣ ၨஅ

院㛗

⮫ᗋ◊✲䝉䞁

䝍䞊㛗

་ᖌົᨭ

ᐊ㛗

循環器୍⯡

心・心臓䝸䝝

䝡䝸

᪥ᮏ循環器Ꮫᑓ㛛་・㏆␥ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་・⥲

ྜ内科ᑓ㛛་・ᣦᑟ་・㏆␥ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ心臓病Ꮫ௦㆟ဨ Fellow 

of the Japanese College of Cardiology䚸᪥ᮏ心Ꮫ௦㆟ဨ䚸᪥ᮏ心

臓᰾་Ꮫホ㆟ဨ䚸ᅜ㝿心臓◊✲Ꮫ(ISHR)᪥ᮏ部ホ㆟ဨ䚸⮫ᗋ◊

ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷㅮ῭䚸心臓䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁ᣦᑟኈㄆᐃ་

ῧ⏣ ᜏ᭷ 部㛗

循環器୍⯡

血ᛶ心ᝈ・

心臓ᘚ⭷

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་・⥲ྜ内科ᑓ㛛་・㏆␥ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ循環

器Ꮫ循環器ᑓ㛛་・㏆␥ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ心血管䜲䞁䝍䞊䝧䞁䝅䝵䞁治

療Ꮫㄆᐃ་・ᑓ㛛་・㏆␥ᨭ部ホ㆟ဨ䚸経䜹䝔䞊䝔䝹ⓗື⬦ᘚ⨨⾡

㻔㼀㻭㼂㻾㻕ᐇ་䚸䝖䝷䞁ス䝃䜲䝺䝏䞁ᆺ心䜰䝭ロ䜲䝗䞊䝅ス䛻ᑐ䛩䜛䝡䞁䝎䜿䝹

ฎ᪉་

∎ ❶༤ 部㛗

循環器୍⯡

整⬦・心臓䝸䝝

䝡䝸

᪥ᮏ循環器Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་・⥲ྜ内科ᑓ㛛་・ᣦ

ᑟ་䚸᪥ᮏ整⬦心㟁Ꮫ整⬦ᑓ㛛་䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷ

ㅮ῭䚸᳜㎸䜏ᆺ㝖⣽ື器/䝨䞊䝅䞁䜾䛻䜘䜛心治療◊ಟドⓏ㘓་䚸䝸

䞊䝗䝺ス䝨䞊ス䝯䞊䜹᳜㎸䜏ᐇ་

☾ᓥ ⌶ᘺ ་㛗

循環器୍⯡

血ᛶ心ᝈ・

ᮎᲈື⬦ᝈ

᪥ᮏ循環器Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ内科Ꮫ⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ心血管䜲

䞁䝍䞊䝧䞁䝅䝵䞁治療Ꮫㄆᐃ་

㜰 ㅍྐ ་ဨ

循環器୍⯡

整⬦・血ᛶ

心ᝈ

᪥ᮏ循環器Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་・⥲ྜ內科ᑓ㛛་䚸᪥

ᮏ整⬦心㟁Ꮫㄆᐃ整⬦ᑓ㛛་䚸䝸䞊䝗䝺ス䝨䞊ス䝯䞊䜹᳜㎸䜏ᐇ

་

ᯇᯘ ☻ ་ဨ

循環器୍⯡

血ᛶ心ᝈ・

心・心䜶コ䞊

᪥ᮏ循環器Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ内科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ心血管䜲䞁䝍䞊䝧䞁

䝅䝵䞁治療Ꮫㄆᐃ་䚸SHD 心䜶コ䞊ᅗㄆド་䚸䝸䞊䝗䝺ス䝨䞊ス䝯䞊䜹᳜

㎸䜏ᐇ་

ஂಖ ⿱⣖ ་ဨ

循環器୍⯡

血ᛶ心ᝈ・

心

᪥ᮏ循環器Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ内科Ꮫᑓ㛛་

ቑ㇂ ඃ ་ဨ 循環器୍⯡ ᪥ᮏ内科Ꮫᑓ㛛་䚸䝸䞊䝗䝺ス䝨䞊ス䝯䞊䜹᳜㎸䜏ᐇ་

ᮡᾆ ᆂு ᑓᨷ་ 循環器ᝈ

ᒸᒣ ᝅᚿ 㠀ᖖ་ᖌ

ᰁᕝ ᬛ 㠀ᖖ་ᖌ



科ث　（̓）ྍ෦　②॥ۀ　̒

83

FjFDtJPn GraDtJPn DaTFT: a pJMPt TtVEZ. OpFn HFart 10: F002193 2023 EPJ: 10.1136/PpFnhrt-2022-002193. 
PMID: 37507149 

９）　NaLaNVra T 8atanaCF M NPHJ K KPTVHJ T HaThJNPtP Y UFEa T DPJ N Kawata H HPrJJ M 
IThJHaNJ K NaLajJNa T 8ataCF H ACF D KVwahara K OLVNVra Y O[V N SV[VLJ S KaTaNa 
S SaJtP Y: PrFWFntJPn PG CPntraTt-InEVDFE NFphrPpathZ AGtFr ENFrHFnDZ PFrDVtanFPVT CPrPnarZ 
IntFrWFntJPn 8Jth a SJnHMF BPMVT AENJnJTtratJPn PG HJHh-CPnDFntratF SPEJVN BJDarCPnatFRatJPnaMF 
anE DFTJHn PG a SJnHMF-ArN StVEZ CPNparFE 8Jth HJTtPrJDaM CPntrPMT. CJrD RFp 5: 152-156 2023 
EPJ: 10.1253/DJrDrFp.CR-22-0105. FCPMMFDtJPn 2023 Apr 10. PMID: 37025932 

講　演
１）　添田߃有：ഏ高血ѹ症をࣝる．みんなで考えようഏ高血ѹ症（奈良市）
２）　阪井་࢙：AF ʷ心ෆશのྺ࢙．NFYt StaHF CarEJPMPHZ 8FCJnar（wFC）
３）　添田߃有：ף動຺疾患における OMT 理の重ཁ性．SC7D CPnTFnTVT MFFtJnH（奈良市）࣭ࢷ
̐）　添田߃有：߅血小൘療法の新࣌代．CarEJP LJnLaH（F 奈良市）
５）　川田啓之：高血ѹの日ৗ診療にエンレストを活かす．世ք高血ѹデーに降ѹ治療を考える　奈良分

科会（奈良市）
̒）　川 田 啓 之： 降 ѹ 療 法 の 新 た な 一 手　ARNI の  目 を 考 え る．KUSHIMOTO HZpFrtFnTJPn 

DPnGFrFnDF（奈良市）
７）　添田߃有：高齢者のڏ血性心疾患診療．第３ճあをによし循環器病診連携の会（奈良市）
̔） 川田啓之：地域で心ෆશを診よう．第３ճあをによし循環器病診連携の会（奈良市）
９） 阪井་࣋：࢙続性心細動における CrZPCaMMPPn aCMatJPn のదԠ．AFA 8EB EJTDVTTJPn（奈良市）
10）　添田߃有：ྩ和࣌代のڏ血性疾患診療．北和連携の会 Jn CarEJPWaTDVMar（奈良市）
11）　阪井་࢙ɼୌ௺ষത：当院における CrZPCaMMPPn aCMatJPn．AFA 8EB EJTDVTTJPn 2（wFC）
12）　川田啓之：みんなでごう心血疾患．第１ճ奈良の脳と心ଁをकる会（奈良市）
13） 添田߃有：今どきのף動຺疾患治療．第̒ճ NARA PrJNarZ CarF CPnGFrFnDF（奈良市）
14） 川田啓之：高血ѹの日ৗ診療にエンレストを活かす．HZpFrtFnTJPn 8FC SZNpPTJVN　奈良分科会 

（奈良市）
15）　川田啓之：実臨床での心ଁ֩医学検査．第 33 ճ 21 世紀心ଁ֩医学カンファレンス（大阪市）
16）　川田啓之：高血ѹの日ৗ診療にエンレストを活かす．病診連携セミナー　ʙ高血ѹ治療を考えるʙ

（奈良市）
17）　川田啓之：地域連携を活かしたこれからの心ෆશ治療．心ෆશ地域連携を考える会（奈良市）
18）　阪井་࢙：初学者のための ATP 感ड性 AT、YaNaCF 法入門．第３ճ日本ෆ整຺心電学会近ـ支

部地方会（大阪市）
19）　阪井་࢙：後นִを再考する．AFA 8EB EJTDVTTJPn 3（wFC）
20）　阪井་࢙：ौした前中ִ副伝ಋ路を有するજ在性 8P8 症ީ群の２症ྫ．HFart RhZthN 

CPnGFrFnDF GPr CarEJPMPHJTt（大阪市）

シンポジウム・ほか
１）　阪井་࢙：CrZPCaMMPPn と高प波の拡大ִのൺֱ．CrZP tJpT TharJnH TPDJFtZ（wFC）
２） 松林和磨：高石փ化をう LAD 病มの EFCVMLJnH にんだ１ྫ．OFDI 8EB 講演会（wFC）
３）　阪井་࢙：ૐหྠ前นٴび下นの CS NVTDVMatVrF BaDhNann CVnEMF MarThaMM CVnEMF の心外ບ
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Ս橋によりෳ雑な興ฃ伝༷ࣜをఄした GVMM Ma[F 手ज़後の心සഥの１ྫ．第 43 ճ京࣎奈良ハー
トリズム研ڀ会（京都市）

̐）　૿谷　༏：くもບ下出血後にඇ ST 上ঢ型急性心࠹ߎを生じ PCI をཁした１ྫ．PCI CPnGFrFnDF Jn 
Nara（奈良市）

５） 久อ༟紀：SFA-CTO の再現性のあるアプローチ方法．カネカ E7T 症ྫ検౼会（奈良市）
̒） 松林和磨：当院における心ෆશ治療のมભと CKD．奈良県総合・天理よろず合ಉカンファレンス（奈

良市）
７） ૿谷　༏：くもບ下出血後に NSTEMI となり PCI をཁした１ྫ．吉川道場（wFC）
̔） 阪井་࢙：ौした前中ִ副伝ಋ路を有するજ在性 8P8 症ީ群の２症ྫ．HFart RhZthN 

CPnGFrFnDF GPr CarEJPMPHJTt（wFC）
９） 松林和磨：当院における RYUSEI の有༻性．RYUSEI 8EB カンファレンス（wFC）

一ൠ演
１） ૿谷　༏：急性心筋࠹ߎ後の心ݯ性ショック・心ഁ྾を IMPELLA ಋ入により救໋できた一ྫ．第

40 ճ日本心血インターベンション治療学会（C7IT）近ـ地方会（豊中市）
２） 井上智仁：分ذ部病มへの PCI で HIT が生じた一ྫ．第 40 ճ日本心血インターベンション治療

学会（C7IT）近ـ地方会（豊中市）
３） 松林和磨：ף動຺ᚈज़後の RCA ى始部ࡥڱに対して PCI を施行した一ྫ．第 40 ճ日本心血イン

ターベンション治療学会 （C7IT） 近ـ地方会（豊中市）
̐） 井上智仁：ThF EGGJDaDZ PG SGLT2 InhJCJtPrT Jn thF TrFatNFnt PG AMI PatJFntT wJth RFEVDFE 

EjFDtJPn FraDtJPn．第 87 ճ日本循環器学会学ज़集会（福岡市）
５） ૿谷　༏：ThF EGGJDaDZ anE SaGFtZ PG HIF-PH InhJCJtPrT Jn thF TrFatNFnt PG RFnaM AnFNJa Jn 

PatJFntT wJth ADVtF DFDPNpFnTatFE HFart FaJMVrF．第 87 ճ日本循環器学会学ज़集会（福岡市）
̒） 松林和磨：ThF EGGJDaDZ PG AnHJPtFnTJn RFDFptPr-nFprJMZTJn InhJCJtPr Jn PatJFntT wJth ADVtF 

DFDPNpFnTatFE HFart FaJMVrF．第 87 ճ日本循環器学会学ज़集会（福岡市）
７） 阪井་࢙：AnatPNJDaM DJ⒎FrFnDFT Jn UnTVDDFTTGVM CaTFT PG LFGt AtrJaM PPTtFrJPr 8aMM ITPMatJPn CZ 

CrZPCaMMPPn WFrTVT RaEJPGrFRVFnDZ CathFtFr．第 87 ճ日本循環器学会学ज़集会（福岡市）
̔） 松林和磨：診அにྀۤした左室後乳಄筋にணした೪液जの一ྫ．日本心エコーਤ学会第 34 ճ学ज़

集会（ذෞ市）
９） 阪井་࢙：DJ⒎FrFnDFT Jn thF GFaTJCJMJtZ anE anatPNJDaM paraNFtFrT prFEJDtJnH prPDFEVraM EJ⒏DVMtZ 

PG a MFGt atrJaM pPTtFrJPr waMM JTPMatJPn VTJnH raEJPGrFRVFnDZ WFrTVT DrZPCaMMPPn DathFtFrT．第 69 ճ日
本ෆ整຺心電学会学ज़集会（ࡳຈ市）

10） 松林和磨：ST 上 ঢ 型 心 筋 ࠹ ߎ に 対 す る pFrGVTJPn CaMMPPn（RYUSEI）の有༻性．C7IT2023 
（福岡市）

11） ૿谷　༏：࣭ྔղ析より診அにࢸった ApPA-I7 心アミロイドーシスの一ྫ．第 45 ճ心筋生検研ڀ
会学ज़集会（新ׁ市）

12） 阪井་࢙：ૐหྠ前น、CS NVTDVMatVrF BaDhNann CVnEMF MarThaMM CVnEMF の心外ບՍ橋によ
りෳ雑な興ฃ伝༷ࣜをఄした GVMM Ma[F 手ज़後の心සഥの１ྫ．カテーテルアブレーション関
連秋ق大会 2023（福岡市）

13） 古川大智：高齢者の LMT ด࠹に対して IMPELLA CP を༻し救໋した１ྫ．第 136 ճ日本循
環器学会近ـ地方会（大阪市）
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14） 山本真ر：交代性٬ブロックと左室局所นӡ動ҟৗから心ଁݶ局性サルコイドーシスの診அにࢸっ
た１ྫ．第 136 ճ日本循環器学会近ـ地方会（大阪市）

15） 福島　༾：ഏ動຺ݯى心室性ظ外ऩॖのカテーテルアブレーションが有ޮであった先天性右ഏܽଛ
症にう右ڳ心の１ྫ．第 136 ճ日本循環器学会近ـ地方会（大阪市）

病診連携・研ڀ会
１）R ５年２月７日

座長：添田　߃有
KO8A 8FC CPnGFrFnDF
場所：8FC
演：ף動຺疾患における࣭ࢷ下療法　（ඉ熊ະ先生）

２）R ５年３月 16 日
座長：添田　߃有
KO8A 8FC CPnGFrFnDF
場所：8FC
演：ף動຺疾患におけるඇ৵ऻత診அ法のબ　（塩野ହ先生）
　　　心筋テクネチウム剤を日ৗ臨床へ活かす　（坂谷先生）

３）R ５年３月 23 日
座長：川田　啓之
NISHINALA NFFtJnH
場所：奈良ロイϠルϗテル
演：ଞଆछで行う心ෆશ患者への指ಋ

̐）R ５年̐月 14 日
座長：添田　߃有
第２ճ　イレブンカンファレンス
場所：ミグランス　橿原市所分ிࣷ
演：最近の便ൿ治療・ARNI ってなーあにー・酒とᔢとサッカーとࢲ

５）R ５年̐月 18 日
座長：添田　߃有
OFDI 8EB 講演会
場所：8EB
演：OFDI Y 石փ化病ม総

̒）R ５年５月 20 日
座長：添田　߃有
奈良県心ෆશ 8EB セミナー
場所：8EB
演：ྩ和࣌代の心ෆશ治療における SGLT 　　薬と地域連携２્

７）R ５年̒月３日
座長：添田　߃有
PCI NanaHFNFnt VpEatF NFFtJnH Jn NARA
場所：奈良県コンベンションセンター
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演：ACS における࣭ࢷ理の tJpT anE trJDLT
̔）R ５年７月̒日

座長：添田　߃有
奈良心ෆશ・หບ症フォーラム
場所：8EB
演：ૐหดෆશ症に対するマイトラクリップ治療の経ݧ

９）R ５年７月 13 日
座長：添田　߃有
PCI CPnGFrFnDF Jn Nara
場所：奈良県コンベンションセンター
演：くもບ下出血後にඇ ST 上ঢ型急性心࠹ߎを生じ PCI をཁした１ྫɼଞ２演

10）R ５年̔月５日
座長：添田　߃有
C7IT2023
場所：福岡 PAYPAY ドーム
演：OraM PrFTFntatJPn 88 OCT

11）R ５年 10 月５日
座長：添田　߃有
XIENCE GPr JAPAN FPrVN Jn KANSAI
場所：TKP ガーデンシティ PREMIUM 大阪駅前
演 CASE DPnGFrFnDF. DES と DCB のえてはならない一線

12）R ５年 10 月 25 日
座長：添田　߃有
ThJnL aCPVt wJEFMZ IN7ESTIGATED DCB
場所：8EB
演：石փ化と DCB

13）R ５年 12 月 14 日
座長：添田　߃有
理を再考する࣭ࢷ
場所：奈良県コンベンションセンター
演：ACS 理の重ཁ性࣭ࢷ༧における࣍２ / 下療法の現在とこれから࣭ࢷ
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１　औΓΈ

　当科では、ओに消化および؊ᢄྖ域における֤छѱ性新生に対する集学త治療やຫ性Ԍ症性疾患
に対する中長ظతな病ଶ理に加えて、消化出血、急性ෲ症、ด࠹性ԫᙬなどの消化器救急疾患に対す
る救急診療体制を拡ॆすることで、県内外の医療機関から෯広く患者のडけ入れを行っている。また、集
中治療がඞཁな重症ྫについては、院内にซ設される救໋救急センターと連携して診療を行っている。
　զʑがओに活動している内視鏡室には最新の内視鏡システムがಋ入されており、ྫえば経乳಄త内視鏡
アプローチ（ERCP）がौしやすいとされる胃腸ज़後（RPVY-Fn Y 再ݐ、BJM-II 再ݐなど）症ྫの
道疾患には小腸内視鏡をۦした高治療にऔりんでいる。また、やᢄの内腔に対するৄ細な観
してᢄ疾患のよۦや内視鏡治療がՄ能なಛघ内視鏡（スパイグラス）もಋ入されており、これらを
り正֬な診அと治療成の向上にめている。さらに、ै来は病理学త֬ఆ診அがࠔであった消化೪
ບ下जᙾやᢄजᙾなどに対しても、Ի波内視鏡下ઠ吸Ҿ法（EUS-FNA）による֬診の向上がత֬
な治療方ܾఆにد༩している。近年、世ք֤国で患者が大෯に૿加しているԌ症性腸疾患の診அौ
ྫに対しても、カプセル内視鏡やバルーン小腸内視鏡および小腸二重Ө法などを༻いて正֬な診அ֬ఆ
を行った後に、生学త剤や新規分子化合等による病ଶ制御を目తとした高治療を実施している。
　当院が県北部の指ఆ中֩ઐ門医療機関であることから、県内།一の؊疾患連携ڌ点病院である奈良県立
医科大学附属病院と連携して多くの؊疾患診療を行っている。Ｂ型ຫ性؊Ԍの病ଶ制御に対しては、֩
༩することがՄ能にد制にも؞アナログ剤を༻いることで、؊線ҡ化ਐలの制のみならず؊発ࢎ
なっている。C 型ຫ性؊Ԍおよび؊ߗม症ྫに対しては、直࡞༻型߅ウイルス剤（DAA）を༻いることで、
最̔ि間で C 型؊Ԍウイルスを安શかつ高にશۦআすることがՄ能になっている。また、ै来は
治療がࠔであったඇ代ঈ性؊ߗม症ྫに対しても治療Մ能となっており、治療後には؊༧උ能のվ善や
৯道胃੩຺ᚅの消ୀがみられている。ウイルス性؊Ԍ以外では、指ఆ病である原発性ो性Ԍに対
する多施設共ಉಛఆ臨床研ڀを当院がओ体となって実施しているほか、ࣗݾ໔Ӹ性؊Ԍや原発性ߗ化性
Ԍなどの病ଶ理についてもੵۃతに患者डけ入れを行っており、患者も大෯に૿加している。原発
性؊؞に対しては局所治療（ラジオ波মऊ、マイクロ波মऊ）、インターベンション治療（TACE、動
療法など）、分子ඪత剤および໔Ӹチェックポイント્剤など多くの治療બࢶをదにい分けて
Մ能なݶり多くを実施することで、ਐ行؊؞の長ظ༧後վ善にめている。また、消化؞やᢄजᙾに
対しても、最新の治療ガイドラインにجづいたエビデンスのある化学療法レジメのબを原ଇにਾえた上
で、ݸʑの症ྫの臨床తഎܠҼ子を考ྀしたݸ別化医療の実現を意ࣝして診療に当たっている。
　上記の通り、当科では෯広いྖ域において消化器救急疾患や؞診療にもऔりんでいるが、診療科の独
ࣗ性がউるんだ治療方にؕらないためにも、消化器センターを構成する消化器外科および放射線科と
ຖिఆظతにৄ細な診療カンファレンスを行っている。そこでは、৯道؞、胃؞؊、؞、道؞、ᢄ؞、
大腸؞などあらゆる消化器؞はもとより、原Ҽෆ明のԌ症性疾患に対しても֤ઐ門医がسጨなくࣗの意
見を出し合ってより良い医療が実ફできるように工している。また、近年においてඇৗに重ཁ視されて
いるパラメディカルスタッフとのチーム医療を拡ॆするためにも、看護師向けのษڧ会を行い、治療目ඪ
を共有した上で診療に当たっており、それらの成Ռは学会でも発දした。



　科ث　（̓）ྍ෦　③ফԽۀ　̒

89

２　Ռ

̏　医師հ

2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

238,3737,3509,3824,4279,3㙾ど内⟶ᾘ㒊ୖ

995,1605,1316,1370,2249,1㙾ど内⟶ᾘ㒊ୗ

内ど㙾ⓗ⢓⭷ୗᒙ㞳⾡㸦⫶࣭㣗㐨） 78 115 83 99 89

内ど㙾ⓗ逆⾜ᛶ⫹⟶⮅⟶㐀ᙳ㸦デ᩿࣭療） 322 402 367 413 478

9171028101ἲ療◳⒗⬦㟼㐨㣗ⓗ㙾ど内

8141433381⾡⣻⤖⒗⬦㟼㐨㣗ⓗ㙾ど内

442,3541,3031,3234,3433,3ᰝ検Ἴ㡢㉸㒊⭡

943710303ἲ療ᅛจ⇕Ἴࣛࢪ࢜

2472437312検⏕⫢

1512217232タ㐀ࢁ࠺⫶

⥭急ୖ㒊内ど㙾㸦Ṇ⾑⾡ྵࡴ/⫹⮅） 280/113 409/110 389/123 546/179 419/170

ᑠ⭠ࣇイࣂー㸦ࢩンࢢルࣂルーン） 33 46 34 20 29

6252717291㙾ど内ルセ࢝ࣉ

8608387677）⟶ᾘ㸦㙾ど内Ἴ㡢㉸

182262282242591）⮅⫹㸦㙾ど内Ἴ㡢㉸

21157571617ANF-SUE

73516301–noitnevretni-SUE

㧗度 IBD療㸦ࣂイ࢜〇⟶⌮等の⣼✚௳数） 26 37 46 87 103

(2024年 9᭶ 12 ᪥⌧ᅾ)

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

Ᏺᒇ ᆂ 部㛗
消化器ᝈ䚸⅖

ᛶ⭠ᝈ䚸肝ᝈ

᪥ᮏ内科Ꮫ ⥲ྜ内科ᑓ㛛་・ᣦᑟ་・ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᑓ㛛

་・ᣦᑟ་・Ꮫホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ肝臓Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་・ᨭ部ホ㆟ဨ・Ꮫホ㆟

ဨ䚸᪥ᮏ消化器内ど㙾Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་・ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ⅖ᛶ⭠ᝈᏛ

ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ䜹䝥䝉䝹内ど㙾Ꮫㄆᐃ་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ⅖ᛶ⭠

ᝈ༠Ⓩ㘓診療་䚸᪥ᮏ་ᖌㄆᐃ産ᴗ་䚸᪥ᮏ་療Ᏻㄪᰝᶵᵓಶูㄪ

ᰝ部部ဨ䚸᪥ᮏ㟼⬦経⭠ᰤ㣴ᏛTNT4.0◊ಟཷㅮ῭䚸ཌປ┬㞴治ᛶ

⅖ᛶ⭠管㞀ᐖ䛻㛵䛩䜛ㄪᰝ◊✲⌜◊✲༠ຊ⪅䚸ཌປ┬⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸

㌟య㞀ᐖ⪅⚟♴ἲ➨ 15᮲ᣦᐃ་䠄肝臓ᶵ⬟㞀ᐖ䠅䚸㞴病ᣦᐃ་䚸小児៏ᛶ≉

ᐃ病ᣦᐃ་䚸⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་ㅮ⩦ཷㅮ῭䚸ዉⰋ┴❧་科Ꮫ⮫ᗋᩍᤵ䚸

Asian Organization for Crohn's & Colitis member䚸Asian Pacific Association for 

the Study of the Liver member䚸Editorial Review Board of Gastrointestinal 

Endoscopy䚸Editorial Review Board of Journal of Clinical Medicin㼑䚸Editorial 

Review Board of World Journal of Gastroenterology䚸Best Doctors 2022-2023䚸

Best Doctors 2024-2025

ᯇᑿ ⱥᇛ

消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾䚸ୖ部消

化管䛾内ど㙾治

療䠄Ⰻᝏᛶᝈ䠅

᪥ᮏ内科Ꮫ ⥲ྜ内科ᑓ㛛་・ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᣦᑟ་䚸᪥ᮏ消

化器内ど㙾Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་・ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ肝臓Ꮫ肝臓ᑓ㛛་䚸ཌປ

┬⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་ㅮ⩦ཷㅮ῭

Ọᯇ స

胆㐨膵臓ᝈ

ᢸᙜ部㛗

入院・外᮶診

療ᨭᐊ㛗

消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾䚸膵胆㐨

⣔䛾内ど㙾治療

᪥ᮏ内科Ꮫ ⥲ྜ内科ᑓ㛛་・ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸

᪥ᮏ消化器内ど㙾Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་・ᨭ部ホ㆟ဨ・Ꮫ⾡ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ胆㐨Ꮫ

ㄆᐃᣦᑟ་䚸᪥ᮏ肝臓Ꮫ肝臓ᑓ㛛་䚸ཌປ┬⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸⮫ᗋ◊

ಟᣦᑟ་ㅮ⩦ཷㅮ῭

中す ၨ♸ ་㛗
消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾䚸肝ᝈ

᪥ᮏ内科Ꮫ ⥲ྜ内科ᑓ㛛་・ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸

᪥ᮏ肝臓Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器内ど㙾Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㟼⬦経⭠ᰤ㣴Ꮫ

TNT4.0◊ಟཷㅮ῭䚸ཌປ┬⦆䜿䜰◊ಟ⤊䚸⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་ㅮ⩦

ཷㅮ῭

㈡ᒇ  ་㛗
消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾䚸肝ᝈ

᪥ᮏ内科Ꮫ ⥲ྜ内科ᑓ㛛་・ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消

化器内ど㙾Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ肝臓Ꮫ肝臓ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㟼⬦経⭠ᰤ㣴Ꮫ

TNT コ䞊ス◊ಟཷㅮ῭

⸨ᮏ ඃᶞ ་㛗
消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾

᪥ᮏ内科Ꮫ ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器内ど㙾Ꮫᑓ

㛛་䚸᪥ᮏ肝臓Ꮫ肝臓ᑓ㛛་䚸ཌປ┬⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་

ㅮ⩦ཷㅮ῭

⳥ᕝ ⩧㤿 ་ဨ
消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾䚸肝ᝈ

᪥ᮏ内科Ꮫ ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器内ど㙾Ꮫᑓ

㛛་䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ䛜ん治療ㄆᐃ་

ᯇᾆ ᜤᖹ ་ဨ
消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾
᪥ᮏ内科Ꮫ ᑓ㛛་

すᑿ ຬဢ ᑓᨷ་
消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾

ᒣᮏ ༓⣪ ᑓᨷ་
消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾

ᮎᒱ ⥤⳯ ᑓᨷ་
消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾

ሷ㇂ ୍ᶞ ᑓᨷ་
消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾

内ど㙾ᢸᙜ部

㛗

内ど㙾部部㛗
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ۀ　̐

総　આ
１）　MPrJZa K NaHaNatTV S UFjJNa M MatTVP H. InDrFaTJnH FWJEFnDF GPr thF FGGJDaDZ PG hFpatJD 

artFrJaM JnGVTJPn DhFNPthFrapZ DPNCJnFE wJth TZTtFNJD thFrapZ GPr aEWanDFE hFpatPDFMMVMar 
DarDJnPNa wJth NaDrPWaTDVMar JnWaTJPn: tJNF tP DPnTJEFr a NPrF F⒎FDtJWF apprPaDh. J GaTtrPJntFTt 
OnDPM. 2023 ODt 31� 14（5): 2282-2286. EPJ: 10.21037/jHP-23-760. EpVC 2023 ODt 10. PMID: 37969841� 
PMCID: PMC10643572.

原　ஶ
１）　MPrJZa K NaLaLJta T NaLaZaNa N MatTVP Y KPNFEa Y HanatanJ J KaZa D NaHaNatTV S 

MatTVP H UFjJNa M NaLaNVra F. SARS-CP7-2 7aDDJnatJPn RFTpPnTF Jn JapanFTF PatJFntT wJth 
AVtPJNNVnF HFpatJtJT: RFTVMtT PG PrPpFnTJtZ SDPrF-MatDhFE CaTF-CPntrPM StVEZ. J CMJn MFE. 2023 
AVH 20� 12（16): 5411. EPJ: 10. 3390/jDN12165411. PMID: 37629453� PMCID: PMC10455609.

２）　MPrJZa K SatP S NJThJNVra N KawaratanJ H TaLaZa H KajJ K NaNJTaLJ T UFjJNa M 
NaHaNatTV S MatTVP H YPThJjJ H. E⒏DaDZ PG SFrVN FFrrJtJn-;JnD RatJP GPr PrFEJDtJnH AEWanDFE 

(2024年 9᭶ 12 ᪥⌧ᅾ)

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

Ᏺᒇ ᆂ 部㛗
消化器ᝈ䚸⅖

ᛶ⭠ᝈ䚸肝ᝈ

᪥ᮏ内科Ꮫ ⥲ྜ内科ᑓ㛛་・ᣦᑟ་・ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᑓ㛛

་・ᣦᑟ་・Ꮫホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ肝臓Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་・ᨭ部ホ㆟ဨ・Ꮫホ㆟

ဨ䚸᪥ᮏ消化器内ど㙾Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་・ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ⅖ᛶ⭠ᝈᏛ

ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ䜹䝥䝉䝹内ど㙾Ꮫㄆᐃ་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ⅖ᛶ⭠

ᝈ༠Ⓩ㘓診療་䚸᪥ᮏ་ᖌㄆᐃ産ᴗ་䚸᪥ᮏ་療Ᏻㄪᰝᶵᵓಶูㄪ

ᰝ部部ဨ䚸᪥ᮏ㟼⬦経⭠ᰤ㣴ᏛTNT4.0◊ಟཷㅮ῭䚸ཌປ┬㞴治ᛶ

⅖ᛶ⭠管㞀ᐖ䛻㛵䛩䜛ㄪᰝ◊✲⌜◊✲༠ຊ⪅䚸ཌປ┬⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸

㌟య㞀ᐖ⪅⚟♴ἲ➨ 15᮲ᣦᐃ་䠄肝臓ᶵ⬟㞀ᐖ䠅䚸㞴病ᣦᐃ་䚸小児៏ᛶ≉

ᐃ病ᣦᐃ་䚸⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་ㅮ⩦ཷㅮ῭䚸ዉⰋ┴❧་科Ꮫ⮫ᗋᩍᤵ䚸

Asian Organization for Crohn's & Colitis member䚸Asian Pacific Association for 

the Study of the Liver member䚸Editorial Review Board of Gastrointestinal 

Endoscopy䚸Editorial Review Board of Journal of Clinical Medicin㼑䚸Editorial 

Review Board of World Journal of Gastroenterology䚸Best Doctors 2022-2023䚸

Best Doctors 2024-2025

ᯇᑿ ⱥᇛ

消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾䚸ୖ部消

化管䛾内ど㙾治

療䠄Ⰻᝏᛶᝈ䠅

᪥ᮏ内科Ꮫ ⥲ྜ内科ᑓ㛛་・ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᣦᑟ་䚸᪥ᮏ消

化器内ど㙾Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་・ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ肝臓Ꮫ肝臓ᑓ㛛་䚸ཌປ

┬⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་ㅮ⩦ཷㅮ῭

Ọᯇ స

胆㐨膵臓ᝈ

ᢸᙜ部㛗

入院・外᮶診

療ᨭᐊ㛗

消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾䚸膵胆㐨

⣔䛾内ど㙾治療

᪥ᮏ内科Ꮫ ⥲ྜ内科ᑓ㛛་・ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸

᪥ᮏ消化器内ど㙾Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་・ᨭ部ホ㆟ဨ・Ꮫ⾡ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ胆㐨Ꮫ

ㄆᐃᣦᑟ་䚸᪥ᮏ肝臓Ꮫ肝臓ᑓ㛛་䚸ཌປ┬⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸⮫ᗋ◊

ಟᣦᑟ་ㅮ⩦ཷㅮ῭

中す ၨ♸ ་㛗
消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾䚸肝ᝈ

᪥ᮏ内科Ꮫ ⥲ྜ内科ᑓ㛛་・ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸

᪥ᮏ肝臓Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器内ど㙾Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㟼⬦経⭠ᰤ㣴Ꮫ

TNT4.0◊ಟཷㅮ῭䚸ཌປ┬⦆䜿䜰◊ಟ⤊䚸⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་ㅮ⩦

ཷㅮ῭

㈡ᒇ  ་㛗
消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾䚸肝ᝈ

᪥ᮏ内科Ꮫ ⥲ྜ内科ᑓ㛛་・ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消

化器内ど㙾Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ肝臓Ꮫ肝臓ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㟼⬦経⭠ᰤ㣴Ꮫ

TNT コ䞊ス◊ಟཷㅮ῭

⸨ᮏ ඃᶞ ་㛗
消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾

᪥ᮏ内科Ꮫ ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器内ど㙾Ꮫᑓ

㛛་䚸᪥ᮏ肝臓Ꮫ肝臓ᑓ㛛་䚸ཌປ┬⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་

ㅮ⩦ཷㅮ῭

⳥ᕝ ⩧㤿 ་ဨ
消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾䚸肝ᝈ

᪥ᮏ内科Ꮫ ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器内ど㙾Ꮫᑓ

㛛་䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ䛜ん治療ㄆᐃ་

ᯇᾆ ᜤᖹ ་ဨ
消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾
᪥ᮏ内科Ꮫ ᑓ㛛་

すᑿ ຬဢ ᑓᨷ་
消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾

ᒣᮏ ༓⣪ ᑓᨷ་
消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾

ᮎᒱ ⥤⳯ ᑓᨷ་
消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾

ሷ㇂ ୍ᶞ ᑓᨷ་
消化器ᝈ䚸消化

器内ど㙾

内ど㙾ᢸᙜ部

㛗

内ど㙾部部㛗
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LJWFr FJCrPTJT Jn PatJFntT wJth AVtPJNNVnF HFpatJtJT. J CMJn MFE. 2023 JVM 3� 12（13): 4463. EPJ: 
10.3390/jDN12134463. PMID: 37445498� PMCID: PMC10342266.

３）　MPrJZa K Hara R TPNPPLa F ShJNP[atP N NJThJNVra N KawaratanJ H YPThJjJ H. CPnDVrrFnt 
UMDFratJWF CPMJtJT Jn a PrFHnant PatJFnt wJth RhFVNatPJE ArthrJtJT: A CaTF RFpPrt. IntFrn MFE. 
2023 JVn 14. EPJ: 10.2169/JntFrnaMNFEJDJnF.1833-23. EpVC ahFaE PG prJnt. PMID: 37316274.

̐）　MPrJZa K SaFLJ K NJThJNVra N SatP S SawaEa Y TaLaZa H KajJ K KawaratanJ H NaNJTaLJ 
T ALahanF T YPThJjJ H. ;JnD SVppMFNFntatJPn anE an INprPWFE QVaMJtZ PG LJGF Jn PatJFntT wJth 
AVtPJNNVnF HFpatJtJT. IntFrn MFE. 2023 MaZ 17. EPJ: 10.2169/JntFrnaMNFEJDJnF. 1817-23. EpVC 
ahFaE PG prJnt. PMID: 37197963.

５）　TPNPPLa F MPrJZa K KVCP T ShJCaNPtP A SV[VLJ J IwaJ S TaLFEa S FVjJNPtP Y EnPNPtP 
M MVrata K TTVjJ Y FVjJnaHa Y KJtaHawa K NJThJNVra N TaLaZa H KajJ K KawaratanJ 
H NaNJTaLJ T ALahanF T MJtPrP A YPThJjJ H. PMaTNa DPpFptJn DPnDFntratJPn JT a prFEJDtPr 
PG tPMWaptan FGGJDaDZ Jn patJFntT wJth hFpatJD aTDJtFT. PPrt HZpFrtFnT CJrrhPT. 2023� 2: 109-114. 
EPJ:10.1002/pPh2.55114

̒）　KJZPhara H YaNa[aLJ H MPrJZa K ALJNPtP N KawaJ S TaLFnaLa K FVLVEa T TPNJnaHa K 
UNFnP J ShJn[aLJ S HPn[awa Y TaLaHJ T IDhJLawa H EnEP T O[aLJ R AnEPh A MatTVPLa 
K HJCJ T KPCaZaThJ T. 8hJtF CMPPE DFMM DPVntT anE GVtVrF rFMapTF Jn VMDFratJWF DPMJtJT VnEFr MPw-
EPTF thJPpVrJnF trFatNFnt Jn rFaM-wPrME praDtJDF: a thrFF ZFar JapanFTF NVMtJ-DFntFr rFtrPTpFDtJWF 
DPhPrt TtVEZ. InqaNNatPrZ IntFTtJnaM DJTFaTFT. 2023（In prFTT)

７）　NaHanVNa M KPCaZaThJ T KVnJTaLJ R MatTVPLa K YaNaNPtP S KawaNPtP A SaJtP D NanLJ K 
NarJNatTV K ShJHa H ETaLJ M YPThJPLa S KatP S SarVta M TanaLa S YaTVtPNJ E YPLPZaNa 
K MPrJZa K TTV[VLJ Y OPJ M FVjJZa M NaLa[awa A ACF T HJTaNatTV T� JapanFTF UC StVEZ 
GrPVp. RFaM-wPrME F⒏DaDZ anE TaGFtZ PG aEWanDFE thFrapJFT Jn hPTpJtaMJ[FE patJFntT wJth VMDFratJWF 
DPMJtJT. J GaTtrPFntFrPM. 2023 DFD� 58（12): 1198-1210. EPJ: 10.1007/T00535-023-02048-w. EpVC 2023 ODt 
13. PMID: 37831183.

̔）　8atanaCF K NPjJNa M NaLaTF H SatP T MatTVVra M APZaNa N KPCaZaThJ T SaLVraCa H 
NJThJThJta M YPLPZaNa K ETaLJ M HJraJ F NaHahPrJ M NanjP S ONPrJ T TanJEa S YPLPZaNa 
Y MPrJZa K MaFNPtP A HanEa O OhNJZa N TTVDhJZa K ShJn[aLJ S KatP S UraPLa T TanaLa 
H TaLatTV N NJThJEa A UNFnP J NaLaNVra M MJThJNa Y FVjJZa M TTVDhJEa K HJraPLa S 
OLaCF M TPZPnaHa T MatTVPLa K AnEPh A HJrPta Y HJTaNatTV T� J-COMBAT TtVEZ HrPVp. 
TrajFDtPrZ anaMZTFT tP JEFntJGZ pFrTJTtFntMZ MPw rFTpPnEFrT tP CO7ID-19 WaDDJnatJPn Jn patJFntT 
wJth JnGMaNNatPrZ CPwFM EJTFaTF: a prPTpFDtJWF NVMtJDFntrF DPntrPMMFE TtVEZ J-COMBAT. J 
GaTtrPFntFrPM. 2023 ODt� 58（10): 1015-1029. EPJ: 10.1007/T00535-023-02029-[. EpVC 2023 AVH 10. 
PMID: 37561155.

９）　TaLaZa H NaNJTaLJ T EnPNPtP M KVCP T TTVjJ Y FVjJnaHa Y NJThJNVra N KajJ K KawaratanJ 
H MPrJZa K ALahanF T MatTVNPtP M YPThJjJ H. ThF RatJP PG WPn 8JMMFCranE FaDtPr AntJHFn 
tP ADAMTS13 ADtJWJtZ: UTFGVMnFTT aT a PrPHnPTtJD BJPNarLFr Jn ADVtF-Pn-ChrPnJD LJWFr FaJMVrF. 
BJPMPHZ（BaTFM). 2023 Jan 20� 12（2): 164. EPJ: 10.3390/CJPMPHZ12020164. PMID: 36829443� PMCID: 
PMC9952680.
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症ྫ報ࠂ
１）　金井大ւɼ尾崎জɼ新ډ田ହ大ɼ上嶋昌和ɼ永松৾࡞ɼक屋　ܓɼ松尾ӳ城ɼ高　็ࡁɼ石田ӳ和：

FMaTh GMVDPTF MPnJtPrJnH SZTtFN が血糖ม動の֬ೝおよび治療に有ޮであったインスリノーマの一
ྫ．奈良県総合医療センター医学雑ࢽ 27 １号：117-121ר 2023

２）　新ډ田ହ大ɼ尾崎জɼ古家美ɼ永松৾࡞ɼक屋　ܓɼ松尾ӳ城ɼ上嶋昌和：クエチアピン中ࢭ
後にインスリン分泌能のվ善がೝめられた糖尿病性ケトアシドーシスの１ྫ．奈良県総合医療セン
ター医学雑ࢽ 27 １号：54-56ɼ2023ר

３）　上嶋昌和ɼ尾崎জɼ新ډ田ହ大ɼ古家美ɼӽ智真一ɼ八木秀உɼ永松৾࡞ɼक屋　ܓɼ松尾 
ӳ城：フルコナゾールが原Ҽと考えられたِ性アルドステロン症をう副腎皮࣭機能下症の１
ྫ．奈良県総合医療センター医学雑１ר27ࢽ号：45-48 2023

講　演
１）　क屋　ܓ　Ԍ症性腸疾患の ABC　第 84 ճ奈良県大腸疾患ษڧ会ಛ別講演　2023/ ̔/ ５（奈良市）
２）　क屋　ܓ　IBD と臨床ʙૅجに向けた෬ฌへの対ॲ法ʙ腸外合ซ症のུ߈ ThF ̒th KPCF IBD 

CMJnJDaM CPnGFrFnDF ಛ別講演　2023/ ９/ ２（神戸市）
３）　क屋　ܓ　IBD チーム診療の実現に向けた院内ネットワークの拡ॆを目指して　大阪 IBD トータル

サポートಛ別講演　2023/ ９/28（大阪市）
̐）　क屋　ܓ　૿え続ける大腸の病ؾʙԌ症性腸疾患のૅجࣝ　消化器疾患医療連携セミナー講演　

2024/ １/11（奈良市）
５）　क屋　ܓ　ຫ性下ཀྵに対する内科診療のコツ　奈良県総合医療センター病診・病病連携医療講座　

2024/ １/18（奈良市）
̒）　क 屋　 　ܓ ௵ ᙾ 性 大 腸 Ԍ の ؑ 別 診 அ と 内 科 త 治 療　UMDFratJWF CPMJtJT 8FC SFNJnar 講 演　

2024/02/28（奈良市）
７）　上嶋昌和　２型糖尿病患者における࣭ࢷҟৗ症治療　ʙ 2022 年動຺ߗ化性疾患ガイドラインを౿ま

えてʙ　奈良市医師会学ज़講演 2023/ ２/ ９（奈良市）
̔）　上嶋昌和　メディカルスタッフのための糖尿病治療薬ワンポイント講座．第 10 ճなら１型糖尿病

ミーティング 2023/ ３/25（奈良市）
９）　上嶋昌和　糖尿病薬療法の最新の話．第１ճ糖尿病薬療法地域医療研ڀ会 2023/ ３/30（奈良

市）
10）　上嶋昌和、ଞ　ಥવ口から出血がʂ第 22 ճ奈良総合診療研ڀ会 2023/ ７/ １（橿原市）
11）　上嶋昌和　CHARGE 症ީ群の tranTJtJPn を経ݧして感じた．第 28 ճ小児内分泌ઐ門医セミナー

2023/ ̔/20（名古屋市）
12）　永松৾࡞　明日から立つᢄ疾患診療のトピックス　消化器疾患医療連携セミナー講演　2024/

１/11（奈良市）

シンポジウムなど
１）　क屋　ܓ、ଞ　治性ෲ水に対するトルバプタンのޮՌ༧ଌҼ子としての治療前血清コペプチンೱ

の有༻性　第 59 ճ日本؊ଁ学会総会　パネルディスカッション　2023/ ̒/16（奈良市）
２）　क屋　ܓ　第 110 ճ日本消化器内視鏡学会近ـ支部ྫ会ワークショップ座長　2023/ ̒/24（大阪市）
３）　क屋　ܓ、ଞ　௵ᙾ性大腸Ԍ治療における JAK- １બత્剤の有ޮ性とそのҐ置づけ　第 119

ճ　日本消化器病学会近ـ支部ྫ会シンポジウム　2023/ ９/30（大阪市）
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̐）　क屋　ܓ、ଞ　腸外症状のվ善も考ྀした当院の௵ᙾ性大腸Ԍに対する治療ઓུ　第 78 ճ日本大
腸肛門病学会学ज़集会シンポジウム　2023/11/11（熊本市）

５）　松尾ӳ城、ଞ　ඇ੩຺ᚅ性上部消化出血に対するࢭ血ज़の現況ʙ安શ性を重視した当院の方に
ついてʙ　第 110 ճ　日本消化器内視鏡学会近ـ支部ྫ会シンポジウム 2023/ ̒/24（大阪市）

̒）　永松৾࡞、ଞ　ᢄ؞のज़前化学放射線治療࣌におけるѱ性道ࡥڱに対するదなステントの
検౼　第 111 ճ　日本消化器内視鏡学会近ـ支部ྫ会シンポジウム 2023/11/18（大阪市）

７）　菊川翔馬、ଞ　当院における急性ᢄԌ後൩ظ合ซ症に対する内視鏡త治療の検౼　第 111 ճ　日本
消化器内視鏡学会近ـ支部ྫ会シンポジウム 2023/11/18（大阪市）

̔）　松浦ګ平、ଞ　より安શな内視鏡検査の実現に向けた当院のऔりみʙインシデント・アクシデン
ト事ྫの振りฦりからಘられるものʙ　第 111 ճ　日本消化器内視鏡学会近ـ支部ྫ会パネルディ
スカッション 2023/11/18（大阪市）

一ൠ演
１）　MPrJZa K Ft aM. CMJnJDaM JnWFTtJHatJPn PG DhanHFT Jn thF SARS-CP7- ２ WaDDJnF IHG antJCPEZ tJtFrT 

Jn patJFntT wJth JnqaNNatPrZ CPwFM EJTFaTF. AOCC2023 Apr. 142023. BVTan SPVth KPrFa.
２）　InPVF T MPrJZa K Ft aM. CMVTtFr anaMZTJT PG thF DharaDtFrJTtJDT PG GFDaM CJMF aDJE DPNpPTJtJPn anE 

DaVTFT PG EZTCJPTJT Jn DhrPnJD hFpatJtJT C. AASLD ThF LJWFr MFFtJnH NPW. 10-14 2023. BPTtPn 
USA.（PrFTJEFntJaM PPTtFr PG DJTtJnDtJPn）

３）　InPVF T MPrJZa K Ft aM. CharaDtFrJTtJDT PG thF JntFTtJnaM FnWJrPnNFnt anE JtT rFMatJPnThJp tP 
EJTFaTF prPHrFTTJPn CaTFE Pn thF GFDaM CJMF aDJET DPNpPTJtJPn CFGPrF anE aGtFr hFpatJtJT C WJrVT 
FMJNJnatJPn. AASLD ThF LJWFr MFFtJnH NPW. 10-14 2023. BPTtPn USA.

̐）　KJZPhara H MPrJZa K Ft aM. ThF DPVntT PG whJtF CMPPE DFMMT arF nPt prFEJDtJWF GPr MPnH-tFrN 
rFNJTTJPn VnEFr trFatNFnt wJth thJPpVrJnFT: a thrFF ZFar JapanFTF NVMtJ-DFntFr rFtrPTpFDtJWF 
DPhPrt TtVEZ. 18th CPnHrFTT PG ECCO（ECCO 2023）Mar. 3 2023. CPpFnhaHFn DFnNarL.

５）　MPrJZa K. ChaJr PG PraM GrFF TFTTJPnT: LJWFr CJrrhPTJT 02. APASL2024 Mar.30 2024. KZPtP JAPAN
̒） KPNFEa Y NaHaNatTV S MPJrZa K Ft aM. ThF F⒎FDt PG B-RTO Pn hFpatJD GVnDtJPnaM rFTFrWF anE 

JtT WPMVNF Jn DJrrhPtJD patJFntT. PPTtFr-0965. APASL2024 Mar.30 2024. KZPtP JAPAN
７）　क屋　ܓ　第 51 ճ日本消化器؞検診学会 LS 座長 2023/ １/14（奈良市）
̔）　क屋　ܓ　第 31 ճ奈良؊ଁミーティング ಛ別講演座長 2023/ ３/17（橿原市）
９）　क屋　ܓ、ଞ　長ظの໔Ӹ制療法が CO7ID-19 ワクチン߅体Ձの産生ྔにٴ΅すӨڹ　第 109 ճ

日本消化器病学会総会　一ൠ口演 2023/ ̐/ ̔（長崎市）    
10）　क屋　ܓ　IBD 腸外症状の ABC　奈良県 IBD 治療 8EB 講演会　一ൠ口演　2023/ ̔/24（奈良市、

8EB）
11）　क屋　ܓ　IBD チーム診療の実現に向けた新たなऔりみ　第 82 ճ奈良消化器代ँセミナー一ൠ

口演 2023/ ９/14（橿原市）
12）　क屋　ܓ、ଞ　TrFat tP TarHFt の観点を౿まえた当院の治性௵ᙾ性大腸Ԍに対する新規治療ઓུ　

第 14 ճ日本Ԍ症性腸疾患学会 （JSIBD) 一ൠ口演 2023/12/ ２（神戸市）
13）　क屋　ܓ、ଞ　Ԍ症性腸疾患患者のୀ院後生活を意ࣝした実ફత看護の実現に向けた新たなऔり

み　第 14 ճ日本Ԍ症性腸疾患学会 （JSIBD) 一ൠ口演 2023/12/ ２（神戸市）
14）　क屋　ܓ　第 45 ճ日本؊ଁ学会西部会　一ൠ口演座長 2023/12/ ７（京都市）
15）　क屋　ܓ　第 39 ճ IBD CMVC Jr 8FTt　一ൠ口演座長 2023/12/16（大阪市）
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16）　松尾ӳ城、ଞ　胃腺जに対する ESD 施行後の長ظ経過に関する検౼　JDD82023 デジタルポスター 
2023/11/ ２（神戸市）

17）　永松৾࡞　第 69 ճ奈良県消化器内視鏡研ڀ会　一ൠ口演座長 2023/12/16（奈良市）
18）　永松৾࡞、ଞ　急性ᢄԌ後の 8aMMFE P⒎ nFDrPTJT（8ON）に対する治療の現状と感染性 8ON のಛ

　第 109 ճ日本消化器病学会総会一ൠ口演 2023/ ̐/ ̔（長崎市）
19）　永松৾࡞、ଞ　ᢄजᚅに対する EUS-FNA の正診にӨڹをٴ΅すҼ子の検౼　第 105 ճ　日本消

化器内視鏡学会総会一ൠ口演 2023/ ５/25（東京都）
20）　上嶋昌和、ଞ　ACTH ґଘ性 CVThJnH 症ީ群に合ซし、高ࡥڱを来した急性յࢮ性৯道Ԍの１ྫ　

第 111 ճ　日本消化器内視鏡学会近ـ支部ྫ会一ൠ口演 2023/11/18（奈良市）
21）　上嶋昌和、ଞ　下ਨ体機能下症をܖ機に発症された下ਨ体ᙾをٙう１ྫ　第 26 ճ日本病院総合

診療医学会学ज़集会 2023/ ２/18（宇都宮市）
22）　上嶋昌和　一ൠ演座長　視床下部・下ਨ体１　第 66 ճ日本甲状腺学会学ज़集会 2023/12/ ７（金

沢市）
23）　賀屋大հ、ଞ　আෆ能؊細๔؞に対する AtF[PMJ[VNaC�BFWaDJ[VNaC ซ༻療法の治療成と༩

中ࢭ症ྫの臨床త検౼ʙࣗ施設ྫでのղ析ʙ　第 59 ճ 日本؊ଁ学会総会一ൠ口演 2023/ ̒/16（奈
良市）

24）　賀屋大հ、ଞ　আෆ能ਐ行؊細๔؞に対する AtF[PMJ[VNaC�BFWaDJ[VNaC ซ༻療法の治療成と
༩終ྃ症ྫについての臨床త検౼　JDD82023 デジタルポスター 2023/11/ ３（神戸市）

25）　賀屋大հ、ଞ　当院におけるナルメフェンಋ入初ظの治療成について　第 45 ճ日本؊ଁ学会西部
会一ൠ口演 2023/12/ ７（京都市）

26）　尾崎জ、ଞ　当院で経ݧした SGLT- 　薬による正ৗ血糖糖尿病ケトアシドーシスの̐症ྫ２્
第 66 ճ日本糖尿病学会年࣍学ज़集会 2023/ ５/11（鹿児島市）

27）　Ֆ谷७一、ଞ　ѱ性ԕҐࡥڱに対する SEMS（TFMG-FYpanEaCMF NFtaM TtFnt）の治療成　
JDD82023 デジタルポスター 2023/11/ ３（神戸市）

28）　菊川翔馬、ଞ　当院における急性ᢄԌ൩ظ合ซ症に対する内視鏡治療の検౼　第 69 ճ奈良県消化器
内視鏡研ڀ会一ൠ口演 2023/12/16（奈良市）

29）　玉田喜規、ଞ　ૣظ胃؞に対する ESD 施行ྫにおいてज़後 10 年以上経過した症ྫの検౼　第 105
ճ　日本消化器内視鏡学会総会一ൠ口演 2023/ ５/25（東京都）

30）　米田༟྄、ଞ　ࣗݾ໔Ӹ性؊Ԍ患者における CO7ID-19 感染の重症化リスクݮを目指してʙ
SARS-CP7- ２ワクチン߅体Ձに関する臨床త検౼ʙ 第 59 ճ 日本؊ଁ学会総会一ൠ口演 2023/ ̒
/16（奈良市）

31）　米田༟྄、ଞ　ਐ行؊細๔؞に対してレンバチニブを༩中にフルニエյᙫを発症した一ྫ　第 28
ճ؊؞分子ඪత治療研ڀ会一ൠ口演 2023/ （ຈ市ࡳ）23/̒

32）　米田༟྄、ଞ　第 31 ճ奈良؊ଁミーティング コロナワクチンの関༩がٙわれた急性؊Ԍの一ྫ　
一ൠ口演 2023/ ３/17（橿原市） 

33）　西尾༐࠸、ଞ　ભԆする大腸Ԍをఄした小児 IBDU の１ྫ　第 78 ճ日本大腸肛門病学会学ज़集会
一ൠ口演 2023/11/10（熊本市）

34）　ଠ田ߒ平、ଞ　診அ・治療にྀۤした؊門部؞の一ྫ　第 118 ճ日本消化器病学会近ـ支部ྫ
会一ൠ口演 2023/ １/21（大阪市）

35）　ଠ田ߒ平、ଞ　ૣظ診அがՄ能であった急性؊Ԍ型ࣗݾ໔Ӹ性؊Ԍの１ྫ　第 242 ճ日本内科学会
近ـ支部ྫ会一ൠ口演 2023/12/ ９（大阪市）
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36）　松尾༔矢、ଞ　CO7ID-19 ワクチンछがܖ機となった急性؊োの２ྫ　第 241 ճ日本内科学会
近ـ支部ྫ会一ൠ口演 2023/ ９/ ２（大阪市）

37）　松尾༔矢、ଞ　ࣗવམした৯道ステントを内視鏡でແ事ճऩできた１ྫ　第 111 ճ　日本消化器
内視鏡学会近ـ支部ྫ会一ൠ口演 2023/11/18（大阪市）

38）　ذҁ菜、ଞ　൚下ਨ体機能下症による NASH มの１ྫ　第ߗ؊ 241 ճ日本内科学会近ـ支部ྫ
会一ൠ口演 2023/ ９/ ２（大阪市）

39）　ذҁ菜、ଞ　ᢄᕶ液性೯๔性जᙾとのؑ別がࠔであったᢄ神経内分泌जᙾの一ྫ　第 118 ճ日
本消化器病学会近ـ支部ྫ会一ൠ口演 2023/ １/21（大阪市）

40）　山本千ࣿ、ଞ　৯道ステント留置後のؾѹഉにう急性呼吸ෆશに対し、ۓ急ステントൈڈज़が
ޮした一ྫ　第 120 ճ日本消化器病学会近ـ支部ྫ会　2024/ １/27（神戸市）

41）　久อ智༟、ଞ　外తなཁҼなくઠを来した DPMMaHFnPVT DPMJtJT の一ྫ　第 118 ճ日本消化器病学会
近ـ支部ྫ会一ൠ口演 2023/ １/21（大阪市）

42）　船ഭ、ଞ　消化出血を܁りฦした大動຺หࡥڱ症の１ྫ　奈良県総合医療センター臨床研修
医症ྫ研ڀ会一ൠ口演 2023/ ７/22（奈良市）

43）　山田元子、ଞ　重症ᢄԌ後の DPDS にࢷ、SpZ GMaTT DS を༻することによりஅ྾した尾ଆ
ᢄドレナージがՄ能となった１ྫ　第 111 ճ　日本消化器内視鏡学会近ـ支部ྫ会一ൠ口演
2023/11/18（大阪市）

44）　山田元子、ଞ　ਐ行ᢄଁ؞にうڊ大ஷ留೯๔に対しダンベル型金属ステントを༻いた今日Ի波内
視鏡下᙮ドレナージが有༻であった１ྫ　奈良県総合医療センター臨床研修医症ྫ研ڀ会一ൠ口
演 2023/ ７/22（奈良市）

45）　出口ହ地、ଞ　下ਨ体機能下症をܖ機に発症された下ਨ体ᙾをٙう１ྫ　第 24 ճ日本内分泌学
会近ـ支部学ज़集会 2023/10/28（ຕ方市）

46）　河邉良ࢬ、ଞ　ڳ腺ज合ซをう GAD -体ӄ性・IA-2߅ 体陽性１型糖尿病߅体ӄ性・インスリン߅
の１ྫ　第 60 ճ日本糖尿病学会近ـ地方会 2023/10/14（神戸市）

47）　池ᣈ美香、ଞ　血糖発࡞をܖ機に診அした IGF- Ⅱ産生ݽ立性線ҡ性जᙾの１ྫ　第 60 ճ日本糖
尿病学会近ـ地方会 2023/10/14（神戸市）

48）　大塚美ึ、ଞ　スティグマに向き合う　インスリンはݏというݴ༿のཪଆ　第 28 ճ日本糖尿病ڭҭ・
看護学会学ज़集会 2023/ ９/23（岡山市）
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１　औΓΈ

　がん治療において、内科、外科、放射線治療科などが連携して治療を行うことがඇৗに重ཁになる。血
液・जᙾ内科では、血液जᙾٴび治ݻ形जᙾの集学త治療の૭口となる。
　患者さんの生活の࣭をҡ࣋しながら治療をܧ続できるように、通院がん治療をਐめている。֤科の医師、
看護師、薬剤師とྗڠして外来化学療法室をӡ営している。
　治療のૣظから症状؇和治療を行うことが、がん治療をਐめるうえで重ཁであることがわかってきた。
当院では、ೝఆ看護師、ઐै医師によるがんサポートチームを通じてがん患者さんの症状؇和ケア、精神
తサポートなどを行っている。
　໔Ӹ療法などの新しい治療方法の副࡞༻対ࡦについて、診療科、ଞ職छの連携を構築できるようにಇき
かけている。

２　Ռ

　˔外来治療室での化学療法݅

　˔血液・जᙾ内科での治性ѱ性जᙾ（ഏ؞をআく）の治療

　　　　　　　　　　　　

̏　医師հ

2019 年度 6,056 ௳

2020 年度 8,237 ௳

2021 年度 9,369 ௳

2022 年度 9,841 ௳

2023 年度 10,705 ௳

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

ⓑ⾑病 27 ௳ 39 ௳ 31 ௳ 41 ௳ 61 ௳

ᝏᛶࣜン60 ⭘ࣃ ௳ 86 ௳ 105 ௳ 116 ௳ 142 ௳

ከⓎᛶ㦵㧊⭘ 17 ௳ 19 ௳ 21 ௳ 19 ௳ 48 ௳

ཎⓎ᫂⒴ ２௳ ２௳ ２௳ ６௳ ６௳ 

㌾㒊⫗⭘ ２௳ ２௳ ２௳ ４௳ ６௳ 

⮬ᐙ移᳜ 㸳௳ ４௳ 10 ௳ 10 ௳ 10 ௳

ྠ✀移᳜ ３௳ 㸶௳ ６௳ 11 ௳ ９௳ 

外᮶日㸸月᭙日～㔠᭙日㸦Ỉ᭙日 ༗ᚋึデのみ）

2019 年度 6,056 ௳

2020 年度 8,237 ௳

2021 年度 9,369 ௳

2022 年度 9,841 ௳

2023 年度 10,705 ௳

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

ⓑ⾑病 27 ௳ 39 ௳ 31 ௳ 41 ௳ 61 ௳

ᝏᛶࣜン60 ⭘ࣃ ௳ 86 ௳ 105 ௳ 116 ௳ 142 ௳

ከⓎᛶ㦵㧊⭘ 17 ௳ 19 ௳ 21 ௳ 19 ௳ 48 ௳

ཎⓎ᫂⒴ ２௳ ２௳ ２௳ ６௳ ６௳ 

㌾㒊⫗⭘ ２௳ ２௳ ２௳ ４௳ ６௳ 

⮬ᐙ移᳜ 㸳௳ ４௳ 10 ௳ 10 ௳ 10 ௳

ྠ✀移᳜ ３௳ 㸶௳ ６௳ 11 ௳ ９௳ 

外᮶日㸸月᭙日～㔠᭙日㸦Ỉ᭙日 ༗ᚋึデのみ）

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ)

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ඵᮌ ⚽⏨ 部㛗

㐀血器腫瘍

㐀血ᖿ⣽⬊⛣᳜

㍺血་療

血ᰦṆ血

᪥ᮏ内科Ꮫ⥲ྜ内科ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸血液内科ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ

㍺血・⣽⬊治療Ꮫㄆᐃ་䚸㐀血ᖿ⣽⬊⛣᳜ㄆᐃ་䚸⣽⬊治療ㄆᐃ管⌮

ᖌ治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ血液Ṇ血Ꮫㄆᐃ་䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷ

ㅮ῭

小ᯘ ┿ஓ 部㛗

呼吸器ᝈ䠄⫵⒴䚸

⦆་療䠅

腫瘍୍⯡

᪥ᮏ⮫ᗋ腫瘍Ꮫ䛜ん⸆≀療ἲᑓ㛛་䚸᪥ᮏ内科Ꮫ⥲ྜ内科ᑓ㛛

་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ呼吸器Ꮫ呼吸器ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ呼吸器内ど㙾Ꮫᑓ㛛

་・ᣦᑟ་䚸䛜んㄆᐃᶵᵓ䛜ん治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ䝥䝷䜲䝬䝸䜿䜰Ꮫᐙᗞ

་療ᑓ㛛་䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷㅮ῭

内ཎ ṇ人 ་㛗 血液内科 ᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸᪥ᮏ血液Ꮫㄆᐃ血液ᑓ㛛་

㇂ ᝡ ་ဨ
内科୍⯡

㐀血器腫瘍
᪥ᮏ内科Ꮫ内科ᑓ㛛་

ᒣᮏ 㞞⨾ ᑓᨷ་

ᒣ口 ᑗኴ ᑓᨷ་
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ۀ　̐

原　ஶ
１）　A[VNJ H KVCP M OtanJ A ODhJ S KPCaZaThJ S MJZataLa Y NaLaNVra N YaHJ H. PatJFnt 

wJth AEVMt T-DFMM LFVLFNJa anE LVnH InGFDtJPn DaVTFE CZ MZDPCaDtFrJVN aCTDFTTVT: SVDDFTTGVM 
TrFatNFnt wJth IntFnTJWF ChFNPthFrapZ FPMMPwFE CZ HapMPJEFntJDaM HFNatPpPJFtJD StFN CFMM 
TranTpMantatJPn: A CaTF RFpPrt. IntFrnaM MFEJDJnF EPJ: 10.2169/JntFrnaMNFEJDJnF.1181-22 2023

２）　NaLaZa A ShJCaZaNa H UPThJNa N YaNaNVra R YPThJPLa S INaEa K ShJNVra Y HPtta M 
MatTVJ T KPTVHJ S HanaNPtP H UDhJZaNa H YPThJhara S FVDhJEa S OnEa Y TanaLa Y Ohta K 
MatTVEa M KanEa J YPLP A KJZPta M Kawata E TaLahaThJ R FVLVThJNa K TanaLa H YaHJ 
H TaLaLVwa T HPTFn N ItP T ShJNa[aLJ C TaLaPrJ-KPnEP A KVrPEa J MatTVNVra I anE HJnP 
M. INpaDt PG DZtPHFnFtJD aCnPrNaMJtJFT Jn TZNptPNatJD NVMtJpMF NZFMPNa� a JapanFTF rFaM-wPrME 
anaMZTJT GrPN KanTaJ MZFMPNa FPrVN. LFVLFNJa RFTFarDh RFpPrtT 20（17): 100395 DOI: 10.1016/
j.Mrr.2023.100395 2023

３）　MatTVNPtP M MJZaLawa Y KPLaNF K UFEa Y 8aEa H HJHaTa S YaHJ H OHawa Y SaLaJ 
K MJZata T MPrJThJta E FVjJNVra Y. DJaHnPTtJD anE trFatNFnt HVJEFMJnFT GPr thrPNCPtJD 
thrPNCPDZtPpFnJD pVrpVra（TTP)Jn Japan 2023. Int J HFNatPM 118: 529-546 2023

̐）　ShJNVra Y ShJCaZaNa H NaLaZa A YaNaNVra R INaEa K KanFLP H HanaNPtP H FVDhJEa 
S TanaLa H KPTVHJ S KJZPta M MatTVJ T KanEa J IJEa M MatTVEa M UPThJNa N ShJCanP 
M KaraTVnP T HaNaEa T Ohta K ItP T YaHJ H YPThJhara S ShJNa[aLJ C NPNVra S HJnP M 
TaLaPrJ-KPnEP A MatTVNVra I KanaLVra Y KVrPEa J. RFaM-wPrME Eata Pn JnEVDtJPn thFrapZ Jn 
patJFntT wJth tranTpMant-JnFMJHJCMF nFwMZ EJaHnPTFE NVMtJpMF NZFMPNa: rFtrPTpFDtJWF anaMZTJT PG 598 
DaTFT GrPN KanTaJ MZFMPNa FPrVN. Int J HFNatPM 118: 609-617 2023

５）　ShJNa[V Y KanEa J KPTVHJ S ItP T KanFLP H INaEa K ShJNVra Y FVDhJEa S FVLVThJNa 
K TanaLa H YPThJhara S Ohta K UPThJNa N YaHJ H ShJCaZaNa H YaNaNVra R TanaLa Y 
UDhJZaNa H OnEa Y AEaDhJ Y HanaNPtP H TaLahaThJ R MatTVEa M MJZPThJ T TaLaLVwa T 
HJnP M HPTFn N NPNVra S ShJNa[aLJ C MatTVNVra I TaLaPrJ-KPnEP A KVrPEa J. E⒏DaDZ PG 
FMPtV[VNaC GPr NVMtJpMF NZFMPNa Jn rFGFrFnDF tP MZNphPDZtF DPVntT anE Lappa/MaNCEa ratJP Pr 
B2 NJDrPHMPCVMJn. SDJFntJpD rFpPrtT 13: 5159 EPJ.PrH/10.1038/T41598-023-32426-6

̒）　NaLaNVra N ArJNa N TaLaLVwa T YPThJPLa S INaEa K FVLVThJNa K HPtta M FVDhJEa SI 
KanEa J UPThJNa N ShJNVra Y TanaLa H Ohta K KPTVHJ S YaHJ H YPThJhara S YaNaNVra 
R AEaDhJ Y HanaNPtP H ShJCaZaNa H HPTFn N ItP T ShJNa[aLJ C TaLaPrJ-KPnEP A KVrPEa 
J MatTVNVra I HJnP M� KanTaJ MZFMPNa FPrVN. E⒏DaDZ PG FMPtV[VNaC GPr NVMtJpMF NZFMPNa 
EFtFrJPratFT aGtFr EaratVNVNaC: a NVMtJDFntFr rFtrPTpFDtJWF TtVEZ. Ann HFNatPM. 2024 Mar 16. 
EPJ: 10.1007/T00277-024-05705-[

７）　ShJNVra Y ShJCaZaNa H NaLaZa A YaNaNVra R INaEa K KanFLP H HanaNPtP H FVDhJEa 
SI TanaLa H KPTVHJ S KJZPta M MatTVJ T KanEa J IJEa M MatTVEa M UPThJNa N ShJCanP 
M KaraTVnP T HaNaEa T Ohta K ItP T YaHJ H YPThJhara S ShJNa[aLJ C NPNVra S HJnP M 
TaLaPrJ-KPnEP A MatTVNVra I KanaLVra Y KVrPEa J. RFaM-wPrME Eata Pn JnEVDtJPn thFrapZ Jn 
patJFntT wJth tranTpMant-JnFMJHJCMF nFwMZ EJaHnPTFE NVMtJpMF NZFMPNa: rFtrPTpFDtJWF anaMZTJT PG 598 
DaTFT GrPN KanTaJ MZFMPNa FPrVN. Int J HFNatPM. 2023 NPW� 118（5): 609-617.

̔）　SaJtP K SaLaJ K KVCP M A[VNJ H HaNaNVra A ODhJ S ANaHaTF H KVnJFEa H OHawa Y 
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YaHJ H MatTVNPtP M. PFrTJTtFnt ADAMTS13 JnhJCJtPr EFMaZT rFDPWFrZ PG ADAMTS13 aDtJWJtZ Jn 
DapMaDJ[VNaC-trFatFE JapanFTF patJFntT wJth JTTP. BMPPE AEW. 2024 MaZ 14� 8（9): 2151-2159

総　આ
１）　八木秀உ . 病ؾのはなし　血ખ性ඍ小血症　検査と技ज़ 51（12): 1354-1360 2023

講　演
１）　八木秀உ：モーニングセミナー ２- ̔　後天性フォン・ヴィレブランド症ީ群の病ଶと治療．第 85

ճ日本血液学会学ज़集会（東京）

一ൠ演
１）　小林真、山口কଠ　山本խ美、大谷　ಯ、ӽ智真一、八木秀உ、山本千ࣿ、क屋　ܓ、中村จほか：

経ᰍ੩຺త؊生検により診அした؊アミロイドーシスの１ྫ．第 49 ճ日本ࠎज学会学ज़集会（福
岡）

２）　小林真、大谷　३、山本խ美、大谷　ಯ、ӽ智真一、八木秀உ、中村จほか：カプラシズマブ
を༻した໔Ӹ原性血ખ性血小൘ݮগ性ݮগ性ࢵ斑病（JTTP）の３ྫ．第 85 ճ日本血液学会学ज़
集会（東京）

３）　ӽ智真一、山本խ美、大谷　ಯ、小林真、八木秀உ：SMILE 療法が功し、ࣗ家Ҡ植後にશ
ղがಘられた腸症型 T 細๔性リンパजの１ྫ．第 85 ճ日本血液学会学ज़集会（東京）

̐）　大谷　ಯ、ӽ智真一、山本խ美、小林真、八木秀உ：ダサチニブが༩後に HLA 合க血װ
細๔Ҡ植を行うことで行がಘられたංຬ細๔白血病の１ྫ．第 85 ճ日本血液学会学ज़集会（東京）

５）　ᜊ藤健貴、八木秀உ・ほか：カプラシズマブの༻は日本人後天性 TTP において ADAMTS13 活
性のճ෮をくするՄ能性がある．第 85 ճ日本血液学会学ज़集会（東京）

̒）　中村直和、八木秀உ・ほか：ダラツムマブ治療後のエロツズマブのޮՌは下する：関西ࠎजフォー
ラムデータベースによる後方視తղ析．第 85 ճ日本血液学会学ज़集会（東京）

７）　平প৳之ॿ、小林真、大谷　ಯ、ӽ智真一、八木秀உ、中村จ、松本խଇ：カプラシズマブを
した後天性༺ TTP の１ྫ．第 118 ճ近ـ血液学地方会（大阪）

̔）　小林かれん、小林真、山本խ美、大谷　ಯ、ӽ智真一、八木秀உ、中村จ：C 薬をಋ入５્
した PNH 合ซ৷の１ྫ．第 119 ճ近ـ血液学地方会（豊中） 

９）　山本խ美、大谷　ಯ、ӽ智真一、小林真、八木秀உ、中村จ、石田ӳ和：TMA にて発症した
血内大細๔型 B 細๔リンパज（I7L）の１ྫ．第 119 ճ近ـ血液学地方会（豊中）

10）　岡野　、小林真、山本խ美、大谷　ಯ、ӽ智真一、八木秀உ、中村จ：PEL-MJLF MZNphPNa の一ྫ．
第 119 ճ近ـ血液学地方会（豊中）

11）　竹本真ґ、山本խ美、大谷　ಯ、ӽ智真一、小林真、八木秀உ、中村จ：IHA- Д型の M 白
を産生する B-CLL/SLL の一ྫ．第 119 ճ近ـ血液学地方会（豊中）

12）　SaJtP K SaLaJ K KVCP M A[VNJ H HaNaNVra A ODhJ S KPCaZaThJ S YaHJ H MatTVNPtP M. 
PFrTJTtFnt ADAMTS13 InhJCJtPr MaZ LFaE tP DFMaZFE ADAMTS13 RFDPWFrZ Jn JapanFTF PatJFntT 
wJth CapMaDJ[VNaC-TrFatFE INNVnF-MFEJatFE ThrPNCPtJD ThrPNCPDZtPpFnJD PVrpVra.65th ASH 
AnnVaM MFFtJnH anE EYpPTJtJPn（San DJFHP)
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１　औΓΈ

　糖尿病・内分泌内科は 2018 年̐月に消化器・糖尿病内科から独立する形で新設された診療科です。そ
れまで糖尿病、内分泌疾患は消化器・糖尿病内科が୲当してきました。開設当࣌当科スタッフは１名のみ
でしたが、2020 年からは消化器内科から尾崎জ医員が加わり２名、2022 年からは奈良県立医科大
学糖尿病内分泌内科の医局より人ࡐをݣ下さるようになり、新ډ田ହ大ઐ߈医がணし３名、2023 年
は尾崎医院と新ډ田ઐ߈医が大学院生として大学にったためにୀ職、かわりに糖尿内分泌内科の医局
から池ᣈ美香医員、河邉良ࢬઐ߈医、出口ହ地ઐ߈医がணし̐名、2024 年は和田舞美ઐ߈医がさら
に加わり、合５ܭ名で診療を୲当しています。業務に関しては消化器内科と共通で研修医ڭҭプログラム
を行するなど、相ྗڠޓをしております。
　当科では下ਨ体疾患、甲状腺疾患、ૈࠎᱷ症などの内分泌代ँ疾患や、糖尿病（１型糖尿病・２型糖尿
病・৷糖尿病・そのଞの糖尿病）を中心に診療しております。
　内分泌疾患については内分泌ઐ門医、甲状腺ઐ門医が外来治療をओに෯広く診療を୲当しております。
大都市をআいて、内分泌ઐ門医が在੶する施設は地域のװج病院にݶられる向にあります。奈良県もྫ
外ではなく、当科に多くの患者さんをごհきますので、डけ入れの体制をৗに整えております。疾患
の性࣭上、脳神経外科、耳鼻咽喉科・಄ᰍ部外科、泌尿器科、産科との連携がෆՄܽで、当科ではଞ科の
先生方とྗڠしながら治療のऔりんでおります。外来や入院での内分泌ෛՙݧࢼを行い、病ଶと治療方
をきめ細やかにධՁしております。また、救໋救急センターと連携しながら副腎クリーθ、甲状腺クリー
θ、৭細๔जクリーθなど重ಞな救急疾患にもਵ࣌対Ԡしております。耳鼻咽喉科と共ಉで甲状腺जᙾ
に対するઠ吸Ҿ細๔診も実施しております。
　小児科からのҠ行医療、すなわちトランジションが内分泌疾患ではಛにとなっております。当科で
は小児科からのトランジションにもੵۃతにऔりんでおります。
　当施設は「地域医療を支える７つのப」の一つに「糖尿病治療」のほかに「அらない救急医療のॆ実」「प
産ظ医療のॆ実」などをܝげております。地域連携をڧ化しながら、血糖コントロールがෆ良な糖尿病症
ྫをੵۃతにडけ入れ、糖尿病ڭҭ入院や外来インスリンಋ入を行い、インスリンをはじめとするదな
治療方のܾఆを行います。糖尿病性ケトアシドーシス、重症感染症をう糖尿病などۃめて重ಞな状ଶ
の患者さんも集中治療部と連携しながら 24 間डけ入れを行っております。当施設には৷糖尿病や糖࣌
尿病合ซの婦さんも多くհをडけており、産婦人科とྗڠしながらप産ظの血糖理をҾきडけて
おります。当科は院内ଞ科からも糖尿病を合ซした患者さんを多くհをडけており、पज़ظの血糖コ
ントロールにもਵ࣌対Ԡしております。
　糖尿病診療において医師のみで出来ることはݶఆతであり、療ཆ指ಋ・৯Ӥ療法・ӡ動療法などパラメ
ディカルのྗがより重ཁです。当施設では糖尿病療ཆ指ಋ士 （CDEJ) を中心とした֤業छが集まり糖尿
病サポートチーム（DST）を形成しております。DST のマネージメントや CDEJ・CDEL のҭ成にもྗ
を入れております。
　消化器ྖ域としては、消化器内科と共ಉで MASH/MAFLD の診அ治療に携わっています。また、門຺
ѹဏਐ症学会技ज़ೝఆ医として、消化器内科とྗڠしながら、門຺ѹဏਐ症の内視鏡治療ならびに後ਐの
指ಋを୲当しております。
　糖尿病内分泌内科ならびに消化器内科は、2018 年̐月から日本内分泌学会ೝఆڭҭ施設を、2019 年７
月からは日本糖尿病学会ೝఆڭҭ施設（ᶗ）、2021 年̐月から日本門຺ѹဏਐ症学会技ज़ೝఆڭҭ施設、
2021 年 12 月から日本甲状腺学会ೝఆઐ門医ڭҭ施設をऔಘしており、当施設୯独で内分泌ઐ門医、糖尿
病ઐ門医、甲状腺ઐ門医をҭ成する体制が整いました。今後は後ਐの指ಋにもऔりんでいく所ଘです。
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ۀ　̐

総　આ
１）　MPrJZa K NaHaNatTV S UFjJNa M MatTVP H: InDrFaTJnH FWJEFnDF GPr thF FGGJDaDZ PG hFpatJD 

artFrJaM JnGVTJPn DhFNPthFrapZ DPNCJnFE wJth TZTtFNJD thFrapZ GPr aEWanDFE hFpatPDFMMVMar 
DarDJnPNa wJth NaDrPWaTDVMar JnWaTJPn: tJNF tP DPnTJEFr a NPrF F⒎FDtJWF apprPaDh. J GaTtrPJntFTt 
OnDPM 14: 2282-2286 2023 EPJ: 10.21037/ jHP-23-760. EpVC 2023 ODt 10. PMID: 37969841� PMCID: 
PMC10643572

原　ஶ
１）　MPrJZa K NaLaLJta T NaLaZaNa N MatTVP Y KPNFEa Y HanatanJ J KaZa D NaHaNatTV S 

MatTVP H UFjJNa M NaLaNVra F: SARS-CP7-2 7aDDJnatJPn RFTpPnTF Jn JapanFTF PatJFntT wJth 
AVtPJNNVnF HFpatJtJT: RFTVMtT PG PrPpFnTJtZ SDPrF-MatDhFE CaTF-CPntrPM StVEZ. J CMJn MFE 12: 
5411 2023 EPJ: 10.3390/jDN12165411. PMID: 37629453� PMCID: PMC10455609

２）　MPrJZa K SatP S NJThJNVra N KawaratanJ H TaLaZa H KajJ K NaNJTaLJ T UFjJNa M 
NaHaNatTV S MatTVP H YPThJjJ H: E⒏DaDZ PG SFrVN FFrrJtJn-;JnD RatJP GPr PrFEJDtJnH AEWanDFE 
LJWFr FJCrPTJT Jn PatJFntT wJth AVtPJNNVnF HFpatJtJT. J CMJn MFE 12: 4463 2023 EPJ: 10.3390/
jDN12134463. PMID: 37445498  PMCID: PMC10342266 

症ྫ報ࠂ
１）　金井大ւɼ尾崎জɼ新ډ田ହ大ɼ上嶋昌和ɼ永松৾࡞ɼक屋　ܓɼ松尾ӳ城ɼ高　็ࡁɼ石田ӳ和：

FMaTh GMVDPTF MPnJtPrJnH SZTtFN が血糖ม動の֬ೝおよび治療に有ޮであったインスリノーマの一
ྫ．奈良県総合医セ医121-117 :27 ࢽ 2023

２）　新ډ田ହ大ɼ尾崎জɼ古家美ɼ永松৾࡞ɼक屋 ܓɼ松尾ӳ城ɼ上嶋昌和：クエチアピン中ࢭ後
にインスリン分泌能のվ善がೝめられた糖尿病性ケトアシドーシスの１ྫ．奈良県総合医セ医27 ࢽ: 
54-56 2023

３）　上嶋昌和ɼ尾崎জɼ新ډ田ହ大ɼ古家美ɼӽ智真一ɼ八木秀உɼ永松৾࡞ɼक屋　ܓɼ松尾ӳ城：
フルコナゾールが原Ҽと考えられたِ性アルドステロン症をう副腎皮࣭機能下症の１ྫ．奈良
県総合医セ医48-45 :27 ࢽ 2023

講　演
１）　上嶋昌和：２型糖尿病患者における࣭ࢷҟৗ症治療ʙ 2022 年動຺ߗ化性疾患ガイドラインを౿まえ

てʙ．奈良市医師会学ज़講演（奈良市）
２）　上嶋昌和：ૈࠎᱷ症について．帝人ファーマ奈良営業所ษڧ会（奈良市）
３）　上嶋昌和：メディカルスタッフのための糖尿病治療薬ワンポイント講座．第 10 ճなら１型糖尿病ミー

ティング（奈良市）　
̐）　上嶋昌和：糖尿病薬療法の最新の話．第１ճ糖尿病薬療法地域医療研ڀ会（奈良市）
５）　上嶋昌和・ほか：ಥવ口から出血がʂ第 22 ճ奈良総合診療研ڀ会（橿原市）
̒）　上嶋昌和：CHARGE 症ީ群の tranTJtJPn を経ݧして感じた．第 28 ճ小児内分泌ઐ門医セミナー

（名古屋市）
７）　出口ହ地・ほか：下ਨ体機能下症をܖ機に発症された下ਨ体ᙾがٙわれた経ݧ．第̒ճやまと

内分泌・代ँಉ好会（橿原市）
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シンポジウム・ほか
１）　क屋　ܓ・ほか：௵ᙾ性大腸Ԍ治療における JAK-1 બత્剤の有ޮ性とそのҐ置づけ．第 119

ճ日本消化器病学会近ـ支部ྫ会シンポジウム（大阪市）

一ൠ演
１）　久อ智༟・ほか：外తなཁҼなくઠを来した DPMMaHFnPVT DPMJtJT の一ྫ．第 118 ճ日本消化器病学

会近ـ支部ྫ会（大阪市）
２）　上嶋昌和・ほか：下ਨ体機能下症をܖ機に発症された下ਨ体ᙾをٙう１ྫ．第 26 ճ日本病院総

合診療医学会学ज़集会（宇都宮市）
３）　क屋　ܓ・ほか：長ظの໔Ӹ制療法が CO7ID-19 ワクチン߅体Ձの産生ྔにٴ΅すӨڹ．第 109

ճ日本消化器病学会総会（長崎市）　 
̐）　永松৾࡞・ほか：急性ᢄԌ後の 8aMMFE P⒎ nFDrPTJ（T 8ON）に対する治療の現状と感染性 8ON 

のಛ．第 109 ճ日本消化器病学会総会（長崎市）　
５）　MPrJZa K Ft aM: CMJnJDaM JnWFTtJHatJPn PG DhanHFT Jn thF SARS-CP7-2 WaDDJnF IHG antJCPEZ tJtFrT Jn 

patJFntT wJth JnqaNNatPrZ CPwFM EJTFaTF. AOCC2023（BVTan SPVth KPrFa）
̒）　尾崎জ・ほか：当院で経ݧした SGLT-2 ．薬による正ৗ血糖糖尿病ケトアシドーシスの̐症ྫ્

第 66 ճ日本糖尿病学会年࣍学ज़集会（鹿児島市）
７）　永松৾࡞・ほか：ᢄजᚅに対する EUS-FNA の正診にӨڹをٴ΅すҼ子の検౼．第 105 ճ日本消

化器内視鏡学会総会（東京都ߓ区）　
̔）　玉田喜規・ほか：ૣظ胃؞に対する ESD 施行ྫにおいてज़後 10 年以上経過した症ྫの検౼．第

105 ճ日本消化器内視鏡学会総会（東京都ߓ区）　
９）　松尾༔矢・ほか：CO7ID-19 ワクチンछがܖ機となった急性؊োの２ྫ．第 241 ճ日本内科学

会近ـ支部ྫ会（大阪市）
10）　ذҁ菜・ほか：൚下ਨ体機能下症による NASH มの１ྫ．第ߗ؊ 241 ճ日本内科学会近ـ支部

ྫ会（大阪市）11）大塚美ึ・ほか：スティグマに向き合う　インスリンはݏというݴ༿のཪଆ．
第 28 ճ日本糖尿病ڭҭ・看護学会学ज़集会（岡山市）　

12）　河邉良ࢬ・ほか：ڳ腺ज合ซをう GAD 体ӄ性・IA-2߅ 体陽性１型糖尿߅体ӄ性・インスリン߅
病の１ྫ．第 60 ճ日本糖尿病学会近ـ地方会（神戸市）　

13）　池ᣈ美香・ほか：血糖発࡞をܖ機に診அした IGF- Ⅱ産生ݽ立性線ҡ性जᙾの１ྫ．第 60 ճ日本
糖尿病学会近ـ地方会（神戸市）　

14）　出口ହ地・ほか：下ਨ体機能下症をܖ機に発症された下ਨ体ᙾをٙう１ྫ．第 24 ճ日本内分泌
学会近ـ支部学ज़集会（ຕ方市）　

15）　松尾ӳ城・ほか：胃腺जに対する ESD 施行後の長ظ経過に関する検౼．JDD82023 デジタルポスター
（神戸市）　

16）　賀屋大հ・ほか：আෆ能ਐ行؊細๔؞に対する AtF[PMJ[VNaC�BFWaDJ[VNaC ซ༻療法の治療成
と༩終ྃ症ྫについての臨床త検౼．JDD82023 デジタルポスター（神戸市）

17）　上嶋昌和・ほか：ACTH ґଘ性 CVThJnH 症ީ群に合ซし、高ࡥڱをきたした急性յࢮ性৯道Ԍの
１ྫ．第 111 ճ日本消化器内視鏡学会近ـ地方会（大阪市）　

18）　松尾༔矢・ほか：ࣗવམした৯道ステントを内視鏡でແ事ճऩできた１ྫ．第 111 ճ日本消化器
内視鏡学会近ـ地方会（大阪市）　

19）　山田元子・ほか：重症ᢄԌ後の DPDS にࢷ、SpZ GMaTT DS を༻することによりஅ྾した尾ଆᢄ
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ドレナージがՄ能となった１ྫ．第 111 ճ日本消化器内視鏡学会近ـ地方会（大阪市）　
20）　ଠ田ߒ平・ほか：ૣظ診அがՄ能であった急性؊Ԍ型ࣗݾ໔Ӹ性؊Ԍの１ྫ．第 242 ճ日本内科学

会近ـ支部ྫ会（大阪市）　
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１　औΓΈ

　当科は 2018 年̐月の循環器・腎ଁ内科からの分・独立後、ઐ門性の高い診療科として発లを続けて
いる。現代社会において、糖尿病や高血ѹなどの生活श׳病にىҼするຫ性腎ଁ病（CKD）は、ظ腎
ෆશへとਐ行するリスクが高く、患者の QOL 下や健康ण໋のॖ、さらには医療経ࡁతな課として
も目されている。CKD は国ࡍతにも重ཁな公ऺӴ生上の課としてҐ置づけられ、զが国においても
現代の国民病として広くೝされるにࢸっている。当科では、このような CKD 患者のظ腎ෆશへのਐ
లを༧することを最重ཁ課とҐ置づけ、奈良県における中֩తな CKD 診療ڌ点として以下のઐ門త
診療をల開している。
　ᶃ尿所見ҟৗや腎機能下ྫに対して、ੵۃతな腎生検による病理診அを行い、エビデンスにجづいた

最దな治療ઓུを立Ҋ・実施している。
ᶄ奈良県初となる CKD サポートチーム（KST）において、医師・看護師・薬剤師・理栄ཆ士等によ

る多職छ連携をਪਐし、透析ಋ入や腎Ҡ植へのҠ行をՄ能なݶりԆさせるऔりみを行っている。
　CKD のਐ行制にはૣظからのհ入がۃめて重ཁであることから、地域医療機関とのີۓな連携体制
の構築にྗしている。「ෑډのい」ઐ門診療科として近ྡ医療機関からのհをੵۃతにडけ入れ、
地域における腎疾患診療の中֩తׂをՌたしている。
　ਐ行した腎ෆશ患者に対しては、医師・看護師によるৄ細な情報提供のもと、患者と医療者が共ಉで治
療方をܾఆする TharFE EFDJTJPn NaLJnH を実ફしている。当院では血液透析・ෲບ透析を実施Մ能であ
り、腎Ҡ植に関してはઐ門施設との連携体制を֬立している。また、高齢者における透析ඇಋ入ྫにつ
いては、院内ιーシャルワーカーと連携し、地域の在宅診療医とのྗڠのもと、最దな医療・ケアの提供
にめている。
　当科のಛ৭として、診療における研ڀマインドのᔻཆを重視している。日ʑの臨床からಘられた見を
臨床研ڀや症ྫ報ࠂとしてまとめ、国内外の学会で発දするとともに、査ಡきจとして発信すること
で、腎ଁ病診療の発లにݙߩしている。

２　Ռ

̏　医師հ
(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᑞ㤿 ⱥ㞝

部㛗

血液ί化治療部

部㛗

腎臓内科⯡

腎⅖

᪥ᮏ内科Ꮫ ⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ腎臓Ꮫ ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㏱ᯒ་Ꮫ ㏱

ᯒᑓ㛛་䚸᪥ᮏ内科Ꮫ ㄆᐃ内科་

ᮧ ಇ ་ဨ
腎臓病

㏱ᯒ
᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ内科ᑓ㛛་

᳜⏣ 㥴 䝣䜵ロ䞊
腎臓病

㏱ᯒ

ᒣᮏ 䜎䜛䜏 ᑓᨷ་
腎臓病

㏱ᯒ

ᕝୖ 㞞人 ᑓᨷ་
腎臓内科

㏱ᯒ

年3202

411検⏕⭈

212ᑟᣦTSK

ᮎᮇ⭈の療ἲ㑅ᢥᣦᑟ 56 

92㜵予ᑟᣦᯒ㏱病ᒀ⢾

9者患入ᑟᯒ㏱⭷⭡

31者患院㏻ᯒ㏱⭷⭡

.67㸸Kidney Support Team 



　　（̓）ྍ෦　ᶈਛଁ科ۀ　̒

108

ۀ　̐

ஶ　ॻ
１）松井　উ：どうなったら透析を始めるのかʁ　赤井༃ɼ編ஶ「こんなときどうするʁ腎疾患」

pp263-269ɼ中外医学社ɼ東京ɼ2023

原　ஶ
１）　松井　উ：FGF23 と血石փ化．月ץ腎ଁ内科 17: 27-34 2023 症ྫ報ࠂ
２）　脇山ࠫ加ɼᅳ分ຑґ子ɼ山ࠜխ智ɼ北村ढ़հɼ丹正佑ɼ松井　উ：ظෲບ؞を合ซした腎ෆ

શ患者に対してෲບ透析をಋ入した 1 ྫ．奈良県総合医セ医125-122 :27 ࢽ 2023

一ൠ演
１）　岡西　߽・ほか：ظෲບ؞患者にෲບ透析をಋ入した一ྫ．第 47 ճ奈良県透析部会（奈良市）
２） 丹正佑・ほか：ඇ糖尿病性 CKD 患者における DapaHMJqP[Jn  による FGFR TMPpF へのӨڹ．第 

66 ճ日本腎ଁ学会学ज़総会（横浜市）
３）　岡西　߽・ほか：PD カテーテル出口部におけるバイオパッチ � ఆ法のޮՌ．第 68 ճ日本透析医ݻ

学会学ज़集会・総会（神戸市）
̐）　山本まるみ・ほか：右腎動຺ด࠹を合ซしたಛ発性後ෲບ線ҡ症の一ྫ．第 53 ճ日本腎ଁ学会　

西部学ज़集会（岡山市）
５）　山本まるみ・ほか：CVrtPCaDtFrJVN pVTJMMVN による PD 関連ෲບԌをきたした一ྫ．第 29 ճ日本

ෲບ透析医学会学ज़集会・総会（東京都江東区）
̒）　高ྮ美香・ほか：PD カテーテル出口部ݻఆ法のバイオパッチ � ఆ法へのม更が出口部感染に༩ݻ

えるӨڹ．第 29 ճ日本ෲບ透析医学会学ज़集会・総会（東京都江東区）

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᑞ㤿 ⱥ㞝

部㛗

血液ί化治療部

部㛗

腎臓内科⯡

腎⅖

᪥ᮏ内科Ꮫ ⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ腎臓Ꮫ ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㏱ᯒ་Ꮫ ㏱

ᯒᑓ㛛་䚸᪥ᮏ内科Ꮫ ㄆᐃ内科་

ᮧ ಇ ་ဨ
腎臓病

㏱ᯒ
᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ内科ᑓ㛛་

᳜⏣ 㥴 䝣䜵ロ䞊
腎臓病

㏱ᯒ

ᒣᮏ 䜎䜛䜏 ᑓᨷ་
腎臓病

㏱ᯒ

ᕝୖ 㞞人 ᑓᨷ་
腎臓内科

㏱ᯒ
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１　औΓΈ

　2023 年
Ӄͷॖࡏ　①

　2022 年の在院日は 13.2 日とঃʑにॖ向ではあるが、これは地域連携室のد༩が大きい。2023
年はとりあえず 13.0 日を目ඪとした。入院患者のを脳ଔ中がめるため、脳ଔ中患者の在院日
ॖを第一目ඪとする。۩体తには奈良県脳ଔ中地域連携パスの活༻やクリニカルパスの有ޮなӡ༻を
行う。またベッドの有ޮར༻のため入院ظ間ᶗ・Ⅱでのస院を意ࣝしてճ෮ظ病院と連携を行う。
②　4$6（TUSPLF�DBSF�VOJU）ͷӡӦ

　2022 年５月より SCU を開設し、脳神経内科と脳神経外科の࣋ちճりで SCU ઐ属当直が開始された。
救急外来に急性ظ脳ଔ中患者がൖૹされると分かった࣌点で SCU 当直に連བྷが来るため、ൖૹから検査、
治療までがスムーズに行えるようになった。2023 年秋ࠒに SCU は現在の̒床から９床に૿床༧ఆである。
現在は急性ظ再ᕲ流療法を行った患者は ICU に入室することが多いが、今後は直 SCU に入室すること
も૿えると考えられるため、神経所見のऔり方や急性ظの理などをスタッフにڭҭしていく。
③　ਆऀױٸٹܦॏऀױͷड͚ೖΕͱϞχλϦϯά

　脳神経内科がѻう疾患の中には脳Ԍ・ບԌやてんかん重ੵのような重症疾患があり、े分な対Ԡには
ઐ門科との連携や集中理が行えるだけの設උとマンパワーがඞཁである。地域װج病院として当院が୲
うべき最も重ཁなׂは、脳ଔ中や神経感染症などを中心に重症患者をडけ入れることであり、関連病院
からґཔがあればੵۃతに重症患者をडけ入れる。また、神経救急では意ࣝোやてんかん重ੵ患者への
続ビデオ脳波検査がඞ須である。当科では࣋ 2015 年からこれらの対患者に対して࣋続脳波モニタリン
グ検査を行ってきた。2022 年より脳波ܭのม更、؆қϔッドセットの࠾༻により、いつでも検査を行
うことがՄ能となっている。ガイドラインにଇして、ඞཁな患者にはいつでも脳波モニタリングができる
ように、人員の配置・ڭҭを行い、診அ治療の精向上を目指す。
ᶆ　৽͍͠ྍ࣏ͷಋೖ（ϘπϦψεྍ࣏ɺਆܦ໔Ӹྍ࣏ɺϰΟΞϨϒ⡴ɺϨέϯϏ⡴）

　2022 年にҾき続きϘツリψス治療のඞཁな眼ᛐᙲᏀ / 片ଆإ面ᙲᏀやᙲॖ、ࣼᰍに対する治療を拡
大する。
いすることがئ今の神経໔Ӹ疾患に対する薬剤の૿加はஶしい。ઐ門性が高く大学病院での治療をおࡢ　
多かったが、患者の૿加にい北和地区でもधཁが૿加しつつある。実ࡍに当院での加療をرされる
場合もগなくなく、当院でも治療がおこなえるような体制を構築していく。パーキンιン病に対するϗス
レϘドパ / ϗスカルビドパ࣋続皮下射、アルツハイマー病に対するレカネマブもಋ入できる体制を整え
ていく。

２　Ռ

Ӄͷॖࡏ　①

　いくつかの関連病院の脳神経内科やリハビリテーション科、地域連携室に直電話でベッド状況֬ೝを
ఆظతに行い、コミュニケーションをີにした。その݁Ռ平ۉ在院日が 2022 年年には 13.2 日であっ
たが 2023 年は 11.6 日までॖした。入院ظ間ᶗ・Ⅱでのస院も 63 ˠ 74� に上ঢした。Ҿき続きૣ
。よりస院の४උをਐめるظ
②　4$6（TUSPLF�DBSF�VOJU）ͷӡӦ

　2022 年５月より SCU のӡ営が開始され、当初は̒床であったが 2023 年より９床に૿床された。૿床
したことで、これまでのようにຬ床のためडけ入れがࠔでଞ院にൖૹするසはݮগした。また、これ
までは ICU 理であった血ખ༹ղ療法や血ખճऩ療法施行直後の患者も SCU で理ができるようになっ
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た。急性ظ再ᕲ流療法後の患者を理することで、SCU スタッフやզʑ脳神経内科スタッフのマネージ
メント能ྗが向上していると感じている。神経所見のऔり方や画૾ಡӨなど SCU スタッフや研修医に対
するڭҭも行っているが、学श意ཉや理ղにݸ人ࠩがあるため、モチベーションのҡ࣋が今後の課で
ある。
③　ਆऀױٸٹܦॏऀױͷड͚ೖΕͱϞχλϦϯά

　神経感染症や重症脳ଔ中患者のશ理は、重症が高い場合には集中治療部と共観の上 ICU にて、
脳ଔ中患者は SCU にて治療を行っている。2023 年もてんかん重ੵや脳Ԍなど多くの患者を ICU にड
け入れていただき良好なసؼがಘられた。
　意ࣝোやてんかん重ੵの患者では、ओに ICU にて࣋続脳波モニタリングをੵۃతに行い、ࡢ年の
݅は 27 ݅と૿加してきている。2022 年にҾき続き、2023 年もఆظతな院内脳波ษڧ会や症ྫ検౼会
を開࠵し、臨床検査技師や医師のレベルのఈ上げをਤった。
ᶆ　৽͍͠ྍ࣏ͷಋೖ（ϘπϦψεྍ࣏ɺਆܦ໔Ӹྍ࣏ɺϰΟΞϨϒ⡴ɺϨέϯϏ⡴）

　2022 年̐月より脳神経内科でもϘツリψス治療を開始し、2022 年はԆべ 21 ݅であったが、2023 年
はԆべ 46 ݅まで૿加した。
　神経໔Ӹ治療に関してはຫ性Ԍ症性多発神経ࠜԌ / 多性ӡ動ニューロパチーに対する໔Ӹグロブリン
ҡ࣋療法、多発性ߗ化症の病ଶ修০療薬のಋ入も૿加している。2023 年は重症筋ແྗ症に対するエフ
ガルチギモドを１ྫಋ入し、ロザノリキシズマブを１ྫಋ入した。パーキンιン病に対してϗスレϘドパ /
ϗスカルビドパ࣋続皮下射は１ྫにಋ入開始した。レカネマブはアミロイド PET も行えるようになり
ಋ入できる体制を整えているが༻する機会はなかった。
ᶇ　ͦͷ他　ثػͷ৽نಋೖ

a.　電ؾ生理検査
　2022 年に筋電ܭの更新にい、ネイタス社の筋電ܭがಋ入された。筋電ਤの施行݅も૿加し、2021
年は 31 ݅であったが、2022 年は 42 ݅となった。
C.　Ի波検査
　SCU の開設にい、GE HFaMthDarF Japan 社の LOGIQ FPrtJT ᶠがಋ入され、SCU 入院患者のᰍ動຺エ
コーなどが病棟で行えるようになっている。

̏　医師հ
(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ)

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᕝཎ ㄔ 部㛗
⮫ᗋ神経内科Ꮫ

神経ኚᛶᝈ
᪥ᮏ神経Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་

ΎỈ ஂኸ 部㛗
脳神経内科⯡

脳༞中

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ神経Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ

་䚸᪥ᮏ脳༞中Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ脳血管内治療Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ䝸䝝䝡

䝸䝔䞊䝅䝵䞁་Ꮫㄆᐃ⮫ᗋ་䚸᪥ᮏ脳神経㉸㡢ἼᏛ ㄆᐃ脳神経㉸

㡢Ἴ᳨ᰝኈ

ᒸᶫ ⨾Ꮚ ་㛗
⮫ᗋ神経内科Ꮫ

䛶ん䛛ん

᪥ᮏ神経Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ

䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁Ꮫㄆᐃ⮫ᗋ་

ᒾబ ┤Ẏ ་㛗
脳神経内科⯡

脳༞中

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸᪥ᮏ神経Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ内科Ꮫ

ㄆᐃ内科་䚸⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ脳༞中Ꮫ脳༞中ᑓ㛛་

内ཎ ᝆᩯ ་ဨ
脳神経内科⯡

脳༞中
᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸᪥ᮏ神経Ꮫᑓ㛛་

⏿ᒣ ┤㍤ ᑓᨷ་ 神経内科⯡
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ۀ　̐

原　ஶ
１）　UDhJhara Y SaJtP K MPtPZaNa R IThJCaThJ-UFEa H YaNaHVDhJ E HataLFZaNa K TanaLa A 

KataPLa H IJhara K SVHJF K KPHa M TPZPEa K NaHatTVLa K Ihara M: NFPWaTDVMarJ[atJPn FrPN 
thF CarPtJE ArtFrZ LVNFn IntP thF CarPtJE PMaRVF CPnprNFE CZ CPntraTt-EnhanDFE UMtraTPVnE 
anE HJTtPMPHZ. UMtraTPVnE MFE BJPM 49: 1798-1803 2023

２）　SVHata M KataPLa H UDhJhara Y ShJNaEa D AtaHJ K NaLaNVra M Hara M Kawahara M SVHJF 
K: LJEPDaJnF aT a pPtFntJaM thFrapFVtJD PptJPn GPr TVpFr-rFGraDtPrZ TtatVT FpJMFptJDVT: A DaTF rFpPrt. 
J CFnt NFrW SZTt DJT 8: 15 2023

３）　KJtaHawa D KJtanP T UDhJhara Y AnEP T NJThJLawa H SV[VLJ R OnaLa M KaTaNatTV T 
ShJraJThJ N TaLFNPtP K SFLJnF M SV[VLJ S SV[VLJ Y NaLanP A NaLanP R YanP H YPThJEa 
S Kawahara M MaFEa K NaLaNVra F: INpaDt PG MVMtJpMFY PPMZNFraTF ChaJn RFaDtJPn TFTt Jn 
PatJFntT 8Jth MFnJnHJtJT Pr EnDFphaMJtJT. OpFn FPrVN InGFDt DJT. 10: PGaE634 2023 EPJ: 10.1093/
PpE/PGaE634. PMID: 38156045 PMCID: PMC10753909.

̐）　TaLFNPtP K Kawahara M AtaHJ K: RFDVrrFnt GVJMMaJnBarrÉ SZnErPNF ATTPDJatFE wJth thF 
SFDPnE EpJTPEF PG CaNpZMPCaDtFr jFjVnJ InGFDtJPn. IntFrn MFE 62: 3037-3041 2023 

５）　O[aLJ M ManP T IwaTa N. YaNaNPtP Y TaLatanJ T KJEP A SVHJF K: PrFTZNptPNatJD NZPTJtJT 
Jn patJFntT wJth antJTZnthFtaTF TZnErPNF aTTPDJatFE wJth JntFrTtJtJaM MVnH EJTFaTF: A prPTpFDtJWF 
TNaMM DaTF TFrJFT DMJnJDaM TtVEZ. Int J RhFVN DJT 26: 2100-2103 2023 

̒）　IHVDhJ N ManP T IwaTa N KJLVtTVjJ N SaJtP K SVHJF K: An UMtraTPnPHraphJD EWaMVatJPn GPr thF 
EarMZ DFtFDtJPn PG NFrWF RPPt ChanHFT Jn HFrpFT ;PTtFr-aTTPDJatFE MPtPr ParFTJT. IntFrn MFE 62: 
903-907 2023 

７）　ManP T IHVDhJ N IwaTa N FVjJNVra S TaLatanJ T SVHJF K: ChaMMFnHFT Jn FWaMVatJnH GPrFarN 
NVTDMF aDtJWJtZ CaTFE Pn thF DPNpPVnE NVTDMF aDtJPn pPtFntJaM PG thF qFYPrT PG thF whPMF GPrFarN. 
CMJn NFVrPphZTJPM PraDt 8: 132-136 2023 

シンポジウム・ほか
１）　岩佐直ؽ：当院における神経Ի波の現状（CIDPなど）．第 42 ճ日本脳神経Իፖ性神経োߜ 

波学会総会（東京都千代田区）

一ൠ演
１）　OLahaThJ Y Ft aM: “A paraEJHN ThJGt Jn thF EJaHnPTJT PG HZpTarrZthNJa anE JtT prPHnPTtJD WaMVF Jn 

DhJMErFn wJth FpJMFptJD TpaTNT” AnnVaM NFFtJnH PG ANFrJDan ADaEFNZ PG NFVrPMPHZ 2023 （BPTtPn 
USA）

２）　安東記：ポマリドミド関連小脳・脳װ型ਐ行性多性白࣭脳症に対するメフロキン・ミルタザピ
ンซ༻療法の治療ޮՌ．第 27 ճ日本神経感染症学会総会・学ज़大会（横浜市）

３）　内原༔ే：心中ִนҟৗを有するજҼ性脳࠹ߎに対し経皮తดज़を施行した̐ྫの検౼．第̒
ճ奈良県脳ଔ中地域連携࠙話会（奈良市）

̐）　安東記：ウィフガートで良好なコントロールができた߅ ACh-R ߅体陽性治性 MG．奈良શ
型重症筋ແྗ症フォーラム 2023（奈良市）



　છ科ײ　（̓）ྍ෦　ᶊۀ　̒

113

ᶊײછ科



　છ科ײ　（̓）ྍ෦　ᶊۀ　̒

114

１　औΓΈ

　感染症内科では、細ە、ウイルス、真د、ە生などさまざまな病原ඍ生による感染症の診அ、治療、
༧を行っている。また、今ൠの新型コロナウイルス感染症に対する診療も行っている。
　外来では市中での急性およびຫ性感染症、日和見感染症、ւ外からのؼ国者での༌入感染症などの診療
を行い、またଞ院からのෆ明や治療にौする感染症症ྫのհにも対Ԡしている。感染対ࡦがඞཁな
疾患がٙわれる場合は感染症ઐ༻の診室を༻い、ଞの患者や職員への感染対ࡦをしながら診療を行って
いる。
　入院にࡍしてۭؾ感染対ࡦがඞཁな患者では、̒室あるۭؾ感染ִ室にて治療を行っている。また、
院内の֤科からのコンサルテーションにも対Ԡし、ಛఆのଁ器の感染症にݶらず、֤ 科とڠಉして総合త・
横அతに診療を行っている。さらに院内感染対ࡦチーム、ە߅薬ద正༻支援チームの一員として関わり、
院内感染対ࡦおよびە߅薬ద正༻のਪਐにめている。
　当センターは日本感染症学会ೝఆ研修ڭҭ病院にೝఆされており、臨床研修医に対する感染症診療のڭ
ҭにもྗを入れている。第二छ感染症指ఆ医療機関としても指ఆされており、北和地区における感染症診
療の中֩としてのׂをՌたしていきたい。

２　Ռ

　2023 年の外来患者は 930 人（初診 305 人、再診 625 人）、入院患者は 76 人（ۓ急入院 63 人、༧
ఆ入院 13 人）で、平ۉ在院日は 12.8 日であった。
　また院内の֤科からの感染症診療に関するコンサルテーションについて月平ۉ 40 ݅以上対Ԡした。
新型コロナウイルス感染症患者の入院診療もܧ続して行った。
　また、ە߅薬ద正༻支援チームのメンバーとして検査部や薬剤部とともに血液ഓཆ・性ەラウンド
をຖ日行うとともに、電子カルテで血液ഓཆ陽性報ࠂを行った。さらに、ە߅薬ద正支援༻ラウンドを
ຖि行い、広域ە߅薬開始後の EF-FTDaMatJPn、治療薬モニタリング（TDM）の施行および PK/PD 理
にجづいたە߅薬のద正༻のਪਐを行った。
い薬のە߅తに行い、感染症の診அやظҭに関しては、臨床研修医に対して感染症レクチャーをఆڭ　
方などについて指ಋした。

̏　医師հ
(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ)

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

๓⏣ ග୍

院㛗

ឤᰁ内科部

㛗㻌

ឤᰁᑐ⟇ᐊ㛗

⮫ᗋ◊ಟ་ᨭ

ᐊ㛗

ឤᰁ⯡

呼吸器ឤᰁ

呼吸器内ど㙾

᪥ᮏ内科Ꮫ ⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏឤᰁᏛ ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥

ᮏ呼吸器Ꮫ ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ呼吸器内ど㙾Ꮫ ᑓ㛛་・ᣦᑟ

་䚸᪥ᮏ化Ꮫ療ἲᏛ ᢠ⳦化Ꮫ療ἲᣦᑟ་䚸᪥ᮏ⤖᰾病Ꮫ ⤖᰾・

ᢠ㓟⳦ㄆᐃ་・ᣦᑟ་䚸ICD ไ度༠㆟ㄆᐃ infection control doct㼛㼞䚸

ዉⰋ┴❧་科Ꮫ⮫ᗋᩍᤵ

ⓑ▼ ┤ᩗ ་ဨ ឤᰁ⯡
᪥ᮏ内科Ꮫ⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸䜲䞁䝣䜵䜽䝅䝵䞁コ䞁䝖ロ䞊䝹䝗䜽䝍䞊

䠄IC㻰䠅

➟ᯇ 人 ་ဨ ឤᰁ⯡ ᪥ᮏ内科Ꮫ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏឤᰁᏛᑓ㛛་
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̐　࣮

ஶ　ॻ
１）　前田光一：ڳ．今日の治療指 2023　pp328-329ɼ医学ॻ院ɼ2023

原　ஶ
１）　KJtaHawa D KJtanP T FVrVNPrJ M SV[VLJ S ShJntanJ Y NJThJLawa H SV[VLJ R YaNaNPtP N 

OnaLa M NJThJZaNa A KaTaNatTV T ShJraJThJ N SV[VLJ Y NaLanP A NaLanP R YanP H MaFEa 
K YPThJEa S NaLaNVra: INpaDt PG thF CO7ID-19 panEFNJD anE NVMtJpMFY pPMZNFraTF DhaJn 
rFaDtJPn tFTt Pn PVtpatJFnt antJCJPtJD prFTDrJptJPnT GPr pFEJatrJD rFTpJratPrZ JnGFDtJPn. PLPS OnF 18: 
F0278932 2023 EPJ: 10.1371 /jPVrnaM. pPnF.0278932　

２）　KJtaHawa D ODhJ A KVrJNPtP T KaTaNatTV T ShJraJThJ N SV[VLJ S ShJntanJ Y FVrVNPrJ 
M SV[VLJ Y NaLanP A NaLanP R YanP H MaFEa K NPNJ K NaLaNVra : PaTtFVrFMMa CFttZaF 
JnGFDtJPn rFRVJrJnH pnHFr aNpVtatJPn EVF tP rapJE EFtFrJPratJPn anE tJTTVF EaNaHF. IDCaTFT 32: 
F01791 2023 EPJ: 10.1016 /j.JEDr.2023.F01791 

３）　KJtaHawa D KJtanP T FVrVNPrJ M SV[VLJ S ShJntanJ Y SV[VLJ Y NaLanP A NaLanP R 
NJThJZaNa A YPThJEa S YanP H MaFEa K NaLaNVra F: EpJEFNJPMPHZ PG rFTpJratPrZ traDt 
JnGFDtJPnT VTJnH NVMtJpMFY PCR Jn a JapanFTF aDVtF DarF hPTpJtaM EVrJnH thF CO7ID 19 panEFNJD. 
HFMJZPn 9: F14424 2023 EPJ: 10.1016 / j.hFMJZPn.2023.F14424

̐）　KJtaHawa D KJtanP T UDhJhara Y AnEP T NJThJLawa H SV[VLJ R OnaLa M KaTaNatTV T 
ShJraJThJ N TaLFNPtP K SFLJnF M SV[VLJ S SV[VLJ Y NaLanP A NaLanP R YanP H Kawahara 
M MaFEa K NaLaNVra F: INpaDt PG NVMtJpMFY pPMZNFraTF DhaJn rFaDtJPn tFTt Jn patJFntT wJth 
NFnJnHJtJT Pr FnDFphaMJtJT. OpFn FPrVN InGFDt DJT 10: PGaE634 2023　EPJ: 10.1093 /PpE/PGaE634

講　演
１）　前田光一：CO7ID-19 診療のこれまでとこれから．奈良市医師会合ಉブロック会（奈良市）

一ൠ演
１）　笠松ৎ人・ほか：奈良県で発生した日本ߚ斑の２ྫ．第 97 ճ日本感染症学会総会（横浜市）
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１　औΓΈ

　当センターは地域がん診療ڌ点病院としてのׂを୲っており、患者等がඞཁな؇和ケアをडけられる
よう、外来においてઐ門తな؇和ケアを提供できる体制を整උすることがඞ須である。2018 年 5 月から
؇和ケア内科がඪᒗされ、ࣗ施設およびଞ施設でがん診療をडけている、あるいはडけていた患者に対し
てઐ門తな؇和ケアを提供している。

　また、2024 年 4 月より 7 階西病棟の開設にい、うち 2 床が؇和ケア病床として開設されるӡびとなっ
た。؇和ケア病床では、؇和ケア内科医がओ治医となり症状の؇和や療ཆ場所の調整、最後の看औりをؚ
めた対Ԡを行っている。病棟ओ治医からのґཔをडけてから؇和ケア病床への入棟を行っており、下記の
フローに४じてస科の調整を行っている。

２　Ռ（2023 年 4 月ʙ 2024 年 3 月）
؇和ケア内科外来　新規患者　 33 人
؇和ケア内科外来　Ԇ患者　　113 人

̏　医師հ

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ)

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

すᒸ Ṍ⨾

་㛗

⦆䜿䜰ᨭ

ᐊᐊ㛗

⦆་療䚸୍⯡

外科䚸消化器外

科㻌

᪥ᮏ⦆་療Ꮫ䚸᪥ᮏ外科Ꮫ外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་ᖌ産ᴗ་䚸་ᖌ

ᑡ数༊ᇦ経㦂ㄆᐃ་ᖌ䚸消化器外科ᑓ㛛་䚸消化器䛜ん外科治療ㄆᐃ

་䚸᪥ᮏロ䝪䝑䝖外科Ꮫᑓ㛛་ᅜ内䠞⣭䚸Certificate of da Vinci 

Technology Training as a Console Surgeon 

ఀబᩜ ἋᜨᏊ ་ဨ

内科୍⯡

呼吸器୍⯡

⦆་療

᪥ᮏ内科Ꮫᑓ㛛་
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１　औΓΈ（ۀ༰）

　呼吸器外科のऔりѻうओな疾患としては、ᶃ原発性ഏ؞、సҠ性ഏजᙾなどのѱ性ഏजᙾおよび良性ഏ
जᙾᶄڳؾやڊ大ഏ೯๔などの೯๔性ഏ疾患ᶅڳやѱ性ڳບ中皮जなどのڳບ疾患ᶆॎִजᙾや重症筋
ແྗ症などのॎִ疾患です。上記の疾患に関し、呼吸器内科・जᙾ内科・放射線科と連携・ྗڠし、診அ
と治療にあたっています。ಛに、原発性ഏ؞・ѱ性ڳບ中皮जなどのѱ性疾患に関しては、ज़前後の化学
療法およびज़後再発のため化学療法・放射線治療をඞཁとすることが多く、関連科でのઐ門医にての治療
がՄ能です。

２　Ռ（ۀ࣮）

　当科の 2023 年の手ज़݅は、234 ྫで、その内༁は原発性ഏ؞ 139 ྫ、సҠ性ഏजᙾ 23 ڳؾ、ྫ 27 ྫ、
Ԍ症性ഏ疾患３ྫ、ॎִजᙾ 10 ྫ、生検・そのଞ 23 ྫです。ڳ腔鏡下手ज़は、ज़後᙭痛のܰݮや入院ظ
間のॖなどの患者ෛ୲の観点から、あらゆる手ज़にੵۃతにಋ入しています。原発性ഏ؞ 139 ྫ中 129
ྫ、సҠ性ഏजᙾ 23 ྫ中 22 ڳؾ、ྫ 27 ྫ中 27 ྫ、ॎִजᙾ 10 ྫ中̒ྫに施行しました。当科の手ज़
݅の年࣍別ਪҠは、2019 年 233 ྫ、2020 年 217 ྫ、2021 年 222 ྫ、2022 年 224 ྫ、2023 年 224 ྫと、
年間 220 ྫ前後の手ज़を施行しています。また、原発性ഏ؞の手ज़݅の年࣍別ਪҠは、2019 年 113 ྫ、
2020 年 115 ྫ、2021 年 109 ྫ、2022 年 131 ྫ、2023 年 139 ྫと 100 ྫ以上の手ज़を施行しています。
　入院患者の年࣍別ਪҠは、2019 年 2553 人、2020 年 2468 人、2021 年 2548 人、2022 年 2543 人、
2023 年 2744 人であった。入院患者の 90ˋ以上は、手ज़患者であり、そのଞは化学療法入院患者、ѱ性
疾患の再発患者の治療入院である。在院日の年࣍別ਪҠは、2019 年 9.31 日、2020 年 8.94 日、2021 年
10.2 日、2022 年 9.96 日、2023 年 10.64 日であった。
　外来患者の年࣍別ਪҠは、2019 年 4899 人、2020 年 4981 人、2021 年 5256 人、2022 年 5315 人、
2023 年 5046 人である。հの年࣍ਪҠは、2019 年 96.1ˋ、2020 年 95.2�、2021 年 95.7�、2022 年
74.6ˋ、2023 年 95.4ˋである。

2020ফ 2021ফ 2022ফ 2023ফ

ਉਙཡቅ

931131901511

अठؚᒷྰৣুق

ك105

अठؚᒷྰৣুق

ك100

अठؚᒷྰৣুق

ك128

अठؚᒷྰৣুق

ك129

ૡਙཡ腫瘍
32238191

अठؚᒷྰৣুق ��ك अठؚᒷྰৣুق ك�� अठؚᒷྰৣুق ك�� अठؚᒷྰৣুق ك��

ອ࿒腫瘍
0131619

अठؚᒷྰৣুق ك7 अठؚᒷྰৣুق ك�� अठؚᒷྰৣুق ك7 अठؚᒷྰৣুق ك6

ਞ ᓂؚཝਙཡ疾患
72825414

अठؚᒷྰৣুق ك�� अठؚᒷྰৣুق ك�� अठؚᒷྰৣুق ك�� अठؚᒷྰৣুق ك��

9030༇Ⴭؚᑖ

32821患疾ཡਙඪ༇

32913212भज・ਫ਼ে
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̏　医師հ

̐　ͦͷ他

　呼吸器外科の手ज़症ྫは、COPD などのഏ機能症ྫが多く、ज़後の呼吸器合ซ症のܰݮのため、
৵ऻ性手ज़（ڳ腔鏡下手ज़、区域ഏআ）の施行とともに、ज़前より薬療法・呼吸器リハビリをੵۃత
に行っています。ಛに、呼吸器リハビリは、重ཁと考えज़前・ज़直後より呼吸器リハビリઐ門のスタッフ
により施行しています。ਐ行性ഏ؞に対しては、ज़前（ज़後）に化学療法・放射線治療を関連科のઐ門医
にて施行し、手ज़を施行し、ࠜ治を目指しています。

ۀ　̑

原　ஶ
１）ItaNJ H KawaHVDhJ T YPThJLawa D 8atanaCF T TFraEa C OLaEa F UDhJZaNa T TaLFEa M 

IThJEa E NJThJNPtP Y OLaEa H KVThJCF K SawaCata N OhCaZaThJ C: PrFGFrFnDF PG HraEF anE 
MZNphPWaTDVMar JnWaTJPn PWFr JnWaTJWF TJ[F NFaTVrFNFnt Jn TtaHF I MVnH aEFnPDarDJnPNa. J CMJn 
PathPM 76: 486-491 2023 EPJ: 10.1136/jDMJnpath-2021-208053. EpVC 2022 Jan 31

症ྫ報ࠂ
１）村上༟྄ɼ宮本　ӳɼ大角　ܿɼ後藤正司ɼ中川ୡ雄：トラニスト༩でআஅに生じたӄӨがॖ

小したഏ؞ज़後の１ྫ．天理医学記ཁ 26：110-115 2023

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

᷸部 ᆂྖ 部㛗

呼吸器外科⯡

⫵⒴

⬚腔㙾ୗᡭ⾡

Ẽ㐨ᘓ

᪥ᮏ⬚部外科Ꮫᣦᑟ་䚸᪥ᮏ呼吸器外科Ꮫᣦᑟ་䚸᪥ᮏ外科Ꮫ

ᑓ㛛་ᣦᑟ་䚸呼吸器外科ᑓ㛛་

ᚋ⸨ ṇྖ 部㛗
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１　औΓΈ

　心ଁ血外科では、心ଁหບ症、ף動຺ࡥڱ症、心ଁजᙾや心ບ疾患、大動຺ᚅ、ด࠹性動຺ߗ化症、
下ࢶ੩຺ᚅ等の疾患を対としています。
　日本における高齢化 2040 年が目されてきています。今後の医療はいかにૣく今までの生活に
れるかが重ཁなݤとなっています。
　高齢者の疾患の向としては、؞などのѱ性जᙾのみならず、脳心ଁ血疾患の૿加が目されており
ます。その中でもಛにڳ部ෲ部の大動຺ᚅや急性大動຺ղ、大動຺หࡥڱ症が૿加向にあります。当
科では循環器内科とఆظతな HFart TFaN カンファレンスを行い、患者さんやご家族の生活プランの方
を考ྀして治療方の検౼を行っております。
　高齢者における大動຺หࡥڱ症に対して、人工心ഏを༻せずにカテーテルにて人工หを留置する方法

（TA7I）をੵۃతにऔり入れています。TA7I チームも֬立されて、手ज़࣌間が 40 分ఔにॖされ、
ज़後は̐日ほどでࣗ宅ୀ院がՄ能となっております。
　大動຺疾患に対してもカテーテルにて治療を行うステントグラフト内ૠज़をੵۃతに行っており、ज़後
入院日も平３ۉ日となっています。また、近ྡの病院との情報共有もॆ実し、筋ྗ下やࣗ宅ୀ院にෆ
安がある場合にはे分な支援も行える状況になりました。今後もさらに患者さんやご家族の生活 CarF に
దした地域医療ల開ができるように務めていきたいと考えています。

２　Ռ

　2023 年̐月から 2024 年３月までの手ज़݅は 297 ྫでした。その中で、大動຺ղ、急性ף症ީ群や
心筋࠹ߎ後合ซ症、急性動຺ด࠹などの重症疾患も多く、発症 24 急手ज़をۓ間以内の࣌ 53 ྫ行いました。
　大動຺หࡥڱ症に対する TA7I チームでの治療݅も૿加し、25 ྫの TA7I を実施し、その手ज़࣌間
は平ۉ 45 分、ज़後入院日は３ʙ̐日でした。また大動຺ᚅに対するステントグラフト内ૠज़はڳ部
TE7AR13 ྫ、ෲ部 E7AR39 ྫでした。当科は循環器内科との HFart TFaN カンファレンスで治療法に
対するٞを行い、患者さんにより良い診療方を提供していきたいと考えております。

���� 　खज़݅

手術ઍ� 手術੯数�

心ට・পഷଵ 169 

スॸント・ቘഷଵ 84 

静脈・जभ 44 
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̏　医師հ

ۀ　̐

原　ஶ
１）IntFrWFntrJDVMar TFptaM EJTTFDtJPn wJth pFrGPratJPnT GPMMPwJnH taLPtTVCP DarEJPNZPpathZ.Hara H 

KanFNJtTV N SVHJta Y YanP K TaLJNPtP S YaNanaLa K. JTC7S TFDh. 2023 ODt 4� 22: 216-219. 
EPJ: 10.1016/j.YjtD.2023.09.026. FCPMMFDtJPn 2023 DFD. PMID: 38152206 

２）IMPELLA（インペラ ) ิॿ循環༻ポンプカテーテルಋ入後の初ظ成
山中一朗 （ 奈良県立病院機構奈良県総合医療センター心ଁ血センター）ɼ川田啓之ɼ添田߃有ɼୌ
௺ষതɼ磯島ୖɼ阪井་࢙ɼ松林和磨ɼ૿谷　༏ɼ井上智仁ɼ仁科　健ɼ関ࠜ༟司ɼ中塚大հɼ佐
藤　ढ़ɼ矢田　ڡɼ多良༞一ɼ岸田ঊ平ɼ安宅一ߊɼ中平敦士ɼᷤ本直࠸ɼԭ田ण一ɼ新城武明

　　奈良県総合医療センター医学雑27（1877-2189）ࢽ １号 PaHF33-37（2023.03）ר
３）ಛఆ行ҝ研修修ྃ看護師のಋ入ଅਐにむけての課ʵ看護師ಛఆ行ҝ研修制の課とղܾࡦʵ市川 

2023 ࢽ日本心ଁ血外科学会雑　ܚ 年 52 号̐ר 283-290 
　　EPJ：PrH/10.4326/jjDWT.52.283
̐）山中一朗　仁科　健　関ࠜ༟司　中塚大հ　佐藤　ढ़　多良༞一　橋本༏里　上田༞一
　　左心耳Թଘ Na[F 手ज़の成 部外科ڳ . 77:15 ʵ 19 2024

講　演
１）上田༟一：心ଁ外科チームのコミュニケーション：ノンテクニカル・スキル
　　心ଁ血外科ウインターセミナー　（白馬）　2023.2.22
２）上田༟一：これからの地域医療のために
　　天理よろづ相ஊ所病院　地域医療講演会　（天理）2023.5.18
３）仁科　健：গ子高齢化࣌代の大動຺ห治療 .　第１ճ奈良市心ଁหບ症の会　2023.6.8　奈良市

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ)

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ୖ⏣ ⿱୍

ዉⰋ┴❧

病院ᶵᵓ

⌮㛗

心臓血管外科⯡
ி㒔Ꮫ༤ኈ䠄་Ꮫ䠅䚸外科Ꮫᑓ㛛་䠄ᣦᑟ་㈨᱁䛒䜚䠅䚸心臓血管外

科ᑓ㛛་䠄ᣦᑟ་㈨᱁䛒䜚䠅䚸循環器ᑓ㛛་

ᒣ中 ୍ᮁ

心臓血管外

科㻌

䝉䞁䝍䞊㛗

心臓血管外科⯡

ி㒔Ꮫ༤ኈ䠄་Ꮫ䠅䚸外科Ꮫᑓ㛛་䠄වᣦᑟ་䠅䚸心臓血管外科ᑓ㛛

་䠄වᣦᑟ་䚸ಟ⦎ᣦᑟ་䠅䚸⬚部外科ᣦᑟ་䚸循環器ᑓ㛛་䚸⬦管ᑓ㛛

་䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ་䚸᪥ᮏపく心臓ᡭ⾡Ꮫపく心臓ᡭ⾡

䠄MICS䠅ㄆᐃ་

ோ科 

部㛗

ᝈ⪅ᨭ䝉

䞁䝍䞊㛗

心臓血管外科⯡

ி㒔Ꮫ༤ኈ䠄་Ꮫ䠅䚸᪥ᮏ外科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ心臓血管外科

Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ血管外科Ꮫ血管内治療ㄆᐃ་䚸経䜹䝔䞊䝔䝹ື⬦

ᘚ治療䠄㼀AVI䠅ᣦᑟ་䚸⬚部ス䝔䞁䝖䜾䝷䝣䝖ᣦᑟ་䚸⭡部ス䝔䞁䝖䜾䝷䝣䝖

ᣦᑟ་䚸血管内䝺䞊䝄䞊ᣦᑟ་䚸心臓血管外科ಟ⦎ᣦᑟ་䚸⮫ᗋ◊ಟ་

ᣦᑟ་

中ሯ  部㛗 ᡂ人心臓血管外科
᪥ᮏ外科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ心臓血管外科Ꮫᑓ㛛་䚸⬚部ス䝔䞁䝖䜾䝷

䝣䝖ᣦᑟ་䚸⭡部ス䝔䞁䝖䜾䝷䝣䝖ᣦᑟ་

బ⸨ ಇ ་㛗 心臓血管外科⯡

᪥ᮏ外科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ心臓血管外科Ꮫᑓ㛛་䚸経䜹䝔䞊䝔䝹ື

⬦ᘚ治療䠄㼀AVI䠅ᐇ་䚸⭡部ື⬦⒗ス䝔䞁䝗䜾䝷䝣䝖ᣦᑟ་䚸血管内䝺

䞊䝄䞊↝ⅎ⾡ᐇ་䚸᪥ᮏ DMA㼀 㝲ဨ䠄⤫ᣓ DMA㼀 ◊ಟಟ䠅

ከⰋ ♸୍ ་ဨ 心臓血管外科⯡
᪥ᮏ外科Ꮫᑓ㛛་䚸ୗ⫥㟼⬦⒗血管内↝ⅎ⾡ᐇ་䚸⭡部ື⬦⒗

ス䝔䞁䝖䜾䝷䝣䝖ᐇ་

ᶫᮧ ඃ㔛 ᑓᨷ་ ୍⯡外科
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̐）上田༟一：新規技ज़をಋ入した手ज़における医療事ނʙ医療事ނ調査の目తを理ղするʙ
　　九州・ԭೄ地区国立大学病院ٞڠ会　（ത多）2023.6.9
５）上田༟一：人は୭でも間ҧえる ʵ医療をよくするために患者にできることʵ第̔ճ日本がんサポー
　　ティブケア学会学ज़集会　市民公開講座　（奈良）2023.6.25
̒）上田༟一：h 医療事ނʱがىきた࣌の۩体తな対Ԡ　ʕ医療安શ理部門のׂと当事者の対Ԡー　
　　奈良県医療安શਪਐセンター　講演会　（奈良）2023.6.30
７）仁科　健：গ子高齢化࣌代の大動຺ห治療 .　奈良 TA7I の会　2023.7.14　奈良市
̔）仁科　健：গ子高齢化࣌代の大動຺ห治療 .　第２ճ奈良市心ଁหບ症の会　2023.8.24　
９）上田༟一：医療を良くするために患者にできること
　　日本赤े字社奈良県支部　有功会総会　（奈良）2023.9.4
10）上田༟一：心ଁ手ज़室の患者安શ、第 28 ճ日本心ଁ血ຑਲ学会学ज़大会　（奈良）2023.9.17
11）上田༟一：医療の࣭のอূ　ʙ患者安શと病院のガバナンスʙ
　　岸和田市立病院　医療安શ研修会（岸和田）2023.9.29
12）仁科　健：病診連携のඞཁ性（当院のऔりみ）.　病診連携セミナー .　2023.10.12　奈良市
13）上田༟一：手ज़の࣭のอূ　ー患者安શと病院のガバナンスー　
　　まほろばট講演　第 73 ճ 日本泌尿器科学会中部総会（奈良）　2023.10.13
14）仁科　健：病診連携のඞཁ性 .　西の京循環器フォーラム .　2023.10.21　奈良市
11）上田༟一：医療の信པ性・医療の࣭を高めるためには 医療ै事者はԿをすればよいのだろうかʁ　
　　JCHO 大阪病院　医療安શ研修会（大阪）2023.11.6
12）仁科　健：গ子高齢化࣌代の大動຺ห治療 .　第３ճ奈良市心ଁหບ症の会　2023.11.15　奈良市
13）上田༟一：織จ化のৢ成について　第 11 ճશ国地方独立行政法人病院ٞڠ会（奈良）2023.11.17
14）上田༟一：医療への患者ࢀ加の重ཁ性、Ѫ仁会　高௬病院　医療安શ研修会　（高௬）2023.12.7
15）山中一朗．人工หの話（１）．第２ճ　バイタル講演会　奈良市
16）山中一朗．大動຺ห治療に対する༷ʑなٙ（rPVnEtaCMF EJTDVTTJPn 形ࣜ）　第２ճ奈良市心ଁหບ

症の会　奈良市
17）山中一朗．人工หの話（２）．第３ճ　バイタル講演会　奈良市
18）山中一朗．7 S P.  第̐ճ　バイタル講演会　奈良市

シンポジウム
１）上田༟一：患者ࢀ加の課「医療の࣭向上と患者安શへの“患者ࢀ加”の重ཁ性」　（奈良）2023.3.21
２）山中一朗　ଞ．Ģ ಛ別企画 Ĥ NFYt TtaHF における心ଁ血外科医のಇき方վֵ �　奈良県総合医療セ

ンターにおけるಇき方վֵへのऔりみ .　
第 53 ճ心ଁ血外科学会総会、2024.2.22（旭川市）
３）関ࠜ༟司　ଞ．ഁ྾性ෲ部大動຺ᚅに対する治療成．第 59 ճෲ部救急医学会（ٓ野市）
̐）山中一朗　ଞ．心ບを༻した手ज़：右心 HJant anHJPTarDPNa に対する右心શআʴ心ບによ

る右心再ݐज़．8EP 2023 （大阪市）

一ൠ演
１）橋村༏里　ଞ．A 型ղを合ซした PPrDFMaJn 大動຺に対してɼ２分ࢬを༻いた tranTMPDatJPn 法

TAR を施行した１ྫ．第 36 ճ日本血外科近ـ地方会（大阪市）2023.3.11
２）上田༟一：ಛ別企画 外科における「ಇき方վֵ」への対Ԡとその点、第 123 ճ日本外科学会ఆ
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学ज़集会　（東京）2023.4.28ظ
３）仁科　健、佐藤　ढ़、多良༞一、矢田　ڡ、岸田ঊ平、中塚大հ、関ࠜ༟司、山中一朗 .　当院にお

ける TtanGPrE B tZpF DJTTFDtJPn に対する TE7AR 治療の検౼．第 51 ճ日本血外科学会総会　一
ൠ演　2023.6.1　東京

̐）上田༟一：LFHFnET anE LFHaDJFT PG aPrtJD TVrHFrZ: JapanFTF DPntrJCVtJPn tP NPEFrn aPrtJD TVrHFrZ 
anE DFrFCraM prPtFDtJPn、ThF 31Tt AnnVaM MFFtJnH PG thF ATJan SPDJFtZ GPr CarEJPWaTDVMar anE 
ThPraDJD SVrHFrZ　（BVTan KPrFa）　2023.6.1

５）多良༞一、山中一朗、仁科　健、関ࠜ༟司、佐藤　ढ़ .　当院における̐分ࢬ一体型オープンステ
ントグラフト（FRO;ENIX ̐CranDhFE）の༻経ݧ .　第 66 ճ関西ڳ部外科学会　2023.6.9　（大阪）

̒）岸田ঊ平　ଞ .　大動຺ห乳಄状性線ҡजに対する̒ྫの外科治療 .　第 66 ճ関西ڳ部外科学会学
ज़集会　2023.6.9　（大阪市）

７）佐藤　ढ़　ଞ 第　ݧมをった感染性心内ບԌ３ྫの経ߗ؊　. 66 ճ関西ڳ部外科学会学ज़集会　
2023.6.9　（大阪市）

̔）佐藤　ढ़　ଞ .　TA7I ज़中にף動຺ด࠹を生じた一ྫ　奈良 TA7I の会　2023.7.14（奈良市）
９）多良༞一、山中一朗、仁科　健、関ࠜ༟司、佐藤　ढ़ ज़を大කᜰ動຺ᚅに対して人工血置ڊ　.

施行した１ྫ .　第 55 ճ奈良血疾患࠙話会　2023.10.14　（橿原市）
10）山中一朗　ଞ . 外רき生体หのૣظ機能ෆશは本当かʁ　第 76 ճ日本ڳ部外科学会త学ज़総会　

2023.10.18（ઋ台市）
11）葛井総ଠ　ଞ．大଼動຺血ખ内ບఠআ後のパッチ修෮に༻Մ能となったウシ心ບの༻経ݧ
　　第̐ճ日本フットケア・病医学会年࣍学ज़集会　2023.12.22（ٓ野市）
12）山中一朗　ଞ A 型急性大動຺ղに対する FET をซ༻した上行大動຺置ज़のԕִ成．第 54 ճ

心ଁ血外科学会総会（浜松市）2024.2.21
13）関ࠜ༟司　ଞ：E7AR 代におけるෲ部大動຺ᚅに対する小開手ज़のՄ能性．第࣌ 54 ճ心ଁ血外

科学会総会（浜松市）2024.3.23
14）市川ܚ　ଞ．心ଁ血外科チーム制への診療看護師（NP）の配置とޮՌ　第 54 ճ心ଁ血外科学

会総会（浜松市）2024.2.23
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１　औ（ۀ༰）

医ྍͷ୲͍खͱͯ͠ߴ　①

　当科は、奈良県における公తװج病院の外科として、医学のਐาによる先の外科治療技ज़をৗにಋ入
し、高な医療を行うことによって県民にݙߩする務を୲っている。؊ଁ・のう・ᢄଁ外科、下部消
化（݁腸、直腸）外科、上部消化（৯道、胃）外科の３ྖ域をபとし、それぞれにઐ門త技能を有す
る指ಋ医がৗۈ医としてۈ務している。ଞ病院で治療ࠔな高消化器ѱ性जᙾ手ज़を多施行してج
なࠔについては、ଞの施設ではআ؞病院としてのׂをՌたしている。高ਐ行؊ଁ、道、ᢄଁװ
患者に対し、当科がઐ門తにऔりんでいる血合ซআ再ݐをۦした手ज़で治༊আを行っている。
　手ज़支援ロϘットダヴィンチを༻いた手ज़では、当科では、อݥऩࡌに先ۦけて 2017 年 11 月に胃আ、
2018 年からは直腸手ज़にࣗ༝診療としてଚ入して手技を֬立し、その実により県内で初めてのอݥ診
療での実施施設となった。
　ロϘット支援下手ज़の高化へのऔりみを続け、ᢄଁ手ज़を 2019 年 10 月から国内で先ۦతに（近ـ
で初の施設として）ࣗ༝診療でಋ入した。2020ݍ 年̐月のಉ手ज़のอݥऩࡌのࡍには、近ݍـで།一ೝ
Մされたが、今年は、ロϘット支援下؊আज़のอݥऩࡌにいこれもまた近ݍـで།一อݥ診療下で
の施行をೝՄされた。ロϘット支援下ᢄଁ手ज़に加えてロϘット支援下؊আज़のメンターサイトのひと
つとして、国内のさらに多くの施設からの手ज़見学ر者をडけ入れている。
　これらの高医療、高手ज़は、長࣌間手ज़が多くなるなかでのຑਲ科医師をはじめとする手ज़室ス
タッフのਚྗと、集中治療室での高レベルなपज़ظ理体制、病棟スタッフをؚめた院内֤部門のྗڠな
ど、まさに“センター医療の総合ྗにより成り立っている。
②　Ҭʹࠜࠩͨ͠૯߹පӃ

　上記の高医療に対Ԡする機能とಉ࣌に、地域にࠜࠩした総合ఠ院の外科として、石症、そけいϔル
ニア、肛門疾患などの一ൠతな病ؾに対する手ज़も行っている。また、ਨԌや消化ઠ、ෲ部内ଁ出
血、腸ด࠹などのෲ部の救急疾患に対するۓ急患者への手ज़にもৗに対Ԡできる体制を整え、װج病院と
して県民の健康をकるࡆとしての務をՌたすべく診療にあたっている。
③　େڸࢹ

　当科では、消化器内科とともに診அ内視鏡ならびに一ൠత病มআを୲当している。高の技ज़をཁす
るૣظ大腸؞に対する内視鏡త೪ບ下ണज़（ESD）は当科で୲当し当院消化器内科やଞ施設からの
հ患者を多治療している。
ᶆ　͕ΜऀױΛ͑ࢧΔྍ࣏

　当科は多くの消化器がんの患者さんに対する化学療法も行っており、ಉ࣌に症状؇和のための治療もؚ
め、がん患者をあらゆる面で支えていくׂも୲っている。院内に織されている集学తがん治療センター
とྗڠしつつ、ご家族とともにがん患者さんをトータルにサポートしていくことを当診療科の方として
点病院であるとともに、がんήノム医療連携病院にも新たに指ఆڌげている。当院は地域がん診療連携ܝ
されており、がんҨ伝子パネル検査を院内でґཔすることができる体制を有している。
ᶇ　外科医ҭͷͨΊͷઐݚम

　当センターは、消化器・؊ᢄ外科、心ଁ血外科、呼吸器外科、乳腺外科からなる外科ܥ診療科群を
形成し、日本外科学会ʗ日本ઐ門医機構の外科ઐ門研修のװج施設となっており、当院の外科研修װجプ
ログラムでの３年間で外科ઐ門医の֨ࢿがऔಘできるようになっている。2020 年̐月から当センターを
医が本プログラムによる外科ઐ門研修を開始しており病院શ体として外科ઐ門研߈施設とする外科ઐװج
修をண実にਐめるとともに、ઐ߈医の外科医としての成長と今後の発లに野をもってऔりんでいくと
ともに奈良県における外科医のҭ成にݙߩしていく。
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２　Ռ（ۀ࣮）

　ᶃ 2023 年の手ज़室での手ज़݅は 862 ݅であった。新型コロナウイルスの感染拡大にう病床ӡ営
ॖ小と小児外科ࢀ入による当科ׂり当て手ज़のݮのӨڹが実にදれる݁Ռとなったが、その中でも
ѱ性疾患高手ज़はԿとか施行を֬อした。
　ᶄ 2023 年１月に胃ྖ域のઐ門医がணし、2023 年のロϘット支援下胃আज़は 15 ݅とඈ༂తに૿
加した。ロϘット支援下直腸আज़は 2023 年には 29 ݅であった。
　ᶅ 2022 年からのอݥऩࡌでશ国でも先がけて施設ج४を֫ಘしたロϘット支援下؊আज़は７ྫ施
行した。2020 年̐月からอݥऩࡌされたロϘット支援下ᢄ಄े二指腸আ手ज़はಉ年で 14 ྫ、2021 年
には 19 ྫ、2022 年は 13 ྫであった。
　ᶆロϘット支援下胃আज़においては、年終൫から৯道・胃外科ઐ門スタッフによる施行を開始した。
　ᶇ当科とともに心ଁ血外科、呼吸器外科、乳腺外科をؚむ外科ܥ診療科群として当センターが 2020
年から開始した新ઐ門医制における外科研修װجプログラムでは、ಉ年に１ظ生として１名の外科
ઐ߈医が登録され、2021 年̐月から２ظ生として２名、2022 年は３ظ生として１名、2023 年は５名
の外科ઐ߈医の研修が開始された

���� खज़࣮

外科手ज़݅　　　862
৯道・胃手ज़݅　 95
؊ᢄ手ज़݅　　289
大腸手ज़݅　　　246

̏　医師հ
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⪅㈨᱁䚸㏆␥外科Ꮫ ホ㆟ဨ

ᯇ㜰 ṇカ 㠀ᖖ་ᖌ

୍⯡外科

消化器外科

救急་療

᪥ᮏ救急་Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ DMAT 㝲ဨ䚸ዉⰋ┴䝯䝕䜱䜹䝹コ䞁䝖ロ䞊

䝹༠㆟᳨ド་䚸JPTEC 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸ACLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸ཌ

生ປാ┬ㄆᐃ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་
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(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

㧗 ῭ᓟ

院㛗䚸

集Ꮫⓗ䛜ん治

療䝉䞁䝍䞊㛗

消化器外科

肝臓・膵臓・胆㐨外

科㻌

内ど㙾外科䚸⭁臓・

㛛⬦外科

肝臓⛣᳜

ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡

᪥ᮏ肝胆膵外科Ꮫ㧗度ᢏ⬟ᣦᑟ་・ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫ

ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫᣦᑟ་・

ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫᢏ

⾡ㄆᐃ་䠄消化器・୍⯡外科㡿ᇦ䠅䚸消化器䛜ん外科治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ

⛣᳜Ꮫ⛣᳜ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓㄆᐃ་䚸British 

Journal of Surgery 䛾 Editorial Board Member䠄2017䡚2022䠅䚸ᅜ㝿肝胆

膵Ꮫဨ䚸䝶䞊ロ䝑パ内ど㙾外科䠄EAES䠅Ꮫဨ䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑

䝖䝎䞂䜱䞁䝏⾡⪅㈨᱁䚸ロ䝪䝑䝖外科Ꮫㄆᐃ་䚸ロ䝪䝑䝖膵㢌༑ᣦ⭠

ษ㝖䝥ロ䜽䝍䞊䚸ロ䝪䝑䝖膵యᑿ部ษ㝖䝥ロ䜽䝍䞊䚸ロ䝪䝑䝖肝ษ㝖䝥ロ

䜽䝍䞊䠄ள༊ᇦษ㝖௨ୖྵ䜐䠅䚸ロ䝪䝑䝖⥲胆管ᣑᙇᡭ⾡䝥ロ䜽䝍䞊

䠄᪥ᮏ肝胆膵外科Ꮫ䠋᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫ䠅䚸䝎䞂䜱䞁䝏肝ษ㝖䝯䞁

䝍䞊䚸䝎䞂䜱䞁䝏膵㢌༑ᣦ⭠ษ㝖䝯䞁䝍䞊

中ᕝ ṇ 部㛗

消化器外科䠄≉䛻

⭠・㦵┙外科䠅

⭠内ど㙾䛻䜘䜛

診᩿䛸治療䠄⭠䠡

䠯䠠䜢ྵ䜐䠅

⅖ᛶ⭠ᝈ䛾外

科治療䠄₽瘍ᛶ⭠

⅖䚸䜽ロ䞊䞁病䛺䛹䠅

消化管㐠ື生⌮䛻

㛵䛩䜛◊✲䛸治療

᪥ᮏ外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫᢏ⾡ㄆᐃ་䠄消化器・୍⯡外科㡿ᇦ䠅䚸᪥ᮏ⭠

⫠㛛病Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器内ど㙾Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་・

ᮏᏛ⾡ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑

䝖䝎䞂䜱䞁䝏⾡⪅㈨᱁

ྑ⏣ ᐶ 部㛗

消化器外科䠄⫶・㣗

㐨外科䠅

内ど㙾外科

化Ꮫ療ἲ

᪥ᮏ外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫᢏ⾡ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ㣗㐨Ꮫ㣗㐨科ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ

䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓㄆᐃ་䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䝡䞁䝏⾡⪅㈨᱁䚸㏆

␥外科Ꮫホ㆟ဨ

ྜྷᕝ 㧗ᏹ ་㛗

୍⯡外科

消化器外科䠄≉䛻

肝・胆・膵外科䠅

᪥ᮏ外科Ꮫ 外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫ 消化器外科ᑓ㛛

་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫᢏ⾡ㄆᐃ་䠄消化器・୍⯡外科㡿

ᇦ䠅䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫ 消化器䛜ん外科治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ肝胆膵

外科Ꮫホ㆟ဨ䚸㏆␥外科Ꮫ ホ㆟ဨ䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䞂䜱䞁䝏

ຓᡭ㈨᱁

⣬㇂ ┤Ẏ ་㛗

୍⯡外科

消化器外科䠄≉䛻䚸

肝・胆・膵䠅

᪥ᮏ外科Ꮫ 外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫ 消化器外科ᑓ㛛

་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫ 消化器䛜ん外科治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ

䝥䝷䜲䝬䝸䜿䜰Ꮫ ᐙᗞ་療ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ䝥䝷䜲䝬䝸䜿䜰Ꮫ 䝥䝷䜲

䝬䝸䜿䜰ㄆᐃ་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ་ᖌㄆᐃ産ᴗ་

⚟ᒸ ᖹ ་㛗

消化器外科䠄≉䛻

⭠・⫠㛛外科䠅

⭡腔㙾ୗ⭠ᡭ⾡

⭠内ど㙾䛻䜘䜛

診᩿䛸治療䠄⭠䠡

䠯䠠䜢ྵ䜐䠅

⅖ᛶ⭠ᝈ䛾治

療䠄₽瘍ᛶ⭠⅖・

䜽ロ䞊䞁病䛺䛹䠅

᪥ᮏ外科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科

Ꮫ消化器䛜ん外科治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ⭠⫠㛛病Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ

消化器内ど㙾Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᑓ㛛་䚸㏆␥外科Ꮫ

ホ㆟ဨ䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་ㅮ⩦ಟ

すᒸ Ṍ⨾

⦆䜿䜰内科

་㛗

⦆䜿䜰ᨭ

ᐊᐊ㛗

⦆་療䚸୍⯡外

科䚸消化器外科

᪥ᮏ⦆་療Ꮫ䚸᪥ᮏ外科Ꮫ外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་ᖌ産ᴗ་䚸

་ᖌᑡ数༊ᇦ経㦂ㄆᐃ་ᖌ䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䞂䜱䞁䝏ຓᡭ㈨᱁

᰿ὠ ᶞ 救急科་ဨ
消化器肝胆膵外科

救急外科
ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䞂䜱䞁䝏ຓᡭ㈨᱁㻌

㔠 ᾏ ᑓᨷ་ ୍⯡外科 ᪥ᮏ外科Ꮫဨ䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䞂䜱䞁䝏ຓᡭ㈨᱁

ᚿᡭ ඃோ ᑓᨷ་

小 㯪 ᑓᨷ་

Ώ㎶ ᫂ᙪ
㠀ᖖ་ᖌ

外科㢳ၥ

୍⯡外科

消化器外科䠄㣗㐨・

⫶外科䠅

㣗㐨・⫶外科

᪥ᮏ外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓᬻᐃᩍ⫱་䚸ዉⰋ┴❧་科Ꮫ㠀ᖖㅮ

ᖌ・⮫ᗋᩍᤵ

▼ᕝ ༤ᩥ 㠀ᖖ་ᖌ

୍⯡外科

䝋䜿䜲䝦䝹䝙䜰䠄䜽䞊

䝀䝹ἲ䠅

消化器外科

䛸䛟䛻㦵┙内臓外科

内ど㙾外科䛸⫠㛛

ᝈ

⅖ᛶ⭠ᝈ

㐍⾜䠋Ⓨ⒴䛻ᑐ

䛩䜛診᩿䛸集Ꮫⓗ

治療

⭠᪩ᮇ⒴䛻ᑐ䛩

䜛内ど㙾ⓗ治療

᪥ᮏ外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓᬻᐃᩍ⫱་・ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ⭠⫠㛛病Ꮫ

ホ㆟ဨ・ᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器内ど㙾Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸ⱥ

ᅜ消化器病Ꮫ International member䚸⭠⒴◊✲タ௦⾲䚸ዉⰋ

┴❧་科Ꮫ⮫ᗋᩍᤵ

ྥᕝ ᬛⱥ 㠀ᖖ་ᖌ

୍⯡外科

消化器外科䠄≉䛻

⭠・⫠㛛外科䠅

⭡腔㙾ୗ⭠ᡭ

⾡䚸┤⭠⒴䛻ᑐ䛩䜛

⫠㛛ᶵ⬟ Ꮡᡭ⾡

䠄䠥䠯䠮䠖ᣓ⣙➽㛫ษ

㝖⾡䜢ྵ䜐䠅

⭠内ど㙾䛻䜘䜛

診᩿䛸治療䠄⭠䠡

䠯䠠䠖⢓⭷ୗᒙษ㛤

㞳⾡䜢ྵ䜐䠅

㌿⛣䠋Ⓨ⭠䛜

ん䛻ᑐ䛩䜛ᡭ⾡・化

Ꮫ療ἲ䚸⅖ᛶ⭠

ᝈ䛾外科治療䠄₽

瘍ᛶ⭠⅖䚸䜽ロ䞊

䞁病䜢ྵ䜐䠅

᪥ᮏ外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫᢏ⾡ㄆᐃ་䠄消化器・୍⯡外科㡿ᇦ䠅䚸᪥ᮏ⭠

⫠㛛病Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་・ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ消化器内ど㙾Ꮫᣦᑟ་・

ᑓ㛛་・㏆␥ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་・㏆

␥ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓᬻᐃᩍ⫱་・ㄆᐃ་䚸᪥

ᮏ消化器⒴外科治療ㄆᐃ་䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䞂䜱䞁䝏⾡⪅㈨᱁䚸

᪥ᮏロ䝪䝑䝖外科Ꮫᑓ㛛་

ᒣᡞ ୍㑻 㠀ᖖ་ᖌ
消化器外科⯡

肝・胆・膵外科

᪥ᮏ肝胆膵外科Ꮫ㧗度ᢏ⬟ᑓ㛛་・ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ外科Ꮫᣦᑟ་・

ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸消化器䛜ん外科治療ㄆ

ᐃ་䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓㄆᐃ་䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䞂䜱䞁䝏⾡

⪅㈨᱁䚸㏆␥外科Ꮫ ホ㆟ဨ

ᯇ㜰 ṇカ 㠀ᖖ་ᖌ

୍⯡外科

消化器外科

救急་療

᪥ᮏ救急་Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ DMAT 㝲ဨ䚸ዉⰋ┴䝯䝕䜱䜹䝹コ䞁䝖ロ䞊

䝹༠㆟᳨ド་䚸JPTEC 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸ACLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸ཌ

生ປാ┬ㄆᐃ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་
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ۀ　̐

原　ஶ
１）DPJ S YaTVEa S HPLVtP D KaNJtanJ N MatTVP Y SaLata T NJThJwaEa S NaHaJ M NaLaNVra 

K TFraJ T KPhara Y ShP M: INpaDt PG thF PrPMPnHFE IntFrNJttFnt PrJnHMF ManFVWFr Pn PPTt-
HFpatFDtPNZ LJWFr FaJMVrF: CPNparJTPn PG OpFn anE LaparPTDPpJD ApprPaDhFT. 8PrME J SVrH 47: 
3328-3337 2023

２）INa[V Y MatTVP Y HPLVtP D YaTVEa S YPThJLawa T KaNJtanJ N YPThJEa C SaTaLJ T ShP M: 
DJTtJnDt rPMF PG tVNPr-JnGJMtratJnH MZNphPDZtFT CFtwFFn TZnDhrPnPVT anE NFtaDhrPnPVT DPMPrFDtaM 
DanDFr. LanHFnCFDLT ArDh SVrH 1: 408 2023

３）HPLVtP D YaTVEa S KaNJtanJ N MatTVP Y DPJ S ShP M: DFtaJMFE anaMZTJT PG rFDVrrFnt TJtFT 
aGtFr wFEHF rFTFDtJPn GPr prJNarZ hFpatPDFMMVMar DarDJnPNa DPnTJEFrJnH thF pPtFntJaM VTFGVMnFTT PG 
anatPNJD rFTFDtJPn: a rFtrPTpFDtJWF DPhPrt TtVEZ. LanHFnCFDLT ArDh SVrH 1: 408 2023．

̐）YaTVEa S HPLVtP D KaNJtanJ N MatTVP Y DPJ S NaLaHawa K NJThJwaEa S NaHaJ M TFraJ 
T ShP M: PrF- anE pPTtPpFratJWF C-rFaDtJWF prPtFJn aT a rJTL GaDtPr PG PrHan/TpaDF TVrHJDaM TJtF 
JnGFDtJPn aGtFr hFpatFDtPNZ. LanHFnCFDLT ArDh SVrH 1: 408 2023

５）高　็ࡁɼ中多༃ɼ吉川高ɼࢴ谷直ؽɼ西岡า美ɼࠜ 津大樹：̡ どう見える  どうѻう  　ランドマー
クを意ࣝした؊ᢄ内視鏡外科手ज़ʳෲ腔鏡下 / ロϘット支援下؊আにおける下大੩຺のऔѻい．手
ज़ 77: 1021-1028 2023 

症ྫ報ࠂ
１）久อ智༟ɼ松尾ӳ城ɼՖ谷७一ɼ岩田ਉ߂ɼक屋　ܓɼ岸田ঊ平ɼ高　็ࡁɼ石田ӳ和：外తなཁҼ

なくઠをきたした CPMMaHFnPVT CPMJtJT の一ྫ．奈良県総合医セ医ࢽ 27: 133-136 2023
２）金井大ւɼ尾崎জɼ新ډ田ହɼ上嶋昌和ɼ永松৾࡞ɼक屋　ܓɼ松尾ӳ城ɼ高　็ࡁɼ石田ӳ和：

FMaTh GMVDPTF MPnJtPrJnH SZTtFN が血糖ม動の֬ೝおよび治療に有ޮであったインスリノーマの一
ྫ．奈良県総合医セ医121-117 :27 ࢽ 2023

３）ذҁ菜ɼ永松৾࡞ɼՖ谷७一ɼ高　็ࡁɼ西岡า美ɼ田村智美ɼ石田ӳ和：ᢄᕶ液性೯๔性जᙾと
のؑ別がࠔであったᢄ神経内分泌जᙾの一ྫ．奈良県総合医セ医ࢽ 27: 78-81 2023

̐）橋村༏里ɼ西岡า美ɼ山戸一ɼ中多༃ɼ吉川高ɼ上久อ　ปɼીզ真߂ɼ中谷ॆɼ井上　隆ɼ
中川　正ɼ高　็ࡁ：大型ᢄजᙾに対しロϘット支援下ᢄ体尾部আを行った１ྫ．奈良県総合医セ
医ࢽ 27: 57-59 2023

講　演
１）高　็ࡁ：ロϘット手ज़をؚむ৵ऻᢄଁ手ज़と؊ᢄがんࠜ治আ．福山市民病院がん診療連携合

ಉカンファレンス（福山市）
２）右田和：胃がんとサルコペニア．奈良県総合医療センター集学తがん治療セミナー

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

㧗 ῭ᓟ

院㛗䚸

集Ꮫⓗ䛜ん治

療䝉䞁䝍䞊㛗

消化器外科

肝臓・膵臓・胆㐨外

科㻌

内ど㙾外科䚸⭁臓・

㛛⬦外科

肝臓⛣᳜

ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡

᪥ᮏ肝胆膵外科Ꮫ㧗度ᢏ⬟ᣦᑟ་・ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫ

ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫᣦᑟ་・

ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫᢏ

⾡ㄆᐃ་䠄消化器・୍⯡外科㡿ᇦ䠅䚸消化器䛜ん外科治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ

⛣᳜Ꮫ⛣᳜ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓㄆᐃ་䚸British 

Journal of Surgery 䛾 Editorial Board Member䠄2017䡚2022䠅䚸ᅜ㝿肝胆

膵Ꮫဨ䚸䝶䞊ロ䝑パ内ど㙾外科䠄EAES䠅Ꮫဨ䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑

䝖䝎䞂䜱䞁䝏⾡⪅㈨᱁䚸ロ䝪䝑䝖外科Ꮫㄆᐃ་䚸ロ䝪䝑䝖膵㢌༑ᣦ⭠

ษ㝖䝥ロ䜽䝍䞊䚸ロ䝪䝑䝖膵యᑿ部ษ㝖䝥ロ䜽䝍䞊䚸ロ䝪䝑䝖肝ษ㝖䝥ロ

䜽䝍䞊䠄ள༊ᇦษ㝖௨ୖྵ䜐䠅䚸ロ䝪䝑䝖⥲胆管ᣑᙇᡭ⾡䝥ロ䜽䝍䞊

䠄᪥ᮏ肝胆膵外科Ꮫ䠋᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫ䠅䚸䝎䞂䜱䞁䝏肝ษ㝖䝯䞁

䝍䞊䚸䝎䞂䜱䞁䝏膵㢌༑ᣦ⭠ษ㝖䝯䞁䝍䞊

中ᕝ ṇ 部㛗

消化器外科䠄≉䛻

⭠・㦵┙外科䠅

⭠内ど㙾䛻䜘䜛

診᩿䛸治療䠄⭠䠡

䠯䠠䜢ྵ䜐䠅

⅖ᛶ⭠ᝈ䛾外

科治療䠄₽瘍ᛶ⭠

⅖䚸䜽ロ䞊䞁病䛺䛹䠅

消化管㐠ື生⌮䛻

㛵䛩䜛◊✲䛸治療

᪥ᮏ外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫᢏ⾡ㄆᐃ་䠄消化器・୍⯡外科㡿ᇦ䠅䚸᪥ᮏ⭠

⫠㛛病Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器内ど㙾Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་・

ᮏᏛ⾡ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑

䝖䝎䞂䜱䞁䝏⾡⪅㈨᱁

ྑ⏣ ᐶ 部㛗

消化器外科䠄⫶・㣗

㐨外科䠅

内ど㙾外科

化Ꮫ療ἲ

᪥ᮏ外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫᢏ⾡ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ㣗㐨Ꮫ㣗㐨科ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ

䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓㄆᐃ་䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䝡䞁䝏⾡⪅㈨᱁䚸㏆

␥外科Ꮫホ㆟ဨ

ྜྷᕝ 㧗ᏹ ་㛗

୍⯡外科

消化器外科䠄≉䛻

肝・胆・膵外科䠅

᪥ᮏ外科Ꮫ 外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫ 消化器外科ᑓ㛛

་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫᢏ⾡ㄆᐃ་䠄消化器・୍⯡外科㡿

ᇦ䠅䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫ 消化器䛜ん外科治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ肝胆膵

外科Ꮫホ㆟ဨ䚸㏆␥外科Ꮫ ホ㆟ဨ䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䞂䜱䞁䝏

ຓᡭ㈨᱁

⣬㇂ ┤Ẏ ་㛗

୍⯡外科

消化器外科䠄≉䛻䚸

肝・胆・膵䠅

᪥ᮏ外科Ꮫ 外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫ 消化器外科ᑓ㛛

་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫ 消化器䛜ん外科治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ

䝥䝷䜲䝬䝸䜿䜰Ꮫ ᐙᗞ་療ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ䝥䝷䜲䝬䝸䜿䜰Ꮫ 䝥䝷䜲

䝬䝸䜿䜰ㄆᐃ་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ་ᖌㄆᐃ産ᴗ་

⚟ᒸ ᖹ ་㛗

消化器外科䠄≉䛻

⭠・⫠㛛外科䠅

⭡腔㙾ୗ⭠ᡭ⾡

⭠内ど㙾䛻䜘䜛

診᩿䛸治療䠄⭠䠡

䠯䠠䜢ྵ䜐䠅

⅖ᛶ⭠ᝈ䛾治

療䠄₽瘍ᛶ⭠⅖・

䜽ロ䞊䞁病䛺䛹䠅

᪥ᮏ外科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科

Ꮫ消化器䛜ん外科治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ⭠⫠㛛病Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ

消化器内ど㙾Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᑓ㛛་䚸㏆␥外科Ꮫ

ホ㆟ဨ䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་ㅮ⩦ಟ

すᒸ Ṍ⨾

⦆䜿䜰内科

་㛗

⦆䜿䜰ᨭ

ᐊᐊ㛗

⦆་療䚸୍⯡外

科䚸消化器外科

᪥ᮏ⦆་療Ꮫ䚸᪥ᮏ外科Ꮫ外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་ᖌ産ᴗ་䚸

་ᖌᑡ数༊ᇦ経㦂ㄆᐃ་ᖌ䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䞂䜱䞁䝏ຓᡭ㈨᱁

᰿ὠ ᶞ 救急科་ဨ
消化器肝胆膵外科

救急外科
ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䞂䜱䞁䝏ຓᡭ㈨᱁㻌

㔠 ᾏ ᑓᨷ་ ୍⯡外科 ᪥ᮏ外科Ꮫဨ䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䞂䜱䞁䝏ຓᡭ㈨᱁

ᚿᡭ ඃோ ᑓᨷ་

小 㯪 ᑓᨷ་

Ώ㎶ ᫂ᙪ
㠀ᖖ་ᖌ

外科㢳ၥ

୍⯡外科

消化器外科䠄㣗㐨・

⫶外科䠅

㣗㐨・⫶外科

᪥ᮏ外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓᬻᐃᩍ⫱་䚸ዉⰋ┴❧་科Ꮫ㠀ᖖㅮ

ᖌ・⮫ᗋᩍᤵ

▼ᕝ ༤ᩥ 㠀ᖖ་ᖌ

୍⯡外科

䝋䜿䜲䝦䝹䝙䜰䠄䜽䞊

䝀䝹ἲ䠅

消化器外科

䛸䛟䛻㦵┙内臓外科

内ど㙾外科䛸⫠㛛

ᝈ

⅖ᛶ⭠ᝈ

㐍⾜䠋Ⓨ⒴䛻ᑐ

䛩䜛診᩿䛸集Ꮫⓗ

治療

⭠᪩ᮇ⒴䛻ᑐ䛩

䜛内ど㙾ⓗ治療

᪥ᮏ外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓᬻᐃᩍ⫱་・ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ⭠⫠㛛病Ꮫ

ホ㆟ဨ・ᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器内ど㙾Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸ⱥ

ᅜ消化器病Ꮫ International member䚸⭠⒴◊✲タ௦⾲䚸ዉⰋ

┴❧་科Ꮫ⮫ᗋᩍᤵ

ྥᕝ ᬛⱥ 㠀ᖖ་ᖌ

୍⯡外科

消化器外科䠄≉䛻

⭠・⫠㛛外科䠅

⭡腔㙾ୗ⭠ᡭ

⾡䚸┤⭠⒴䛻ᑐ䛩䜛

⫠㛛ᶵ⬟ Ꮡᡭ⾡

䠄䠥䠯䠮䠖ᣓ⣙➽㛫ษ

㝖⾡䜢ྵ䜐䠅

⭠内ど㙾䛻䜘䜛

診᩿䛸治療䠄⭠䠡

䠯䠠䠖⢓⭷ୗᒙษ㛤

㞳⾡䜢ྵ䜐䠅

㌿⛣䠋Ⓨ⭠䛜

ん䛻ᑐ䛩䜛ᡭ⾡・化

Ꮫ療ἲ䚸⅖ᛶ⭠

ᝈ䛾外科治療䠄₽

瘍ᛶ⭠⅖䚸䜽ロ䞊

䞁病䜢ྵ䜐䠅

᪥ᮏ外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫᢏ⾡ㄆᐃ་䠄消化器・୍⯡外科㡿ᇦ䠅䚸᪥ᮏ⭠

⫠㛛病Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་・ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ消化器内ど㙾Ꮫᣦᑟ་・

ᑓ㛛་・㏆␥ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ消化器病Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་・㏆

␥ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓᬻᐃᩍ⫱་・ㄆᐃ་䚸᪥

ᮏ消化器⒴外科治療ㄆᐃ་䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䞂䜱䞁䝏⾡⪅㈨᱁䚸

᪥ᮏロ䝪䝑䝖外科Ꮫᑓ㛛་

ᒣᡞ ୍㑻 㠀ᖖ་ᖌ
消化器外科⯡

肝・胆・膵外科

᪥ᮏ肝胆膵外科Ꮫ㧗度ᢏ⬟ᑓ㛛་・ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ外科Ꮫᣦᑟ་・

ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸消化器䛜ん外科治療ㄆ

ᐃ་䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓㄆᐃ་䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䞂䜱䞁䝏⾡

⪅㈨᱁䚸㏆␥外科Ꮫ ホ㆟ဨ

ᯇ㜰 ṇカ 㠀ᖖ་ᖌ

୍⯡外科

消化器外科

救急་療

᪥ᮏ救急་Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ DMAT 㝲ဨ䚸ዉⰋ┴䝯䝕䜱䜹䝹コ䞁䝖ロ䞊

䝹༠㆟᳨ド་䚸JPTEC 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸ACLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸ཌ

生ປാ┬ㄆᐃ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་
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シンポジウム・ほか
１）高　็ࡁ・ほか：ᢄଁ・道・؊ଁྖ域へのロϘット手ज़のಋ入過ఔとその意ٛ．第 15 ճ日本ロϘッ

ト外科学会学ज़集会（名古屋市）
２）KP S   F t  a M :  AnatPNZ arPVnE IPDA W Ja  thF  M a tFra M  W JFw :  M FTTPnT  G rPN rPCPt J D 

panDrFatPEVPEFnFDtPNZ．第 35 ճ日本؊ᢄ外科学会学ज़集会（東京都新॓区）
３）KaNJtanJ N Ft aM: SVrHJDaM tFDhnJRVF anE rFTVMtT PG FYtFnEFE EJTtaM panDrFatFDtPNZ CZ hPrJ[PntaM 

panDrFatJD tranTFDtJPn．第 35 ճ日本؊ᢄ外科学会学ज़集会（東京都新॓区）
̐）SPHa M Ft aM: TFDhnJRVFT anE CFnF�tT PG rPCPtJD TVrHFrZ GPr CJMJarZ EJMatJPn．第 35 ճ日本؊ᢄ外

科学会学ज़集会（東京都新॓区）
５）NJThJPLa A Ft aM: INprPWFE NPrCJEJtZ aGtFr NPEJ�DatJPn PG TVtVrJnH prPDFEVrF GPr panDrFatJDPjFjVnaM 

anaTtPNPTJT Jn rPCPtJD panDrFatPEVPEFnFDtPNZ．第35ճ日本؊ᢄ外科学会学ज़集会（東京都新॓区）
̒）KVCP T Ft aM: IntraEVDtaM papJMMarZ nFPpMaTN PG thF CJMF EVDt Jn thF MJWFr DPntaJnJnH a MarHF TPMJE 

DPNpPnFnt．第 35 ճ日本؊ᢄ外科学会学ज़集会（東京都新॓区）
７）NJThJPLa A Ft aM: IntrPEVDtJPn PG rPCPtJD hFpatFDtPNZ aT a GJFME PG hFpatPCJMJarZ anE panDrFatJD 

TVrHFrZ．第 35 ճ日本؊ᢄ外科学会学ज़集会（東京都新॓区）
̔）NJThJPLa A Ft aM: ThF pPtFntJaM CFnFGJt PG rPCPtJD panDrFatPEVPEFnFDtPNZ GPr NaMJHnant tVNPrT．

第 78 ճ日本消化器外科学会総会（വ館市）
９）吉川高・ほか：ロϘット支援下؊আの現況．第 78 ճ日本消化器外科学会総会（വ館市）
10）西岡า美・ほか：ロϘットᢄ಄े二指腸আज़のಋ入：開ෲならびにෲ腔鏡下手ज़からのల開．第

15 ճᢄଁ内視鏡外科研ڀ会（岡山市）
11）高　็ࡁ・ほか：総拡ு症手ज़におけるロϘット支援下手ज़の意ٛ．第 36 ճ内視鏡外科学会総会 

（横浜市）

一ൠ演
１）吉川高・ほか：؊門部؞に対する拡大؊左༿আ道再ݐ後̐日目に生じた門຺血ખに対しۓ

急門຺血ખআڈ門຺血行再ݐज़を施行した１ྫ．第 50 ճ近ـ؊ଁ外科研ڀ会（大阪市）
に対し؊前区域ʴ؞؊ほか：जᙾ内感染をซ発した横ִບਁ५をう大型जᙾ・ؽ谷直ࢴ（２ S7 ʴ S4

আを施行し̔年ແ再発生ଘ中の１ྫ．第 50 ճ近ـ؊ଁ外科研ڀ会（大阪市）
３）高　็ࡁ・ほか：ダブルιフトコアグレーション法によるロϘット؊আ．第 15 ճ日本ロϘット外

科学会学ज़集会（名古屋市）
̐）西岡า美・ほか：LatFraM apprPaDh によるロϘット支援下ᢄ಄े二指腸আज़のपज़ظʙ中ظ成．

第 15 ճ日本ロϘット外科学会学ज़集会（名古屋市）
５）井上　隆・ほか：ロϘット支援下直腸手ज़とෲ腔鏡下直腸手ज़のظ成．第 15 ճ日本ロϘット外

科学会学ज़集会（名古屋市）
̒）西岡า美・ほか：ᢄ؞に対するロϘット支援ならびにෲ腔鏡下ᢄআの手ज़成のൺֱ検౼．第 123

ճ日本外科学会ఆظ学ज़集会（東京都ߓ区）
７）井上　隆・ほか：݁腸؞に対するロϘット支援下手ज़のಋ入経ݧ．第 54 ճ奈良外科学会学ज़大会（橿

原市）
আ手ज़．第؞した高局所ਐ行ᢄۦ手技をݐほか：ज़前治療と血行再・ؽ谷直ࢴ（̔ 43 ճ奈良県؊

ᢄ研ڀ会（奈良市）
９）NaLata Y Ft aM: MPEJGJFE 8arThaw NFthPE CZ rPCPtJD TVrHFrZ GPr TpMFnJD prFTFrWatJPn Jn DJTtaM 
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PanDrFatFDtPNZ．第 35 ճ日本؊ᢄ外科学会学ज़集会（東京都新॓区）
10）中多༃・ほか：当院におけるᢄ಄े二指腸আのᢄ腸合法とドレーン理の実ࡍ（wJth 

7IDEO）．第 78 ճ日本消化器外科学会総会（വ館市）
11）ીզ真߂・ほか：ロϘットᢄ体尾部আज़症ྫの検౼．第 78 ճ日本消化器外科学会総会（വ館市）
をར༻したܥ織再構築؞ほか：ᢄଁ・ؽ谷直ࢴ（12 PFntaHaNaWVnPn-1 の߅जᙾޮՌの検౼．第 78 ճ

日本消化器外科学会総会（വ館市）
13）井上　隆・ほか：ロϘット支援下直腸手ज़とෲ腔鏡下直腸手ज़のظ成．第 78 ճ日本大腸肛門病

学会学ज़集会（熊本市）
14）ࠜ津大樹・ほか：؊ S4 ྖ域のグリιンॲ理におけるロϘット支援下؊আの有༻性．第 17 ճ؊ଁ

内視鏡外科研ڀ会（岡山市）
ほか：ᢄ体尾部আのᡮԹଘज़ࣜにおけるロϘット支援下手ज़の有༻性．第・ؽ谷直ࢴ（15 36 ճ内視鏡

外科学会総会（横浜市）
16）ࠜ津大樹・ほか：ロϘット支援下؊আの༏Ґ性はどこで発شされるか．第 36 ճ内視鏡外科学会総会 

（横浜市）
17）井上　隆・ほか：݁腸؞に対するロϘット支援下手ज़のಋ入経ݧ．第 36 ճ内視鏡外科学会総会（横

浜市）
18）久อ智༟・ほか：外తなཁҼなくઠを来した DPMMaHFnPVT DPMJtJT の１ྫ．第 118 ճ日本消化器病学

会近ـ支部ྫ会（京都市）
19）山本千ࣿ・ほか：৯道ステント留置後のؾѹഉにう急性呼吸ෆશに対し、ۓ急ステントൈڈज़が

ޮした一ྫ．日本消化器病学会第 120 ճ近ـ支部ྫ会（神戸市）
20）小倉　ᴈ・ほか：NJWPMVNaC がޮし pCR がಘられたࠜ治আෆ能ਐ行胃؞の１ྫ．第 207 ճ近ـ

外科学会（ຕ方市）
21）金井大ւ・ほか：腸ด࠹で発症したճ腸子宮内ບ症の一ྫ．第 207 ճ近ـ外科学会（ຕ方市）
22）久อ智༟・ほか：ロϘット支援手ज़を活かした؊আ．第 51 ճ近ـ؊ଁ外科研ڀ会（大阪市）
ほか：ज़中に؊左༿আから左・ؽ谷直ࢴ（23 3 区域আにज़ࣜม更した؊門部؞の１ྫ．第 51 ճ

近ـ؊ଁ外科研ڀ会（大阪市）
24）右田和・ほか：আෆ能ਐ行・再発胃؞に対する SOX�NJWPMVNaC 療法の成．第 96 ճ日本胃؞

学会総会（京都市）
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１　औΓΈ（���� ݄̐ʙ ���� ݄̏）

　まずは精の高い診அのため、画૾診அではトモシンセシスきマンモグラフィー、乳腺Ի波検査
置、3.0 テスラの乳 MRI Ө置をඋえており、織診அではステレオガイド下マンモトーム生検をؚࡱ
む 7AB が施行Մ能である。ステレオガイド下マンモトーム生検については、ଞ院からհもडけて検査
施行している。画૾検査ٴび診அの精向上のため、放射線科医、乳腺外科医、技師、看護師などがࢀ加
するキャンサーϘードをఆظతに行っている。
　乳؞の診அがついた場合は、手ज़・薬療法・放射線治療をみ合わせた集学త治療をཁするが、શて
当院で施行Մ能である。薬療法については༷ʑな副࡞༻がありಘるため、ଞ科と連携をとり安શに治療
。続ができるようめているܧ
　また、Ҩ伝性乳がんのリスクが高い方には情報提供を行い、رされる場合はҨ伝カウンセリングやҨ
伝学త検査を行っている。当院は奈良県のҨ伝性乳؞ཛ؞総合װج施設であり、リスクݮ乳আज़

（2020 年よりอݥऩࡌ）をଞ院からのհもडけ入れて行っている。

２　Ռ

ʻ手ज़݅：2023 年̐月ʙ 2024 年３月ʼ
乳ࠜ؞治目త手ज़：122 ݅
जᙾఠ出ज़：15 ݅
そのଞ（ଞ؞ᡫᜰリンパઅసҠఠ出など）：̒݅

̏　医師հ

ۀ　̐

一ൠ演
１）田中美・ほか：当院のज़後アベマシクリブదԠ症ྫの検౼．第31ճ日本乳؞学会学ज़総会（横浜

市）
２）光藤༔子・ほか：当院におけるHBOC診療の現状と課．第31ճ日本乳؞学会学ज़総会（横浜市）
３）平尾۩子・ほか：ڳ部ଧがܖ機となり発症した15ࡀ女子のԌ症性ِजᙾの一ྫ．第31ճ日本乳؞学

会学ज़総会（横浜市）

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ)

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᖹᑿ ලᏊ 部㛗 乳腺外科

᪥ᮏ外科Ꮫ 外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ乳⒴Ꮫ 乳腺ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ

䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ䛜ん治療ㄆᐃ་䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷㅮ

῭䚸᳨診䝬䞁䝰䜾䝷䝣䜱ㄞᙳㄆᐃ་ᖌ䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

⏣中 ᖾ⨾ ་ဨ 乳腺外科

᪥ᮏ外科Ꮫ 外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ乳⒴Ꮫ 乳腺ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ䛜ん治療

ㄆᐃ་ᶵᵓ䛜ん治療ㄆᐃ་䚸᳨診䝬䞁䝰䜾䝷䝣䜱ㄞᙳㄆᐃ་ᖌ䚸⦆䜿䜰

◊ಟಟ
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１　औΓΈ

　小児外科は近ـ大学奈良病院から診療科ごとҟ動し、2022 年 6 月 1 日に奈良県総合医療センターに開
設されました。小児外科がѻう疾患は、日ࠒよく見かける日ৗ疾患（ܘϔルニア・ਨԌなど）から、
消化器・呼吸器・泌尿生৩器、新生児疾患、ѱ性ݻ形जᙾ、外ইまで多ذにわたります。また病・重症
患児の外科治療まで広くカバーしています。日ৗ診療でѻうܘϔルニアやਨԌなどをআくと、小児外
科がѻう疾患は先天性のҟৗにう疾患が多く、ෳճの手ज़がඞཁになったり、外科治療後もશな機
能ճ෮がめなかったりすることもあります。さらに長ظにわたり機能ճ෮へのऔみや、成長・発ҭの
経過観などがඞཁになります。このような疾患のಛघ性から、小児外科の手ज़後は小児ظだけでなく成
人になってもܧ続した診療がඞཁになります。
　小児外科疾患の中で、小児外科のઐ門性が最も高いのは新生児外科疾患です。その多くは発生過ఔのҟ
ৗによる児形ଶҟৗが原Ҽです。これら症ྫではしばしば出生後ૣظに症状が出現し、ॠく間に状ଶが
ѱ化します。このため出生直後に重ಞな状ଶ下でのۓ急手ज़がඞཁになることもগなくありません。児
を診அしていれば、出生後、状ଶがѱ化する前に治療を行うことがՄ能と考えられます。こؾにその病ظ
のため、小児外科では産婦人科ٴび新生児集中治療科と連携をとり、児診அに関わることで、児ظに
病ؾの診அし、その重症・༧後をධՁにもとづく体理やదな分ส方法を行い、出生後にਝな外
科治療を行うという、児ظから一؏とした治療を提供することがՄ能になります。すなわち小児外科が
ѻう対の年齢は児から成人までになります。
　小児外科は現在 6 名の医師が在੶しており、手ज़、外来診療、検査に対Ԡしています。新生児の救急ٴ
び重症症ྫは新生児集中治療科（NICU 科）と、小児・学ಐظの救急症ྫは ER（救໋救急科）と小児重
症症ྫは集中治療部（ICU 科）の先生方と連携しながら診療をਐめております。ຖ日のज़前・ज़後をؚ
めたカンファレンスや病棟看護師、地域医療連携室スタッフとのୀ院支援カンファレンス、֤診療科（小
児科・NICU 科）との合ಉカンファレンスや産婦人科・NICU 科とのप産ظカンファレンスを行い、ඞཁ
にԠじてษڧ会、症ྫ検౼会を開࠵しスタッフの研修を行なっております。また、小児外科に関心を࣋つ
学生・研修医のडけ入れ、さらに小児外科を目指す初ظ研修医や後ظ研修医にはཆ成プログラムを४උし
ています。外来や手ज़をؚめた診療指ಋ、研ڀ会や学ज़集会へのࢀ加と演発දなど、小児外科医として
ඞཁなスキルのशಘにめております。

２　Ռ（ྍ࣮）

ɾखज़

　2023 年１月から 2023 年 12 月（１年間）までの手ज़݅は 202 ݅でした。このうち、内視鏡外科（ෲ腔鏡・
腔鏡・ᡦ鏡）はڳ 99 ݅で、新生児外科手ज़は 13 ݅（出生前診அྫは̐݅）でॲ置は̒݅でした。
���� １݄͔Β �� ݄ͷओͳखज़݅

年3202ࣞढ़ʀ患疾

3๖ೱ頸中ਜ਼෨頸ಆ
3切管ـ
1ढ़分管ـಆ

 成(լ切ঈ含む) 1ܙ࠸管切ـ  

22アωルϖᢎป෴ʀන体
  ૧ݽ定ढ़（೩） ̔(0) 

3法療化硬ञ管Ϗンリ
2ड़ఢᚇञԾൿ
2ଠのそ

෨෴༕性ڳࡧ3
2ढ़घ管ຜ尿
2ढ़੶ࡀ੶݃管૱
1ढ़घᡙ࠱

  VPシϡントཻ(෴෨作) 1 

1アωルϖຜֶԥڵߤں
3ढ़घڵ

65アωルϖܚߤں෴
71ढ़ঈ切ਪம
5ढ़重腸
3ढ़成ܙ
3設ଆᚊҥ
3ढ़घ࠻ถ腸
1ढ़ঈ切෨盲回
1ঈ切࣪ܞルケッメ

ロボットࢩԋघढ़ 上ॐֶञ瘍ఢड़(ਈܨઇլञ) 1 
1ढ़घ症֨ಕ

2性ѳ瘍ञ
1性ྒྷ

)3(01)ॴ(ࢩں管ـॴʀ査検಼ࢻں
7）FIG（ラメカҥ
3）FC（ラメカ腸大
ᡨں2

2検ਫ਼،検ਫ਼
0検ਫ਼ઇϏンリ

41ཻVC型ཻ期長ฯ֮࿑脈੫心中

ਫ਼児 ళ性ԥֶຜϖルωア 1 
（ドϪナーζߤڵ）ڵـ   5 

1アωルϖ࿀ಕৱ
2࿀ഃป෴
ถ腸小࠱1
1ढ़घᡙ࠱
1設ଆᡙ人
1法療化硬ञ管Ϗンリ
1ラメカ腸大

  VPシϡントཻ(෴෨作) 1 

202数૱
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3๖ೱ頸中ਜ਼෨頸ಆ
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(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ)

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

⡿ ➉ኵ 部㛗

⫾児診᩿治療䚸新

生児外科ᡭ⾡䚸呼

吸器外科ᡭ⾡䚸⭡

腔㙾・⬚腔㙾ୗᡭ

⾡䠄内ど㙾外科ᡭ

⾡䠅䚸小児ᝏᛶᅛ形

腫瘍䛾集Ꮫⓗ治

療䚸小児泌尿器外

科䚸㟼⬦経⭠ᰤ㣴

管⌮䚸小児外യ治

療䚸小児࿘産ᮇ⅏

ᐖ་療

᪥ᮏ小児救急་Ꮫ⌮・௦㆟ဨ䚸᪥ᮏ外科Ꮫᣦᑟ་・外科ᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ小児外科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་・௦㆟ဨ䚸᪥ᮏ小児泌尿器科Ꮫㄆᐃ

་・⌮・ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫᢏ⾡ㄆᐃ་䠄小児外科䠅・ホ㆟ဨ䚸

᪥ᮏ小児・血液䛜んᏛ小児䛜んㄆᐃ外科་・ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆ

ᐃ་ᶵᵓ䛜ん治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ⮫ᗋᰤ㣴௦ㅰᏛᣦᑟ་䚸᪥ᮏ小児་

療ಖ༠㆟䠄ᅄ⪅༠䠅小児・࿘産ᮇ⅏ᐖ་療ጤဨጤဨ㛗䚸᪥ᮏ小児・

࿘産ᮇ⅏ᐖ䝸䜶䝌䞁㐃⤡༠㆟ᖿ䚸᪥ᮏ小児ᮇ外科⣔㛵㐃Ꮫ༠

㆟ ┘䚸᪥ᮏ⫾児治療Ꮫ ᖿ䚸᪥ᮏ࿘産ᮇ新生児་Ꮫ ௦㆟

ဨ䚸ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡コ䞁䝋䞊䝹䝃䞊䝆䝵䞁㻌

ᒣ内 治 部㛗

小児外科୍⯡

小児泌尿器外科

小児救急

㔜心㌟㞀ᐖ外科

᪥ᮏ小児外科Ꮫᑓ㛛་・ホ㆟ဨ Pediatric Surgery International 

Publication committee ጤဨ䚸᪥ᮏ外科Ꮫᣦᑟ་・外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ小

児泌尿器科Ꮫᑓ㛛་・ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ小児放射線Ꮫホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ小児

救急་Ꮫ௦㆟ဨ・SI 䝯䞁䝞䞊

ᮌᮧ ᾈᇶ ་㛗

小児外科୍⯡

新生児外科

小児外科௦ㅰᏛ

ྂ形 ಟᖹ ་㛗 小児外科୍⯡

᪥ᮏ外科Ꮫ外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ DMAT Ⓩ㘓⪅䚸⤫ᣓ DMAT Ⓩ㘓⪅䚸

SSTT コ䞊スಟ䚸௧ 5 年度外യ外科་➼せㄳ◊ಟᴗಟ䚸MCLS

コ䞊スಟ䚸TNT コ䞊スಟ䚸JATEC 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎

䞂䜱䞁䝏ຓᡭ㈨᱁

ᓊ⏣ ᖹ ་ဨ 小児外科୍⯡
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����）ۀ　̐ １݄͔Β �� ݄）

原　ஶ
１）YaNaVDhJ K OwarJ M KJNVra K IThJJ T 8aLaTa T YPnFLVra T: DFTNPpMaTtJD TNaMM rPVnE DFMM 

tVNPr� A DaTF rFpPrt anE MJtFratVrF rFWJFw. J PFEJatrJD SVrHFrZ CaTF RFpPrtT 96: F102691 2023
２）KPHata S YaNaVDhJ K KJNVra K NaLahata K YPnFLVra T: CPnHFnJtaM NFNCranPVT FTPphaHFaM 

atrFTJa wJth EZTtrPphJD FpJEFrNPMZTJT CVMMPTa. PFEJatr IntFrnatJPnaM 65: F15550 2023
３）米倉竹：新生児の消化機能のಛ．प産ظ医学 53: 1547-1551 2023
̐）山内উ治ɼ米倉竹：SpMFnP-HPnaEaM GVTJPn（ᡮ性腺༊合）．小児外科 55: 957-961 2023
５）中ി賢ޗɼ山内উ治ɼ木村جߒɼ古形修平ɼ米倉竹：ෲ腔鏡ิॿ下経皮内視鏡త胃ᚈ設ज़の検౼．

JSPEN Jn prFTT 
̒）古形修平ɼ山内উ治ɼ木村جߒɼ森下༞࣍ɼ神山խ࢙ɼ大ׂ　ߩɼ今岡のりɼ三宅ढ़治ɼ横山৾ɼ

米倉竹：急性ෲ症として来院したܶ症型心筋Ԍの１ྫ．日本小児救急医学会雑ࢽ 22: 7-11 2023
７）米倉竹  山内উ治ɼ木村جߒɼ中ി賢ޗɼ古形修平：先天性水腎症に対する児治療．小児外科  

55:81-892023
̔）米倉竹：小児外科：໋をまもり、ະ来をつくる . 奈良県総医会10-5 :27 ࢽ 2023
９）米倉竹：小児の中心੩຺栄ཆ．今日の治療指 2023（福井࣍矢、高木　、小室一成編）医学ॻ院  

1417-1419 2023

講　演
１）米倉竹・ほか：小児外科診療の最前線ʵ内視鏡外科手ज़を中心にʵ．地域連携講演会　（奈良市）

シンポジウム・ほか
１）米倉竹・ほか：LPnH DPNNPn DhannFM をもつ pFrTJTtFnt DMPaDa に対する 7aHJnaM SwJtDh を༻いた

pPTtFrJPr TaHJttaM anPrFDtP-VrFthrP-WaHJnPpMaTtZ．総ഉᔔ腔ҟৗシンポジウム（岡山市）
２）中ി賢ޗ・ほか：当科における長ظ留置༻中心੩຺カテーテル༻症ྫの検౼と感染対ࡦʀ第 39 ճ

日本小児外科学会秋قシンポジウム（福岡市）
３）YPnFLVra T: AntFnataM DJaHnPTJT PG StrVDtVraM FFtaM ACnPrNaMJtJFT. FFMMPwThJp PrPHraN GPr 

PFEJatrJD SVrHFPn Jn LaP PDR 	8FC


一ൠ演
１）NaLahata K Ft aM: LPnH-tFrN PVtDPNFT PG hFpatJDPEVPEFnPTtPNZ Jn rFDPnTtrVDtJPn GPr DPnHFnJtaM 

DhPMFEPDhaM DZTt: a TJnHMF DFntFr rFWJFw. AnnVaM PAPS MFFtJnH（BaMJ InEPnFTJa）
２）山内উ治・ほか：ポートૠ入࣌支ࢳ࣋のが折れてෲน内にຒした LPEC 症ྫ．第 10 ճ関西小児

内視鏡外科研ڀ会（大阪市）
３）山内উ治・ほか：児̐水腎症の臨床త検౼．第 60 ճ日本小児外科学会学ज़集会（大阪市）
̐）中ി賢ޗ・ほか：児Ի波検査により経࣌తม化を観できたᡦ腸྾の１ྫ．第 139 ճ日本小児

科学会奈良地方会（天理市）
５）中ി賢ޗ・ほか：当科における横ִບϔルニア鏡視下手ज़の検౼．第 123 ճ日本外科学会学ज़集会（東

京都ߓ区）
̒）中ി賢ޗ・ほか：ए手・中ݎ小児外科医にとって࣋続Մ能な学会・研ڀ会のあり方．第 60 ճ日本小

児外科学会学ज़集会（大阪市）
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７）中ി賢ޗ：U45 がඳくະ来の小児外科“小児外科のދ”U45 からのઓ状　研ڀ会の整理ʀ第 60 ճ
日本小児外科学会学ज़集会（大阪市）

̔）中ി賢ޗ・ほか：ෲ部जᚅをܖ機に発見された小児ڊ大胃 GIST の一ྫ．第 59 ճ日本小児放射線学
会学ज़集会（東京都ߓ区）

９）中ി賢ޗ・ほか：出生前診அされたڊ大体װリンパح形の３ྫ．第 59 ճ日本प産ظ・新生児学会
学ज़集会（名古屋市）

10）中ി賢ޗ・ほか：小児における長ظ留置༻中心੩຺カテーテル・皮下ຒࠐ型中心੩຺ポートの༻経
第．ݧ 14 ճ੩຺栄ཆ理指ಋ者ٞڠ会学ज़集会（ਧ田市）

11）中ി賢ޗ・ほか：神経ժजज़後にۭ腸݁腸ᚈによる吸ऩোをきたし、ԕִظにᢄ؞をೝめた症ྫ．
第 65 ճ日本小児血液・がん学会学ज़集会（ࡳຈ市）

12）中ി賢ޗ・ほか：ᡦ腸྾に対するᡦ形成ज़後のᡦ・ഉ尿機能（続報）．第 79 ճ直腸肛門ح形研
会（福岡市）ڀ

13）中ി賢ޗ・ほか：先天性৯道྾ϔルニアに対し内視鏡外科手ज़を施行した７ྫの検౼．第 36 ճ日
本内視鏡外科学会総会（横浜市）

14）木村جߒ・ほか：分ส࣌ᡮഁ྾によるෲ部コンパートメント症ީ群の新生児ൖૹ．第 60 ճ日本小児
外科学会学ज़集会（大阪市）

15）木村جߒ・ほか：શ؊出ᢌଳϔルニアに対し一ظతෲนดज़とෲ腔鏡下ܘϔルニアࠜ治ज़をซ
施した症ྫ．第９ճ日本小児へそ研ڀ会（東京都ߓ区）

16）木村جߒ・ほか：分ส外ইによる新生児ᡮഁ྾の２ྫ．第 36 ճ日本小児救急医学会学ज़集会（ນு市）
17）古形修平・ほか：腸ݮѹ・長ظ TPN 理を行っている CIIPS の１症ྫ．第 52 ճ日本小児消化؊

機能研ڀ会（東京都千代田区）
18）古形修平・ほか：ヒト CD31 は好中ٿのみならず NK 細๔༠ಋҟछڋઈԠも制する．第 25 ճ日

本ҟछҠ植研ڀ会（名古屋市）
19）古形修平・ほか：地方都市におけるগ子化と手ज़症ྫのة機తなݮগの現状．第 60 ճ日本小児外科

学会学ज़集会（大阪市）
20）古形修平・ほか：ޡҿした ABS 樹ࢷ性鼻腔スワブを CT でඳ出しえた一ྫ．第 59 ճ日本小児放射線

学会学ज़集会（東京都ߓ区）
21）古形修平・ほか：ヒト CD31 分子のҟछ細๔へのಋ入は NK 細๔༠ಋҟछڋઈԠを制する．第

59 ճ日本Ҡ植学会総会（京都市）
22）古形修平・ほか：乳児の症ީ性石症・総݁石症ɼ治療方はʁ．第 88 ճ小児外科わからん会

（大阪市）
23）古形修平・ほか：当院における肛門पғᙾに対するɼेશ大ิ౬とഉٴࢄ౬の༻方法と再発の

関係性．第 27 ճ小児外科漢方研ڀ会（福岡市）
24）岸田ঊ平・ほか：出生前診அしえた先天性৯道྾ϔルニアの１ྫ．第 59 ճ日本小児外科学会近ـ

地方会（ਧ田市）
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１　औΓΈ

　整形外科はӡ動器の疾患をѻう診療科で、体のਊ（コア）になるࠎ・関અなどのܥ֨ࠎとそれをऔり
ғむ筋やそれらを支配する神経ܥからなる「ӡ動器」の機能తվ善を重ཁ視して治療する外科である。
体の֤部Ґ別に、上ࢶをѻう「手の外科」と「ݞ関અ外科」、下ࢶの「ވ関અ外科」、「ක関અ外科」と「
の外科」がある。また分野తにはओとしてม形性関અ症に代දされるୀ行性ม性をѻう「ӡ動器ো」や「ӡ
動器症ީ群（ロコモティブシンドローム）」、ए年のスポーツによるけがやোとスポーツѪ好の高齢者の
োをѻう「スポーツ医学」、関અリウマチをѻう「リウマチ外科」、事ނやࡂなどによる「外ই」など
に分けられる。以上のり口から見ても多のઐ門分野に分かれている。
　整形外科ではこれらの疾患や外ইで手ज़をඞཁとする患者さんの診療を中心に行っている。近ྡの病院
や医院との連携をとり、当院でしかできない高な精ີ検査を行って診அを行い、ओとして急性ظ治療に
対ॲしている。急性ظ治療を終ྃした患者さんにはもとのかかりつけの先生（ओに当院の登録医）にհ
し、その後もఆظతな手ज़後の健診に来院の༧診療をおこなっている。ൺֱత長ظの入院がඞཁな場合
にも当院の地域医療連携室を通して連携病院にస院することもՄ能である。
　現在７人の整形外科医師にて診療を行っている。外来診療と手ज़、またさまざまな検査等を行っている。
ಛにリハビリテーション部のスタッフと連携をਤっている。また、ज़前カンファレンス、ज़後カンファレ
ンスとज़後ճ診、看護師や地域連携室スタッフもؚめての病棟カンファレンスなどษڧ会や研修会をఆظ
తに行って患者༷中心の診療に心がけている。整形外科医を目指す初ظ研修医や後ظ研修医のཆ成にもॆ
実をਤっている。外来や手ज़をؚめた診療の指ಋ、研ڀ会や学ज़集会へのࢀ加や演発ද、一ൠ整形外科
医としてඞཁなスキルをशಘしている。

２　Ռ（���� खज़݅）

　खज़ͷछྨผ

घढ़種類 ݇数

ؖઇ外উ؏݄దघढ़ࠐ 285

人ࠐಆढ़ 54

人ؖઇ 40

ᡩࠐࠐΕढ़ 2

33ਜ਼ڴ᪉ଏʀ᪉母ൕ外

5ढ़ఈݽઇؖଏʀଏ

02ढ़成ܙଵਡ

ଏؖઇϱϒϱζϟϱφޫ܊ 7

81ఈݽ外

υϔϨʖχϜϱʀ״ઝʀஇ 29

901ଠͨ

合ܯ206

64)ढ़घںઇؖͬ͑ى(

໌׳࣮
ʀ୦ӕࠐ 357
ηϛʖςউ֒ 40
ร性࣮׳ 122
ञ  12
ࢰઝʀշ״ 29
ͨଠ 42
合ܯ 602

෨Ғ ݇数
ࢸ 101
൭ʛ大Ḳࠐ 151
ග 50
ԾḲʛଏ 170
ࢸൊట 18
Ծࢸൊట 47
ͨଠ 65

合ܯ 602
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̏　医師հ

ۀ　̐

ஶ　ॻ
１）杉本和：後天性のม形ɼፏ平．ਤઆの臨床．高倉ٛయ修ɼ田中康仁ɼ谷口　ߊ編：第̐൛．

pp113-129ɼメジカルビュー社ɼ東京ɼ2023
２）杉本和：ࠎ折ɼࠎࠎ折．ਤઆの臨床．高倉ٛయ修ɼ田中康仁ɼ谷口　ߊ編：第̐൛ɼpp239-

252ɼメジカルビュー社ɼ東京ɼ2023
３）杉本和：ࠎ折ɼ二分ਟଳଛইおよびࠎ前方ಥࠎى折．ਤઆの臨床．高倉ٛయ修ɼ田中康仁ɼ

谷口　ߊ編：第̐൛ɼpp253-255ɼメジカルビュー社ɼ東京ɼ2023

घढ़種類 ݇数

ؖઇ外উ؏݄దघढ़ࠐ 285

人ࠐಆढ़ 54

人ؖઇ 40

ᡩࠐࠐΕढ़ 2

33ਜ਼ڴ᪉ଏʀ᪉母ൕ外

5ढ़ఈݽઇؖଏʀଏ

02ढ़成ܙଵਡ

ଏؖઇϱϒϱζϟϱφޫ܊ 7

81ఈݽ外

υϔϨʖχϜϱʀ״ઝʀஇ 29

901ଠͨ

合ܯ206

64)ढ़घںઇؖͬ͑ى(

໌׳࣮
ʀ୦ӕࠐ 357
ηϛʖςউ֒ 40
ร性࣮׳ 122
ञ  12
ࢰઝʀշ״ 29
ͨଠ 42
合ܯ 602

෨Ғ ݇数
ࢸ 101
൭ʛ大Ḳࠐ 151
ග 50
ԾḲʛଏ 170
ࢸൊట 18
Ծࢸൊట 47
ͨଠ 65

合ܯ 602

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

Ⲩᮌ ṇྐ
脊椎脊髄外科

部㛗
脊椎脊髄外科

᪥ᮏ整形外科Ꮫ 整形外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ脊椎脊髄病Ꮫ 脊椎脊髄外

科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ脊椎脊髄病Ꮫ ㄆᐃᣦᑟ་䚸᪥ᮏ整形外科Ꮫ 脊椎

脊髄病་䚸᪥ᮏ整形外科Ꮫ 㐠ື器䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁་

☾ᮏ ៅ 部㛗

ୗ⫥㛵⠇外科

⭸・㊊䛾外科

ᅄ⫥外യ

᪥ᮏ整形外科Ꮫ 整形外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏయ⫱༠බㄆス䝫䞊䝒䝗䜽䝍

䞊

ᮡᮏ ஓ ཧ

ୗ⫥㛵⠇外科

⭸・㊊䛾外科

ス䝫䞊䝒整形外

科㻌

᪥ᮏ整形外科Ꮫ 整形外科ᑓ㛛་䚸ྠス䝫䞊䝒་䚸᪥ᮏయ⫱༠බㄆ

ス䝫䞊䝒䝗䜽䝍䞊䚸᪥ᮏ䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁་Ꮫ⮫ᗋㄆᐃ་

ᒣᮏ 㞝
脊椎脊髄外科

་㛗

脊椎脊髄外科

整形外科

᪥ᮏ整形外科Ꮫ整形外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ整形外科脊椎脊髄病་䚸᪥ᮏ

脊椎脊髄病Ꮫ脊椎脊髄外科ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ⮫ᗋ神経生⌮Ꮫㄆᐃ་䚸

᪥ᮏ脊髄ᶵ⬟診᩿Ꮫ௦㆟ဨ

୕ᾆ බ㑻 部㛗
㊊部・㊊㛵⠇・ᅄ

⫥外യ
᪥ᮏ整形外科Ꮫ ᪥ᮏ整形外科ᑓ㛛་

ఀ⸨ ᙪ ་㛗
ୖ⫥

ᅄ⫥外യ
᪥ᮏ整形外科Ꮫ ᪥ᮏ整形外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ救急Ꮫ 救急科ᑓ㛛་㻌

小ᯘ ඃభ ᑓᨷ་
整形外科⯡

ᅄ⫥外യ

⬥ᒣ Ἃஓຍ ᑓᨷ་
整形外科⯡

ᅄ⫥外യ

⡿⏣ ᱻ 㠀ᖖ
整形外科⯡

小児整形外科
᪥ᮏ整形外科Ꮫᑓ㛛་
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̐）杉本和：ࠎ折ɼLJTGranD 関અӓ・ࠎ折．ਤઆの臨床．高倉ٛయ修ɼ田中康仁ɼ谷口　ߊ編：
第̐൛ɼpp262-264ɼメジカルビュー社ɼ東京ɼ2023

５）杉本和：筋ᡲ・ਟଳଛইɼ関અਟଳଛই．ਤઆの臨床．高倉ٛయ修ɼ田中康仁ɼ谷口　ߊ編：
第̐൛ɼpp279-283ɼメジカルビュー社ɼ東京ɼ2023

̒）杉本和：筋ᡲ・ਟଳଛইɼ新外ଆਟଳଛই．ਤઆの臨床．高倉ٛయ修ɼ田中康仁ɼ谷口　ߊ
編：第̐൛ɼpp284-292ɼメジカルビュー社ɼ東京ɼ2023

７）杉本和：筋ᡲ・چ性関અ外ଆਟଳଛইɼ関અਟଳଛই．ਤઆの臨床．高倉ٛయ修ɼ田中
康仁ɼ谷口　ߊ編：第̐൛ɼpp293-301ɼメジカルビュー社ɼ東京ɼ2023

̔）杉本和：筋ᡲ・ਟଳଛইɼ内ଆਟଳ・三角ਟଳଛই．ਤઆの臨床．高倉ٛయ修ɼ田中康仁ɼ谷
口　ߊ編：第̐൛ɼpp307-309ɼメジカルビュー社ɼ東京ɼ2023

９）杉本和：筋ᡲ・ਟଳଛইɼLJTGranD ਟଳଛই．ਤઆの臨床．高倉ٛయ修ɼ田中康仁ɼ谷口　ߊ
編：第̐൛ɼpp318-323ɼメジカルビュー社ɼ東京ɼ2023

10）杉本和：部のԌ症およびશ性疾患にう部ଛইɼ痛風．ਤઆの臨床．高倉ٛయ修ɼ田中
康仁ɼ谷口　ߊ編：第̐൛ɼpp401-405ɼメジカルビュー社ɼ東京ɼ2023

11）磯本৻二：छ子ࠎおよび過ࠎো、そのほかのछ子ࠎ・過ࠎো．ਤઆの臨床．高倉ٛయ修ɼ
田中康仁ɼ谷口　ߊ編：第̐൛ɼpp171-174ɼメジカルビュー社ɼ東京ɼ2023

12）磯本৻二：ߜፖ性神経োɼMPrtPn 病．ਤઆの臨床．高倉ٛయ修ɼ田中康仁ɼ谷口　ߊ編：第̐൛ɼ
pp183-185ɼメジカルビュー社ɼ東京ɼ2023

13）磯本৻二：ࠎ折ɼस状ࠎࠎ折．ਤઆの臨床．高倉ٛయ修ɼ田中康仁ɼ谷口　ߊ編：第̐൛ɼ
pp256-258ɼメジカルビュー社ɼ東京ɼ2023

14）磯本৻二：筋ᡲ・ਟଳଛই、ࠜಎ症ީ群．ਤઆの臨床．高倉ٛయ修ɼ田中康仁ɼ谷口　ߊ編：
第̐൛ɼpp324-326ɼメジカルビュー社ɼ東京ɼ2023

15）磯本৻二：下଼・ɼ第５中ࠎർ࿑ࠎ折．スポーツ外ই・োの手ज़スタンダード．石橋ګ之編ɼ
pp288-293ɼ南江堂ɼ東京ɼ2023 

原　ஶ
１）SVHJNPtP K ITPNPtP S SaNPtP N MatTVJ T TanaLa Y: CPNparJTPn PG TZNptPNatJD VnTtaCMF anLMF 

wJth anE wJthPVt PT TVCpCVMarF. J OrthPp SDJ 28: 603-606 2023 EPJ: 10.1016/j.jPT.2022.01.007 EpVC 
2022 FFC 7  PMID: 35144867

２）SVHJNPtP K ITPNPtP S IThJEa E MJVra K HZaLVEa Y Ohta Y TanaLa Y TanJHVDhJ A: 
TrFatNFnt PG IntraArtJDVMar LFTJPnT AGtFr PPTtFrJPr InGFrJPr TJCJPGJCVMar LJHaNFnt InjVrZ: 
A CaTF SFrJFT PG EMJtF RVHCZ PMaZFrT. OrthPp J SpPrtT MFE 11: 23259671231200934 2023 EPJ: 
10.1177/23259671231200934  PMID: 37781642

３）SVHJNPtP K ITPNPtP S MJVra K HZaLVEa Y Ota Y TanJHVDhJ A TanaLa Y: AEWanDFNFnt PG 
PFrJPTtFaM anE CapTVMar CPNpMFYFT 8Jth Pr 8JthPVt AVHNFntatJPn UTJnH a FrFF GraGt FrPN LPwFr 
EYtFnTPr RFtJnaDVMVN: A CPNparatJWF StVEZ 8Jth PrPpFnTJtZ SDPrF MatDhJnH. FPPt AnLMF OrthPp 8: 
24730114231169957 2023 EPJ: 10.1177/24730114231169957 PMID: 37151478 PMCID: PMC10161320 

症ྫ報ࠂ
１）Ohta Y SVHJNPtP K UFEa S ITPNPtP S MJVra K HZaLVEa Y ShPjJ H TanaLa Y. OTtFPDhPnEraM 

LFTJPn PG thF TJCJaM PMaGPnE InEVDFE CZ MaMpPTJtJPn PG SPGt SVtVrF AnDhPrT UTFE GPr thF DFMtPJE 
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LJHaNFnt RFpaJr: A CaTF RFpPrt. JBJS CaTF CPnnFDt 13 2023 EPJ: 10.2106/JBJS. CC.22.00598. PMID: 
37352375

２）HPnEa K SVHJNPtP K KawaNVra K ITPNPtP S TanaLa Y. TrFatNFnt PG TFWFrF thFrNaM nFDrPTJT PG 
thF pGth NFtatarTaM aGtFr JntraNFEVMMarZ TDrFw pYatJPn GPr prPYJNaM EJaphZTFaM TtrFTT GraDtVrF: A 
DaTF rFpPrt. J OrthPp SDJ 28: 1576-1579 2023 EPJ: 10.1016/j.jPT.2021.11.001. EpVC 2021 DFD 11 PMID: 
34906402

３）川上խ人ɼ磯本৻二ɼ杉本和ɼ三浦公ɼ百田吉৳ɼ庄司　ᴴɼଠ田༐一ɼ加藤ٓ৳ɼߥ木正࢙：
上બ手に生じた྆ଆ᪇جઅࠎർ࿑ࠎ折の一ྫ．奈良県総合医セ医ࢽ 27: 106-109 2023

講　演
１）磯本৻二：疾患総　整形外科　下ࢶᶄ．奈良県アスレチックトレーナーཆ成講श会（wFC）

シンポジウム・ほか
１）磯本৻二・ほか：小児部・関અ疾患における関અ鏡視下手ज़．第 140 ճ中部日本整形外科ࡂ外

科学会・学ज़集会（奈良市）
２）磯本৻二・ほか：関અ೧࠳のอଘ治療にඞཁなղとバイオメカニクス．第 34 ճ日本臨床スポー

ツ医学会学ज़集会（横浜市）

一ൠ演
１）松山　ږ・ほか：手ज़加療をཁした小児ࠎ関અ内ࠎ折の１ྫ．第 39 ճ奈良ࠎ折研ڀ会（奈良市）
２）松山　ږ・ほか：ࠎस状ࠎ間༊合症に対して鏡視下治療を行った２ྫ．日本スポーツ整形外科学会

2023（広島市）
３）磯本৻二・ほか：当センターにおける内型ม形性関અ症に対するԕҐᡧࣼࠎめࠎりज़の治療成

．48 ճ日本の外科学会学ज़集会（大阪市）
̐）三浦公・ほか：スポーツબ手における関અՌ部ࠎ折の分析．48 ճ日本の外科学会学ज़集会

（大阪市）
５）三浦公・ほか：ラグビーબ手における関અӓ・ѥӓྫの関અ鏡視所見．日本スポーツ整形外

科学会 2023（広島市）
̒）伊藤Յ・ほか：上װࠎࠎ部ࠎ折ज़後にᒷࠎ神経ຑᙺとなりɼ৳ల機能再ݐ手ज़にいたった症ྫ．

第 49 ճ日本ࠎ折治療学会学ज़集会（੩岡市）
７）ଠ田༐一・ほか：小児の第５中جࠎ部ࠎ折とؑ別をཁする過ࠎの診அと治療．第 48 ճ奈良県ࠎ・

関અ研ڀ会（奈良市）
̔）脇山ࠫ加・ほか：RPtatJPnaM anLMF JnTtaCJMJtZ をೝめる野ٿબ手に対してエコーガイド下鏡視下三

角ᯰଳ修෮ज़を施行した一ྫ．第 25 ճ奈良スポーツ医学研ڀ会（奈良市）
９）脇山ࠫ加・ほか：リスフラン関અに生じたピロリンࢎカルシウム関અԌの１ྫ．第 32 ճ日本リウ

マチ学会近ـ支部学ज़集会（奈良市）
10）脇山ࠫ加・ほか：リスフラン関અに生じたピロリンࢎカルシウム݁থ症の１ྫ．第 141 ճ中部日本

整形外科ࡂ外科学会・学ज़総会（神戸市）
11）脇山ࠫ加・ほか：ظม形性関અ症におけるピロリンࢎカルシウム݁থの有病について．第

48 ճ日本の外科学会学ज़集会（大阪市）
12）8aLJZaNa S Ft aM: RJTL GaDtPrT PG GraDtVrF GPMMPwJnH DVrFttaHF GPr CPnF HJant DFMM tVNPrT PG thF 

FYtrFNJtJFT．43rE SICOT OrthPpaFEJD 8PrME CPnHrFTT（CaJrP EHZpt）
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１　औΓΈ

　当科は開設から 12 年目をܴえ、近ྡの医院や病院から多くの椎・疾患患者さんをհしていた
だいている。手ज़加療がඞཁとのஅでհされる場合も多いがࠊ痛やܱ部痛もؚめて症ީ、症状の原Ҽ
精査で相ஊのため来院されることも多く、椎外科ઐ門の見地から精៛な診と画૾診அに留意して
いる。日ৗ診療でසの高いࠊ椎椎間൘ϔルニアやܱ椎症性神経ࠜ症はอଘత治療が功することも多く
ܰշした場合にはհ元でフォローしていただくなど臨機Ԡมに対Ԡしている。
　手ज़症ྫは加齢をベースとするܱ椎症やࠊ部பࡥڱ症などのม性疾患が多くをめるが外ইや感染
性疾患、जᙾ性疾患もؚまれ、෯広く椎疾患をཏしている。中高年から高齢者が年齢として多いが
近年は高齢化社会をөして をӽえる方の手ज़も૿えている。椎体ِ関અ、பม形などではज़ࡀ 80
ࣜによっては৵ऻが大きくなることがあり、શ༧උ能をצҊしてリスクをݮらす工を続けている。ま
た内視鏡システムを整උしていただいたので৵ऻな手技についてもదԠの拡大をਤっているところであ
る。
こりは有ૌ者１、２Ґの症状である。これらの症状で通ৗ最初にड診されるのは整ݞ、痛やܱ部痛ࠊ　
形外科である。一ൠには外来でอଘతに加療を行いܰշすることが多いがなかには椎・ྖ域に器࣭
త疾患をもつ症ྫもؚまれる。また症状のఔはܰくともক来の観血త治療や、長ظの外来経過観につ
いてઐ門తなコンサルトをཁする症ྫもؚまれる。当科は整形外科とಉじ診室を༻しているためタイ
ムラグなく相ޓに相ஊできるということは患者さんにとってきわめて有༻な形ଶといえる。これは外ই関
連についてもಉ༷であるが椎関連について手ज़症ྫ、อଘ症ྫにかかわらずӡ動器疾患としての見地か
ら患者さんにॿݴや指ಋをすることがՄ能であり今後もシームレスな連携をܧ続していく。
　救急診療体制の整උされた当センターでは椎・外ইも多くൖૹされてくる。多発外ইもؚまれ、
整形外科、救急科スタッフと連携しながらอଘ、観血త治療にかかわらず対Ԡし、急性ظ医療の一ཌྷを୲っ
ている。
　Ҿき続き、地域医療にݙߩできるようྗしていく所ଘである。

２　Ռ

ྍ࣮

̏　医師հ
(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

Ⲩᮌ ṇྐ 部㛗

᪥ᮏ整形外科Ꮫ整形外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ整形外科Ꮫ脊椎脊髄病་䚸

᪥ᮏ整形外科Ꮫ㐠ື器䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁་䚸᪥ᮏ脊椎脊髄病Ꮫ脊

椎脊髄外科ᣦᑟ་䚸脊椎脊髄外科ᑓ㛛་

ᒣᮏ 㞝 ་㛗
脊椎脊髄外科

整形外科

脊椎脊髄外科

整形外科

᪥ᮏ整形外科Ꮫ整形外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ整形外科脊椎脊髄病་䚸᪥ᮏ

脊椎脊髄病Ꮫ脊椎脊髄外科ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ⮫ᗋ神経生⌮Ꮫㄆᐃ་䚸

᪥ᮏ脊髄ᶵ⬟診᩿Ꮫ௦㆟ဨ䚸脊椎脊髄外科ᑓ㛛་

㢁᳝患 23 ௳ 

⭜᳝患 39 ௳ 

外യ 19 ௳ 

⬚᳝、⭘⒆他 14 ௳ 
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ۀ　̐

一ൠ演
症に対する手ज़はロコモのਐ行を༧できるかʁ第ࡥڱ部பࠊ：ほか・࢙木正ߥ（１ 52 ճ日本椎

病学会学ज़集会（ࡳຈ市）
症に対する手ज़はロコモをվ善させる．第ࡥڱ部பࠊ：ほか・࢙木正ߥ（２ 96 ճ日本整形外科学

会学ज़集会（横浜市）
３）加藤ٓ৳・ほか：MRI でܱѹഭ所見をೝめた症ྫにおけるਲ਼体路োをࣔࠦする神経所見のଥ当

性　ࠊ部பࡥڱ症を対রに༻いた検౼．第 52 ճ日本椎病学会学ज़集会（ࡳຈ市）　
̐）加藤ٓ৳・ほか：MRI でܱѹഭ所見をೝめた症ྫにおけるਲ਼体路োをࣔࠦする神経所見のଥ当

性　ࠊ部பࡥڱ症を対রに༻いた検౼．第 96 ճ日本整形外科学会学ज़総会（横浜市）
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１　औΓΈ

　当科は奈良県北和医療ݍにおける脳神経外科医療の中֩施設としてのׂをՌたしている。2023 年̔
月現在、ৗۈスタッフ̒名（うち１名は小児脳神経外科部長と݉務。日本脳神経外科学会ઐ門医５名、日
本脳ଔ中学会ઐ門医̐名、日本脳神経血内治療学会指ಋ医２名）であり、日本脳神経外科学会、日本脳
ଔ中学会、日本脳血内治療学会のೝఆ研修ڭҭ病院にೝఆされている。औѻい疾患は脳神経ܥの外
科త疾患શൠである。
　当院には救໋救急センターがซ設されており脳ଔ中や಄部外ইの急性ظ救急医療については救໋救急セ
ンターと連携して 24 間࣌ 365 日体制で治療を行っている。脳࠹ߎや脳血内治療に関しては脳神経内科
や放射線科とٞڠして内科త治療か外科治療をదにબして治療を行っている。
　当科はクモບ下出血などの脳ଔ中急性ظ治療だけでなくະഁ྾脳動຺ᚅやᰍ動຺ࡥڱ症に対する༧త
治療、脳जᙾ、಄֖ఈजᙾやजᙾの手ज़ٴび機能త疾患（إ面ᙲᏀ・三ࠥ神経痛）に対する外科治療
にも重点を置いている。
　近年、急性ظ脳࠹ߎに対するカテーテルを༻いた再開通療法にもྗを入れ、脳神経内科とྗڠしてੵ
తに行っており、2022ۃ 年には 57 ྫの治療を行っている。また、ഁ྾脳動຺ᚅに対してはै来よりの開
಄クリッピングज़に加え、急性ظにコイル࠹ખज़をੵۃతに行っていて 2022 年にはഁ྾急性ظに 27 ྫを
コイル࠹ખにて治療している。また小児脳神経外科疾患への対Ԡも開始するため、小児脳神経外科も新た
に設置した。

２　ྍ࣮

手術ଁੑ2023قফك
044ਯभুఐ外経ઋ౼
52লత؟ق１ك瘍腫౼
౼瘍腫؟قڮكਫ਼েق୍৫ك4
౼瘍腫؟قڮكਫ਼েقুਜ਼定ك0
3ুྍᇫ経؟قگك瘍腫౼
0૦ગ・જ瘍腫ೲሼ୍೧ઁ؟قڰك瘍腫౼
0भज؟瘍腫౼

౼ഷଵ૩ك１ق؟ຝ脈ᯉ 6
6ᯉ脈ຝ؟قڮك૩ଵഷ౼
1ྜྷ脈静౼؟قگك૩ଵഷ౼
3ጒჍ脈⅑؟قڰك૩ଵഷ౼
2ুスঃイং؟ق５ك૩ଵഷ౼

౼ഷଵ૩كڲق؟ৈഷಓਙ౼লഷق৫୍ഷ腫ுك 31
౼૩ଵഷ؟قڲكഷল౼ਙಓഷৈقুਜ਼定ك1
7भज؟૩ଵഷ౼
4腫ഷ外Ⴭໂਙ急؟ق１ك傷外
81腫ഷৣჍໂਙ急؟قڮك傷外
0୍৫ಓ؟قگك傷外
39腫ഷৣჍໂਙཿ؟قڰك傷外
4भज؟傷外
1౼・ሼ୍؟ق１كྜྷ
2ჇᏢ・ᇈᏢ؟قڮكྜྷ
0भज؟ྜྷ
73トンকシ౼؟ق１كඪ୍
1ুྰଳ؟قڮكඪ୍
11भज؟ඪ୍
5ಓ経ઋ౼؟قگكু༊機
0भज؟ু༊機
ুଵഷ؟ق１كዟኋᯉ脈قᯉ脈ຝك13
ুଵഷ؟ق１كዟኋᯉ脈قᯉ脈ຝك32
ুଵഷ؟قڮكྜྷ脈静ق౼ك1
ুଵഷ؟قڮكྜྷ脈静قᇈᏢك0
001ਯभ૩ଵഷ౼ਙኋ൷؟قگكুଵഷ
ুଵഷ؟قگكق৷ઞトンॸスठअभ੶ك04

ഷଵুكگق؟� ك੶൷ኋਙ౼ഷଵ૩भਯभअठഷዟઽق 50
01भज؟ুଵഷ

01ःऩैऽमथਊपथसघథীभ੶؟भज
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ͷඪͱऔΓΈޙࠓ　̏

　救໋救急センターを中心とする脳ଔ中急性ظ治療は今後も֬実に૿加が༧される。脳जᙾ、಄֖ఈज
ᙾなどに対して神経内視鏡やナビήーションシステム、神経モニタリングを༻いたより安શで֬実な手ज़
を行えている。さらにࡢ年、最新の手ज़༻ݦඍ鏡をಋ入し、内視鏡とのซ༻もՄ能となった。診療機器
としては新病院Ҡస以降、ハイブリッド手ज़室にて脳動੩຺ح形やڊ大脳動຺ᚅの手ज़もज़中の֬ೝを行
いながらできるようになった。今後の課は、マンパワーを૿やすこと、後ਐのҭ成のため、後ظ研修医
をืっていきたい。

̐　医師հ

手術ଁੑ2023قফك
044ਯभুఐ外経ઋ౼
52লత؟ق１ك瘍腫౼
౼瘍腫؟قڮكਫ਼েق୍৫ك4
౼瘍腫؟قڮكਫ਼েقুਜ਼定ك0
3ুྍᇫ経؟قگك瘍腫౼
0૦ગ・જ瘍腫ೲሼ୍೧ઁ؟قڰك瘍腫౼
0भज؟瘍腫౼

౼ഷଵ૩ك１ق؟ຝ脈ᯉ 6
6ᯉ脈ຝ؟قڮك૩ଵഷ౼
1ྜྷ脈静౼؟قگك૩ଵഷ౼
3ጒჍ脈⅑؟قڰك૩ଵഷ౼
2ুスঃイং؟ق５ك૩ଵഷ౼

౼ഷଵ૩كڲق؟ৈഷಓਙ౼লഷق৫୍ഷ腫ுك 31
౼૩ଵഷ؟قڲكഷল౼ਙಓഷৈقুਜ਼定ك1
7भज؟૩ଵഷ౼
4腫ഷ外Ⴭໂਙ急؟ق１ك傷外
81腫ഷৣჍໂਙ急؟قڮك傷外
0୍৫ಓ؟قگك傷外
39腫ഷৣჍໂਙཿ؟قڰك傷外
4भज؟傷外
1౼・ሼ୍؟ق１كྜྷ
2ჇᏢ・ᇈᏢ؟قڮكྜྷ
0भज؟ྜྷ
73トンকシ౼؟ق１كඪ୍
1ুྰଳ؟قڮكඪ୍
11भज؟ඪ୍
5ಓ経ઋ౼؟قگكু༊機
0भज؟ু༊機
ুଵഷ؟ق１كዟኋᯉ脈قᯉ脈ຝك13
ুଵഷ؟ق１كዟኋᯉ脈قᯉ脈ຝك32
ুଵഷ؟قڮكྜྷ脈静ق౼ك1
ুଵഷ؟قڮكྜྷ脈静قᇈᏢك0
001ਯभ૩ଵഷ౼ਙኋ൷؟قگكুଵഷ
ুଵഷ؟قگكق৷ઞトンॸスठअभ੶ك04

ഷଵুكگق؟� ك੶൷ኋਙ౼ഷଵ૩भਯभअठഷዟઽق 50
01भज؟ুଵഷ

01ःऩैऽमथਊपथसघథীभ੶؟भज

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

⸨ᮏ ᠇ኴ

脳神経䝉䞁䝍

䞊㛗㻌

脳神経外科部

㛗㻌

脳血管内治療

脳ື⬦⒗

血ᛶ脳血管㞀

ᐖ㻌

ዉⰋ┴❧་科Ꮫ ⮫ᗋᩍᤵ䚸᪥ᮏ脳神経外科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥

ᮏ脳神経血管内治療Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳༞中Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ

་䚸᪥ᮏ脳༞中䛾外科Ꮫᢏ⾡ᣦᑟ་・௦㆟ဨ䚸᪥ᮏ神経内ど㙾Ꮫᢏ

⾡ㄆᐃ་

ᶓ⏣ ᾈ
小児脳神経外

科部㛗

小児脳神経外科

脳神経外科⯡

᪥ᮏ脳神経外科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ小児神経外科Ꮫㄆᐃ་䚸᪥

ᮏ脳༞中䛾外科Ꮫᢏ⾡ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳༞中Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ

神経内ど㙾Ꮫᢏ⾡ㄆᐃ་

๓ᕝ ⚽⥅
脳血管治療ᢸ

ᙜ部㛗

脳ື⬦⒗

脳ື㟼⬦ወ形

◳⭷ື㟼⬦⒦

急ᛶᮇ脳᱾ሰ䛻

ᑐ䛩䜛血ᰦᅇ

療ἲ

脳血管内治療

᪥ᮏ脳神経外科Ꮫㄆᐃ脳神経外科ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳神経血管

内治療Ꮫㄆᐃᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳༞中Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ脳༞中䛾

外科Ꮫᢏ⾡ㄆᐃ་䚸䝖ロ䞁䝖Ꮫ神経放射線科䠄脳血管内治療䠅䝣䜵ロ

䞊ಟ

ᮧୖ ᩄ ་㛗
脳血管㞀ᐖ

脳腫瘍

᪥ᮏ脳神経外科Ꮫㄆᐃ脳神経外科ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳༞中Ꮫ

ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳血管内治療Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ神経内ど㙾Ꮫᢏ

⾡ㄆᐃ་

すᒃ ⣧ᖹ ་ဨ
脳血管㞀ᐖ

脳腫瘍

᪥ᮏ脳神経外科Ꮫ 脳神経外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ脳血管内治療Ꮫ ᑓ㛛

་㻌

ᱝ㇂ 㮚ᘯ ་ဨ 脳神経外科⯡

ᶫᮏ ᏹஅ 㠀ᖖ་ᖌ

脳腫瘍

脳ື⬦⒗

脳ື㟼⬦ወ形

脊髄腫瘍

᪥ᮏ脳神経外科Ꮫㄆᐃᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳༞中Ꮫㄆᐃᑓ㛛་・

ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ脳༞中䛾外科Ꮫᢏ⾡ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳腫瘍䛾外科Ꮫホ

㆟ဨ
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ۀ　̑

講　演
１）MaFLawa H: ThF pPTtFrJPr DhPrPJEaM artFrJFT. 23rE IntFrWFntJPnaM NFVrPraEJPMPHZ SZNpPTJVN 

（TPrPntP CanaEa）
２）MaFLawa H: BraJnTtFN pFrGPratPrT PG thF WFrtFCraM anE CaTJMar artFrJFT. 23rE IntFrWFntJPnaM 

NFVrPraEJPMPHZ SZNpPTJVN （TPrPntP CanaEa）
３）MaFLawa H: CFrFCraM prPMJGFratJWF anHJPpathZ  MPrF RVFTtJPnT than anTwFrT. 23rE IntFrWFntJPnaM 

NFVrPraEJPMPHZ SZNpPTJVN （TPrPntP CanaEa）
̐）前川秀ܧ：マイクロガイドワイϠーのબج४ʙ動຺ᚅ・血ખճऩでの 7FntVrF のいどころʙ．

日本脳神経外科学会近ـ支部学ज़集会講演ランチョンセミナー（大阪市）
５）前川秀ܧ：フィンランド・カナダでのクリニカルフェローシップでಘたものɼࣦったもの．日本脳神

経外科学会総会　シンポジウム（横浜市）
田洋一・ほか：TaML anE DFtFrJPratFࢸ（̒ をఄする急性ߗບ下血जの検౼．脳神経外ই学会（岡山市）
７）藤本ݑଠ・ほか：tanEFN 病มの血ખճऩ．STROKE 2023（横浜市）
̔）前川秀ܧ・ほか：横 S 状੩຺ಎ部ߗບ動੩຺ᚈに対する OnZY T7E．STROKE 2023（横浜市）
９）前川秀ܧ・ほか：血ખճऩ療法開始までの࣌間ॖを目指した࣋続Մ能な脳ଔ中診療体制へのมભ．

STROKE 2023（横浜市）
10）前川秀ܧ・ほか：前方循環ধ動຺ด࠹に対する機ցత血ખճऩ療法の治療成　STROKE 2023（横

浜市）
11）藤本ݑଠ・ほか：FFnFTtratJPn にった脳ఈ動຺ᚅに対する脳血内治療．日本脳神経外科学科総会

（横浜市）
12）村上හय़・ほか：ѱ性脳जᙾをٙった tVNFGaDtJWF NVMtJpMF TDMFrPTJT の一ྫ．日本脳神経外科学会学

ज़総会（横浜市）
13）村上හय़・ほか：ഁ྾前交通脳動຺ᚅに対してコイル࠹ખज़と内視鏡త血जআڈज़をซ༻して治療を

行った１ྫ．日本脳神経血内治療学会学ज़総会（京都市）
14）藤本ݑଠ・ほか：FFnFTtratJPn にった脳ఈ動຺ᚅに対する脳血内治療．日本脳神経血内治療学

会（京都市）
15）藤田大 ・ٛほか：EF nPWP anFVrZTN ഁ྾を܁りฦした一ྫ．日本脳神経外科学会近ـ支部学ज़集会（豊

中市）
16）村上හय़・ほか：ѱ性脳जᙾとؑ別がඞཁであった tVNFGaDtJWF NVMtJpMF TDMFrPTJT の１ྫ．日本脳神

経外科学会近ـ支部学ज़集会（豊中市）
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་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

⸨ᮏ ᠇ኴ

脳神経䝉䞁䝍

䞊㛗㻌

脳神経外科部

㛗㻌

脳血管内治療

脳ື⬦⒗

血ᛶ脳血管㞀

ᐖ㻌

ዉⰋ┴❧་科Ꮫ ⮫ᗋᩍᤵ䚸᪥ᮏ脳神経外科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥

ᮏ脳神経血管内治療Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳༞中Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ

་䚸᪥ᮏ脳༞中䛾外科Ꮫᢏ⾡ᣦᑟ་・௦㆟ဨ䚸᪥ᮏ神経内ど㙾Ꮫᢏ

⾡ㄆᐃ་

ᶓ⏣ ᾈ
小児脳神経外

科部㛗

小児脳神経外科

脳神経外科⯡

᪥ᮏ脳神経外科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ小児神経外科Ꮫㄆᐃ་䚸᪥

ᮏ脳༞中䛾外科Ꮫᢏ⾡ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳༞中Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ

神経内ど㙾Ꮫᢏ⾡ㄆᐃ་

๓ᕝ ⚽⥅
脳血管治療ᢸ

ᙜ部㛗

脳ື⬦⒗

脳ື㟼⬦ወ形

◳⭷ື㟼⬦⒦

急ᛶᮇ脳᱾ሰ䛻

ᑐ䛩䜛血ᰦᅇ

療ἲ

脳血管内治療

᪥ᮏ脳神経外科Ꮫㄆᐃ脳神経外科ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳神経血管

内治療Ꮫㄆᐃᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳༞中Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ脳༞中䛾

外科Ꮫᢏ⾡ㄆᐃ་䚸䝖ロ䞁䝖Ꮫ神経放射線科䠄脳血管内治療䠅䝣䜵ロ

䞊ಟ

ᮧୖ ᩄ ་㛗
脳血管㞀ᐖ

脳腫瘍

᪥ᮏ脳神経外科Ꮫㄆᐃ脳神経外科ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳༞中Ꮫ

ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳血管内治療Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ神経内ど㙾Ꮫᢏ

⾡ㄆᐃ་

すᒃ ⣧ᖹ ་ဨ
脳血管㞀ᐖ

脳腫瘍

᪥ᮏ脳神経外科Ꮫ 脳神経外科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ脳血管内治療Ꮫ ᑓ㛛

་㻌

ᱝ㇂ 㮚ᘯ ་ဨ 脳神経外科⯡

ᶫᮏ ᏹஅ 㠀ᖖ་ᖌ

脳腫瘍

脳ື⬦⒗

脳ື㟼⬦ወ形

脊髄腫瘍

᪥ᮏ脳神経外科Ꮫㄆᐃᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳༞中Ꮫㄆᐃᑓ㛛་・

ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ脳༞中䛾外科Ꮫᢏ⾡ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳腫瘍䛾外科Ꮫホ

㆟ဨ
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１　औΓΈ

　当科は 2019 年̐月に新設されました。その前年 2018 年に಄ᰍ部外科と乳腺外科が新設されていました
が、どちらも再ݐ手ज़がඞཁとなるときがあります。再ݐ手ज़は人工による再ݐや、ࣗ家織再ݐ、ಛ
にݦඍ鏡下血合ज़による༡織Ҡ植ज़などありますが、その再ݐ手ज़施行が形成外科開設のओな理
༝と考えております。
　また再ݐ外科以外の一ൠ形成外科もऔりんでおります。形成外科のྖ域はશで広ൣғにٴびます。
શての形成外科分野をカバーしているわけではありませんが、ࠎ折をؚむإ面外ই、眼ᛐ下ਨなどの眼形
成分野、ইなどをؚむ皮膚ೈ部織ଛই、皮膚良性ѱ性जᙾআと織再ݐなど実施しております。

面ೈ部織ଛইإ折およびࠎࠎ面إ・
外ইなどによるإのࠎ折の手ज़はできるだけૣظがましいです。できるだけおૣ目にड診ください。ૣ
に整෮ظ 	 手ज़ 
 をすることで良好な݁Ռがಘられます。

・眼ᛐ下ਨ、眼ᛐ内 / 外症、眼ᛐजᚅなど眼形成
加齢にうᛐのたるみ、目の開きづらさ、ٯᛁໟ、जᙾ等に対し診療を行っています。

・手・の先天ҟৗ
多指（᪇）症、合指（᪇）症等の先天疾患の診療を行っています。

・そのଞの先天ҟৗ
そのଞछʑの耳հม形や耳前ᚈ、先天性眼ᛐ下ਨ症、ᢌಥ出症、ᢌϔルニア等に対し診療を行っています。

・斑・血ज・良性जᙾ・ѱ性जᙾ
体දの良性जᙾおよびѱ性जᙾをআし、ܽଛ部を๓ॖや皮หҠ植、皮膚Ҡ植を༻いて再ݐを行っていま
す。 

・ᚄࠟ・ᚄࠟॖ߆・ං厚性ᚄࠟ・ケロイド
病ؾやケガ、ՐইによってできたইのҾきつれ、ふくらみに対し患者༷にあった治療法（ѹഭや外༻剤、
内、手ज़等）をご提Ҋいたします。

・乳再ݐ
乳؞等でࣦわれた乳形ଶ、乳ྠ乳಄の再ݐ手ज़を施行しております。

・಄ᰍ部再ݐ
ओにݦඍ鏡下血合ज़を༻いた༡織Ҡ植ज़を୲当しております。

・新外ই、新ই
りই、ࡲりই、࠳໓に対しইが最小ݶになるよう๓合したり、場合によっては植皮を行います。

面神経ຑᙺإ・
症状ݻఆしたإ面神経ຑᙺに対し手ज़加療など行っています。
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２　Ռ

̏　医師հ

2023 年䠍᭶䡚12 ᭶ ᡭ⾡件数 䠄入院・外᮶䠅

病名 件数

件74യ外

件61ᖖ␗ኳඛ

件462瘍腫

件71䝗䜲ロ䜿・⦰ᣊ⒕・⒕

件61瘍₽ᛶ治㞴

件31ᝈᛶኚ・⅖

件83䛾䛭

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

中す ᓫモ 部㛗 形ᡂ外科୍⯡

᪥ᮏ形ᡂ外科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㢌㢡㢦㠃外科Ꮫဨ䚸᪥ᮏ⨾ᐜ外科

Ꮫ䠄JSAPS䠅ဨ䚸᪥ᮏ皮膚ᝏᛶ腫瘍Ꮫဨ䚸᪥ᮏ乳ᡣ䜸䞁コ䝥䝷ス䝔

䜱䝑䜽䝃䞊䝆䝱䝸䞊Ꮫဨ䚸᪥ᮏ乳ᡣ䜸䞁コ䝥䝷ス䝔䜱䝑䜽䝃䞊䝆䝱䝸䞊Ꮫ

 乳ᡣᘓ用䜶䜻スパ䞁䝎䞊/䜲䞁䝥䝷䞁䝖㈐௵་ᖌ ᐇ་ᖌ

Ᏻ⸨ ῟ྐ ་㛗 形ᡂ外科୍⯡

᪥ᮏ形ᡂ外科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ乳ᡣ䜸䞁コ䝥䝷ス䝔䜱䝑䜽䝃䞊䝆䝱䝸䞊Ꮫ

ဨ䚸᪥ᮏ乳ᡣ䜸䞁コ䝥䝷ス䝔䜱䝑䜽䝃䞊䝆䝱䝸䞊Ꮫ 乳ᡣᘓ用䜶䜻ス

パ䞁䝎䞊/䜲䞁䝥䝷䞁䝖㈐௵་ᖌ ᐇ་ᖌ

ᘓᯘ 㔛ె ᑓᨷ་ 形ᡂ外科୍⯡

ᐑ⏣ ୡ 㠀ᖖ་ᖌ 形ᡂ外科୍⯡
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１　औΓΈ

　当科では2023年１月から12月までに甲状腺18ྫ؞をؚむ、಄ᰍ部がん初ճ治療患者56ྫをऔりѻった。
手ज़݅は良性疾患やリンパઅ生検、ؾ開をؚめて 105 ݅であった。再発症ྫをؚめ಄ᰍ部がん治
療については耳鼻いんこう科、口腔外科、放射線治療科、放射線診அ科とともに開࠵する಄ᰍ部 CanDFr 
BParE で検౼を行い、当科のಘ意とする外科తআのみならず放射線治療、໔Ӹ療法をؚむ化学療法とそ
れぞれの患者にあった治療をબしている。ଞ院治療ྫをؚめた終ظ症ྫのऔりѻいも૿えているが、
近ྡ؇和ケア施設から多大なごྗڠをいただき、なんとか対Ԡできている状況である。今年のಛචすべ
き点は県内の大規施設に先ۦけて಄ᰍ部؞に対する新規治療であるアルミノックス治療を実施したこと
と、経口తロϘット支援手ज़実施Մ能施設のೝఆを学会からडけたことであった。
　また今年は国内の先ਐ施設で研修をडけた医員がリハビリテーション部、耳鼻いんこう科とྗڠして、
ᅞ下ো診療を本֨తに開始した。県下ではまだほとんど開設されていないᅞ下外来診療も今後ల開して
いく༧ఆである。

２　Ռ（�����݄���݄ͷखज़݅）

̏　医師հ

部 2023 年

口腔㻌 7

ဗ㢌㻌 7

ႃ㢌㻌 3

鼻鼻腔㻌 1

ၚ液腺㻌 9

⏥≧腺㻌 23

⏥≧腺㻌 11

⫈器㻌 0

㢕部䚸䛭䛾㻌 14

䝸䞁パ⠇生᳨㻌 24

Ẽ管ษ㛤䠄䝝䜲䝸ス䜽➼䠅 6

ィ㻌 105

㻔Ⰻᛶᝈ䜢ྵ䜐) 

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᐑ㷂 ┾

㢌㢕部外科

部㛗㻌

䛜ん┦ㄯᨭ

ᐊ㛗

㢌㢕部⒴Ꮫ௦㆟ဨ䚸㢌㢕部䛜んᑓ㛛་䚸㢌㢕部䛜んᑓ㛛་ᣦᑟ་䚸経

口ⓗロ䝪䝑䝖ᨭᡭ⾡コ䞁䝋䞊䝹⾡⪅䚸㢌㢕部䜰䝹䝭䝜䝑䜽ス治療ㅮ⩦䝥ロ

䜾䝷䝮ಟ䚸耳鼻ဗႃ科ᑓ㛛་䚸耳鼻ဗႃ科ᑓ㛛◊ಟᣦᑟ་䚸ᄟୗᶵ⬟

ホ౯◊ಟಟ䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷㅮ

῭㻌

ụỌ ┤ ་ဨ
耳鼻ဗႃ科ᑓ㛛་䚸経口ⓗロ䝪䝑䝖ᨭᡭ⾡䜰䝅ス䝍䞁䝖⾡⪅䚸ᄟୗᶵ⬟

ホ౯◊ಟ⤊䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

⛅ᒸ ᏹᚿ ་ဨ

㢌㢕部腫瘍

䠄⏥≧腺腫瘍䜢ྵ䜐䠅

㢌㢕部腫瘍

䠄⏥≧腺腫瘍䜢ྵ䜐䠅

耳鼻ဗႃ科୍⯡

㢌㢕部腫瘍

䠄⏥≧腺腫瘍䜢ྵ䜐䠅

ᄟୗ㞀ᐖ

耳鼻ဗႃ科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏᄟୗ་Ꮫㄆᐃᄟୗ┦ㄯ་䚸ᄟୗᶵ⬟ホ౯◊

ಟಟ䚸ᄟୗ㞀ᐖㅮ⩦ಟ䚸㡢ኌゝㄒᶵ⬟➼ุᐃ་ᖌ◊ಟಟ䚸

ᰤ㣴管⌮䝉䝭ナ䞊ಟ䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ
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ۀ　̐

講　演
１） 宮㟒ᚸ和：当科で಄ᰍ部アルミノックス治療を実施した多発口腔がん症ྫ．಄ᰍ部アルミノックス治

療講演会（wFC）

一ൠ演
１） 宮㟒ᚸ和・ほか：リニア振動子を༻いたઠ器۩による甲状腺ઠ吸Ҿ細๔診の安શ性についての検

౼．第 51 ճ日本乳腺甲状腺Ի波医学会学ज़集会（東京都千代田区）
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１　औΓΈ

　奈良県総合医療センター精神科は 2011 年̐月に開設され、2018 年５月に新病院にҠస後、精神科病棟
が新たに開設され、それまでのコンサルテーション・リエゾン精神医療を中心とした、ແ床精神科として
の医療から、合ซ症を中心とした有床精神科としての医療へとసし̒年が経過した。2023 年の入院
データを中心とした成Ռを提ࣔする。また、これまでのऔりみについても؆୯に成Ռをࣔす。
　（１）　精神ো者の体合ซ症を中心とした入院医療
　（２）　入院患者のメンタル面のॾに対してのコンサルテーション・リエゾン精神医療
　（３）　հ患者を中心とした外来医療
　（̐）　がん診療ڌ点病院としての؇和ケア医療への精神科త対Ԡ
　（５）　地域との病ʑ・病診連携
　（̒）　地域精神医療へのݙߩ
　（７）　当院患者に対する子ҭて支援への精神科త関༩
　（̔）　当院職員のメンルϔルスへの対Ԡ

２　Ռ

　上記のऔりみにԊって成Ռを報ࠂする。
　（１）　2024 年７月１日現在、ด病棟 20 床でӡ༻、看護は 13：１、ৗۈ医̒人（指ఆ医̐人、ઐ߈医

２人）、ඇৗۈ医５人、 PS8 ２人の体制で精神科病棟をӡ営している。2020 年から臨床心理室が
新設され、臨床心理士はそこの所属となった。

　　　 2023 年̐月ʙ 2024 年３月までの入院患者は 116 人であり、前年より૿加した。入院患者の
データを下記のਤにࣔした。今ճは、女性とஉ性を分けて入院࣌年齢をࣔした。உ女ൺは前年と
ಉ༷だった。女性では、10 代とࡀ 50 代ࡀ 70 代にピークがあり、10ࡀ 患者の入院代はઁ৯োࡀ
૿加の݁Ռと考えられる。உ性では 40 ʙ 50 。代にピークがೝめられたࡀ

　　　　精神疾患は、F0・F2・F3・F5 が多く、ಛに F3 と F5 が૿加した。上記ઁ৯োの入院患者の
૿加のөと考えられ、またؾ分োの患者も૿えている。GAF は前年ಉ༷、21-40 でશ体の７
ׂをめていた。入院元は、当科外来通院・ଞ院精神科・当院救急科・当院一ൠ科のॱだった。
ただし、今ճのデータでは、当科外来通院の中に、հ患者がࠞ在しているՄ能性があり、正しく
入院元をөしていないかもしれない。加ࢉがೝめられる合ซ症は 46 人で、前年よりݮগ、手
ज़݅は 14 ݅で૿加、合ซ症ґཔ科は今ճ౷ܭをとっていないためෆ明である。ઁ৯োは合ซ
症であるが、加ࢉがऔれない状況となり、そのを加えると、合ซ症はかなり૿加すると考えら
れる。సؼについて、ࣗ宅ୀ院は前年よりݮগし、施設入所が૿えている。ୀ院ࠔな症ྫが૿
えて、PS8 のྗで入所先を୳す状況が૿えた݁Ռだろう。

　　　　ਤにࣔしていないが、入院形ଶは、医療อ護入院が 71 人、意入院が 37 人、ા置入院１人、Ԡ
急入院７人であり、医療อ護入院のׂ合が、前年とൺべて、૿加した。
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　（２） ຖि月༵日のリエゾンճ診は一࣌休ࢭしていたが、2022 年１月から再開しており、2022 年か
ら加ࢉࢉఆを開始している。

　（３）　外来患者については、新病院となり、ಛघ外来としての「こども心療科」（発ୡোを中心とし
た小児精神医療）をܧ続し、新たに「ものれ外来」を開設している。コロナՒということで、院
外հ初診は一࣌休ࢭとしていたが、現在は再開している。

　（̐）　前年ಉ༷、؇和ケアチームの一員として、院内؇和ケア医療に関わっている。
　（５）　病診連携活動は、近ྡの精神病院に๚する४උを開始したところである。
　（̒）　地域精神医療については、奈良県࿑ಇ局精神科ྖ域の࿑ࡂೝఆ医委員としての活動ܧ続に加えて、

奈良県精神医療৹査会委員としての活動もܧ続している。
　（７）　院内のٮࢭ委員会の委員、その下部織である、すこやか子ҭて委員会の委員としてカンファ

レンスにࢀ加している。
　（̔）　産業医として当院職員のメンタルϔルス相ஊを行っている。また、年一ճのストレスチェックの

中でந出された事ྫへの対Ԡもܧ続している。加えて、今後は、ಇき方վֵに関連して、長࣌間࿑
ಇ者への対Ԡといった業務が加わる༧ఆとなっている。

　　以上、औりみにԊって、成Ռについてड़べた。

̏　医師հ
(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ୖᮧ ⚽ᶞ 部㛗 ⢭神科୍⯡

⢭神ಖᣦᐃ་䚸᪥ᮏ⢭神神経Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸୍⯡

病院㐃ᦠ⢭神་Ꮫ≉ᐃᣦᑟ་䚸産ᴗ་䚸ㄆ▱䝃䝫䞊䝖་䚸

᪥ᮏ⢭神神経Ꮫㄆ▱診療་䚸⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་ㅮ⩦ཷ

ㅮ῭

ᚋ⸨ ᬕᰤ ་㛗
⢭神科୍⯡

⥲ྜ病院⢭神་Ꮫ

⢭神ಖᣦᐃ་䚸᪥ᮏ⢭神神経Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸Ꮚ䛹䜒

䛾ここ䜝ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸児❺㟷年⢭神་Ꮫㄆᐃ་䚸᪥ᮏ

⢭神神経Ꮫㄆ▱診療་䚸⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་ㅮ⩦ཷㅮ῭

ᆅ ᓫᗈ ་㛗

⢭神科୍⯡

⥲ྜ病院⢭神་Ꮫ

児❺ᛮᮇ⢭神་Ꮫ

⢭神ಖᣦᐃ་䚸᪥ᮏ⢭神神経Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ

⥲ྜ病院⢭神་Ꮫ୍⯡病院㐃ᦠ⢭神་Ꮫ≉ᐃᣦᑟ་

神ᕝ ᾈᖹ ་ဨ

⢭神科୍⯡

児❺ᛮᮇ⢭神་Ꮫ

⥲ྜ病院⢭神་Ꮫ

⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸⢭神ಖᣦᐃ་䚸コ䞁䝃䞊䝍㘄Ⓩ㘓་

ᖌ䚸䝡䝞䞁䝉䜹䝥䝉䝹Ⓩ㘓་ᖌ

ᮡᒣ 㱟 ᑓᨷ་ ⢭神科୍⯡

Ụᕝ ᙬ㤶 ᑓᨷ་ ⢭神科୍⯡ ⦆䜿䜰◊ಟಟ

ኴ⏣ ㇏స 㠀ᖖ་ᖌ 児❺ᛮᮇ⢭神་Ꮫ
⢭神ಖᣦᐃ་䚸᪥ᮏ⢭神神経科Ꮫᑓ㛛་䚸児❺㟷年⢭

神་Ꮫㄆᐃ་

ᯇᒸ ✲ 㠀ᖖ་ᖌ ⪁年ᮇ⢭神་Ꮫ
⢭神ಖᣦᐃ་䚸᪥ᮏ⢭神神経科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥

ᮏ⪁年⢭神་Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་

㧗⏣ ᾴᖹ 㠀ᖖ་ᖌ ⢭神科୍⯡ ⢭神ಖᣦᐃ་䚸᪥ᮏ⢭神神経Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་

す⏿ 㝧 㠀ᖖ་ᖌ ⢭神科୍⯡ ⢭神ಖᣦᐃ་䚸᪥ᮏ⢭神神経科Ꮫᑓ㛛་

⏣ᮧ ⊛ 㠀ᖖ་ᖌ ⢭神科୍⯡ ⢭神ಖᣦᐃ་
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ۀ　̐

原　ஶ
１）西村ӳ樹ɼ後藤栄：奈良県総合医療センター精神科病棟における体త߆束の実ଶ調査．奈良県総

合医セ医ࢽ 27: 29-32 2023

一ൠ演
１）上村秀樹・ほか：当院小児科入院中のઁ৯ো患者に対する精神科の関りについて．第 36 ճ日本総

合病院精神医学会総会（ઋ台市）
２）杉山　龍・ほか：グアンファシンによる治療前後の小児ظ意ܽ・多動症の P300（続報）．第 64

ճ日本児ಐ青年医学会総会（߂前市）
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１　औΓΈ

　当科は奈良県北和医療ݍにおける小児医療のڌ点であり、子供の「こころ」と「からだ」を総合したઐ
門医療と、救急患者を中心とした急性ظ医療を提供するというׂをՌたしています。現在、ৗۈ医師は
11 名（ઐ߈医２名ؚむ）、ඇৗۈ医は３名で、うち 12 名が小児科ઐ門医で、֤医師がઐ門性の向上に
めています。
　また、2018 年̐月より、日本小児科学会ઐ門医װج病院にೝఆされており、ຖ年、新しいઐ߈医が当
科のઐ門医プログラムをબして小児科ઐ門医を目指してؤுっており、ଔ業生もطに小児科ઐ門医に
なっており、࣍代の小児科をഎෛう人ࡐのҭ成にもめています。
　外来は、ޕ前は一ൠ外来と༧ઐ門外来の̐診制で行い、ޕ後も̐診制で֤医師がઐ門外来を୲当して
おり、ઐ門疾患に対Ԡしています。またそれとは別に、救急対Ԡとして、当院の ER（救急外来）で一日
中救急ं等で来られる救急疾患にも対Ԡしています。
　内分泌疾患では甲状腺疾患・思य़ૣظ発症などの患者さんがおられますが、ಛに長にྗを入れてお
り、2013 年に看護師・薬剤師・医療ൿॻ・栄ཆ士・อҭ士とともに長外来を立ち上げ、年間 100
ྫ以上の成長ϗルモン分泌ෛՙݧࢼを行っています。最近は、GH 剤もຖ日射するもののほかにि１
ճ射する新しい剤が出てきましたが、この wFFLMZ 剤の治ݧを日本で一番多い症ྫで行っており、
新しい治療にもݙߩしています。代ँ疾患では、１ˍ２型糖尿病から MFnLFT 病といったكগ疾患まで診
させていただいていますが、ಛにトリメチルアミン尿症は西日本で།一診している病院として、શ国か
ら相ஊをडけ、ड診していています。血液・໔Ӹ疾患では、血液ઐ門医を有しており、ѱ性疾患には対
Ԡしていませんが、血小൘ݮগ性ࢵ斑病や໔Ӹෆશの患者さんが多くおられます。アレルギー分野ではア
レルギーઐ門医を有しており、スタッフには CIA（アレルギー疾患療ཆ指ಋ士）が̐名・PAE（小児ア
レルギーエデュケーター）が１名おり、日ৗ生活の指ಋから外༻薬のృり方ଞ、細かい指ಋを心がけてい
ます。また、栄ཆ士や看護師とチームをんで৯ෛՙݧࢼにྗを入れており、多くの৯ෛՙݧࢼを行っ
ていますし、ઉ下໔Ӹ療法などの治療にもऔりんでいます。心疾患は川崎病のྫが多いため、心エコー
は先天性心疾患と川崎病のフォローに分けています。心疾患に関しては、小児循環器ઐ門医がඇৗۈとし
て来ておられ、ෆ整຺もؚめ心疾患に対してઐ門తに対Ԡさせていただいています。神経疾患は神経・て
んかんઐ門医を有しており、小児科ઐ༻のビデオ脳波ܭがあり、ܰ 症性けいれんから治性のてんかん、
急性脳Ԍ・脳症、神経ม性疾患などの෯広い分野に対Ԡしています。乳児血जは、皮膚科と一ॹに治療
બࢶを検౼し、ϔマンジオール内治療であれば当科で入院していただき、安શに治療ができる流れが
できています。ى立性調અোの外来も開設し、「FJnaprFTNO7A（連続血ѹ・血行動ଶଌఆ置）」とい
う新しい機器をಋ入したことで、精の高い「ى立性調અো」の診அが行えています。また、当院のリ
ハビリ科とチームをみ、治療プログラムを࡞っており、入院で治療対Ԡもしております。「こころ」の
分野では、神経発ୡ症（発ୡোがい）・ෆ登ߍ・ઁ৯োなどを診ており、発ୡোがいは、小児ઐ門のݴ
調整・治療・カウンセリングなど総合తڥ業療法士、心理士らとチームをみ、診அから環࡞療法士やޠ
に行っていますが、ಛに診அにྗを入れており、٬観తデータをもとにチームでカンファレンスをしなが
ら正֬な診அにめています。ઁ৯োでは、精神科医・心理士・栄ཆ士・看護師らとチームをみ、「か
らだとこころ」の྆面からアプローチしていて、県内外からも多くのご相ஊとごհをडけています。༧
छは県の二࣍医療機関に指ఆされており、छࠔな児を対に行っています。そして、2024 年３
月から、新しく感染症ઐ門医がスタッフとなり、感染症分野では、今まで以上にઐ門తな治療をਐめてお
ります。また、渡࣌ߤにඞཁとなるワクチンをѻう「渡ߤワクチン外来」を新たに開設しました。奈良県
北部では小児の渡ߤワクチンをѻう外来はなかったため、多くの県民の皆༷にݙߩできると考えています。
　2024 年 8 月より「乳児の಄の形外来」を開設しました。ࡢ今いろいろな会社がϔルメット治療にࢀ入
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していますが、当科では Japan MFEJDaM CPNpanZ 社の「クルムフィット」というϔルメットを࠾༻して
います。こちらのϔルメットは日本でも大学病院やセンター病院を中心にల開しており、当科でも当セン
ターの小児脳神経外科と奈良医大の脳神経外科と連携し、಄֖ظૣࠎ༊合症もؚめた精の高いϔルメッ
ト治療を行っています。
　また、Ҡస後はੵۃతに「治ݧ」にもऔりんでいます。2022 年̐月には、զʑが最初にऔりんだ
治ݧで wFFLMZ の成長ϗルモン剤である「エψジェンラ」が発ചになり、今は࣍にऔりんだ「ιグルー
Ϡ」もೝՄがおりています。これらの治ݧでは当院から日本で一番多いの患者さんにྗڠしていただき、
新薬発ചにݙߩできたことは新しい喜びです。治ݧに関しては病院をڍげてऔりんでおり、小児科では、
長のみならず多くの疾患での治ݧにࢀ加していて、今後も新しい治療へのݙߩとして治ݧにྗを入れ
ていきたいと思っています。
　救急に関しては、ޕ前・ޕ後とも୲当医を配置してडけ入れており、救急ंઐ༻のϗットラインも設置
し、「ことわらない救急」をモットーに、スムーズな救急患者さんのडけ入れを心がけています。ゆっく
り༧したい場合は地域連携を通した初診༧、急いで対Ԡしたほうがいい場合は直ご連བྷいただけれ
ば、救急ंでなくても救急対Ԡさせていただいています。
　当院は、奈良県小児２ྠ࣍番୲当病院として当番日の北和医療ݍの重症小児救急患者はすべてडけ入れ
ているとともに、平日の日ۈଳの救急ཁやհに関してもશྫडけ入れています。
　入院は、小児科疾患のみならず、小児病棟としての機能をՌたすべく、小児のज़前ज़後患者や NICU
ୀ院から在宅に向けての重症心ো児のҠ行をडけ入れております。感染༧への意ࣝが高まるࡢ今、
当院の小児病棟はほとんどがݸ室として対Ԡしており、院内感染をىこさず、ࣗ宅にいるようなくつろい
だ状況での入院生活を過ごしていただけると思います。また、医師や看護師だけでなく、小児科ઐ属のอ
ҭ士が̐名ৗறしており、Կかとストレスのかかる入院に対して、患児やその家族をサポートしておりま
す。病棟は小児の୯独病棟で、ベッドは 24 床から今年になって 30 床に૿床になりましたが、それでも
ຬ床になってしまうことが多ʑあり、ごհいただいた入院がඞཁな患者さんをଞ病院におئいしなけれ
ばならないこともあり、急性ظの重症な患者さんを֬実に入院していただけるような新しいシステムを
。中ですࡧ
　そして、2024 年 10 月 1 日より「小児センター」が開設されました。小児センター長：小児外科の米倉
と小児副センター長：小児科の吉田が小児医療に携わる院内のશての部ॺとྗڠし、より良い小児医療を
目指してࢀります。
　当科のスタンスは「医師શ員がすべての入院患者さんをѲすること」です。総ճ診としては月༵日ޕ
後に部長ճ診を行っていますが、ओ治医以外にもճ診当番医がຖ日ޕ前中にશ患者さんを診しており、
その݁Ռをனにશ員で検౼し、患児の細かいม化にもશ員が対Ԡできる体制をとっています。それぞれの
医師が、一ൠ小児科医としてあらゆる疾患に対Ԡできる能ྗをҡ࣋しながら、ࣗ分のઐ門性を高めていく
ことを目ඪに、日ʑ精ਐしています。
　今後も֤医師がよりઐ門性を高め、࣭の高い医療を提供していくと共に、講演などを通じ、疾患の啓
にもྗを入れていき、かつ、救急医療のॆ実をਤってࢀります。今後も、患者さん、ご家族、院内・院外
の༷ʑな医療関係者と共に、奈良県の小児医療のڌ点として多くの課をղܾし、小児医療の発లに立っ
ていきたいと思っております。
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２　Ռ

ʲ2023 年入院実 （rԆべ人）
　　総入院（ଞ科・NICU আく）　1011 ྫ　
　　・アレルギー疾患　110 ྫ　ଞ
　　　　　৯ෛՙݧࢼ 93 ྫ、アトピー性皮膚Ԍ２ྫ、ᤨຑ３ྫ、ᄶଉ発７ྫ࡞、
　　　　　アナフィラキシーショック５ྫ、ଞ
　　・内分泌・代ँ疾患　146 ྫ　ଞ
　　　　　成長ϗルモン分泌ݧࢼܹ 105 ྫ、下ਨ体機能下症２ྫ、思य़ૣظ発症 11 ྫ、
　　　　　पظ性ᅅ吐症 12 ྫ、糖尿病２ྫ、甲状腺疾患２ྫ、ケトン性血糖症 12 ྫ　ଞ
　　・感染症　219 ྫ　ଞ
　　　　　RS49 ྫ、伝染性୯ٿ症３ྫ、アデノ 25 ྫ、インフルエンザＡˍＢ 26 ྫ、手口病７ྫ、
　　　　　パレコ１ྫ、༹連ە感染症３ྫ、水２ྫ、カポジ水༷１ྫ、ϔルパンギーナ̒ྫ、
　　　　　ヒトメタニューモウイルス 20 ྫ、ライノ 32 ྫ、パラインフルエンザ 14 ྫ、ഊ血症̐ྫ、
　　　　　DPWJE-19 19 ྫ、化性中耳Ԍ̒ྫ、サイトメガロ感染１ྫ　ଞ
　　・呼吸器疾患：148 ྫ　ଞ
　　　　　ഏԌ・ؾ支Ԍ 59 ྫ、咽಄・ፏ౧・喉಄Ԍ 20 ྫ、呼吸ෆશ 67 ྫ、ॎִؾज２ྫ　ଞ
　　・神経疾患　104 ྫ
　　　　　性けいれん（୯७ˍෳ雑型）５ྫ、脳Ԍ・脳症 19 ྫ、ギランバレー症ީ群３ྫ、
　　　　　てんかん重ੵ発8、ྫ̔࡞FTt 症ީ群５ྫ、إ面神経ຑᙺ３ྫ、胃腸Ԍ関連けいれん２ྫ、
　　　　　ランドウ・クレフナー症ީ群̐ྫ、細ە性ບԌ̐ྫ、ADEM ３ྫ、小脳ࣦ調２ྫ、
　　　　　リー症ީ群２ྫ、ドラベ症ީ群３ྫ、視神経Ԍ９ྫ、レノックスガストー症ީ群１ྫ、
　　　　　症ީ性てんかん 34 ྫ、シャルコーマリートΡース１ྫ、モϠモϠ病５ྫ、
　　　　　SMA ２ྫ、脳जᙾ５ྫ、多小脳ճ̒ྫ　ଞ
　　・消化器疾患：62 ྫ　ଞ
　　　　　細ە性腸Ԍ９ྫ、ウイルス性腸Ԍ（ノロ・ロタ・アデノ等）21 ྫ、ԫᙬ２ྫ、
　　　　　؊ᙾ̐ྫ、水５ྫ、消化出血２ྫ、ᢄԌ２ྫ、؊機能ো９ྫ、腸重ੵ３ྫ、　

小児科病棟プレイルームにて
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　　　　　௵ᙾ性大腸Ԍ̐ྫ、ウイルス性؊Ԍ１ྫ　ଞ
　　・腎・尿路疾患　18 ྫ　ଞ
　　　　　尿路感染症 12 ྫ、ネフローθ̐ྫ、急性ٿࢳ体腎Ԍ２ྫ、　ଞ
໔Ӹ疾患　83ݾࣗ・　　 ྫ
　　　　　ए年性ಛ発性関અԌ 55 ྫ、新生児ループス１ྫ、川崎病 26 ྫ、高安動຺Ԍ１ྫ　ଞ
　　・ӡ動器・皮膚疾患 35 ྫ　ଞ
形成ෆશ５ྫ、๘ᜰ織Ԍࠎ　　　　　 11 ྫ、ܱ部リンパઅԌ̒ྫ、ᰍ部ᙾ３ྫ、SSSS ２ྫ、
　　　　　イチゴ状血ज̒ྫ　ଞ
　　・血液疾患・໔Ӹ疾患：34 ྫ　ଞ
　　　　　ガンマグロブリン血症３ྫ、血小൘ݮগ性ࢵ斑病 11 ྫ、IHA 血Ԍ̐ྫ、
　　　　　好中ݮٿগ症̐ྫ、織急性յࢮ性リンパઅԌ１ྫ、PFAPA ２ྫ、
　　　　　ウィスコット・オルドリッチ症ީ群９ྫ　ଞ
　　・心症ଞ　14 ྫ　ଞ
　　　　　神経性やせ症̔ྫ、ى立性調અোྫ̐、過ؾ症ީ群２ྫ　ଞ

̏　医師հ
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ஶ　ॻ
１）吉田さやか：イϠーノート小児科 2025
　　出൛社：ࣜג会社メディックメディア
　　߲目名：小児の症ީ（શの症ީ  発ୡについての症ީ  ಄部・ᰍ部の症ީ）修

原　ஶ
１）KJtaHawa D KJtanP T FVrVNPrJ M SV[VLJ S ShJntanJ Y NJThJLawa H SV[VLJ R YaNaNPtP N 

OnaLa M NJThJZaNa A KaTaNatTV T ShJraJThJ N SV[VLJ Y NaLanP A NaLanP R YanP H MaFEa 
K YPThJEa S NaLaNVra F: INpaDt PG thF CO7ID-19 panEFNJD anE NVMtJpMFY pPMZNFraTF DhaJn 
rFaDtJPn tFTt Pn PVtpatJFnt antJCJPtJD prFTDrJptJPnT GPr pFEJatrJD rFTpJratPrZ JnGFDtJPn. PMPS PnF. 18: 
F0278932 2023 EPJ: 10.1371/jPVrnaM.pPnF.0278932

２）YaNaNPtP N KVLJ I ShJNJ[V K OhHJtanJ A YaNaEa N FVjJnP M YPThJEa S: CJMPTta[PM 
trFatT tranTJFnt hFart GaJMVrF DaVTFE CZ ATP1A3 WarJant-aTTPDJatFE pPMZNJDrPHZrJa. BraJn anE 
DFWFMPpNFnt 46: 57-61 2023 EPJ: 10.1016/j.CraJnEFW.2023.09.002

３）山本直ɼ井上ַ司ɼ宇田武߂ɼ九َ一ɼԹ井めぐみɼय़原　敦ɼ馬場良子ɼᅳኍ༪世ɼ多田ཏཽ平ɼ
古塚大հɼ岡崎　৳：४ۓ急తにてんかん外科を行った小児ظ発症 aEPMFTDFnt anE ZPVnH aEVMt 世代
治前಄༿てんかんの１ྫ　ಛతな行ҝ༠発ิӡ動野発࡞と多職छ連携の重ཁ性．てんかん研ڀ 
40: 548-556 2023 httpT://EPJ. PrH/10.3805/jjFT.40.548

̐）๘須賀宗࢚ɼۅ村ষ大ɼ安原　ഹɼܙ美須ྱ子ɼઔ谷ҁ子ɼຳྠ秀樹：動੩຺ح形とのؑ別にྀۤし
病理初見から診அした先天性血जの新生児ྫ．日本新生児生ҭ医学会雑ࢽ 35: 131-136 2023

５）岡村実ɼۅ村ষ大ɼ安原　ഹɼܙ美須ྱ子ɼઔ谷ҁ子ɼຳྠ秀樹：日齢７に発症したヒトパレコウ
イルス３型脳Ԍの新生児ྫ．日本新生児成ҭ医学会雑ࢽ 35: 143-148 2023

̒）森　宇ɼ岡村実ɼ小林ྒྷ平ɼۅ村ষ大ɼ安原　ഹɼܙ美須ྱ子ɼઔ谷ҁ子ɼຳྠ秀樹：新生児ظ
に಄部 MRI ҟৗをೝめ高࣍脳機能ো༷の症状をఄした学ಐ児３ྫ．奈良県総合医セ医ࢽ 27: 60-64 
2023

７）志手生ɼ山本直ɼ吉田さやか：MPnEJnJ 型内耳ح形にう෮性細ە性ບԌの１ྫ．奈良県総
合医セ医ࢽ 27: 82-85 2023

講　演
１）吉田さやか：エψジェンラ⡴の患者ෛ୲ܰݮの経ݧと長ظॲ方ղې後の治療ಋ入体制に向けて．エψ

ジェンラ インターネットシンポジウム（wFC）
２）吉田さやか：エψジェンラ⡴のಋ入からフォローアップまで . エψジェンラ発ച１प年講演会 Jn ฌݿ

（神戸市・ wFC）
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௰ 㞞அ ་㛗
小児科୍⯡

䜰䝺䝹䜼䞊
᪥ᮏ小児科Ꮫ小児科ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ䜰䝺䝹䜼䞊Ꮫᑓ㛛་

すᕝ ᏹᶞ ་㛗

小児科୍⯡

OD䠄㉳❧ᛶㄪ⠇

㞀ᐖ䠅

腎臓

᪥ᮏ小児科Ꮫ小児科ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ小児ឤᰁᏛ小児ឤᰁ

ㄆᐃ་

ᒣᮏ ┤ᐶ ་㛗

小児科୍⯡

小児神経内科

䛶ん䛛ん

᪥ᮏ小児科Ꮫ小児科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ小児神経Ꮫ小児神経ᑓ㛛་䚸᪥

ᮏ䛶ん䛛んᏛ䛶ん䛛んᑓ㛛་䚸᪥ᮏ䛶ん䛛んᏛ VNS ㈨᱁ㄆᐃ་䚸

᪥ᮏ小児科Ꮫฟ生๓コ䞁䝃䝹䝍䞁䝖小児科་

㔝 Ὀᩯ

་㛗

治㦂管⌮ᐊ

ᐊ㛗

᪥ᮏ小児科Ꮫ小児科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏឤᰁᏛឤᰁᑓ㛛་䚸᪥ᮏ小

児ឤᰁᏛ小児ឤᰁᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸ཌ生ປാ┬ឤᰁ༴ᶵ管⌮

ᑓ㛛ᐙ䚸බ⾗⾨生ಟኈ䚸㻯㻵㻯㻌ឤᰁᑐ⟇ጤဨ䛚䜘䜃ឤᰁไᚚ部ㄆᐃ䚸ᅜ

❧ᅜ㝿་療◊✲䝉䞁䝍䞊㻌㻭㻹㻾⮫ᗋ䝸䝣䜯䝺䞁ス䝉䞁䝍䞊≉௵◊✲ဨ

ஂಖ ኳ㐍 ་ဨ

小児科୍⯡

䜰䝺䝹䜼䞊

㢌䛾形・䝦䝹䝯䝑

䝖治療㻌

᪥ᮏ小児科Ꮫ小児科ᑓ㛛་

⻏㡲㈡ ᐀Ⴙ ་ဨ
小児科୍⯡

腎臓
᪥ᮏ小児科Ꮫ小児科ᑓ㛛་

᳃ Ᏹᏹ ་ဨ 小児科୍⯡

す ┿⾰ ᑓᨷ་
小児科Ꮫ

新生児Ꮫ

⳻㇂ 㝯 㠀ᖖ་ᖌ
小児循環器

⫾児心臓䜶コ䞊

᪥ᮏ小児科Ꮫ小児科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ小児循環器Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ⫾児

心臓病Ꮫㄆᐃ་

ᖹ㔝 ⩧ᇽ 㠀ᖖ་ᖌ
小児神経

小児䝸䝝䝡䝸
᪥ᮏ小児科Ꮫ小児科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ小児神経Ꮫ小児神経ᑓ㛛་

小児科

小児ឤᰁ科

ឤᰁᏛ

䝽䜽䝏䞁Ꮫ

㻭㻹㻾ᑐ⟇㻌

᪥ᮏ小児科Ꮫ小児科ᑓ㛛་㻌

ᮧ⏣ ᫀஅ ᑓᨷ་ 小児科୍⯡
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３）吉田さやか：エψジェンラ⡴のಋ入からフォローアップまで．HPLLaJEP ENDO FPrVN 2023（市・
wFC）

̐）吉 田 さ や か： エ ψ ジ ェ ン ラ⡴ の  ༻ 経 ݧ．Pp[Fr EnEPDrJnPMPHZ FPrVN 2023（東京都ߓ区）
５）大仲խ之：モイθルトの༻経ݧから考える治療ઓུ上の立ちҐ置 . モイθルト発ച記念講演会 Jn 

奈良（奈良市）
̒）大仲խ之：新規߅Ԍ症外༻薬を༻いたアトピー性皮膚Ԍの治療ઓུ . 第 51 ճ奈良小児アレルギーセ

ミナー（奈良市）
７）山本直：乳༮児のけいれんʙどんな࣌ドラベ症ީ群をؑ別に入れるʁʙ . 奈良小児のけいれんを考

える会（奈良市）

一ൠ演
１）YaNaNPtP N Ft aM: A CPnWFnJFnt anE RFMJaCMF EMFDtrPFnDFphaMPHraN MPntaHF FPr ThF 

ManaHFNFnt PG EMFDtrPHraphJD SFJ[VrFT Jn ChJMErFn 8Jth ADVtF EnDFphaMJtJT anE EnDFphaMPpathZ. 
ANFrJDan EpJMFpTZ SPDJFtZ 2023（OrManE USA）

２）鈴木里香・ほか：当院における乳児血जに対するプロプラノロール内治療の検౼ʙ 2021 年に乳
児血ज外来を開設してʙ．第 140 ճ日本小児科学会奈良地方会（奈良市・wFC）

３）大仲խ之・ほか：胃ᚈを༻いて৯ෛՙݧࢼを行いɼ成分栄ཆ剤を༻Մ能となった重症心ো児
の１ྫ．第 10 ճ日本アレルギー学会近ـ地方会（大阪市）

̐）西川樹・ほか：カナキψマブによるղҡ࣋中に MAS を発症した T-JIA の９ࡀ女児ྫ．第 126 ճ
日本小児科学会学ज़集会（東京都ߓ区）

５）山本直・ほか：ಛతな画૾所見とサイトカイン / ケモカインの૿加をఄしたࣗݾ໔Ӹ性 GFAP
アストロサイトパチーの１ྫ．第 65 ճ日本小児神経学会学ज़集会（岡山市）

̒）山本直・ほか：新型コロナウイルス流行下における性けいれん・急性脳Ԍ脳症の原Ҽウイルス．
第 36 ճ日本小児救急医学会（千༿市）

７）山本直・ほか：てんかん外科治療後にվ善がಘられた治・ભԆ化ԁ形ໟ症の１ྫ．第 56 ճ日
本てんかん学会学ज़集会（東京都新॓区）

̔）大久อ天ਐ・ほか：多剤性ഏԌەٿによるບԌの１ྫ．第 140 ճ小児科学会奈良地方会（奈良市・
wFC）

９）森　宇・ほか：新生児ظに಄部 MRI ҟৗをೝめ高࣍脳機能ো༷の症状をఄした学ಐ児３ྫ．第
126 ճ日本小児科学会学ज़集会（東京都ߓ区）

10）岡村実・ほか：日齢７に発症したヒトパレコウイルス３型脳Ԍの新生児ྫ．第 126 ճ日本小児科学
会学ज़集会（東京都ߓ区）

11）岡村実・ほか：෮する尿路感染症をܖ機に下部尿路機能োの診அにࢸった̔ࡀ女児ྫ．第 141
ճ日本小児科学会奈良地方会（奈良市）

12）志手生・ほか：新型コロナウイルス感染症により高サイトカイン状ଶをఄし脳症༷症状をきたした
１ྫ．第 36 ճ日本小児救急医学会学ज़集会（千༿市）

13）志手生・ほか：発࡞制にケタミン࣋続੩、デキサメタゾン腔内༩が有ޮであった GFCrJMF 
JnGFDtJPn-rFMatFE FpJMFpTZ TZnErPNF の１ྫ．第 141 ճ日本小児科学会奈良地方会（奈良市・wFC）
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１　औΓΈ

　当科は日本皮膚科学会の研修施設にೝఆされており、皮膚疾患に対する内科త・外科త治療を行ってい
る。皮膚科ৗۈ医が̐名所属する病院で、診療所やଞ病院からհされる皮膚疾患のडけ入れを行ってい
る。皮膚जᙾにおいては、良性ѱ性をわず日ؼりあるいは入院での手ज़治療をੵۃతに行っている。症
ྫによっては形成外科医とڠಉで手ज़を施行している。᧘ᚃ・ইやそのଞの皮膚௵ᙾに対するই治療
においては、局所ӄѹด療法もੵۃతに࠾り入れており、手ज़やอଘత治療とみ合わせて患者にԠじ
た最దな治療を提供している。ઐ門外来として 2008 年から開始したフットケア外来においては、糖尿病
患者に重点を置き病มの༧・治療・ケアをੵۃతに行っている。当外来はଞ科医師およびೝఆ看護師
や糖尿病療ཆ指ಋ士、ٛ 。۩士などのコメディカルともີに連携し、յᙫやஅのճආにめているࢶ
そのଞ、ಛघな機器を༻いた治療としては、ナローバンド U7B のর射もՄ能な光線療法性ワイϠーを
༻いたؕ入௺・רき௺の矯正治療も行っている。

２　Ռ

ೖӃऀױͷ࣬ױ༁（���� ）

̏　医師հ

ۀ　̐

原　ஶ
１）KVrJNPtP T OHawa K MJZaP M IThJEa E NPNJ K MJtTVJ Y MJZaHawa F ShJnLVNa S ATaEa H: 

CaTF PG DVtanFPVT hFNPphaHPDZtPTJT Jn a patJFnt wJth JEJPpathJD VrtJDarJaM WaTDVMJtJT. Int J DFrNatPM 
62: F180-F181 2023 EPJ: 10.1111/JjE.16372

２）ODhJ A MJtTVJ Y OHawa K ATaEa H: PaJnGVM ErZthFNatPVT PMaRVFT Pn thF HanET: A QVJ[. ADta 
DFrN 7FnFrFPM 103: aEW12344 2023 EPJ: 10.2340/aDtaEW. W103.12344

３）ODhJ A MJtTVJ Y OHawa K NaLaNVra S MPrJta K HaNaLawa K KVrJNPtP T ATaEa H: 
PZPEFrNatJtJTpZPTtPNatJtJT WFHFtanT a⒎FDtJnH pFrJTtPNaM TLJn. J DFrNatPM 50: F251-F252 2023 EPJ: 
10.1111/1346-8138.16778

患者数（人）
པ患者数 10,369
Ӆ患者数 926
ѳ性ञ瘍 5

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ග ᗣ༤ 部㛗 皮膚科୍⯡ ᪥ᮏ皮膚科Ꮫᑓ㛛་

ᐑᑿ ┿⌮Ꮚ ་ဨ 皮膚科୍⯡

ᰩᮏ ᚭ ་ဨ 皮膚科୍⯡ ᪥ᮏ皮膚科Ꮫᑓ㛛་

㔠㇂ ⴌ ᑓᨷ་ 皮膚科୍⯡

㉺ᬛ Ᏻዉ 㠀ᖖ་ᖌ 皮膚科୍⯡
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シンポジウム・ほか
1）光井康ത：血जの病理診அ．第 39 ճ日本皮膚ѱ性जᙾ学会学ज़大会（名古屋市）

一ൠ演
症の１ྫ．第ەࢎ߅本　ప・ほか：໔Ӹ制患者に発症したඇ݁֩性܀（１ 495 ճ日本皮膚科学会大阪地

方会（wFC）
２）ᖛ川健ଠ・ほか：ࠊ部に生じたԁபजの１ྫ．第 496 ճ日本皮膚科学会大阪地方会（wFC）
３）ᖛ川健ଠ・ほか：右ᢈ部から下ࢶにかけてのଳ状᙮に SIADH を合ซした１ྫ．第 122 ճ日本皮

膚科学会総会（横浜市）
̐）ᖛ川健ଠ・ほか：LZNphPFpJthFMJPNa-MJLF DarDJnPNa PG thF TLJn の１ྫ．第 116 ճ近ـ皮膚科集ஊ

会（大阪市）
５）ᖛ川健ଠ・ほか：心血イベントをܖ機に診அされたサルコイドーシスの１ྫ．第 74 ճ日本皮膚

科学会中部支部学ज़大会（京都市）
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１　औΓΈ

　2013 年３月７日に第１ྫ目を実施した手ज़ロϘット（ダ ŋ ヴィンチ）支援下前立腺શఠআज़（RARP）
も月̒ʙ７ྫペースで安ఆし、2016 年以降は年間 70 ྫ前後にୡした。さらに、2016 年̐月にอݥऩࡌさ
れた「ロϘット支援下腎部分আज़」に対しても 2017 年には施設ೝఆされた。また「ロϘット支援下ࠜ
治తᡦఠআज़」に対しても 2020 年̔月に第１ྫ目を実施し、2021 年には施設ೝఆされた。泌尿器科؞
に対するロϘット支援手ज़においてはৗに県下のトップ集団にいるとࣗෛしている。
　ロϘット支援手ज़とฒび、当科でै来からಛにྗを入れてऔりんできたྖ域にෲ腔鏡下手ज़がある。
2000 年に第１ྫ目のෲ腔鏡下手ज़を実施してから 22 年が経過し、奈良県下の泌尿器科ෲ腔鏡下手ज़のパ
イオニアత施設として、当科のみならず関連病院におけるෲ腔鏡下手ज़の指ಋ・ීٴもؚめて研ᮎをੵん
できた。開始当初は副腎जᙾが中心で、年間 10 ྫ以下の݅であったが、後ෲບ鏡下手ज़のීٴととも
にෲ腔鏡下手ज़݅が૿加しており、現在は年間 50 ྫ以上を行っている。その中で、2010 年以降は腎手
ज़（腎ఠআज़、腎尿ఠআज़）が年間 30 ྫをえるようになっており、この年は、腎手ज़だけでコン
スタントに年間 40 ྫをえている。現在ではメンバーશ員がज़者として手ज़をできるレベルまで技
ज़が向上しており、副腎・腎手ज़についてはਐ行؞症ྫ以外ほ΅શྫでෲ腔鏡手ज़を行っている。また、
後ෲ腔जᙾやリンパઅ生検に対してもੵۃతにෲ腔鏡手ज़でアプローチしている。
　ෲ腔鏡下手ज़やᡦશఠআज़の૿加もؚめて、पғ関連施設からのհが૿加しており、泌尿器科ྖ域
においてはリスクをう手ज़の中央化が֬実にਐ行しているといえる。

２　Ռ

　2023 年の新入院患者は 391 人で手ज़݅は 604 であった。月༵日から木༵日までि̐日の手ज़
を最大ݶにっているが、機ظ間はロϘット支援下手ज़で２ʙ３か月、腎ఠআなどଞのओཁ手ज़も 1.5
か月が߃ৗతである。ओな泌尿器科जᙾに対する年間の手ज़݅は、以下のとおりである。

　腎؞手ज़（部分আをؚむ） 　26 ྫ
　腎ᚨ尿؞手ज़ 　５ ྫ
　副腎जᙾ手ज़ 　̔ ྫ
　前立腺؞手ज़（RALP） 　59 ྫ
　ᡦ؞手ज़（経尿道త手ज़）  103 ྫ
　ᡦ؞ᡦશఠ手ज़ 　９ ྫ

̏　医師հ
(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᙳᯘ 㢗᫂

院㛗

་療Ᏻ᥎㐍

部㛗

泌尿器科腫瘍

୍⯡泌尿器科

య腔㙾ୗᡭ⾡

血液ί化治療

᪥ᮏ泌尿器科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㏱ᯒ་Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥

ᮏ泌尿器内ど㙾Ꮫ泌尿器⭡腔㙾ᢏ⾡ㄆᐃ་䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䝡䞁

䝏コ䞁䝋䞊䝹䝃䞊䝆䝵䞁㈨᱁ 䜋䛛

㫽ᮏ ୍ 部㛗

泌尿器科⯡

尿㞀ᐖ

ዪᛶ泌尿器科

₎᪉診療

⭡腔㙾ᡭ⾡䠄ロ䝪

䝑䝖ᨭᡭ⾡䜢ྵ

䜐䠅

᪥ᮏ泌尿器科Ꮫ 泌尿器科ᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ㻌

䛜ん治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ泌尿器内ど㙾Ꮫ 泌尿器⭡腔㙾ᢏ⾡ㄆᐃ་䚸᪥

ᮏ尿ᶵ⬟Ꮫ ᑓ㛛་䚸᪥ᮏᮾὒ་Ꮫ ₎᪉ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㏱ᯒ་Ꮫ

 ㏱ᯒᑓ㛛་䚸泌尿器ロ䝪䝑䝖ᨭᡭ⾡䝥ロ䜽䝍䞊ㄆᐃ

ୖ ๛ᚿ 部㛗

泌尿器科腫瘍

୍⯡泌尿器科

య腔㙾ୗᡭ⾡

ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡

᪥ᮏ泌尿器科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㏱ᯒ་Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ泌尿器

内ど㙾Ꮫ泌尿器⭡腔㙾ᢏ⾡ㄆᐃ་䚸泌尿器ロ䝪䝑䝖ᨭᡭ⾡䝥ロ䜽䝍

䞊ㄆᐃ䚸䛜ん治療ㄆᐃ་䚸⭡腔㙾ୗ小ษ㛤ᡭ⾡タᇶ‽་䚸ᡭ⾡ᨭロ

䝪䝑䝖 䝎䞂䜱䞁䝏コ䞁䝋䞊䝹䝃䞊䝆䝵䞁㈨᱁

ྜྷᕝ ඖΎ ་㛗

୍⯡泌尿器科

泌尿器科腫瘍

内ど㙾ᡭ⾡

᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓ 泌尿器科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ泌尿器科Ꮫ ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ泌

尿器内ど㙾・ロ䝪䝔䜱䜽スᏛ 泌尿器⭡腔㙾ᢏ⾡ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ䛜ん治療

ㄆᐃ་ᶵᵓ 䛜ん治療ㄆᐃ་・ᣦᑟ་䚸⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑

䝖 䝎䞂䜱䞁䝏コ䞁䝋䞊䝹䝃䞊䝆䝵䞁㈨᱁䚸⦆䜿䜰ㅮ⩦ಟ

ྜྷᕝ ㈗அ♸ ་ဨ ୍⯡泌尿器科

ᯇᮧ ၿ 㠀ᖖ་ᖌ ୍⯡泌尿器科
᪥ᮏ泌尿器科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㏱ᯒ་Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥

ᮏ泌尿器内ど㙾Ꮫ泌尿器⭡腔㙾ᢏ⾡ㄆᐃ་

㎮ᕫ ెᘯ 㠀ᖖ་ᖌ ୍⯡泌尿器科 ᪥ᮏ泌尿器科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㏱ᯒ་Ꮫᑓ㛛་

᳃⃝ ὒ
小児泌尿器科

㠀ᖖ་ᖌ
小児泌尿器科 ᪥ᮏ泌尿器科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ小児泌尿器Ꮫㄆᐃ་
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ۀ　̐

原　ஶ
１）NaLaJ Y TanaLa N ATaLawa I HPrJ S MJZaLF M YaNaLJ K AnaJ S TPrJNPtP K InPVF T 

HaTFHawa M FVjJNPtP K: QVaMJtZ PG MJGF Jn patJFntT whP VnEFrwFnt rPCPt-aTTJTtFE raEJDaM 
prPTtatFDtPNZ DPNparFE wJth thPTF whP VnEFrwFnt MPw-EPTF-ratF CraDhZthFrapZ. PrPTtatF 83: 701-
712. 2023 EPJ: 10.1002/prPT.24507. EpVC 2023 Mar 6.

２）NaLaJ Y TanaLa N InPVF T OnJThJ K MPrJ[awa Y HPrJ S GPtPh D MJZaLF M TPrJNPtP K 
FVjJNPtP K: QVaMJtZ PG MJGF aGtFr nPn-nFrWF-TparJnH rPCPt-aTTJTtFE raEJDaM prPTtatFDtPNZ. ATJa PaD J 
CMJn OnDPM 18: 2023 EPJ: 10.1111/ajDP.14031　OnMJnF ahFaE PG prJnt

３）MJZaLF M ShJNJ[V T OEa Y TaDhJCana A OhNPrJ C ItaNJ Y KJCa K TPNJPLa A YaNaNPtP 
H OhnJThJ K NJThJNVra N HPrJ S MPrJ[awa Y GPtPh D NaLaJ Y TPrJNPtP K FVjJJ T TanaLa 
N FVjJNPtP K: SwJtDhNaJntFnanDF aWFMVNaC JNNVnPthFrapZ GPMMPwJnH GJrTt-MJnF DhFNPthFrapZ 
GPr patJFntT wJth aEWanDFE VnrFTFDtaCMF Pr NFtaTtatJD VrPthFMJaM DarDJnPNa: thF GJrTt JapanFTF 
rFaM-wPrME FWJEFnDF GrPN a NVMtJDFntFr TtVEZ: Jpn J CMJn OnDPM 53: 253-262 2023 EPJ: 10.1093/jjDP/
hZaD186

̐）MJZaLF M NJThJNVra N OEa Y MJZaNPtP T OhNPrJ C TaLaNatTV N ItaNJ Y TaDhJCana A 
MatTVNPtP Y KJCa K TPNJPLa A YaNaNPtP H OLajJNa E MaTaPNJ K SaLaNPtP K TPNJ[awa 
M ShJNJ[V T OhnJThJ K HPrJ S MPrJ[awa Y GPtPh D NaLaJ Y TPrJNPtP K TanaLa N FVjJNPtP 
K: Nara UrPMPHJDaM RFTFarDh anE TrFatNFnt GrPVp: EnGPrtVNaC WFEPtJn GPMMPwJnH pMatJnVN-CaTFE 
DhFNPthFrapZ anE JNNVnF DhFDLpPJnt JnhJCJtPrT GPr aEWanDFE VrPthFMJaM DarDJnPNa: rFTpPnTF 
TVrWJWaM anE TaGFtZ anaMZTJT GrPN a NVMtJDFntrF rFaM-wPrME JapanFTF DPhPrt: Jpn J CMJn OnDPM 
hZaE170: EPJ: 10.1093/jjDP/ hZaE170 2023

講　演（2022 年ิҨ）
１）井上߶志：実臨床における BRCA 検査のऔりみについて．第 21 ճ奈良前立腺研ڀ会（大阪市）

講　演（2023 年）
１）井上߶志・ほか：సҠ性腎細๔؞の治療ઓུを考える．RCC IO-IO 8FC SFNJnar Jn HOKU8A（奈 

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᙳᯘ 㢗᫂

院㛗

་療Ᏻ᥎㐍

部㛗

泌尿器科腫瘍

୍⯡泌尿器科

య腔㙾ୗᡭ⾡

血液ί化治療

᪥ᮏ泌尿器科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㏱ᯒ་Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥

ᮏ泌尿器内ど㙾Ꮫ泌尿器⭡腔㙾ᢏ⾡ㄆᐃ་䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䝡䞁

䝏コ䞁䝋䞊䝹䝃䞊䝆䝵䞁㈨᱁ 䜋䛛

㫽ᮏ ୍ 部㛗

泌尿器科⯡

尿㞀ᐖ

ዪᛶ泌尿器科

₎᪉診療

⭡腔㙾ᡭ⾡䠄ロ䝪

䝑䝖ᨭᡭ⾡䜢ྵ

䜐䠅

᪥ᮏ泌尿器科Ꮫ 泌尿器科ᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ㻌

䛜ん治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ泌尿器内ど㙾Ꮫ 泌尿器⭡腔㙾ᢏ⾡ㄆᐃ་䚸᪥

ᮏ尿ᶵ⬟Ꮫ ᑓ㛛་䚸᪥ᮏᮾὒ་Ꮫ ₎᪉ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㏱ᯒ་Ꮫ

 ㏱ᯒᑓ㛛་䚸泌尿器ロ䝪䝑䝖ᨭᡭ⾡䝥ロ䜽䝍䞊ㄆᐃ

ୖ ๛ᚿ 部㛗

泌尿器科腫瘍

୍⯡泌尿器科

య腔㙾ୗᡭ⾡

ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡

᪥ᮏ泌尿器科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㏱ᯒ་Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ泌尿器

内ど㙾Ꮫ泌尿器⭡腔㙾ᢏ⾡ㄆᐃ་䚸泌尿器ロ䝪䝑䝖ᨭᡭ⾡䝥ロ䜽䝍

䞊ㄆᐃ䚸䛜ん治療ㄆᐃ་䚸⭡腔㙾ୗ小ษ㛤ᡭ⾡タᇶ‽་䚸ᡭ⾡ᨭロ

䝪䝑䝖 䝎䞂䜱䞁䝏コ䞁䝋䞊䝹䝃䞊䝆䝵䞁㈨᱁

ྜྷᕝ ඖΎ ་㛗

୍⯡泌尿器科

泌尿器科腫瘍

内ど㙾ᡭ⾡

᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓ 泌尿器科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ泌尿器科Ꮫ ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ泌

尿器内ど㙾・ロ䝪䝔䜱䜽スᏛ 泌尿器⭡腔㙾ᢏ⾡ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ䛜ん治療

ㄆᐃ་ᶵᵓ 䛜ん治療ㄆᐃ་・ᣦᑟ་䚸⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑

䝖 䝎䞂䜱䞁䝏コ䞁䝋䞊䝹䝃䞊䝆䝵䞁㈨᱁䚸⦆䜿䜰ㅮ⩦ಟ

ྜྷᕝ ㈗அ♸ ་ဨ ୍⯡泌尿器科

ᯇᮧ ၿ 㠀ᖖ་ᖌ ୍⯡泌尿器科
᪥ᮏ泌尿器科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㏱ᯒ་Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥

ᮏ泌尿器内ど㙾Ꮫ泌尿器⭡腔㙾ᢏ⾡ㄆᐃ་

㎮ᕫ ెᘯ 㠀ᖖ་ᖌ ୍⯡泌尿器科 ᪥ᮏ泌尿器科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㏱ᯒ་Ꮫᑓ㛛་

᳃⃝ ὒ
小児泌尿器科

㠀ᖖ་ᖌ
小児泌尿器科 ᪥ᮏ泌尿器科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ小児泌尿器Ꮫㄆᐃ་
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良市）
２）井上߶志・ほか：筋ਁ५性尿路上皮؞に対する治療ઓུを考える．UC AEjVWant IO 8FC SFNJnar 

Jn HOKU8A（奈良市）
３）井上߶志：当院におけるレンビマʴキイトルーダの༻経ݧからの考．RFnaM CanDFr SFNJnar Jn 

NARA（奈良市）

一ൠ演
１）YPThJLawa M Ft aM: INpaDt PG thF TprFaE PG DPWJE-19 Pn thF VrPMPHZ praDtJDF Jn PVr hPTpJtaM．第 110

ճ日本泌尿器科学会総会（神戸市）
２）大森千ਘ・ほか：ෲບ透析チューブൈ࣌ڈに下ෲน動຺ଛইにより出血性ショックにࢸった１ྫ．第

29 ճ日本ෲບ透析医学会学ज़集会（東京都江東区）
３）井上߶志・ほか：ᡦશఠ症ྫに対するपज़ظ化学療法の施行状況と治療ޮՌ．第 73 ճ日本泌尿器

科学会中部総会（奈良市）
̐）大森千ਘ・ほか：泌尿器科手ज़におけるज़前ਂ部੩຺血ખ症スクリーニングの意ٛ．第 73 ճ日本泌

尿器科学会中部総会（奈良市）
５）三ࢬ߶ี・ほか：当院における泌尿器科医師関連インシデントレポートの検౼．第 73 ճ日本泌尿器

科学会中部総会（奈良市）
̒）井上߶志・ほか：当院におけるロϘット支援ᡦશఠআज़の初ظ経ݧ．第 37 ճ日本泌尿器内視鏡・

ロϘティクス学会総会（米子市）
７）吉川元清・ほか：RARP 開始ظ࣌ラーニングカーブの検౼　世代を重ねることで上ୡはվ善し

たかʁ．第 37 ճ日本泌尿器内視鏡・ロϘティクス学会総会（米子市）
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１　औΓΈ

　産科 30 床、婦人科 13 床を理する産婦人科スタッフ 20 名（ؚඇৗ１ۈ名）で構成され、婦人科୲当
は９名、産科୲当は９名である。ઐ門医やサブスペシャリティなどのऔಘ状況は、日本産科婦人科学会の
指ಋ医７名・ઐ門医７名、日本婦人科जᙾ学会指ಋ医̐名・ઐ門医１名、日本臨床細๔学会細๔診指ಋ医
１名、日本प産ظ・新生児医学会指ಋ医２名・ઐ門医２名、日本女性医学会女性ϔルスケア指ಋ医１名、
日本Ի波医学会Ի波指ಋ医２名、臨床Ҩ伝ઐ門医３名、日本産科婦人科内視鏡学会技ज़ೝఆ医３名で
ある。
　臨床においては、医療のۉてん化とඪ४化および安શ性と透明性を֬อするために、産科および婦人科
のෳओ治医制とチーム医療を実ફしている。2019 年̔月から奈良県西和医療センターの分สを奈良県
総合医療センターに集化し、西和医療センターでは婦健診と産後健診をܧ続し、安心・安શな分สを
目指すとともに、総合医療センターとڠಇして婦人科外来や手ज़に重点化した。上記診療体制整උやスタッ
フの૿員により当直ճがܰݮされ、さらに当直ཌ日のҾきܧぎ後はૣظୀۈがՄ能となり、医師のಇき
方վֵを実ફしている。産科ではハイリスク৷の理に重点をおき、県内શ域および京都府南部から年
間 118 ݅の体・産᧘ൖૹをडけ入れている。婦人科では、ѱ性जᙾに対して消化器外科や泌尿器科のڠ
ྗのもとੵۃతなఠ出手ज़を行っている。さらに外来化学療法室や放射線治療科のྗڠのもとज़前ज़後の
化学療法や放射線療法をؚむ集学త治療を実施している。जᙾのҨ伝子診அもੵۃతに行い、その݁Ռに
い分子ඪత薬のదԠを中心に患者のݸ別化治療をਪਐしている。一方で、近ྡ医療施設と連携してॆ実
した؇和医療もऔり入れている。また良性जᙾに対しては、ෲ腔鏡下手ज़やロϘット支援下手ज़による
৵ऻ手ज़をੵۃతに行っている。ૣظの子宮体がんに対するෲ腔鏡下手ज़やロϘット支援下手ज़も施設ೝ
ఆをडけ、อݥదԠ下で実施し症ྫは૿加向である。
し、患者հ元施設や県内産婦人科医療施設࠵を年３ճ開「会ڀ奈良産婦人科実地臨床研」、ҭではڭ　
からのࢀ加者に対し症ྫの臨床経過を報ࠂするとともに、छʑのテーマについてレクチャー等を企画し、
病診・病病連携のਝ・ԁ化と医療レベルの向上をਤっている。ຖճ 30 名ʙ 40 名の医師およびコメディ
カルのࢀ加があり、医療レベルの向上と地域連携に立っている。
　研ڀにおいては、厚生࿑ಇ科学研ڀඅิॿ金エイズ対ࡦ政ࡦ研ڀ事業における研ڀ代ද者としてڝ૪త
研ࢿڀ金を֫ಘし、50 名以上におよぶશ国の研ڀ分୲者や研ྗڠڀ者とともに活動している。2015 年か
ら 2020 年まで２̒ظ年間の研ڀ代ද者および研ڀ分୲者を୲当し、2021 年からの３年間は、「HI7 感染
者の৷・出産・༧後に関するコϗート調査をؚむӸ学研ڀと情報のීٴ啓発方法の開発ならびに診療体
制の整උとۉてん化のための研ڀ」൝（21HB1008）の研ڀ代ද者および研ڀ分୲者を୲当している。研
൝ではڀ HI7 感染৷の国内発生状況を調査分析し、「શ国調査報ࠂॻ」のץ行とશ国配、「HI7 子
感染༧対ࡦマニュアル」や「HI7 感染৷に関する診療ガイドライン」のվగ、医療ै事者へのڭҭ
啓発による医療体制の整උ、HI7 をはじめとする性感染症に関するリーフレットや小子のץ行と市民
公開講座による一ൠ国民へのڭҭ啓発を行っている。また婦人科ѱ性जᙾ手ज़のॖ小化などに関する臨床
研ڀや治ݧもਐ行中で、さらに婦人科ѱ性जᙾ研ڀ機構（JGOG）における֤छ婦人科जᙾの臨床研ڀに
もࢀ加している。

２　Ռ

　産科部門では、2023 年の総分สは 635 ྫでগ子化のӨڹはなかった。帝王開分สは 268 ྫであった。
は 42 ྫ、ഭૣ産や前ഁظ水 138 ྫ、৷高血ѹ症ީ群 29 ྫ、前置൫ 17 ྫ、ৗҐ൫ૣظണ
16 ྫなどで、多くのハイリスク৷理を行っている。体・産᧘ൖૹでは、118 ྫをऩ༰しており、県
内ൖૹ総のをडけ入れている。
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　婦人科部門では、2023 年の入院患者は子宮ᰍがん 27 ྫ、子宮体がん 52 ྫ、ཛがん・ཛがん・
ෲບがん 45 ྫなど婦人科ѱ性जᙾは 124 ྫと 2019 年からஶ明に૿加した。ෲ腔鏡手ज़やロϘット支援下
手ज़がՄ能で、婦人科जᙾઐ門医を多༴する施設へのセントラル化が加しているとਪଌされる。婦人
科手ज़も 506 ྫと新病院Ҡస後年ʑ૿加している。ಛにෲ腔鏡手ज़やロϘット支援下手ज़の૿加はஶし
い。当科で研修中のଔ後̐ʙ５年目のઐ߈医には、ෲ腔鏡手ज़に加え、拡大手ज़やリンパઅֲ清のज़者を
経ݧさせ、ੵۃతにए手医師の技能向上をਤっている。良性जᙾや子宮内ບ症に対しては৵ऻなෲ腔鏡
手ज़を༏先している。
ҭ部門では、2010ڭ　 年からຖ年１ʙ３名のઐ߈医ڭҭを୲当してきたが、これまでのઐ門医ݧࢼには
શ員合֨している。ઐ߈医やए手医師への手ज़指ಋを中心とする臨床ڭҭٴび学会発දやจ発දへの指
ಋはॆ実していると考える。
　研ڀ部門では、HI7 子感染に関する厚࿑科研අエイズ対ࡦ政ࡦ研ڀ事業の研ڀ課に࠾され、
2015 年から 2024 年まで研ڀ代ද者ٴび研ڀ分୲者を୲当している。HI7 感染婦のશ国調査、子感染
༧のڭҭ啓発などについてܧ続తに実施している。

োిૢ 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

536196306716217956574ਯ⎳ী

495013019979221301ਓଫ

ਫਓ�ع����) 391 537 608 518 499 581 541

463504283973605244823ਯ⎳ী᷄経

6172627113728⎳ী༊器

862682362922602712641ਯ৫જ

24632483734442႔ၚ

જଫਓ・�ো院ଵ৶) 190 289 238 130 104 144 138

႔ৈഷಓඪණ 27 25 32 39 61 42 29

ᯍ 1 6 4 0 4 1 1

24425333839351全不児ၚ

7161621522231ೕၚ઼

઼ၚೕ 3 5 2 7 7 12 18

ଞਜ਼ၚೕଫጒ 3 16 12 8 7 3 16

ၚೕଋ�Ⴉାၚೕ॑அि) 0 13 20 31 14 27 26

脈ኋዟ 2 0 1 7 3 15 3

⅑ଵཌೠ 2 4 4 3 6 5 10

ಟ৬ဦଛઽઍਯ 151 155 132 115 133 136 115

ਓ科ো೩ూବ

োిૢ 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

⅑ຜ病 23 17 68 74 64 60 60

ဋ⅑ቅ 20 27 29 33 29 31 27

Ⴭੜ༢ඪ 0 1 6 6 6 13 6

৬がん 33 26 46 54 50 55 52

ຼ༰・ຼଵ・Ⴭがん 23 26 36 46 49 41 45

外ྔቅ 1 3 1 3 0 1 2

1330221ቅ᷄

ଐਙຼ༰腫瘍 78 79 91 90 122 106 132

ೕට器 1 4 8 11 3 3 1

౮ਚਙ႔ 7 7 9 9 4 14 13

ᴃหਙ疾患 3 4 1 2 0 1 2

婦人科೩ూବ
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婦人科手術 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

605334244583263572022ਯ

83255558179634త全ෞૄ

1243101লற腫൙ૄ

39214112891ু瘍腫器രહૄ

0012422ু႔ਙਚ౮ૄ

ᒷྰৣ全త
كvNOTESটॵト੍ରق

8 ك7ق33 ك19ق59 ك34ق69 ك43ق84 ك57ق118 ك325ق98

ᒷྰৣ൙腫றল 0 4 6 13 10 10 17

721801111501197706ু器രહৣྰᒷ

ᒷྰৣ౮ਚਙ႔ু 5 5 4 7 3 14 13

0329621త全ૄ᷄

03311841ু器ටೕ

03718322420251ুྰ

ఁপ全తقઁሑஅिك 5 5 6 5 12 12 1

61112181186త全ሑઁ

பਙ腫瘍ুقপිજऽदك 25 38 66 72 72 54 47

பਙ腫瘍ুقೕজンঃතႼऽदك
كᒷྰؚটॵト੍ରق

13 ك3ؚ0ق25
13ق35
ك3

ك2ؚ17ق31 ك210ق24 ك0ؚ21ق23 ك3ؚ19ق27

பਙ腫瘍ুقວপ脈জンঃතႼऽ
दقكᒷྰك

19 14 3 12 ك2ق21 ك7ق32 ك3ق28

71141018831ুभभज

婦人科手術数と術式

60 533647769102જᔅ

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

బ㐨 ಇᖾ

࿘産ᮇ་療

䝉䞁䝍䞊㛗

部㛗

࿘産ᮇ་Ꮫ

㑇ఏ診療

ฟ生๓診᩿

᭦年ᮇ་Ꮫ

᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ࿘産ᮇ・新生児་Ꮫ

࿘産ᮇᑓ㛛་・ᣦᑟ་䠄ẕయ・⫾児䠅䚸᪥ᮏ㉸㡢Ἴ་Ꮫ㉸㡢Ἴᑓ

㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏዪᛶ་ᏛᏛዪᛶ䝦䝹ス䜿䜰ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸

⮫ᗋ㑇ఏᑓ㛛་䚸᪥ᮏ⫾児心臓病Ꮫ⫾児心䜶コ䞊ㄆド་䚸᪥ᮏ

ᢠຍ㱋་Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏᛶឤᰁᏛㄆᐃ་䚸䜲䞁䝣䜵䜽䝅䝵䞁コ

䞁䝖ロ䞊䝹䝗䜽䝍䞊䠄ICD䠅䚸ẕయಖㆤἲᣦᐃ་䚸་Ꮫ༤ኈ

႐ከ ᜏ ཧ

婦人科腫瘍Ꮫ

産婦人科ឤᰁ

Ꮫ

HIV ẕᏊឤᰁ

᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ婦人科腫瘍Ꮫ婦人科

腫瘍ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸་Ꮫ༤ኈ

⏣ ⚈治

産婦人科

部㛗

す་療䝉

䞁䝍䞊産婦人

科部㛗

ዪᛶ㦵┙ᗏ་

Ꮫ

᭦年ᮇ་Ꮫ

㟼⬦血ᰦሰᰦ



᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏዪᛶ་ᏛᏛዪᛶ䝦䝹

ス䜿䜰ᑓ㛛་䚸ẕయಖㆤἲᣦᐃ་䚸་Ꮫ༤ኈ

㇏⏣ 㐍ྖ 部㛗

婦人科腫瘍Ꮫ

婦人科⣽⬊診

LEEP ᡭ⾡

᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ婦人科腫瘍Ꮫ婦人科

腫瘍ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ⮫ᗋ⣽⬊Ꮫ⣽⬊診ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸ᅜ

㝿⣽⬊Ꮫ⣽⬊診ᑓ㛛་䚸ẕయಖㆤἲᣦᐃ་

㇂口┿⣖Ꮚ 部㛗 婦人科腫瘍Ꮫ

᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ婦人科腫瘍Ꮫ婦人科

腫瘍ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ䛜ん治療ㄆᐃ་䚸䝎

䞂䜱䞁䝏䠄ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡䠅⾡⪅ 䝃䞊䝔䜱䝣䜱䜿䞊䝖

ྜྷඖ ༓㝧 部㛗
࿘産ᮇ་Ꮫ

㑇ఏ診療

᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ࿘産ᮇ・新生児་Ꮫ

࿘産ᮇᑓ㛛་・ᣦᑟ་䠄ẕయ・⫾児䠅䚸᪥ᮏ㉸㡢Ἴ་Ꮫ㉸㡢Ἴᣦ

ᑟ་・ᑓ㛛་䚸⮫ᗋ㑇ఏᑓ㛛་䚸᪥ᮏ⫾児心臓病Ꮫ⫾児心䜶コ䞊

ㄆド་䚸ẕయಖㆤἲᣦᐃ་䚸FMF ㄆᐃ NT, NB, TR, DV certificate䚸

་Ꮫ༤ኈ

ఀᮾ ྐᏛ 部㛗

婦人科腫瘍Ꮫ

⭡腔㙾ୗᡭ⾡

ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡

᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ婦人科腫瘍Ꮫ婦人科

腫瘍ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ䛜ん治療ㄆᐃ་䚸

᪥ᮏ産科婦人科内ど㙾Ꮫ⭡腔㙾ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫ

ᢏ⾡ㄆᐃ་䚸᪥ᮏロ䝪䝑䝖外科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㑇ఏᛶ腫瘍Ꮫ㑇

ఏᛶ腫瘍ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ婦人科ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡Ꮫ ㄆᐃ䝥ロ䜽䝍䞊䚸䝎

䞂䜱䞁䝏䠄ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡䠅⾡⪅ 䝃䞊䝔䜱䝣䜱䜿䞊䝖䚸ẕయಖㆤἲᣦᐃ་䚸

་Ꮫ༤ኈ

▼ᶫ ⌮Ꮚ 部㛗

࿘産ᮇ་Ꮫ

産婦人科ឤᰁ

Ꮫ

᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ࿘産ᮇ・新生児་Ꮫ࿘産ᮇᑓ

㛛་䠄ẕయ・⫾児䠅䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ䛜ん治療ㄆᐃ་䚸ẕ

యಖㆤἲᣦᐃ་䚸新生児⸽生ἲ䛂ᑓ㛛䛃コ䞊ス䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊

新⣡ ᜨ⨾Ꮚ 部㛗

婦人科内ど㙾

ᡭ⾡

産婦人科腫瘍

⮫ᗋ㑇ఏ

᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ婦人科腫瘍Ꮫ婦人科

腫瘍ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ人類㑇ఏᏛㄆᐃ⮫ᗋ㑇ఏᑓ㛛་䚸᪥ᮏ産婦人

科内ど㙾Ꮫ⭡腔㙾ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫᢏ⾡ㄆᐃ་䚸᪥

ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ䛜ん治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏス䝫䞊䝒༠බㄆス

䝫䞊䝒䝗䜽䝍䞊䚸䝎䞂䜱䞁䝏䠄ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡䠅⾡⪅ 䝃䞊䝔䜱䝣䜱䜿䞊䝖䚸ẕ

యಖㆤἲᣦᐃ་䚸་Ꮫ༤ኈ

⣽ᕝ ዉ᭶

産婦人科་

㛗

す་療䝉

䞁䝍䞊産婦人

科་㛗

⭡腔㙾ୗᡭ⾡

ዪᛶス䝫䞊䝒་

Ꮫ

᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏス䝫䞊䝒༠බㄆス䝫䞊

䝒䝗䜽䝍䞊䚸䝎䞂䜱䞁䝏䠄ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡䠅➨୍ຓᡭ 䝃䞊䝔䜱䝣䜱䜿䞊䝖䚸ẕ

యಖㆤἲᣦᐃ་䚸་Ꮫ༤ኈ

Ώ㎶䛧䛚䛛 ་㛗 産婦人科୍⯡
᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་䚸ẕయಖㆤἲᣦᐃ་䚸᪥ᮏ࿘産ᮇ・新

生児་Ꮫ࿘産ᮇᑓ㛛་䠄ẕయ・⫾児䠅

⚟ ᐶᏊ ་㛗 産婦人科୍⯡
᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་䚸䝎䞂䜱䞁䝏䠄ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡䠅➨୍ຓᡭ 䝃

䞊䝔䜱䝣䜱䜿䞊䝖䚸ẕయಖㆤἲᣦᐃ་

᳃⏣ 小ⓒྜ ་ဨ 産婦人科୍⯡
᪥ᮏ産婦人科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ䛜ん治療ㄆᐃ

་

㯮℩ ⱌỈ ་ဨ 産婦人科୍⯡ ᪥ᮏ産婦人科Ꮫᑓ㛛་

中㇂ ┿ ་ဨ 産婦人科୍⯡ ᪥ᮏ産婦人科Ꮫᑓ㛛་

ᒸᮏ ⨾✑ ་ဨ 産婦人科୍⯡

Ώ㑓 ᜨ 㠀ᖖ་ᖌ 産婦人科୍⯡ ᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་䚸ẕయಖㆤἲᣦᐃ་

➉⏣ ెዉ ᑓᨷ་ 産婦人科୍⯡

⨾୪ ඃᕼ ᑓᨷ་ 産婦人科୍⯡

Ώ㑔 ここ䜝 ᑓᨷ་ 産婦人科୍⯡

᳜⏣ 䜎䛥䜏 ᑓᨷ་ 産婦人科୍⯡

బᕝ ⩧Ꮚ ᑓᨷ་ 産婦人科୍⯡
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総　આ
１）喜多߃和：HI7 子感染༧に関する国内外の状況．日本産婦人科感染症学会ࢽ 7: 9-16 2023
２）佐道ढ़：HELLP 症ީ群の理．日本産婦人科・新生児血液学会ࢽ 33: 23-24 2023
３）豊田ਐ司：ベセスダࣜ子宮ᰍ部報༷ࣜࠂにおけるҟ型ፏ平上皮細๔を中心とした品࣭อূ߲目につい

て．奈良県医師会医学会年報 36: 56-61 2023 

原　ஶ
１）KPCaZaThJ H YPThJNPtP C MatTVCara S ShJHFtPNJ H INanaLa S: AMtFrFE EnFrHZ MFtaCPMJTN 

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

బ㐨 ಇᖾ

࿘産ᮇ་療

䝉䞁䝍䞊㛗

部㛗

࿘産ᮇ་Ꮫ

㑇ఏ診療

ฟ生๓診᩿

᭦年ᮇ་Ꮫ

᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ࿘産ᮇ・新生児་Ꮫ

࿘産ᮇᑓ㛛་・ᣦᑟ་䠄ẕయ・⫾児䠅䚸᪥ᮏ㉸㡢Ἴ་Ꮫ㉸㡢Ἴᑓ

㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏዪᛶ་ᏛᏛዪᛶ䝦䝹ス䜿䜰ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸

⮫ᗋ㑇ఏᑓ㛛་䚸᪥ᮏ⫾児心臓病Ꮫ⫾児心䜶コ䞊ㄆド་䚸᪥ᮏ

ᢠຍ㱋་Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏᛶឤᰁᏛㄆᐃ་䚸䜲䞁䝣䜵䜽䝅䝵䞁コ

䞁䝖ロ䞊䝹䝗䜽䝍䞊䠄ICD䠅䚸ẕయಖㆤἲᣦᐃ་䚸་Ꮫ༤ኈ

႐ከ ᜏ ཧ

婦人科腫瘍Ꮫ

産婦人科ឤᰁ

Ꮫ

HIV ẕᏊឤᰁ

᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ婦人科腫瘍Ꮫ婦人科

腫瘍ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸་Ꮫ༤ኈ

⏣ ⚈治

産婦人科

部㛗

す་療䝉

䞁䝍䞊産婦人

科部㛗

ዪᛶ㦵┙ᗏ་

Ꮫ

᭦年ᮇ་Ꮫ

㟼⬦血ᰦሰᰦ



᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏዪᛶ་ᏛᏛዪᛶ䝦䝹

ス䜿䜰ᑓ㛛་䚸ẕయಖㆤἲᣦᐃ་䚸་Ꮫ༤ኈ

㇏⏣ 㐍ྖ 部㛗

婦人科腫瘍Ꮫ

婦人科⣽⬊診

LEEP ᡭ⾡

᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ婦人科腫瘍Ꮫ婦人科

腫瘍ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ⮫ᗋ⣽⬊Ꮫ⣽⬊診ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸ᅜ

㝿⣽⬊Ꮫ⣽⬊診ᑓ㛛་䚸ẕయಖㆤἲᣦᐃ་

㇂口┿⣖Ꮚ 部㛗 婦人科腫瘍Ꮫ

᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ婦人科腫瘍Ꮫ婦人科

腫瘍ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ䛜ん治療ㄆᐃ་䚸䝎

䞂䜱䞁䝏䠄ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡䠅⾡⪅ 䝃䞊䝔䜱䝣䜱䜿䞊䝖

ྜྷඖ ༓㝧 部㛗
࿘産ᮇ་Ꮫ

㑇ఏ診療

᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ࿘産ᮇ・新生児་Ꮫ

࿘産ᮇᑓ㛛་・ᣦᑟ་䠄ẕయ・⫾児䠅䚸᪥ᮏ㉸㡢Ἴ་Ꮫ㉸㡢Ἴᣦ

ᑟ་・ᑓ㛛་䚸⮫ᗋ㑇ఏᑓ㛛་䚸᪥ᮏ⫾児心臓病Ꮫ⫾児心䜶コ䞊

ㄆド་䚸ẕయಖㆤἲᣦᐃ་䚸FMF ㄆᐃ NT, NB, TR, DV certificate䚸

་Ꮫ༤ኈ

ఀᮾ ྐᏛ 部㛗

婦人科腫瘍Ꮫ

⭡腔㙾ୗᡭ⾡

ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡

᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ婦人科腫瘍Ꮫ婦人科

腫瘍ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ䛜ん治療ㄆᐃ་䚸

᪥ᮏ産科婦人科内ど㙾Ꮫ⭡腔㙾ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫ

ᢏ⾡ㄆᐃ་䚸᪥ᮏロ䝪䝑䝖外科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㑇ఏᛶ腫瘍Ꮫ㑇

ఏᛶ腫瘍ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ婦人科ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡Ꮫ ㄆᐃ䝥ロ䜽䝍䞊䚸䝎

䞂䜱䞁䝏䠄ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡䠅⾡⪅ 䝃䞊䝔䜱䝣䜱䜿䞊䝖䚸ẕయಖㆤἲᣦᐃ་䚸

་Ꮫ༤ኈ

▼ᶫ ⌮Ꮚ 部㛗

࿘産ᮇ་Ꮫ

産婦人科ឤᰁ

Ꮫ

᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ࿘産ᮇ・新生児་Ꮫ࿘産ᮇᑓ

㛛་䠄ẕయ・⫾児䠅䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ䛜ん治療ㄆᐃ་䚸ẕ

యಖㆤἲᣦᐃ་䚸新生児⸽生ἲ䛂ᑓ㛛䛃コ䞊ス䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊

新⣡ ᜨ⨾Ꮚ 部㛗

婦人科内ど㙾

ᡭ⾡

産婦人科腫瘍

⮫ᗋ㑇ఏ

᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ婦人科腫瘍Ꮫ婦人科

腫瘍ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ人類㑇ఏᏛㄆᐃ⮫ᗋ㑇ఏᑓ㛛་䚸᪥ᮏ産婦人

科内ど㙾Ꮫ⭡腔㙾ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ内ど㙾外科Ꮫᢏ⾡ㄆᐃ་䚸᪥

ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ䛜ん治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏス䝫䞊䝒༠බㄆス

䝫䞊䝒䝗䜽䝍䞊䚸䝎䞂䜱䞁䝏䠄ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡䠅⾡⪅ 䝃䞊䝔䜱䝣䜱䜿䞊䝖䚸ẕ

యಖㆤἲᣦᐃ་䚸་Ꮫ༤ኈ

⣽ᕝ ዉ᭶

産婦人科་

㛗

す་療䝉

䞁䝍䞊産婦人

科་㛗

⭡腔㙾ୗᡭ⾡

ዪᛶス䝫䞊䝒་

Ꮫ

᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏス䝫䞊䝒༠බㄆス䝫䞊

䝒䝗䜽䝍䞊䚸䝎䞂䜱䞁䝏䠄ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡䠅➨୍ຓᡭ 䝃䞊䝔䜱䝣䜱䜿䞊䝖䚸ẕ

యಖㆤἲᣦᐃ་䚸་Ꮫ༤ኈ

Ώ㎶䛧䛚䛛 ་㛗 産婦人科୍⯡
᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་䚸ẕయಖㆤἲᣦᐃ་䚸᪥ᮏ࿘産ᮇ・新

生児་Ꮫ࿘産ᮇᑓ㛛་䠄ẕయ・⫾児䠅

⚟ ᐶᏊ ་㛗 産婦人科୍⯡
᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་䚸䝎䞂䜱䞁䝏䠄ロ䝪䝑䝖ᡭ⾡䠅➨୍ຓᡭ 䝃

䞊䝔䜱䝣䜱䜿䞊䝖䚸ẕయಖㆤἲᣦᐃ་

᳃⏣ 小ⓒྜ ་ဨ 産婦人科୍⯡
᪥ᮏ産婦人科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ䛜ん治療ㄆᐃ

་

㯮℩ ⱌỈ ་ဨ 産婦人科୍⯡ ᪥ᮏ産婦人科Ꮫᑓ㛛་

中㇂ ┿ ་ဨ 産婦人科୍⯡ ᪥ᮏ産婦人科Ꮫᑓ㛛་

ᒸᮏ ⨾✑ ་ဨ 産婦人科୍⯡

Ώ㑓 ᜨ 㠀ᖖ་ᖌ 産婦人科୍⯡ ᪥ᮏ産科婦人科Ꮫᑓ㛛་䚸ẕయಖㆤἲᣦᐃ་

➉⏣ ెዉ ᑓᨷ་ 産婦人科୍⯡

⨾୪ ඃᕼ ᑓᨷ་ 産婦人科୍⯡

Ώ㑔 ここ䜝 ᑓᨷ་ 産婦人科୍⯡

᳜⏣ 䜎䛥䜏 ᑓᨷ་ 産婦人科୍⯡

బᕝ ⩧Ꮚ ᑓᨷ་ 産婦人科୍⯡
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MJtPDhPnErJaM DZTGVnDtJPn anE RFEPY INCaManDF InGMVFnDJnH RFprPEVDtJWF PFrGPrNanDF Jn 
GranVMPTa CFMMT anE OPDZtF DVrJnH AHJnH. RFprPEVDtJWF SDJFnDFT 11: 547-566 2023

２）KPCaZaThJ H YPThJNPtP C MatTVCara S ShJHFtPNJ H INanaLa S: A DPNprFhFnTJWF PWFrWJFw 
PG rFDFnt EFWFMPpNFntT Pn thF NFDhanJTNT anE pathwaZT PG GFrrPptPTJT Jn DanDFr: thF pPtFntJaM 
JNpMJDatJPnT GPr thFrapFVtJD TtratFHJFT Jn PWarJan DanDFr. CanDFr ErVH rFTJTtanDF 6: 547-566 2023

３）KPCaZaThJ H MatTVCara S YPThJNPtP C ShJHFtPNJ H INanaLa S: ThF rPMF PG NJtPDhPnErJaM 
EZnaNJDT Jn thF pathPphZTJPMPHZ PG FnEPNFtrJPTJT. JOGR 49: 2783-2791 2023

̐）KPCaZaThJ H MatTVCara S YPThJNPtP C ShJHFtPNJ H INanaLa S: TJTTVF GaDtPr pathwaZ JnhJCJtPr 2: 
CVrrFnt VnEFrTtanEJnH DhaMMFnHFT anE GVtVrF pFrTpFDtJWFT. JOGR 49: 2575-2583 2023 

５）KPCaZaThJ H YPThJNPtP C MatTVCara S ShJHFtPNJ H INanaLa S: CVrrFnt UnEFrTtanEJnH PG anE 
FVtVrF DJrFDtJPnT GPr EnEPNFtrJPTJT-RFMatFE InGFrtJMJtZ RFTFarDh wJth a FPDVT Pn FFrrPptPTJT. 
DJaHnPTtJDT 13: 1926 2023

̒）KPCaZaThJ H MatTVCara S YPThJNPtP C ShJHFtPNJ H INanaLa S: TJTTVF FaDtPr PathwaZ InhJCJtPrT 
aT PPtFntJaM TarHFtT GPr UnEFrTtanEJnH thF PathPphZTJPMPHZ PG PrFFDMaNpTJa. BJPNFEJDJnFT 11: 1237 
2023

７）豊田ਐ司ɼ伊東࢙学ɼ福井子ɼ谷口真紀子ɼ杉浦　敦ɼ喜多߃和：子宮体؞の子宮ఠ出後ܧ続理
におけるᢀஅ細๔診の成．日本婦人科जᙾ学会ࢽ 41: 218-226 2023

̔）豊田ਐ司ɼ伊東࢙学ɼ福井子ɼ谷口真紀子ɼ杉浦　敦ɼ辻野秀ɼ森田߶平ɼ石田ӳ和ɼ佐道ढ़：
子宮体部類内ບ؞のѱ性診அ感における液状検体法 BDSVrFPath 法を༻いた内ບ細๔診と生検の
ൺֱ検౼．奈良県総合医セ医ࢽ 27: 24-28 2023

９）杉野༞子ɼఆ月みゆきɼ蓮尾ହ之ɼ林　公一ɼ中西　豊ɼ五ຯ秀人ɼ中西美ࣿॹɼ中野真رɼ田中
ਸ਼ܙɼ山田里Ղɼ大津　洋ɼ吉野直人ɼ杉浦　敦ɼ喜多߃和：エイズ治療ڌ点病院における HI7 感
染婦の分สडけ入れ体制のมભ．日本エイズ学会ࢽ 25: 84-90 2023

10）谷口真紀子ɼ上林५ɼඉ口　ॷɼ村上　ᏻɼ福井子ɼ竹田善紀ɼ新ೲܙ美子ɼ伊東࢙学：大ྔෲ
水をったਐ行ཛ؞・ෲບ؞の診அతෲ腔鏡下手ज़࣌におけるෲ水ᖤ過ೱॖ再੩法（CART）の
有༻性．日本産科婦人科内視鏡学会雑ࢽ 39: 21-27 2023 

症ྫ報ࠂ
１）TPZPEa S MPrJta K IThJEa E SaEP T KJta T: SpJnEMFnVDMFatFE DFMMT Jn DFrWJDaM MJRVJE-CaTFE 

DZtPMPHZ: DJGGJDVMtJFT Jn EJTtJnHVJThJnH CFtwFFn FpJthFMJaM anE nPnFpJthFMJaM tVNPVrT CaTFE Pn 
NPrphPMPHZ. CZtPpathPMPHZ 34: 271-274 2023

２）美ฒ༏رɼ中谷真߽ɼ渡辺しおかɼ石橋理子ɼ吉元千陽ɼ佐道ढ़ɼ喜多߃和：分ส࣌に初めて明
した༊ண൫に対し体救໋のために子宮ఠ出を行った症ྫ．奈良県総合医セ医ࢽ 27: 126-128 2023

３）岡本美ึɼ橋口康߂ɼ西岡和߂ɼ岸本佐子ɼए๎ڱ子ɼ大井߽一：৷初ظに織ٿ性յࢮ性リン
パઅԌと診அし生児をಘた一ྫ．日本産婦人科・新生児血液学会ࢽ 33: 9-10 2023

̐）中ᖒ　ྒྷɼ佐道ढ़ɼ渡辺しおかɼ石橋理子ɼ吉元千陽ɼ喜多߃和：産後３日目に G 群༹連ەە血
症と CO7ID-19 がซ発した一ྫ．日本産婦人科・新生児血液学会ࢽ 33: 11-12 2023

５）西岡和߂ɼ南　理志ɼ丸山代ɼ水田༟久ɼ飯島จݑɼ松井　५ɼ松村正ɼ小田智তɼ前ՖՌɼ
伊東࢙学ɼ杉浦　敦ɼ佐道ढ़：集学త治療で救໋しえた臨床త༽水࠹ખ症の１ྫ．日本産婦人科・



ਓ科්࢈　（̓）ྍ෦　ᾨۀ　̒

184

新生児血液学会ࢽ 33: 21-22 2023

そのଞ
１）喜多߃和ɼ吉野直人ɼ杉浦　敦ɼ田中ਸ਼ܙɼ山田里Ղɼ北島ߒ二：HI7 感染者の৷・出産・༧後

に関するコϗート調査をؚむӸ学研ڀと情報のීٴ啓発方法の開発ならびに診療体制の整උとۉてん
化のための研ڀ．ྩ和̐年厚生࿑ಇ行政ਪਐ調査事業අิॿ金エイズ対ࡦ政ࡦ研ڀ事業エイズ対ࡦ
研ڀ事業の企画とධՁに関する研ڀ　総ׅ研ڀ報ࠂॻ　天野ܠ༟編 pp149-152 2023

２）中谷真߽ɼඉ口　ॷɼ渡辺しおかɼ渡邉　ܙɼ石橋理子ɼ吉元千陽ɼ佐道ढ़ɼ喜多߃和：当院にお
ける CO7ID-19 婦の理．奈良県産婦人科学会ࢽ 66: 47-49 2023

３）喜多߃和：શ県下のप産ظ医療情報をまとめた「奈良県प産ظ医療年報」のあゆみ．奈良県産婦人科
学会ࢽ 66: 53-57 2023

̐）豊田ਐ司：第 15 ճ奈良県臨床細๔学会ワークショップ「子宮ᰍ部ベセスダࣜ報༷ࣜࠂ第３൛にجづ
いた細๔診அ学へのアプローチ」．奈良県臨床細๔学会雑ࢽ 23: 11-14 2023

５）喜多߃和：日本における HI7 子感染に関する研ڀのあゆみ（֓ཁ൛）．ྩ和̐年厚生࿑ಇ科学研
事業「HI7ڀ研ࡦ政ࡦඅิॿ金エイズ対ڀ 感染者の৷・出産・༧後に関するコϗート調査をؚむ
Ӹ学研ڀと情報のීٴ啓発方法の開発ならびに診療体制の整උとۉてん化のための研ڀ」൝ϗーム
ページࡌܝ（httpT://hJWCPThJ.PrH/trJWJa/ JnEFY.htNM）2023

講　演
１）伊東࢙学：ロϘット支援下良性子宮શఠज़　ఆ型化とこれから．婦人科手ज़手技 8EB セミナー（wFC）
２）新ೲܙ美子：女性の性感染症．奈良県総合医療センター8EB公開講座　女性の性感染症を考える（wFC）
３）石橋理子：৷と性感染症．奈良県総合医療センター 8EB 公開講座　女性の性感染症を考える（wFC）
̐）喜多߃和：HI7 や梅ಟをはじめとする性感染症の支援のポイント．山口県健康づくりセンターイン

ターネット配信研修エイズ研修（wFC）
５）伊東࢙学：婦人科ྖ域におけるロϘット手ज़の現状とల．婦人科がん治療について考える研ڀ会（大

阪市・wFC）
̒）佐道ढ़：臨床ਪ．奈良県看護ڠ会 CLPCMJp レベルᶙೝূਃのためのඞ須研修（橿原市）
７）佐道ढ़：産᧘婦のフィジカルアセスメント「脳神経」．奈良県看護ڠ会 CLPCMJp レベルᶙೝূ

ਃのためのඞ須研修（橿原市）
̔）伊東࢙学：ਐ行ཛ؞治療の現状．武田薬品工業ࣜג会社社内講演（wFC）
９）新ೲܙ美子：婦人科がんの最新治療とがんήノム医療．奈良県総合医療センター公開講座2023（奈良市）
10）伊東࢙学：HRD ӄ性ਐ行ཛ؞の薬治療．武田薬品工業ࣜג会社（奈良市）
11）佐道ढ़：血友病อҼ者婦の৷・分ส理．先天性ݻڽҟৗ症 8EB 講演会（wFC）

シンポジウム・ほか
１）喜多߃和：婦における HI7 感染や性感染症に関するશ国調査と正֬な情報のڭҭ啓発方法の開発．

第 39 ճ日本産婦人科感染症学会学ज़集会（長崎市）
２）佐道ढ़：HELLP 症ީ群の理．第 33 ճ日本産婦人科・新生児血液学会学ज़集会（࡛玉市）　
３）谷口真紀子：ཛ؞初ճ治療について．OWarJan CanDFr SFNJnar（奈良市）



ਓ科්࢈　（̓）ྍ෦　ᾨۀ　̒

185

一ൠ演
１）喜多߃和：શ県下のप産ظ医療情報をまとめた「奈良県प産ظ医療年報」のあゆみ．ྩ和̐年日本

産婦人科医会近ـブロックٞڠ会（京都市）
２）竹田善紀・ほか：ロϘット支援下手ज़におけるᢌ部༊ண症ྫに対する左下ෲ部第一ઠのࢼみ．第

22 ճ近ـ婦人科内視鏡手ज़研ڀ会（大阪市）
３）吉元千陽：流産ឿໟ染৭体検査の分析݁Ռ．第５ճ奈良臨床Ҩ伝セミナー（橿原市・wFC）
̐）中谷真߽・ほか：ཛ原発と考えられた中腎༷؞の１ྫ．第 111 ճ臨床カンファランス第 13 ճ奈良

県婦人科जᙾ疾患研ڀ会（橿原市・wFC）
５）TaLFEa Y Ft aM: ThF F⒏DaDZ PG NaHnFtJD rFTPnanDF JNaHJnH Jn EJaHnPTJnH hFtFrPtPpJD prFHnanDZ 

wJth PWarJan hZpFrTtJNVMatJPn TZnErPNF: A DaTF rFpPrt. 第 75 ճ日本産科婦人科学会学ज़講演会（東
京都・wFC）

̒）杉浦　敦・ほか：HI7 子感染༧の過ڈ・現在・ະ来．第 75 ճ日本産科婦人科学会学ज़講演会（東
京都・wFC） 

７）新ೲܙ美子・ほか：奈良県立医科大学関連施設におけるニラパリブの༻実．第 75 ճ日本産科婦
人科学会学ज़講演会（東京都・wFC）　

̔）ҁ野ࠫཏ・ほか：子宮体؞に対するLFnWatJnJC/ PFNCrPMJ[VNaCซ༻療法中に急性೯Ԍを生じた一ྫ．
第 75 ճ日本産科婦人科学会学ज़講演会（東京都・wFC）  

９）杉浦　敦・ほか：HI7 感染৷におけるଞの感染症合ซྫに関する検౼．第 39 ճ日本産婦人科感染
症学会学ज़集会（長崎市）

10）中ᖒ　 ・ྒྷほか：産後３日目に G 群༹連ەە血症と CO7ID-19 がซ発した一ྫ．第 33 ճ日本産婦人科・
新生児血液学会学ज़集会（࡛玉市）

11）岡本美ึ・ほか：৷初ظに織ٿ性յࢮ性リンパઅԌと診அし、生児をಘた一ྫ．第 33 ճ日本産
婦人科・新生児血液学会学ज़集会（࡛玉市）

12）豊田ਐ司・ほか：子宮ᰍ部 UtFrJnF TVNPrT RFTFNCMJnH OWarJan SFY CPrE TVNPrT の１ྫ．第 64
ճ日本臨床細๔学会य़ظ大会（名古屋市）

13）豊田ਐ司・ほか：子宮体؞の子宮ఠ出後ܧ続理におけるᢀஅ細๔診の成とඅ༻対ޮՌについて．
第 148 ճ近ـ産科婦人科学会学ज़集会（和Վ山市）　

14）竹田善紀・ほか：ҟなる治療方をબしたඇ交通性副角子宮２ྫ．第 148 ճ近ـ産科婦人科学会学
ज़集会（和Վ山市）

15）竹田善紀・ほか：HI7 感染婦の分ส༷ࣜબにおける֤国のҧいとそのഎܠに関する検౼．第 59
ճ日本प産ظ・新生児医学会学ज़集会（名古屋市）　

16）杉浦　敦・ほか：HI7 感染৷における感染の経路と明ظ࣌に関する検౼．第 59 ճ日本प産ظ・
新生児医学会学ज़集会（名古屋市）

17）伊東࢙学・ほか：ཛ؞に対する KELIM モデルの検ূ．第 65 ճ日本婦人科जᙾ学会（松江市）
18）新ೲܙ美子：子宮筋जɼ子宮内ບ症に対する手ज़療法．奈良 GZnFDPMPHZ オンラインセミナー（wFC）
19）ҁ野ࠫཏ・ほか：当院におけるサイトメガロウイルス（CM7）感染ٙい症ྫの理および先天性

CM7 感染ྫについての検౼．ྩ和５年奈良県産婦人科医会学ज़講演会（橿原市）　
20）喜多߃和：શ県下のप産ظ医療情報をまとめた「奈良県प産ظ医療年報」のあゆみ．ྩ和５年奈良

県産婦人科医会学ज़講演会（橿原市）
21）谷口真紀子・ほか：ඇ交通性副角子宮に対しɼෲ腔鏡下にҟなる対Ԡを行った２ྫ．第 63 ճ日本産

科婦人科内視鏡学会学ज़講演会（大津市）
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22）竹田善紀・ほか：ෲ部手ज़ط往症ྫにおける安શかつ有༻な第一ઠྖ域の検౼．第 63 ճ日本産科
婦人科内視鏡学会学ज़講演会（大津市）　

23）渡辺しおか：子宮下部横開がしいとஅした帝王開症ྫ．第 19 ճ奈良産婦人科手ज़手技研ڀ
会（橿原市）　

24）伊東࢙学・ほか：当院におけるजᙾྔݮज़の安શ性の検౼．第 46 ճ日本産婦人科手ज़学会（東京都
中央区）

25）吉元千陽：奈良県総合医療センターでのプロウペスによる分ส༠発症ྫの検౼．PFrJnataM EYpFrt 
NFFtJnH Jn Nara 2nE（wFC） 

26）黒瀬ԓ水・ほか：子宮体؞再発に対する ICI 療法中に腸ؾजɼ小腸出血を生じた１ྫ．第 149 ճ近
産婦人科学会学ज़集会第ـ 109 ճजᙾ研ڀ部会（堺市）

27）ҁ野ࠫཏ・ほか：当院における生学త剤を༻したԌ症性腸疾患合ซ৷の検౼．第 149 ճ近ـ
産婦人科学会学ज़集会प産ظ研ڀ部会（堺市）

28）豊田ਐ司・ほか：子宮体؞ज़後の検診におけるᢀஅ細๔診について．第 32 ճ日本婦人科がん検診
学会総会・学ज़講演会（東京都千代田区）

29）ҁ野ࠫཏ・ほか：新型コロナウイルス感染症合ซ৷の理経ݧ．第 47 ճ奈良県総合医療センター
医学会（奈良市）

30）杉浦　敦・ほか：HI7 感染৷における分ส࣌体への A;T ༩に関する検౼．第 37 ճ日本エイ
ズ学会学ज़集会（京都市）
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１　औΓΈ

１：白内ো手ज़
　日ؼり外来手ज़に対Ԡ。ज़中に安੩がऔれない、体Ґがとりにくい、など成人でも局所ຑਲで手ज़
行がࠔな症ྫ、さらには外ইなど白内ো以外にもॲ置がඞཁな症ྫも対ԠՄ能です。また良い視機能
を֫ಘするために、ཚ視のิ正をおこなう、トーリック眼内レンズは眼ٿの角ບ形状、ऩࠩを考ྀして
దԠをબしております。さらに多য点眼内レンズ（最新の３য点眼内レンズ）およびフェムトセカン
ドレーザーを༻いた最新の白内ো手ज़を行い精を上げております。現在、この手ज़を行っているのは
奈良県では本院眼科だけです。एいころのように 100ˋの機能ճ෮はしいですが、当科の成でも、
手ज़をडけられた方のຬが高いことがわかっております。ಛにंのӡసなど活動తな生活をرす
る方の場合、有ޮなબࢶであると思います。ج本తな方として、病診連携をੵۃతにਪਐするため、
原ଇ、ज़後１ि間の経過をみて、ज़後のऩࠩと角ບ内皮細๔をଌఆ病診連携にてٯհするとともに、
ৄ細なज़後のデータもඃհ医に添ૹします。さらに、高齢、ࢄಏෆ良、֩ߗ化のਐんだもの、
体Ґのऔれない症ྫ、さらに子体手ज़、緑内ো手ज़のซ༻がඞཁな、症ྫにも対Ԡしています。

２：ບ子体疾患
　最新の眼科手ज़機器をඋしております。ԫ斑ԁ、ບ上ບ、糖尿病ບ症、ບണ、眼内Ԍそ
して眼外ইに対Ԡいたします。外ই、眼内Ԍ、緑内ো発࡞などۓ急症ྫはまずご連བྷおئいします。४
。急のບണなどは病診連携でも対Ԡしますۓ

߅：３ 7EGF 剤、ケナコルトの༩
　ごհの場合、原ଇ当日に子体入します。経過観は、病診連携でॊೈに対Ԡします。

̐：ブドウບԌ
　フルオレサイト血Ө、શ検ࡧをふくめて、対Ԡします。ඞཁにԠじ、関連するઐ門科と連携し
て精査します。

２　Ռ

　खज़݅

̏　医師հ�

2021 年 2022 年 2023 年

ⓑ内㞀ᡭ⾡ 780 件 812 件 840 件

◪Ꮚయᡭ⾡ 75 件 92 件 59 件

⥳内㞀ᡭ⾡ 4 件 5 件 10 件

外眼部ᡭ⾡ 19 件 21 件 21 件

◪Ꮚయὀ入 395 件 402 件 469 件

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᯇᾆ ㇏᫂㻌 部㛗㻌
⥙⭷◪Ꮚయ㻌

ⓑ内㞀㻌
᪥ᮏ眼科Ꮫ 眼科ᑓ㛛་・ᣦᑟ་㻌

㬨ụ ⣧㍜㻌 ་ဨ㻌
୍⯡眼科㻌

ⓑ内㞀㻌
᪥ᮏ眼科Ꮫ ᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓ 眼科ᑓ㛛་㻌

ᒸ ᕼ㻌 ᑓᨷ་㻌
୍⯡眼科㻌

ⓑ内㞀㻌
᪥ᮏ眼科Ꮫ 眼科ᑓ㛛་㻌

᳃ᮏ భ㻌 ᑓᨷ་㻌
୍⯡眼科㻌

ⓑ内㞀㻌

す ᬛ㻌 㠀ᖖ་ᖌ㻌
小児眼科㻌

神経眼科㻌
᪥ᮏ眼科Ꮫ 眼科ᑓ㛛་㻌

中ᑿ 㔜ဢ㻌 㠀ᖖ་ᖌ㻌 㯤ᩬᝈ㻌 ᪥ᮏ眼科Ꮫ 眼科ᑓ㛛་㻌
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ۀ　̐

総　આ
１）松浦豊明：眼科病診連携　࣍世代につなげる病診連携．奈良県眼科医会報 29: 22-24 2023 
２）沢田　敦ɼ辻中大生ɼ山口ঘرɼ上田生ɼ田代ক人ɼ泉川公一ɼॹ方奈อ子：PVrpVrFPDJMMJVN 

MJMaDJnVN による真ە性角ບԌにϘリコナゾール点眼とピマリシン点眼のซ༻がஶޮした１ྫ．臨床
眼科 77: 1007-1011 2023

そのଞ
１）松浦豊明：ר಄　ジェネレーションギャップ．奈良県眼科医会報、第 28 1p 2022

シンポジウム・ほか
１）松浦豊明：眼科病診連携　࣍世代につなげる病診連携．奈良県眼科医会第 15 ճ医療連携集ஊ会（奈

良市）

一ൠ演
１）辻中大生・ほか：タキサン؞߅ܥ剤の副࡞༻によるԫ斑ුजのಛとその༧後．第 127 ճ日本眼科学

会総会（東京都千代田区）
２）TTVjJnaLa H Ft aM: RFaM wPrME JnDJEFnDF anE prPHnPTJT PG NaDVMar FEFNa aT a TJEF F⒎FDt PG taYanFT 

thFrapZ. FVjJ RFtJna 2023（TPLZP Japan）PPTtFr TFTTJPn
３）辻中大生・ほか：治療߅性の糖尿病ԫ斑ුजに対するファリシマブへのスイッチྫの検౼．第 62

ճ日本ບ子体学会（横浜市）
̐）沢田　敦・ほか：ニϘルマブ༩によりフォークト - 小柳 原田病༷のぶどうບԌを生じた１ྫ．第

39 ճ日本眼循環学会（奈良市）

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᯇᾆ ㇏᫂㻌 部㛗㻌
⥙⭷◪Ꮚయ㻌

ⓑ内㞀㻌
᪥ᮏ眼科Ꮫ 眼科ᑓ㛛་・ᣦᑟ་㻌

㬨ụ ⣧㍜㻌 ་ဨ㻌
୍⯡眼科㻌

ⓑ内㞀㻌
᪥ᮏ眼科Ꮫ ᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓ 眼科ᑓ㛛་㻌

ᒸ ᕼ㻌 ᑓᨷ་㻌
୍⯡眼科㻌

ⓑ内㞀㻌
᪥ᮏ眼科Ꮫ 眼科ᑓ㛛་㻌

᳃ᮏ భ㻌 ᑓᨷ་㻌
୍⯡眼科㻌

ⓑ内㞀㻌

す ᬛ㻌 㠀ᖖ་ᖌ㻌
小児眼科㻌

神経眼科㻌
᪥ᮏ眼科Ꮫ 眼科ᑓ㛛་㻌

中ᑿ 㔜ဢ㻌 㠀ᖖ་ᖌ㻌 㯤ᩬᝈ㻌 ᪥ᮏ眼科Ꮫ 眼科ᑓ㛛་㻌
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１　औΓΈ

　“北和における耳疾患・鼻疾患のトップランナー”をスローガンに、ৗۈ医̐名（耳鼻咽喉科ઐ門医）
とඇৗ３ۈ名の体制で診療にあたっている。耳科手ज़・鼻科手ज़を重点化し、2023 年実は耳科手ज़
40 症ྫ、内視鏡下鼻副鼻腔手ज़は 71 症ྫであった。小児手ज़症ྫも૿加しており、ፏ౧ఠ出ज़やアデノ
イドআज़、ޑບチューブૠ入ज़やޑ室形成ज़などをੵۃతに行っている。日本耳科学会耳科手ज़ڐՄ研
修施設ならびに日本鼻科学会鼻科手ज़ڐՄ研修施設のೝఆをऔಘしており、耳と鼻の手ज़症ྫが奈良県中
南部や京都府からもհが૿えつつある。耳科手ज़・鼻科手ज़においてさらなる向上を目指すとともに急
૿している小児症ྫにも対Ԡしていきたい。当院は新生児ௌ֮スクリーニング精ີௌྗ検査機関であり
小児ௌ症ྫ（精査ؚむ）が急૿している。そこで 2024 年７月から小児ௌ外来をिに１ճ（金༵日
PM）からिに２ճ（水༵日金༵日 PM）に拡ॆした。
　಄ᰍ部外科とは“耳鼻咽喉科・಄ᰍ部外科”として共ಉで病棟業務を行っている。಄ᰍ部キャンサーϘー
ドや部ॺ内カンファレンスを開࠵し最善の治療方をܾఆしている。
　学ज़面では、日本耳科学会や日本鼻科学会などのશ国学会でੵۃతに演発දを行っており 2023 年
には耳科学会に１演、鼻科学会に２演発දし、ࣗݾ研ᮎにྭみࣝ技ज़のブラッシュアップにめて
いる。

２　Ռ

　2023 年（2023 年̐月ʙ 2024 年３月）に入院加療した症ྫは 282 症ྫ、手ज़室をར༻しての手ज़は
245 症ྫ、外来手ज़をؚむ総手ज़（耳・鼻で྆ଆಉ࣌施行は２ྫとࢉܭ）は 516 ྫでした。

ᡭ⾡症

⪥⛉ᡭ⾡総計         95  外⪥㐨␗≀㝖ཤ⾡㸦㯞）  4 

㰘⭷ࣗࢳーࣈᤄ入⾡     32 

㰘室㸦㰘⭷）ᙧᡂ⾡         31 

ங✺Ὕ๐開⾡        18 

外⪥㐨⭘⒆出⾡       2 

外⪥㐨┿⌔⭘出⾡     3 

㢦㠃⚄⤒ῶⲴ⾡      1 

㦵ᡭ⾡        1࣑ࣈ 

外⪥㐨ᙧᡂ⾡ 1 

㰘⭷⏕療ἲ       1 

その他           1 

㰯⛉ᡭ⾡総計        160    内ど㙾ୗ㰯㰯⭍ᡭ⾡    84 

㰯୰㝸▹ṇ⾡        25 

㰯⏥介ษ㝖⾡            33 

㸦⢓⭷ୗୗ㰯⏥介㦵ษ㝖⾡࡞）

ᚋ㰯⚄⤒ษ᩿⾡  16 

その他           2 

ཱྀ⭍ဗႃ㢌ᡭ⾡総計     135    ཱྀᡥ᱈出⾡      108 

ษ㝖⾡      12ࢻイࣀࢹ                     

                    㢧ᚤ㙾ୗႃ㢌ᚤ⣽ᡭ⾡     8 

                   㸦ࣛࣜン࣐ࢦイࢡロࢧー࢙ࣜࢪー）

                   その他            7 

㢌㢕㒊ᡭ⾡          46   ⪥ୗ⭢良ᛶ⭘⒆ᡭ⾡      6 

㢡ୗ⭢良ᛶ⭘⒆ᡭ⾡      1 

                   㸦ၚ▼࡛の㢡ୗ⭢⾡ྵࡴ）

                   ⏥状⭢良ᛶᡭ⾡ 3 

㢕㒊⭘⒆出⾡㸦㢕ᄞ⬊ྵ）   4 

  㢕㒊ࣜンࣃ⠇出⾡      5 

Ẽ⟶ษ開⾡          14 

Ẽ⟶Ꮝ㛢㙐⾡             4 

㢕㒊⮋⒆ษ開⮋⾡    5 

                   その他           4 

して外᮶࡛のᡭ⾡     80    㰘⭷ษ開⾡                22 

㰯⭍⢓⭷↝ⅎ⾡        33 

                   ␗≀㝖ཤ㸦外⪥࣭ᡥ᱈20 （࡞ 

                   その他㸦␗≀㝖ཤ5    （࡞ 

総数          516 
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̏　医師հ

ۀ　̐

原　ஶ
１）　阪上　߶  成尾一：ज़前のൈ歯が歯性上ֺಎԌの手ज़に༩えるӨڹ．日本鼻科学会会ࢽ 62: 317-

321 2023

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᡂᑿ ୍ᙪ 部㛗

耳科ᡭ⾡

内ど㙾ୗ鼻鼻腔

ᡭ⾡

᪥ᮏ耳鼻ဗႃ科Ꮫㄆᐃᑓ㛛་䚸耳鼻ဗႃ科ᑓ㛛◊ಟᣦᑟ་䚸䛜ん治

療ㄆᐃ་䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷㅮ῭䚸ዉⰋ┴❧་科Ꮫ⮫ᗋᩍ

ᤵ䚸᪥ᮏ耳科Ꮫㄆᐃ耳科ᡭ⾡ᬻᐃᣦᑟ་䚸᪥ᮏ鼻科Ꮫㄆᐃ鼻科ᡭ

⾡ᬻᐃᣦᑟ་

ᒸᮏ ᭸ ་㛗

耳鼻ဗႃ科୍⯡

救急་Ꮫ

耳鼻ဗႃ・㢌㢕部

救急་Ꮫ

᪥ᮏ救急་Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ耳鼻ဗႃ科Ꮫㄆᐃᑓ㛛་䚸⮫ᗋ◊ಟ་

ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷㅮ῭䚸᪥ᮏ DMAT 㝲ဨ䠄⤫ᣓ㈨᱁䠅䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸

AHA-BLS/JPTEC/JATEC/MCLS/FCCS 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸་Ꮫ༤ኈ

㜰ୖ  ๛ ་㛗

内ど㙾ୗ鼻鼻腔

ᡭ⾡

䜰䝺䝹䜼䞊ᛶ鼻⅖

᪥ᮏ耳鼻ဗႃ科Ꮫㄆᐃᑓ㛛་䚸耳鼻ဗႃ科ᑓ㛛◊ಟᣦᑟ་䚸⮫ᗋ◊

ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷㅮ῭䚸᪥ᮏ鼻科Ꮫㄆᐃ鼻科ᡭ⾡ᣦᑟ་

ᑿ㷂 ㍜ ་㛗
耳科ᡭ⾡

㢌㢕部腫瘍
᪥ᮏ耳鼻ဗႃ科Ꮫㄆᐃᑓ㛛་䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷㅮ῭

⏤Ⰻ ௦ 㠀ᖖ་ᖌ
ᗂ児㞴⫈

⿵⫈器
᪥ᮏ耳鼻ဗႃ科Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

⃝す ᜨ 㠀ᖖ་ᖌ
耳鼻ဗႃ科୍⯡

小児㞴⫈
᪥ᮏ耳鼻ဗႃ科Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

㭯⏣ ᬛኈ 㠀ᖖ་ᖌ 耳鼻ဗႃ科୍⯡

ᡭ⾡症

⪥⛉ᡭ⾡総計         95  外⪥㐨␗≀㝖ཤ⾡㸦㯞）  4 

㰘⭷ࣗࢳーࣈᤄ入⾡     32 

㰘室㸦㰘⭷）ᙧᡂ⾡         31 

ங✺Ὕ๐開⾡        18 

外⪥㐨⭘⒆出⾡       2 

外⪥㐨┿⌔⭘出⾡     3 

㢦㠃⚄⤒ῶⲴ⾡      1 

㦵ᡭ⾡        1࣑ࣈ 

外⪥㐨ᙧᡂ⾡ 1 

㰘⭷⏕療ἲ       1 

その他           1 

㰯⛉ᡭ⾡総計        160    内ど㙾ୗ㰯㰯⭍ᡭ⾡    84 

㰯୰㝸▹ṇ⾡        25 

㰯⏥介ษ㝖⾡            33 

㸦⢓⭷ୗୗ㰯⏥介㦵ษ㝖⾡࡞）

ᚋ㰯⚄⤒ษ᩿⾡  16 

その他           2 

ཱྀ⭍ဗႃ㢌ᡭ⾡総計     135    ཱྀᡥ᱈出⾡      108 

ษ㝖⾡      12ࢻイࣀࢹ                    

                   㢧ᚤ㙾ୗႃ㢌ᚤ⣽ᡭ⾡     8 

                    㸦ࣛࣜン࣐ࢦイࢡロࢧー࢙ࣜࢪー）

                    その他            7 

㢌㢕㒊ᡭ⾡          46   ⪥ୗ⭢良ᛶ⭘⒆ᡭ⾡      6 

㢡ୗ⭢良ᛶ⭘⒆ᡭ⾡      1 

                    㸦ၚ▼࡛の㢡ୗ⭢⾡ྵࡴ）

                    ⏥状⭢良ᛶᡭ⾡ 3 

㢕㒊⭘⒆出⾡㸦㢕ᄞ⬊ྵ）   4 

  㢕㒊ࣜンࣃ⠇出⾡      5 

Ẽ⟶ษ開⾡          14 

Ẽ⟶Ꮝ㛢㙐⾡             4 

㢕㒊⮋⒆ษ開⮋⾡    5 

                    その他           4 

して外᮶࡛のᡭ⾡     80    㰘⭷ษ開⾡                22 

㰯⭍⢓⭷↝ⅎ⾡        33 

                    ␗≀㝖ཤ㸦外⪥࣭ᡥ᱈20 （࡞ 

                    その他㸦␗≀㝖ཤ5    （࡞ 

総数          516 
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症ྫ報ࠂ
１）阪上　߶ɼ成尾一ɼ岡本倫๎ɼ堀中ত良 : 中咽಄まで下ਨしᅅ吐射を෮していた鼻腔内性乳

಄जの１ྫ．耳鼻咽喉科・಄ᰍ部外科 96（3）: 289-294 2024
２）堀中ত良ɼ成尾一ɼ岡本倫๎ɼ阪上　߶ɼ北原　ឮ : 当科で加療したޑ室型グロムスजᙾの２症ྫ . 

耳鼻咽喉科・಄ᰍ部外科 96（3）:267-274 2024

一ൠ演
１）成尾一・ほか：当科における入院鼻出血症ྫの臨床త検౼．第 62 ճ日本鼻科学会総会・学ज़講演会 

（津市）
２）成尾一・ほか：手ज़を施行した外耳道真चज症ྫの臨床త検౼．第 33 ճ日本耳科学会総会・学ज़

講演会（前橋市）
３）阪上　߶・ほか：当科における内視鏡下鼻副鼻腔手ज़の現状とひと工．第 96 ճ奈良県耳鼻咽喉科

講श会（奈良市） 
̐）阪上　߶・ほか：ESS におけるഉԎ置きモノポーラ「スモークペンシル」の༻経ݧ．第 62 ճ

日本鼻科学会総会・学ज़講演会（津市）
５）阪上　߶ : アレルギー性鼻Ԍについて．奈良県アレルギー疾患研修会 （橿原市）
̒）堀中ত良・ほか : 当科で加療したޑ室型グロムス症ྫ．第 95 ճ奈良県耳鼻咽喉科講श会（奈良市）
７）尾崎大ี・ほか：内耳前庭細๔༝来Ҽ子とオルガノイドഓཆをみ合わせた ES 細๔から内耳前庭有

ໟ細๔への分化༠ಋ．第 366 ճ日耳鼻大阪地方連合会（大阪市）
̔）尾崎大ี・ほか：CVMtVrF PG PrHanPJET wJth WFTtJCVMar DFMM-EFrJWFE GaDtPrT prPNPtFT EJ⒎FrFntJatJPn 

PG FNCrZPnJD TtFN DFMMT JntP JnnFr Far WFTtJCVMar haJr DFMMT．ྩ 和6年 研ڀ会学ज़講演会（奈良市）
９）尾崎大ี・ほか：CVMtVrF PG PrHanPJET wJth WFTtJCVMar DFMM-EFrJWFE GaDtPrT prPNPtFT EJ⒎FrFntJatJPn 

PG FNCrZPnJD TtFN DFMMT JntP JnnFr Far WFTtJCVMar haJr DFMMT．19th KPrFa-japan JPJnt MFFtJnH PG 
OtPrhJnPMarZnHPMPHZ-HFaE anE NFDL SVrHFrZ（KJJM 2024）（ιウル）
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１　औΓΈ

　放射線診அ科は画૾診அ・֩医学診療・I7R（画૾下治療）を୲う中央部門として診療にݙߩしてい
る。画૾診அは中神経・಄ܱ部ྖ域、ڳෲ部ྖ域、ࠎೈ部ྖ域શൠの CT・MRI・֤छӨ検査の実施
およびಡӨを行っている。֩医学診療も SPECT や PET/CT に対Ԡしている。I7R は؊細๔؞に対する
TACE、װۥ部を中心としたۓ急ࢭ血ज़、֤छ画૾下の生検やドレナージଞ、心ଁ血外科のステントグ
ラフト手技にもྗڠしている。
　2024 年̐月よりスタッフの̒名のうち３名（部長ؚむ）がҟ動・交代し新体制となった。これまで人
員はಉであるにも関わらず年ʑ૿加する大ྔの画૾検査に対Ԡできたのは前をؚめた診அઐ門医の
ྗのࣀである。また、当科の大きなڧみとして、２名の I7R ઐ門医が休日・間もオンコール体制で
急ۓ I7R を୲い救໋救急にݙߩしている。શ国でも I7R 医はෆしており対Ԡࠔな施設が多い中、当
科のݙߩはಛචすべき点とݴえる。さらに今後、画૾検査や I7R は૿加が見ࠐまれることからタスクシ
フトをਐめて業務ޮ化にめるଞないが、ॆ分ิరできるとはݴいがたいのが現状である。また、2024
年から新設された画૾理加３ࢉの条݅である間休日のۓ急ಡӨシステムの構築に対ԠすべくԕִಡӨ
のಋ入を病院ଆにཁしている。
　放射線診療に関するڭҭ活動としては日本医学放射線学会のఆめる修࿅機関として奈良県立医科大学と
連携しており、画૾診அ・֩医学診療・I7R のશ分野においてઐ߈医のڭҭにݙߩしている。また、日
本 I7R 学会および日本֩医学のઐ門医修࿅機関としてもೝఆされている。

２　Ռ�　���� ݄̐ʙ����� ݄̏

　放射線画૾のधཁの૿加に対Ԡして֤छ検査は一؏して右ݞ上がりの実を上げている。画૾診அ理
加２ࢉのࢉఆཁ݅としてのཌ診療日までに 80� 以上の画૾診அ（CT MRI および֩医学診அ）報ࠂを行っ
ている。
　2023 年　ಡӨ実

̏　医師հ

療࣭検ᰝ 2023 年度 2022 年度 ቑຍ率% ഛ⪃

CT 検ᰝ 31,198 28,552 109.2  

MRI 検ᰝ 14,348 13,828 103.8  

᰾医Ꮫ検ᰝ 2,157 2,098 102.8  

IVR㸦⾑⟶⣔࣭㠀⾑⟶⣔） 772(AG)+59(TV) 739(AG)+52(TV) 105.2 ᨺᑕ⥺デ᩿⛉ᢸᙜศ

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

㧘℈ ₶Ꮚ

放射線診᩿科

部㛗

放射線部㛗

⏬ീ診᩿

᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓ 放射線科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線

Ꮫ 放射線診᩿ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ◊ಟᣦᑟ⪅䚸᪥ᮏ᰾་Ꮫ㻌

᰾་Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ᰾་Ꮫ PET ᰾་Ꮫㄆᐃ་䚸放射線ྲྀᢅ௵⪅

すᮏ ඃᏊ 部㛗 ⏬ീ診᩿
᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓ 放射線科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線

Ꮫ 放射線診᩿ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ◊ಟᣦᑟ⪅

๓⏣ 新స ་㛗

⏬ീ診᩿

Interventional 

Radiology 

᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓ 放射線科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線

Ꮫ 放射線診᩿ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ◊ಟᣦᑟ⪅䚸᪥ᮏ䜲䞁䝍䞊

䝧䞁䝅䝵ナ䝹䝷䝆䜸ロ䝆䞊Ꮫ IVR ᑓ㛛་

ṇ⏣ ဴஓ ་㛗

⏬ീ診᩿

Interventional 

Radiology 

᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓ 放射線科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線

Ꮫ 放射線診᩿ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ◊ಟᣦᑟ⪅䚸᪥ᮏ䜲䞁䝍䞊

䝧䞁䝅䝵ナ䝹䝷䝆䜸ロ䝆䞊Ꮫ IVR ᑓ㛛་

ṇ⏣ 㯞⣖ ་㛗 ⏬ീ診᩿
᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓ 放射線科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線

Ꮫ 放射線診᩿ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ◊ಟᣦᑟ⪅䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

ᖹ ඞᙪ ᑓᨷ་

⏬ീ診᩿

Interventional 

Radiology 
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ۀ　̐

ஶ　ॻ
１）　西本༏子、野間ዳ之、久อ　武、山田　10：࠼. このؾ・ؾ支のӄӨは正ৗʁそれともҟ

ৗʁ　Ѷᖒ和人・楠本昌　編　「ڳ部̭線診அ再入門 - 症ྫから学ぶಡӨ法」S99-S104.　ࣜג会社
GaLLFn（秀५社）、東京、2023.

２）　中野྄ଠ、高ᖛ५子：Q73 子宮内ບ症性Ṛ๔の症ྫをどのように૾ࡱ、ಡӨしますか：MRI 一一  
会社ࣜג GaLLFn（秀५社）ɼ東京 315-317 2024

原　ஶ
１）　H. KVnJDhJLa K. MJnaNJHVDhJ T. TaDhJJrJ K. ShJNJ[V R. TaJjJ ┌⓲┒┥┯┥┫┥┻┥ Ft aM. PrFEJDtJPn 

PG EGGJDaDZ GPr AtF[PMJ[VNaC/BFWaDJ[VNaC Jn UnrFTFDtaCMF HFpatPDFMMVMar CarDJnPNa wJth 
HFpatPCJMJarZ-PhaTF GaEPMJnJVN EthPYZCFn[ZM-DJFthZMFnFtrJaNJnFpFntaaDFtJD ADJE MRI. CanDFrT 
	BaTFM
 2024 7PM. 16 ITTVF 12

２）　H. KVnJDhJLa ┎⓲ⓤ┘┥┯┥┬┥┱┥ H. TaHVDhJ M. HaHa E. ShJNPEa M. InPVF Ft aM. ThF EJaHnPTtJD 
DhaMMFnHF PG nPn-traVNatJD CMaEEFr rVptVrF: a pJDtPrJaM FTTaZ. Jpn J RaEJPM 2023 7PM. 41 ITTVF 7 
PaHFT 703-711 

３）　N. SaJtP M. InPVF K. IThJEa H. TaHVDhJ M. HaHa E. ShJNPEa ┎⓲┘┥┯┥┬┥┱┥ Ft aM. A CaTF PG 
RFGraDtPrZ ETPphaHFaM 7arJDFT CaVTFE CZ an InGFrJPr MFTFntFrJD ArtFrJPWFnPVT MaMGPrNatJPn 
wJth AMM PPrtaM SZTtFN ODDMVTJPn SVDDFTTGVMMZ TrFatFE WJa TranTartFrJaM ENCPMJ[atJPn. IntFrW 
RaEJPM（HJHaThJNatTVZaNa）2023 7PM. 8 ITTVF 2 PaHFT 83-87

̐）　N. SaJtP R. NaLanP H. TaHVDhJ M. HaHa E. ShJNPEa M. InPVF ┎⓲┘┥┯┥┬┥┱┥ Ft aM. A CaTF PG 
JFjVnaM ArtFrZ AnFVrZTN SVDDFTTGVMMZ TrFatFE wJth EnEPWaTDVMar ENCPMJ[atJPn. IntFrW RaEJPM 

（HJHaThJNatTVZaNa）2023 7PM. 8 ITTVF 3 PaHFT 165-168

総　આ
１）　西本༏子：ಡӨレポートレッスン呼吸器編　多発ਁ५Ө　画૾診அ 43：464-4672023.
２）　高ᖛ५子：̡ ඇయ型症ྫと類ࣅ疾患をって CPNNPn DJTFaTF をۃめるʳෲ部　女性生৩器　ཛ・

ཛ : 臨床放射線 2023 7PM. 68 ITTVF 12 PaHFT 1295-1308
３）　高ᖛ५子：̡ 腸Ԍ・ෲບԌをಡみղく - 病ଶと画૾所見の対ൺʳࠎ൫内Ԍ症性疾患 	PID
 の画૾診அ：

画૾診அ 2023 7PM. 43 ITTVF 12 PaHFT 1164-1174
̐）　高ᖛ५子：̡ - 豊富な所見で診அのਐめ方がわかる - 産婦人科 画૾診அアトラスʳѱ性जᙾ　所見ア

トラス　子宮ᰍがんの子宮織へのਁ५所見　MRI 所見を中心に：臨床婦人科産科 2023 7PM. 77 
ITTVF 4 PaHFT 288-292

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

㧘℈ ₶Ꮚ

放射線診᩿科

部㛗

放射線部㛗

⏬ീ診᩿

᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓ 放射線科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線

Ꮫ 放射線診᩿ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ◊ಟᣦᑟ⪅䚸᪥ᮏ᰾་Ꮫ㻌

᰾་Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ᰾་Ꮫ PET ᰾་Ꮫㄆᐃ་䚸放射線ྲྀᢅ௵⪅

すᮏ ඃᏊ 部㛗 ⏬ീ診᩿
᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓ 放射線科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線

Ꮫ 放射線診᩿ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ◊ಟᣦᑟ⪅

๓⏣ 新స ་㛗

⏬ീ診᩿

Interventional 

Radiology 

᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓ 放射線科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線

Ꮫ 放射線診᩿ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ◊ಟᣦᑟ⪅䚸᪥ᮏ䜲䞁䝍䞊

䝧䞁䝅䝵ナ䝹䝷䝆䜸ロ䝆䞊Ꮫ IVR ᑓ㛛་

ṇ⏣ ဴஓ ་㛗

⏬ീ診᩿

Interventional 

Radiology 

᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓ 放射線科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線

Ꮫ 放射線診᩿ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ◊ಟᣦᑟ⪅䚸᪥ᮏ䜲䞁䝍䞊

䝧䞁䝅䝵ナ䝹䝷䝆䜸ロ䝆䞊Ꮫ IVR ᑓ㛛་

ṇ⏣ 㯞⣖ ་㛗 ⏬ീ診᩿
᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓ 放射線科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線

Ꮫ 放射線診᩿ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ ◊ಟᣦᑟ⪅䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

ᖹ ඞᙪ ᑓᨷ་

⏬ീ診᩿

Interventional 

Radiology 
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一ൠ演・講演（ච಄のみ）
１）　西本༏子：ຫ性経過の間࣭性ഏԌ . 第 14 ճ池添メモリアルڳ部画૾診அセミナー 	wFC

２）　西本༏子 : 急性ഏো・ഏ血疾患の画૾診அ . 第 63 ճ臨床呼吸機能講श会、（ઋ台市、wFC）
３）　西本༏子 : 石໖ഏとそのؑ別診அおよび石໖関連ഏ؞の画૾所見 .　第 4 ճ日本石໖・中皮ज学会学

ज़集会（長崎市）
̐）　西本༏子：ຫ性線ҡ性間࣭性ഏԌの画૾診அ . 第 71 ճ青垣臨床研ڀ会（奈良市）
５）　前田新࡞、大島ܓ༟、佐藤健司、豊田ক平、松本武士、之木༔登、入里真理子、西尾福ӳ之、田中ར洋.当

院における؊細๔؞に対する DEB-TACE と DTACE のい分け . 第 59 ճ日本؊؞研ڀ会 . 大阪国
会ٞ場ࡍ .27-28 日 7 月 2023 年

̒）　前田新࡞、佐藤健司、豊田ক平、松本武士、之木༔登、大島ܓ༟、入里真理子、西尾福ӳ之、田中ར洋 . 
ᡦଆ腔に発生したࠎ൫内 A7M に対する経カテーテルత治療の検౼ . 第 52 ճ日本 I7R 学会総会 . 高
県立県民จ化ϗール .18 ʙ 20.5.2023

７） 前田新࡞、佐藤健司、豊田ক平、松本武士、之木༔登、大島ܓ༟、清水翔、西尾福ӳ之、田中ར洋、
൫内ࠎ A7M のղ学త検౼ . 第 74 ճ関西 IntFrWFntJPnaM RaEJPMPHZ 研ڀ会 .3 日 2 月 2024

̔）　高ᖛ५子：৷出産を८る救急疾患に対する画૾診அの重ཁ性. 第26ճ近ـ救急ࡱӨセミナー（8FC）
９）　高ᖛ५子：市立東大阪医療センターにおけるサイバーܸ߈の状況と対Ԡ . 島ࠜ大学附属病院ࡂ研

修（島ࠜ大学附属病院）
10）　高ᖛ५子：ԕִ画૾診அシステムをհした PACS へのランサムウエア感染を経ݧして . 第 2 ճ日本

医༻画૾電子情報・人工能研ڀ会（ಙ島市）
11）　高ᖛ५子：市立東大阪医療センターにおけるサイバーܸ߈と対Ԡについてー PACS へのܸ߈状況と

BCP に向けた院内対Ԡ . 県立病院サイバーセキュリティセミナー（神戸）
12）　高ᖛ५子：臨床に立つࠎ൫ྖ域の画૾診அ . ήルベ 8EB セミナー（8FC）
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１　औΓΈ

　2018 年に新病院としてҠస後、リニアック（放射線治療置）２台で診療を行っています。2021 年１
月に放射線治療科が新設され（放射線科が診அ科と治療科にそれぞれ独立）、̐月からはৗۈ医が２人体
制になり高精放射線治療（ڧม調放射線治療およびఆҐ放射線治療）を開始しました。通ৗর射はۉ
一なビームを༻いるため、जᙾの線ྔ૿加（局所制御の向上）とपғリスクଁ器の線ྔ下（副࡞༻の
する状ଶとなります。高精放射線治療は߅が፰（ݮܰ 360 からෆۉ一なビームを༻いることで、それ
らをಉ࣌にՄ能とする技ज़です。2GZ/ ճで 30 ճఔの分ׂর射を行うのがڧม調放射線治療であり、
小র射にはなりますが 20GZ/ ճなど大線ྔをগないճで行うのがఆҐ放射線治療（いわゆるピンポイ
ントর射）になります。

・಄ᰍ部जᙾから開始し、現在では脳जᙾ・呼吸器जᙾ・消化器जᙾ・؞ม調放射線治療は前立腺ڧ　
婦人科जᙾなど༷ʑなݻ形जᙾに対して行っています。ఆҐ放射線治療はഏजᙾから開始し、現在では؊
जᙾ・ࠎసҠ・オリゴసҠなどに対して行っています。อݥదԠのある高精放射線治療に関してはほと
んど実施Մ能となっています。

　高精放射線治療のܭ画置は当初１台でありましたが、現在３台まで૿設しています。また、2022
年にಋ入した SZnapTF RaEJPthFrapZ（放射線治療ܭ画支援置）は、医師や放射線技師が 20Ȃ30 分かかっ
ていた࡞業を AI（人工能）の技ज़を༻いてඵでこなすことができるようになりました。༷ʑな最新
技ज़をऔり入れることで、治療のޮ化がՄ能になると考えています。

２　Ռ　

　2023 年は 522 人の患者さん、641 部Ґに対して放射線治療を行いました（ද１）。総র射݅は 9636 ݅
でした（ਤ１）。2021 年にはর射݅が 13000 ݅近くまで૿加し、リニアックは２台ともর射業務で日中
フルՔಇな状ଶでした。高精放射線治療を行うには人体にর射する前に線ྔܭを༻いたଌఆがඞ須であ
り、র射業務終ྃ後の間にଌఆを行うことがৗଶ化していました。そこでՉ分ׂর射（１ճ線ྔを૿や
し、র射ճをݮらすর射方法）やఆҐ放射線治療（１Ȃ５ճ）の対患者を૿やすことで、１人あたり
のর射݅をえ、現在のর射݅までݮらすことが出来ています。高精放射線治療૿加にい線ྔଌ
ఆの݅も૿えておりますが、日ۈଳで対ԠՄ能となっています。

　当院には༷ʑながんजに対Ԡできる内科・外科ܥがଘ在するため、ଁ器別患者で見ると多ذにわたり
ます（ද１）。呼吸器जᙾが最も多く、࣍いで乳؞、؊・・ᢄ؞となっています。一ൠతには乳؞や泌
尿器ܥजᙾ（多くは前立腺؞）の患者が多くなりますが、呼吸器内科からのഏ؞症ྫが多いことやഏज
ᙾに対するఆҐর射を始めたこと、ᢄ؞のज़前র射をੵۃతに行っていることなどがཁҼと考えられます。

　র射目త別ではࠜ治র射が３分の２、؇和র射が３分の１でした（ਤ３）。放射線治療は１ճ線ྔ・র
射ճおよび総線ྔをมえることで、༷ʑな目తを࣋ったがん治療がՄ能です。当院ではࠜ治・؇和র射
ともにੵۃతなडけ入れを行っています。

　র射݅としては高精放射線治療がશ体の３ׂ（ਤ１）ですが、診療報ुで見ると５ׂ（ਤ２）を
めています。高精放射線治療は治療ܭ画や線ྔଌఆに࣌間を有する分、診療報ु上は点が高く設ఆさ
れているためです。जᙾの線ྔ૿加とपғリスクଁ器の線ྔ下がՄ能となる高精放射線治療のׂ合を
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さらに૿加させていきたいと考えています。Ҿき続きࠜ治র射から؇和র射まで、院内・院外わず༷ʑ
なর射ґཔに対Ԡ出来るようྗする所ଘです。
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̏　医師հ

ۀ　̐

原　ஶ
１）TatTVnP S DPJ H InaEa M UFhara T 8aEa Y IThJLawa K TanaLa K KJtanP M NJThJNVra Y: 

CMJnJDaM PVtDPNFT anE GaJMVrF pattFrnT aGtFr pPTtPpFratJWF raEJPthFrapZ GPr PraM DaWJtZ TRVaNPVT 
DFMM DarDJnPNa. StrahMFnthFr OnLPM 24 EPJ: 10.1007/T00066-023-02171-w 2023

２）DPJ H RJ A InaEa M TatTVnP SaPrJ UFhara T MatTVVra T IThJLawa Ka[VLJ NaLaNatTV K 
HPTPnP MaLPtP NJThJNVra: CMJnJDaM DPVrTF PG MPnHFr than pWF ZFarT aGtFr EFpnJtJWF raEJPthFrapZ GPr 
naTPpharZnHFaM DarDJnPNa. IntFrnatJPnaM jPVrnaM PG DMJnJDaM PnInt J CMJn OnDPM 28: 1607-1615. 2023 EPJ: 
10.1007/T10147-023-02418-7. EpVC 2023 ODt 5.

３）堀川య子ɼ石川一樹ɼ福田ߒ平ɼ平尾۩子ɼ光藤༔子ɼ田中智美ɼ吉　智ɼ岩間一城ɼ黒崎　ຬɼ
Ֆ井　ྒɼ山本明ൣɼ山本子ɼ辻　ಞਘɼ児玉༞子ɼຟ田みどりɼ岡本いずみɼ岩松య子：ज़前化
学療法を施行した乳؞患者におけるज़後放射線治療の検౼．奈良県総合医セ医ࢽ 27: 38-44 2023

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

▼ᕝ ୍ᶞ 部㛗
放射線治療・་

療ሗ・་療 AI 

᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓ 放射線科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ 放射線治療ᑓ

㛛་・◊ಟᣦᑟ⪅䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ 䛜ん治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ㣗

㐨Ꮫ 㣗㐨科ㄆᐃ་䚸⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་ㅮ⩦⤊䚸་療ሗᢏᖌ

⚟⏣ ᾈᖹ ་ဨ 放射線治療 ᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓ 放射線科ᑓ㛛་

ᇼᕝ Ꮚ 㠀ᖖ་ᖌ 放射線治療

᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓ 放射線科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ 放射線治療ᑓ

㛛་・◊ಟᣦᑟ⪅䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ 䛜ん治療ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ乳

⒴Ꮫ 乳腺ᑓ㛛་・乳腺ᣦᑟ་䚸⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་ㅮ⩦ಟ

⇃ ᗣኸ 㠀ᖖ་ᖌ 放射線治療

᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓ 放射線科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་Ꮫ放射線Ꮫ放射線治療ᑓ

㛛་䚸᳨診䝬䞁䝰䜾䝷䝣䜱ㄞᙳㄆᐃ་䚸⫵䛜ん CT ᳨診ㄆᐃ་ᖌ䚸᰾་Ꮫ

ᑓ㛛་䚸⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་ㅮ⩦⤊㻌

㧘℈ ⪷ 㠀ᖖ་ᖌ 放射線治療
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講　演
１）石川一樹：൩ظোݮܰを目指した಄ᰍ部؞の治療ܭ画．第 333 ճ日本医学放射線学会関西地方会　

ҭ講演（大阪市）ڭ
２）石川一樹：MPnaDP PMan DPNpFtJtJPn 4th ಛ別 レビュー（wFC）

一ൠ演
１）堀川య子：ज़前化学療法を施行した乳؞患者におけるज़後放射線治療の検౼．第 36 ճ日本放射線ज

ᙾ学会（横浜市）
２）石川一樹：リードレスペースメーカー留置発֮後に治療ܭ画をม更した一ྫ．第 36 ճ日本放射線ज

ᙾ学会（横浜市）
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１　औΓΈ

　̔名の臨床検査部病理技師（うち細๔検査士は５名）のྗڠのもと、病理織診அ、細๔診அ、手ज़ඪ
本のり出し、病理ղをओな業務としています。近年はҨ伝子パネル検査に関連した業務（जᙾ細๔ൺ
のఆ、ブロックબ等）も૿加しています。そのଞ、CPC（臨床病理カンファレンス）のࡍの病理୲
当研修医への指ಋ、奈良医大のクリニカル・クラークシップ実शのडけ入れ、看護大学ߍの病理学総の
講ٛ等も行っています。ଞ科の学会発දにもՄ能なݶりྗڠしています。
　ਝ・正֬な݁Ռ報ࠂにめていますが、近年当院の臨床科が૿加し、كগ・ղ症ྫにૺ۰すること
も多く、֤科の診療にえうる報ࠂをԁに行うことを課と考えております。なお、2023 年７月には
奈良医大病理診அ学講座に吉ᖒڭतが新されましたが、Ҿき続き大学とはີに連携していくとともに、
新ڭतのもと、バーチャルスライドを活༻した北和地域での病院間の連携病理診அも検౼中です。

２　Ռ（���� １݄ʙ �� ݄）

　織診அ　6847 ݅　（うちज़中ਝ診அ 200 ݅）
　細๔診அ　5868 ݅
　病理ղ　　　７݅

̏　医師հ
(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་㛛ᑓᐃㄆᏛᇦ㡿㛛ᑓ⫋ᙺ名ᖌ་

▼⏣ ⱥ 部㛗 病⌮・⣽⬊診⯡

᪥ᮏ病⌮Ꮫ 病⌮ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ病⌮Ꮫ 病⌮ᑓ㛛་◊ಟᣦᑟ་䚸᪥ᮏ

病⌮Ꮫ 分Ꮚ病⌮ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ⮫ᗋ⣽⬊Ꮫ ⣽⬊診ᑓ㛛་䚸ዉⰋ┴❧

་科Ꮫ⮫ᗋᩍᤵ䚸ཌ生ປാ┬ ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་䚸ཌ生ປാ┬ Ṛయゎ๗

㈨᱁ㄆᐃ

᳃⏣ ๛ᖹ ་㛗 病⌮・⣽⬊診⯡

᪥ᮏ⮫ᗋ⣽⬊Ꮫ ⣽⬊ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ病⌮Ꮫ 病⌮ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ病⌮Ꮫ

 ᑓ㛛་◊ಟᣦᑟ་䚸ཌ生ປാ┬ Ṛయゎ๗㈨᱁ㄆᐃ䚸ཌ生ປാ┬ ⮫

ᗋ◊ಟᣦᑟ་
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１　औΓΈ

　北和地区のװج病院として、救໋救急センター、心ଁ血センター、प産ظ子医療センター、脳神経
センターをかかえる当センターにおいては、多の診療科が手ज़を行っている。当科は、手ज़室（一部
は血Ө室）で行われる、ほ΅すべてのશຑਲおよび大のくもບ下ຑਲのશ理を୲当し、
༧ఆの手ज़はもちろん、ۓ急をཁする救急症ྫに対しても、24 、間対Ԡしており、手ज़室を安શにかつ࣌
ޮతにӡ営することを目ඪにしている。
　本年は小児脳神経外科の開設があり、小児外科、小児泌尿器科、小児の症ྫが多くؚまれる口腔外科
もؚめ小児症ྫが૿加しており、年間の一ࡀະຬの症ྫは 71 ྫであった。
　また、心ଁ血外科症ྫについてはॱ調に症ྫも૿加しており奈良県内でトップクラスの心ଁ血ຑ
ਲ症ྫをތっている。
　ಛにྗを入れている分野として、શຑਲにซ༻するԻ波ガイド下神経ブロックがあり、学会等で最
新の見をಘて臨床にԠ༻している。
　本年より臨床工学技士のຑਲアシスタント業務のڭҭプログラムを開始した。市中病院において、ຑ
ਲアシスタント業務を臨床工学士が୲当している病院はまだগない現状ではあるが、手ज़室業務の࣭の向
上には、多大なݙߩがظできると考えており、շく開始をೝめていただいた関係֤Ґにたいへん感ँし
ております。
　11 月より奈良ज़後᙭痛理チーム（NAPS）が始動した。อݥऩࡌがなされ病院経営にݙߩできるのは
もちろんであるが、チームの活༂によって、患者のज़後ຬの向上がظされる。
　経営のため༵日手ज़が検౼中であるが、ྩ和 6 年から医師にもదԠされるಇき方վֵにも対Ԡして
いくඞཁもありे分な検౼がඞཁである。
　ペインクリニック外来については、人事ҟ動のためઐ門医がෆ在となり　念ながらྩ和 5 年をもっ
てดとなった。

２　Ռ

　手ज़࣌神経ブロック施行ྫ
ᡭ⾡⚄⤒ࣈロࢡࢵ施⾜

ᡭ⾡⚄⤒ࣈロࢡࢵ施⾜ 2021年度 2022年度 2023年度

614713933ࢵࢡロࣈ㠃⭷➽ᶓ⭡

759616006ࢵࢡロࣈ㠧➽┤⭡

333284ࢵࢡロࣈAPAT

⭠㦵ࢣࢯイୗ⭡⚄⤒ࣈロࢡࢵ 92 26 45

⭣⚄⤒(内㌿⟶)ࣈロࢡࢵ 28 46 60

978868ࢵࢡロࣈ⤒⚄㦵ᆘ

599429ࢵࢡロࣈୗ⭷➽㦵⭠

002ࢵࢡロྀࣈ⤒⚄⭜

002ࢵࢡロྀࣈ⤒⚄㦵

⬨᳝㉳❧➽㠃ࣈロࢡࢵ 76 84 71

814292ࢵࢡロྀࣈ⤒⚄⭎

๓㗬➽⫘㛫➽㠃ࣈロࢡࢵ 128 94 20

07307ࢵࢡロࣈ㠃⭷➽ᶓ⬚

11552ࢵࢡロࣈ➽ᙧ方⭜

02196ࢵࢡロࣈ㠃⭷➽ᙧ⳻

112376ࢵࢡロࣈPTM

0274ࢵࢡロࣈGNEP

㙐㦵⬚➽➽⭷㠃ࣈロࢡࢵ     7

41ࢵࢡロࣈ⤒⚄⫼ⱼ㝜

035ࢵࢡロࣈ⤒⚄㛫⫘

002ࢵࢡロࣈ⤒⚄᳝⬨⬚

11801ࢵࢡロࣈ⤒⚄ୖ⏥⫪

064⓶⭣ഃ外
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　心ଁ大血ຑਲज़症ྫ（ধ血はؚまれない）

̏　医師հ

ᡭ⾡⚄⤒ࣈロࢡࢵ施⾜

ᡭ⾡⚄⤒ࣈロࢡࢵ施⾜ 2021年度 2022年度 2023年度

614713933ࢵࢡロࣈ㠃⭷➽ᶓ⭡

759616006ࢵࢡロࣈ㠧➽┤⭡

333284ࢵࢡロࣈAPAT

⭠㦵ࢣࢯイୗ⭡⚄⤒ࣈロࢡࢵ 92 26 45

⭣⚄⤒(内㌿⟶)ࣈロࢡࢵ 28 46 60

978868ࢵࢡロࣈ⤒⚄㦵ᆘ

599429ࢵࢡロࣈୗ⭷➽㦵⭠

002ࢵࢡロྀࣈ⤒⚄⭜

002ࢵࢡロྀࣈ⤒⚄㦵

⬨᳝㉳❧➽㠃ࣈロࢡࢵ 76 84 71

814292ࢵࢡロྀࣈ⤒⚄⭎

๓㗬➽⫘㛫➽㠃ࣈロࢡࢵ 128 94 20

07307ࢵࢡロࣈ㠃⭷➽ᶓ⬚

11552ࢵࢡロࣈ➽ᙧ方⭜

02196ࢵࢡロࣈ㠃⭷➽ᙧ⳻

112376ࢵࢡロࣈPTM

0274ࢵࢡロࣈGNEP

㙐㦵⬚➽➽⭷㠃ࣈロࢡࢵ     7

41ࢵࢡロࣈ⤒⚄⫼ⱼ㝜

035ࢵࢡロࣈ⤒⚄㛫⫘

002ࢵࢡロࣈ⤒⚄᳝⬨⬚

11801ࢵࢡロࣈ⤒⚄ୖ⏥⫪

064⓶⭣ഃ外

      (2024年 9᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ⴱᮏ ┤ဢ 部㛗 ⮫ᗋ㯞㓉⯡
᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ༊ᇦ㯞㓉Ꮫᣦᑟ་䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ

⪅ㅮ⩦ཷㅮ῭䜏䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

Ἀ⏣ ᑑ୍ ᡭ⾡部㛗
⮫ᗋ㯞㓉⯡

心臓㯞㓉

᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ心臓血管㯞㓉Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ࿘⾡ᮇ

経㣗㐨心䜶コ䞊ㄆᐃ་䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷㅮ῭䜏䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

新ᇛ Ṋ᫂ 部㛗

⮫ᗋ㯞㓉⯡

心臓㯞㓉

小児㯞㓉

᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ小児㯞㓉Ꮫ小児㯞㓉ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ心

臓血管㯞㓉Ꮫᑓ㛛་䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷㅮ῭䜏䚸᪥ᮏ࿘⾡ᮇ経

㣗㐨心䜶コ䞊ㄆᐃ་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

᳃ᒸ ୡ ་㛗 ⮫ᗋ㯞㓉⯡ ᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫᑓ㛛་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

口 ⨾㍯ ་㛗 ⮫ᗋ㯞㓉⯡ ᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

ᒣ௰ ㈗அ ་ဨ
ᡭ⾡㯞㓉䡡集中治

療

᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫ 㯞㓉科ᑓ㛛་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་䚸᪥ᮏ࿘⾡ᮇ経㣗㐨心䜶コ䞊

ㄆᐃ་

❧入 ⏤ె ་ဨ ⮫ᗋ㯞㓉⯡ ᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫ㯞㓉科ㄆᐃ་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

๓㜰 㯞㑣 ་ဨ ⮫ᗋ㯞㓉⯡ ᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ小児㯞㓉Ꮫ小児㯞㓉ㄆᐃ་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

➉ୗ ⳯ ་ဨ ⮫ᗋ㯞㓉⯡ 㯞㓉科ᶆᴶ་

ᰗ㔝 㟼㤶 ་ဨ
ᡭ⾡㯞㓉䡡集中治

療
㯞㓉科ᶆᴶ་䚸᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫᑓ㛛་

中ᮧ ⣪⌮ ་ဨ ⮫ᗋ㯞㓉⯡ ᪥ᮏ࿘⾡ᮇ経㣗㐨心䜶コ䞊ㄆᐃ་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

㮵ᗞ ၿኵ ་ဨ ⮫ᗋ㯞㓉⯡ ᪥ᮏ࿘⾡ᮇ経㣗㐨心䜶コ䞊ㄆᐃ་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

ᯘ ₶ ᑓᨷ་ ⮫ᗋ㯞㓉⯡ ᪥ᮏ࿘⾡ᮇ経㣗㐨心䜶コ䞊ㄆᐃ་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

ᱵཎ ⨾ᶞ ᑓᨷ་ ⮫ᗋ㯞㓉⯡ ᪥ᮏ࿘⾡ᮇ経㣗㐨心䜶コ䞊ㄆᐃ་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

ย⚲ ༓Ἴ ᑓᨷ་ 㯞㓉 㯞㓉科ᶆᴶ་

ᚰ⮚⾑⟶ᡭ⾡症数 2021年 2022年 2023年

915343GBAC

）32㸦65）22㸦85）7㸦34）IVAT㸦ᘚ

⬚㒊ື⬦㸦スࢸンࢺࣇࣛࢢࢺをྵ58 56 52 （ࡴ 

⭡㒊ື⬦㸦スࢸンࢺࣇࣛࢢࢺをྵ56 48 45 （ࡴ 

7629他のそ

691322381計合

001121701⏝⫵ᚰᕤே

⥭急ᡭ⾡㸦開⬚㝖ࡃ） 31 54 36 

㯞㓉⛉ᑓᨷ医ࡣᑓ㛛医のேయไ࡛、年㛫 50～70のᚰ⮚⾑⟶ᡭ⾡の㯞㓉を⤒㦂࡛ࠋࡿࡁ

ᑠඣ症数

ᑠඣ症数 2022年度 2023年度

681801‶ᮍᡯ6

新⏕ඣ㸦⏕ᚋ 4㐌ᮍ‶） 5 14
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ۀ　̐

症ྫ報ࠂ
１）中村ࣿ理ɼ下村ढ़行ɼᷤ本直࠸ɼ山村༞司ɼ柳野੩香：ۓ急帝王開ज़のくもບ下ຑਲ後にߗບ

下血जを来した１症ྫ．ຑਲ 72: 66-70 2023

一ൠ演
１）宇山Ղ代・ほか：ज़前の栄ཆがज़後看護ඞཁにٴ΅すӨڹ後ろ向き観研ڀ．日本ຑਲ科学会第

70 ճ学ज़集会（神戸市）
２）竹下友菜・ほか：CO7ID-19 の感染状況と手ज़のӨڹについて．日本ຑਲ科学会第 70 ճ学ज़集会（神

戸市）
　　竹下友菜・ほか：ロクロニウムがඃٙ薬でアナフィラキシーショックを発症した症ྫに対しベクロニ

ウムを༻して再手ज़した一ྫ．日本ຑਲ科学会第 69 ճ関西支部学ज़集会（大阪市）
３）市川ܚ・ほか：先天性下大੩຺ܽଛ症を有した高齢重症大動຺หࡥڱ症（AS）の一ྫ　日本ຑਲ

科学会第 69 ճ関西支部学ज़集会（大阪市）
̐）鹿庭善・ほか：乳಄状ણҡ性जの৵ऻ心ଁ手ज़後に、心中ִᚅが一Ҽと考えられる脳࠹ߎを

発症した１ྫ．日本心ଁ血ຑਲ学会第 28 ճ学ज़大会（奈良市）
５）林　५・ほか：ChJME-PVHh 分類 C の؊ߗมを合ซした感染性心内ບԌの患者に対して体外循環中の

を工した一ྫ．日本心ଁ血ຑਲ学会第ݻڽ߅ 28 ճ学ज़大会（奈良市）
̒）宇山Ղ代・ほか：奈良県総合医療センターにおけるपຑਲظ看護師のऔりみʵຑਲ科医と合意形成

をਤって．第 45 ճ日本手ज़医学会総会（横浜市）

      (2024年 9᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ⴱᮏ ┤ဢ 部㛗 ⮫ᗋ㯞㓉⯡
᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ༊ᇦ㯞㓉Ꮫᣦᑟ་䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ

⪅ㅮ⩦ཷㅮ῭䜏䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

Ἀ⏣ ᑑ୍ ᡭ⾡部㛗
⮫ᗋ㯞㓉⯡

心臓㯞㓉

᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ心臓血管㯞㓉Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ࿘⾡ᮇ

経㣗㐨心䜶コ䞊ㄆᐃ་䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷㅮ῭䜏䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

新ᇛ Ṋ᫂ 部㛗

⮫ᗋ㯞㓉⯡

心臓㯞㓉

小児㯞㓉

᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ小児㯞㓉Ꮫ小児㯞㓉ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ心

臓血管㯞㓉Ꮫᑓ㛛་䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷㅮ῭䜏䚸᪥ᮏ࿘⾡ᮇ経

㣗㐨心䜶コ䞊ㄆᐃ་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

᳃ᒸ ୡ ་㛗 ⮫ᗋ㯞㓉⯡ ᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫᑓ㛛་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

口 ⨾㍯ ་㛗 ⮫ᗋ㯞㓉⯡ ᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

ᒣ௰ ㈗அ ་ဨ
ᡭ⾡㯞㓉䡡集中治

療

᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫ 㯞㓉科ᑓ㛛་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་䚸᪥ᮏ࿘⾡ᮇ経㣗㐨心䜶コ䞊

ㄆᐃ་

❧入 ⏤ె ་ဨ ⮫ᗋ㯞㓉⯡ ᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫ㯞㓉科ㄆᐃ་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

๓㜰 㯞㑣 ་ဨ ⮫ᗋ㯞㓉⯡ ᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ小児㯞㓉Ꮫ小児㯞㓉ㄆᐃ་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

➉ୗ ⳯ ་ဨ ⮫ᗋ㯞㓉⯡ 㯞㓉科ᶆᴶ་

ᰗ㔝 㟼㤶 ་ဨ
ᡭ⾡㯞㓉䡡集中治

療
㯞㓉科ᶆᴶ་䚸᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫᑓ㛛་

中ᮧ ⣪⌮ ་ဨ ⮫ᗋ㯞㓉⯡ ᪥ᮏ࿘⾡ᮇ経㣗㐨心䜶コ䞊ㄆᐃ་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

㮵ᗞ ၿኵ ་ဨ ⮫ᗋ㯞㓉⯡ ᪥ᮏ࿘⾡ᮇ経㣗㐨心䜶コ䞊ㄆᐃ་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

ᯘ ₶ ᑓᨷ་ ⮫ᗋ㯞㓉⯡ ᪥ᮏ࿘⾡ᮇ経㣗㐨心䜶コ䞊ㄆᐃ་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

ᱵཎ ⨾ᶞ ᑓᨷ་ ⮫ᗋ㯞㓉⯡ ᪥ᮏ࿘⾡ᮇ経㣗㐨心䜶コ䞊ㄆᐃ་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་

ย⚲ ༓Ἴ ᑓᨷ་ 㯞㓉 㯞㓉科ᶆᴶ་
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１　औΓΈ

（１）奈良県にある３つの救໋救急センターの１つとして、北和地域の救急医療の中心తׂを୲っており、
日本救急医学会救急科ઐ門医指ఆ施設および指ಋ医指ఆ施設として救急医をҭ成しているŇ

（２）救急ୂからのൖ入ཁおよび近ྡ病院や開業医からの診ґཔに対Ԡして患者をडけ入れている。
（３）平日日ۈଳにおいては、診療科・重症に関係なく救急医が対Ԡする、いわゆる ER 体制でӡ༻し、

ै来からの３࣍救急だけに対Ԡするという֓念を১した。
（̐）重症外ই、意ࣝো、循環ෆશ、呼吸ෆશ、多ଁ器ো、中ಟ、ইなどの、一ൠ病院や୯一診療

科だけでは対Ԡࠔな病ଶは救急科が中心となって治療を行い、病状にԠじて֤診療科とともに集
学తな治療をਐめている。

（５）奈良県ドクターϔリの連携病院として北和、西和医療ݍを中心とした患者をडけ入れている。また、
フライトスタッフとしてϔリにし活動している。

な救急ཁに対しては、Մ能なかぎりࠔ救急において、内科、外科当番医で対Ԡが࣍間外の２࣌（̒）
救急科が対Ԡして診療にあたっている。

（７）初ظ臨床研修医に対して救急疾患を中心としたڭҭを行っている。ܰ症から重症まで෯広い症ྫの
初療を多く経ݧすることにより、ক来どの分野にਐんでもなく初ظ診療、治療に対Ԡできる
ࣝと技ज़が֫ಘできる༷にめている。

（̔）地やサイバーテロなどの大規ࡂをఆして院内のࡂ対ࡦにࢀ画している。DMAT ୂ員とし
てඃࡂ地にݣされ、ඃࡂ地域での急性ظの医療支援活動を行いݙߩしている。県内、近ـブロッ
クٴび政府ओ࠵の܇࿅にࢀ加し、ࡂ医療のࣝと技ज़のブラッシュアップにめている。

（９）奈良県メディカルコントロールٞڠ会に中֩త医療機関としてࢀ画し、検ূ会ٞで֤症ྫ事Ҋを検
ূすることで、救急救໋士の活動および病院前救護体制の࣭の向上にめている。

（10）救急救໋士の病院実शྗڠ施設として、救໋士ཆ成所研修中の病院実श、救໋士ब業前病院実श、
生涯ڭҭにおける病院実शの実श生をडけ入れ、救໋士のڭҭを行い、救໋士のスキル向上をਤっ
ている。

����）گηϯλʔͷইපऀൖೖঢ়ٸٹ໋ٹ　２ ）

（１）ൖ入ই病者
　 　உ性　4194 名　　女性　3547 名　　合ܭ 7741 名

（２）ൖ入経路
　 　救急ंによるൖૹ 7588 名
　 　ଞ院病院ंによるൖૹ 54 名
　 　当院病院ं 42 名
　 　ドクターϔリ 57 名

（３）ൖૹ救急ୂ部ॺ
　 　奈良市 4228 ݅
　 　生駒市 880 ݅
　 　奈良県広域 2535 ݅
　 　京都府 64 ݅
　 　大阪府 22 ݅
　 　そのଞ 12 ݅
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（̐）ൖ入ই病者の原Ҽ疾患ൖ入ই病者のうち、重ಞ患者 1585 名の疾病分類内༁
                         㸦2023年 1月ࠥ2023年 12月）

‽ᇶ名病
患者数

㸦ே）

1 病院外ᚰṆ
病院の搬送୰に⮬ᕫᚰᢿࡀ開しࡓ患者及び外᮶࡛Ṛஸを☜ㄆ

しࡓ患者をྵࡴ
232

2 㔜症急ᛶෙ症ೃ⩌
ษ㏕ᚰ➽᱾ሰཪࡣ急ᛶᚰ➽᱾ሰデ᩿ࡓࢀࡉ患者ⱝしࡣࡃ⥭急ෙ

患者ࡓࡗ࡞⾜療をࡣ検ᰝཪࡿルによࢸーࢸ࢝⬦ື
91 

3 㔜症ື⬦患 急ᛶື⬦ゎ㞳ཪࡣື⬦⒗◚デ᩿ࡓࢀࡉ患者 73 

4 㔜症⬻⾑⟶㞀害
᮶院 JCS100௨ୖ࡛あࡓࡗ患者、開㢌⾡、⾑⟶内ᡭ⾡を施⾜ࢀࡉ

ࡣ患者ཪࡓ tPA療ἲを施⾜ࡓࢀࡉ患者
364

5 㔜症外യ

Max AIS３ࡀ௨ୖ࡛あࡓࡗ患者㸦⥭急ᡭ⾡ࡓࢀࢃ⾜ࡀ症࡞ࡲྵࡣ

い）
156

⥭急ᡭ⾡ࡓࢀࢃ⾜ࡀ患者㸦Max AISࡀ 3௨ୖ࡛あࡓࡗ患者࡞ࡲྵࡣ

い）
61 

74者患ࡀ⾜ࢃࢀࡓ⾡ᡭ急⥭つୖ௨3ࡀSIAxaM

6 
ᣦ⫥ษ᩿㸦ᅄ⫥ࡶし

（ᣦ㊑のษ᩿ࡣࡃ

ᅄ⫥ࡶしࡣࡃᣦ㊑のษ᩿࡞いしษ᩿デ᩿ࢀࡉ、᥋合⾡ࡀ

実施ࡓࢀࡉ患者
2 

01者患ࡉࢀࡓ症㔜りよに‽ᇶのztrAയ⇕症㔜7

8 㔜症急ᛶ୰ẘ ᮶院 JCS100௨ୖ࡛あࡓࡗ患者ཪࡣ⾑ᾮίἲを施⾜ࡓࢀࡉ患者 82 

74者患࡞ࡗࡓ⾜を⾡⾑Ṇࡿよに㙾ど内急⥭⾑出⟶ᾘ症㔜9

10 

ᩋ⾑症 感染症によࡗて㔜⠜࡞⮚ჾ㞀害ࡀᘬࡁ㉳ࡓࢀࡉࡇ患者 145

ᩋ⾑症ᛶࢡࢵࣙࢩ
ᩋ⾑症に急ᛶᚠ⎔をకい、⣽⬊組⧊㞀害࠾よび௦ㅰ␗ᖖࡀ㔜

度ࡿ࡞患者
㸦64）

11 㔜症య ␗ᖖ ⇕୰症ཪࡣഅⓎᛶపయ 症࡛⮚ჾを࿊しࡓ患者 39 

12 ≉Ṧ感染症 患者ࡓࢀࡉデ᩿スቯ、ቯṚᛶ➽⭷⅖、◚യ㢼等࢞ 12 

13 㔜症྾ ྾により、ேᕤ྾ჾを⏝しࡓ患者㸦1-12を㝖56 （ࡃ 

14 㔜症急ᛶᚰ
急ᛶᚰにより、ேᕤ྾ჾを⏝しࡓ患者ཪࡣ Swan-Ganz࢝

ࡣࡃル、PCPSⱝしࢸーࢸ IABPを⏝しࡓ患者㸦1-12を㝖ࡃ）
62 

15 㔜症出⾑ᛶࢡࢵࣙࢩ
24㛫௨内に 10༢௨ୖの㍺⾑ࡀᚲせ࡛あࡓࡗ患者㸦1-12を㝖

（ࡃ
7 

16 㔜症ព㆑㞀害
᮶院 JCS100௨ୖの状ែࡀ 24㛫௨ୖᣢ⥆しࡓ患者(1-12を㝖

 (ࡃ
62 

17 㔜⠜࡞⫢
⫢により、⾑₢ཪࡣ⾑ᾮί療ἲを施⾜ࡓࢀࡉ患者㸦1-

12を㝖ࡃ）
2 

18 㔜⠜࡞急ᛶ⭈ 急ᛶ⭈により、⾑ᾮί療ἲを施⾜ࡓࢀࡉ患者(1-12を㝖ࡃ) 9 

19 その他の㔜症病ែ

㔜症⮅⅖、内ศἪࣜࢡーࢮ、⁐⾑ᛶᒀẘ症ᛶ症ೃ⩌等に対してᣢ

⥆ືὀ療ἲ、⾑₢ཪࡣᡭ⾡療ἲを施⾜ࡓࢀࡉ患者(1-18を㝖

 (ࡃ

26 

585,1計合

ཌປ┬ᥦ出㈨ᩱを୍㒊ᨵ変
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̏　医師հ

(2024年 10᭶䠍᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᏳᏯ ୍
救急・集中治

療䝉䞁䝍䞊㛗

集中治療

་療Ᏻ

䝅䝭䝳䝺䞊䝅䝵䞁ᩍ⫱

Fellow of the American College of Critical Care Medici㼚㼑䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫ

ホ㆟ဨ・集中治療ᑓ㛛་䚸་療䛾㉁・ᏳᏛ⌮・௦㆟ဨ䚸᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫ

㯞㓉科ᣦᑟ་䚸᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ救急科ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸 ཌ生ປാ┬ㄆ

ᐃ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་䚸FCCS/PFCCS/FDM/MCCRC・ᅜ㝿ጤဨ・コ䞁䝃䝹䝍䞁䝖䚸

⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸་Ꮫ༤ኈ

⎩ᅬ Ὀஅ 部㛗

救急་Ꮫ

急ᛶ⭡

⭡部外യ

消化器外科

᪥ᮏ救急་Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ外科Ꮫㄆᐃ་・ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ

消化器外科Ꮫㄆᐃ་・ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ⭡部救急་Ꮫ⭡部救急ㄆᐃ

་・ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫ消化器䛜ん外科治療ㄆᐃ་䚸㏆␥外科Ꮫ

ホ㆟ဨ䚸ཌ生ປാ┬ㄆᐃ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་䚸ዉⰋ┴་ᖌ救急་Ꮫ⌮䚸⦆

䜿䜰◊ಟಟ䚸ዉⰋ┴䝯䝕䜱䜹䝹コ䞁䝖ロ䞊䝹༠㆟ᣦ♧యไጤဨጤဨ䚸

ዉⰋ┴䝯䝕䜱䜹䝹コ䞁䝖ロ䞊䝹༠㆟᳨ド་䚸་Ꮫ༤ኈ

㧗㔝 ၨభ 部㛗

救急་Ꮫ

心⫵⸽生

外യ外科

急ᛶ⭡

᪥ᮏ救急་Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ呼吸療ἲᏛ呼吸療ἲᑓ㛛་䚸᪥ᮏ外科Ꮫ

ᑓ㛛་䚸᪥ᮏAcute Care SurgeryᏛㄆᐃ外科་・ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ⯟✵་療Ꮫ

⯟✵་療་ᖌᣦᑟ⪅䚸DSTC Japan National Faculty䚸Advanced Trauma 

Operative Management(ATOM)コ䞊スಟ䚸㻵CLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸㻵NARSᣦᑟ

⪅䚸᪥ᮏDMAT㝲ဨ䠄⤫ᣓ㈨᱁䠅䚸ዉⰋ┴⅏ᐖ་療コ䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊䚸⇿Ⓨ≀

⅏ᐖᑐ⟇ᢸᙜ⪅㣴ᡂㅮ⩦ ಟ䚸NBC⅏ᐖ・䝔ロᑐ⟇◊ಟ ಟ䚸ཌ生ປാ

┬ㄆᐃ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་䚸་Ꮫ༤ኈ

☾ᓥ ⌶ᘺ ་㛗 循環器⯡ 内科Ꮫᑓ㛛་䚸循環器Ꮫᑓ㛛་䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

㧘ᶫ  ་㛗

救急་Ꮫ

小児科୍⯡

小児救急

᪥ᮏ救急་Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ小児科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ⯟✵་療Ꮫ⯟✵་

療་ᖌᣦᑟ⪅䚸㻵CLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊・䝕䜱䝺䜽䝍䞊䚸小児㻵TLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍

䞊䚸AHA-BLS/PALS/PFCCS/JPTEC/JATEC/BLSO/MCLS䝥ロ䝞䜲䝎䞊

ṇ⏣ ගᕼ ་㛗 救急་Ꮫ

᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸㻵CLS

䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䝕䜱䝺䜽䝍䞊䚸JPTEC䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊・ୡヰ人䚸

JATEC/FCCS/㻵SLS/MCLS/AHA-/FCCS 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸ዉⰋ┴䝯䝕䜱䜹䝹コ䞁

䝖ロ䞊䝹༠㆟᳨ド་䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

㜰 ㅍྐ ་ဨ
循環器内科

救急་Ꮫ

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸AHA-BLS/AHA-ACLS㻛㻵㻯LS/JMECC䝥ロ䝞䜲䝎

䞊䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸᪥ᮏ内科Ꮫ⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ循環器Ꮫ循環

器ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ整⬦心㟁Ꮫ整⬦ᑓ㛛་

᰿ὠ ᶞ ་ဨ 消化器肝胆膵外科 ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䞂䜱䞁䝏ຓᡭ㈨᱁

႐ஂᒣ ⣫ኴ ་ဨ
救急་Ꮫ

集中治療

᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸JATEC/JPTEC/BLSO 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸㼀NT◊

ಟಟ䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་

⸨ ୍႐ ་ဨ 救急་Ꮫ
᪥ᮏ外科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ⭡部救急་Ꮫ⭡部救急ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ集中治療

་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་

⸨ ┿㍤ ་ဨ 救急་Ꮫ

神 ᑑⱥ ᑓᨷ་ 救急་Ꮫ

ᖹ ఙஅຓ ᑓᨷ་ 救急་Ꮫ

㻵CLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸㻵SLS䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊䚸J-㻯㻵MELS 䝧䞊䝅䝑䜽䜲䞁ス䝖䝷

䜽䝍䞊䚸JPTEC/ALSO/PC3䝥ロ䝞䜲䝎䞊

ᯇᒣ Ṋ 院㛗

救急་Ꮫ

脳神経外科Ꮫ

脳༞中

脳血管㞀ᐖ

神経外യ䠄㢌部外

യ䠈脊髄ᮎᲈ神経㞀

ᐖ䠅

᪥ᮏ救急་Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ脳神経外科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳神経外

科㏆␥ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ脳༞中Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ脳༞中䛾外科Ꮫᢏ⾡ᣦ

ᑟ་䚸་Ꮫ༤ኈ䚸ཌ生ປാ┬ㄆᐃ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་

神䚷┿▱ ᑓᨷ་ 救急་Ꮫ

ᗙἼ䚷ဢ ᑓᨷ་ 救急་Ꮫ

༡ᮌ䚷୍ᶞ ᑓᨷ་ 救急་Ꮫ

㇂口 ᑑ ᑓᨷ་ 救急་Ꮫ
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ۀ　̐

一ൠ演
１）ӝ園ହ之・ほか：後咽಄間ܺ血जの２ྫ．第 51 ճ日本救急医学会総会・学ज़集会（東京都）
２）ӝ園ହ之・ほか：マムシᄐইの検౼．第 51 ճ日本救急医学会総会・学ज़集会（東京都）
３）高野啓佑・ほか：当院での RRS ಋ入後の院内急มに対する現状分析と課．第 51 ճ日本救急医学会

総会・学ज़集会（東京都จ京区）
̐）正田光ر・ほか：当センターにおける 7A-ECMO をಋ入した院内心ഏఀࢭ症ྫの検౼．第 125 ճ近

会（奈良市）ڀ救急医学研ـ
５）正田光ر・ほか：当院における３࣍救急対Ԡがඞཁとなった２࣍救急ൖૹ症ྫの検౼．第 45 ճ奈良

県医師会救急医学会学ज़集会（奈良市）
̒）喜久山ߛଠ・ほか：心ఀࢭો生後の心電ਤにて「TpJLFEhFMNFt TJHn」をೝめた１ྫ．第 51 ճ日本救

急医学会総会・学ज़集会（東京都จ京区）
７）藤井一喜・ほか：救急外科医になるために TraJnFF の立場から．第 59 ճ日本ෲ部救急医学会総会（ԭ

ೄ市）
̔）藤井一喜・ほか：NOMI 発症に重症಄部外ইが関༩したと考えられた１ྫ．第 15 ճ日本 ADVtF CarF 

SVrHFrZ 学会学ज़集会（千༿市）
９）藤井一喜・ほか：NPn-PDDMVTJWF NFTFntFrJD JTDhFNJa（NOMI）に対する手ज़のҐ置け．第 51 ճ日

本集中治療医学会学ज़集会（ࡳຈ市）
10）藤井一喜・ほか：治療にौした腸間ບ血जの１ྫ．第 60 ճ日本ෲ部救急医学会総会（北九州市）
11）米山խষ・ほか：ۓ急手ज़中に心ഏఀࢭ状ଶにࢸり 7AECMO ಋ入にて良好なసؼをಘた一ྫ．第

125 ճ近ـ救急医学研ڀ会（奈良市）
12）米山խষ・ほか：当院救໋救急センター外来における 7AECMO の治療成とその検౼．第 51 ճ日

本救急医学会総会・学ज़集会（東京都จ京区）
13）米山խষ・ほか：ք面活性剤中ಟにより腸յࢮをきたし、救໋しಘなかった１ྫ．第 60 ճ日本ෲ

部救急医学会総会（北九州市）
14）藤井真ً・ほか：筋ඇਁ५性ᡦ؞に対して BCG ᡦ内入療法後にɼഊ血症性ショックを来た

した一ྫ．第 51 ճ日本救急医学会総会・学ज़集会（東京都จ京区）
15）藤井真ً・ほか：ۓு性血ڳにより心ఀࢭにࢸったがɼڳ腔内血जআڈज़により救໋した一ྫ．第

15 ճ日本 ADVtF CarF SVrHFrZ 学会学ज़集会（千༿市）

(2024年 10᭶䠍᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᏳᏯ ୍
救急・集中治

療䝉䞁䝍䞊㛗

集中治療

་療Ᏻ

䝅䝭䝳䝺䞊䝅䝵䞁ᩍ⫱

Fellow of the American College of Critical Care Medici㼚㼑䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫ

ホ㆟ဨ・集中治療ᑓ㛛་䚸་療䛾㉁・ᏳᏛ⌮・௦㆟ဨ䚸᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫ

㯞㓉科ᣦᑟ་䚸᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ救急科ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸 ཌ生ປാ┬ㄆ

ᐃ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་䚸FCCS/PFCCS/FDM/MCCRC・ᅜ㝿ጤဨ・コ䞁䝃䝹䝍䞁䝖䚸

⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸་Ꮫ༤ኈ

⎩ᅬ Ὀஅ 部㛗

救急་Ꮫ

急ᛶ⭡

⭡部外യ

消化器外科

᪥ᮏ救急་Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ外科Ꮫㄆᐃ་・ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ

消化器外科Ꮫㄆᐃ་・ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ⭡部救急་Ꮫ⭡部救急ㄆᐃ

་・ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ消化器外科Ꮫ消化器䛜ん外科治療ㄆᐃ་䚸㏆␥外科Ꮫ

ホ㆟ဨ䚸ཌ生ປാ┬ㄆᐃ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་䚸ዉⰋ┴་ᖌ救急་Ꮫ⌮䚸⦆

䜿䜰◊ಟಟ䚸ዉⰋ┴䝯䝕䜱䜹䝹コ䞁䝖ロ䞊䝹༠㆟ᣦ♧యไጤဨጤဨ䚸

ዉⰋ┴䝯䝕䜱䜹䝹コ䞁䝖ロ䞊䝹༠㆟᳨ド་䚸་Ꮫ༤ኈ

㧗㔝 ၨభ 部㛗

救急་Ꮫ

心⫵⸽生

外യ外科

急ᛶ⭡

᪥ᮏ救急་Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ呼吸療ἲᏛ呼吸療ἲᑓ㛛་䚸᪥ᮏ外科Ꮫ

ᑓ㛛་䚸᪥ᮏAcute Care SurgeryᏛㄆᐃ外科་・ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ⯟✵་療Ꮫ

⯟✵་療་ᖌᣦᑟ⪅䚸DSTC Japan National Faculty䚸Advanced Trauma 

Operative Management(ATOM)コ䞊スಟ䚸㻵CLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸㻵NARSᣦᑟ

⪅䚸᪥ᮏDMAT㝲ဨ䠄⤫ᣓ㈨᱁䠅䚸ዉⰋ┴⅏ᐖ་療コ䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊䚸⇿Ⓨ≀

⅏ᐖᑐ⟇ᢸᙜ⪅㣴ᡂㅮ⩦ ಟ䚸NBC⅏ᐖ・䝔ロᑐ⟇◊ಟ ಟ䚸ཌ生ປാ

┬ㄆᐃ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་䚸་Ꮫ༤ኈ

☾ᓥ ⌶ᘺ ་㛗 循環器⯡ 内科Ꮫᑓ㛛་䚸循環器Ꮫᑓ㛛་䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

㧘ᶫ  ་㛗

救急་Ꮫ

小児科୍⯡

小児救急

᪥ᮏ救急་Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ小児科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ⯟✵་療Ꮫ⯟✵་

療་ᖌᣦᑟ⪅䚸㻵CLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊・䝕䜱䝺䜽䝍䞊䚸小児㻵TLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍

䞊䚸AHA-BLS/PALS/PFCCS/JPTEC/JATEC/BLSO/MCLS䝥ロ䝞䜲䝎䞊

ṇ⏣ ගᕼ ་㛗 救急་Ꮫ

᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸㻵CLS

䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䝕䜱䝺䜽䝍䞊䚸JPTEC䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊・ୡヰ人䚸

JATEC/FCCS/㻵SLS/MCLS/AHA-/FCCS 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸ዉⰋ┴䝯䝕䜱䜹䝹コ䞁

䝖ロ䞊䝹༠㆟᳨ド་䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

㜰 ㅍྐ ་ဨ
循環器内科

救急་Ꮫ

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸AHA-BLS/AHA-ACLS㻛㻵㻯LS/JMECC䝥ロ䝞䜲䝎

䞊䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸᪥ᮏ内科Ꮫ⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ循環器Ꮫ循環

器ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ整⬦心㟁Ꮫ整⬦ᑓ㛛་

᰿ὠ ᶞ ་ဨ 消化器肝胆膵外科 ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䞂䜱䞁䝏ຓᡭ㈨᱁

႐ஂᒣ ⣫ኴ ་ဨ
救急་Ꮫ

集中治療

᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸JATEC/JPTEC/BLSO 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸㼀NT◊

ಟಟ䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་

⸨ ୍႐ ་ဨ 救急་Ꮫ
᪥ᮏ外科Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ⭡部救急་Ꮫ⭡部救急ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ集中治療

་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་

⸨ ┿㍤ ་ဨ 救急་Ꮫ

神 ᑑⱥ ᑓᨷ་ 救急་Ꮫ

ᖹ ఙஅຓ ᑓᨷ་ 救急་Ꮫ

㻵CLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸㻵SLS䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊䚸J-㻯㻵MELS 䝧䞊䝅䝑䜽䜲䞁ス䝖䝷

䜽䝍䞊䚸JPTEC/ALSO/PC3䝥ロ䝞䜲䝎䞊

ᯇᒣ Ṋ 院㛗

救急་Ꮫ

脳神経外科Ꮫ

脳༞中

脳血管㞀ᐖ

神経外യ䠄㢌部外

യ䠈脊髄ᮎᲈ神経㞀

ᐖ䠅

᪥ᮏ救急་Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ脳神経外科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳神経外

科㏆␥ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ脳༞中Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ脳༞中䛾外科Ꮫᢏ⾡ᣦ

ᑟ་䚸་Ꮫ༤ኈ䚸ཌ生ປാ┬ㄆᐃ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་

神䚷┿▱ ᑓᨷ་ 救急་Ꮫ

ᗙἼ䚷ဢ ᑓᨷ་ 救急་Ꮫ

༡ᮌ䚷୍ᶞ ᑓᨷ་ 救急་Ꮫ

㇂口 ᑑ ᑓᨷ་ 救急་Ꮫ
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16）藤井真ً・ほか：ڳ腔内血जআڈज़により救໋したɼۓு性血ڳにより心ఀࢭにࢸった一ྫ．第 54
ճ奈良外科学会（奈良市）

17）北神णӳ・ほか：広ൣғইに対する当院でのऔりみ．第 47 ճ院内学会（奈良市）
18）亀井真・ほか：大଼筋内血जのࢭ血にौした第ᶛҼ子ܽ症の一ྫ．第51ճ日本救急医学会総

会・学ज़集会（東京都จ京区）
19）谷口　ण・ほか：ඇ AIDS 患者のニューモシスチスഏԌをૣظに診அし救໋した１ྫ．第 51 ճ日本

救急医学会総会・学ज़集会（東京都区จ京区）
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１　औΓΈ

　総合診療科は 2022 年̐月に新設された診療科です。
　総合診療とは、患者さんの๊えている健康を、༷ʑな角からアプローチして、患者・家族と医療
者が一ॹにղܾ・վ善に向けてาんでいく診療スタイルのことをいいます。そして、患者さんの病ؾとだ
けではなく、人生を診る医師のことをʰओ治医ྗʱを࣋った医師と考えています。本来、医療において、
総合診療とओ治医ྗはすべての医師・医療者が実ફしていると考えています。
ୡ総合診療科は、当法人の理念であるʰ医の心と技を最高レベルに磨くʱために、hࢲ　 総合診療ʱとʰओ
治医ྗʱの２本பをさらにਂ化することが重ཁと考えています。当センターおよび地域の医療者と一ൠ市
民の皆༷の理ղとྗڠをಘながら、h 総合診療ʱとʰओ治医ྗʱが、当センターの診療における共通ޠݴ
となるようにめてࢀります。
　ᶃ　外来診療
　　　（ア）総合診療科外来：ຖिՐ・金（حिのみ）のޕ前でશ༧制
　　　　　 ᶃ　院内外からのհ患者の診அ・治療・経過フォローを行っています。
　　　　　 ᶄ　ෆ明、体重ݮগ、᙭痛などで診அࠔな患者さんや、診அはついているが治療にौ

している患者さんのհをडけています。
　　　（イ）原病については院内外の診療科とซ診で診療いたします。
　ᶄ　入院診療
　　　（ア）現在、診療科の医師は東のみであり、学生・研修医ڭҭに重点を置くため、総合診療科をओ

科とする入院診療は行っておりません。
　　　（イ）ଞ科からの院内հについてはซ診で対Ԡしています。
　ᶅ　学生・研修医ڭҭ
　　　 ŋ 学生は奈良医大を始め、ࣗ治医大、ҍ林大の学生（５年生ʙ̒年生）を２ʙ̐ि間ఔडけ入れ

て、外来・入院診療（血液जᙾ内科のྗڠをಘて）で実शしてもらっています。
　　　 ŋ 研修医は総合内科初診外来の診療を一ॹに行いながら、医療面、体診、ؑ別診அまでの流

れを学んでもらっています。

２　Ռ

　　初診：147 ݅、再診：999 ݅
　　疾患群のओな内༁は以下の通りです。
　　ᶃ　原Ҽෆ明の発、᙭痛、ԫᙬ、ഏԌ、ුज、めまいなど
　　ᶄ　多ซଘ疾患
　　ᶅ　ポリファーマシー
　　ᶆ　メンタルϔルス疾患（ෆ安োؾ、分ো等）
　　ᶇ　CO7ID-19 感染症（MIS-A 後Ҩ症）
　　ᶈ　ຫ性᙭痛（線ҡ筋痛症、ෲ部てんかん、三ࠥ神経痛など）
　　ᶉ　ज़後部感染症
　　ᶊ　原病・ࣗ 体症ީ群、IHG4߅࣭ࢷリン߅、Ԍ症症ީ群（関અリウマチ、SLEݾ 関連疾患、成人スティ

ル病、ベーチェット病、皮膚筋Ԍ、ِ痛風、椎関અԌ、PFAPA 症ީ群など）
　　ᶋ　血液ѱ性जᙾ（多発性ࠎज、ຫ性リンパ性白血病、POEMS 症ީ群ٙい）
　　ᶌ　رগ疾患（フォン・レックリング・ハウθン病、眼ᜰ筋Ԍ、ݶ局性アミロイドーシス、など）
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　学生実श
　　奈良医大 12名
　　ࣗ治医大 １名
　　ҍ林大 １名
　　Ϡシ医科薬科大 １名

̏　医師հ

ۀ　̐

ஶ　ॻ
１）東　光久：h っているʱh 理ղしているʱh できるʱには大きなִたりがある．ミミッカー症ྫから

いかに学ぶか．MFEJDJna60 ר pp1638-1641ɼ医学ॻ院ɼ東京ɼ2023
２）東　光久：終ظリウマチ・原病のマネジメント．関અ痛リウマチ・原病診療にڧくなる．治療

105 ר pp886-892ɼ南山堂ɼ東京ɼ2023
３）東　光久：जᙾ小脳ม性症．जᙾਵ症ީ群．臨床検査 67 ר pp1266-1270ɼ医学ॻ院ɼ東京ɼ

2023

原　ஶ
１）ShJCata Y A[VNa T Ft aM: DFWFMPpNFnt anE FYtFrnaM WaMJEatJPn PG thF DOATS TDPrFT: SJNpMF 

EFDJTJPn TVppPrt tPPMT tP JEFntJGZ EJTFaTF prPHrFTTJPn aNPnH nPnFMEFrMZ patJFntT wJth NJME/
NPEFratF CO7ID-19. BMC PVMN MFE 28: 312 2023 EPJ: 10.1186/T12890-023-02604-3.

２）SV[VLJ Y A[VNa T Ft aM: RFaM-wPrME DMJnJDaM PVtDPNFT PG trFatNFnt wJth NPMnVpJraWJr GPr patJFntT 
wJth NJME-tPNPEFratF DPrPnaWJrVT EJTFaTF 2019 EVrJnH thF ONJDrPn WarJant panEFNJD. CMJn EYp 
MFE 23: 2715-2723 2023 EPJ: 10.1007/T10238-022-00949-3. EpVC 2022 DFD 5.

講　演
１）東　光久：୭もڭえてくれなかったɼGFnFraMJTt のためのがん診療ʙ OnDP-HFnFraMJTt を目指そうʙ．

アメリカ内科学会日本支部年࣍総会・講演会（wFC）
２）東　光久：YFar Jn RFWJFw の健康部会．第̔ճ日本がんサポーティブケア学会学ज़集会（奈ࠎసҠとࠎ

良市）
３）東　光久：患者ྗをҾき出すために医療者にԿができるかʁʙPatJFnt ENpPwFrNFnt PrPHraN（PEP）

へのটʙ．日本臨床जᙾ薬学会学ज़大会 2023（名古屋市）

      (2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᮾ ගஂ 部㛗

診療㡿ᇦ䠖⥲ྜ診療䚸

⭺ཎ病䚸腫瘍䚸血液䚸

⦆䜿䜰

㛵心㡿ᇦ䠖་療⪅ᩍ

⫱䚸ᝈ⪅ຊၨⓎ䚸心⌮

ⓗᏳᛶ䚸ከ⫋種䝏

䞊䝮䝡䝹䝕䜱䞁䜾・䝏

䞊䝮་療䚸䝯䞁䝍䝹䝦

䝹ス

᪥ᮏ内科Ꮫ ⥲ྜ内科ᑓ㛛་・人ⓗ་療䝽䞊䜻䞁䜾䜾䝹䞊䝥䚸᪥ᮏ

䝥䝷䜲䝬䝸・䜿䜰㐃ྜᏛ ㄆᐃ་・ᣦᑟ་・䛜ん診療䛻㛵䛩䜛䝥䝷䜲䝬

䝸・䜿䜰䝽䞊䜻䞁䜾䜾䝹䞊䝥䝯䞁䝞䞊䚸᪥ᮏ䝸䜴䝬䝏Ꮫ ᑓ㛛་・ᣦᑟ

་䚸᪥ᮏ血液Ꮫ ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ⮫ᗋ腫瘍Ꮫ ᑓ㛛་・ᣦᑟ་・༠㆟

ဨ・䜻䝱䝸䜰䜶䞁パ䝽䝯䞁䝖ጤဨጤဨ㛗䚸᪥ᮏ䝃䜲コ䜸䞁コロ䝆䞊Ꮫ㻌

コ䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁・ス䜻䝹・䝖䝺䞊䝙䞁䜾䠄CST䠅ㄆᐃ䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䞊・

CST ᢸᙜጤဨጤဨ䚸᪥ᮏ䛜ん䝃䝫䞊䝔䜱䝤䜿䜰Ꮫ ⌮・Ꮫ⾡⏬

ጤဨጤဨ㛗・㦵㌿⛣䛸㦵䛾ᗣ部部㛗・Immuno-Oncology 

Working Group 䜾䝹䞊䝥㛗䚸᪥ᮏ糖尿病་療ᏛᏛ ホ㆟ဨ䚸⡿ᅜ内科

Ꮫ᪥ᮏᨭ部 ဨ䚸Japanese Journal of Clinical Oncology, Editorial 

Board 
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̐）東　光久：患者ྗをҾき出すために薬剤師ができることʙみんなで学΅う PatJFnt ENpPwFrNFnt
PrPHraN についてʙ．第 16 ճ日本؇和医療薬学会年会（神戸市）

５）東　光久・ほか：がん医療のج൫整උに対するॿ成プロジェクト報2022）ࠂ 年日本がん治療学会 /
ファイザーࣜג会社）医療者がリードする患者ྗ向上のためのワークショップݸ別開࠵とその成Ռ．
第 61 ճ日本؞治療学会学ज़集会（横浜市）

̒）東　光久：患者ྗ 2.0：共感を科学する．広島県がん医療ै事者研修会（広島市）
７）東　光久：ओ治医になるための10のᎄ（ノンテクニカルスキル編）ʙ܅も本当のओ治医にならないかʙ．

NFYt GFnFratJPn SFNJnar（ઋ台市）
̔）東　光久：患者ྗをҾき出すために医療者はԿができるか．日本臨床जᙾ薬学会実務スキルアップセ

ミナー 2023（wFC）
９）東　光久：患者ྗ：それはࣗ分の人生のリーダーシップをऔりすこと．乳がん最前線（大阪市）
10）東　光久：これがࢲの生きる道ʲオンコ・ジェネラリストʳʙオンコロジーの道はジェネラルに通じ

るʙ．第 54 ճ東京जᙾ内科カンファレンス（東京都）
11）東　光久：これからの人生の話をしよう．白河・西白河地域 ACP 啓発活動市民公開講座（白河市）ٴී
12）東　光久：ओޠはいつも患者さんʙ؇和ケアに患者ྗの視点をʂʂʙ．؇和ケアネットワークセミナー

（東京都）

シンポジウム・ほか
１）鈴木　૱ɼ東　光久・ほか：GFnFTpFMJTt 白ڭ室 �� ʙいまɼGFnFTpFMJTt がいʙ．アメリカ内科学

会日本支部年࣍総会・講演会（wFC）
２）東　光久ɼᚸ野智生・ほか：どこでも୭でも開࠵できるʂハイブリッド型ࠎసҠキャンサーϘードを

体感しようʂʙվగࠎసҠガイドラインにجづくࠎసҠキャンサーϘードをશ国に実するために
ʙ．第̔ճ日本がんサポーティブケア学会学ज़集会（奈良市）

３）東　光久ɼ長谷川友美・ほか：これからの医療学の話をしよう 2.0．第 10 ճ日本糖尿病医療学学会（京
都市）

̐）鈴木　૱ɼ東　光久・ほか：GFnFTpFMJTt 白ڭ室ʰະのྖ域を学ぶときに܅はԿから始めるかʁ ．ɦ
第 14 ճ日本プライマリ・ケア連合学会学ज़大会（名古屋市）

５）西　明തɼ東　光久・ほか：ԕくへ行きたければみんなで行けʂ：患者視点からがん治療医・プライ
マリケア医のڠಇの 8hZ をい、そして HPw をう．第 14 ճ日本プライマリ・ケア連合学会学ज़
大会（名古屋市）

̒）東　光久ɼ長谷川友美・ほか：がん患者の࣋つྗɼそれは患者ྗʙ患者ྗの向上に向けて看護師はど
う関わるかʙ．第 37 ճ日本がん看護学会学ज़集会（横浜市）

７）東　光久：医師の立場から外来看護にدせるظʙ 8hZ をいɼそして HPw をうʙ横浜市．第
61 ճ日本؞治療学会学ज़集会（横浜市）

̔）東　光久：がん治療医とプライマリ・ケア医のタスクシェア・シフトでがん経ݧ者のサバイバーシッ
プを支える．第 20 ճ日本臨床जᙾ学会学ज़集会（福岡市）

９）東　光久：ࠎメタカンファレンスでࠎసҠ患者の人生を支えるʙ地域װج病院でのチームアプローチ
ʙ．第 20 ճ日本臨床जᙾ学会学ज़集会（福岡市）

10）東　光久：キャリアサポートガイドブックとキャリア相ஊカフェのհ．第 20 ճ日本臨床जᙾ学会
学ज़集会（福岡市）

11）東　光久：患者ྗを体症状マネジメントにつなげる．第 28 ճ日本؇和医療学会年会（神戸市）
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12）東　光久ɼ長谷川友美・ほか：患者ྗがリアルワールド ACP のキーワードʂʂ．第 28 ճ日本؇和
医療学会年会（神戸市）

13）東　光久：h 患者ྗʱが医療の࣭と患者安શを向上させる．医療の࣭向上と患者安શへの患者ࢀ加の
ඞཁ性（奈良市）

一ൠ演
１）岩上ହਸɼ東　光久・ほか：福島県内の病院間の多職छ連携でがん化学療法のみ事をղܾʙ TFaN

TORIO の活動報ࠂʙ．第̔ճ日本がんサポーティブケア学会学ज़集会（奈良市）
２）西　明തɼ東　光久・ほか：家庭医のがんサバイバーのケアの実ફはࣝ・情報ݯと患者・がんઐ門

医からのཁと関連する：࣭ࢴ調査．第 14 ճ日本プライマリ・ケア連合学会学ज़大会（名古屋市）
３）東　光久：߅がん剤治療のやめ࣌を考えるʙ患者ྗ・ओ治医ྗと CMJnJDaM InFrtJa の視点から考えるʙ．

FUKUSHIMA क़（会津ए松市）
̐）東　光久：好中̌ٿでୀ院した白血病の 40 会（福島市）ڀ女性．福島医療学研ࡀ
５）東　光久：がん化学療法֓ʙメディカルオンコロジーのྖ域とઐ門性ʙ．国立がん研ڀセンター東

病院 2023 年ೝఆ看護師ڭҭ課ఔがん化学療法看護（柏市）

ґཔྗڠͷలͱ͝ޙࠓ　̑

　ThJnL GMPCaMMZ ADt LPDaMMZ の考えのもと、ڭҭ・診療面共に࣭の向上をはかり、世քレベルの医療を
提供したいと考えています。院内の職員の皆༷はもとより、地域の医療機関の皆༷、患者・市民の皆༷の
より一のご支援・ごྗڠをよろしくおئいします。
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１　औΓΈ

　当科は 2022 年̐月に開設され、診療を開始した。現在、ৗۈスタッフ１名、ඇৗۈスタッフ１名で診
療を行っている。奈良県北和医療ݍのみならず、奈良県શ域、大阪府東部、京都府南部をؚめて、多くの
新患հをいただき、2023 年のଞ施設からの新患հは 156 ݅であった。これに加えて院内小児科
や NICU を中心とした֤科から年間 70 ݅以上のհをいただいた。当院には小児外科および小児脳神経
外科が設置されているが、その患者さんの中には小児泌尿器科疾患を合ซする患者さんもおられるため、
֤科との診療連携もີに行っている。ಛに二分椎症ྫに対するഉᔔ理は 8OC ナースをؚめたチーム
医療で対Ԡしている。
　手ज़へのऔりみとしては、当科では小児泌尿器疾患に対するほ΅すべての手ज़がՄ能となっているが、
ಛにロϘット支援手ज़に重点を置いている。小児泌尿器科ྖ域におけるज़ࣜとしては、ロϘット支援ෲ腔
鏡下腎ᚨ形成ज़が།一อݥऩࡌされている。2023 年にはロϘット支援ෲ腔鏡下腎ᚨ形成ज़を̔݅施行
し、最গ年齢は̒ࡀであった。今後も体֨をみながら対年齢を広げていく༧ఆである。

２　Ռ

　2023 年手ज़݅
　手ज़部Ґ　　　　　　　　　　݅
　腎・尿　　　　　　　　　　15
　（うちロϘット支援手ज़）　     （̔）
　ᡦ　　　　　　　　　　　　５
　精・ӄ೯　　　　　　　　　13
　ӄܪ・尿道　　　　　　　　　16
　そのଞ　　　　　　　　　　　̌
49　　　　　　　　　　　　　ܭ　

̏　医師հ

ۀ　̐

原　ஶ
１） MPrJ[awa Y APLJ K: ATTFTTNFnt PG EJaHnPTtJD aDDVraDZ GPr DrZptPrDhJEJTN anE rJTL GaDtPrT GPr 

EFMaZFE PrDhJEPpFYZ. Int J UrPM EPJ: 10.1111/JjV.15332. 2023

講　演
１）青木উ：小・中学生によくみられる泌尿器疾患の֓આ．ྩ和５年伊賀地区学ߍอ健研修会（伊賀

市）

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

㟷ᮌ ஓ 部㛗

小児泌尿器科୍⯡

尿㊰ᘓ

泌尿器科腫瘍

య腔㙾ୗᡭ⾡䚸ロ

䝪䝑䝖ᡭ⾡

᪥ᮏ泌尿器科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ小児泌尿器科Ꮫㄆᐃ་䚸᪥ᮏ

泌尿器内ど㙾Ꮫ 泌尿器⭡腔㙾ᢏ⾡ㄆᐃ་・௦㆟ဨ・䜺䜲䝗䝷䜲䞁ጤ

ဨ䚸ᡭ⾡ᨭロ䝪䝑䝖䝎䞂䜱䞁䝏コ䞁䝋䞊䝹䝃䞊䝆䝵䞁㈨᱁䚸Top Cited 

Article 2021-2022 in International Journal of Urology䚸⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་ㅮ

⩦ཷㅮ῭䚸᪥ᮏ泌尿器内ど㙾・ロ䝪䝔䜱䜽スᏛ ௦㆟ဨ

᳃⃝ ὒ 㠀ᖖ་ᖌ 小児泌尿器科
᪥ᮏ泌尿器科Ꮫᣦᑟ་・ᑓ㛛་

᪥ᮏ小児泌尿器Ꮫㄆᐃ་
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２）青木উ：新生児ظにみられる小児泌尿器科疾患について．第 47 ճ奈良産婦人科実地臨床研ڀ会（奈
良市）

３）青木উ：小児ഉ尿োの治療とケア　ᶅ神経Ҽ性ᡦの治療．第 32 ճ日本小児泌尿器科学会総会・
学ज़集会（神戸市）

̐）井上߶志ɼ青木উ・ほか：泌尿器科がん治療のਐาʙ最新のᡦ؞治療ʙ．最新のがん治療　奈良
県総合医療センター市民公開講座（奈良市）

５）青木উ：༮児ظ・学ಐظにみられる小児泌尿器疾患について．ྩ和５年病診・病病連携医療講座
（wFC）

シンポジウム・ほか
１）青木উ：h“この子のおちんちん、小さいんです”ʵ InDPnTpJDVPVT pFnJT ʵʱ外科త治療．第 32 ճ

日本小児泌尿器科学会総会・学ज़集会（神戸市）
２）青木উ・ほか：先天性水腎症に対するロϘット支援手ज़．第 73 ճ日本泌尿器科学会中部総会（奈良 

市）

一ൠ演
１）森ᖒ洋հɼ青木উ・ほか：ఀ留精に対する精ݻఆज़の手ज़ظ࣌ԆのリスクҼ子の検౼．第

32 ճ日本小児泌尿器科学会総会・学ज़集会（神戸市）
２）森ᖒ洋հɼ青木উ・ほか：܁りฦす有性尿路感染の精査で診அされた RFtrP-IMJaD ArtFrZ UrFtFr 

の１ྫ．第 32 ճ日本小児泌尿器科学会総会・学ज़集会（神戸市）
３）森 ᖒ 洋 հɼ 青 木 উ ・ ほ か： ఀ 留 精  診 அ の 一 க  FaDtPrT aTTPDJatFE wJth thF EJ⒏DVMtZ Jn 

EJaHnPTJnH VnEFTDFnEFE tFTtFT．第 110 ճ日本泌尿器科学会総会（神戸市）
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１　औΓΈ

　当科は北和地域の口腔外科医療を୲うべく 2018 年５月に開設された。近年、口腔外科のೝも高く
なってきており、口の中やֺのҟৗをૌえて当科をड診する患者が૿加している。口腔ֺإ面ྖ域にはज
ᙾ、外ই、先天ҟৗ、発ҭҟৗ、感染症、೪ບ疾患、ֺ関અ疾患、神経疾患など༷ʑな疾患が生じ、また
体ଞ部Ґやશ疾患の一症状があらわれることがある。当科は口腔ֺإ面ྖ域のղや機能をख़した
ઐ門家としてこれらの疾患の診அ、治療を୲当している。
　診療は部長１名、医長１名、ઐ߈医１名のৗۈ医３名（部長は日本口腔外科学会ೝఆ指ಋ医、医長はઐ
門医）が୲当し、歯科Ӵ生士５名と看護師のྗڠのもとチームとして行ってきた。当科では口腔ֺإ面ྖ
域に生じる༷ʑな疾患に対Ԡしている。治療は大きく外科త治療と内科త治療に分けられる。局所ຑਲ下
でՄ能なൈ歯や小さな良性病มのআなどは外来の外科ॲ置室で施行している。また、口腔ֺإ面ྖ域の
ᙾや๘ᜰ織Ԍなど急性歯性感染症についてもਵ࣌対Ԡしており、ඞཁな場合は入院下で理している。
શຑਲ下でのॲ置がඞཁな上下ֺࠎやೈ織に生じたൺֱత大きな良性病ม、ѱ性病มのআ、上下ֺ
なຒ෬歯のൈ歯は、入院の上中央ࠔに対する外科త治療やࢮյࠎఆ、薬剤関連ֺݻ折の観血త整෮ࠎࠎ
手ज़室で施行している。当科はֺม形症に対する外科矯正手ज़、口৶྾口֖྾等の形成手ज़にも対Ԡして
おり、ࣗ立支援医療（ҭ成医療、更生医療）の指ఆをうけている。また、छʑの口腔೪ບ疾患、口腔ס૩
症、ֺ関અ疾患、口腔ֺإ面痛などに対する内科త治療にもੵۃతにऔりんでいる。口腔の健康状ଶは
体ଞ部Ґやશ疾患の治療に大きなӨڹをٴ΅す。当科はこれらの疾患の治療がޮՌతに行えるよう֤
診療科と連携し、पज़ظ等の口腔機能理などを通して治療の副࡞༻や合ซ症の༧にྗڠしてきた。
　当科開設後̒年༨りが経過したが、これまでに日本口腔外科学会研修施設、日本口腔内科学会研修施設、
日本口腔診அ学会ೝఆ研修機関、日本有病者歯科医療学会研修施設、日本口腔科学会ೝఆ研修施設、日本
ֺ関અ学会ֺ関અ症ઐ門医研修施設のೝఆをडけている。また、近ྡの医療ظ間にもೝされてきており
歯科医療機関の登録医も૿加している。今年は地域の医療機関との連携をさらにਐめ、北和地域の口
腔外科医療にݙߩできるよう当科のಛ৭をいかした良࣭で安શな医療を提供していきたい。

２　Ռ

　2018 年５月に診療を開始してから患者はঃʑに૿加している。2023 年の初診患者は 2914 名であっ
た。年間の初診患者は前年とൺֱして 11� ૿加した。հは 59.3� で、近ྡの歯科からのհが
大部分をめていた。外来手ज़݅は 1537 ݅で、最も多いのがൈ歯であった。当科ではຒ෬智歯等のࠔ
なൈ歯、߅血ખ薬を内している患者やࠎ吸ऩ制薬の内や射をडけている患者など、ಛ別な配ྀ
がඞཁな患者のൈ歯が大多をめていた。そのଞ、ֺࠎやೈ織に生じた良性जᙾや೯๔のఠ出、ᙾ
などの歯性感染症や口腔ֺإ面の外ইなどに対するॲ置が施行されていた。また、口腔೪ບ疾患、口腔ס
૩症、ֺ関અ疾患、口腔ֺإ面痛などの内科త治療をඞཁとする疾患の患者も多くड診していた。
　2023 年の入院患者は 143 名で、前年とൺֱして 25� ૿加した。大部分が当科での手ज़目తの入院
であったが、ᙾなどの理目తの入院も３名みられた。ଞ科入院の患者の手ज़をؚめશຑਲ下手ज़は
142 名に施行した。入院手ज़݅は 400 ݅であった。શຑਲ下手ज़を施行した 142 名のओなज़ࣜはදに
ࣔす通りであった。内༁は、智歯とそれ以外のຒ෬歯などのࠔなൈ歯ज़、上下ֺࠎやઉなどのೈ織に
生じた良性जᙾやजᙾ類ࣅ疾患のఠ出・আज़、ઉや歯に生じた؞のআज़、下ֺࠎࠎ折の観血త整෮
。ఆज़などであったݻ
　当科では院内֤科においてがんなどの手ज़や化学療法、放射線療法をडける患者に対するपज़ظ等口腔
機能理、重症入院患者に対する口腔ケアやࠎ吸ऩ制薬༩༧ఆ患者等の口腔内精査を行ない、治療に
う副࡞༻や合ซ症の༧につとめている。2023 年のपज़ظ等口腔機能理対患者は 874 名であり、
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そのଞの重症入院患者やࠎ吸ऩ制薬༩༧ఆ患者等をؚめると口腔ケア目తにհされた患者は 1000
名をえていた。診療科別では集中治療部、消化器・؊ᢄ外科、心ଁ血外科からのґཔが多かった。

入院㌟㯞㓉ᡭ⾡ ᡭ⾡⾡ᘧ
症数

2020 2021 2022 2023 

ᢤṑᡭ⾡
92528171⾡ṑᢤṑᬛ

ᬛṑ௨外のᇙఅṑ࡞のᢤṑ⾡ 14 15 10 15 

良ᛶ⭘⒆࡞のᡭ⾡

11412111⾡出⒆⭘㢡ୖ

83138252⾡出⒆⭘㢡ୗ

1022⾡出⒆⭘⯉

1011⾡出⒆⭘⭷⢓㢋

0111⾡出⒆⭘ཱྀ

1100⾡出⒆⭘ᗏཱྀ

0000⾡出⒆⭘㒊㢕

㦵㝯㉳㸦ཱྀ㝯㉳࣭ୗ㢡㝯㉳）ษ㝖⾡ 4 3 3 2 

ᝏᛶ⭘⒆㸦⒴）ᡭ⾡

7831⾡㝖ษศ㒊⯉

2212⾡㝖ษศ㒊㢡ୖ

4121⾡㝖ษ⦕㎶㢡ୗ

4101⾡㝖ษ⒆⭘⭷⢓㢋

1110⾡出⒆⭘ᗏཱྀ

1000⾡Ύ㒌㒊㢕

外യ㸦㦵ᢡ）ᡭ⾡

୰㢦㠃㦵㦵ᢡほ⾑ⓗᩚᅛ定⾡ 1 0 0 0 

ୗ㢡㦵㦵ᢡほ⾑ⓗᩚᅛ定⾡ 5 2 1 4 

୰㢦㠃㦵㸩ୗ㢡㦵㦵ᢡほ⾑ⓗᩚᅛ定⾡ 0 0 0 0 

2143⾡㔥ᢤ

ᾘ⅖ᡭ⾡

㦵྾ᢚไ⸆㛵連㢡㦵ቯṚ ⭉㦵㝖ཤ

⾡、ୖ㢡㒊ศษ㝖⾡、ୗ㢡㎶⦕ษ㝖⾡
8 1 1 3 

その他の㦵㧊⅖࡞ୗ㢡༊域ษ㝖⾡、⭉

㦵㝖ཤ⾡
1 0 1 2 

0000㝖ษ⒦ṑ外

ၚᾮ⭢ᡭ⾡
0000⾡出⭢ୗ㢡

㢡ୗ⭢⟶内ၚ▼出⾡㸦ཱྀ内ἲ） 3 0 1 4 

㢡㛵⠇ᡭ⾡ ⩦័ᛶ㢡㛵⠇⬺⮻ᩚ⾡ 1 1 0 0 

ඛኳ␗ᖖᡭ⾡

2101⾡ᡂᙧ၁ཱྀ

1011⾡ᡂᙧཱྀ

2242⾡ᡂᙧᖏᑠ⯉

㢡変ᙧ症ᡭ⾡

ୖ㢡 /H )ort Ϩ型㦵ษり⾡ 0 0 1 0 

ୖ㢡 /H )oUW Ϩ型㦵ษり⾡ � ୗ㢡ᯞ▮

状ศ⾡
0 0 0 1 

ୖ㢡Ὕ㛵連ᡭ⾡
⾡ᚋᛶୖ㢡ᄞ⬊出⾡、ཱྀ⭍ୖ㢡Ὕ⒦Ꮝ

㛢㙐⾡࡞
2 0 1 2 

その他
2132⾡ཤ㝖≀␗

療⛉ṑ࡞0130

計 
()内ࡣ他⛉医院࡛のᡭ⾡ 110 

(0) 

106 

(1) 

110 

(0) 

142 

(2) 

3454院入の外௨⾡ᡭኸ୰

341411011411計合者患院入
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ۀ　̐

原　ஶ
１）MVraLaNJ K YaNaNPtP K KawaLaNJ M HPrJta S KJrJta T: ChanHFT Jn TtraJn FnFrHZ EFnTJtZ 

Jn thF tFNpPrPNanEJCVMar jPJnt EJTL aGtFr TaHJttaM TpMJt raNVT PTtFPtPNZ VTJnH a DPNpVtFE 
tPNPHraphZ-CaTFE pnJtF FMFNFnt NPEFM. J OrPGaD OrthPp. 2023 Jan 11. EPJ: 10.1007/T00056-022-00441-
3. OnMJnF ahFaE PG prJnt

２）YaHZVV T ITPHawa M YaNaNPtP K SVHJVra T MatTVTVF Y KaTahara M KJrJta T: CFpharanthJnF 
anE OraM LJDhFn PManVT E⒏DaDZ（COLE） TtVEZ: prPtPDPM GPr a NVMtJDFntrF ranEPNJTFE DPntrPMMFE 
TtVEZ aTTFTTJnH thF F⒏DaDZ anE TaGFtZ PG DFpharanthJnF wJth tPpJDaM DPrtJDPTtFrPJET Jn PraM MJDhFn 
pManVT. BMJ OpFn 13: F074279 2023 EPJ:10.1136/CNjPpFn-2023-074279.

シンポジウム・ほか
１） 山本一：口腔ס૩症新分類について．第 33 ճ日本口腔内科学会学ज़大会（宇都宮市）

一ൠ演
１）ItP K YaNaNPtP K Ft aM: JapanFTF nFw DMaTTJpDatJPn GPr YFrPTtPNJa. IAGG ATJa/ODFanJa RFHJPnaM 

CPnHrFTT 2023（YPLPhaNa Japan）
２）中嶋千ܙɼ山本一・ほか：口腔ፏ平上皮؞における HXA11-AS-NQO1/NQO2 aYJT のׂ．第 112

ճ日本病理学会総会（下関市）
３）高橋佑Ղ・ほか：急性ظ病院入院患者における口腔内環ڥと栄ཆ状ଶの検౼．第 77 ճ NPO 法人日

本口腔科学会学ज़集会（岡山市）
̐）中川真ॹ・ほか：中咽಄؞に対する化学放射線治療前に再発歯原性角化೯๔の開૭ज़を施行した１ྫ．

入院㌟㯞㓉ᡭ⾡ ᡭ⾡⾡ᘧ
症数

2020 2021 2022 2023 

ᢤṑᡭ⾡
92528171⾡ṑᢤṑᬛ

ᬛṑ௨外のᇙఅṑ࡞のᢤṑ⾡ 14 15 10 15 

良ᛶ⭘⒆࡞のᡭ⾡

11412111⾡出⒆⭘㢡ୖ

83138252⾡出⒆⭘㢡ୗ

1022⾡出⒆⭘⯉

1011⾡出⒆⭘⭷⢓㢋

0111⾡出⒆⭘ཱྀ

1100⾡出⒆⭘ᗏཱྀ

0000⾡出⒆⭘㒊㢕

㦵㝯㉳㸦ཱྀ㝯㉳࣭ୗ㢡㝯㉳）ษ㝖⾡ 4 3 3 2 

ᝏᛶ⭘⒆㸦⒴）ᡭ⾡

7831⾡㝖ษศ㒊⯉

2212⾡㝖ษศ㒊㢡ୖ

4121⾡㝖ษ⦕㎶㢡ୗ

4101⾡㝖ษ⒆⭘⭷⢓㢋

1110⾡出⒆⭘ᗏཱྀ

1000⾡Ύ㒌㒊㢕

外യ㸦㦵ᢡ）ᡭ⾡

୰㢦㠃㦵㦵ᢡほ⾑ⓗᩚᅛ定⾡ 1 0 0 0 

ୗ㢡㦵㦵ᢡほ⾑ⓗᩚᅛ定⾡ 5 2 1 4 

୰㢦㠃㦵㸩ୗ㢡㦵㦵ᢡほ⾑ⓗᩚᅛ定⾡ 0 0 0 0 

2143⾡㔥ᢤ

ᾘ⅖ᡭ⾡

㦵྾ᢚไ⸆㛵連㢡㦵ቯṚ ⭉㦵㝖ཤ

⾡、ୖ㢡㒊ศษ㝖⾡、ୗ㢡㎶⦕ษ㝖⾡
8 1 1 3 

その他の㦵㧊⅖࡞ୗ㢡༊域ษ㝖⾡、⭉

㦵㝖ཤ⾡
1 0 1 2 

0000㝖ษ⒦ṑ外

ၚᾮ⭢ᡭ⾡
0000⾡出⭢ୗ㢡

㢡ୗ⭢⟶内ၚ▼出⾡㸦ཱྀ内ἲ） 3 0 1 4 

㢡㛵⠇ᡭ⾡ ⩦័ᛶ㢡㛵⠇⬺⮻ᩚ⾡ 1 1 0 0 

ඛኳ␗ᖖᡭ⾡

2101⾡ᡂᙧ၁ཱྀ

1011⾡ᡂᙧཱྀ

2242⾡ᡂᙧᖏᑠ⯉

㢡変ᙧ症ᡭ⾡

ୖ㢡 /H )ort Ϩ型㦵ษり⾡ 0 0 1 0 

ୖ㢡 /H )oUW Ϩ型㦵ษり⾡ � ୗ㢡ᯞ▮

状ศ⾡
0 0 0 1 

ୖ㢡Ὕ㛵連ᡭ⾡
⾡ᚋᛶୖ㢡ᄞ⬊出⾡、ཱྀ⭍ୖ㢡Ὕ⒦Ꮝ

㛢㙐⾡࡞
2 0 1 2 

その他
2132⾡ཤ㝖≀␗

療⛉ṑ࡞0130

計 
()内ࡣ他⛉医院࡛のᡭ⾡ 110 

(0) 

106 

(1) 

110 

(0) 
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(2)

3454院入の外௨⾡ᡭኸ୰

341411011411計合者患院入

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᒣᮏ ୍ᙪ 部㛗

口腔㢡㢦㠃外യ

㢡ኚ形

口腔㢡㢦㠃䛾ඛ

ኳ␗ᖖ

口腔腫瘍

口腔⢓⭷ᝈ

口腔⇱

᪥ᮏ口腔外科Ꮫ ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ口腔科Ꮫ ㄆᐃ་・ᣦᑟ་䚸

᪥ᮏ口腔内科Ꮫ ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ口腔診᩿Ꮫ ㄆᐃ་・ᣦᑟ

་䚸᪥ᮏ㢡ኚ形Ꮫ ㄆᐃ་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ㢡㛵⠇Ꮫ ᑓ㛛་・ᣦᑟ

་䚸᪥ᮏ᭷病⪅ṑ科་療Ꮫ ᑓ㛛་・ ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ㢡㢦㠃䜲䞁䝥䝷䞁䝖

Ꮫ ᣦᑟ་䚸᪥ᮏṑ科㯞㓉Ꮫ ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ 䛜

ん治療ㄆᐃ་䠄ṑ科口腔外科䠅䚸ICD ไ度༠㆟ 䜲䞁䝣䜵䜽䝅䝵䞁コ䞁䝖ロ

䞊䝹䝗䜽䝍䞊䚸⮬❧ᨭ་療䠄⫱ᡂ་療・᭦生་療䠅ᣦᐃ䚸ṑ科་ᖌ⮫ᗋ

◊ಟᣦᑟṑ科་䚸ዉⰋ┴❧་科Ꮫ 㠀ᖖㅮᖌ・⮫ᗋᩍᤵ

㧘ᶫ భె ་㛗 口腔外科୍⯡
᪥ᮏ口腔外科Ꮫ ㄆᐃ་ ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ口腔科Ꮫ ㄆᐃ་・ᣦᑟ་䚸

᪥ᮏ䛜ん治療ㄆᐃ་ᶵᵓ 䛜ん治療ㄆᐃ་䠄ṑ科口腔外科䠅

ᒣᮏ ⫱ຌ⨾ ་ဨ 口腔外科୍⯡
᪥ᮏ口腔外科Ꮫ ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ㢡㛵⠇Ꮫ ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ㞀ᐖ⪅ṑ科

Ꮫ ㄆᐃ་
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第 54 ճ口腔外科学会近ـ支部学ज़総会（大阪市）
５）武田好美・ほか：当院消化器外科手ज़患者における口腔内環ڥとज़後合ซ症．第̐ճ奈良県立医科大

学口腔外科関連病院学ज़研ڀ会（橿原市）
̒）中嶋千ܙɼ山本一・ほか：ヒト口腔ፏ平上皮؞のసҠに対する HOXA11-AS の機能．第 82 ճ日本

 学会学ज़総会（横浜市）؞
７）中山洋平ɼ山本一・ほか：皮膚ॆరࡐへの感染により生じた部ᙾの１ྫ．第 33 ճ日本口腔内

科学会学ज़大会（宇都宮市） 
̔）中西༏実・ほか：当院における MEP モニタリング࣌の口腔内有事の検౼．第 51 ճ日本

歯 科 ຑ ਲ 学 会 総 会・ 学 ज़ 集 会 /ThF 14th AnnVaM MFFtJnH PG thF FFEFratJPn PG  ATJan DFntaM 
AnFTthFTJPMPHZ SPDJFtZ（14th FADAS） NaHaTaLJ Japan（長崎市）

９）高橋佑Ղ・ほか：急性ظ病院入院患者における口腔内環ڥと栄ཆ状ଶの関連性．第 68 ճ日本口腔外
科学会総会・学ज़集会（大阪市）

10）松友美子ɼ山本一・ほか：歯性感染症が原Ҽと思われる部シリコンժजの１ྫ．第 68 ճ
日本口腔外科学会総会・学ज़集会（大阪市）

11）武田好美・ほか：当院消化器外科手ज़患者における口腔内環ڥの現状．第 41 ճ奈良県公ऺӴ生学会
（奈良市）ஊ話会（wFC）
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１　औΓΈ

　集中治療科は、24 間࣌ 365 日、集中治療にઐ念するઐ門診療科であり、日本集中治療医学会から集中
治療ઐ門医研修施設としてೝఆをडけている。新病院にҠసした 2018 年５月から理病床̔床でスター
トし、ஈ階తに૿床を行い現在14床でӡ༻している。開設࣌からDMPTFE型集中治療室の体制をとっており、
֤診療科と連携しながら集中治療室に入室中の患者診療は集中治療科スタッフが୲当している。診療対
は、ఆظ手ज़ज़後、救急外来経༝のۓ急入室、院内શ診療科の重症患者である。また看護師、薬剤師、臨
床工学技士、理栄ཆ士、理学療法士、ޠݴௌ֮士など多職छ多ྖ域の医療スタッフと連携しྗڠしなが
ら医療の࣭と安શの向上にめている。
　2018 年５月はৗۈスタッフ５名であったがશ国から多くの医師に集まっていただき、ৗۈスタッフが
 20 名のチームでӡ༻している。֤スタッフは、集中治療ઐ門医（９名）、救急科ઐ門医、総合内科ઐ門
医 / 指ಋ医、ຑਲ科ઐ門医 / 指ಋ医、循環器ઐ門医、脳ଔ中ઐ門医、心ଁຑਲઐ門医、心ଁ血外科ೝఆ
登録医、ICD や֤छインストラクターなど֨ࢿを有し、多༷なキャリアメンバーによるチーム構成となっ
ている。学ज़จのࣥච活動にもऔりみ、ಛに集中治療ྖ域の学会ではຖճ多くの演を発දし学会༏
秀などもෳडしている。

２　ྍ࣮

　2023 年̐月１日ʙ 2024 年３月 31 日の診療実
　　ICU 病床：14 床　　શ入室患者：1130 名　　平ۉ年齢：71.0 ࡀ
　　性別：உ / 女 / 小児：682 人 /448 人 /26 人
急入室ۓ　　 / ༧ఆ入室：593 人 /537 人　˞ۓ急入室のうち、ۓ急手ज़後：272 人
　　年間理デバイス݅：HF-NC：127 ݅　NPP7：32 ݅　人工呼吸：512 ݅　NO：14 ݅
　　　　　　　　　　　　　HD：38 ݅　CHD：67 ݅　血ᕶ交5： ݅
　　　　　　　　　　　　　IABP：37 ݅　7A-ECMO：44 ݅　77-ECMO：5 ݅　IMPELLA：16 ݅
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(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᏳᏯ ୍
救急・集中治

療䝉䞁䝍䞊㛗

集中治療

་療Ᏻ

䝅䝭䝳䝺䞊䝅䝵䞁

ᩍ⫱

Fellow of the American College of Critical Care Medicine䚸᪥ᮏ集中治療་

Ꮫホ㆟ဨ・集中治療ᑓ㛛་䚸་療䛾㉁・ᏳᏛ⌮・௦㆟ဨ䚸᪥ᮏ㯞

㓉科Ꮫ㯞㓉科ᣦᑟ་䚸᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ救急科ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸

ཌ生ປാ┬ㄆᐃ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་䚸FCCS/PFCCS/FDM/MCCRC・ᅜ㝿ጤ

ဨ・コ䞁䝃䝹䝍䞁䝖䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸་Ꮫ༤ኈ

中ᖹ ᩔኈ

集中治療科部

㛗㻌

TQM 部部㛗

་療Ᏻ᥎㐍

部部㛗

⮫ᗋ◊ಟ་ᨭ

ᐊᐊ㛗

集中治療

循環器⯡

心臓血管外科

་療Ᏻ

TQM 

䝅䝭䝳䝺䞊䝅䝵䞁

ᩍ⫱

་Ꮫ༤ኈ䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ循環器Ꮫ循環

器ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ外科Ꮫㄆᐃ་・ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸୕Ꮫᵓᡂ心臓血管

外科ᑓ㛛་ᶵᵓ心臓血管外科ㄆᐃⓏ㘓་䚸᪥ᮏ⬦管Ꮫ⬦管ᑓ㛛་䚸

ཌ生ປാ┬ㄆᐃ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་䚸᭱㧗㉁Ᏻ㈐௵⪅䠄CQSO ➨䠐ᮇ䠅䚸་

療Ᏻ管⌮⪅䚸ICD ไ度༠㆟ 䜲䞁䝣䜵䜽䝅䝵䞁コ䞁䝖ロ䞊䝹䝗䜽䝍䞊

(ICD)䚸FCCS 䝥ロ䝞䜲䝎䞊 (in USA)䚸JATEC・SSTT 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸⦆䜿

䜰◊ಟಟ䚸TNT ◊ಟಟ䚸産ᴗ་䚸䝗䜲䝒་ᖌάືチྍ㈨᱁䚸⡿ᅜ་ᖌ

㈨᱁䠄ECFMG・USMLE Step3䠅䚸CHSE (Certified Healthcare Simulation 

Educator)䚸University of Hawaii, Medical Education Fellowship Certificate䚸

University of Hawaii, Simulation Center, Assistant Professor 

口 ㈼ ་㛗
循環器内科

集中治療

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸᪥ᮏ循環器Ꮫ循環器ᑓ㛛་䚸⦆䜿䜰◊

ಟಟ䚸㧗㱋⪅་療◊ಟಟ

❧ᮌ つ⚽ ་㛗
救急་Ꮫ

集中治療

᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸ICLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸

JATEC/MCLS/FCCS/PFCCS 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸TNT ཷ

ㅮಟ

ㅖ▼ ⪔ ་㛗
㯞㓉䚸小児㯞㓉䚸

集中治療

㯞㓉科ᶆᴶ་䚸㯞㓉科ᑓ㛛་䚸小児㯞㓉ㄆᐃ་䚸ACLS 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸᪥

ᮏ࿘⾡ᮇ経㣗㐨心䜶コ䞊㻔㻶BPOT) ㄆᐃ་䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

㔠ᇛ ᫀᚿ ་㛗

集中治療

救急་Ꮫ

⥲ྜ診療

᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸FCCS 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸ཌ生

ປാ┬ ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་

⚟⏣ ಇ㍜ ་㛗
救急་Ꮫ

集中治療

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ集中治

療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་

Ụᓮ 㯞⾰Ꮚ ་㛗
集中治療

救急་Ꮫ

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸

ICLS/FCCS/JATEC 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸⦆

䜿䜰◊ಟಟ䚸TNT ◊ಟಟ

➉ᮏ ⪷ ་㛗

集中治療

救急་Ꮫ

⥲ྜ診療

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ内科Ꮫ⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ

救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ病院⥲ྜ診療་Ꮫㄆᐃ་䚸᪥ᮏ脳༞

中Ꮫㄆᐃ脳༞中ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸

JATEC/FCCS/JMECC /ICLS 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

すᒣ ༓ᑜ ་㛗
救急་Ꮫ

集中治療

᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ救急科ᑓ㛛

་䚹᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

小ᕝ ⣧ 䝣䜵ロ䞊
㯞㓉

集中治療

᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫᑓ㛛་䚸心臓血

管㯞㓉ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ࿘⾡ᮇ経㣗㐨心䜶コ䞊䠄JB-POT䠅ㄆᐃ་䚸ཌ生ປാ

┬ㄆᐃ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

▼ட 㑣Ṍ ་ဨ
救急་Ꮫ

集中治療

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸⦆䜿䜰◊

ಟಟ

ⱱぢ ░ ་ဨ
救急་Ꮫ

集中治療

᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ救急科ᑓ㛛

་䚸ICLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊・コ䞊ス䝕䜱䝺䜽䝍䞊䚸JATEC 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸⦆

䜿䜰◊ಟಟ

中ᮧ ┿ᓫ ་ဨ
救急་Ꮫ

集中治療

᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ救急科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་ᖌㄆᐃᗣス䝫䞊䝒་䚸

BLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊

Ლ㔝 ㉸生 ་ဨ
㯞㓉

集中治療

᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ㯞㓉科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ心臓血管㯞㓉ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ࿘

⾡ᮇ経㣗㐨心䜶コ䞊䠄JB-POT䠅ㄆᐃ་䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

ྜྷ⏣ ᚿᕹ ་ဨ
救急་Ꮫ

集中治療
᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ救急科ᑓ㛛་

◁⏣ ㈡ 䝣䜵ロ䞊
㯞㓉

集中治療

㯞㓉科ᶆᴶ་䚸᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ㯞㓉科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ࿘⾡ᮇ経㣗㐨

心䜶コ䞊䠄JB-POT䠅ㄆᐃ་䚸ACLS/JATEC/FCCS 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸⦆䜿䜰

◊ಟಟ䚸TNT ཷㅮಟ

㧘ᶫ ㄹ 䝣䜵ロ䞊
救急་Ꮫ

集中治療

᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ救急科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ DMAT 㝲ဨ䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

㻌

㧘ᶫ Ẏྐ 䝣䜵ロ䞊
救急་Ꮫ

集中治療
᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ救急科ᑓ㛛་

ᚨᒣ ⿱㈗ 䝣䜵ロ䞊
救急་Ꮫ

集中治療
JATEC/JPTEC 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ救急科ᑓ㛛་

⡿ᒣ 㞞❶ ་ဨ
救急་Ꮫ

集中治療

᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸JPTEC/FCCS/AHA-BLS/AHA-ACLS 䝥

ロ䝞䜲䝎䞊䚸ICLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

ኳ㔝 ᚿಖ 䝣䜵ロ䞊
⥲ྜ診療

集中治療

᪩ᕝ ᬗኴ 䝣䜵ロ䞊
救急་Ꮫ

集中治療

➉内 ᐀அ 㠀ᖖ་ᖌ
小児集中治療

呼吸管⌮

᪥ᮏ集中治療་Ꮫ⌮・集中治療ᑓ㛛་䚸᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ㯞㓉

科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ呼吸療ἲ་Ꮫホ㆟ဨ・呼吸療ἲᑓ㛛་䚸᪥ᮏ小児㯞㓉

Ꮫホ㆟ဨ・ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ小児循環器集中治療◊✲ᖿ䚸᪥ᮏ小児集

中治療◊✲⌮㛗

Ḉ㇂ ṇ᫂ 㠀ᖖ་ᖌ
集中治療

救急་療

බ⾗⾨生Ꮫಟኈ䚸᪥ᮏ救急་Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ呼吸療ἲ་Ꮫᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ病院⥲ྜ診療་Ꮫㄆᐃ་䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫホ㆟ဨ・ᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ集中治療་Ꮫᶵ㛵ㄅ⦅集・用ㄒጤဨ ጤဨ㛗䚸᪥ᮏ集中治療

་Ꮫ⮫ᗋ◊✲ᨭ䝽䞊䜻䞁䜾䜾䝹䞊䝥䝯䞁䝞䞊䚸᪥ᮏ∧ ARDS 診療䜺

䜲䝗䝷䜲䞁 2021 㐠Ⴀ⤫ᣓ་ဨ䚸䠦䠝䠰䠡䠟䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸䠢䠟䠟䠯䜲䞁ス䝖䝷

䜽䝍䞊䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫ神経集中治療䝝䞁䝈䜸䞁䝉䝭ナ䞊䜲䞁ス䝖䝷

䜽䝍䞊

⸨ᮏ ెஂ 㠀ᖖ་ᖌ 神経集中治療
᪥ᮏ࿘⾡ᮇ経㣗㐨心䜶コ䞊㻔㻶BPOT) ㄆᐃ་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་䚸㯞㓉科ᑓ

㛛་䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

ட ⣧ 㠀ᖖ་ᖌ 集中治療
᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་
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་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᏳᏯ ୍
救急・集中治

療䝉䞁䝍䞊㛗

集中治療

་療Ᏻ

䝅䝭䝳䝺䞊䝅䝵䞁

ᩍ⫱

Fellow of the American College of Critical Care Medicine䚸᪥ᮏ集中治療་

Ꮫホ㆟ဨ・集中治療ᑓ㛛་䚸་療䛾㉁・ᏳᏛ⌮・௦㆟ဨ䚸᪥ᮏ㯞

㓉科Ꮫ㯞㓉科ᣦᑟ་䚸᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ救急科ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸

ཌ生ປാ┬ㄆᐃ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་䚸FCCS/PFCCS/FDM/MCCRC・ᅜ㝿ጤ

ဨ・コ䞁䝃䝹䝍䞁䝖䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸་Ꮫ༤ኈ

中ᖹ ᩔኈ

集中治療科部

㛗㻌

TQM 部部㛗

་療Ᏻ᥎㐍

部部㛗

⮫ᗋ◊ಟ་ᨭ

ᐊᐊ㛗

集中治療

循環器⯡

心臓血管外科

་療Ᏻ

TQM 

䝅䝭䝳䝺䞊䝅䝵䞁

ᩍ⫱

་Ꮫ༤ኈ䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ循環器Ꮫ循環

器ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ外科Ꮫㄆᐃ་・ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸୕Ꮫᵓᡂ心臓血管

外科ᑓ㛛་ᶵᵓ心臓血管外科ㄆᐃⓏ㘓་䚸᪥ᮏ⬦管Ꮫ⬦管ᑓ㛛་䚸

ཌ生ປാ┬ㄆᐃ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་䚸᭱㧗㉁Ᏻ㈐௵⪅䠄CQSO ➨䠐ᮇ䠅䚸་

療Ᏻ管⌮⪅䚸ICD ไ度༠㆟ 䜲䞁䝣䜵䜽䝅䝵䞁コ䞁䝖ロ䞊䝹䝗䜽䝍䞊

(ICD)䚸FCCS 䝥ロ䝞䜲䝎䞊 (in USA)䚸JATEC・SSTT 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸⦆䜿

䜰◊ಟಟ䚸TNT ◊ಟಟ䚸産ᴗ་䚸䝗䜲䝒་ᖌάືチྍ㈨᱁䚸⡿ᅜ་ᖌ

㈨᱁䠄ECFMG・USMLE Step3䠅䚸CHSE (Certified Healthcare Simulation 

Educator)䚸University of Hawaii, Medical Education Fellowship Certificate䚸

University of Hawaii, Simulation Center, Assistant Professor 

口 ㈼ ་㛗
循環器内科

集中治療

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸᪥ᮏ循環器Ꮫ循環器ᑓ㛛་䚸⦆䜿䜰◊

ಟಟ䚸㧗㱋⪅་療◊ಟಟ

❧ᮌ つ⚽ ་㛗
救急་Ꮫ

集中治療

᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸ICLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸

JATEC/MCLS/FCCS/PFCCS 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸TNT ཷ

ㅮಟ

ㅖ▼ ⪔ ་㛗
㯞㓉䚸小児㯞㓉䚸

集中治療

㯞㓉科ᶆᴶ་䚸㯞㓉科ᑓ㛛་䚸小児㯞㓉ㄆᐃ་䚸ACLS 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸᪥

ᮏ࿘⾡ᮇ経㣗㐨心䜶コ䞊㻔㻶BPOT) ㄆᐃ་䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

㔠ᇛ ᫀᚿ ་㛗

集中治療

救急་Ꮫ

⥲ྜ診療

᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸FCCS 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ䚸ཌ生

ປാ┬ ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་

⚟⏣ ಇ㍜ ་㛗
救急་Ꮫ

集中治療

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ集中治

療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་

Ụᓮ 㯞⾰Ꮚ ་㛗
集中治療

救急་Ꮫ

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸

ICLS/FCCS/JATEC 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸⦆

䜿䜰◊ಟಟ䚸TNT ◊ಟಟ

➉ᮏ ⪷ ་㛗

集中治療

救急་Ꮫ

⥲ྜ診療

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ内科Ꮫ⥲ྜ内科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ

救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ病院⥲ྜ診療་Ꮫㄆᐃ་䚸᪥ᮏ脳༞

中Ꮫㄆᐃ脳༞中ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸

JATEC/FCCS/JMECC /ICLS 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

すᒣ ༓ᑜ ་㛗
救急་Ꮫ

集中治療

᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ救急科ᑓ㛛

་䚹᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

小ᕝ ⣧ 䝣䜵ロ䞊
㯞㓉

集中治療

᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ㯞㓉科Ꮫᑓ㛛་䚸心臓血

管㯞㓉ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ࿘⾡ᮇ経㣗㐨心䜶コ䞊䠄JB-POT䠅ㄆᐃ་䚸ཌ生ປാ

┬ㄆᐃ⮫ᗋ◊ಟᣦᑟ་䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

▼ட 㑣Ṍ ་ဨ
救急་Ꮫ

集中治療

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་䚸᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸⦆䜿䜰◊

ಟಟ

ⱱぢ ░ ་ဨ
救急་Ꮫ

集中治療

᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ救急科ᑓ㛛

་䚸ICLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊・コ䞊ス䝕䜱䝺䜽䝍䞊䚸JATEC 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸⦆

䜿䜰◊ಟಟ

中ᮧ ┿ᓫ ་ဨ
救急་Ꮫ

集中治療

᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ救急科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ་ᖌㄆᐃᗣス䝫䞊䝒་䚸

BLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊

Ლ㔝 ㉸生 ་ဨ
㯞㓉

集中治療

᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ㯞㓉科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ心臓血管㯞㓉ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ࿘

⾡ᮇ経㣗㐨心䜶コ䞊䠄JB-POT䠅ㄆᐃ་䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

ྜྷ⏣ ᚿᕹ ་ဨ
救急་Ꮫ

集中治療
᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ救急科ᑓ㛛་

◁⏣ ㈡ 䝣䜵ロ䞊
㯞㓉

集中治療

㯞㓉科ᶆᴶ་䚸᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ㯞㓉科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ࿘⾡ᮇ経㣗㐨

心䜶コ䞊䠄JB-POT䠅ㄆᐃ་䚸ACLS/JATEC/FCCS 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸⦆䜿䜰

◊ಟಟ䚸TNT ཷㅮಟ

㧘ᶫ ㄹ 䝣䜵ロ䞊
救急་Ꮫ

集中治療

᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ救急科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ DMAT 㝲ဨ䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

㻌

㧘ᶫ Ẏྐ 䝣䜵ロ䞊
救急་Ꮫ

集中治療
᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ救急科ᑓ㛛་

ᚨᒣ ⿱㈗ 䝣䜵ロ䞊
救急་Ꮫ

集中治療
JATEC/JPTEC 䝥ロ䝞䜲䝎䞊䚸᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ救急科ᑓ㛛་

⡿ᒣ 㞞❶ ་ဨ
救急་Ꮫ

集中治療

᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸JPTEC/FCCS/AHA-BLS/AHA-ACLS 䝥

ロ䝞䜲䝎䞊䚸ICLS 䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

ኳ㔝 ᚿಖ 䝣䜵ロ䞊
⥲ྜ診療

集中治療

᪩ᕝ ᬗኴ 䝣䜵ロ䞊
救急་Ꮫ

集中治療

➉内 ᐀அ 㠀ᖖ་ᖌ
小児集中治療

呼吸管⌮

᪥ᮏ集中治療་Ꮫ⌮・集中治療ᑓ㛛་䚸᪥ᮏᑓ㛛་ᶵᵓㄆᐃ㯞㓉

科ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ呼吸療ἲ་Ꮫホ㆟ဨ・呼吸療ἲᑓ㛛་䚸᪥ᮏ小児㯞㓉

Ꮫホ㆟ဨ・ㄆᐃ་䚸᪥ᮏ小児循環器集中治療◊✲ᖿ䚸᪥ᮏ小児集

中治療◊✲⌮㛗

Ḉ㇂ ṇ᫂ 㠀ᖖ་ᖌ
集中治療

救急་療

බ⾗⾨生Ꮫಟኈ䚸᪥ᮏ救急་Ꮫᑓ㛛་䚸᪥ᮏ呼吸療ἲ་Ꮫᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ病院⥲ྜ診療་Ꮫㄆᐃ་䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫホ㆟ဨ・ᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ集中治療་Ꮫᶵ㛵ㄅ⦅集・用ㄒጤဨ ጤဨ㛗䚸᪥ᮏ集中治療

་Ꮫ⮫ᗋ◊✲ᨭ䝽䞊䜻䞁䜾䜾䝹䞊䝥䝯䞁䝞䞊䚸᪥ᮏ∧ ARDS 診療䜺

䜲䝗䝷䜲䞁 2021 㐠Ⴀ⤫ᣓ་ဨ䚸䠦䠝䠰䠡䠟䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸䠢䠟䠟䠯䜲䞁ス䝖䝷

䜽䝍䞊䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫ神経集中治療䝝䞁䝈䜸䞁䝉䝭ナ䞊䜲䞁ス䝖䝷

䜽䝍䞊

⸨ᮏ ెஂ 㠀ᖖ་ᖌ 神経集中治療
᪥ᮏ࿘⾡ᮇ経㣗㐨心䜶コ䞊㻔㻶BPOT) ㄆᐃ་䚸㯞㓉科ᶆᴶ་䚸㯞㓉科ᑓ

㛛་䚸᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸⦆䜿䜰◊ಟಟ

ட ⣧ 㠀ᖖ་ᖌ 集中治療
᪥ᮏ集中治療་Ꮫ集中治療ᑓ㛛་䚸᪥ᮏ救急་Ꮫ救急科ᑓ㛛་䚸

᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科་
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ஶ　ॻ
１）福田ढ़ีɼ安宅一ߊ：カテーテル関連尿路感染症༧．INTENSI7IST 15: 73-80 2023
２）山岸խ人ɼᓎ谷正明：糖尿病性ࠚਭ患者の༌液理．救急・集中治療 35: 484-494 2023 

原　ஶ
１）TaLFNPtP K AtaHJ K: RFDtVT ShFath HFNatPNa AttrJCVtaCMF tP CPrPnaWJrVT DJTFaTF 2019. IntFrnaM 

MFEJDJnF 62: 2295-2296 2023 EPJ: 10.2169/ JntFrnaMNFEJDJnF. 1816-23
２）TaLFNPtP K AtaHJ K: SpPntanFPVT CPNNPn CarPtJE ArtFrZ DJTTFDtJPn Jn a patJFnt wJth thF 

BPWJnF APrtJD ArDh 7arJant. JPVrnaM PG HPTpJtaM GFnFraM MFEJDJnF 5: 243-244 2023 EPJ: 10.60227/
jhHNFJCVn.5.6@243

３）TaLFNPtP K  TaLaEa S :  BMaDL PMFVra M  EG GVT JPn Attr JCVtaCMF tP PPTt -EnEPTDPpJD 
RFtrPHraEF ChPManHJPpanDrFatPHraphZ PanDrFatJtJT. IntFrn MFE 2023 NPW 6  EPJ: 10.2169/
JntFrnaMNFEJDJnF.2889-23 2023 JN prFTT

̐）AraThJrP T MJwa T NaLaHawa H TaLaNatTV J OCa K FVjJNJ S KJLVDhJ H IwaTawa T KanCF F 
OZaNa K KanaJ M OHata Y ATaLVra T ATaNJ T MJ[VnP K SVHJta M JJnta T NJThJEa Y KatP 
H AtaHJ K HJHaLJ T NaLanP Y TTVtTVNJ T DPJ K OLVHawa S UFEa A NaLaNVra A YPThJEa T 
ShJNaEa-SaNNPrJ K ShJNJ[V K FVjJta Y OLPDhJ Y TPDhJtanJ K NaLanJThJ A RJnLa H TanJZaNa 
D YaNaHVDhJ A UDhJLVra T MatTVnaHa M APnP H HaNaHVDhJ M MPtPEa K NaLaZaNa S 
YaNaNPtP K OLa H TanaLa K InPVF T KPCaZaThJ M FVjJtanJ S TTVLahara M TaLFEa S StVDLZ A 
SV[VLJ T ChrJT SNJth HJCCFrE M ArJZPThJ K FVjJnP Y ArJNa Y TaLFEa S HaThJNPtP S SV[VLJ 
M: CO7ID-19 WaDDJnF F⒎FDtJWFnFTT aHaJnTt TFWFrF CO7ID-19 rFRVJrJnH PYZHFn thFrapZ JnWaTJWF 
NFDhanJDaM WFntJMatJPn anE EFath Jn Japan: A NVMtJDFntFr DaTF-DPntrPM TtVEZ（MOTI7ATE TtVEZ）. 
7aDDJnF  EPJ: 10.1016/j.WaDDJnF.2023.12.033. 2023 JN prFTT

５）SVnaEa T TaLFThJta J TaDhJCana K: NFw JntraDPnEVJt thrPNCVT EFtFDtFE VTJnH tranTFTPphaHFaM 
FDhPDarEJPHraphZ JNNFEJatFMZ aGtFr wFanJnH GrPN DarEJPpVMNPnarZ CZpaTT EVrJnH thF FPntan 
prPDFEVrF: a DaTF rFpPrt. JPVrnaM PG AnFTthFTJa 37: 482-486 2023 EPJ: 10.1007/T00540-023-03195-3

̒）KajJnP T YaNaVDhJ Y KPjJNa T: ThF pVpJMMPNFtFr�T tFTt EVrJnH FNFrHFnDF GrPN anFTthFTJa DPVME 
prPWJEF VTFGVM JnGPrNatJPn Pn thF tJNJnH GPr FYtVCatJPn Jn DhJMErFn. PaFEJatrJD AnaFTthFTJa 33: 677-
678 2023 EPJ: 10.1111/ pan.14682 

症ྫ報ࠂ
１） 西谷৳ޗɼ中平敦士ɼ中村通ɼ松林和磨ɼ添田߃有ɼ川田啓之ɼ安宅一ߊ：治性心室සഥ・左

心機能症ྫに対するЌःஅ薬ಋ入࣌に 7DD リードを༻いた心ペーシングが有༻であった一ྫ．日
本集中治療医学会雑2023　ࢽ JN prFTT

一ൠ演
１）西山千ਘ・ほか：当院における心ఀࢭો生後患者の血清 NSE と神経学త༧後との関連．第 50 ճ日

本集中治療医学会学ज़集会（京都市）
２）奥田龍一・ほか：第 13 Ҽ子ܽ症と診அしಘたፏ౧ఠ出ज़後再出血の一ྫ．第 50 ճ日本集中治療

医学会学ज़集会（京都市）
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３）山口智・ほか：消化ઠによるෲ腔内ガスにいڳؾをఄした横ִບ交通症の１ࣗྫݧとܥ౷త
レビュー．第 50 ճ日本集中治療医学会学ज़集会（京都市）

̐）中村通・ほか：ICU における腸理　便ൿ / 下ཀྵճආプロトコール．第 50 ճ日本集中治療医学会
学ज़集会（京都市）

５）藤木ѥҥ・ほか：高流ྔ鼻カニュレࢎૉ療法中にྠ状甲状ਟଳカニュレ経༝でؾ道内ѹをଌఆした一
ྫ．第 50 ճ日本集中治療医学会学ज़集会（京都市）

̒）西谷৳ޗ・ほか：急性ظ循環理における一࣌త心ペーシングもఆした 7DD リードの༻経ݧ．
第 50 ճ日本集中治療医学会学ज़集会（京都市）

７）竹本　・ほか：脳神経外科ज़後のບԌ診அに対する液プレセプシンの有༻性の検౼：୯施設前
向き観研ڀ．第 50 ճ日本集中治療医学会学ज़集会（京都市）

̔）中村真ਸ・ほか：CO7ID-19 ഏԌによる ICU-A8 と考えられていた患者が、ALS と診அされた一ྫ．
第 50 ճ日本集中治療医学会学ज़集会（京都市）

９）伊佐ෑᰌଠ・ほか：人工呼吸理成人患者におけるメカニカルパワーとࢮに関連についてのܥ౷
తレビューとメタղ析．第 50 ճ日本集中治療医学会学ज़集会（京都市）

10）砂田大賀・ほか：FPntan 手ज़中に経৯道心エコーにより新規の道内血ખを指ఠできた症ྫ．第 50
ճ日本集中治療医学会学ज़集会（京都市）

11）砂田大賀・ほか：レミマゾラムとデスフルランをຑਲҡ࣋で༻いた場合のൈ࣌間のൺֱʵ後ろ向き
観研ڀ．第 50 ճ日本集中治療医学会学ज़集会（京都市）

12）中村通・ほか：HIHh JntFnTJtZ Tta⒏nH HFnFraM ICU における心原性ショックの༧後．第 50 ճ日本
集中治療医学会学ज़集会（京都市）

13）ֿ野生・ほか：録画機能きビデオ喉಄鏡と GPPrP ө૾による࣍世代型ຑਲ記録の提Ҋʀ前ճの
道症ྫ．第ؾࠔ考にしてૠ成功した乳児ࢀ動画を࣌道֬อؾ 70 ճ日本ຑਲ科学会（神戸市）

14）仲野　類・ほか：DVaM EnFrHZ CT が腸ڏ血の診அに有༻であった２症ྫ．第７ճ日本集中治療医
学会関西支部学ज़集会（神戸市）

15）吉田志ൕ・ほか：ECPELLA 理により救໋しಘたए年ܶ症型心筋Ԍの１ྫ．第７ճ日本集中治療医
学会関西支部学ज़集会（神戸市）

16）竹本　・ほか：KDB を༻いた経カテーテルత大動຺ห置ज़と外科త大動຺ห置ज़後生ଘの
検ূ．第 82 ճ日本公ऺӴ生学会総会（ஜ波市）

17）茂見　ྎ・ほか：独立ഏؾにより救໋しಘた大ྔؾ道出血をうഏ࠳ইの一ྫ．第 51 ճ日本救急
医学会・学ज़集会（東京都จ京区）

18）竹本　・ほか：成人ヒトメタニューモウイルス感染症の重症化リスクҼ子の検౼：୯施設後方視త
観研ڀ．第 51 ճ日本救急医学会総会（東京都จ京区）

19）中平敦士・ほか：救急カート薬剤のޡ༩໓を目指した院内ඪ४“Ҿき出し MAP”のऔりみ．
第 18 ճ医療の࣭・安શ学会学ज़集会（神戸市）
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１　औΓΈ

　奈良県प産ظ医療システムのװج病院として、出生体重 1000H 以上の病త新生児の加療を行っている。
また、小児外科、小児脳神経外科、小児泌尿器科と連携し新生児外科疾患の加療も行っている。さらに、
新生児集中治療部の医師および看護師によるશ県下を対とした新生児ൖૹ、出産前からのプレネイタル
ビジット、出生後のૣظ子৮および新生児集中治療室入院中のカンガルーケア、 乳ҭ児のਪਐ、ୀ
院後の発ୡ外来や在宅支援など、子間のѪண形成の֬立およびこどもの健やかな発ୡ支援にશྗでऔり
んでいる。

２　Ռ

　2023 年̐月１日から 2024 年３月 31 日までの実
（１）入院患者֓ཁ（ද１）：総入院は 580 ྫで NICU への入院が 265 ྫ、GCU への入院が 315 ྫであっ

た。新生児ൖૹ入院は 97 ྫ（16.7ˋ）、人工呼吸理を 89 ྫ（15.3�）に行った。ドクターカー出
動݅は 66 ݅であった。ࢮୀ院は３ྫであった。

（２）入院患者の疾患名：NICU および GCU に入院した患児のओ病名をද２にࣔす。

̏　医師հ

⾲2䚷䚷NICU・GCU入院

数名病院入数名病院入

1⅖⭷髄ス䝹䜱䜴ロ䝔䞁䜶742⩌ೃ児㛤ษ⋤ᖇ085数⪅ᝈ院入⥲
1㌿管血101吸呼ከᛶ㐣୍児生新562院入UCIN
1౽血47⑇㯤児生新513院入UCG
1血䜰䝙䝰䞁䜰㧗52సⓎ吸呼↓児生新0
1⒗腫⭷⭡ᚋ32⩌ೃ㏕❓吸呼児生新ู㔜య生ฟ

䠘1,000g 0 1⅖⫵ᛶᄟㄗ22児㔜య生ฟప
1㙐㛢⭠小31Ṛ௬児生新01g005,1-000,1

䠚1㻘㻡00g 570 1⦰外ᮇᐊ心21児産᪩
1 యప児生新11䚸ఝ䠄児䛯䛧生ฟ䜚䜘యẕᰁឤ91-DIVOC
1腫⫫⬡部㦵8ᅽ血㧗⫵ᛶᘏ㑄児生新98⌮管吸呼ᕤ人
1◚椎脊ᛶᅾ₯7⩌ೃ䞁䜴䝎3院㏥ஸṚ
1䜰䝙䝹䝦⭷㝸ᶓᛶኳඛ6糖血ప児生新
1䜰䝙䝹䝦Ꮝ㐨㣗ᛶኳඛ5ᦆḞ㝸中ᐊ心
1腎Ỉᛶኳඛ5児㔜య生ฟపᴟ
1いᖖ␗ㅰ௦ᛶኳඛ5ྤ児生新
1形ወ㐨Ẽ⫵ᛶኳඛ5ᰁឤ児生新
1ẘᱵᛶኳඛ4⬚Ẽ
1ᡂ形㐣㉁皮腎ᛶኳඛ4⩌ೃᘬ吸౽⫾
1⩌ೃ血㍺㛫⫾3⫠㙐
1✽⦰⬦ື3㢌Ỉ
1ᖖ␗㌿ᅇ⭠3血ከ
1ᦆḞᱱ脳2䞊䜼䝹䝺䜰管化消䜽䝹䝭
1血ฟ⫵2腫Ẽ㝸⦪
1✽⊃⬦ື⫵2⬚Ẽ
1血䞁䝅䝸䜾㧗ᛶ䞁䝖䜿㠀2口
1ୗప⬟ᶵ㉁皮腎2၁口
1◚ቨ⭡2化㌾㢌ႃ
1⩌ೃ血㍺㛫児ẕ2腫血ୗ⭷◳
1⩌ೃኻḞq42い㙐㛢㐨胆
1㢡၁ഃ୧2⬚䜃乳
1✽⊃⬦ື⫵2ᚩᅄ䞊ロ䜯䝣

ABO適ྜᛶ⁐血ᛶ㯤⑇ 1

⾲䠍䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䠄༢䠖人䠅 ⾲2䚷䚷NICU・GCU入院

数名病院入数名病院入

1⅖⭷髄ス䝹䜱䜴ロ䝔䞁䜶742⩌ೃ児㛤ษ⋤ᖇ085数⪅ᝈ院入⥲
1㌿管血101吸呼ከᛶ㐣୍児生新562院入UCIN
1౽血47⑇㯤児生新513院入UCG
1血䜰䝙䝰䞁䜰㧗52సⓎ吸呼↓児生新0
1⒗腫⭷⭡ᚋ32⩌ೃ㏕❓吸呼児生新ู㔜య生ฟ

䠘1,000g 0 1⅖⫵ᛶᄟㄗ22児㔜య生ฟప
1㙐㛢⭠小31Ṛ௬児生新01g005,1-000,1

䠚1㻘㻡00g 570 1⦰外ᮇᐊ心21児産᪩
1 యప児生新11䚸ఝ䠄児䛯䛧生ฟ䜚䜘యẕᰁឤ91-DIVOC
1腫⫫⬡部㦵8ᅽ血㧗⫵ᛶᘏ㑄児生新98⌮管吸呼ᕤ人
1◚椎脊ᛶᅾ₯7⩌ೃ䞁䜴䝎3院㏥ஸṚ
1䜰䝙䝹䝦⭷㝸ᶓᛶኳඛ6糖血ప児生新
1䜰䝙䝹䝦Ꮝ㐨㣗ᛶኳඛ5ᦆḞ㝸中ᐊ心
1腎Ỉᛶኳඛ5児㔜య生ฟపᴟ
1いᖖ␗ㅰ௦ᛶኳඛ5ྤ児生新
1形ወ㐨Ẽ⫵ᛶኳඛ5ᰁឤ児生新
1ẘᱵᛶኳඛ4⬚Ẽ
1ᡂ形㐣㉁皮腎ᛶኳඛ4⩌ೃᘬ吸౽⫾
1⩌ೃ血㍺㛫⫾3⫠㙐
1✽⦰⬦ື3㢌Ỉ
1ᖖ␗㌿ᅇ⭠3血ከ
1ᦆḞᱱ脳2䞊䜼䝹䝺䜰管化消䜽䝹䝭
1血ฟ⫵2腫Ẽ㝸⦪
1✽⊃⬦ື⫵2⬚Ẽ
1血䞁䝅䝸䜾㧗ᛶ䞁䝖䜿㠀2口
1ୗప⬟ᶵ㉁皮腎2၁口
1◚ቨ⭡2化㌾㢌ႃ
1⩌ೃ血㍺㛫児ẕ2腫血ୗ⭷◳
1⩌ೃኻḞq42い㙐㛢㐨胆
1㢡၁ഃ୧2⬚䜃乳
1✽⊃⬦ື⫵2ᚩᅄ䞊ロ䜯䝣

ABO適ྜᛶ⁐血ᛶ㯤⑇ 1

⾲䠍䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䠄༢䠖人䠅

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᡪ㇂ ⥤Ꮚ 部㛗

新生児Ꮫ

小児科Ꮫ

神経Ⓨ㐩

᪥ᮏ小児科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ࿘産ᮇ・新生児་Ꮫ࿘産ᮇᑓ㛛

་・ᣦᑟ་䠄新生児䠅䚸新生児⸽生ἲ䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸ฟ生๓コ䞁䝃䝹䝍䞁

䝖小児科་

ᜨ⨾㡲 ♩Ꮚ 部㛗
新生児Ꮫ

小児科Ꮫ

᪥ᮏ小児科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ࿘産ᮇ・新生児་Ꮫ࿘産ᮇ䠄新

生児䠅ᑓ㛛་䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷㅮ῭䚸新生児⸽生ἲ䜲䞁ス䝖䝷

䜽䝍䞊

Ᏻཎ ⫕ ་㛗

新生児Ꮫ

小児科Ꮫ

⮫ᗋ㑇ఏᏛ

᪥ᮏ小児科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸新生児⸽生ἲ䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸⮫ᗋ㑇

ఏᑓ㛛་䚸ᅜ㝿ㄆᐃ䝷䜽䝔䞊䝅䝵䞁コ䞁䝃䝹䝍䞁䝖䚸ฟ生๓コ䞁䝃䝹䝍䞁䝖

小児科་

᱒ᮧ ❶ ་㛗
新生児Ꮫ

小児科Ꮫ

᪥ᮏ小児科Ꮫᑓ㛛་䚸ฟ生๓コ䞁䝃䝹䝍䞁䝖小児科་䚸新生児⸽生ἲ

䛂ᑓ㛛䛃コ䞊スಟ

小ᯘ 㑈ᖹ ་㛗

新生児Ꮫ

小児科Ꮫ

㔜心㌟㞀ᐖ児

་療

᪥ᮏ小児Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸ฟ生๓コ䞁䝃䝹䝍䞁䝖小児科་䚸新生児⸽

生ᑓ㛛コ䞊スཷㅮ῭䜏

㧗ᮌ ஂ⨾Ꮚ ་㛗
新生児Ꮫ

小児科Ꮫ
᪥ᮏ小児科Ꮫᑓ㛛་

ᒣ⏣ ♸ஓ ་ဨ
小児科Ꮫ

新生児Ꮫ
᪥ᮏ小児科Ꮫᑓ㛛་

ぢ වః ་ဨ
小児科Ꮫ

新生児Ꮫ

ᒸᮧ ༟ᐇ ་ဨ 小児科୍⯡

ᚿᡭ ᘺ生 ᑓᨷ་ 小児科୍⯡
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ۀ　̐

原　ஶ
１）๘須賀宗࢚ɼۅ村ষ大ɼ安原　ഹɼܙ美須ྱ子ɼઔ谷ҁ子ɼຳྠ秀樹：動੩຺ح形とのؑ別にྀۤし

病理所見から診அした先天性血जの新生児ྫ．日本新生児成ҭ医学会雑ࢽ 35: 131-136 2023
２）岡村実ɼۅ村ষ大ɼ安原　ഹɼܙ美須ྱ子ɼઔ谷ҁ子ɼຳྠ秀樹：日齢７に発症したヒトパレコウ

イルス３型脳Ԍの新生児ྫ．日本新生児成ҭ医学会雑ࢽ 35: 143-148 2023
３）ઔ谷ҁ子ɼ山田༟ɼ高木久美子ɼ小林ྒྷ平ɼۅ村ষ大ɼ中川隆志ɼ安原　ഹɼܙ美須ྱ子ɼຳྠ秀

樹：当センターにおける新生児ൖૹの現状と課．日本प産ظ・新生児学会雑ࢽ 59: 349-353 2023

講　演
１）安原　ഹ：ิ VpEatF・最新のレビューをふまえてʙ赤ちΌんとおさんにやさしくなるためにʙ．

第３ճ JALC 会員ݶఆセミナー（東京都）
２）安原　ഹ：乳ҭ児がうまくいくための 10 のステップと医療者のׂ．第 18 ճ医師のための乳ҭ

児支援セミナー（東京都新॓区）

一ൠ演
１）安原　ഹ・ほか：TFNpMF 症ީ群の 11 ྫ．第 139 ճ日本小児科学会奈良地方会（天理市）
２）安原　ഹ・ほか：SOX4 のࣦܽをೝめ CP⒏n-SJrJT 症ީ群 10 をٙう女児ྫ．第 91 ճ関西ディスモルフォ

ロジー研ڀ会（大阪市・wFC）
３）安原　ഹ・ほか：AMTtrÖN 症ީ群に対する成長ϗルモン療法の経ݧ．第 35 ճ奈良小児内分泌研ڀ会（橿

原市）
̐）大西真ҥ・ほか：SOS1 มҟをう RASPpathZ をٙう一ྫ．第 92 ճ関西ディスモルフォロジー研ڀ

会（大阪市・wFC）
村ষ大・ほか：HH7-6ۅ（５ 内感染によるಥ発性発症を発症した新生児ྫ．第 67 ճ日本新生児成ҭ

医学会学ज़集会（横浜市）
村ষ大・ほか：CPrnFMJa EF LanHFۅ（̒ 症ީ群をٙう女児の一ྫ．第 93 ճ関西ディスモルフォロジー研

会（大阪市・wFC）ڀ

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᡪ㇂ ⥤Ꮚ 部㛗

新生児Ꮫ

小児科Ꮫ

神経Ⓨ㐩

᪥ᮏ小児科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ࿘産ᮇ・新生児་Ꮫ࿘産ᮇᑓ㛛

་・ᣦᑟ་䠄新生児䠅䚸新生児⸽生ἲ䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸ฟ生๓コ䞁䝃䝹䝍䞁

䝖小児科་

ᜨ⨾㡲 ♩Ꮚ 部㛗
新生児Ꮫ

小児科Ꮫ

᪥ᮏ小児科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ࿘産ᮇ・新生児་Ꮫ࿘産ᮇ䠄新

生児䠅ᑓ㛛་䚸⮫ᗋ◊ಟ་ᣦᑟ⪅ㅮ⩦ཷㅮ῭䚸新生児⸽生ἲ䜲䞁ス䝖䝷

䜽䝍䞊

Ᏻཎ ⫕ ་㛗

新生児Ꮫ

小児科Ꮫ

⮫ᗋ㑇ఏᏛ

᪥ᮏ小児科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸新生児⸽生ἲ䜲䞁ス䝖䝷䜽䝍䞊䚸⮫ᗋ㑇

ఏᑓ㛛་䚸ᅜ㝿ㄆᐃ䝷䜽䝔䞊䝅䝵䞁コ䞁䝃䝹䝍䞁䝖䚸ฟ生๓コ䞁䝃䝹䝍䞁䝖

小児科་

᱒ᮧ ❶ ་㛗
新生児Ꮫ

小児科Ꮫ

᪥ᮏ小児科Ꮫᑓ㛛་䚸ฟ生๓コ䞁䝃䝹䝍䞁䝖小児科་䚸新生児⸽生ἲ

䛂ᑓ㛛䛃コ䞊スಟ

小ᯘ 㑈ᖹ ་㛗

新生児Ꮫ

小児科Ꮫ

㔜心㌟㞀ᐖ児

་療

᪥ᮏ小児Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸ฟ生๓コ䞁䝃䝹䝍䞁䝖小児科་䚸新生児⸽

生ᑓ㛛コ䞊スཷㅮ῭䜏

㧗ᮌ ஂ⨾Ꮚ ་㛗
新生児Ꮫ

小児科Ꮫ
᪥ᮏ小児科Ꮫᑓ㛛་

ᒣ⏣ ♸ஓ ་ဨ
小児科Ꮫ

新生児Ꮫ
᪥ᮏ小児科Ꮫᑓ㛛་

ぢ වః ་ဨ
小児科Ꮫ

新生児Ꮫ

ᒸᮧ ༟ᐇ ་ဨ 小児科୍⯡

ᚿᡭ ᘺ生 ᑓᨷ་ 小児科୍⯡
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７）小林ྒྷ平・ほか：SpJnaM NVTDVMar atrPphZ wJth rFTpJratPrZ EJTtrFTT tZpF1（SMARD1）の乳児症ྫ．
第 22 ճ奈良新生児研ڀ会（橿原市）

̔）ઔ谷ҁ子：小児在宅医療ʙ病院の立場からʙ．奈良県医師会　第９ճ在宅医療の会（橿原市）
９）ઔ谷ҁ子・ほか：当センターにおける新生児ൖૹの現状と課．第 140 ճ日本小児科学会奈良地方会

（奈良市）
10）ઔ谷ҁ子・ほか：当センターにおける新生児ൖૹの現状と課．第 25 ճ奈良県小児อ健学会（橿原

市）
11）安原　ഹ・ほか：出生前コンサルト小児科医としての経ݧ．第̒ճ奈良臨床Ҩ伝セミナー（橿原市）
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１　औΓΈ

　当科は 2022 年９月１日に新設し、日本リハビリテーション医学会のڭҭ研修施設としてೝఆされてい
ます。
　ৗۈ医１名とඇৗ２ۈ名の体制で、入院患者
や一部の外来患者の診療を行っています。入院
では、ଞ科からґཔのあったリハビリテーション
治療や、ICU ୀ室後の人工呼吸器に向けた
ઁ。࿅や呼吸理学療法を行っています܇床ظૣ
৯ᅞ下療法は、ଞ科と連携し、ᅞ下機能ධՁや܇
࿅を行っています。外来では、ज़前リハビリテー
ション指ಋや ADL ࿅のଞに、۩・ᙲॖ治療܇
にྗを入れており、Ϙツリψス療法によるᙲॖ治
療は奈良県で最も多く実施しています。

２　医師հ

ۀ　̏

原　ஶ
１）ManP T Ft aM. CPNpPVnE NVTDMF aDtJPn pPtFntJaM PG whPMF-GPrFarN qFYPrT: A DMJnJDaM CJPNarLFr GPr 

JnDMVTJPn CPEZ NZPTJtJT. CMJn NFVrPphZTJPM PraDt 2024
２）ManP T Ft aM. EMFDtrPNZPHraphZ WarJFT CZ TtaHF Jn JnDMVTJPn CPEZ NZPTJtJT. FrPnt NFVrPM 2024
３）東　༐رɼ ᚸ野智生ら．急性ظ外ই性ᰍଛই患者の機能վ善にซଘ疾患が༩えるӨڹ．奈良理学療

法学 2024 
̐）TPNJta T ManP T. INaHF FJnEJnHT aT PrFEJDtPrT PG FaMM RJTL Jn PatJFntT wJth CFrFCrPWaTDVMar 

DJTFaTF. BraJn SDJ 2023
５）ManP T Ft aM. ChaMMFnHFT Jn FWaMVatJnH GPrFarN NVTDMF aDtJWJtZ CaTFE Pn thF DPNpPVnE NVTDMF 

aDtJPn pPtFntJaM PG thF qFYPrT PG thF whPMF GPrFarN. CMJn NFVrPphZTJPM PraDt 2023 
̒）KJnVHawa K ManP T Ft aM. BraEZLJnFTJa anE rJHJEJtZ NPEVMatFE CZ GVnDtJPnaM DPnnFDtJWJtZ CFtwFFn 

thF prJNarZ NPtPr DPrtFY anE HMPCVT paMMJEVT Jn ParLJnTPn�T EJTFaTF.J NFVraM TranTN 	7JFnna
 2023 
７）O[aLJ M ManP T Ft aM. PrFTZNptPNatJD NZPTJtJT Jn patJFntT wJth antJTZnthFtaTF TZnErPNF 

aTTPDJatFE wJth JntFrTtJtJaM MVnH EJTFaTF: A prPTpFDtJWF TNaMM DaTF TFrJFT DMJnJDaM TtVEZ. Int J RhFVN 
DJT 2023 

̔）SFrJV N ManP T Ft aM. InqVFnDFT PG DPNPrCJEJtJFT Pn pFrJPpFratJWF rFhaCJMJtatJPn Jn patJFntT wJth 
HaTtrPJntFTtJnaM DanDFrT: a rFtrPTpFDtJWF TtVEZ.8PrME J SVrH OnDPM 2023 

９）SPZaNa S ManP T Ft aM. FEASIBILITY STUDY ON S8ALLO8ING TELEREHABILITATION 

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

┾㔝 ᬛ生

部㛗

䝸䝝䝡䝸䝔䞊

䝅䝵䞁部部㛗

䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵

䞁་Ꮫ

脳神経Ꮫ・䝙䝳䞊

ロ䝰䝕䝳䝺䞊䝅䝵䞁

治療

᪥ᮏ䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁་Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ神経Ꮫᑓ㛛་・ᣦ

ᑟ་䚸᪥ᮏ脳༞中Ꮫ脳༞中ᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ内科Ꮫㄆᐃ内科

་䚸᪥ᮏ་ᖌㄆᐃᗣス䝫䞊䝒་䚸᪥ᮏ䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁་Ꮫ௦㆟

ဨ・㏆␥ᆅ᪉⌮・ヨ㦂ጤဨ䚸᪥ᮏ神経治療Ꮫホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ内科Ꮫ

㏆␥ᨭ部ホ㆟ဨ䚸᪥ᮏ脳血管・ㄆ▱Ꮫホ㆟ဨ䚸᪥ᮏㄆ▱ண㜵Ꮫ

௦㆟ဨ
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IN PATIENTS 8ITH CORONA7IRUS DISEASE 2019.J RFhaCJM MFE CMJn CPNNVn 2023 
10）KatPV R ManP T Ft aM. SFrratVT antFrJPr GaTDJa pManF CMPDL GPr paJn DPntrPM Jn patJFntT wJth 

NVMtJpMF rJC GraDtVrFT. J PhZT ThFr SDJ 2023
11）ManP T Ft aM. ThF rFhaCJMJtatJPn GPr WJTVaM DPHnJtJWF JNpaJrNFnt EVF tP hJppPDaNpaM JnGarDtJPn: A 

DaTF rFpPrt. CaTF RFp NFVrPM 2024
12）MPrJ H ManP T. CPNCJnFE rFhaCJMJtatJPn thFrapZ wJth CPtVMJnVN tPYJn tP thF VppFr MJNCT GPr aDVtF 

TpJnaM DPrE JnjVrZ: A DaTF rFpPrt. SpJnaM CPrE SFr CaTFT 2024
13）ManP T at aM. BJMatFraM ThaMaNJD LFTJPnT ATTPDJatFE wJth LVnH CanDFr. IntFrn MFE 2024
14）INVra T ManP T．CPntraMatFraMMZ-DPntrPMMFE GVnDtJPnaM FMFDtrJDaM TtJNVMatJPn-JnEVDFE NVTDMF 

DPntraDtJPn GPr TFWFrF MPwFr FYtrFNJtZ paraMZTJT.J PhZT ThFr SDJ 2023 
15）ManP T Ft aM. BJMatFraM StrJataM HFNPrrhaHJnH aGtFr ADVtF CarCPn MPnPYJEF IntPYJDatJPn. IntFrn 

MFE 2023 
16）IHVDhJ N ManP T Ft aM. An UMtraTPnPHraphJD EWaMVatJPn GPr thF EarMZ DFtFDtJPn PG NFrWF RPPt 

ChanHFT Jn HFrpFT ;PTtFr-aTTPDJatFE MPtPr ParFTJT. IntFrn MFE 2023
17）ᚸ野智生ら．当院におけるࠎసҠ CanDFr BParE の工　ʕ奈良県総合医療センターのऔりみʕ．

؇和ケア 2024
18）ᚸ野智生．リハビリテーション医学をج൫とした EarMZ NPCJMJ[atJPn- 高急性ظリハビリテーション

医療へのઓ -．奈良県総合医セ医2023 ࢽ
19）ᚸ野智生．臨床神経学・神経生理学を学べる学会．JOURNAL OF CLINICAL REHABILITATION 

2023

講　演
１）ᚸ野智生．SPDCA サイクルをճし続ける神経ม性疾患へのリハビリテーション治療．第 7 ճ日本リ

ハビリテーション医学会秋ق学ज़集会．宮崎．2023（ڭҭ講演）
２）ᚸ野智生 .「健康ण໋をج൫としたフレイル対ࡦ．第 7 ճ奈良県立医科大学附属病院県民公開講座」 

奈良 2024. ２月 
３）ᚸ野智生 .「MEP（࣓ܹؾ）のૅجを学ぶ」第 13 ճ奈良ज़中神経モニタリング講श会 大阪 2023.

７月
̐）ᚸ野智生 .「ᙲॖのメカニズムと治療దԠ」ᙲॖ治療実臨床 8EB セミナー . 奈良 8EB 2023. ２月 
５）ᚸ野智生 .「; 世代に伝えたいトレリーフのมભとະ来」奈良臨床神経生理セミナー . 奈良 8EB 

2023. ̔月
̒）ᚸ野智生 .「ᙲॖ治療で喜ぶ人が一人でも૿えますように」GSK SpaTtJDJtZ 8FC CPnGFrFnDF. 東京 

8EB 2023. ３月
７）ᚸ野智生 .「手のつっͺりでࠔっている患者༷への治療ઓུ」GSK ᙲॖ治療 8FC CPnGFrFnDF. 大阪 

8EB 2023. ９月
̔）ᚸ野智生 .「患者さんに対してϘツリψス療法ができること」GSK SpaTtJDJtZ 8FC CPnGFrFnDF Jn 奈良 . 

奈良 8EB 2023. ７月 
９）ᚸ野智生 パーキンιン病治療を考「動で臨むパーキンιン病治療ʕ薬療法とӡ動療法ʕۦྠ྆」.

える会 . 大阪 8EB 2023. ９月
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シンポジウム・ほか
１）ᚸ野智生．লによるࣗݾ研ᮎʕ急性ظ病院の SEA 事ྫ検౼ʕ．第 60 ճ日本リハビリテーション

医学会学ज़集会．福岡．2023
２）ᚸ野智生．ParLJnTPn 症ީ群の体࣠症状とඇӡ動症状に対するඇ৵ऻ脳ܹ法．第 64 ճ日本神経学

会学ज़大会．千༿．2023
３）ᚸ野智生．神経ม性疾患へのリハビリテーション治療．「治性疾患政ࡦ研ڀ事業　スモンに関する

調査研ڀ」ྩ和５年研ڀ報ࠂ会．東京．2024
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１　औΓΈ

　小児脳神経外科は、脳神経外科における重ཁな分野の一つであり、出生前・新生児ظから小児ظにಛ有
な脳神経外科疾患の診அ・治療を行います。
　奈良県総合医療センターにおいて 2023 年̐月から開設され、水಄症、ݦ在性およびજ在性二分椎症
に代දされる先天性中神経疾患など、NICU、産科、小児科、小児外科、小児泌尿器科、整形外科な
ど֤科とྗڠし、日ৗのカンファレンスでີな連携をはかりながらదな診அおよび治療を行っていま
す。また、2024 年７月から小児科で赤ちΌんの಄のかたち外来が開設され、಄֖ࠎ๓合ૣظ༊合症の診
அ、およびඞཁな治療法の検౼も行っていきます。三࣍救急では救急科 / 集中治療科とྗڠし、重症಄部
外ইの集学త治療やٮ症ྫの対Ԡ、また集学త放射線化学療法のඞཁな脳जᙾの治療に関しては、奈良
県立医科大学小児脳神経外科と連携し、దな治療がडけられるように調整を行っていきます。
　2024 年̐月からຖि金༵日に小児脳神経外科外来を開設し、近ྡ病院 / 医院からのհ、ଞ科からの
相ஊもؚめてより多くの患児に対Ԡし、地域医療にݙߩしていくことを目指します。

２　Ռ

　小児脳神経外科開設後、１年間の手ज़症ྫは 16 ྫとまだগではありますが、ज़中神経モニタリング、
神経内視鏡、࣓場ࣜニューロナビήーションもซ༻し、໖ີな治療ܭ画にجづき安શで֬実な手ज़加療お
よび៛ີなज़後理を行っています。

̏　医師հ

ۀ　̐

１）横田　ߒ：脳神経外科Ȃどんなときにड診するȂ「子どものؾになる症状　ʙこんな࣌どうするʂʁʙ」
奈良県総合医療センター公開講座（奈良市）

(2024 年 9 ᭶ 12 ᪥⌧ᅾ) 

་ᖌ名 ᙺ⫋ ᑓ㛛㡿ᇦ Ꮫㄆᐃᑓ㛛་

ᶓ⏣ ᾈ 部㛗
小児脳神経外科

脳神経外科⯡

᪥ᮏ脳神経外科Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ小児神経外科Ꮫㄆᐃ་䚸᪥

ᮏ脳༞中䛾外科Ꮫᢏ⾡ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ脳༞中Ꮫᑓ㛛་・ᣦᑟ་䚸᪥ᮏ

神経内ど㙾Ꮫᢏ⾡ㄆᐃ་
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①　खज़෦

１　औΓΈ

　当センターは北和地区のװج病院で、「高な手ज़治療」「அらない救急治療」をܝげていますが、それ
に対Ԡすべくより多くの患者さんに良࣭な手ज़をडけていただけるよう「安શでޮతな」ӡ༻を心がけ
ています。2018 年５月に新病院へҠసし、コロナՒでも CO7ID-19 患者の手ज़も行いながら手ज़݅も
૿加しています。
　手ज़室は 12 室（外来手ज़室１室）あります。通ৗは༧ఆ手ज़̔ʙ９ྻ、ۓ急手ज़１ྻでӡ༻していますが、
༧ఆ࣌間過やۓ急手ज़でྻが広がると手ज़室がらない状ଶがあります。12 室のうち２室を感染症༻
のӄѹՄ能な手ज़室としてもӡ༻しています。手ज़室機器は֤室のຑਲ器以外にݦඍ鏡手ज़機器３台、内
視鏡手ज़機器 11 台、電ؾメス 14 台、Ҡ動ࣜ C アーム X 線透視ࡱӨ置３台など多くの医療機器を有し、
臨床工学技士が点検、トラブル対Ԡを行っています。
　手ज़医療は多職छからなるチーム医療が重ཁです。その構成は、手ज़部長（手ज़、पज़ظ理୲当）、
手ज़部看護師 47 名、手ज़部薬剤師（݉）１名、臨床工学技士２名、医療事務࡞業ิॿ者１名、クラー
ク１名、委ୗ業者（清、४උなど）で、外科ܥ医師、ຑਲ科医師とともにઐ門の技ज़をۦし、࣭の高
いチーム医療を行っています。
　また 2023 年からはपຑਲظ看護師やຑਲアシスタント CE も手ज़・ຑਲにࢀ加し、より一多職छ
連携がڧ化されています。
　2023 年 12 月よりज़後᙭痛理チーム（Nara ADVtF PaJn SFrWJDF N-APS）がՔಇしました。手ज़部に
属していますが、֤病棟からબ出された看護師・手ज़室看護師・薬剤師・臨床工学技士でチームճ診を行
いຑਲ科医とともにフィードバックを行っています。平日のみのՔಇではありますが、患者さんの痛みに
向き合い、ज़後᙭痛の؇和にめています。

２　Ռ　

　ද１　手ज़݅

૱数 સਐຓ 所ຓʀଠ COVID-19ۃ
2019೧ 5,590 3,271 2,319 ʷ�
2020೧ 4,779 3,171 1,608 
2021೧ 4,667 3,137 1,530
2022೧ 5,169 3,404 1,765 58
2023೧ 5,661 3,853 1,808 

ଢ࣊ͺգ࠹ڊଡ

6
32

13
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　ද２　֤診療科別手ज़݅

̏　՝

　ᶃ　手ज़ਃࠐみのద正化
　ᶄ　手ज़ྻ૿加による手ज़室および看護師のෆ

数݇ढ़घ
2019೧ 2020೧ 2021೧ 2022೧ 2023೧

ভԿحʀ،ᢆ外Ռ 798 755 681 653 829
人Ռ 380

630
397 440 494

922Ռ産 245 298 302
ܙ外Ռ 456

480
392 446 604

ਹ外Ռ 113 85 90 86
ൽحʀঘࣉൽحՌ 590 456 434 349 401
ਈܨ外Ռ 288 268 236 248 319
ৼଃ݄管外Ռ 233 248 247 330 303
ࣘඕ͏Ξ͑͞Ռ 283 241 256 280 246
外Ռحٷݼ 231 215 233 233 242
ঘࣉ外Ռ - - - 149 205
ધ外Ռ 116 144 166 165 143
ಆܳ෨外Ռ 120 104 100 100 120
外Ռߤ 112 110 106 110 142
成外Ռܙ 77

91
86 64 79

72Ռේൿ 1 3 1
Ռء 1,343 900 815 981 921
१಼حՌ 49

103
47 55 64

ਝଃ಼Ռ 106 114 118 107
93ଠͨ 34 26 57 53

合ܯ 5,590 4,779 4,667 5,169 5,661
ଢ࣊ͺգ࠹ڊଡ



　　෦ࠪݕ　（̔）෦　②ྟচۀ　̒

246

②ྟচࠪݕ෦

１　औΓΈ

　臨床検査部では、理念の実現をめざし、信པされる検査室、ඞཁとされる検査室をめざしている。部内
では、チームとしての織づくりをめざし、人間性（思いやり）、ڠ調性（ॿけ合い・ৡり合い）、連携（コ
ミュニケーション）を心がけるよう発信している。
　2022 年̒月からऔりんできた ISO15189 औಘに向けた活動も、2023 年には 8G ７ճ、品࣭理委
員会 13 ճ開࠵、̔月と 12 月に内部査を実施、そして２月にマネージメント会ٞを開࠵した。理จॻ
も品࣭จॻおよび記録類など 500 छ類にわたり࡞成し、記録については 2023 年から検査室だけでな
くݸ人のڭҭ܇࿅記録等もఆظతに行っている。検査室のゾーニングもྃし、ܭ画通りਐめることがで
き、2024 年内にऔಘできるよう部員શ員一丸となってऔりんでいる。
　学ज़活動では、ࡢ年ಉ༷に学会発දや研修会ࢀ加（講師ࢀ加ؚ）、さらにจߘもੵۃతにおこない日ʑ
研ᮏをੵみ、ೝఆ֨ࢿऔಘにもめ、前年をえる業をした。人ࡐҭ成としては、メンター・メン
ティ制ܧ続（新規࠾༻ʙ２年の新人に経５ݧ年ఔの部門のҧう先ഐ技師をけて、相ஊする場を設け
メンタルサポート実施）、ྗྔදにجづく、重点ҭ成ࡦへのऔりみ実施（重点ҭ成ࡦシートのӡ༻）、３
月とཌ年５月に新人研ڀ発ද会を開࠵した。

２　৫ٴͼߏ

　１）織
　　臨床検査部部長１名、技師長１名、副技師長２名、係長５名、技師 39 名
　　再ޏ༻職員２名、有ظઐ門職員 13 名、有ظ職員̒名（内１名看護師）、病理事務１名、
　　検体検査事務１名
　２）構成
　　検体検査：生化໔Ӹ検査、血液検査、༌血検査、࠾血
　　形ଶ検査：ඍ生検査、一ൠ検査、病理・細๔診検査、Ҩ伝子検査
　　生体検査：生理機能検査、Ի波検査、脳神経検査、　出向：耳鼻科、手ज़室

̏　ྟচۀࠪݕ

　１）検体検査業務
　　ᶃ　血液・生化学検査
　　　　生化学分野では新型コロナウイルス関連検査急૿のظ間でも、通ৗ検査߲目のԁな報ࠂを実施

できた。また、再検ج४を見直すことで、ࢼ薬のコストカットにつながった。
　　　֤診療科より提出される研߲ڀ目のॲ理、อଘにもݙߩしている。さらに業務に活༻できる

POCT ଌఆೝఆ士、؊Ԍ医療コーディネーターなどをऔಘできた。
　　　　血液部門ではྫ年検体が૿加しているが、֤छのೝఆ֨ࢿをऔಘしたことで、ࠎ検査、細๔性

໔Ӹ検査共にదに対Ԡできている。また、֤学会へもੵۃతにࢀ加し、ࣝをਂめている。
　　ᶄ　࠾血
　　　　年ʑ૿加する࠾血患者に対Ԡできるよう࠾血技師の技ज़向上により࠾血ち࣌間ॖにめて

いる。また新人ڭҭなどを通じて更なる࠾血技ज़शಘの人ࡐҭ成にもめている。
　　　　チーム医療活動にもੵۃతにࢀ加して、糖尿病ڭ室では患者向けの SMBG આ明をおこなった。
　　　　૿加向にある֤診療科からの治ݧ検体の࠾血、検体ॲ理、อଘ、出検をおこない、ԁなӡ営

にݙߩしている。
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　　ᶅ　༌血部
　　　　血液剤ٴび分画剤の発、入ݿ、出ݿ、クロスマッチ、FFP ༥ղといった༌血業務を 24 ࣌

間実施できる体制をऔり、ۓ急༌血࣌の大ྔ༌血プロトコル（MTP）のಋ入、剤のൖૹを行っ
ている。I�A をऔಘし、దで安શな༌血理が行われているとೝఆされている。新生児の交
༌血に対Ԡするため、血小൘剤の分ׂ、合成血の院内調整を開始した。血װ細๔Ҡ植、ࠎҠ
植に関༩している。安શでద正な༌血療法の実施を目తとして༌血医療チーム（༌血査委員会）
による査等を実施している。

　２）形ଶ検査業務
　　ᶃ　病理・細๔診検査
　　　　がんήノムエキスパートパネルのメンバーとして病理織検体を༻いたҨ伝子検査にࢀ画してい

る。またҨ伝性疾患ワーキング（HBOC）にもࢀ加し、Ҩ伝子関連検査の新規߲目や検査動線の֬
ೝ等を行っている。病理織検体、細๔診検体が年ʑ૿加するなかで、現場に技師が出向し、Ի
波検査室で施行する耳鼻科・಄ܱ部外科の甲状腺ᰍ部 US-FNA の検体࠾औ直後の細๔֬ೝ、内視
鏡室で施行する呼吸器内科のؾ支内視鏡実施࣌の病理・細๔診検体࠾औのհॿを行っている。ま
た、消化器内科の EUS-FNA や呼吸器内科の EBUS-TBNA 検体に対し、提出された病理織検体
のਝ細๔診による࣭తධՁも実施している。ਝ細๔診を༻いた織検体の࣭తධՁのਝ化は、
今後も臨床のཁがあればੵۃతに対Ԡしたい。病理織検体を༻いたҨ伝子検査も૿加が見ࠐま
れる中で、織検体のり出しや検体ॲ理などの課に対して、長ظ休Ջ中の休日出ۈにも対Ԡを
している。ຢ、࡞業環ڥの課として、ϗルムアルデヒドとキシレンの室内ೱのݮにむけて
ྗしている。

　　ᶄ　ඍ生検査
　　　　ඍ生検査においては、ഓཆ検査やਝ検査は年ʑ૿加向にあり、その中でもഓཆ検査はຖ年

 2 ׂずつの૿加となっているが、現状దに対Ԡできている。血液ഓཆについては、血ഓ陽性検
体ॲ理の 24 のため血液ഓཆ多ࠂछと性Ҩ伝子報ەతな࣌間実施体制に加え、ഊ血症患者のଈ࣌
߲目 PCR のӡ༻もܧ続し、ە߅薬ద性༻とਝな診療支援を行っている。また、MRSA の院内
アウトブレイク࣌には、MRSA の相ಉ性ݧࢼ（POT 法）を༻いた患者のスクリーニング検査や環
ラウンドڥチームの一員として環ࡦഓཆ検査などऩ束に向けて対Ԡした。そのଞに、院内感染対ڥ
やە߅薬ద正༻チームへのࢀ画、ICU カンファレンスへのࢀ加、7RE スクリーニング等の実施
により院内感染対ࡦにݙߩしている。

　　ᶅ　一ൠ検査
　　　　尿検査においては、尿ఆ性機器・尿ᕓ分析機器を最新モデルに一新後、報ࠂ区分の見直しも行

い、尿路感染症、尿路ѱ性जᙾ、腎োをؚむ多くの加情報をਝにかつ正֬に報ࠂすることを
目ඪにӡ༻を行っている。さらに、そのଞد生関連検査などのرな検査おいてもଶが整ってお
りਵ࣌対Ԡしている。

　３）生理検査業務
　　　感染対ࡦで環ڥ整උの重ཁ性を学び、患者がշదに検査をडけられるよう５S 活動をܧ続してい

る。検査݅は新型コロナウイルス感染のӨڹで一ݮ࣌গ向であったが、2023 年にはશ検査
において前年より૿加向であった。Ի波検査については、心エコー（経৯道心エコーؚむ）
が 4963 ݅から 5666 ݅、ෲ部・血・ද在ྖ域のԻ波検査が 11132 ݅から 11818 ݅と 2 年連続
૿加している。神経検査については、脳神経外科からのґཔだけでなく、椎外科からのґཔにも
対Ԡし、ज़中モニタリングが 52 ݅から 69 ݅に૿加しており、臨床へのݙߩができている。2023
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年 10 月からは新人が 3 名配属され、Ի波検査、神経検査で上ڃ技師の指ಋの下、業務शಘにྭ
んでいる。૿加する検査に対Ԡするため、Ҿき続き技師のҭ成が急務である。院内のエコー置の
理とメンテナンスは、ࡢ年ಉ༷に生理検査業務としてܧ続実施し、ۓ急対Ԡおよび修理対Ԡを行っ
ている。

̐　���� ࠪݕผՔಇूܭ　

Ҳൢ 血ӹ ਫ਼化ָʀ免疫 ඏਫ਼物 ༎血�

݇数� 76,928 563,514 3,437,832 72,200 31,377

఼数 1,993,631 18,198,173 73,677,784 12,414,106 2,368,749

病ཀྵࡋ๖ਏ ਫ਼ཀྵ機能 �注  ܯ૱

12,662 39,335 4,233,848 94,886

8,482,735 16,780,025 133,915,203  ʗ�
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̑　ೝఆٕ師

ˠ50 Խॳ

取得者数

名1会議協度制師技査検物生微床臨定認御制染感

血管診療技師認定機構 4 名

名2会議協度制師理管定認療治胞細

日本医療情報学会 1 名

名1会議協定認者術技ーリトメトイサ本日

日本食品安全協会 1 名

日本心エコー図学会 1 名

循環器領域 6 名

消化器領域　 10 名

体表臓器領域 7 名

泌尿器領域 5 名

血管領域 6 名

婦人科領域 3 名

健診領域 2 名

名1構機定認士導指養療病尿糖本日

日本脳神経超音波学会 1 名

日本バイオ技術教育学会 2 名

1 名

3 名

名2級１

名4級２

名1級３

1 名

1 名

1 名

1 名

4 名

免疫血清学 1 名

神経生理学 3 名

微生物学 3 名

名3学液血

循環生理学 3 名

名1学理病

臨床化学 1 名

呼吸生理 1 名

1 名

8 名

8 名

3 名

名2グンリタニモ髄脊脳中術師術技定認会学理生経神床臨本日

4 名

2 名

認定輸血検査技師制度協議会 3 名

名1会議協度制師技査検物生微床臨定認

名2体団進推修研療医・会議協体団院病四

東京労働基準協会連合会 3 名

1 名

2 名

1 名

名3学健保

名1学科医

名1学健保士博

細胞治療認定管理師

細胞検査士　

日本サイトメトリー技術者

特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者

一般毒劇物取扱者

上級健康食品管理士

中級バイオ技術者認定

植え込み型心臓不整脈デバイス認定士

JHRS認定心電図専門士

認定専門技師

脳神経超音波検査士

医療情報技師

診療情報管理士

日本糖尿病療養指導士

緊急臨床検査士

認定血液検査技師　

認定骨髄検査技師　

認定輸血検査技師

学位

臨床工学技士

第1種放射線取扱主任者

認定臨床化学・免疫化学精度保証管理検査技師

認定病理検査技師

認定救急検査技師

認定血液検査技師制度協議会

日本臨床細胞学会・日本臨床検査医学会

認定臨床微生物検査技師

修士

感染制御認定臨床微生物検査技師（ICMT）

認定資格名

国家資格

日本臨床衛生検査技師会

日本臨床検査同学院・日本臨床検査医学会

二級臨床検査士

臨床病理技術士

認定心電検査技師

認定一般検査技師　

POCT測定認定士

士査検波音超会学医波音超本日

日本不整脈心電学会

心電図検定

国際細胞検査

血管診療技師
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ۀ　̒

ʲจʳ
原　ஶ  
１．KJtaHawa D KJtanP T UDhJhara Y AnEP T NJThJLawa H SV[VLJ R OnaLa M KaTaNatTV T 

ShJraJThJ N TaLFNPtP K SFLJnF M SV[VLJ S SV[VLJ Y NaLanP A NaLanP R YanP H YPThJEa 
S Kawahara M MaFEa K NaLaNVra F. INpaDt PG MVMtJpMFY PPMZNFraTF ChaJn RFaDtJPn TFTt Jn 
PatJFntT wJth MFnJnHJtJT Pr EnDFphaMJtJT. OpFn FPrVN InGFDtJPVT DJTFaTFT 10（12): PGaE634 2023

２．KJtaHawa D ODhJ A KVrJNPtP T KaTaNatTV T ShJraJThJ N SV[VLJ S ShJntanJ Y FVrVNPrJ M 
SV[VLJ Y NaLanP A NaLanP R YanP H MaFEa K NPNJ K NaLaNVra F: PaTtFVrFMMa CFttZaF 
JnGFDtJPn rFRVJrJnH GJnHFr aNpVtatJPn EVF tP rapJE EFtFrJPratJPn anE tJTTVF EaNaHF. IDCaTFT 32: 
F01791 2023. FCPMMFDtJPn 2023. PMID: 37234727

３．KJtaHawa D KJtanP T FVrVNPrJ M SV[VLJ S ShJntanJ Y KaTaNatTV T ShJraJThJ N SV[VLJ Y 
NaLanP A NaLanP R NJThJZaNa A YPThJEa S YanP H MaFEa K NaLaNVra F. EpJEFNJPMPHZ 
PG rFTpJratPrZ traDt JnGFDtJPnT VTJnH NVMtJpMFY PCR Jn a JapanFTF aDVtF DarF hPTpJtaM EVrJnH thF 
CO7ID-19 panEFNJD. HFMJZPn 11� 9（3): F14424 2023

̐．KJtaHawa D KJtanP T FVrVNPrJ M SV[VLJ S ShJntanJ Y NJThJLawa H SV[VLJ R YaNaNPtP N 
OnaLa M NJThJZaNa A KaTaNatTV T ShJraJThJ N SV[VLJ Y NaLanP A NaLanP R YanP H MaFEa 
K YPThJEa S NaLaNVra F: INpaDt PG thF CO7ID-19 panEFNJD anE NVMtJpMFY pPMZNFraTF DhaJn 
rFaDtJPn tFTt Pn PVtpatJFnt antJCJPtJD prFTDrJptJPnT GPr pFEJatrJD rFTpJratPrZ JnGFDtJPn. PLPS OnF 
18（1): F0278932 2023 EPJ: 10.1371/jPVrnaM.pPnF.0278932. FCPMMFDtJPn 2023.　PMID: 36595501

５．MJZaLF M I[VNJ C 8atanaCF H O[aTa N MPrJNPtP T MatTVtanJ H TaLahaThJ S OhtanJ Y BaCa 
M SaLaNPtP J TaNaLJ Y EnPNPtP S KPnEP H TaNVra T NaLaHawa Y KJNVra T� CAPITAL-
RCT InWFTtJHatPrT: PrPHnPTtJD WaMVF PG E/F� ratJP anE JtT DhanHF PWFr tJNF Jn ST-TFHNFnt FMFWatJPn 
NZPDarEJaM JnGarDtJPn wJth prFTFrWFE MFGt WFntrJDVMar FjFDtJPn GraDtJPn Jn thF rFpFrGVTJPn Fra. J 
CarEJPM 84（4): 253-259 2023. EPJ: 10.1016/j.jjDD.2024.03.002 

̒．MPrJZa K NaLaLJta T NaLaZaNa N MatTVP Y KPNFEa Y HanatanJ J KaZa D NaHaNatTV S 
MatTVP H UFjJNa M NaLaNVra F: SARS-CP7-2 WaDDJnatJPn rFTpPnTF Jn japanFTF patJFntT wJth 
aVtPJNNVnF hFpatJtJT: rFTVMtT PG prPpFnTJtZ TDPrF-NatDhFE DaTF-DPntrPM TtVEZ. J CMJn MFE 12（16）: 
5411 2023. EPJ: 10.3390/jDN12165411. PMID: 37629453

７．東山しのぶɼ 松浦७平ɼ㫥ゆかりɼ小഼ҥ子ɼ中村จ : ༌血電子ೝূシステムの༻を્するཁ
Ҽ．日本༌血細๔治療学会49-45 :70 ࢽ 2024

症ྫ報ࠂ
１．上岡樹生ɼ中村จɼ東　貞行ɼ野村༞ر : ナトリウム血症とガンマグロブリン血症を来した急

性Ԍ症症ྫ．日本臨床検査医学会104-98 :72 ࢽ 2024

ʲ発දʳ
講　演
１．辰ݾ७一：日当直࣌の血液検査　ૅجࣝとポイント、意点 ��．奈臨技 血液検査部門 血液検査分

野 ఆظ研修会（8EB）
２．飯尾洋紀：尿ᕓؑ別のૅج　ԁப・݁থ．奈臨技 一ൠ検査部門 一ൠ検査分野 ఆظ研修会（8EB）
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３．泉屋直ً： BaTJD CZtPMPHZ 乳腺．奈臨技 細๔部門 細๔検査分野 ษڧ会 （8EB）
̐．大谷༞࠸：「講師からのઓ状ʂஅにࠔった࣌の心電ਤをಡみղくにはコレʂ」　ʙ京奈からの 3 番

উෛ ��� ʙ．京臨技 生理検査分野「南部合ಉ研修会」（京都府木津川市）
５．藤高ҥ里：奈良एの会をってもらいたいʂ　奈良県総合医療センター施設հ．奈臨技 奈良ए

の会 第 6 ճオンライン企画（8EB）
̒．辻野秀உ： BaTJD CZtPMPHZ リンパઅ．奈臨技 細๔部門 細๔検査分野 ษڧ会（8EB）
７．北川大ี：尿ᕓؑ別のૅجʙҟ型上皮細๔ʙ．奈臨技 一ൠ検査部門 一ൠ検査分野　ఆظ研修会

（8EB）
̔．高木豊խ：༌血検査ૅج研修会ᶃ　血液型．奈臨技 ༌血・Ҡ植検査部門 ༌血・Ҡ植検査分野 ษڧ会

（8EB）
９．ଠ田奈津子：第 70 ճ臨床検査技師国家ݧࢼ対ࡦ講座 臨床生理学、Ի波検査　ૅجと臨床．日本医

歯薬研修会（大阪市）
10．中島久：༌血検査ૅج研修会ᶄ　ෆ規ଇ߅体．奈臨技 ༌血・Ҡ植検査部門 ༌血・Ҡ植検査分野 ษ

会（8EB）ڧ
11．井上༟行：臨床化学・໔Ӹ血清 精理報ࠂ会．奈臨技 生化学分析部門 臨床化学・໔Ӹ検査分野 

ษڧ会（8EB）
12．尾崎里美：奈臨技サーベイ報ࠂ会 一ൠ分野．奈臨技 一ൠ検査部門 一ൠ検査分野 ษڧ会（8EB）
13．井上༟行：血清学త感染症検査の報ࠂ方法の調査 第 1 ճ ： HB7 検査 および HC7 検査．奈臨技 生

化学分析部門 ໔Ӹ検査分野 ษڧ会（8EB）
14．中村世：Ի波症ྫ検౼会（ෲ部ྖ域）．奈臨技 生理機能検査部門 画૾分野 ఆظษڧ会（8EB）
15．北川大ี：アメリカ留学にて学んだ臨床検査と医療状況ʙ検査をऔりרく環ڥと日本とのҧいʙ．奈

臨技 生涯ڭҭ研修会（8EB）
16．渡ᬑࠬ貴：Ի波症ྫ検౼会（心ଁྖ域）．奈臨技 生理機能検査部門 画૾分野 ఆظษڧ会（8EB）
17．北川道：診療所および在宅医療におけるԻ波検査支援について．桜井地区医師会学ज़講演会　第

47 ճ病診連携研修会（桜井市）
18．石田ಞ正：血液分野症ྫ検౼会．奈臨技 血液検査部門 血液検査分野 症ྫ検౼会（8EB）
19．大谷༞ࢲ：࠸が経ݧした心Ṛ内血जの一ྫ． ThF EDhP 8FC　BJwFFLMZ CPnGFrFnDF（8EB）

シンポジウム・ଞ
１．中村จ、ଞ：RCPC2. 発と৯ཉ下が続き入院となった 42 உ性ࡀ . 第 70 ճ日本臨床検査医学会

学ज़集会（長崎市）
２．北川道：੩຺ᚅ治療における血診療技師のׂについて． KIPS MFFtJnH 2023（奈良市）
３．大谷༞࠸：心ଁྖ域：れられない心エコー．第 48 ճ日本Ի波検査学会学ज़集会（大阪市）
̐．北川道：੩຺疾患に対する血診療技師の現状とऔりみ．第43ճ日本੩຺学会総会（Ѫඤ県松山市）
５．北川大ี： MVMtJpMFY PCR のӡ༻と今後について． IDATEN 日本感染症ڭҭ研ڀ会（8EB）
̒．北川大ี：液検査の意ٛと MVMtJpMFY PCR の有ޮ性について．第 62 ճ 日臨技近ـ支部医学検査学

会（和Վ山市）

一ൠ演
１．大谷༞࠸ɼଞ：右心ܥにまでਐలした血平筋जの一ྫ．日本心エコーਤ学会 第 34 ճ学ज़集会（ذ

ෞ市）
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２．渡ᬑࠬ貴ɼଞ：ף動੩຺ᚈのഁ྾が原Ҽと考えられた心೯内血जの一ྫ．日本心エコーਤ学会 第 34
ճ学ज़集会（ذෞ市）

３．大᥊༟子ɼଞ：ؑ 別にྀۤした右室内血जの一ྫ．日本心エコーਤ学会 第 34 ճ学ज़集会（ذෞ市）
̐．山西　ྒɼଞ：尿検体の室Թ放置にうఆ性・ᕓ߲目の経࣌తม化．第 39 ճ奈良県医学検査学会（天

理市）
５．原田直ɼଞ：当院における新生児ௌ֮スクリーニングの現状と課 - ޮతな新生児ௌ֮検査を目

指して -．第 39 ճ奈良県医学検査学会（天理市）
̒．浜本加ɼଞ：心電ܭにおけるղ析バージョンのҧいによる診அ精のൺֱ．第 39 ճ奈良県医学検

査学会（天理市）
７．藤高ҥ里ɼଞ：ᙾ形成をきたした小児のᰍ部化性リンパઅԌについて．第 48 ճ日本Ի波検査

学会学ज़集会（大阪市）
̔．渡ᬑࠬ貴ɼଞ： INpFMMa ૠ入下 心室中ִઠज़後ධՁを経৯道エコーで行った１ྫ．第 48 ճ日本

Ի波検査学会学ज़集会（大阪市）
９．武野ޗݐɼଞ： CD8 の発現をೝめた急性ࠎ性白血病の 1 ྫ．第 24 ճ日本検査血液学会学ज़集会（名

古屋市）
10．森田།Ֆɼଞ： PMaTNaCMaTtJD tranTGPrNatJPn を来し CD34 の発現をೝめた多発性ࠎजのーྫ．第

24 ճ日本検査血液学会学ज़集会（名古屋市）
11．辰ݾ७一ɼଞ： DFr（1�7）（R10�p10）をうࠎҟ形成症ީ群 2 症ྫの経過．第 24 ճ日本検査血液

学会学ज़集会（名古屋市）
12．西本Ղಹɼଞ：急性ഏ血ખ࠹ખ症（PTE）໓を目指した D7T 診அアルゴリズムのӡ༻状況．第

37 ճ　OFC 研ڀ会講演会（大阪市）
13．北川道：ഏખ࠹ખ症໓プロジェクトӡ༻における意ࣝ調査ʙ病棟看護師によるアンケート調査か

ら見えてくるものとはʙ．第 8 ճ かもがわ 7FnPVT FPrVN （京都市）
14．中島久ɼଞ： RPCPtJD PrPDFTT AVtPNatJPn（RPA）を༻した༌血部業務ޮ化へのऔりみ．第

62 ճ 日臨技近ـ支部医学検査学会（和Վ山市）
15．岡本光里ɼଞ：जᙾ่յ症ީ群をఄした高ѱ性 B 細๔リンパज症ྫ．第 62 ճ 日臨技近ـ支部医学

検査学会（和Վ山市）
16．北川大ีɼଞ：本医療機関で臨床分された AFrPNPnaT 属の分子Ҩ伝学ղ析．第 93 ճ日本感染

症学会西日本地方会学ज़集会 第 71 ճ日本化学療法学会西日本支部総会（富山市）
17．北川大ีɼଞ：奈良県の医療施設で過ڈ 5 年間に分された AFrPNPnaT 属ەのӸ学ղ析．第 35 ճ

日本臨床ඍ生学会総会・学ज़集会（横浜市）
18．鈴木ਸ真ɼଞ：ࠞ合血流感染の൱ఆに ESBLT બഓ地が有༻であった SaMNPnFMMa 血症のە 1 ྫ．第

35 ճ日本臨床ඍ生学会総会・学ज़集会（横浜市）
19．関ࠜԁ香ɼଞ： CO7ID-19 患者におけるഏԌەٿとレジオネラ症の重ෳ感染症とਝ検査の有༻性．

第 35 ճ日本臨床ඍ生学会総会・学ज़集会（横浜市）
20．鈴木ਸ真ɼଞ：ഉᔔ࣌におけるӴ生֬ೝʙ手指Ԛ染状況・手ચい手指消ಟ・便座クリーナーの有༻性

ʙ．メディカルスタッフアカデミー 学ज़集会（奈良市・当センター）
21．髙谷美݁ɼଞ：生化学検査における༹血のӨڹ．メディカルスタッフアカデミー 学ज़集（奈良市・

当センター）
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③์ࣹઢ෦

１　औΓΈ

　当部門は奈良県北部のװج病院として、地域医療にݙߩすることが໋であると考え、༷ʑな検査や治
療を行っています。また、高な集学త治療へのࢀ画にもऔりんでいます。
　　‖　զʑは、「ؾづく、する、行動する」を心がけ、患者さんの目線に立った医療を提供できるよ

うに日ʑ医療レベルの向上にऔりんでいます。
　　‖　高医療機器のՔಇの向上、医療安શ対ࡦ、感染対ࡦを重点తにڧ化しています。
　　‖　近ྡの医療機関と連携するࡍに࣭の高い画૾を提供することで、地域医療の活性化にݙߩしてい

きます。
　‖　線ྔ理システム（DPTF ManaHFr）を༻いた医療ඃばくの理と最ద化にもੵۃతにऔりみ

医療ඃばくの見える化にめています。

２　Ռ

ྍ࣮

̏　ελοϑٴͼ෦հ

　診療放射線技師 44 名、看護師 36 名（内視鏡ؚ）、事務ड５名で構成されています。
　一ൠ検査部門、ಛघ検査部門、֩医学検査部門、放射線治療部門に分かれています。

（１）一ൠ検査部門
　 　　一ൠࡱӨ（ڳෲ部・椎・四ࢶ等）、ポータブルࡱӨ、口腔ࡱӨ（デンタル、パノラマ、CT）、乳

ࡱӨ（マンモトームؚむ）、X 線 T7 検査、ࠎ塩ఆྔ検査を୲当しています。
　 　　ීஈより、ࡱӨ法や医療ඃばくの最ద化のためにษڧ会を開くなど、診அՁの高い画૾を提供

できるようにめています。また、心地よい۰にもめています。
（２）ಛघ検査部門
　 　　救急業務、CT 検査および MRI 検査、血Ө検査を୲当しています。

検 ᰝ 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

୍⯡ᙳ 38,225 37,183 34,474 36,400 38,677 39,308

ルᙳࣈータ࣏ 14,506 16,204 14,121 15,572 16,804 20,682

ཱྀ⭍ᙳ㸦ཱྀ⭍ CTྵ） 1,450 1,802 2,062 2,342 2,906 3,569 

CT検

出ຊ

ᰝ 25,580 26,518 30,058 27,626 28,600 31,339

MRI検ᰝ 10,932 12,213 12,056 12,958 13,825 14,342

X⥺ TV検ᰝ 1,136 1,036 863 923 875 941

⾑⟶㐀ᙳ検ᰝ 463 572 589 525 588 678

ᚰ⮚ࢸ࢝ーࢸル検ᰝ 627 708 585 624 697 779

RI㸦2018年度より PETྵ） 1,729 1,839 1,975 2,118 2,078 2,136 

CD (⏬ീ連携） 6,842 7,461 7,354 7,922 8,254 8,801 

㦵ሷ定㔞検ᰝ 546 529 450 515 598 744

ஙᡣᙳ 347 497 530 592 843 822

内ど㙾検ᰝ 1,170 1,248 1,103 1,064 995 1,088 

ᨺᑕ⥺療 8,842 13,342 13,175 12,907 12,804 9,898 

合計㸦ே） 112,395 121,152 119,395 122,088 128,544 135,127 
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　 　　救急・集中治療センターでは、重症救急患者さんのために、֤置をۦし 24 間体制で画૾提࣌
供しています。また、診療放射線技師による STAT（ಡӨิॿ）報ࠂもੵۃతに行い、チーム医療
にݙߩしています。

　 　 CT 検査部門では、最新のスペクトラル CT をؚめた̐台の CT 置を有しています。2023 年１
月ಋ入のスペクトラル CT は、２検出器により通ৗࡱӨから高エネルギーଳ、エネルギーଳの
画૾がऔಘでき、ӨޮՌ૿ڧ、ヨードڧ調画૾、実ޮ原子番号画૾等、༷ʑな画૾構築を行うこ
とができるようになりました。जᙾೱ染のڧ調、腸ڏ血や血ખをカラーදࣔ化することで視ೝ性
を向上することができ、診அに大きなメリットをもたらします。

　 　 MRI 検査部門では、3.0 テスラ MRI 置２台、1.5 テスラ MRI １台、合３ܭ台を有しており、最
新の高࣓場 MRI 置だから提供できるѹॖセンシングを༻いた࣌間ࡱӨや、心ଁ T １ NappJnH
画૾などを提供することにより診அのサポートを行っています。

　 　　血Ө検査では、血ࡱӨ置３台、手ज़室にハイブリッド置１台、合̐ܭ台を有しています。
શてが最新の FDP（フラットパネル）置で、血ࡱӨ置のうち１台は CT 置と一体化された

「I7R-CT」でリアルタイムに３D 画૾を࡞成し、検査や治療をԁにਐめるサポートを行っています。
　 　　高化しधཁの高まる I7R において、ハイブリッド置ではステントグラフト内ૠज़などの血

内治療を行っています。

（３）֩医学検査部門
　 　　SPECT 置１台、PET-CT １台を有しており、SPECT 置では֤診療科からのґཔに対し、心筋・

脳・脳血流・ࠎ・腎などの༷ʑな部Ґにおいて、形ଶを見る検査や血流や代ँなどを調べる機能త
検査など、෯広い画૾検査を行っています。

　 　　PET-CT 置では 18F-FDG を༻いて、がんやѱ性リンパजなどのѱ性जᙾ、心ଁサルコイドーシス、
大型血Ԍに対する検査を行い、ૣظがんの発見、治療のޮՌఆなどにݙߩしています。

　 　 2024 年３月には、ݫしい画૾৹査に合֨し「PET 画૾施設ೝఆ」をऔಘし、ಉ年９月より 18F- フ
ルテメタモルを༻いたアミロイド PET 検査を開始しました。อݥదԠでアミロイド PET 検査を行
うための条݅として、「アルツハイマー病によるܰೝোまたはܰのೝ症がٙわれる患者さ
んに対し、アルツハイマー病治療薬༩のཁ൱を行うこと」とされています。

（̐）放射線治療部門
　 　　地域がん診療連携ڌ点病院として、集学తがん治療の࣭の向上と高精放射線治療のਪਐを目త

としたઐ門తなスタッフをଗえたӡ営を行なっています。2021 年より開始した高精放射線治療
は前立腺؞、಄ܱ部؞におけるڧม調放射線治療（IMRT）はもちろん、಄部やഏのजᙾへのఆ
Ґ放射線治療をੵۃతに行っています。

　 　　ಛに前立腺؞治療では、র射中に前立腺をԻ波置にてモニタリングすることで、৵ऻかつ
高精の放射線治療を提供しています。

　 　　؇和治療では１ճで終わる治療もਐめており、ෳճにわたる通院などのෛ୲をܰݮした治療も
行っています。

　 　　また、2025 年１月より「放射線治療ガウン（有ྉ）」のӡ༻を始めました。ண༻は意であり、
治療部Ґがڳෲ部の女性で、ごࣗでの更ҥやҠ動がՄ能な方を対にしています。これにより放
射線治療のࡍ、上དになることなく治療をडけていただけます。

　 　　品࣭理では、ઐ門のೝఆを࣋ったスタッフがఆظతに精理を行っています。また第三者機
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関によるධՁをಘることで、放射線治療置の出ྗ精を୲อしています。

̐　֤छೝఆ֨ࢿ

ಈ༰׆　̑

（１）新しい医療技ज़の提供へのऔりみ
　　‖　学会やษڧ会などにੵۃతにࢀ加し、ಘたࣝを業務にフィードバックすることで、最新のトレ

ンドをいちૣくऔり入れ、画૾提供につなげています。
　　‖　業務がԁにਐむよう、ࡱӨ方法や置のアップデートにう༻方法に関するษڧ会を開࠵し、

情報の共有と、ࣝ・技ज़の向上にめています。
（２）人ࡐҭ成
　　‖　スタッフのઐ門తな技ज़とࣝのशಘに加え、チーム医療へのݙߩが重ཁと考えます。ఆظతな

部内医療安શ検౼会の開࠵、ଞ職छとのカンファレンスࢀ加、研ڀ活動、学会活動やೝఆ֨ࢿの
औಘをਪਐするなど、人ࡐҭ成に関するサポート体制が整えられています。

　　‖　新人技師のҭ成として、明֬な目ඪ設ఆと実ફతな学び、フィードバックを中心としたプログラ
ムをんでいます。技ज़తなスキルだけではなく、チームとしてのׂやコミュニケーションの
重ཁ性を理ղし、成長し続ける࢟を後押ししています。

‖ 放射線技師ཆ成ߍの学生臨床実शをडけ入れています。DPC ಛఆ病院群（大学病院本院とಉ等
の医療レベル）に指ఆをडけた当院での高な医療技ज़と、県立病院機構職員の丁ೡな۰スキ
ルを学んでক来に活かしていけるよう指ಋしています。

　　‖　法人センター（奈良県総合医療センター、西和医療センター、リハビリセンター）間の人事交流
を行い、֤センターにてഓわれた技ज़やࣝを共有し、新たな発見やվ善点をࣗセンターに࣋ち
。化を行っていますۉることで、શ体の技ज़ྗのఈ上げと平ؼ

名1ᖌᢏ報療医名4ᖌᢏ定ㄆᙳ急救

ᨺᑕ⥺療ᑓ㛛ᨺᑕ⥺ᢏᖌࠉࠉࠉࠉࠉ 6名 ☢Ẽඹ㬆㸦0R)ᑓ㛛ᢏ⾡者 1名

名6ᖌᢏ定ㄆTC⥺X名6ኈ⌮⟶㉁ရ療⥺ᑕᨺ

ᨺᑕ⥺⟶⌮ኈࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ 4名 7検デㄆ定ᢏᖌ&ࢇࡀ⫵ 2名

ᨺᑕ⥺ᶵჾ⟶⌮ኈࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ 4名 ⏬ീ等ᡭ⾡支援ㄆ定デ療ᨺᑕ⥺ᢏᖌ 1名

名2ᖌᢏ㛛ᑓᏛ医᰾
⾑⟶ᙳ࣭インター࣋ンࣙࢩンᑓ㛛

デ療ᨺᑕ⥺ᢏᖌ
1名

ࠉࠉࠉࠉࠉーㄆ定ᢏᖌࣇࣛࢢン࣐ࣔ 9名

名1者⌮⟶⏕⾨✀୍第名1ኈ⌮≀Ꮫ医

第୍✀ᨺᑕ⥺取ᢅ௵者 9名 ⮫ᗋ実⩦ᣦᑟᩍ員 6名

第୍✀స業⎔ቃ 定ኈ 2名 ICLSインスࢡࣛࢺター 2名

名1員㝲TA0Dᮏ日名1者⌮⟶⏕⾨Ꮫᕤ⏕⾨

㸦１）b ᑓ㛛ᢏᖌ

㸦２） ྛ✀චチ
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ᶆڸࢹ෦

１　औΓΈ（ۀ༰）

　当院は北和地区のװج病院であり、高医療୲う最終医療機関として内視鏡診அ・治療を行っている。
また、救໋救急センターを有しており、ۓ急で内視鏡治療のඞཁな症ྫに対して、24 間࣌ 365 日体制で
対Ԡしている。なお、当内視鏡部は日本消化器内視鏡学会ೝఆ指ಋ施設（指ಋ医 4 名）、日本呼吸器内視
鏡学会関連施設（指ಋ医 3 名）であり、ڭҭ機関として内視鏡医のҭ成にめている。
　内視鏡室の構成は上部消化内視鏡室 3 室、下部消化内視鏡室 2 室に加えて内視鏡部内に X 線ࡱӨ
室を 3 室有し、༧ఆ検査・ॲ置のみならずۓ急ॲ置も多の݅をॲ理している。X 線透視室のうち 1 室
はӄѹ室であり、コロナ感染拡大࣌においても感染症ྫに対する検査・治療も安શに施行Մ能な体制で、
多くの感染症ྫのۓ急内視鏡をडけ入れてきた。内視鏡機器は 2023 年 3 月にࣜچのスコープをすべて
ഇࢭして最新のスコープに一新し、最高レベルの画࣭で検査・ॲ置がՄ能となった。上部消化内視鏡検
査においてはશྫで拡大機能きの内視鏡を༻し、さらに上部・下部ともにಛघ光（NBI）もซ༻して、
できるだけૣظに消化؞を発見しಘるよう診அしている。ᢄ内視鏡において、ज़後再ݐ腸に対して
シングルバルーン小腸内視鏡を༻いたᢄ内視鏡（ERCP）の݅はશ国トップレベルであり、一ൠ施設
では施行ࠔな症ྫを近ྡの医療機関よりごհいただき、多く施行している。ؾ支鏡はガイドシー
スซ༻ؾ支腔内Ի波அ法（EBUS-GS）を༻いて、正֬な検体࠾औを行っている。

２　Ռ（ۀ࣮）

　2023 年の検査・ॲ置݅について、消化内視鏡はࡢ年と横ばいであったが、ࢭ血やドレナージ
をཁするۓ急ॲ置やѱ性疾患に対する݅は૿加した。
年よりࡢ急内視鏡の総実施݅はۓ　 15� ૿加した。ಛに胃・े二指腸௵ᙾや৯道੩຺ᚅഁ྾に対
する上部消化出血に対するۓ急ࢭ血ज़は５ׂ૿加し、ᢄ内視鏡（ERCP）はۓ急ドレナージなどで
近ྡの医療機関からごհいただく患者さんが多く 15� 以上૿加している。診அ精の高さからधཁが
高まっているᢄ疾患に対するԻ波内視鏡検査は、年ʑண実に૿加している。今年からෲ腔鏡内視鏡
合ಉ手ज़が開始となり、もともと消化器内科・外科のີな連携が構築されていたことを活かして、できる
だけ৵ऻに೪ບ下जᙾなどのআを行っている。
げる目指すべき医療のܝ急症ྫおよびѱ性疾患に対して多く対ॲしており、当センターがۓ　 7 つのப
である「救急医療のॆ実」、「ઐ門తな࣭の高いがん医療の提供」を۩現化し、北和地域のװج病院の内視
鏡部として、໋をՌたしている。

1202 年度 2022年度 2023年度

ୖ㒊ᾘ⟶内ど㙾 3,905

1,613

3,737 3,832

1,506 1,599

Ṇ⾑⾡ 302631031
⢓⭷ୗᒙ㞳⾡(ESD) 83 99 89 

ୗ㒊ᾘ⟶内ど㙾
⢓⭷ୗᒙ㞳⾡(ESD) 32 26 28 

⫹⮅内ど㙾 874314763)PCRE(
⫹⮅㉸㡢Ἴ内ど㙾 242 262 281 
⾡ᚋᘓ⭠⟶のERCP 49 52 56 
⫹㐨㙾 511161)ssalgypS(

ᑠ⭠内ど㙾 920243
Ẽ⟶支㙾 882753082
⥭急内ど㙾 438627215
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ᶇྟচֶٕज़෦

１　औΓΈ

　①݂ӷড়Խۀ

　血液ড়化治療部では、血液透析の開始から終ྃまでに関わる臨床業務を行い、透析関連品の理、
透析液清ড়化理（ET・生ەଌఆ）、透析置のอक点検を実施している。透析༻水・透析液の清ড়化
理を行うことにより、࣭の高い透析治療を提供し「透析液水࣭֬อ加10）ࢉ 点）」のࢉఆをՄ能とし
ている。そのଞ、௵ᙾ性大腸Ԍに対するᰒཻٿআڈ療法や໔Ӹ疾患に対する血ᕶ交などのಛघ血液ড়
化療法、多発性ࠎजなどの疾患に対するধ血װ細๔࠾औにも対Ԡしている。
　②ूதۀࣨྍ࣏ɾٸٹ໋ٹηϯλʔۀ

　集中治療室では、࣋続血液ড়化置やิॿ循環置や人工呼吸器などの生໋ҡ࣋理置を中心に
༷ʑな ME 機器のૢ࡞およびอक理を行っている。また、ۓ急࣌にਝに対Ԡするためۈ体制と
し院内 24 間対Ԡを行っている。臨床サポートとして、CRRT・PE࣌ などのಛघ血液ড়化療法、ネーザ
ルハイフローを༻いたࢎૉ療法から重症呼吸ෆશに対する 7-7 ECMO まで෯広く対Ԡしている。人工
呼吸器理においては、機器の理に加えૣظ床を目తとしたリハビリに対するհॿもੵۃతに行う
ようめている。
ۀ࿈ؔٵݺ③　

　人工呼吸器のอक点検や呼吸理に関連する品の理をはじめ、患者さんの人工呼吸器ಋ入から
までの臨床業務に係わっている。平成 25 年̐月からは、呼吸サポートワーキング部が発され、院
内のチーム活動として、３学会合ಉ呼吸療法ೝఆ士をऔಘした CE が一員として活動している。
　ᶆΧςʔςϧۀࠪݕ

　カテーテル検査業務では、心ଁカテーテル検査、ধ血治療、カテーテルアブレーション治療、ᰍ
動຺ステント治療などに対Ԡしている。心ଁカテーテル検査・ধ血治療では、バルーンやステント
などの治療デバイスの४උやポリグラフ・生体モニターのૢ࡞を行っている。ロータブレータなどの
ಛघ治療機器を༻するࡍには CE が機器ଆの४උ・ૢ࡞を行っている。カテーテル検査での I7US・
OCT・FFR など画૾診அのૢ࡞は CE が行っており、データのղ析では医師のิॿを行っている。カテー
テルアブレーション治療では、༻する機器の४උやポリグラフ・３D マッピング置のૢ࡞をओに行
い、医師と連携することでదなෆ整຺治療の一を୲っている。また、カテーテル室内でશຑਲが
ඞཁとなる治療が行われる場合には CE がຑਲ器のセットアップを行っている。現在は関連学会のೝఆ
つ࣋を֨ࢿ CE が在੶しており、よりઐ門性の高いࣝをにつけ対Ԡすることを心掛けている。
　ᶇ২ࠐΈܕ৺ଁిؾσόΠε（$*&%）ؔ࿈ۀ

　ペースメーカや ICD をؚめた CIED 業務では、植ࠐみ手ज़࣌のプログラマーૢ࡞およびフォローアッ
プを中心とした業務を行っている。フォローアップではデバイス外来にてఆظతにデバイスのチェック
を行い、医師と連携してదな設ఆのҡ࣋やҟৗのૣظ発見にめている。検査・手ज़࣌には 24 間࣌
体制で設ఆม更をؚめたデバイスのチェックに対Ԡしている。
　ᶈ.&ثػอकཧۀ

院内の医療機器に対して ME 機器อक理データベースを༻いて理し、院内で多อ有する高
理医療機器を対とした中央理体制を構築することでޮతなӡ༻をਤっている。臨床工学技士の
業務である生໋ҡ࣋理置のૢ࡞および理を行うことで「医療機器安શ理ྉ１」をࢉఆしている。
ି出された機器は、֤部ॺで༻後にฦ٫され、༻前点検を実施後にି出する一連の流れでӡ༻して
いる。また、ఆظతな ME 機器のऔѻいに関するษڧ会の開࠵や、新規ಋ入した機器のऔѻいઆ明会
なども行っている。
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ᶉखज़ࣨۀ

　手ज़室の高理医療機器を中心に機器のӡ༻ޮをਤるため、手ज़室ৗற CE を配置し出来るݶり
点検・修理の૭口となるようにめ機器のトラブル対Ԡを行っている。また開始前点検として、ຑਲ器
前点検や֤医療機器のチェックを行うことで手ज़が安શに開始出来るようめている。手ज़室に༺
おけるઐ門性の高い機器をѻう臨床業務として、開心ज़（人工心ഏ）・ロϘット支援手ज़・下ࢶ੩຺ᚅ

（E7LT）・ステントグラフト（E7AR/TE7AR）・経カテーテル大動຺ห植ࠐみज़（TA7I）・眼科手ज़
などがあり、これらの手ज़に対し臨床支援を実施している。
　また、医師のタスクシフト・シェアの一環として 2023 年からຑਲアシスタント業務の院内研修が
開始され、2024 年̔月に１ظ生として２名が院内ೝఆをडけた。ຑਲアシスタント CE はຑਲ科医と
業務にै事し、より安શで࣭の高いຑਲ業務にݙߩできるようめている。

˞ ���� ʹ͓͚Δ֤ઐۀͷରԠ࣮Λʮ�ɽՌʯʹࣔ͢ɻ

２　Ռ（ରԠ࣮）

ಈ׆࿈ؔࡂɺ（࿈ؔثػ医ྍ）ಈ׆ԉɺνʔϜࢧҭڭ　̏

・奈良県透析ࡂ医療コーディネーター「ྩ和５年奈良県透析܇ࡂ࿅（R5.121.9）」
・新規ಋ入医療機器に関するૢ࡞આ明会
・医療機器の安શ༻に関する研修会

MEᶵჾಖᏲ⟶⌮ᴗົ

CE㒊 ᑐᛂMEᶵჾ㸦ᶵ✀㸧 63

CE㒊 ୰ኸ⟶⌮ᶵჾ⥲ྎ数㸦ྎ㸧 2,728

MEᶵჾ࣓ࣥࢫࣥࢼࢸᑐᛂ௳数㸦௳㸧 1,918

CEᑐᛂ㸦௳㸧 1,840

ᑐᛂ㸦௳㸧࣮࣮࣓࢝ 78

CEᑐᛂẚ率㸦㸣㸧 95.9

CEᑐᛂࢫࣥࢼࢸ࣓ࣥࡢᩱ㔠㸦๐ῶຠᯝ┠Ᏻ㸧㸦㸧 18,052,850

⾑ᾮίᴗົ㸦⾑ᾮί⒪ᐊ㸧

⥔持㏱ᯒ⒪(HD/HDF/ECUM/6E HD)㸦௳㸧 1,671 

≉Ṧ⾑ᾮί㸦PE/GCAP/LCAP/CART㸧㸦௳㸧 45 

ᮎᲈ⾑ᖿ⣽⬊᥇ྲྀ㸦PBSCH㸧 32㸧௳㸦

ᩆᛴ࣭㞟୰⒪࣮ࢱࣥࢭᴗົ

ᛴᛶ⾑ᾮί㸦IRRT/CRRT㸧㸦௳㸧 515㸦112/403㸧

33㸧௳㸦ίᾮ⾑Ṧ≉

㸧131㸦72㸧௳㸦㸧数᪥⌮⟶㸦PBAI

㸧342㸦96㸧௳㸦㸧数᪥⌮⟶㸦OMCE-AV

㸧81㸦3㸧௳㸦㸧数᪥⌮⟶㸦OMCE-VV

㸧98㸦11㸧௳㸦㸧数᪥⌮⟶㸦allepmI

ᚠ⎔ჾ㛵㐃ᴗົ

ᚰ⮚᳨ࣝࢸ࣮ࢸ࢝ᰝ㸦CAG/PCI㸧㸦௳㸧 457㸦169/288㸧

⨨㸦IVUS/OCT/FFR㸧㸦௳㸧ࢢࣥࢪ࣮࣓ 339㸦149/163/27㸧

㸦௳㸧ࣥࣙࢩ࣮ࣞࣈࣝࢸ࣮ࢸ࢝ 193

㸧㸦௳㸧ࡴ㛵㐃㸦እ᮶ྵ࣮࣓࢝ࢫ࣮࣌ 851

ᡭ⾡ᐊᴗົ

49㸧௳㸦⾡ᡭࡳ込᳜࣮࣌ࢫ࣓࣮࢝

ᨭᡭ⾡㸦da Vinci㸧㸦௳㸧ࢺࢵ࣎ࣟ 273

587㸧௳㸦⾡ᡭ⛉║

36㸧௳㸦PEM

EVLT㸦ୗ⫥㟼⬦⒗㸧 41㸧௳㸦

㸦EVAR/TEVAR㸧㸦௳㸧 51㸦37/14㸧ࢺࣇࣛࢢࢺࣥࢸࢫ

011㸧௳㸦⫵ᚰᕤ人

441㸧௳㸦⨨ᅇ⾑ᕫ⮬

32㸧௳㸦IVAT

231,2㸧௳㸦᳨Ⅼ๓⏝ჾ㓉㯞

㯞㓉ࢺࣥࢱࢫࢩᑐᛂᡭ⾡௳数㸦௳㸧 354

་⒪ᨭᴗົࡢࡑ

34㸧௳㸦AFR
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̐　ೝఆ༗ऀ֨ࢿ

　֤学会でೝఆされた֨ࢿを有しているೝఆ者をڍげる。

ۀ　̑

ஶ　ॻ
１）松田翔ر：MLD-MAX を活༻した UMtrFPn2.0 TPGtwarF ૢ࡞手ॱ．UMtrFPn2.0 QVJDL GVJEFɼアϘッ

トメディカル 2023

講　演
１）木村༏友：ECMO 理．TERUMO グループミーティング（8EB）
２）松田翔ر：E7T デバイス．KCJL2023（大阪）
３）松田翔ر：PCI デバイスのૅج．奈良県臨床工学技士会循環部門セミナー（8EB）
̐）松田翔ر：OCT のૅجʙԁな PCI のためにコメディカルが出来ることʙ．PCI TFaN CPnGFrFnDF

　（8EB）
５）૿井྄仁：I7US のૅج．C7.DPN（8EB）

シンポジウム・ほか
１）松田翔ر：PCI デバイス．HPw LI7E� （8EB）
２）松田翔ر：RMS を安શに行うために CE ができること．第 29 ճ近ـ臨床工学会 （ฌݿ）
３）૿井྄仁：PCI における入院からୀ院まで．C7.DPN（8EB）

一ൠ演
１）Ԯ田　༞・ほか：心細動 2nE TFTTJPn の心සഥに対して CARTO3 を༻いて Hap 伝ಋ路がಉఆで

きた１ྫ．第 33 ճ日本臨床工学会（広島）
２）松田翔ر・ほか：当センターにおける OFDI を༻いた DarpFt WJFw のධՁ方法と有༻性の報ࠂ．第

29 ճ近ـ臨床工学会（ฌݿ）
３）楠本奈央・ほか：A 型急性大動຺ղज़後の上大੩຺症ީ群に対し 7-A ECMO から 77-A ECMO

ྲྀᚓㄆ定㈨᱁� ㄆ定⪅�

1 ㏱ᯒ⒪ἲྜྠᑓ㛛ጤဨ�㏱ᯒᢏ⾡ㄆ定ኈ� すཱྀࠊ⸨ᮏࠊ๓⏣ࠊⲶ⏣ࠊዟ⏣ఀࠊᮾࠊୖࣀ� 7 ྡ�

2 3 Ꮫྜྠ྾⒪ἲㄆ定ኈ� டࠊすཱྀࠊ⸨ᮏࠊ๓⏣ࠊᯇ⏣ࠊᴋᮏࠊ㷂ࠊ㮚㔝ࠊୖࣀ 9 ྡ�

3 యእᚠ⎔ᢏ⾡ㄆ定ኈ� டࠊᮌᮧࠊ㷂ࠊቑࠊ᱓ཎࠊᴁ� 6 ྡ�

4
᪥ᮏ⮫ᗋᕤᏛᢏኈ�

ᑓ㛛ᩚ⬦⒪⮫ᗋᕤᏛᢏኈ�
டࠊᮌᮧ 2 ྡ�

5
᪥ᮏ⮫ᗋᕤᏛᢏኈ�

ᑓ㛛྾⒪⮫ᗋᕤᏛᢏኈ�
ᴋᮏ� 1 ྡ�

6
᪥ᮏ⮫ᗋᕤᏛᢏኈ�

ᑓ㛛ᚰ࣭⾑⟶ࣝࢸ࣮ࢸ࢝⮫ᗋᕤᏛᢏኈ�
ᯇ⏣� 1 ྡ�

7
᪥ᮏ⮫ᗋᕤᏛᢏኈ�

ㄆ定㞟୰⒪⮫ᗋᕤᏛᢏኈ�
すཱྀࠊᴋᮏࠊᴁ 3 ྡ�

8
᪥ᮏ⮫ᗋᕤᏛᢏኈ�

ㄆ定་⒪ᶵჾ⟶⌮⮫ᗋᕤᏛᢏኈ�
ᮌᮧࠊすཱྀࠊቑ 3 ྡ�

9 CDR㸦PM/ICD 㛵㐃ሗᢸᙜ⪅㸧ㄆ定 ட� 1 ྡ�

10 ᚰ⾑⟶ࣥࣙࢩ࣮ࣥ࣋ࢱࣥᢏᖌㄆ定� すཱྀࠊᯇ⏣ࠊቑࠊ᱓ཎࠊᴁ 5 ྡ�

11 ⮫ᗋ ME ᑓ㛛ㄆ定ኈ� ᴋᮏࠊ㮚㔝ఀࠊᮾ 3 ྡ�

ͤ2024.3 ⌧ᅾ
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にҠ行した一ྫ．第 33 ճ日本臨床工学会（広島）
̐）ୋ野߂య・ほか：MR850 のԹҟৗを経ݧして．第 61 ճશ国ࣗ治体病院学会（北ւ道）
５）෨井翔ݾ・ほか：人工心ഏ中のࢎૉ加ෆ良トラブルに ECMO ճ路を༻した症ྫ．第 33 ճ日本臨

床工学会（広島）

̒　ελοϑ

　　医師（部長）　１名
　　臨床工学技士　21 名　　（2024．３現在）
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ᶈ݂ӷড়Խྍ࣏෦

１　औΓΈ

　血液ড়化治療部は、2018 年の病院Ҡసをܖ機に設立され、ઐ門性の高い診療部門として֬ݻたる地Ґ
を֬立している。当部門は、ظ腎ෆશ患者へのਝかつదな血液ড়化療法のಋ入、および入院中のҡ
をؚめた安શな透析理をओ࣠としている。また、多職छ連携による౷合తなظ透析患者に対するपज़࣋
アプローチにより、ຫ性腎ଁ病（CKD）のਐ行制に向けた診療をల開している。
　当部門のಛ৭は、腎ଁ内科医と泌尿器科医によるີۓな診療連携にあり、透析ઐ門看護師および臨床工
学技士とのڠಇによるઐ門チーム医療を実ફしている。ಛに、感染症や心血疾患などの合ซ症リスクが
高い透析患者に対して、高な医療ケアを提供できる体制を整උしており、ෳ雑な病ଶを有する入院患者
の理を中心に診療を行っている。
　CKD に関する医学తೝࣝの向上と診療ガイドラインのීٴにい、北和地区のװج病院として、地域
医療機関からの CKD 患者հがܧ続తに૿加している。当部門では、内科త・外科తアプローチをみ
合わせたแׅతな CKD 診療を提供し、ظ腎ෆશへのਐల༧にྗしている。また、多職छで構成さ
れる腎ଁサポートチーム（KJEnFZ SVppPrt TFaN: KST）を通じて、「CKD 患者ڭҭ」プログラムをੵۃ
తにల開している。
　地域のҡ࣋透析施設との連携にもྗを入れており、透析に関係する診療情報をやりऔりすることでシー
ムレスな透析医療の提供を実現している。ಛに、合ซ症を有する患者のडけ入れや、पज़ظ理がඞཁな
患者の一࣌తな透析理など、地域の透析医療における後方支援病院としてのׂを୲っている。また、
近ྡ施設とのྗڠ体制により、࣌ࡂの透析医療提供体制の整උにもऔりんでいる。
　さらに、当部門では血液ড়化療法のઐ門施設として、໔Ӹܥ疾患に対する血ᕶ交療法やアフェレーシ
ス療法、血液जᙾ疾患に対するװ細๔࠾औなど、高な血液ড়化療法にも対Ԡしている。༷ʑな病ଶに対
ԠՄ能な総合తな血液ড়化センターとして、最新の医療技ज़のशಘと臨床技能の向上に日ʑめている。

２　Ռ

　2023 年は CO7ID-19 の感染状況がམちணきを見せ、近ྡのҡ࣋透析施設との連携体制が一ڧ化され
た。これにより、当院はઐ門性の高い透析医療、合ซ症理、そして高な血液ড়化療法の提供により
ྗすることがՄ能となった。
　ෲບ透析（CAPD）に関しては、今年は新規ಋ入患者がࡢ年とൺべてややݮগしたものの、当院はҾ
き続き奈良県下で CAPD 理がՄ能な中֩施設の一つとして重ཁなׂを୲っている。ظ腎ෆશの療

年3202年2202年1202

1,356 1,576 1,540ᯒ㏱ᾮ⾑

821611₢⾑

016453╔྾ᾮ⾑

215131㐣ℐỈ⭡

⭡⭷㏱ᯒᑟ入患者 11 15 9 

⭡⭷㏱ᯒ㏻院患者 30 38 13 

212791002ᑟᣦTSK

⢾ᒀ病㏱ᯒ予㜵ᣦᑟ 58 61 29 

ᮎᮇ⭈の療ἲ㑅ᢥᣦᑟ 101 61 59 
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法બ指ಋをੵۃతにਪਐしており、ݸʑの患者の生活༷ࣜや医学తഎܠにԠじた最దな透析ライフを提
Ҋできる体制をҡڧ・࣋化している。その݁Ռ、CAPD をબする症ྫや大学病院への腎Ҡ植հྫも
一ఆをҡ࣋している。また、DPnTFrWatJWF LJEnFZ NanaHFNFnt（CKM）の֓念もঃʑにਁ透し、高
齢者の CKD 患者さんに対して、QOL を重視した治療બࢶの一つとしてఆணしてきている。
　อଘظ CKD 患者に対する KST 活動による患者ڭҭは、Ҿき続き血液ড়化治療部の重ཁな診療のபと
なっている。院内 KST は、医師、看護師、薬剤師、理栄ཆ士など多職छから構成され、チーム医療の
実ફにめている。KST のओな活動として、৯生活やӡ動श׳などをؚめた生活श׳のੋ正指ಋ、およ
び CKD ਐ行༧のための薬剤調整を行っている。コロナՒの制ݶが؇和された本年は、対面での指ಋが
૿加し、より細やかな患者指ಋがՄ能となった。ಛに外来での指ಋニーズは高く、患者さんの生活スタイ
ルに合わせたॊೈな指ಋ体制を提供している。このような織తな KST 活動は、CKD 患者の診療の࣭向
上に大きくݙߩしており、当院のಛ৭あるऔりみとして֬立されている。
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ᶉ༌݂෦

１　औΓΈ

　༌血部は、݉務の医師、臨床検査技師、ٴびઐの事務職員から構成されており、安શでద正な༌血医
療の提供が出来るように、༌血関連の検査の実施だけでなく血液剤の供څ、อ、理、༌血後副࡞༻
の調査も実施している。
　大ྔ出血症ྫに対しては、2018 年の大ྔ༌血プロトコル（MTP）ಋ入、2019 年のフィブリノήン
剤の༌血部へのҠ、2020 年のҟ型血小൘༌血実施体制の整උと、ܧ続してऔりんできた。大ྔ
出血症ྫに対してよりޮՌతな༌血療法の実施ができるよう今後も体制の整උをܧ続していく。2022 年
にはෆ規ଇ߅体อ有カードを࡞成・配を開始した。2023 年の新なऔりみとして、合成血の院内
調整開始、血小൘の分ׂ剤࡞成開始、༌血ಉ意ॻのݶظվగ、日本༌血細๔治療学会ೝఆ医制の指ఆ
施設ೝఆのਃなどを行った。
　また血液・जᙾ内科の実施する細๔治療に対して、ধ血װ細๔Ҡ植におけるౚ݁・อ・ղౚの業
務、ࠎҠ植における血ᕶআڈ・赤血ٿআڈなどの細๔ॲ理業務を実施してきた。これらの実をもとに
2023 年７月には日本ࠎバンクのサイトビジットをडけ、2024 年̐月１日でඇ血縁者間血װ細๔Ҡ
植を施行する診療科として血液・जᙾ内科がೝめられた。今後、༷ʑな細๔治療が実施できるよう、ᢌଳ
血Ҡ植・CAR-T 療法などにも対Ԡしていく༧ఆである。
　チーム医療については、2017 年より看護師、臨床検査技師、医師で月に１ճの会ٞを開࠵してきた。
2018 年からは༌血査委員会として実ࡍの査や༌血記録のվ善にऔりむ活動を始め、2019 年も
この活動をܧ続し༌血記録の֬実な実施に݁びけている。2020 年からは༌血査委員会を「༌血医
療チーム」と名শをม更し、査のみでなくڭҭや༌血副࡞༻対Ԡにまで務を広げ活動している。
　༌血部は今後も安શでద正な༌血療法を実施し、༌血૿加と業務拡大のニーズにԠえていきたい。

࣮ۀ　２
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ۀ　̏

・大ྔ༌血プロトコル（MTP）のීٴ
・機器・ࢼ薬の理および剤อྫྷݿのԹ理のపఈ
・院内༌血査の実施
・༌血関連情報の臨床への提供
・༌血療法委員会ニュースの発行
・新規࠾༻の医師、看護師等へのレクチャー
・ෆ規ଇ߅体อ有カードの࡞成配
・合成血の院内調整開始
・血小൘の分ׂ剤࡞成開始
・༌血ಉ意ॻのվఆ

̐　՝

・CAR-T 療法・ᢌଳ血Ҡ植など多༷な細๔治療に対Ԡできる体制の整උ
・ISO15189 ड৹にඋえ、マニュアル類の整උ
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ᶊϦϋϏϦςʔγϣϯ෦

１　औΓΈ

　ᶃ 365 日リハビリに向けて
　　急性ظにおけるシームレスのリハビリテーション医療提供体制の構築を目తに 365 日の診療体制֬立

を目指している。人員が整උされた部門からॱ༵࣍日の平日化をਐめている。2023 年は࡞業療
法部門の平日化を実施し、リハビリテーション提供体制のॆ実化をਤった。

　ᶄ心大血リハビリテーション（心ଁリハビリ）のਪਐ
　　循環器内科、心ଁ血外科とڠಇし、心疾患の再発༧と患者の ADL・QOL の向上そして生໋༧後

のԆ長に向けてҾき続きऔりんでいる。
　　心ଁリハビリ外来日：月ʙ金（外来診は月・木）
　　୲ 当 医：川田啓之　副院長
　　　 　 　：ୌ௺ষത　医師

　ᶅがん患者リハビリテーションのਪਐ
　　がん患者のリハビリॲ方݅は૿加向であり、がんのリハビリテーション研修へ医師・看護師をؚ

めたチームを２チームݣし、ै事者の૿加をはかった。

　ᶆ֤科や病棟との連携
　　リハビリテーションはチームでऔりむべき医療である。そのため֤科や֤職छとの連携はෆՄܽで

ある。֤科の病棟ճ診・症ྫカンファレンス・ୀ院支援カンファレンスなどにࢀ加した。

Ռۀ　２

2023 年は理学療法士５名、࡞業療法士２名、ޠݴௌ֮士１名の૿員があった。࡞業療法部門は総
̔名となり、新人２名があるఔࣗ立して動くことができる 10 月から༵日を̒名ۈ務とし、平日とಉ
༷の診療体制とした。理学療法部門、ޠݴௌ֮部門は࣍年の人員૿がなされればಉ༷に༵日の診療体
制を構築する༧ఆである。
　また、2024 年から PFM のಋ入に向けた४උを始め、医師のݶݖ委ৡを行いつつ、༧ఆ入院のリハビ
リテーションదԠ患者のॲ方࿙れをなくすことにऔりんだ。
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̏　ελοϑ

　部長（医師）１人　理学療法士 26 人・࡞業療法士̔人・ޠݴௌ֮士５人　看護師１人

ۀ　̐

ᶃ　จ業
　̡ ஶॻʳ
　　佐藤߶հ：ଛইのӡ動療法 . 吉尾խय़　修ɼඪ४理学療法学 ӡ動療法　֤　第５൛：152-

169 医学ॻ院 2023

ᶄ　学会発ද等
　　・加藤྄ଠɼᚸ野智生ɼ૿田　ਸɼ髙嶋秀樹：ܹしい᙭痛により動܇・࡞࿅が制ݶされ、ADL 向上

にौした多発ࠎࠎ折の一症ྫ．第 61 ճશ国ࣗ治体病院学会（ࡳຈ市）
　　・佐藤　ಏɼ૿田　ਸɼ東村美ࢬɼ中島࡙าɼ髙嶋秀樹：心Ҽ性᙭痛のૌえがڧく床にौした脳

出血患者。第 61 ճશ国ࣗ治体病院学会（ࡳຈ市）
　　　佐藤߶հ・ほか：急性ظ病院におけるো患者のసؼに関わるཁҼの検౼
　　　ʵ過５ڈ年のデータによる後方視研ڀʵɼ第 21 ճ日本神経理学療法学会学ज़大会（横浜市ɼ口ड़）

ᶅ　講演活動
　　・村上　Ѹ：心ଁリハビリにおける多職छ連携をਂめようɼ第 19 ճ奈良心ଁ血リハビリテーショ

ンカンファレンスɼ（奈良市）
　　・૿田　ਸ：ڠ会の織と機構ɼ日本理学療法士ڠ会新人ڭҭプログラム（wFC）
　　・૿田　ਸ：人工呼吸器のૅج、ඪ४༧ࡦ．日本理学療法士ڠ会理学療法士講श会（wFC）
　　・૿田　ਸ：リスクマネジメント．日本理学療法士ڠ会理学療法士講श会（wFC）
　　・૿田　ਸ：心電ਤモニターの見方．日本理学療法士ڠ会理学療法士講श会（wFC）
　　・૿田　ਸ：リスク理֓．日本理学療法士ڠ会理学療法士ڠ会講श会（wFC）
　　・૿田　ਸ：ظ間吸Ҿのガイドラインとඪ४༧ࡦ . 日本理学療法士ڠ会理学療法士講श会（wFC）
　　・૿田　ਸ：理学療法士ڠ会がظする理者૾．日本理学療法士ڠ会指ఆ理者研修会（wFC）

　・佐藤߶հ：ো性᙭痛の病ଶとリハビリテーションɼ第 27 ճ日本ペインリハビリテーション
学会学ज़大会　ڭҭ講演（名古屋市）

　　・佐藤߶հ：ඇઐ門施設（急性ظ）の実状と課ɼ第 21 ճ日本神経理学療法学会学ज़大会ɼ（シンポ
ジウム「臨床データからଛইリハビリテーションのج点を୳る」ɼ横浜市）

　　・佐藤߶հ：JSNPT タスクフォース中性᙭痛൝．日本神経理学療法学会第 6 ճ SIGT 加型フォーࢀ
ラム 2024（東京ɼ8FC）

̑　֤छೝఆ֨ࢿ

　　・հ護支援ઐ門員・・・・・・・・・・・・（૿田・尾崎・村上）
　　・３学会合ಉ呼吸療法ೝఆ士　（૿田・髙嶋・尾崎・東村・吉田・原田・藤）
　　・心ଁリハビリテーション指ಋ士・・・・・（૿田・吉田）
　　・糖尿病療ཆ指ಋ士・・・・・・・・・・・（吉田）
　　・公ೝ心理師・・・・・・・・・・・・・・（赤น）
　　・心血理学療法ઐ門理学療法士・・・・・（૿田）
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　　・呼吸理学療法ઐ門理学療法士・・・・・・（૿田）
　　・糖尿病理学療法ઐ門理学療法士・・・・・（૿田）
　　・神経理学療法ઐ門理学療法士・・・・・・（佐藤）
　　・小児理学療法ઐ門理学療法士・・・・・・（佐藤）
　　・脳ଔ中ೝఆ理学療法士・・・・・・・・・（宮本）
　　・神経筋োೝఆ理学療法士・・・・・・・（宮口）
　　・スポーツೝఆ理学療法士・・・・・・・・（岡田）
　　・循環器ೝఆ理学療法士・・・・・・・・・（吉田・東村）
　　・呼吸ೝఆ理学療法士・・・・・・・・・・（૿田・吉田）
　　・ิ۩ೝఆ理学療法士・・・・・・・・・（܀本）
　　・理・ӡ営ೝఆ理学療法士・・・・・・・（東村）
　　・心ෆશ療ཆ指ಋ士・・・・・・・・・・・（吉田・宮口）
　　・ઁ৯ᅞ下学会ೝఆ士・・・・・・・・・・（小୍）
　　・ディサースリアೝఆセラピスト・・・・・（長沢）
　　・ICLS インストラクター・・・・・・・・・（原田）
　　・急性ظケアઐ門士・・・・・・・・・・・（原田）
　　・福ࢱ住環ڥコーディネーター２ڃ　（尾崎・吉田・܀本・宮口・加藤・赤น）
　　・ライフパートナー検ఆ２ڃ・・・・・・・（赤น）
　　・ダウン症赤ちΌん体ૢ指ಋ員・・・・・・（尾崎）
　　・シーティングコンサルタント・・・・・・（܀本）
　　・がんのリハビリテーション研修修ྃ者 32 名（新規 8 名）
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ᶋӫཆཧ෦

１　औΓΈ

　栄ཆ理部は、「安શでおいしく、病状にదした৯事の提供」を理念として、৯ࡐをݫબし৯べやすく
美ຯしいݙ立を࡞成し、りけ・৭࠼やదԹ配હに考ྀしながら৯事を提供している。
　理栄ཆ士は、入院中の৯事や、৯事療法のඞཁ性を理ղしてくため、入院患者に対し栄ཆ指ಋٴび
৯事આ明を実施している。また、入院患者の栄ཆ状ଶをධՁし、ඞཁな患者に対してはਵ࣌病棟๚を行
い、٤৯状況の֬ೝや患者の病ଶにదした৯事内༰や栄ཆ療法の提Ҋを行っている。外来患者については、
地域医療機関からの糖尿病栄ཆ指ಋをؚめ、৯生活のվ善がඞཁな患者に対する栄ཆ指ಋを実施している。
　また、NST（栄ཆサポートチーム）や KST（腎ଁサポートチーム）、DST（糖尿病サポートチーム）な
どのチーム医療にもࢀ加している。

２　Ռ

　（１）入院࣌の৯事提供（৯）                     　　　　　　　　    　      　 

　（２）栄ཆ指ಋ݅                     　　　　　　　　    　    　　　　 　　  

　（３） 2023 年のओなऔ状況
　　　ʪ৯事ʫ　　・行事৯の実施（ຖ月１ճఔ）
　　　　　　　　・ೱ厚流動৯・栄ཆิॿ৯品の検౼、ม更

ۀ　̏

講　演
ʲ一ൠ演ʳ
　・塩井ݐଠ：「重症患者における治性下ཀྵ症ྫに対する TZnCJPtJDT の༻経ݧ」
　　　　　　　　日本栄ཆ治療学会学ज़集会　2024.2.15
　・森本しおり：「理栄ཆ士の病棟配置へのऔりみʙࢼ行についての報ࠂʙ」
　　　　　　　　メディカルスタッフアカデミー　2024.3.16

                   㸦༢㸸㣗）

年   度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

୍   ⯡   㣗

≉   ู   㣗

総   㣗   数

235,104 

74,815

309,919 

231,693 

76,961

308,654 

227,675 

93,334

321,009 

255,781 

104,403 

360,184 

            ୍⯡㣗㸸ᬑ㏻㣗࣭⏘㣗࣭ᑠඣ㣗࣭㌾㣗࣭ࡉࡃࢃ㣗࣭㞳ங㣗࣭ㄪங 等

           療㣗㸸⢾ᒀ㣗࣭⭈⮚㣗࣭㏱ᯒ㣗࣭⮅⮚㣗࣭ᚰ⮚㣗࣭⫢⮚㣗࣭⭠⅖㣗 等

        㸦༢㸸௳）

年   度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

入院患者ᰤ㣴ᣦᑟ

外᮶患者ᰤ㣴ᣦᑟ

1,878 

916  

1,728 

829  

1,608 

875

1,676 

933 
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ᶌༀࡎ෦

１　औΓΈ（ۀ༰）

　チーム医療やカンファレンスにੵۃతにࢀ画し、༷ʑなྖ域で薬剤師としての能ྗをଘ分に発شするこ
とを目ඪとしています。
　病棟ճ診やカンファレンスにもࢀ加し、がん化学療法、栄ཆサポート、؇和ケア、感染制御、糖尿病、
腎ଁ病、᧘ᚃ、医療安શなど༷ʑなチームにࢀ画しています。医師や看護師をはじめとする֤医療スタッ
フとྗڠして、治療・ճ෮にめるチーム医療をల開しています。チーム医療におけるڠಇをਐめるとと
もに、࣭の高い薬療法の提供を目指すため、ೝఆ薬剤師֨ࢿऔಘにめています。

࣮ۀ　２

薬調査（入院）・手ज़・検査前薬調査（外来）ࢀ࣋

化学療法業務

薬剤理指ಋ݅（ࢉఆ）

ຑ薬指ಋ加݅ࢉ、ୀ院࣌薬剤情報理指ಋྉ

薬学生実務実शडけ入れ人

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

ᣢཧ⸆ㄪᰝ㸦入院）㸦ே） 7,282 7,627 7,861 8,915 
᭹⸆ㄪᰝ 㸦外᮶）㸦ே） 1,720 2,101 2,182 2,414 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

外᮶Ꮫ療ἲㄪ〇௳数㸦ே） 8,087 9,249 9,728 10,565 
入院Ꮫ療ἲㄪ〇௳数㸦ே） 2,912 2,583 2,353 2,584 
数௳ࣁ患者ᣦᑟ⟶⌮ᩱࢇࡀ 482 577 0 7 
外᮶⭘⒆Ꮫ療ἲデ療ᩱに

కࢇࡀ࠺患者⸆ㄝ᫂௳数
614 545 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

ᢞ患者ࢡイࣜスࣁ 5,699 4,568 4,757 4,845 
ୖグ௨外 9,295 9,883 10,052 9,566 

計 14,994 14,451 14,809 14,411 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

㯞⸆ᣦᑟຍ⟬௳数 658 746 428 191 

㏥院⸆報⟶⌮ᣦᑟᩱ 4,324 4,439 4,625 4,610 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

受ࡅ入ࢀே数(名) 13 18 18 13 

ရ┠数㸦ᚋⓎရ） ᵓᡂẚ㸦ᚋⓎရ） ᚋⓎẚ率 

内⏝⸆ 542㸦281） 38.2% 㸦53.5%） 51.8㸣
外⏝⸆ 196㸦56） 13.8% 㸦10.7%） 28.6㸣
ὀᑕ⸆ 674㸦186） 47.5% 㸦35.4%） 27.6㸣
ṑ⛉ 6㸦2） 0.4%㸦0.4%） 33.3% 
計 1,418㸦525） 37.0㸣

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

ᣢཧ⸆ㄪᰝ㸦入院）㸦ே） 7,282 7,627 7,861 8,915 
᭹⸆ㄪᰝ 㸦外᮶）㸦ே） 1,720 2,101 2,182 2,414 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

外᮶Ꮫ療ἲㄪ〇௳数㸦ே） 8,087 9,249 9,728 10,565 
入院Ꮫ療ἲㄪ〇௳数㸦ே） 2,912 2,583 2,353 2,584 
数௳ࣁ患者ᣦᑟ⟶⌮ᩱࢇࡀ 482 577 0 7 
外᮶⭘⒆Ꮫ療ἲデ療ᩱに

కࢇࡀ࠺患者⸆ㄝ᫂௳数
614 545 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

ᢞ患者ࢡイࣜスࣁ 5,699 4,568 4,757 4,845 
ୖグ௨外 9,295 9,883 10,052 9,566 

計 14,994 14,451 14,809 14,411 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

㯞⸆ᣦᑟຍ⟬௳数 658 746 428 191 

㏥院⸆報⟶⌮ᣦᑟᩱ 4,324 4,439 4,625 4,610 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

受ࡅ入ࢀே数(名) 13 18 18 13 

ရ┠数㸦ᚋⓎရ） ᵓᡂẚ㸦ᚋⓎရ） ᚋⓎẚ率 

内⏝⸆ 542㸦281） 38.2% 㸦53.5%） 51.8㸣
外⏝⸆ 196㸦56） 13.8% 㸦10.7%） 28.6㸣
ὀᑕ⸆ 674㸦186） 47.5% 㸦35.4%） 27.6㸣
ṑ⛉ 6㸦2） 0.4%㸦0.4%） 33.3% 
計 1,418㸦525） 37.0㸣

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

ᣢཧ⸆ㄪᰝ㸦入院）㸦ே） 7,282 7,627 7,861 8,915 
᭹⸆ㄪᰝ 㸦外᮶）㸦ே） 1,720 2,101 2,182 2,414 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

外᮶Ꮫ療ἲㄪ〇௳数㸦ே） 8,087 9,249 9,728 10,565 
入院Ꮫ療ἲㄪ〇௳数㸦ே） 2,912 2,583 2,353 2,584 
数௳ࣁ患者ᣦᑟ⟶⌮ᩱࢇࡀ 482 577 0 7 
外᮶⭘⒆Ꮫ療ἲデ療ᩱに

కࢇࡀ࠺患者⸆ㄝ᫂௳数
614 545 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

ᢞ患者ࢡイࣜスࣁ 5,699 4,568 4,757 4,845 
ୖグ௨外 9,295 9,883 10,052 9,566 

計 14,994 14,451 14,809 14,411 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

㯞⸆ᣦᑟຍ⟬௳数 658 746 428 191 

㏥院⸆報⟶⌮ᣦᑟᩱ 4,324 4,439 4,625 4,610 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

受ࡅ入ࢀே数(名) 13 18 18 13 

ရ┠数㸦ᚋⓎရ） ᵓᡂẚ㸦ᚋⓎရ） ᚋⓎẚ率 

内⏝⸆ 542㸦281） 38.2% 㸦53.5%） 51.8㸣
外⏝⸆ 196㸦56） 13.8% 㸦10.7%） 28.6㸣
ὀᑕ⸆ 674㸦186） 47.5% 㸦35.4%） 27.6㸣
ṑ⛉ 6㸦2） 0.4%㸦0.4%） 33.3% 
計 1,418㸦525） 37.0㸣

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

ᣢཧ⸆ㄪᰝ㸦入院）㸦ே） 7,282 7,627 7,861 8,915 
᭹⸆ㄪᰝ 㸦外᮶）㸦ே） 1,720 2,101 2,182 2,414 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

外᮶Ꮫ療ἲㄪ〇௳数㸦ே） 8,087 9,249 9,728 10,565 
入院Ꮫ療ἲㄪ〇௳数㸦ே） 2,912 2,583 2,353 2,584 
数௳ࣁ患者ᣦᑟ⟶⌮ᩱࢇࡀ 482 577 0 7 
外᮶⭘⒆Ꮫ療ἲデ療ᩱに

కࢇࡀ࠺患者⸆ㄝ᫂௳数
614 545 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

ᢞ患者ࢡイࣜスࣁ 5,699 4,568 4,757 4,845 
ୖグ௨外 9,295 9,883 10,052 9,566 

計 14,994 14,451 14,809 14,411 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

㯞⸆ᣦᑟຍ⟬௳数 658 746 428 191 

㏥院⸆報⟶⌮ᣦᑟᩱ 4,324 4,439 4,625 4,610 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

受ࡅ入ࢀே数(名) 13 18 18 13 

ရ┠数㸦ᚋⓎရ） ᵓᡂẚ㸦ᚋⓎရ） ᚋⓎẚ率 

内⏝⸆ 542㸦281） 38.2% 㸦53.5%） 51.8㸣
外⏝⸆ 196㸦56） 13.8% 㸦10.7%） 28.6㸣
ὀᑕ⸆ 674㸦186） 47.5% 㸦35.4%） 27.6㸣
ṑ⛉ 6㸦2） 0.4%㸦0.4%） 33.3% 
計 1,418㸦525） 37.0㸣

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

ᣢཧ⸆ㄪᰝ㸦入院）㸦ே） 7,282 7,627 7,861 8,915 
᭹⸆ㄪᰝ 㸦外᮶）㸦ே） 1,720 2,101 2,182 2,414 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

外᮶Ꮫ療ἲㄪ〇௳数㸦ே） 8,087 9,249 9,728 10,565 
入院Ꮫ療ἲㄪ〇௳数㸦ே） 2,912 2,583 2,353 2,584 
数௳ࣁ患者ᣦᑟ⟶⌮ᩱࢇࡀ 482 577 0 7 
外᮶⭘⒆Ꮫ療ἲデ療ᩱに

కࢇࡀ࠺患者⸆ㄝ᫂௳数
614 545 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

ᢞ患者ࢡイࣜスࣁ 5,699 4,568 4,757 4,845 
ୖグ௨外 9,295 9,883 10,052 9,566 

計 14,994 14,451 14,809 14,411 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

㯞⸆ᣦᑟຍ⟬௳数 658 746 428 191 

㏥院⸆報⟶⌮ᣦᑟᩱ 4,324 4,439 4,625 4,610 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

受ࡅ入ࢀே数(名) 13 18 18 13 

ရ┠数㸦ᚋⓎရ） ᵓᡂẚ㸦ᚋⓎရ） ᚋⓎẚ率 

内⏝⸆ 542㸦281） 38.2% 㸦53.5%） 51.8㸣
外⏝⸆ 196㸦56） 13.8% 㸦10.7%） 28.6㸣
ὀᑕ⸆ 674㸦186） 47.5% 㸦35.4%） 27.6㸣
ṑ⛉ 6㸦2） 0.4%㸦0.4%） 33.3% 
計 1,418㸦525） 37.0㸣
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院内在ݿ医薬品（2024 年３月 31 日現在）

̏　ֶज़ɾݚम

ʲ֨ࢿʳ
ೝఆ֨ࢿ者（部員）

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

ᣢཧ⸆ㄪᰝ㸦入院）㸦ே） 7,282 7,627 7,861 8,915 
᭹⸆ㄪᰝ 㸦外᮶）㸦ே） 1,720 2,101 2,182 2,414 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

外᮶Ꮫ療ἲㄪ〇௳数㸦ே） 8,087 9,249 9,728 10,565 
入院Ꮫ療ἲㄪ〇௳数㸦ே） 2,912 2,583 2,353 2,584 
数௳ࣁ患者ᣦᑟ⟶⌮ᩱࢇࡀ 482 577 0 7 
外᮶⭘⒆Ꮫ療ἲデ療ᩱに

కࢇࡀ࠺患者⸆ㄝ᫂௳数
614 545 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

ᢞ患者ࢡイࣜスࣁ 5,699 4,568 4,757 4,845 
ୖグ௨外 9,295 9,883 10,052 9,566 

計 14,994 14,451 14,809 14,411 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

㯞⸆ᣦᑟຍ⟬௳数 658 746 428 191 

㏥院⸆報⟶⌮ᣦᑟᩱ 4,324 4,439 4,625 4,610 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

受ࡅ入ࢀே数(名) 13 18 18 13 

ရ┠数㸦ᚋⓎရ） ᵓᡂẚ㸦ᚋⓎရ） ᚋⓎẚ率 

内⏝⸆ 542㸦281） 38.2% 㸦53.5%） 51.8㸣
外⏝⸆ 196㸦56） 13.8% 㸦10.7%） 28.6㸣
ὀᑕ⸆ 674㸦186） 47.5% 㸦35.4%） 27.6㸣
ṑ⛉ 6㸦2） 0.4%㸦0.4%） 33.3% 
計 1,418㸦525） 37.0㸣

名1師剤薬定認法療物薬んが会師剤薬院病本日

名4師剤薬定認御制染感会師剤薬院病本日

名2士導指養療病尿糖本日構機定認士導指養療病尿糖本日

名1師剤薬定認法療学化菌抗会学法療学化本日

名3士法養療門専TSN会学養栄腸経脈静本日

名1師剤薬定認法療物薬和緩会学薬療医和緩本日

名１師剤薬導指定暫療医和緩会学薬療医和緩本日

名５師剤薬定認療治んが来外会学薬瘍腫床臨本日

名6師剤薬導指習実務実定認ータンセ修研師剤薬本日

名2師剤薬定認法療物薬児小ータンセ修研師剤薬本日

名32師剤薬定認学薬院病薬病日会師剤薬院病本日

名6師剤薬定認ータンセ修研師剤薬本日

日本アンチ・ドーピング機構公認 スポーツファーマシスト 4名

名1師剤薬瘡褥定認会学瘡褥本日

名１師剤薬門専傷創・瘡褥会学瘡褥本日

名1師技報情療医会学報情療医本日

日本アレルギー疾患療養指導士認定機構 アレルギー疾患療養指導士 1名

名1ータクラトスンイSLCI

名１士導指養療全不心会学器環循本日

名１師剤薬定認急救会学医急救床臨本日
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（院内研修）
１　生島ൟ樹：薬剤部のׂとリスク理ɼ2023 職員研修ɼ2023.4.5༺࠾
２　生島ൟ樹：安શに糖尿病薬を༩するためにɼバンビナース新人研修ɼ2023.4.13
３　ᖛ࡙　๖：ICUHCU での༻薬剤についてɼICUHCU 病棟ษڧ会ɼ2023.5
̐　三宅७子：ە߅薬ద正༻、臨床研修医実ફ講座、2023.5.2
５　生島ൟ樹：安શに糖尿病薬を༩するためにɼバンビナース新人研修ɼ2023.5.15 
̒　三宅७子：院内感染対ࡦのܾまりごとᶆە߅薬の届け出について、感染対講श会、2023.5.23
７　中川智ষ：２西病棟༻薬剤の意事߲ɼ２西病棟ษڧ会ɼ2023.6
̔　牧浦ߞ平：ຑ薬のऔりѻいɼがん看護と؇和ケアのૅجᶗ（バンビ研修）ɼ2023.7.14
９　酒井直子：ຑ薬のऔりѻいɼがん看護と؇和ケアのૅجᶗ（バンビ研修）ɼ2023.7.14
10　酒井直子：ຑ薬のऔりѻいについてɼ2023 年医薬品の安શ༻のための研修会ɼ2023.8.2
11　牧浦ߞ平：ハイリスク薬と安શ理についてɼ2023 年医薬品の安શ༻のための研修会ɼ2023.8.2
12　森田३子：循環器疾患治療薬についてɼ̐西病棟ษڧ会ɼ2023.8.25
13　中川智ষ：؞߅剤࿙出࣌の対Ԡについてɼ２西病棟ษڧ会ɼ2023.9
14　吉岡奈津ܙ：皮膚োについて、外来化学療法室看護師対ษڧ会、第 1 ճ 2023.9.8
15　中川智ষ：ICI のಛや JrAE についてɼ２西病棟ษڧ会ɼ2023.10
16　吉岡奈津ܙ：皮膚োについて、外来化学療法室看護師対ษڧ会、第 2 ճ 2023.10.4
17　牧浦ߞ平：がん᙭痛薬療法マニュアルをඥղくɼ第 1 ճ薬剤部ए手向けオピオイドษڧ会ɼ

2023.12.14
18　谷口༏菜：؞߅剤についてɼ̒東病棟ษڧ会ɼ2023.12.20
19　奥村大喜：血糖降下薬ҿみれ࣌の対Ԡɼ糖尿病ڭ室ɼ2023.12.22
20　吉岡奈津ܙ：皮膚োについて、外来化学療法室看護師対ษڧ会、第３ճ 2024.1.26　

（薬薬連携研修会）
１　牧浦ߞ平：؇和ケアྖ域で༻される医薬品についてɼがん化学療法第 10 ճ薬薬連携研修会ɼ

2023.7.14
２　尾崎智規：乳ྖ؞域のレジメンについてɼがん化学療法第 11 ճ薬薬連携研修会ɼ2023.10.26

ۀ　̐

（講演）
１　生島ൟ樹：腎ଁとお薬のつきあい方ɼ奈良県ຫ性腎ଁ病公開講座ɼ2023.4.2（奈良市）
２　牧浦ߞ平：外来がん化学療法における薬剤師のऔりみɼ第 166 ճ奈良県病院薬剤師会学ज़講演会ɼ

2023.4.27
３　堀　智貴：大制吐療法セミナー Jn 奈良　2023.9.23（奈良市）
̐　堀　智貴：どこでも明日からできる JrAE 講座ʙ JrAE を正しくڪれ、対ॲするʙ 2023.10.26（奈良市）
５　生島ൟ樹：᧘ᚃ理における薬学త理ɼ第 17 ճ日本᧘ᚃ学会　奈良県在宅᧘ᚃセミナーɼ

2023.11.19（天理市） 
̒　生島ൟ樹：当院でのෆ症治療薬のબɼ地域で考えるෆ症治療を考える薬剤師セミナーɼ

2023.12.1（奈良市）
７　生島ൟ樹：「薬ҭʙ薬に関する正しい༻法や副࡞༻を学ぶ」ྩ和５年　奈良県児ಐཆ護施設ٞڠ

会　ࣗ立生活支援研修会ɼ2023.12.2（天理市）
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̔　生島ൟ樹：薬剤のಛを理ղした᧘ᚃ治療ɼ第 7 ճかかりつけ薬剤師・薬局機能スキルアップセミ
ナーɼ2023.12.9（橿原市）

９　生島ൟ樹：外༻薬のಛを考えるɼKO8A 8EB CONFERENECE2024.2.20（奈良市）
10　生島ൟ樹：地域医療におけるຫ性疾患治療での薬剤師連携を考えるɼ大和郡山市地域連携セミナーʙ

ຫ性腎ଁ病を考えるʙɼ2024.3.25（大和郡山市）

（口಄発ද）
１ TPNPLJ HPrJ　Ft aM.：EGGFDt PG FarMZ EPTF rFEVDtJPn PG PTJNFrtJnJC Pn FGGJDaDZ Jn thF GJrTt-MJnF 

trFatNFnt GPr EGFR-pPTJtJWF nPn-TNaMM DFMM MVnH DanDFrɼ第 33 ճ日本医療薬学会年会 2023.11.3-
2023.11.5（ઋ台市）

２　୬井੩香ほか：薬剤師にٻめられるプレアϘイドへのऔりみ、院内医学会 2023.11.25

（ポスター発ද） 
１　吉岡奈津ܙほか：B 型؊Ԍウイルス再活性化に対する当院のऔりみ、第 61 ճશ国ࣗ治体病院学会

Jn 北ւ道 （ຈ市ࡳ）2023.8.31-2023.9.1
２　堀　智貴ほか：໔Ӹチェックポイント્剤で治療されたਐ行ඇ小細๔ഏ؞患者の生໋༧後に対する

ซ༻薬のӨڹɼ第 61 ճશ国ࣗ治体病院学会 Jn 北ւ道ɼ2023.8.31-2023.9.1（ࡳຈ市）
３　ᖛ࡙　๖ほか：࣌ࡂ対Ԡの理ղとप方法ม更による理ղม化のධՁɼ第 45 ճ日本病院薬剤

師会近ـ学ज़大会ɼ2024.1（和Վ山市）
̐　阪口　公美ほか：救急外来における໔Ӹ関連有事のૣظ発見支援体制の構築：第 45 ճ日本

病院薬剤師会近ـ学ज़大会 2024.01.27-01.28（和Վ山市）第 45 ճ日本病院薬剤師会近ـ学ज़大会
2024.01.27-01.28

５　田中ࣿ織ほか：ज़後ѱ心ᅅ吐の༧目తで༩されたオンダンセトロンとグラニセトロンの༧ޮՌ：
第 45 ճ日本病院薬剤師会近ـ学ज़大会 2024.01.27-01.28（和Վ山市）

̒　中野ະ༔ほか：߅コリン࡞༻薬سې༺患者におけるパクリタキセル過හ症対ࡦとしてのベポスタチ
ンの有ޮ性  第 45 ճ日本病院薬剤師会近ـ学ज़大会 2024.01.27-01.28

７　平田真ར子ほか：पज़ظにおける SGLT2 続༻患者のज़後ケトアシドーܧ薬の休薬状況および્
シスの発生状況の調査  第 45 ճ日本病院薬剤師会近ـ学ज़大会 2024.01.27-01.28（和Վ山市）

̔　堀江༞子ほか：薬剤師にٻめられるプレアϘイドへのऔりみ、医療マネジメント学会奈良支部
2024.2.17（奈良市）

（ஶॻ）                                                                                                      
１　生島ൟ樹：感染理・յࢮ織আڈに༻いる外༻薬  ᧘ᚃ治療・༧における薬療法  編 関ࠜ 8OC 

NVrTJnH p67-71 7PM11 NP4 2023. 6 医学出൛
２　堀　智貴：あをによしニュースレター 31 号 2024.2

（จ）
１　TPNPLJ HPrJ Ka[VhJrP YaNaNPtP TaLFGVNJ ItP ShJHFLJ ILVThJNa TPNPhJrP ONVra ILVLP 

YanP：UpGrPnt UTF PG FJrTt-/SFDPnE-GFnFratJPn EGFR-TKI FPMMPwFE CZ OTJNFrtJnJC ShPwT BFttFr 
PrPHnPTJT than UpGrPnt OTJNFrtJnJC ThFrapZ Jn JapanFTF PatJFntT wJth NPn-TNaMM-DFMM LVnH CanDFr 
wJth EYPn19 DFMFtJPn:A SJnHMF-CFntFr RFtrPTpFDtJWF StVEZ BJPM. PharN. BVMM.46788-795（2023）
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２　MaTaaLJ TanEa Ka[VhJrP YaNaNPtP TPNPLJ HPrJ HJrPLJ NJThJHVDhJ MJLJ YaHJ MaDhJLP 
ShJNJ[V TPrV KPnJThJ TPNPnPrJ O[aLJ NatTVF YPThJPLa MPtPLP TaDhJhara TaLFGVNJ ItP 
ShJHFLJ ILVThJNa TPNPhJrP ONVra ILVLP YanP:ATTPDJatJPn PG STAT3CYP3A5 anE ABCG2 
pPMZNPrphJTNT 8Jth OTJNFrtJnJC-JnEVDFE AEWFrTF EWFntT Jn NSCLC PatJFntT ANTICANCER 
RESEARCH 43: 1775-1783 （2023）
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෦ޢ（̕）

෦ͷཧ೦ޢ　１

　「支えあいあふれるসإでチーム医療」をモットーに、医療職としてのތりを࣋ち、ޓいに理ղし思い
やりの࣋ؾちをもって看護にऔりむ。

෦ͷํޢ　２

　原点ճؼ　奈良看護実ફ者としてやるべき看護をやる
　当たり前をことばにして実ફする 相手のことを考えて行動する それが患者のための行動となる

̏　৬һͷಈ

　看護職員のਪҠ（̐月１日現在）
┳ㆤ⫋員数の推移㸦4月1日⌧ᅾ）

度年3202度年2202度年1202度年0202度年9102

537507076616775数ᖖ

▷ᮇ⫋員㸦実ാ） 26 26 25 26 27

11011144クკ

⏘ఇ࠾よび⫱ఇ取ᚓ数 40 40 72 81 52

㒊ศఇ業取ᚓ数 61 61 65 72 63

㛗ᮇ出ᙇ࣭⫋ච  2 1 3 3 0 

42202ఇ≉ᮇ㛗

新規᥇⏝者数㸦新༞） 93㸦75） 83㸦69） 89㸦81） 67㸦54） 83㸦73）

171959数者⏝᥇㏵୰

9474737395数者⫋㏥

య㞳⫋率㸦㸣） 11.0 6.4 6.1 7.3 6.9

新ே㏥⫋率㸦㸣） 6.7 7.2 8.6 5.6 6.8
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̐　ྟচ࣮ޢફ

　１）2023 年看護部目ඪとධՁ

　２）看護外来　　（　）はࡢ年݅
　ストーマ外来 467 ݅（381 ݅）、ইケア外来 67 ݅（184 ݅）、フットケア外来 202 ݅（279 ݅）、ࣦ
ケア外来９݅（̐݅）、؇和ケア外来ې 113 ݅（39 ݅）、がん患者指ಋ理ྉᶗ 243 ݅（234 ݅）、がん
患者指ಋ理ྉⅡ 572 ݅（480 ݅）、᧘ᚃハイリスク患者ケア加ࢉ 1287 ݅（1160 ݅）、ॿ産師外来 2903
݅（2108 ݅）、Ҩ伝子カウンセリング 34 ݅（27 ݅）、NP 外来（心ଁ血外科ज़前ज़後フォロー）307
݅（294 ݅）であった。

１）2023年度┳ㆤ㒊┠ᶆホ౯

౯ホ㊶実ᶆ┠

1．Ᏻ࡛Ᏻᚰ࡞㉁の㧗い┳ㆤの

ᥦ౪ ┳ㆤのཎⅬに࠼りẼᣢ

࡛ࡀㆤ┳࡞ࡸࡲࡇࡿࢃఏࡀࡕ

、い࡞ࡉࡇ࠾㸦院内感染をࡿࡁ

患者ㄗㄆをࢮロにࡿࡍ、年度

の患者ㄗㄆインࢹࢩンࢺ௳数༙

ῶࡿࡏࡉ）

2.⤒Ⴀのཧ⏬

3．地域㈉⊩࣭ ♫会㈉⊩につࡀ࡞

ேᮦ⫱ᡂࡿ

4．Ᏻᚰしてാࡿࡅ⫋ሙ࡙ࡃり  

1. コロナᚋの患者の㌿院ㄪᩚについてタイ࣒ࣜーに患者の状ែࡸ報を

ᤊ࠼、㏥院ࡀᅔ㞴࡞⌮⏤を᫂☜にし、㏿ࡸに地域連携室連携し、㏥院

ㄪᩚにつࠋࡓࡆ࡞ᚋࡶ㏥院ࡀᅔ㞴࡞⌮⏤を᫂☜にし、㏿ࡸに地域連携

室連携し、㏥院ㄪᩚにつࡆ࡞ていࠋࡃ

病࣭院┳ㆤ⟶⌮者の࣓ࢪࢿ࣐ンࢲࣛࢺーを⏝いてຊ㔞⾲をసᡂしࠋࡓ次年

度のᮇ୰㠃ㄯ࡛ά⏝していࠋࡃ

࣭患者ㄗㄆに対して、Ⅼ࣭⸆࣭検ᰝ出室に患者☜ㄆࡁ࡛ࡀてい

࡞を⾜い、対⟇を計⏬し、実㊶につࢡࢵ࢙ࢳࡀナースࢡ㒊⨫のࣜンྛࡿ

スターをసᡂ࣭ᥖ♧し、࿘▱ᚭᗏし࣏し⛠のࡉしてᣦ⟇その対ࠋࡓࡆ

ࡃし⛠を実施していࡉᣦࡁ⥆ࡁᘬࠋࡿῶᑡしていࡣᯝ、患者㛫㐪い⤖ࡓ

㸦┳ㆤ㒊医療Ᏻ委員会࡛実㊶し、ᖌ㛗会࡛報告）患者ㄗㄆのインࢹࢩン

ࠋࡿᚲせ࡛あࡀ⟇対ࡁ⥆ࡁቑຍഴྥにあり、ᘬ年/௳100、ࡣࢺ

2．PFM 病院ࡿして、᪤にᑟ入していの‽ഛࡵࡓయไᵓ⠏の࣒ࢸスࢩ

のぢᏛࡸ、スタࣇࢵㄝ᫂会の実施を⾜ࠋࡓࡗከ⫋✀༠ാし1月ࣛࢺࡽ

イルを開ጞし4月ࡽ✌ື予定࡛あࠋࡿ⟶⌮者して▱ࡗてࡁࡃ࠾デ

療報㓘について、ᮅの࣑ーࢸンࢢ㛫をά⏝しᏛ⩦会を実施しࠋࡓ次年

度ࡶデ療報㓘ᨵゞのఏ㐩ࡸ、⌮ゎ度のホ౯等を実施していࠋࡃ

3．10月よりす和医療センター、奈良県総合ࣜࢸࣜࣅࣁーࣙࢩンセンター

ࢺコンࢻࢵ࣋、ㆤᑓ㛛外᮶、ER、患者支援センター┳ࠋேὶを開ጞ

ロール、ᡭ⾡室࡛業務のぢᏛを⾜い、ᶵᵓ内࡛のேᮦ⫱ᡂに㈉⊩࡛ࠋࡓࡁ

、ᗋᣦᑟ者◊ಟಟ者4名に対し⮫、ࡣᙜセンターの┳ㆤᖌについて、ࡓࡲ

┳ㆤᏛᰯのᩍ員にྠ⾜し、ከᵝ࡞ᣦᑟ方ἲについてᏛࡪᶵ会ࠋࡓࡗ࡞

Ꮫ࣭◊ナーࢩン࣏ࢧࢢーࢺの⫈ㅮ状況࡛ࡣ、⫈ㅮしていࡿセࣙࢩࢵンにᕪ

ど⫈率ࡣについてࢶンࢸ⢭⚄⛉のコンࡓ年度よりᑟ入しࠋࡿあࡀ

19.7㸣࡛あࠋྛࡓࡗ ᡤᒓࢲࣛࡸーに応ࡓࡌ⫈ㅮࡿࡁ࡛ࡀよ࠺にാࡿࡅࡁ

ᚲせࡀあࠋࡿ

4．スタࣇࢵのいをഴ⫈ࡵࡓࡿࡍ、┳ㆤをㄒࡿ会を実施し、┳ㆤをり

㏉ࡿᶵ会ࠋྛࡓࡗ࡞ 㒊⨫の新ேのᡂ㛗ල合ࡸ⢭⚄状ែについてၥ㢟ࡀあ

⢭⚄ⓗに、࡛ࡇࡿࡍ⫈新ேのいをഴࠋࡓㆤ㒊㛗㠃ㄯを実施し┳ࡤࢀ

ⴠࡁ╔ࡕ๓ྥࡁにᤊࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿ࠼ᚋࡶᘬࡁ⥆ࡁ実施していࠋࡃ
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෦ҕһձޢ　̑

ʪ１ʫޢ師ݚमձ 看護師長：原　හܙ、ֿ原　智代、石川　昌江
１　తɾඪ

　目త：看護師長として看護理能ྗを高め࣭ࢿを向上する
　目ඪ：１. 病院ӡ営、看護部の課についてਝにॊೈに対Ԡして課ୡ成する
　　　　２. 看護理者として人間性をҭみࣗओ性、ੵۃ性を発し病院ӡ営にࢀ画する
ಈཁ׆　２

2023 年看護部目ඪに、「原点ճؼʙ看護の原点にかえり、࣋ؾちが伝わる細やかな看護ʙ」をܝげ、
安શで安心な࣭の高い看護の提供、安心してಇける職場࡞りを目指して、ࡢ年にҾき続き HOT ӡ動を
ਪਐした。会の年間活動ܭ画は設けず、日ʑىこるにਝに対Ԡできる体制とし、看護部の理念であ
る「いのちを大にし、人ݖをकり、一人ひとりをଚ重する看護」を念಄に、診療科に関わらず入院対Ԡ
できる、患者のためのベッドコントロールにऔりんだ。また、５月に新型コロナウイルス感染症が５類
へҠ行となったが、感染対ࡦをܧ続しながら、面会の規制؇和や家族対Ԡについて再考した。̒月にಛఆ
共ಉ指ಋでの指ఠをडけ、֤所属でѻうாථ類を見直し、重ෳするものについて整理を行った。診療報ु
加ࢉや施設ج४、༷ࣜ９について学शする機会を࣋ち、健શ経営について学びをਂめた。
　師長શ員で人ࡐҭ成に関わるऔりみとして、A 現ڭҭ、B 臨地実श、C 人֬ࡐอのׂの３つに分
かれ活動を開始した。Ａグループは、看護ڠ会のクリニカルラダーのվగにいジェネラリストラダーද
を見直し、新たに「看護実ફशख़ஈ階」のධՁج४を設けた。B グループは、看護学生が安心して臨地
実शができる体制の整උのため、実श࣌にڭ員とࠞじって指ಋにあたり学生とڭ員を支援した。師長શ体
で、ೝతె弟制について学ぶ機会を設け、経ݧ学श支援のࣝを共有した。学生を、ক来看護職を目
指す大な人ࡐ（バンビ̌）としてҭ成することで共有した。C グループは、病院見学会やキャリア支援
で人֬ࡐอにऔりんだ。࣍年は、A 現ڭҭでは、新人ڭҭ・֤研修会が臨床でޮՌతに活༻出来
たかධՁを行う。B臨地実शではチーム以外の師長も学ߍとシームレスな関係が構築できるみを࡞る。
C 人֬ࡐอではҾき続き人֬ࡐอを目ඪとした。
　新人指ಋでは、７対１看護を実ફできるスタッフをஈ階తにҭ成し、ݸʑの能ྗを最大ݶ活かすための
スタッフڭҭや看護体制のऔり方、Ԡ援ଶについてٞڠした。
　ຖ月のऔりみとして、５月に、どんな看護師をҭてたいか、師長・ओで意見交を行った。相手を
思いやれるʰ慈Ѫʱをもった看護師にҭてるには、対話を通しಇきかけることが理者としてඞཁである
と共通理ղした。̔月は、職場風について意見交を行い、理者は、おޓいが対話できる環ڥを支援
すること、患者ファーストをぶれることなくऔりむことで意見౷一し、織の上下（上司・部下）、左右（ଞ
部ॺ）との関係をつなぐ織の݁અ点であると学んだ。
　そのଞ、委員会・ワーキング活動の規のॻࣜの౷一、PFM ಋ入に向けた学श会や意見交、ಇき方
վֵのために理者としてできることについての検౼や、所属内品のऔりѻいや理方法について理
者がѲしておくඞཁ性について再ೝࣝした。
　看護の࣭をあげるために、師長会をどのようにӡ営していくか、師長会はܾٞの場、師長研修会は師長
の学शの場であることのೝࣝを౷一した。࣍年に向けて「総合看護ྗの向上」をビジョンとして、શて
の活動が看護ྗの向上につながるように連携をڧめ、病院経営にࢀ画できるよう活動していきたい。

ʪ２ʫޢओݚमձ 仁科　美、大西　貴子、野元　སܙ、中村　香織
１　త

　目త：ओとしての࣭ࢿを向上し、ׂを行する
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２　ඪ

　１）新人ڭҭ、ܧ続ڭҭに関しての課を見いだし対Ԡする。
　２）看護の࣭の向上にめ、業務վ善を行う。
　３）病院ӡ営を学शし、ओとしてのྗྔを向上する。
ಈཁ׆　̏

　１）バンビサポートブックにԊってධՁを行い、ओ会で新人のਐ状況を共有した。
　　　　研修ࢀ加前に新人に対して研修の目తを明֬にし、研修ࢀ加後には新人にをかけて、学んでき

た内༰を師長とともに共有し、理ղを֬ೝした。また指ಋ者ଆへも新人へのಇきかけを指ಋし、
病棟で౷一した指ಋが行えるようにऔりんでいけるよう話し合った。

年は新人研修を࣍　　　　 OJT へのりସえを検౼しており、集合研修のڧみと、病棟での指ಋのڧ
みをൺֱし、有ޮతに指ಋができるよう事前の調査や研修内༰のप、今後の課を見出し、࣍世
代のジェネラリストҭ成にもਚྗしていく。

　２）ಇきやすい職場、ಇき続けられる職場を目指して、業務վ善にऔりむ目ඪをܝげた。看護師のർ
࿑ܰݮ、過ۈ務ݮগは、看護師が健康にಇき続ける上で重ཁなことであり、ޏ༻の࣭をकる上で
も重ཁ視するඞཁがあると考えた。

　　　　今年はओ会メンバーを 4 つの小集団に分け、業務վ善にऔりんだ。ओとして過ۈ務に
ついてয点をあて、日ʑの業務を振りฦり、調査・検౼・見直しを行った。

　　　　過ۈ務にܨがっていると考えられる内༰として、「薬剤理」「記録」「入院ॲ理」「看護業務ෛ୲」
の̐つをڍげた。それらを、「薬剤関連業務」「フリーಋ入・フリー内༰の検౼」「記録・テンプレー
トの整理」「入院関連業務のॖ化」と小集団に分け活動を行い、その中で看護師がどのようなこ
とに࣌間をऔられているかを調査し、վ善点や工点を見出した。今年の֤小集団のऔりみを
来年に院内・院外で発දし、ܧ続・վ善・ධՁしていく༧ఆである。

　３）理視点で病棟શ体、院内શ体をみることができるよう、DINQL の入ྗ方法やデータのࢀর方法
について、ओ研修会で師長による講ٛの場を設け、ࣝをಘて共有することができた。༷ʑなデー
タをൺֱしてࣗ部ॺのऑい部分をѲし、ଞ部ॺのڧみを見本としてऔり入れることができるよう
活༻していく。

　　　　また、経営研修などにࢀ加し病院の現状をり、病棟でスタッフへの伝ୡ講शなどを行い病棟શ
体で考えることにܨがった。病棟スタッフへも経営研修のࢀ加をଅし、今後もܧ続してスタッフશ
員がपできるようにಇきかけていく。

。ҭにਚྗしていくڭҭチームを立ち上げ、師長会とともに新人ڭ年は、ओ会から࣍　　　
学शのݧ年のओ会で、経࣍ҭ୲当のओをච಄にメンバーを構成していき、それに合わせてڭ　　　

ษڧ会を行っていく。

ʪ̏ʫྟচࢦಋऀٞڠձ 企画委員：山田　道子、千༿　ຑ美、松井　良子、ᇍ村　ֆ理
１　తɾඪ

目త：看護師ҭ成のために֬かなࣝをशಘし、指ಋ者としての࣭ࢿを高める
目ඪ：１．臨床と学ߍがྗڠし合い、臨床実शにおける学श環ڥを調整できる
　　　　１）֤部ॺで実श指ಋマニュアルを࡞成し整උする
　　　　２）臨床での指ಋ場面を振りฦり、臨床指ಋ者会でޮՌతな指ಋ方法をڭ員とٞڠし共有する
　　　２．看護職員の臨床能ྗを高めることができるように支援する
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　　　　１）集合研修と OJT の連携をਪਐする
　　　３．ັྗある職場づくりにऔりむ
ಈཁ׆　２

　コロナが明け、実शがリモートではなくなったためより多くの学生が本院へのब職をむような職場づ
くりを目ඪに、活動ܭ画に合わせて学श会を開࠵した。
　目ඪ１．に関して、֤部ॺで実श指ಋマニュアルを࡞成した。臨床での指ಋ場面を振りฦり、臨床指ಋ
者会でޮՌతな指ಋ方法をڭ員とٞڠし共有するに関しては、֤部ॺの実श終ྃཌ月に実शධՁを提ࣔし
ながら֤部ॺಉ士での情報共有はできていたが、ڭ員と共有はあまりできていない。
　目ඪ２．に関して、新人ڭҭにおいての集合研修を指ಋ者ओ࠵で実施していた。また、հ護士ิॿ者に
対して「医療安શ・BLS」「感染・スキンケア」の研修もおこなった。
　̐月、５月に実施したバンビナース研修「看護師としてみるྗ」「タイムマネジメント」のධՁを̒月
におこなった。今年初めての「手ज़室１日実श」がおこなわれ、学生からは好ධであった。また、指ಋ
者講श会ࢀ加者による伝ୡ講शもྫ年通り行われた。今年े分に行われなかったڭ員との意見交会を
。తにおこなうۃ年はੵ࣍
　目ඪ 3. に関しては病院見学会が実施され、職場のັྗを伝える機会が૿えたため、࣍年もܧ続して
いきたい。新人看護師の۰やマナー、ଶ、ݴ༿ݣいなどがまだ学生からൈけ出せていない場面がみら
れるため、臨床でしっかり指ಋしていきたい。学生の࣌点で社会人ྗૅجをにつけることで新人看護師
としてಇいた࣌には社会人ྗがඋわっているという前提でڭҭができるため、社会に出てから社会人ૅج
ྗを指ಋするよりޮ良く臨床の指ಋができると考える。
。をཆっていくྗૅج続していくとともに、実शで学生の社会人ܧ年は今年の目ඪをあるఔ࣍　

ʪ̐ʫ　ڭҭݚमٞڠձ 天内　陽子、川本　๎子、丹下　敦子
１　త

　看護職員として֮ࣗを࣋ち、看護部の方にԊった看護の提供と、職員ݸʑの成長をਤるためのڭҭ企
画およびӡ営をおこなう。
２　ඪ

　１）看護のプロフェッショナルとしてࣗ分の看護観、信念（マインド）を࣋ち、ࣗ分の行動にとࣗ
֮をもって「患者に心ある看護」を提供できる人ࡐをҭ成する。

２）ポートフォリオを活༻し、「プロフェッショナルとしてのࣗ分らしさ」をしたキャリア開発を
支援する。

　３）経営意ࣝを࣋ち、มֵに向けてݐ設తな視点でॊೈにマネジメントできる人ࡐをҭ成する。
ಈཁ׆　̏

　今年の大きな目ඪとして、クリニカルラダーの見直しをあげ、औりんできた。日本看護ڠ会より、
ʰクリニカルラダー（５ஈ階）ɦ というද記からh 看護実ફ能ྗशख़ஈ階（̐ஈ階）ɦ がࣔされたことをडけ、
当初༧ఆしていた目ඪの修正を行った。さらに、看護大学ߍの学生へのڭҭも加えバンビ̌からஈ階にԠ
じたڭҭհ入ができるように加した。
　９月よりڭҭ୲当を師長શ員で行う体にม更し、それぞれ୲当をʰ現ڭҭʱh 人֬ࡐอʱh 臨地実शʱ
の３つに分けそれぞれのհ入を行った。h 現ڭҭʱの中にʰ看護実ફ能ྗशख़ஈ階ʱの࡞成を加え、ஈ
階ごとのレベルや指ඪをܾఆし༻できる体制を整えることができた。ซせて࣍年のڭҭܭ画とリンク
させるܭ画を立Ҋすることができ、࣍年実ફ༧ఆとしている。࣍年はスタッフશ員の看護実ફ能ྗश
ख़ஈ階ධՁを目ඪ理に活༻しながら修正し、ISO に登録する༧ఆとした。
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　新人看護師研修「バンビナース研修ʱでは、新人看護師に対して、ૅج看護技ज़研修やフィジカルアセ
スメントを中心に講ٛと演शの࣌間を加した。また、看護部経営研修、マネジメント研修をܧ続తに企
画し、織人としての経営意ࣝをもった人ࡐҭ成を行った。
　看護研ڀ　院内研ڀは、看護研ڀ学会・事ྫ研ڀ・ふたば研修実ફ報ࠂを対面形ࣜで開࠵できた。

ʪ̑ʫه録ݕ౼ϫʔΩϯά෦ձ 山本　香織
１　త

　看護記録のॆ実をਤり、࣭の高い看護を提供する
２　ඪ

　１）　ワーキングメンバーが中心となり記録に関するࣝの向上をਤる
　２）　記録査者としてのׂを行し、査݁Ռの向上から看護実ફのධՁと࣭の向上をਤる
　　　 （１）査により明֬になった֤部ॺの課を共有しվ善できる
　３）　看護ඞཁが正しくධՁされるみを構築する
　̐）　ワークシートを修正し、活༻する
　５）　2018 年にվగされた記録マニュアルの修正を行う
成する࡞ഔ体ӡ༻マニュアルをࢴの࣌ࡂ　（̒　
ಈཁ׆　̏

　１）　学研ナーシングサポートを活༻し、「正しい記録」について学शする機会を設けた。
　　　 また、「看護サマリーのॻき方」についての院内研修を実施した。「看護ඞཁ」の研修を２ճに

わけて行ったが、ࢀ加者が 10 名ఔずつとগない݁Ռになった。
　２）　֤所属のワーキングメンバーが、࣭త・形ࣜの査、ඞཁ査を実施した。形ࣜ査では実施

入ྗや観߲目のൈけなどについてワーキングメンバーがスタッフにपを行うことで入ྗ࿙れ
ࢭにめた。

方法を医事ܭ年重症、医療・看護ඞཁのվగがあったことから、ඞཁの入ྗ方法と集ࡢ　（３　
課とڠಇし相ҧがないかどうかの֬ೝもؚめた査を実施した。ඞཁがऔれていないケースも
あったことから、方に見直しやスタッフへのपがඞཁであることがුきூりになった。査
දについてはվగを行った。

　̐）　小集団活動の１つでワークシートの見直しを行ったが、実ࡍの活༻までにはࢸっていない。
　５）　記録マニュアルのվగは行い、̨̞̤への登録も行った。
、成を行い࡞して見本のྗڠഔ体ӡ༻マニュアルは小チームがコメディカル部門ともࢴの࣌ࡂ　（̒　

֤病棟に配を行った。

2025 年の電子カルテの更新に向け、来年は小チーム活動内༰を見直し、電子カルテ更新までに
վగしたものをみࠐめるようなऔりみがඞཁとなる。電子カルテҠ行࣌のࢴカルテӡ༻についても
ଞ部門とڠಇして内༰修正を行うとಉ࣌に、シミュレーションを行うことも検౼する。
　研修については集合研修ではなく、ワーキングメンバーの活動として֤部ॺでのษڧ会開࠵にҠ行す
る形を検౼する。
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ʪ̒ʫޢ෦҆શਪਐҕһձ 宮城　߂樹、ਂ川　貴美
１　త

患者の安શをकり、看護の࣭を向上する
２　ඪ

正しい֬ೝ方法がश׳化される職場風の構築
１）ܾめられた֬ೝ動࡞のपపఈ
２）リンクナースが中心となり、再発ࡦࢭのप・実ફができる
３）ラウンドを行い、実ફ状況の֬ೝをする 
ಈཁ׆　̏

・看護部の患者間ҧいに関するインシデント報ࠂが 103 ݅あった。ࡢ年より૿加しているため、11 月
に対ࡦとして、「指さし呼শキャンペーン」とし、ポスターのࣔܝを行い指さし呼শのపఈをਤるよ
う所属師長・リンクナースを中心にスタッフશ体にਁ透するようアナウンスした。

・ຑ薬の༩間ҧい事ނをडけ、ݸʑのダブルチェックの方法が౷一されておらずࣗݾ流になってしまっ
ていることがわかった。そのため、ຑ薬のऔりѻい࣌には、「2 人連続型」のダブルチェックの方法を
༻いることをܾめ、マニュアルに加した。ຑ薬金ݿへのポスターࣔܝを行い看護部શ体へのपを行
い、薬剤部にもྗڠをಘた。また、ຑ薬のݤの理のపఈのため、ຑ薬のݤઐ༻のストラップを౷一し
ӡ༻を開始した。

・看護部医療安શ研修をࡢ年とಉ༷に、ϗップ編・ステップ編・ジャンプ編と 3 ஈ階に分け、ラダーにԊっ
た研修内༰を実施した。ϗップ編ではビギナーを対に、安શ行動・ヒューマンエラーについてのૅج
の振りฦりを行い、インシデント݅が多くなる２年目にಇきかけた。ステップ編ではラダーᶙを対
に、フィッシュϘーンを༻いて事ྫ検౼を実施し、所属での活༻をଅした。ジャンプ編ではラダーᶚを
目指すスタッフを対に、医療安શ理者研修を今年ड講した師長に講師をしてもらい、RCA 分析
の方法や実ࡍをグループワークで学べるよう企画・実施した。࣍年は、研修での学びを活かした֤所
属でのインシデントへのऔりみと、その݁Ռを発දしଞ部ॺにも共有できるよう検౼する。

・リンクナースは「生体視モニター」「患者֬ೝ」「薬剤֬ೝ」「始業前点検」の 4 つの小集団に分かれ、
1 年間を通して活動を行った。いずれもラウンドや聞きऔり調査を実施し、手ॱ通りにできていない現
状をѲした。そのため、正しい実施方法のポスターや意ॻきのࣔܝを行いスタッフへのアナウンス
にめた。

・ຖिՐ༵日にࣥ行部メンバーで前ि分のインシデントについてミーティングを実施し、事ނཁҼをディ
スカッションし、対ࡦについて話し合った。また、師長・ओやリンクナースに共有するべきインシデ
ントや、セーフティマネージャー会での共有事߲などを検౼した。

・看護部શ体では 0 や 1 レベルのインシデント報݅ࠂは૿えており、今後も報ࠂしやすい環࡞ڥりに
める。また、薬剤関連のインシデントが多く、ܾめられた֬ೝ方法を行できていないケースが多い。
指さし呼শでの֬ೝが当たり前の風となるよう今後もܧ続してऔりんでいく。

ʪ̓ʫޢ෦ײછରࡦҕһձ� 原　හܙ
１　త

　InGFDtJPn CPntrPM TFaN とڠಇして院内感染制御を行う。
２　ඪ

　リンクナースが部ॺの課にऔりむための支援が出来る
　感染対ࡦに関連した新しい情報を発信していく
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　リンクナースの感染に対するࣝをਂめ、病棟શ体で感染対ࡦを行う体制を整える
ಈཁ׆　̏

１）ຖि月༵日に実施している ICT ラウンドにリンクナースがࢀ加する。部ॺの課やऔりんでい
ること、工していることなどを環ڥラウンドチェックシートとして࡞成しラウンドにࢀ࣋する。事前
に部ॺの課を明らかにしたことで、ଞ病棟へラウンドしたときに、良いऔりみをࢀ考にする事が出
来た。病棟のリンクナースは外来や内視鏡室などීஈ行かない中央部門をラウンドすることができ、新
しい経ݧをする事が出来た。ICT ラウンドについてはશリンクナースがࢀ加し、１年間を通してࢀ加
がఆணできた。
ラウンド݁Ռ報ࠂでは前ճ指ఠされてվ善出来ている点をきっちりධՁされていて、リンクナースや病
棟スタッフにとってもऔりみの成Ռがみえてモチベーション向上につながった。
２）感染ೝఆ看護師が中心となり手指Ӵ生のษڧ会を実施した。その後֤所属でリンクナースに対して
１対１で手指消ಟの実施チェックを行い、手指Ӵ生のタイミング等をઆ明した。ݸ別指ಋをडけたリン
クナースは֤所属内で、手指消ಟの正しい方法をスタッフに伝ୡした。その݁Ռ所属内では正しい手指
消ಟ、手指Ӵ生のタイミングにえられるスタッフが૿えてきた。
３）リンクナースのࣝ֬ೝテストや新たな情報の共有を行った。感染に関連したࣝ֬ೝテストを̒
月・10 月に実施、「手指Ӵ生のタイミング」「正しい検体࠾औ」「カテーテル༝来血流感染症」のษڧ会
を実施した。ษڧ会の内༰はあいまいになっていた点などがエビデンスを元に正しい情報がಘられ、リ
ンクナースはより部ॺのスタッフへ伝ୡがしやすい内༰となった。今年औりんだテストやษڧ会に
よって、リンクナースのࣝは向上し、正しいࣝをにつけることでさらに新しい情報に興ຯをࣔし
たり、ࣗ信につながる݁Ռとなった。
̐）̒月以降で当センターの病棟内でコロナのクラスターや院内感染が݅発生した。コロナの感染対
を໐らした。そこでリンクナーܯ続している中で患者・スタッフに感染が૿えている事に対してܧをࡦ
ス間で院内感染の原ҼはԿか、どのような対ࡦがඞཁなのか、医療をࢭめないという観点で話し合いを
行った。今までܧ続している৯や手指消ಟを再スタッフ間でを掛け合えるように伝え続ける。प
ғが通ৗの行動にりつつある中で「医療者としての行動」を࣋ち続けることが大事というが多く聞
かれた。

ʪ̔ʫޢࡂϫʔΩϯά෦ձ 上　直人、大川　Ҁߔ
࣮　

　能登島地ݣ
　　DMAT：2 ୂ　日赤救護൝：1 ୂ
　　１/ ３よりॱ࣍ݣとなり、ࡂ対ࡦ本部、病院支援、ආ所での支援を行った。
１　త

をҭ成するࡐに対Ԡできる人࣌発生ࡂ　
２　ඪ

にඋえた行動を考え実ફできるࡂ、ࣝを学びૅجのࡂ　　
　　　　１）病院内の消設උ・ආ経路をスタッフが理ղできる
　　　　２）リンクナースを中心に所属でආ܇࿅をܭ画・実施する
　　　　３）看護൛ BCP（事業ܧ続ܭ画ॻ）を検౼し࡞成にண手する
ಈཁ׆　̏

　施設課による消設උのઆ明会を実施。一ॹに院内を見ճりながら消Րખの༻方法を֬ೝした。また、
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救急科医師によるૅجࡂ対Ԡのษڧ会やトリアージタグの記入方法、ࡂカルテの記入方法、࣌ࡂड
け入れシミュレーションのص上܇࿅を行い、リンクナースにڭҭを実施した。
　11/12（日）奈良市消局と連携のもと、南ւ・東南ւ地をఆし܇ࡂ࿅を実施。奈良看護大学ߍ
の学生もࢀ加していただけた。

ʪ̕ʫ᧘ᚃɾӫཆϫʔΩϯά෦ձ� 山内　Ѫ子
１　తɾඪ

目త：᧘ᚃが発生しない
　　　᧘ᚃ・栄ཆ患者の発生࣌にૣظ発見・ૣظհ入ができる
目ඪ：１．スタッフのࣝと実ફྗをఈ上げする
　　　２．᧘ᚃ発生࣌のܾめられた記録߲目の記ࡌ࿙れがない
ಈཁ׆　２

　スタッフのࣝのఈ上げのために、᧘ᚃに関するテストを５月と１月に実施した。᧘ᚃධՁができるよ
うになるために、リンクナースを中心に、ࣗ部ॺの᧘ᚃ発生࣌のカンファレンス内༰について、情報共有
と観の意点や看護հ入の方法について意見交を行った。᧘ᚃ発見࣌の記録がෆे分なに対して
は、「᧘ᚃ༧・発生࣌の記録のテンプレート」を࡞成、修正し、３月には༻後のධՁを行った。今後、
。しながら修正を行っていくこととした༺
　NIPP7 ண患者の MDRPU の発生に対して、ER・HCU のリンクナースによる NIPP7 フィッティン
グ方法のレクチャーを実施した。その後の発生が２݅あり、対Ԡの意点について再શ体で考える機会
を࣋った。
　NST ճ診にࢀ加し、学んだことをワーキングで共有した。口腔ケアスクリーニングができるようにな
るために、ධՁ方法についてશ病棟と࣌間調整を行い研修の実施ができた。
̏　݁Ռ

　᧘ᚃ発生݅は 73 ݅であった。発生部Ґは、ઋࠎ部、部、尾ࠎ部のॱに多く、ઋࠎ部は 42ˋをめ
ていた。᧘ᚃ発生݅はݮগさせることができず、᧘ᚃ発༧に向けてのհ入状況（ポジショニングや皮
膚の੬ऑ性のධՁなど）を֬ೝし、۩体తな対ࡦを検౼し࣍年に実施したい。

　MDRPU の発生 67 ݅、うち血ライン類 26 ݅、手ज़器۩ 10 ݅であった。血ライン類の発生ཁҼは、
年̌݅を目指してऔ࣍化しڧఆ手技の見直し、༧తケアの֬ೝෆが考えられ、手技、֬ೝ方法をݻ
りんでいく。
　NIPP7 の発生݅は̐݅であった。レクチャー実施後に１݅の発生があったが、５日後には治༊する
ઙい௵ᙾの発生にとどめることができた。
　栄ཆ患者への意ࣝ向上のために NST ճ診へのࢀ加を呼びかけ、１ヶ月に１部ॺのࢀ加があった。ࢀ
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加できなかった理༝は、「ࢀ加したいが病棟業務がありࢀ加できない」ことであり、ෆࢀ加ではなく࣌
間のࢀ加を目ඪにऔりんでいく。NST ճ診では、հ入患者のडけ࣋ち看護師またはリーダーがࢀ加し
ているが、հ入患者のѲがे分とはݴえず、࣍年は病棟୲当理栄ཆ士など多職छと連携をとり、
栄ཆ患者のѲ、ࣝのఈ上げにめたい。
　口腔ケアスクーリングについては、10 月から３月までに֤病棟で師長・リンクナースのྗڠをಘて、
口腔ケアの方法やධՁ方法についての研修を実施した。࣍年は研修後のධՁを実施する。

ʪ��ʫ"$1؇ϫʔΩϯά෦ձ 北村ժҥ子、中村　明子
１　ඪ

　患者にとって࣭の高い看護を提供するために、院内のج本త؇和ケア・ACP のීٴについてめる。
２　ඪ

　１）ࣗ部ॺの IC 加状況、؇和ケアのおける現状分析を行うࢀ
　２）ACP に関するࣝと技ज़をਂめ、ࣗ部ॺでの IC ಉ੮を実ફする
　３）新スクリーニング IPOS と؇和ケアに関する院内システムを理ղし実ફに活༻する
ಈཁ׆　̏

　今年は、３つの目ඪについての活動ܭ画を立Ҋした。５月には、ࣗ部ॺの؇和ケアに関するऔり
み /IC ಉ੮状況についてリンクナース一人一人が発දを行い、西田؇和ケアೝఆ看護師が「؇和ケア /
ACP と IC について」ミニレクチャーを開࠵した。また、ϗスピス・؇和ケアにおけるධՁईの１つで
STAS-J の後ܧ൛である、IPOS ࣭༻ࢴをがん患者ۤ痛スクリーニングとして༻することになり、リ
ンクナースへ༻方法をઆ明した。̒月には、؇和ケア内科の竹ᖒ医師による「ૣظ・診அ࣌からの؇和
ケアʙ IPOS をܖ機としたコミュニケーション」についてのษڧ会を開࠵し、ௌ講した。その中で援ॿత
コミュニケーションが؇和ケアհ入のج本であるため、患者のۤ痛のサインをメッセージとしてडけऔり
、を通して学んだ事ྫݧ化し、思いを明֬化にする大さを再ೝࣝできた。７月は、２西病棟での体ޠݴ
がん放射線療法をडける患者の事ྫおよび外来でのがん薬療法をडける患者の IC ಉ੮࣌の意思ܾఆ支
援についてそれぞれの立場で実ફした看護をޠる場を設け、ௌ講した。９月には、さらに良いྫ・ѱいྫ
のコミュニケーションスキルを活༻した動画を視ௌし、ࣗ分たちが実ફできる支援についてグループワー
クを行った。そこで、共感తコミュニケーションやがඞཁなスキルであることをվめて学び、ࣗ分た
ちの患者への向き合い方について内লする機会となった。そして、ࣗ分ୡが IC ಉ੮に向けて実ફしてい
きたい内༰をチェックリストにして明จ化し、１ヶ月間ࢼ༻した。10 月には、実ફチェックリストを༻
いて、IC ಉ੮を行い、ᶃಉ੮して患者にとって良かったこと、ᶄ看護師にとって良かったこと、ᶅリン
クナースの報ࠂを聞き、加したい内༰やᶆ今後のऔりみについてݸ人シートに記入してもらった。看
護師にとってよかったことは、患者の思いをることができ、また患者との信པ関係を築くことができた
という意見が多くあり、またというスキルが૾していたよりޮՌతに活༻でき、理ղにつながった
という意見があった。実ࡍにワーキングでの学びを実ફに活༻でき、なお成功体ݧにつながったことは、
リンクナースのモチベーションの向上となった。また֤所属のऔりみを聞けたことで、のコミュニ
ケーションスキルをઓしようというリンクナースもいたため、今ճのऔりみは、ۤ手意ࣝのࠀへの
第一าとなったとݴえる。
　IPOS については、ճऩ݅にภりがあり、がん患者が入院しない、３部ॺ（２東、３西、５西）は
༻できていない。しかし、༻している部ॺでは、支援がඞཁな患者をѲできるように一ׅのファイル
の࡞成や、また独ࣗでՁ観シートを࡞成し、患者のՁ観もѲできるようにリンクナースが中心となっ
てओ体తな行動ができ、工もされていた。リンクナースがࣝ・技ज़・ଶをさらに向上し、ࣗ部ॺの
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課に向けて、患者をશ人తにアセスメントできるように総合看護ྗを高められる活動を行っていく。

ʪ��ʫྙཧϫʔΩϯά෦ձ 宮本美ዳ子、ӊ಄尾子、石川　昌江
１　త

　患者・家族にとっての最善を考え、倫理తに対し࣭の高い看護を提供する
２　ඪ

　１）メンバーが倫理に関するࣝをशಘし、所属にフィードバックできる
　２）所属における倫理తにऔりみ、リーダーׂを発شするスキルを見につける
　３）看護部織における倫理を集し、分析する
ಈཁ׆　̏

　今年は、ワーキング初年であるため、５月にメンバーへワーキングの“目త・目ඪ”の提ࣔをおこ
ない共通理ղをଅした。̒月に看護のࠜఈである“倫理原ଇ”をઐ門看護師からಡみղき、条จにならい
実臨床に置きえる考え（四分ׂද）を学ぶ。７月に実ࡍにࣗ部ॺの課のந出をおこない、四分ׂදを
༻いてղܾのステップにあてはめた。̔月は、あてはめたステップについて発දし共有した。９月以
降は、メンバーがファシリテーターとなり、ࣗ部ॺの倫理త課についてந出し、カンファレンスをおこ
なった。以上の༧ఆでワーキングをਐめて行く༧ఆであった。しかし、四分ׂදの考えを学ぶまではメン
バーのワーキングに対しての意ཉは高かったが、ݸ人でࣗ部ॺの課を四分ׂදにあてはめて発දするࠒ
より、「倫理త考えに正ղはない。でも四分ׂදではここにあてはまるとݴわれても更にࠞཚする。」との
が多く上がり、急ᬎࣥ行部のみで臨࣌で集まりを設け、今後下ظの༧ఆを大きくม更した。
　９月に３人一ʴࣥ行部１名（ファシリテーター）のグループを࡞り、ࣗ 部ॺの倫理తを出し合い、
औりむにあたってのࠔと感じることなどをワークした。中間ධՁでは、メンバーのワーキングでの目
ඪୡ成を֬ೝすると平ۉ 3.7 であった（10 ஈ階ධՁ）。10 月ʙ 12 月は、ಉ༷のメンバー構成で一人ず
つ３ճに分けて事ྫに対しての看護の振りฦりをおこなった。１月以降は、ࣗ部ॺの倫理తに対して
ワーキングメンバーとして実ࡍにऔりみ、発දした。
　最終ධՁでは、目ඪୡ成が平ۉ 4.2 であった。۩体తな意見として、“メンバーとしては理ղできたが、
実ࡍにࣗ部ॺで発信していけるྗがඋわったかࣗ信がない”“倫理を意ࣝするきっかけとなった”“യવと
して分かりづらい”などの意見があった。
　今年の振りฦりとしては、“倫理ྖߝ”のಡみղきまではج本に立ちฦる意ຯでඞཁな行ఔであったが、
のಉఆと分析、四分ׂද辺りからメンバーの理ղに大きくࠩҟが生じたと考える。レディネスを
Ѳしてي道修正することで、倫理を考えるきっかけとなった。しかし、その一方で“倫理は今後のࠜఈで、
શてにおいて倫理త考えがඞཁになる”とਁ透していくためには࣍年どのようなアプローチがඞཁか検
౼していかなくてはならない。

ʪ��ʫೖୀӃࢧԉϫʔΩϯά෦ձ ֿ原　智代、ᐩ田　美ܙ
１　త

　患者が最దなظ࣌にదな場所へୀ院出来るよう、また患者・家族がୀ院後も安心して療ཆ生活をૹれ
るように支援する
２　ඪ

　１）ୀ院支援に関するࣝの向上をਤる
　２）入ୀ院支援シートを活༻し、ଞ職छとの連携をਤる
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ಈཁ׆　̏

　2024 年̐月からಋ入༧ఆである「PFM について」「入ୀ院支援加ࢉᶗをとるための記録」について学
श会を実施した。「స院調整をਐめる上での関連施設に関するࣝ」「ୀ院支援にඞཁなサマリーの情報」
について、奈良市入ୀ院連携支援合ಉ会にࢀ加したワーキングメンバーがファシリテーターを୲い、ୀ院
前カンファレンスのディスカッションを行うことで、連携や調整に対するリアルな点が明֬となり今
後のୀ院前カンファレンスに֤部ॺがऔりんで行く手がかりになったと考える。ಉ࣌に、診療報ुվగ
や入ୀ院支援加ࢉᶗをऔಘするための記録については、今までの記入࿙れ等の点を౿まえて入ୀ院支
援シートおよびୀ院支援ܭ画ॻの記入、カンファレンスのタイミングについてワーキングメンバーで情報
共有をおこなった。
　ຖ月５ྫずつ入ୀ院支援シートに関する査を行った。ಉじところの記入࿙れ等があるなど点が明
֬になり、֤部ॺで対ࡦを検౼することができた。また、入ୀ院支援理ղチェックを̒月と 12 月に実
施し、その点をふまえた֤部ॺでの学श会等を実施することで後は前とൺֱして理ղが高まっ
た。入ୀ院支援シートの見直しにより、どこを記ࡌしないといけないのかがわかりやすくなり、બࣜで
記録のෛ୲がগなくなるようվగすることができ、記録࿙れのݮগにつながったと考える。
　ୀ院支援に関して患者や家族の意向の֬ೝやカンファレンスの内༰など、記ࡌしていても目తにかなっ
ていない内༰もみられており、査の݁Ռ等もみながらその都ワーキングメンバーへの情報伝ୡをおこ
なったが、内༰に関してはまだվ善されていない部分も多い。ظ入院も૿えており、ワーキングメンバー
だけでは記録࿙れ等を֬ೝし、指ಋしていくのはࠔであり、病棟શ体の理ղを高めていくことが今後
の課である。

ʪ��ʫऀྸߴέΞϫʔΩϯά෦ձ 川本　๎子
１　తɾඪ

　目త：入院が高齢者およびೝ症患者へٴ΅すӨڹを正しく理ղし、対が生き生きとした入院生活が
ૹれるよう看護提供ができる。

目ඪ：１．デイケア：院内デイケアを通じて高齢者ケア、ೝ症ケアをࣗ部ॺで実ફすることができ
る。

　　　　２．リエゾン：リエゾン活動をఆணし、患者対Ԡがదかつਝにできる。
ಈཁ׆　２

　目ඪ１については、院内デイケアはコロナ感染拡大༧対ࡦにいຖ月開࠵できず、֤部ॺ内でワーキ
ングメンバーを中心に実施した。３東病棟では折りࢴやシールを༻しւ中をイメージした࡞品を࡞って
もらった。HCU では七夕の০りけを行い、にئい事を記入してもらい、患者・家族ともに喜んで
いただき、家族看護にもܨげることができた。ࢀ加者は֤部ॺ患者２ʙ５名であった。֤ 部ॺのリンクナー
スがقઅ感をຯわえるようにと企画し、七夕やぬりֆを行い最終３部ॺで開࠵することができた。コ
ロナ感染もऩ束してきており、院内デイケア実施に向け、再考していきたい。今年、قઅ感のあるܭ画
を立Ҋしても対者がいないなど、֤部ॺ内だけでは実ફの機会がݶられてしまう。そこで、来年はロ
ビーコンサートやあおによしࡇりなどイベントに合わせてワーキングスタッフが֤部ॺをラウンドするな
どӡ༻方法を再検౼༧ఆである。
　目ඪ２については、リエゾンೝఆ看護師のଠ田がษڧ会を行った。内༰は、せんໝハイリスク患者ケア
加ࢉ、ೝ症ケア加ࢉについてであった。また、せんໝ患者の対Ԡとして、正しい体߆束の方法につい
て指ಋを行い、実ફにܨげてもらった。ࢀ加者はワーキングスタッフ 14 名であった。
　今年のワーキング開࠵はશ 10 ճとなった。リンクナースを中心にワーキング内༰（ษڧ会内༰：せ
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んໝ、体߆束の方法、せんໝハイリスク加ࢉ、ೝ症加ࢉについて）ࣗ部ॺで伝ୡ講शを行ってもらっ
た。また、せんໝハイリスク加ࢉのコスト࿙れの原Ҽを調査し、֤部ॺでのॲ理やコストࢉఆまでのӡ༻
方法がҟなっていたため、コスト࿙れのগない部ॺの方法を共有し実ફした。݁Ռ、せんໝハイリスク患
者ケア加ࢉࢉఆ状況は、શ新入院患者に対してのࢉఆは 49.6ˋ（前年ൺ 2.2ˋ૿）、70 以上かશຑࡀ
ਲ手ज़患者に対してのࢉఆ 76.4ˋ（前年ൺ 6.1ˋ૿）、そのଞ患者へのࢉఆ݅平ۉは 34 ݅であった。
　ೝఆ症ケア加２ࢉに係る施設ج४のため「ೝఆ症高齢者の看護実ફにඞཁなࣝ」研修に 26 名がࢀ加し、
֤所属に３名配置ができた。
　さらに、来年の診療報ुվగに向け、体߆束のマニュアル࡞成、ೝ症ケアマニュアルのվగを行っ
た。
　今後も高齢者およびೝ症患者が生き生きと入院生活がૹれるように、ワーキング活動を通してスタッ
フが看護実ફできるようऔりんでいきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ʪ��ʫ%J/2- ϫʔΩϯά෦ձ 梅津ز久子
１　ඪ　DJNQL データを活༻した看護理の目ඪ設ఆを行い、վ善にऔりむことができる
　　　　１）タイムスケジュールにそって、月データを正しく入ྗできる　
　　　　２）ベンチマーク݁Ռを活༻し、理上のにऔりむことができる
ಈཁ׆　２

　ࣥ行部メンバーは、֤部ॺへデータ入ྗのマニュアルを༻いてઆ明を行った。ຖ月 TQM とデータ入ྗ
について調整を行い、モニタリングを行った。正しい入ྗができていない部ॺへの指ಋを重点తに行った。
９月よりシステムリニューアルがあった。DJNQL データは、病院、部ॺຖに分析レポートよりࣗ部ॺの
ऑみとڧみ、課が明らかになったため、看護の࣭向上のため目ඪを設ఆしऔりみアウトカムがよりわ
かりやすくѲできるようになった。2023 年でワーキングとしての活動は終ྃするが、事務部門とڠ
ಉして入ྗとデータの活༻にめていきたい。
　目ඪ１、１）について、ࡢ年からのҾき続いた課で、多くの部ॺで日ʑの入ྗが間ҧっており、部
ॺの理者もチェックでチェックできておらず、指ఠにより修正してもらっている現状が明らかになった。
できていない部ॺには、アナウンスを行い修正ґཔした。֤病棟の意ࣝのҧいも大きいと考える。
　目ඪ１、２）について　チーフナースが中心となりベンチマーク݁Ռはそれぞれの部ॺにおいて活༻、
理上のにऔりむことができた。

ʪ��ʫ接۰ϫʔΩϯά෦ձ　� 山本　ࢳ美、長田　真ر
１　ඪ

　１）心地よくಇける職場環ڥつくりを目指す
　２）相手の࣋ؾちを考え、心地よいݴ༿が行き交う職場つくりにめる
ಈཁ׆　２

　目ඪ１）、２）について、心地よくಇける環ڥつくりのऔりみとして、֤所属でスローガンを考え年
間ܭ画を立Ҋし活動を行った。۰面とだしなみについては、̒月と 11 月に֤所属のワーキング部会
の委員が֤フロアー間でݸ人チェックシートを༻いて۰面でのධՁを行った。できていなかった߲目は、

「৭は職務規ఔでఆめられたトーンにしている」「職員間をさんけで呼んでいる」「ೃれೃれしい話し
方をしない」「すぐに行けなかった場合は、おたせしましたとݴっている」などがあがった。֤部ॺで
ラウンドの݁Ռを話し合い、できていなかったՕ所は、「原Ҽ」「対ࡦ」「औりみ」を考えて実ફをする
こととした。ࣥ行部は、ݸ人チェックシートで点がかった部ॺに行き再ධՁを行い、ラウンド݁Ռ
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を֤部ॺのワーキングメンバーおよび師長に伝えվ善にめてもらうようにした。
　更ҥ室の清に関しては、ຖ月୲当する所属をܾめ、実施の有ແを見える化する目తで֤更ҥ室に୲当
දを提ࣔし、実ࡍに清した内༰を記ࡌしてもらうよう記ࡌスペースを࡞成した。୲当部ॺのスタッフが
清・整理整を行ったが清内༰にばらつきがあった。
　今年よりଞ職छ（薬剤部、臨床検査部、リハビリテーション部、放射線部、臨床工学部）とڠಇし、
９月と１月に更ҥ室（１F・B １F のஉ女更ҥ室、手ज़室のஉ女更ҥ室）の清を実施した。そこで、環
、する場所のため༺ラウンドの一環として、院内のӴ生理委員会でラウンドをґཔしたが、職員がڥ
ґཔした委員会では実施にࢸらなかった。更ҥ室のロッカーの上のᆍや放置品（ϔアーゴム・ѿ・い
だۺ下・スクラブなど）が置きっͺなしになっていたため、ఆظతな清がඞཁと考え、ࡒ務課に清ґ
པがՄ能か֬ೝし、委ୗ業者との業務内༰の更新࣌に提Ҋしてもらうこととした（ະܾఆ）。
　また、更ҥ室のࡿが、置いたままになっていたため、「更ҥ室をごར༻されるみなさまへ」のポスター
を࡞成しロッカーにࣔܝし、ࡿは֤ࣗのロッカーへऩೲしてもらえるようྗڠґཔを行った。
　さらに、コロナՒで面会制ݶがあり家族と直会えないため、患者サービスの一環として、面会やおՙ
をࢀ࣋されたご家族の方に、患者さんѼにメッセージカードを記入してもらいおՙに添えてメッセー
ジカードをお届けするऔりみを行った。
、の方向であるためࢭ年は、۰ワーキング部会がഇ࣍　
　ᶃだしなみチェックは֤所属、または、師長会୲当月当番で実施
　ᶄ更ҥ室の置きれ֬ೝは、師長会୲当月当番で実施
　ᶅ更ҥ室のロッカー上୨の清は、委ୗ清業者にґཔՄ能かࡒ務で֬ೝ中である

ʪ��ʫϦιʔεφʔεձ 北村ժҥ子、丹下　敦子、ᖛ中　ӻ子、稲村あづさ
１　త

　看護のઐ門分野のࣝ・技ज़・ଶを活༻し、看護ケアの࣭อূにݙߩする
２　ඪ

　１）ઐ門性を発شし、患者に安શ・安心な࣭の高い看護を提供するとともに、スタッフへの指ಋ・相ஊ
ׂをՌたす

　２）院内外のଞ職छとの連携をڧ化し、チーム医療および地域の関連施設との調整としてのׂを発
するش

　３）ޮՌత・ޮతな看護を提供し、診療報ु上の点औಘをؚめた病院の健શ経営にݙߩする
　̐）ઐ門ྖ域のࣗݾ研ᮎにྭみ、実ફ・指ಋ ڭҭ・相ஊ・研ڀにܧ続తにऔりむ
ಈཁ׆　̏

　今年は、リιースナースಉ士で情報共有し、連携できるようにح月（11 月をআく）にリιースナー
スの情報交会を開࠵した。また、ᶃ広報、ᶄ人ࡐҭ成、ᶅڭҭ、ᶆチーム医療の̐つのグループにわか
れて、グループ活動を行った。
　目ඪ１）に対して、広報と人ࡐҭ成では、院内スタッフが相ஊしやすいように活動内༰と所属を記ࡌし
た名を࡞成し病棟に配した。リιースナースを目指す人に対してリιースの活動をհする場を設け、
研修会を開࠵した。また、リιースナースの活動の見える化に向けて、インスタグラムを活༻し、広報を
行っている。࣍年に向けリιースが実ફする病棟ษڧ会のҊ内࡞成を行い、スタッフとإの見える関係
。りから、スタッフҭ成を行った࡞
　目ඪ２）に対して、ڭҭでは࣍年に体ݧ型の研修会を企画し、奈良県病院機構の３病院のೝఆ看護師
がྗڠしてӡ営に向けて活動を行っている。



෦ҕһձޢ　̑　෦ޢ（̕）　ۀ　̒ 　ಈ׆୯Ґޢ　̒�

289

　目ඪ３）に対して、チーム医療では、リιースナースの診療報ुに関わる加ࢉ一ཡにࣗ分の名前を֬ೝ
し、データをՄ視化し、見直しを行った。実ࡍにࣗ分たちが関わる診療報ुについてリιース一人一人
Ѳできていなかった߲目もあったが、病院経営への意ࣝが高まったと考える。
　目ඪ̐）に対して、今年より感染看護、皮膚ഉᔔ分野におけるೝఆ看護師が新たに加わった。それぞ
れの分野で研修講師や看護学ߍの講師やݸʑにษڧ会の開࠵を実ફしている。活動内༰に対して、学会発
දや学会ࢀ加をしている。

ʪ��ʫಛఆߦҝϫʔΩϯά　 ֿ原　智代、山内　Ѫ子
ಈཁ׆

　ಛఆ行ҝワーキングはಛఆ行ҝ研修を終ྃした看護師と、医療安શ、安宅医師により構成されている。
　ಛఆ行ҝ看護師は、医師からのタスクシフトʗタスクシェアを目తに研修をうけて、ಛఆ行ҝを実施し
ており、2023 年の直指ࣔは 1466 ݅、แׅ指ࣔは 249 ݅、総݅ 1715 ݅であった。またಛఆ行ҝ以
外にも診療ิॿ行ҝを 1413 ݅実施した。これらを、ຖ月݅の報ࠂと医療安શ報ࠂ事߲の有ແの֬ೝと
施行状況の情報共有を行った。
　患者さんに対して、ಛఆ行ҝするに関するઆ明やแׅಉ意の方法について検౼し、ϗームページに「看
護師によるಛఆ行ҝのแׅಉ意についてのおئい」をࡌܝした。
　現状として一部のಛఆ行ҝ研修終ྃ者は所属内での活動を行えているが、ࣗ部ॺ内での活動もほとんど
できておらず実ફにつなげられていないメンバーもଘ在する。
　今後、研修終ྃ者が活動しやすい環ڥを整えるために、マニュアルのվగをਐめること、医師やଞのス
タッフへのಛఆ行ҝに関しての理ղをଅす活動を行うこと、織横அతな活動内༰や方法の検౼が課で
ある。

ಈ׆୯Ґޢ　̒

ʪ１ʫٸٹɾूதྍ࣏ηϯλʔ　&3 看護師長：稲村あづさ
１　ελοϑ

　師長 1 名、ओ 1 名、スタッフ 32 名
　フライトナース：2 名　ಛఆ行ҝ研修：1 名
ಈଶऀױ　２

ಈ׆ޢɾۀ　̏

　所属目ඪ　
　　１）அらない救急医療の提供
　　２）臨床ਪ、フィジカルアセスメントྗの向上
　　３）ಇきやすい職場環ڥ
　活動内༰
　業務վ善、安શ、ڭҭ、ࡒ、٬ސ務の５つの視点で病棟ӡ営を実施。શ員が病棟ӡ営にऔりむことが
できるようにした。トリアージ能ྗの向上を目指し、トリアージ検ূ会やษڧ会を開࠵したり、救急ୂと
連携して電話対Ԡ࣌間をॖさせるऔりみを行った。またԠधまでのフローを࡞成し、看護師も医師と

数௳会↷総計合niklaW次2次3

救急受ࡅ入ࢀ௳数 1,073௳ 6,668௳ 3,506௳ 11,247௳ 11,694௳

Drࣜ࣊受ࡅ入ࢀ௳数    57௳  

   応受௳数㸸๓年度 1,250௳ 2023年 447௳  月ᖹᆒ応㟂率㸸94.6㸣
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のやりとりでストレスを感じることなく患者をԠधできるようにվ善を行った。CO7ID-19 流行による病
床ඡഭは考ྀされるべき点ではあるが、݁Ռとしては 2022 年よりൖૹԠध݅は上ঢし、ෆԠध݅
は下した。
人ݸҭや事ྫ検౼会を実施しڭҭとしては、学研ナーシング視ௌをଅすとともに、シミュレーションڭ　
学शだけではなく、スタッフશ員でࣝや看護を֬ೝする場を࡞りディスカッションできるようにした。
さらに院内のみならず院外のษڧ会のҊ内を行い、ࢀ加できるようなۈ務࡞りや環ڥの提供を行った。ಘ
たࣝを部ॺ内の日ʑの看護や業務վ善にؐ元し、それを学会発දなどを通してଞ病院と共有することで
視野を広げることにつなげた。֤病ଶのプロトコルをスタッフࣗに࡞成してもらい、看護師のྗྔࠩで
看護にࠩがでることのないようにվ善をおこなった。
　品理については在ݿ品のચい出しとఆม更を行った。また、ER・初療室֤フロアの整理整
を行い、ಋ線に考ྀした配置に修正をした。まだデッドストックは多いため、今後もෆ動品のআ、ఆ
ม更を実施していく。
ҭڭ　̐

　近ـ救急医学研ڀ会：「コーンのة機モデルを༻した ER での家族看護」吉村　࡙ึ
　શ国ࣗ治体学会：「ER におけるワイϠーレスインターカムಋ入による伝ୡの有༻性の検౼」稲村あづさ
　　　　　　　　　「小児外科外来開設とその後のऔりみʙ外来と ER のڠಇについてʙ」大川　Ҁ
　マネジメント学会：「RRS 活動報ࠂ」宮本　有里
　事ྫ研ڀ：阿南　志織、竹島　ਸ਼݁、山下　౧香、森本　ҁ美、西岡　ါՆ

ʪ２ʫ໋ٹηϯλʔ *$6ɺ)$6�ɾ� 看護師長：原　හܙ
１　ελοϑ

ಈଶऀױ　２

ಈ׆ޢɾۀ　̏

　所属目ඪ　
　１）スタッフશ員が支援し合う職場࡞り
　２）織・社会のニーズに対Ԡできる体制࡞り

ICU14 床Քಇに向けハード面の४උと、安શに配ྀした動線のための品の配置やエリアຖのྗڠ体
制を再構築した。また２: １ఆணに向けた人ࡐҭ成のため、एいリーダーのもとベテランがペアでサポー
トする体制をڧ化した。チームをগ人制にして１人１人がׂを࣋ち新人ڭҭにશ員がࢀ加するため情
報を共有する体制を構築する。小児外科डけ入れにい小児看護のڭҭをすすめた݁Ռ、小児डけ࣋ち
看護師はશ体の 84� に૿加した。コロナՒの̒月から感染対ࡦを講じ対面面会を再開した。その݁Ռ、
患者家族の関係を間近で見れたことで、スタッフからは家族看護の重ཁ性が再ೝࣝすることが出来た。

1 スタࣇࢵ

ᖌ㛗 ௵ スタࣇࢵ ーࣃル࣊ ┳ㆤຓᡭ ␗ື ⏘ఇ ୰㏵㏥⫋

ICU 2名㸦1名

୰㏵␗ື）

2名 37名 2名㸦1名

୰㏵␗ື）

2名 㸫3㸩8 3名  

名14㸩4㸫名511UCH
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　HCU １は３年ぶりに新人をܴえ新人ڭҭマニュアルの࡞成、新人から重症コロナをडけ࣋つことが出
来るڭҭܭ画を立てスタッフશ員が重症コロナ（ิॿ循環আく）डけ࣋ちがՄ能となった。重症コロナの
入院患者がঃʑにݮগしはじめたため、重症コロナとฒ行して一ൠ患者のडけ入れもੵۃతに行い後
はՔಇが上ঢする݁Ռとなった。また感染委員を中心にコロナと一ൠ患者をಉ࣌にडけ࣋つため、ఆظ
తに PPE や手指消ಟのタイミングの֬ೝを行った。
　HCU ２はさらにいつでもશ員がۓ急入院をडけ入れることが出来る体制と人ࡐҭ成を行った。新人̒
名શ員が̐: １डけ࣋ちとۓ急入院対ԠがՄ能となる。リーダーは 24 急入院がडけ入れらۓ間いつでも࣌
れるベッドコントロールがՄ能となった。
ҭڭ　̐

　奈良看護学会：今田　舞
　શ国ࣗ治体学会：宮川真ས子
　マネジメント学会：川田　॔ӳ
　事ྫ研ڀ：࠼　ډՖ・植田　Ѫ永・白౧　ະ久・米　ګ子・௭　འ奈・田中　༏生・中井　佑美・

井上　真央・奥山　࠼奈・水औ　৳

ʪ̏ʫ外དྷ 看護師長：北村ժҥ子、ֿ原　智代、部なおみ
１　ελοϑ　　
　看護師長３名、看護ओ２名（看護師１名、ॿ産師１名）、看護師 57 名（うちୗ２名、有ظઐ門職員
14 名、部分休業औಘ者 17 名）、ॿ産師̐名（うち有ظઐ門職員２名）、।看護師２名（ୗ１名、有ظઐ
門職員１名）、看護ิॿ３名でスタートした。11 月より看護師長１名がҟ動となり師長２名体制となる。
ಈଶऀױ　２

　診療科：整形外科、椎外科、皮膚科、形成外科、消化器・؊ᢄ外科、呼吸器外科、心ଁ血外
科、脳神経外科、乳腺外科、泌尿器科、小児泌尿器科、総合診療科、口腔外科、眼科、耳鼻咽喉科、಄ᰍ
部外科、産科、婦人科、小児科、小児外科、脳神経内科、消化器内科、糖尿病・内分泌内科、呼吸器内科、
感染症内科、循環器内科、腎ଁ内科、血液・जᙾ内科、؇和ケア内科、精神科、リハビリテーション科の
31 外来と外来化学療法室で１つの看護୯Ґである。
　ྩ和５年は、１日平ۉ外来患者 1305 名、հ հٯ、�68.1 87.0� である。外来化学療法室ར
༻݅は、のべ 10664 ݅、外来手ज़݅ 1050 ݅（うち眼科 919 ݅）、ॿ産師外来 2903 ݅、外来インス
リン指ಋ 91 ݅である。
ಈ׆ޢɾۀ　̏

　所属目ඪ
　１．患者に安શ・安心で࣭の高い看護を提供する
　　ᶃج本に実に安શ・安心を第一に考えてڠಇする 
　　ᶄ病棟との連携をਤり、ܧ続した看護を実ફする
　２．心理త安શ性の職場づくりを行う
　　ᶃ２階３階でྗڠできる体制࡞り
　　ᶄ報連相しやすい関係性を構築し、チームྗをڧ化する
　１については、CO7ID ʵ 19 の５類へม更にうマニュアルの整උや手ॱの見直しを行いจॻ登録す
ることで、スタッフશ員で手ॱを共有することができた。外来での IC ಉ੮をॆ実させるために、学श会
を行い、また実ࡍの IC 場面を見学して IC にಉ੮できるスタッフのҭ成にめた。精神科や産婦人科、
新生児科では病棟とのカンファレンスをܧ続し、ܧ続した看護を実施した。新たなऔりみとしては、病
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棟ॿ産師とڠಇし、Ｍ͈ॿ産師制をಋ入し、病棟と情報共有をਤり、ܧ続した看護実ફができた。
　２については、まずは２階・３階それぞれの中でのローテーションを行い、急ᬎのۈ務ม更やԠ援ཁ
に対Ԡできる環࡞ڥりを行い、ݶられたൣғ内ではあるが２階と３階の間でもԠ援できるスタッフもҭ成
することができた。ふたば研修では、職場体ݧを通しておޓいの業務や看護を体ݧしたことで、֤エリア
の理ղにつながった。
ҭڭ　̐

　東山が日本༌血細๔治療学会ࢽに「༌血電子ೝূシステムの༻を્するཁҼ」をࡌܝし、第 71 ճ
日本༌血・細๔治療学会学ज़総会において「༌血実施࣌における電子ೝূ્ཁҼの検౼」を口಄発දした。
　吉岡・中西まが日本医療マネジメント学会第 18 ճ奈良支部学ज़集会において「ٯհਪਐにむけた外
来看護としてのऔりみ」を発ද。院内研修では中西り・松尾・泉みがふたば研修にࢀ加し実ફ報ࠂを行った。
　松田・ѭ坂・石井が経肛門తચ腸療法講श会をड講、松田・ߥ木・久野ががん相ஊ員研修１・２を終ྃ
した。

ʪ̐ʫ์ࣹઢɾڸࢹ෦ 看護師長：野田　真里
１　ελοϑ

2023 年は看護師長２名、看護ओ２名、看護師 35 名（うち３༺ޏظ名、ୗ２名、部分休業औಘ
者７名）।看護師２名（ୗ）、看護ิॿ者１名の 40 名でスタートした。
　有֨ࢿ者としてインターベンションエキスパートナース５名、内視鏡技師５名が在੶している。最終త
に看護師 36 名と看護ิॿ者 1 名の 37 名で年を終えた。
ಈଶ　2023ऀױ　２ 年　検査実（　）内 2022 　検査実

ಈ׆ޢɾۀ　̏

　所属目ඪ
　１．検査部門のઐ門తࣝ・技ज़をशಘし、ج本を大にした看護を実ફできる
　　１）放射線・内視鏡部をワンチームとし、ক来తに 24 間࣌ 365 日検査対Ԡできる体制を整える　 
　　２）レベル 0.1 のインシデント報ࠂが૿加し、レベル２以上の報ࠂがݮগする　　 
　　３）MDRPU が発生しない
　２．なかまを思いやり、ޓいに成長できる職場環ڥをつくる
　　１）HOT ӡ動をਪਐし、心理త安શ性を高める  
　　２）スタッフがओ体తに小集団活動を実ફする 
画にԊった̤Ｊ̩をすすめܭҭチームを立ち上げࣗ部ॺ内でのローテーションや検査技ज़֫ಘのҭ成ڭ　
た。ݸʑのスタッフがհॿ実ફできる検査߲目が૿え、流動తでޮՌతな人員配置がՄ能となった。ૣ出、
出業務や共ಉ業務を整理、Մ視化した。४・ਂۈ務者がૣ出、出業務や࣌間外にٴぶ検査հॿを
実ફするようになり、平ۉ過ۈ務࣌間が、前年とൺֱし 6.2 間から࣌ 3.76 。গしたݮ間に࣌

内ど㙾㒊 ୖ㒊内ど㙾 ୗ㒊内ど㙾 ERCP ᑠ⭠内ど㙾 Ẽ⟶支㙾

௳数 759㸦675）1,599㸦1,506）3,832㸦3,736） 29㸦20） 288㸦357） 

㸦内ど㙾㸸VRUHPiR ᨺᑕ⥺㸸ULV ࢩス࣒ࢸ㞟計より）

ᨺᑕ⥺㒊 CT MRI TV 検ᰝ 
⾑⟶㐀ᙳ

᰾医Ꮫ
ᨺᑕ⥺

療㢌㒊 ⭡㒊 ᚰ⮚
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(13,839)
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ҭڭ　̐

　角江、小倉、日吉がふたば研修にऔりみ、「ॿけ合いが૿えಇきやすい職場にするためにʙ共ಉ業務
見直しとԠ援リスト࡞成ʙ」を発දした。

ʪ̑ʫखज़෦ɾதԝࡐྉࣨ� 師長心ಘ：ߔ上　直人
１　ελοϑ

　看護師長１名、看護ओ１名、看護師 45 名（うち新人看護師３名）でスタートした。中央ࡐྉ室にお
いては 40 名がब業している。̒月で２名のୀ職者と 11 月に２名が産休へ、12 月に２名の院内ҟ動
があった。11 月より院内ҟ動とҭ休明けで̔名配属された。３月で３名のୀ職者と、３名の院内ҟ動
があった。
ಈଶऀױ　２

ಈ׆ޢɾۀ　̏

　手ज़部ミッション
　１．手ज़をडけることは、患者の人生の一大事であり、その患者・家族の࣋ؾちにدり添い、安心で安

શな手ज़看護を提供します。 
　２．すべての手ज़に対Ԡできる「スペシャリスト」を目指します。 

３．県民から「ここで手ज़をडけたい」「ここで手ज़をडけて良かった」と思われる織づくりを行い
手ज़݅૿加を目ඪに病院経営にݙߩします。 

　所属目ඪ
　１．安શで安心な࣭の高いपज़ظ看護の提供 
　２．すべての手ज़に対Ԡできる 手ज़看護のスペシャリストのҭ成 
　３．スタッフがやりがいをもってಇき続けられる職場環ڥを整える 
にਐ行するように手ज़チーをकり、手ज़がԁݫたち手ज़室看護師のׂは、患者の安શ・安楽・ଚࢲ　
ムを調整することである。また、手ज़看護の実ફは、心理త支援、ຑਲ看護、体Ґ理、体Թ理、感染
༧、体内ҟҨࢭ、機器理、チームマネージメントなど広ൣғにわたり器ց出し看護師と外ճり
看護師が多職छからなる手ज़チームのなかでৗに患者を中心としてڠಇすることが重ཁである。
　ઐ門తなࣝと技ज़をशಘできるようڭҭܭ画を立Ҋしスタッフが講師となりษڧ会を開࠵した。2023
年手ज़݅：5649 ݅（2022 年：5157 ݅）、手ज़室Քಇ：61.7ˋ（2022 年：57.8ˋ）と૿加した。
局所ຑਲ症ྫ݅も૿え、ຑਲ科医師が関わらない局所ຑਲ手ज़は看護師がज़中理を行っている。安શ
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ᚠ⎔ჾ 外 ⓶⛉ ᙧᡂ 㯞㓉⛉ 救急⛉ ᚰ外 㢌㢁㒊 ཱྀ⭍外

年度 64 242 1 79 24 26 303 120 142 

⾑ᾮ ᑠඣ外 ᑠඣἪ ங⭢ ⭈内
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な手ज़を提供するために、局所ຑਲ下におけるज़中ຑਲ理のษڧ会をఆظతに開࠵し、局所ຑਲの症ྫ
対Ԡに活かすことができた。今後も安શなज़中理ができるようにษڧ会を開࠵していく。ࡢ年からҾ
き続きᶃज़前・ज़後๚の実施の૿加、ᶄ手ज़看護の࣭（体Թ・皮膚トラブル）のධՁについてऔり
んだ。ᶃज़前๚は平ۉ 85.2ˋ、平ۉ 58.9ˋであった。患者状ଶによりظ間の入院でୀ院しているこ
とや、日のۓ急手ज़のӨڹでज़前・ज़後๚が 100ˋ実施することができなかった。ᶄについてデーター
ऩ集を行いみんなで話し合い౷一することができた。体ԹについてԹ風ࣜ加Թ置のブランケットを掛
けるタイプからアンダーシートタイプへม更し体Թ発生 10ˋから 2ˋへݮগすることができた。また
皮膚トラブルの意ࣝが高まり 8OC ೝఆ看護師と検౼しपを行い、みんなが౷一した方法でอ護剤をష
でき 1 間ຖのআѹを行っている。スタッフがৗに患者・家族を第一に考えられる看護師になる、相手࣌
を思いやったѫݴ、ࡰ༿ݣいができる 、安શな手ज़ӡ営のためのࣝ、技ज़をにつける、ࣗらスタッ
フが患者のためにԿができるのかを考え実ફできた一年であった。
　今年は、師長・ओ・スタッフがಉじ方向に向かって目ඪ・ビジョン・目తを࣋ち、スタッフが中心
となって手ज़室の課の検౼とվ善にऔりんだ。そして、師長・ओが相手の立場に立って対話を行い
共に考えた݁Ռ、関係の࣭が高まり業務վ善にܨがった。
ҭڭ　̐

　今年、日本手ज़看護学会近ـ地区で 2 「手ज़室看護師によるज़前ज़後の๚ಋ入からఆணへのऔり
み」「手ज़୲当の器ց出し看護師がࣗら器ցల開することによる精神తなෛ୲ܰݮ」と、日本医療マネ
ジメント学会学ज़総会で 1 「手ज़をडける子供に行うプレパレーションのޮՌへのظ」を発දした。
院内医学会で「椎後方手ज़におけるإ面の皮膚ো༧にऔりんで」を発දした。

ʪ̒ʫ݂ӷড়Խࣨྍ࣏ 看護師長：宮城　߂樹
１　ελοϑ

　看護師長１名（ଞ部ॺ݉）、看護師５名
　５月にҭ児休Ջ明けの三井が配属になった。また、̒月にউມが産休に入り、２月に NICU より和田
が配属となった。
ಈଶऀױ　２

ಈ׆ޢɾۀ　̏

　所属目ඪ
　１．ଞ職छとڠಇし  ʑの患者に合った࣭の高い看護の提供ݸ
　　１）血液ড়化治療室マニュアルを整උし、業務のඪ४化、見える化を行い、 属人化をぐ 
　　２）業務内༰を見直し、ଞ職छ・ଞ部ॺとのڠಇをਤる 
　　３）ྗྔ向上に向けたڭҭ体制を整උする 
　　̐）看護師が中心となり、患者、家族、ଞ職छ、ଞ部門との信པ関係を高める

  ⾑ᾮ㏱ᯒ ⾑₢ ⾑₢྾╔ PBSCH ⭡⭷ℐ㐣

2022年度 1,455௳

2023年度 1,561௳

41 ௳ 25௳ 19௳ 7௳

29௳ 3௳ 24௳ 0௳

KSTᣦᑟ DM㔜症予㜵 ⭈療ἲ㑅ᢥᣦᑟ ⭡⭷㏱ᯒ外᮶患者

2022年度 166௳ 27௳ 60௳ 38名

2023年度 204௳ 31௳ 59௳ 272名
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29௳ 3௳ 24௳ 0௳
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　１．について
　血液ড়化治療室マニュアルの見直しを行い、ଞ職छとڠಇできる業務をந出した。ม更した内༰として、
ෲບ透析外来患者のコストॲ理の方法を外来医事課と連携をਤり、ෲບ透析コストදとしてࢴӡ༻で行え
るよう࡞成し業務のスリム化を行った。また、透析前・中の診記事のテンプレートを࡞成、ԁに指ࣔ
が行えるよう指ࣔදテンプレート༻ࢴの࡞成を行い、ԁに医師が指ࣔを行い、看護師が実施できるよう
になった。
　そのଞ、ྗྔදを整උしଞ部ॺのスタッフをຖ月血液ড়化治療室への研修を行った。その݁Ռ、急な人
員ෆにも対ԠできるޮՌతなԠ援機能が発شできるようになった。
ҭ໘ڭ　̐

　岡本：ෲບ透析ೝఆ指ಋ看護師をऔಘした。
　高ྮ：腎ଁ病療ཆ指ಋ士の研修にࢀ加した。　　
　　　　ෲບ透析学会「̥̙カテーテル出口部ݻఆのバイオパッチݻఆ法へのม更が出口部感染に༩える

Өڹ」を発දした。
　木村：腎ଁ病療ཆ指ಋ士の研修にࢀ加した。

ʪ̓ʫ２֊౦ප౩ 看護師長：宮城　߂樹
１　ελοϑ

　看護師長１名　看護師 16 名（新規࠾༻者は１名）でスタートした。２月に名Յ山が２西にҟ動、３月
に手ज़室に࣌田がҟ動となった。
ಈଶऀױ　２

ಈ׆ޢɾۀ　̏

　所属目ඪ
　１．患者にدりԊった、安શで࣭の高い看護の提供  
　２．おޓいが成長しॿけ合える関係性の構築  
　１について
　　精神科開設から５年が経過しているが、手ॱの見直しがっており実ࡍに行っている事と相ҧがあっ

たため業務手ॱの見直しと࡞成を行った。また、フリー看護師をಋ入し看護体制の見直しを行った。
その݁Ռ、౷一した看護の実施にܨげることができた。また、อ護室のӡ༻方法の見直しを行った。
อ護室は、患者安શの観点から 24 อ護の観ݖできるカメラが設置されているが、患者の人間観࣌
点からも考えたӡ༻ができるよう、医師の指ࣔの見直しや患者家族へのઆ明が行える༷に入院のしお
りのվ善を行った。

　２について
　　今年より、チームでڠಇして病棟活動が行える༷に、１．શ員で高めるリスク理ྗ　２．病棟と

外来の連携ڧ化　３．前向きݴ༿で患者もスタッフもカンフォータブル のテーマで３チーム編成の
活動を行った。前ظは、思うように活動がਐまなかったが、外来との情報共有シートの࡞成や、ヒϠ
リハットカンファレンスシートの࡞成を行いチームでڠಇして活動することが出来た。

ධ㝔ᝈ⪅数 ධ㝔ᙧែ ⾜ືไ㝈

⥲数 ㌟యྜే ་⒪ಖㆤ ௵ព ᛂᛴ ᥐ⨨ ㌟యᣊ᮰ 㝸㞳

‘2022 103 ྡ 49 ྡ 56 ྡ 42 ྡ 4 ྡ 1 ྡ 32 ྡ 37 ྡ

‘2023 116 ྡ 46 ྡ 70 ྡ 47 ྡ 7 ྡ 1 ྡ 41 ྡ 47 ྡ
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ҭ໘ڭ　̐

　研修ࢀ加は、র屋が「ྩ和５年แׅతྗࢭプログラム（C7PPP）トレーナーཆ成研修」にࢀ加した。
ֿ山が「看護ิॿ者の更なる活༻のための看護理者研修」にࢀ加した。また、やまと精神医療センター
の施設見学に宮城・ֿ山・安部がࢀ加した。
　院内研修ではֿ山が「ݸ性心理学を༻いた織活性化を目指してʙݸ性をೝめ合える良好な関係性の構
築」をふたば研修で発ද、マネジメントアップ研修で「ݸ性心理学を༻いたマネジメントの実ࡍ」を発ද
した。

ʪ̔ʫ２֊ප౩ 看護師長：中村　明子
１　ελοϑ

　看護師長 1 名、ओ 1 名、看護師 37 名、հ護士 1 名、看護ิॿ１名
ಈଶऀױ　２

　病床は泌尿器科 16 床、耳鼻いんこう科・಄ᰍ部外科７床、血液・जᙾ内科̒床、腎ଁ内科５床、
共༻病床 12 床の 46 床でӡ༻している。

ۀ　̏ ŋ׆ޢಈ

　所属目ඪ
　１．情報共有を大に、ྗڠ体制が整った病棟になろうʂ
　　１）カンファレンスを活༻して情報を共有する。
　　２）相手を思いやり、ࣗ分発信で行動できる人になる。
　２．健康理や健康ճ෮のためにม化した患者の生活を支えるプロフェッショナルになるʂ
　　１）ଞ部門と連携をし、࣭の高い看護をܧ続できる環ڥを࡞る。
　　２）多角తな視点と考えをにつけ、ࣗݾの看護観を磨く。
　泌尿器科ストーマ・腎ଁ内科ෲບ透析外来のಛघ外来の見学、内༰を伝ୡ講शを実施、スタッフのスキ
ルशಘとܧ続したケアの実ફをਤった。また、事ྫ研ڀ・事ྫ検౼において外来見学からհ入を行うこと
で、症ྫ理ղをਂめることにつながった。外来見学をؚめ伝ୡ講शは 25 実ફした。また、皮膚・ഉᔔݸ
ೝఆ看護師１名、ストーマ講श会終ྃ者１名加できた。化学療法においてもධՁදにैいスキルアップ
し、血װ細๔Ҡ植実施者が̒名加できた。
ҭڭ　̐

　吉野、高橋が「血װ細๔Ҡ植（ಉछҠ植）患者の৯事への意ཉとࣗྗޮݾ感」を血װ細๔Ҡ植学会
で発දした。事ྫ研ڀは、生田が「発性好中ݮٿগ症の༧行動を支えるかかわりʙオレムのセルフケ
アシステムを༻いて振りฦるʙ」を、ٴ川が「化学放射線療法をडける喉಄部がん患者のࣗݾでの᙭痛コ
ントロールをଅす看護援ॿ」を、川口が「尿路ม更ज़をडける患者のϘディイメージม化のड༰をଅす関
わり」を院内発දした。

新入院患者数 病ᗋ✌ാ率 ᖹᆒᅾ院日数 ᡭ⾡௳数 Ꮫ療ἲ௳数

2022 年度 1,108 ே

2023 年度 1,188 ே

98.2㸣 12.4 日 597 ௳ 1,159 ௳

98.9㸣 12.4 日 594 ௳ 1,291 ௳

ᮎᲈ⾑ᖿ⣽⬊移᳜௳数㸸20 ௳㸦⮬ᐙ移᳜ 11 ௳、ྠ✀移᳜ 9 ௳）
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ʪ̕ʫ̏֊౦ප౩ 看護師長：ӊ಄尾子
１　ελοϑ

　新人看護師３名、ॿ産師３名が入職し、ॿ産師 33 名、看護師 20 名、հ護士１名、看護ิॿ者１名でス
タートした。年内に看護師̐名、ॿ産師１名がୀ職　産前休業に看護師１名・ॿ産師５名、ҟ動が̒名
であった。
ಈଶऀױ　２

　産科 30 床、婦人科 13 床、乳腺外科 5 床、女性共有 2 床　ܭ 50 床
　2023 年 9 月より 351 号室を 1 床૿床した。
ಈ׆ޢɾۀ　̏

　１．安શ・安楽な࣭の高い看護を提供できる。 
　看護手ॱやマニュアルの見直しを行い、ISO จॻ登録を行った。 また、ษڧ会を年内に 51 ճ実施し、
F-MFarnJnH を活༻し、ઐ門ࣝや技ज़の向上にめ、スタッフશ員が学शをした。

　２．外来部門とڠಇし、入院前からୀ院後の生活を見通して、看護を提供する。 
2023 年̔月ʙຖ月先ண５名までで MZ ॿ産師制を実施した。１人あたりのอ健指ಋは、平ۉ 6.7 ճ

実施した。ᔓཋ指ಋとୀ院指ಋを YPVTVCF にݶఆ公開し、10 月からᔓཋ指ಋ、ୀ院指ಋのݸ別指ಋを
開始した。それにより、᧘婦のຬは向上した。また産科外来や西和医療センターのॿ産師と連携会
ٞを実施した。

ʪ��ʫ̏֊ප౩ 看護師長：船د　真代
１　ελοϑ

　看護師長１名、看護ओ１名、看護師 23 名、看護ॿ手１名（ि̐日）
　ಈଶऀױ　２

　小児科 20 床、小児外科 4 床、共༻ 6 床、ܭ 30 床でӡ༻　（　　）は前年

ಈ׆ޢɾۀ　̏

　所属目ඪ
　「子どものいのち・家族の安心のために　大事にしよう　ؾく（考える）・動く・伝える」をモットー

新規入院患者数 ⥭急入院数 病ᗋ✌ാ率 ᖹᆒᅾ院日数

2,028ே 85.6㸣 6.3日2,105ே

ศፔ⤫計

ᣦᶆ ศፔ௳数 出⏕ඣ数 ⤒⭐ศፔ ᖇ⋤ษ開⾡ 予定ᖇ⋤ษ開 ⥭急ᖇ⋤ษ開
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に、所属目ඪを１．小児看護・小児外科のࣝを高め、ଞ部門と連携をਤり、患児・家族にとって安શで
信པがಘられる看護を提供する。2. スタッフ間の対話が૿え、「人がҭつ」環ڥをつくる、とܝげ、患児・
家族にとって安心・安શな看護を提供することを目指した。
　小児外科が開設後、マニュアルや手ॱの࡞成・見直しのܧ続、小児外科医師による疾患のษڧ会の開࠵
や看護の࣭をอつことを目తにクリニカルパスの࡞成、手ज़に関連したෆ安のܰݮ目తにज़前オリエン
テーション動画を࡞成し、合ܭ 282 ݅の小児手ज़患児をडけ入れることができた。今年の経ݧは、ࣝ
֫ಘや対Ԡへのࣗ信など、スタッフの成長にܨがったと考える。
　̒月より病床 24 床から 30 床へ૿床され、近ྡ病院からのհ患児をஅらないために、ຖ朝、医師と
共にۭ床状況をѲし、小児科外来と情報共有を開始した。15 ۈ、急入院のׂ合が多いためۓ以降の࣌
務体制を調整し、出のಋ入や機能別看護をऔり入れた業務整理を行った。
　新型コロナウイルス感染症の患児を、当֘科でडけ入れするようにม更し、小児の流行性感染症の入院
患者がࡢ年より૿加向にసじたため、707 名の（前年 524 名）ۓ急入院患児のडけ入れとなった。
病床Քಇ 85.2ˋ（前年 83.5ˋ）、平ۉ在院日 5.99 日（前年 5.90 日）であった。
　ୀ院支援加１ࢉのऔಘに向けて、医師・看護師・多職छカンファレンスの機会を૿やし、今年のୀ院
支援カンファレンスのܭ 36 ݅（前年 30 ݅）実施することができた。
ҭڭ　̐

　看護学生実शは、実श指ಋ者の西村が中心となり、ಙ田、佐藤の３名でྗڠし、奈良看護大学ߍの実श
に対Ԡした。
　３年目看護師の武田が「発ୡোがある学ಐظ患児に対する治療のプレパレーション」、馬ᔹが、「アト
ピー性皮膚Ԍを再೩する患児に対するスキンケア指ಋ」、ി中が、「ᄶଉコントロール状ଶがෆ良な患児に
対するୀ院支援」、吉川が、「ઁ৯োで下ුࢶजがڧい児へのフットケアを通した関り」のテーマで院内
事ྫ研ڀ発දを行った。看護研ڀ学会では、「新人看護職員のڭҭプログラムಋ入のための౷一したスキ
ンケア方法の実ફにむけてʙ皮膚トラブル༧に関するख़࿅看護師の҉からʙ」をテーマに、尾崎・
佐藤・中谷がऔりみを発දした。ふたば研修では、「看護の࣭の౷一とҡ࣋を目指した業務վ善ʙか
けしやすい職場環࡞ڥりʙ」のテーマで、石川・อઋ・西村がクリニカルパスやテンプレートを࡞成し、
業務վ善を行い、記録࣌間ݮや୲当患児や家族にかかわる࣌間を૿やすことができた。
　日本看護学ज़集会では、ࡢ年院内で看護研ڀ発දを行った、尾崎・佐藤・中谷が、「皮膚トラブル༧
に関するख़࿅看護師のスキンケアのಛ性」と、石川・安田・船دが「入院患児がࢎૉカψラ・ࢎૉマス
クணܧ続のためのޮՌհ入方法の୳ࡧ」をテーマに発දした。そして、中野が、「先ਐ事ྫをશ国から
最新、外来業務事情（FJMF39）」をテーマに外来看護の雑ࢽにऔりみをࡌܝした。
　アレルギー疾患療ཆ指ಋ士（CAI）の֨ࢿを࣋つ尾崎が、小児アレルギーエデュケーター（PAE）のࢿ
֨をशಘした。今後の活༂により、さらなる看護の࣭の向上をظする。

ʪ��ʫ৽ੜूࣇதࣨྍ࣏（/*$6$)�6ප౩） 看護師長：岩田ひとみ
１　ελοϑ

　̐月に新人̐名とطଔ者２名（看護師）をܴえ 48 名でスタートした。年内に３名が産前休Ջに入り、
２名がҭ休明けで෮ؼした。院内ҟ動は̐名のスタッフをडけ入れ、̔名がଞ部ॺへҟ動となった。年
の機構内ҟ動者は２名、中్ୀ職者１名であった。
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ಈଶऀױ　２

　病床　NICU　12 床　GCU　12 床　（　）内は前年

ಈ׆ޢɾۀ　̏

　所属目ඪ
　１．新生児とその家族に安શで安心な看護を提供する
　２．相手の立場を考え、前向きなݴ༿が行き交う職場環ڥをつくる
　新生児集中治療室看護部のモットー
　ちいさな໋をकるため　ベビーˍファミリーファースト
　前年より小児外科が開設され、小児脳神経外科や小児泌尿器科の症ྫडけ入れもできる体制より、９
月から新生児集中治療加１ࢉをऔಘすることとなった。
　目ඪ１．に関しては、ຑ薬に関するインシデントや医師の指ࣔྔ記ࡌ間ҧいにؾかず、痛剤の過
༩の事ނが発生した。これを機に新生児の薬剤に関するࣝと実ફྗの向上と診療部や薬剤部との連携
のڧ化がඞཁとなった。小児科・小児外科・新生児科と薬剤部とともに医療安શਪਐ室もհ入にて「小児・
新生児薬剤ワーキング」を開࠵した。指ࣔ記ࡌの౷一や体重にԠじたॲ方ྔのアラートなどを検౼し、新
生児のハイリスク薬の一ཡද࡞成のج൫をつくることができた。また、看護師もຑ薬やハイリスク薬のऔ
ѻいについてのೝࣝを高めて実ફを行い、再発ࢭにめることができている。
　MRSA 感染は、10 月に૿加し POT より水平感染が明した。感染対ࡦ委員会とٞڠし、環ڥ整උ
と医療者の手ચいや手指消ಟのվ善にऔりんだ。患者のୀ院とともに感染者はݮগしたが、ൟظに૿
加する向が続いているためҾき続き対ࡦをܧ続した。
　目ඪ２．に関しては、ࡢ年よりՔಇも高く、重症患児や小児外科などपज़ظ理の患児をडけ入れ
るなかで、おޓいの立場を思いやるݴ動がෆしていることがあった。経ݧのະख़さやコミュニケーショ
ンのෆだけでなく、前向きなݴ༿掛けのෆが風の中にみられた。経ݧやशख़だけだはなく、おޓ
いのଚݫを大にし、職場風をมえることができるリーダーのҭ成が課である。
　新生児ൖૹのドクターカー出動࣌の看護師ಉは前年より１.5 倍ちかく૿加した。奈良県の地域प
産ظ子医療センターのׂを୲う人ࡐのҭ成をܧ続して行く。
ҭڭ　̐

　NCPR（新生児ો生法）のೝఆ研修は、A コース２ճを院内で実施することができた。ストーマ研修３
名　事ྫ研ڀはଔ後 3 年目のスタッフ̐名が院内発දし安宅ॿ産師が「心にる看護事ྫ研ڀ」にબばれ
た。看護過ఔのల開はଔ後１年目スタッフ３名が所属内で発දした。

ʪ��ʫ̐֊౦ප౩ 看護師長：ਂ川　貴美
１　ελοϑ

　看護師長１名、看護ओ１名（̐月より院内ҟ動）、看護師 36 名（新規࠾༻者５名・中్࠾༻者１名ؚ
む）、հ護士１名、看護ॿ手１名の新体制で始まった。５月と７月に１名ずつ院内ҟ動、10 月から１名産休、
10 月に１名ୀ職となった。

新入院

࠙ேࠚ

ᖹᆒᅾ院

日数࠙日ࠚ

✌ാ率

࠙㸣ࠚ

新⏕ඣ

搬送࠙ ேࠚ

出⏕య㔜

2000㹥

ᮍ‶

出⏕య㔜

2500g

ᮍ‶

新⏕ඣ

ᡭ⾡௳数

ࠚ௳࠙

COVID-19

ఝ症

࠙名ࠚ

NICU 249㸦198） 10.7㸦10.4） 89.4㸦87.9） 97㸦72） 53㸦40） 64㸦58） 28 

ຍ⟬せ௳

9 ௳ 

17  

㸦46） GCU 329㸦334） 3.9㸦2.5） 54.3㸦40.3） 1㸦2） 0㸦0） 1㸦32） 
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ಈଶऀױ　２

　病床：消化器内科 40 糖尿病・内分泌内科２床　共有病床̐床（　）内は前年

ಈ׆ޢɾۀ　̏

　所属目ඪ　
　１．安શ・安心で࣭の高い看護の提供
　　डけ࣋ち看護師のׂの発ش
　　ࣝ・技ज़の向上
　２．仲間ಉ士が支えあえる職場づくり
　　相手を思いやる行動のとれる職場風
　　なんでもݴい合える環ڥ
　消化器疾患のઐ門性を活かした看護ができるよう、ఆظతなษڧ会のܭ画・開࠵を行った。શ員が講師
を務めることで意ਤతに学ぶ環ڥをつくり、ࣝのఈ上げを行った。ษڧ会の実施を通して、先ഐが後ഐ
へڭえて当たり前の風づくりを行った。院外への学会へもੵۃతにࢀ加し、؊Ԍコーディネーターが 4
名૿加した。
　急ม࣌対Ԡへのෆ安な発ݴが多かったため、急ม患者対Ԡシミュレーションを実施した。
　Ձ観シートを࡞成・ಋ入し、患者の ACP について聞く機会を設けた。意ਤతに患者の思いを聞く機
会が૿え、精神面での関わりのڧ化ができた。
　ふたば研修ࢀ加者がຖ月テーマをܾめ、月ごとにキャンペーンを行った。医療安શや感染対ࡂ、ࡦな
ど、委員会やワーキングとコラϘをしテーマを考え、月にはキャンペーンをؤுったスタッフをථ制
でબ出しදজした。スタッフへのपや、ݸʑのモチベーションアップにܨがったと考える。
ҭ໘ڭ　̐

　・吉崎・福本・安井・白井・島・安田・松井の 6 名が院内の看護事ྫ研ڀ発දをした。
・吉田・間が院内看護研ڀ発ද会と第１ճメディカルスタッフアカデミー学ज़集会にて「臨床看護師
が๊く ACP に対するイメージと課」を発දした。
・院外では、中島が第 14 ճ日本Ԍ症腸疾患学会学ज़集会と院内医学会にて「Ԍ症性腸疾患患者のୀ院
後生活を意ࣝした実ફత看護の実現に向けた新たなऔりみ」を発ද、山田・吉村が第 59 ճ日本؊ଁ
学会総会にて「病棟看護師が行う؊疾患に対するୀ院指ಋの課」を発ද、ਂ川が第 18 ճ日本マネジ
メント学会奈良支部学ज़集会にて「対話のマネジメント」を発දした。

ʪ��ʫ̐֊ප౩ 看護師長：丹下　敦子
１　ελοϑ

　看護師長１名、看護ओ１名、看護師 36 名（１年目̒名、院内ҟ動者１名をؚむ）、看護ิॿ者２名（日
ઐै１名）でスタートした。５月よりհ護士１名がҟ動で加となった。̔月より１名がҭۈ１名、ۈ
休、11 月より１名が産休、２月に１名ҟ動、３月に１名ҟ動となった。

新入院患者数 ᖹᆒᅾ院日数 病ᗋ✌ാ率 ┳ㆤᚲせ度

1,258 名㸦1,114） 9.56 日㸦10.52） 98.7㸣㸦100.4） 34.2㸣㸦47.6㸣） 
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ಈଶऀױ　２

　循環器内科 28 床・心ଁ血外科５床・呼吸器外科 9 床・共༻ 3 床　ܭ 45 床　（　）内は前年

ಈ׆ޢɾۀ　̏

　所属目ඪ
　循環器ྖ域におけるઐ門性の高い看護師をҭ成する
　　１．スタッフの技ज़・ࣝの向上をਤる
　　２．患者ڭҭをॆ実させる
　１．スタッフの技ज़・ࣝの向上をਤるでは、ษڧ会、手ज़・検査見学をܧ続して実施した。パートナー 
シップ（PNS）をಋ入することで、先ഐと後ഐが一ॹに看護を行い、ࣝ・技ज़の指ಋをॆ実させた。ৗ
に先ഐがଆにいることで、わからないことを聞きやすい環ڥとなり、ಇきやすい環ڥへ配ྀした。また、
ಛఆ行ҝ研修終ྃ者による技ज़指ಋ（ؾ理、呼吸器理）のಋ入も行い、ࣝ・技ज़レベルの向上を
はかった。２．患者ڭҭのॆ実として、呼吸器外科患者のज़後患者にୀ院指ಋをશ症ྫ実施できるように
なった。ࡢ年にҾき続き、心ෆશカンファレンスの実施、循環器疾患患者へのୀ院指ಋ、心ෆશ看護外来
をܧ続し、循環器ྖ域患者への指ಋもܧ続している。
　１月から PFM のモデル病棟となったことで、スタッフ一人一人にୀ院支援のඞཁ性と重ཁ性を指ಋし
た。そのことにより、ୀ院支援記録のॆ実と意ࣝվֵが実ફでき、ୀ院支援加ׂࢉ合が上ঢした。
ҭ໘ڭ　̐

　研修では、َ塚が奈良看護ڠ会の臨床指ಋ者講श会のड講を終ྃした。丹下が 2023 年病院看護師の
ためのೝ症対Ԡྗ向上研修のड講を終ྃした。丹下が奈良看護ڠ会で「明日からの事に立つ、循環
器疾患の理ղと看護　ʙ急性ظからຫ性ظまで心ෆશ患者の QOL と看護ʙ」について講ٛをおこなった。
　看護研ڀ発දでは、３年目看護師の今井、熊木、相馬、田中、長谷川、崎、細川が院内の事ྫ研ڀ発
දを行った。西田、松浦が院内看護研ڀ発ද会とメディカルスタッフアカデミー学ज़集会にて「ഏがんज़
後患者を対としたୀ院指ಋリーフレットಋ入前後の患者の行動ม༰とೝࣝのม化ʙࣗྗޮݾ理を༻い
た関わりʙ」を発දした。

ʪ��ʫ̑֊౦ප౩ 看護師長：川本　๎子
１　ελοϑ　

看護師長１名、ओ２名、看護師 29 名、հ護士１名、看護ิॿ２名（2023 年３月現在）
家族看護ઐ門看護師１名：֨ࢿ　
ಈଶऀױ　２

　消化器・؊ᢄ外科 37 床、共有 5 床のܭ 42 床
　入院目తは手ज़ 66�、それ以外では化学療法、放射線療法、内視鏡治療、症状؇和

新入院患者 ⥭急入院 ㌿入࣭㌿出 病ᗋ✌ാ率 ᅾ院日数 㔜症┳ㆤᚲせ

度

1,272ே㸦1,259） 325ே㸦274） 809/511ே

㸦638/419）

96.6%㸦95.3） 6.7日㸦6.7） 44.5%㸦43.4）

新規患者数ࡣᶓࡤい࡛あࡀࡿ、検ᰝ࣭ᡭ⾡ࡣቑຍഴྥにあり、㌿入࣭㌿出ࡣቑຍഴྥにあࠋࡿ

入院患者数 病ᗋ✌ാ率 ᖹᆒᅾ院日数 医療┳ㆤᚲせ度 ᡭ⾡௳数 ⥭急入院

1,173 96.8㸣 9.48 日 47.05% 596 ௳ 228 ௳
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ಈ׆ޢɾۀ　̏

　所属目ඪ
　１．消化器・؊ᢄ疾患患者の急性ظから終ظ　までの看護ケアの࣭の向上 
　　 ؇和ケアの࣭の向上 
　　　ストーマケアの࣭の向上 
　２．相手の࣋ؾちにدり添ったݴ༿掛けと行動 
　　　看護師と患者・家族、看護師間、看護師とଞ職छとのコミュニケーションのԁ化 
　　　おޓいに指ఠ・ঝೝしあえる関係性の構築 

　１について　ڭҭ委員を中心としたษڧ会を実施し、OJT を通して؊ᢄज़前後の患者डけ࣋ちが
できるスタッフは 27 名から 31 名、৯道手ज़前後の患者のडけ࣋ちができるスタッフは 22 名から 27 名
へ૿員させることができた。また、ストーマトラブルのある患者を事ྫとし、病棟で症ྫカンファレン
スを行いスタッフのࣝの向上をはかった。ストーマ理について研修修ྃ者からのษڧ会を開࠵し、
ストーマサイトマーキングができるスタッフは 15 名で、新たに加ࢉ対となるストーマサイトマーキ
ングの研修に２名ࢀ加༧ఆである。
　２について　ふたば研修に野元、松崎がࢀ加し、スタートとなる朝のงғ࡞ؾりにめた。手ज़や業
務を考えピリピリしたงғؾであることが多かったが、安心できる病棟のงғ࡞ؾりのためのऔりかか
りとして「朝のѫࡰӡ動」をテーマに活動を行った。看護師だけでなくଞ職छや学生に対してもѫࡰや
感ँを伝えることでޓいにঝೝしあえるようになった。
ҭڭ　̐

　第 43 ճ日本੩຺学会で西本が「当院におけるपज़ظഏ࠹ખ༧プロジェクトにおける看護師のׂ」、
日本マネジメント学会第 18 ճ奈良支部学ज़集会で仲谷が「A 病院における倫理カンファレンスに対する
औりみ」を発දした。中畑、中ᖒがストーマサイトマーキング研修を修ྃした。

ʪ��ʫ4$6ɾ̑֊ප౩ 看護師長：宮本美ዳ子
１　ελοϑ

　看護師長１名
　SCU：ओ１名　スタッフ 18 名　　　５西：ओ１名　スタッフ 17 名
　看護ิॿ者２名
（ಛఆ行ҝ研修終ྃ者１名：֨ࢿ）　
ಈଶऀױ　２

　SCU：脳外科・脳神経内科　９床
　５階西病棟：脳外科・脳神経内科　26 床

ಈ׆ޢɾۀ　̏

　所属目ඪ
　１）とތりをもった࣭の高い看護
　　ᶃスタッフશ員でࣝ・技ज़の向上
　　ᶄ安શ対ࡦ・感染ࢭ対ࡦのపఈ

新入院患者数 ᖹᆒᅾ院日数 病ᗋ✌ാ率 㔜症度、医療࣭┳ㆤᚲせ度

SCU 222 名 6.09 92.8㸣 45.8㸣

5 㝵す 480 名 7.97 98.8㸣 28.1㸣
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　　ᶅ患者一人一人をશ人తにଊえた看護ల開の実施
　　ᶆプロとして֮ࣗある行動
　２）成長しあえる関係性の構築
　　ᶃ報・連・相のపఈ
　　ᶄ HOT ӡ動のڧ化
病棟
　10 月より SCU 病棟が 6 床から 9 床へ૿床となり、5 階西病棟も 2024 年 2 月から 24 床から 26 床へ૿
床となった。それにい、5 階西病棟のՔಇは૿加した。SCU のՔಇは前年とൺべるとݮগし
たが、脳ଔ中ケアユニット入院理ྉ 2022 年：1638 ݅　68484780 ԁに対して 2023 年：2388 ݅　
99842280 ԁであり、ऩӹの૿加につながったと考える。
　学श面では、脳ଔ中病棟としてのスキルを高めるために脳神経内科医師のྗڠのもと、“画૾のಡみղき”
の病棟学श会を 5 ճおこなった。それぞれにຖճ 15 名ものスタッフがࢀ加していた。࣍年は患者の観
。とアセスメントྗを高めることに目ඪをおいていきたい
　ಛఆ行ҝ者研修終ྃ者：山本 NS ˠ 2023 年 4 月より活動開始し、3 月で 179 ݅実施
　（ओに呼吸器設ఆม更：6 67：交ؾ、݅ ݅、PICC 留置：20 ݅、動຺࠾血：21 ݅）

ʪ��ʫ̒֊౦ප౩ 看護師長：山本　ࢳ美
１　ελοϑ

　看護師長１名、看護ओ１名、看護師 26 名、ϔルパー１名、看護ॿ手１名の 30 名でスタートした。̒
月１名ୀ職と１名の院内ҟ動があり 28 人となった。院内ҟ動にて 10 月１名、12 月２名、１月２名、２
月３名、３月１名あり、最終 37 名となった。今年、新型コロナウイルス感染症が５類となり新人看護
師が５人配属された。
ಈଶऀױ　２

　感染症内科̒床、呼吸器内科 24 床、口腔外科̐床、眼科̐床、共༻病床̒床、44 床

ಈ׆ޢɾۀ　̏

　所属目ඪ
１. 患者の安શ・安心を第一に考え࣭の高い看護を提供する
　１）インシデントを分析し PDCA サイクルを考え、ܾめられた手ॱにԊって実に実施する。
　２）新人指ಋに対して患者の立場に立った看護ができるようにҭ成する
2. పఈした感染理を行うことで患者・スタッフの安શをकる
目ඪ１- １）前ظの薬剤インシデントは７R の֬ೝෆと指ࣔコメントの見མとしが多く、手ॱにԊって
実施すればインシデント༧にܨがったと思われる。医療安શワーキングメンバーとスタッフでຖ月のイ
ンシデントまとめを࡞成し病棟会でこの内༰をアナウンスし再पにܨげた。後ظは前ظにൺべると薬剤
インシデントはݮগした。病棟会でのपがޮՌతだったと考え、࣍年もインシデントまとめの再प
をܧ続していく。సについては患者の重症とհ護が高くなり、શ体తに݅は૿えた。しかしその
後の対Ԡをやかに行ったことで、ࠎ折や಄部出血をೝめた患者はいなかった。RRT の学श会でスキル
アップを行い患者のҟมにૣく対Ԡできるようにपを続けていく。
స・సམ݅　43 ݅。᧘ᚃ発生݅　14 ݅。薬剤インシデント݅　51 ݅。

新入院患者数 ⥭急入院患者数 コロナ患者入院数 病ᗋ✌ാ率 ᖹᆒᅾ院日数

906名 238名 316名 82.1% 10.45日
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目ඪ１- ２）バンビサポートブックの新人ڭҭ手ॱにԊって指ಋをਐめた。日ۈ業務शಘ後にۈۈ務を
開始、大きな体調ෆ良なく実務できた。ಛघなॲ置をআいては経ݧでき、出来ていないॲ置に関してはス
タッフಉ志でٖ実施を行いशಘすることができた。呼吸器内科の化学療法については指ಋのもと実施で
きࣗ立は２年目へと見ૹった。看護についてはৗに患者の立場に立ち、ࣗ分の家族ならどのようにして
ほしいかを考え、行動していくこと日ʑ考え看護の意ࣝ向上にܨげた。
目ඪ２
　今年の病棟ӡ営は、新型コロナウイルス感染症が５類となり、一ൠ病床とコロナ病床の共ಉӡ༻となっ
た。一ൠ患者とコロナ患者のਪҠを見ながら、看護師配置人を日ʑม更し病床理を行った。
Նظ（７月ʙ９月）ౙ12）ظ 月ʙ２月）のؾをしないظ࣌になるとコロナ患者の感染が広がり入院
が૿えた。հ護や重症の高い患者、৯事հॿや床センサーを༻する患者が૿えその都、出看
護師を配置し業務調整を行った。一ൠ病床との共ଘӡ営となったがコロナクラスターをىこすことなく患
者、スタッフの安શをकり業務することができた。
ҭڭ　̐

　倉本理ܙ　鈴木真༝美が日本看護研ڀ学会（第 49 ճ学ज़集会オンラインで開19/̔࠵ ʙ̔/20）で発ද
をした。

ʪ��ʫ�֊ප౩ 看護師長：山本　香織
１　ελοϑ

　看護師長１名、看護ओ１名、看護師 35 名、ϔルパー２名、看護ॿ手２名でスタートした。５月ϔルパー
１名がҟ動、̔月看護師１名ҭ児休Ջ、９月看護師１名ҟ動、１月看護師１名ҟ動、３月看護師１名ҟ動
となり看護師　33 名となった。
ಈଶऀױ　２

　整形外科　27 床、椎外科　３床、皮膚科・形成外科　３床、共༻病床　13 床、46 床ӡ༻

ಈ׆ޢɾۀ　̏

　所属目ඪ
　１．相ஊしやすい環࡞ڥり 
　　１）スタッフそれぞれがࣗ分よりগし年下のスタッフに対してؾ配りを行う 
　２．患者さんのຬを向上させる 
 研ᮎによる看護の࣭の向上ݾࣗ（１　　
　　２）初心にり、ࣗ分ࣗがされるとخしくなるような、小さな心配りやࠣ細なؾづきを大にする 
　３．オフを楽しむ 
　　１）メリハリをけてۈ務する 
　　過ۈ務࣌間をݮさせる 
　　オフの࣌間を大事にして、事のモチベーションをあげる 
　病棟目ඪにそっておのおのが年間ܭ画を立て、過ۈ務࣌間のݮを目ඪにऔりみ、ࡢ年よりもগ
なくなった。
加もࢀはগなく、院外の研修への࠵会の開ڧ研ᮎによるࣝの向上にはྗが入れられず、病棟ษݾࣗ　
名のみにとどまる形となってしまった。

新入院患者数 ᅾ院患者数 病ᗋ✌ാ率 ᖹᆒᅾ院日数 医療、㔜症┳ㆤᚲせ度

940ே 15,872ே 95.7% 12.44日 40.1% 
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　患者からの意見はスタッフにメール配信し、ಉじ意見をいただくことのないように指ಋを行った。݅
に関しては集ܭができていないためෆ明。
　オフを楽しむためにメリハリをつけて業務にあたる事に関しては、ۈ務رをできるݶり聞き入れるこ
とでୡ成できたのではないかと考える。なによりୀ職ر者が１人もなく、職者も̌人であったことか
ら、スタッフにとってಇきやすい環ڥであったのではないかと思われる。
　来年はҾき続き職場環ڥを整えることをܧ続。ࣗݾ研ᮎの機会を提供するとともに、研修へのࢀ加を
しっかりとଅしていくことで、ࣝの向上、理室の目ඪでもあるスキルの向上を目指していきたいと考
える。
ҭڭ　̐

　ኍ瀬　ѯ、青木明奈、長江༔志の３名が看護研ڀを実施した。

̓　ೝఆ༗ऀ֨ࢿ
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̔　ઐɾೝఆޢ師׆ಈ

ʪ１ʫ　ΫϦςΟΧϧέΞೝఆޢ師 救໋救急センター ER：稲村あづさ
　　　目ඪ：クリティカルケアྖ域で活動するスタッフ、コメディカルへのڭҭ・ҭ成
　　　（݁Ռ）
　　　　院内活動として、ER でのڭҭと人ࡐҭ成を実施。職者なく、ݸ人の目ඪ設ఆのサポートを行

いながら、ER 看護にඞཁな技ज़・ࣝ・ଶशಘ中である。今後もサポートがඞཁ。
　　　　院外活動として、看護学ߍ、看護ڠ会へクリティカルྖ域の講ٛを実施。࣍年は、ಉじྖ域の

リιースナースへも調整していく。

ʪ２ʫ　ൽෘɾഉᔔέΞೝఆޢ師 看護部理室：天内　陽子
　　　目ඪ：ׂが行できる人ࡐҭ成
　　　　ᶃ　ಛఆ行ҝ研修生や研修終ྃ者がԁに実श・活動開始できるように支援する
　　　　ᶄ　新たにೝఆ看護師・ಛఆ看護師を目指す看護師への支援を行う

　　 年、Bࡢ 過ఔのೝఆ看護師ཆ成者 2 名の実शडけ入れ、奈良県立医科大学のಛఆ行ҝ実श生 3
名のडけ入れを行った。ಛఆ行ҝ研修終ྃ者の活動はݸ人ࠩが大きく、ੵۃతに活動出来ていない
終ྃ者にܧ続した支援を実施していく。

ʪ̏ʫ　Ոࢧԉઐޢ師 ؇和ケアチーム：蓮見　า
　　　目ඪ：目ඪᶃ家族શ体をଊえた実ફٴびクリティカルケアྖ域の家族支援体制のج൫を構築、目ඪ

ᶄスタッフの倫理త実ફの支援。目ඪᶃについて７月以降؇和ケアチームにҟ動となり、શ日織
横அతな活動を開始したことから実ફ࣌間が大෯に拡大した。クリティカルケアྖ域での活動が最
も多く、家族への情ॹత支援、病状理ղのଅਐ、代理意思ܾఆ支援をはじめ、医療者と患者家族の
関係調整、相ޓ理ղに関わるメディエーションを実施。相ஊ݅も 84 ݅（前年 61 ݅）とಛに医
師・クリティカルケアྖ域からの相ஊが拡大した。重症患者対Ԡメディエーターに関するೝや֤
診療科とのڠಇも拡大しているが、院内にいる部ॺ所属の重症患者対Ԡメディエーターとのڠಇや
活動支援が課である。目ඪᶄについて̐月から立ち上げた看護部倫理ワーキングでは、メンバー
の倫理త感ड性の向上にد༩した。倫理త実ફへのサポートをܧ続していくにあたり、2024 年
は ACP ؇和ワーキングと౷合することがܾఆしたためࣥ行部と方向性を検౼し、活動をܧ続する
༧ఆ。臨床倫理チームの院内ラウンドにより倫理తをந出し、؇和ケアチーム等とଞ部門とڠ
ಇしてղܾをਤることができている。また家族支援ٴび倫理に関する院内ڭҭでは高いຬ
をҡ࣋して研修を行えているため、カンファレンスの支援など実ફのサポートをܧ続したい。

ʪ̐ʫ　ޢٸٹೝఆޢ師 看護部理室：K本　康子
　　　目ඪ：
　　　　１．ICU のスタッフがશ人తに患者をとらえることができる
にඋえるࡂ．２　　　　
　　　ʪ݁Ռʫ
　　　　１．スタッフは、ICU 看護の経ݧがઙい者が多く、疾患にしか目がいかないことが多い現状であっ

た。そのため、ࢲは、スタッフが看護師としてどのような看護がඞཁであるかを考えること
がඞཁであると考え、多くはなかったがՄ能なൣғでカンフレンスを開࠵しをげかけ
た。また、チーム会で患者をશ人తにとらえるようษڧ会の工をおこないશ人తに患者を
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とらえるとはどういうことかを考える機会をつくった。
。のワーキングメンバーのҭ成を中心におこなったࡂ看護については、病棟におけるࡂ．２　　　　

ىにඋえることがಛ別な事ではなく日ৗの業務であることを意ࣝづけしଞ府県で有事がࡂ
きたࡍには、どのような対Ԡがඞཁかを話合った。ࡂ看護ワーキング部会では、看護൛
BCP 。成のඞཁ性を講ٛしメンバーの意ࣝけをおこなった࡞

ʪ̑ʫ　ޢٸٹೝఆޢ師 救急・重症集中治療部：藤本　千明
　　　目ඪ：

　　　１．新入職員・所属部ॺ 	 手ज़部 
 看護師に対して救໋ॲ置の指ಋ、急ม࣌初動対Ԡ、急มの前
ஹにもؾづける観ྗのڧ化、フィジカルアセスメントや臨床ਪを活༻した実ફ研修を行い救急
看護の࣭向上につなげる

　　　　２．救急カートのラウンドと整උを行い、急ม࣌に安શかつԁな対ԠをՄ能にする
　　　݁Ռ：

　　　̐月に新入職員 BLS 研修実施。手ज़部では、急ม事ྫの現状Ѳと࣍年に向けて急ม࣌対Ԡ
をܭ画中であったが、部ॺҟ動となり実ફできず。フィジカルアセスメントは外部研修へ講師ࢀ加
を行った。࣍年は院内スタッフへのフィジカルアセスメント研修༧ఆである。また、救急カート
整උに関して、神殿ೝఆ看護師をओに再整උを実施。࣍年は、再整උ後の現状をѲできるよう
ラウンドを行っていく。

ʪ̒ʫ　ൽෘɾഉᔔέΞೝఆޢ師 スキンケア相ஊ室：山内　Ѫ子
　　　目ඪ：原点ճؼ：患者さんの入院から社会෮ؼまでのシームレスなケアを実施する
　　　１．᧘ᚃ発生࣌に、初ظ対Ԡをスタッフが行えるようになる：ケア・記録・ܭ画立Ҋについて

　　 初ظ対Ԡදをリンクナース・バンビナースに配し、研修 	 バンビナース研修・᧘ᚃษڧ会 

で活༻方法をઆ明し、पした。また初ظ対Ԡදを活༻して、病棟で 8OC がෆ在でも初ظに
対Ԡしてもらうようにした

　　　２．病棟スタッフにストーマ外来にࢀ画してもらうについて
　　　　　ストーマ設ʙ社会෮ؼ後の生活状況とストーマケアの理状況を、病棟スタッフと情報共有

し、入院中のセルフケア指ಋに活༻してもらうために、ストーマ外来２階西病棟̔人、５階東
病棟１人がࢀ画してもらった。スタッフから、今後の指ಋに立つと意見があった。࣍年も、
実施していく。

　　　３．看護外来・ୀ院後๚・ಉ行๚等を活༻し、患者に関わる方とのケアの連携をਤる
　　　　　ୀ院後地域の支援がඞཁな᧘ᚃ・ই・ストーマ患者には、３人ࢀ加した。ಉ行๚には５人

ಉ行した
　　　　　๚看護・8OC と連携するࡍには、電話・メールなどで情報提供を行い、情報共有した
　　　　　皮膚・ഉᔔケア分野は、入院中ʙୀ院後の社会෮ؼまで関わる分野であるため、院内だけでな

く院外にも活動の෯をひろげていきたい

ʪ̓ʫ　ൽෘɾഉᔔέΞೝఆޢ師 救急・重症集中治療部：和田　๖華
　　　目ඪ：皮膚・ഉᔔケアೝఆ看護師 1 年目としてより多くの経ݧをੵみ、患者さんにدり添った丁ೡ

なケアとࣝ・技ज़の向上。
　　　１）病棟での活動：２階西病棟に配属されていたため、病棟スタッフとڠಇし、ストーマケアの整
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උを行った。۩体తには、ճ腸ಋ設ज़や尿皮膚ᚈ設ज़をडけた患者さんの経過දを࡞
成し、౷一したケアをਤった。また、ストーマ۩の理がෆे分で在ݿを多く๊えていたの
で、༻する۩をݫબし、ൢച業者と連携し品理を整උした。

　　　２）活動日：ストーマ外来の実ࡍや病棟コンサルテーションへの対Ԡなど、先ഐ 8OC と共に活動
し、ケアの方法や考え方などを学んだ。

　　　３）院外活動：ੵۃతに学会やษڧ会、研修にࢀ加し、ࣗ分が関わった症ྫを振りฦったり、休日
も出来るൣғでษڧを行った。গしづつではあるが、出来ることも૿えてきている。スタッフ
と共に、患者さんにより良いケアが実ફできるよう、今後も多くのことを経ݧし、ࣗݾ研ᮎも
続けていく。

ʪ̔ʫ　ײછཧೝఆޢ師 感染対ࡦ室：ᖛ中　ӻ子
　　　目ඪ：感染対ࡦのపఈ
　　　　環ڥ整උをపఈできるよう֤所属ラウンドを実施、実ଶを֬ೝしվ善できるようにした。院内感

染をىこさないよう、ඪ४༧ࡦのపఈをج本にࣝの向上にめた。
　　 　感染リンクナースがओ体తに活動できるよう、また目ඪୡ成に向けて、ࣥ行部がサポートとな

り活動しやすい体制を整えた。
　　 ICT メンバーとは環ڥラウンドにࢀ加することを活動内༰にみ入れ、多の意見をऔり入れ

ながらվ善にऔりんだ。また AST メンバーとはە߅薬ద正༻にऔりみ、ࣗݾ研ᮎはできて
いるが、今後は AST から学んだ内༰などを看護部へ伝ୡする機会を設け実ફしていくඞཁがある。

　　　　ಛఆ行ҝ研修をड講することができ、多くのことを学ぶことができた。今後は学んだことをどの
ように伝ୡし実ફしていくかを、ಛఆ行ҝ研修終ྃ者と共に考えていきたい。

ʪ̕ʫ　ײછཧೝఆޢ師 感染対ࡦ室：福井　༏貴
　　　目ඪ：院内感染をىこさない体制を整උする。
　　　　スタッフの感染対ࡦにおけるࣝ・技ज़の向上を目指す。

　　１）2023 年　前ظは、ઐैとして感染対ࡦ室へ配属され、院内研修や講ٛを୲当し、技ज़・
ࣝの向上を目指した。後ظは病棟ۈ務をしながら、院内環ڥラウンドやコメディカルへのษڧ
会を企画・実施した。

　　　２）当センターでは手指消ಟ薬༻ྔがগなく、手指Ӵ生に関する意ࣝがしいと考え、リンクナー
スとともに手指Ӵ生直観を実施した。

　　　３）リンクナース会ӡ営をओ体తに行い、ຖճࣝ向上のためのษڧ会を実施した。また、֤リン
クナースの目ඪୡ成に向けて、֤病棟での指ಋ、ษڧ会の実施を行った。

ʪ��ʫ　ຫੑ৺ෆશޢೝఆޢ師 ̐階西病棟：丹下　敦子
　　　目ඪ：１．スタッフが循環器疾患で入院した患者の状ଶに合わせた看護・指ಋができるようにࣝ

の向上を支援する。２．心ෆશ患者が安心してୀ院後の生活がૹれるように支援できるとし活動した。
　　　１．ษڧ会では、実技をった実ફษڧ会・手ज़室やアンギオ室の見学、カンファレンスを実施す

ることで、ࠜ 会講師をएいスタッڧづいた看護実ફに݁びつけられるように支援した。また、ษجにڌ
フが行うことでࣝのఆணを目指した。配信型のษڧ会のࢀ加い向にあったため、現地ࢀ加に
ม更したこと、ۈ務以外のスタッフもࢀ加しやすいように ;OOM ࢀ加ができるようにしたことでࢀ
加者が૿加した。2. スタッフが心ෆશカンファレンスにओ体తにࢀ加し、司会ਐ行や指ಋが実施でき
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るよう支援した。カンファレンスでは多職छとୀ院指ಋやୀ院支援のਐ状況、点のѲと情報
交を実施し、多職छ連携や患者指ಋを実ફできている。さらに、ୀ院後の初ճ診࣌に心ෆશ看護
外来のҊ内を行い、15 ݅の外来患者の指ಋを実施した。心ෆશ看護外来のܧ続とカンファレンスࢀ
加や心ෆશ看護外来が実施できるスタッフをҭ成するඞཁがある。

ʪ��ʫ　खज़ޢೝఆޢ師 手ज़部：ߔ上　直人
　　　目ඪ：ᶃ手ज़看護の࣭の向上、患者ケアのॆ実をਤるためにڭҭ・指ಋを行うᶄ院内外への手ज़室

のڭҭ・広報を行う、であった。今年は局所ຑਲや椎くもບ下ຑਲのຑਲ理ができることを
目ඪに手ज़室スタッフに対してのษڧ会が行われた。その中での一部の講ٛをスタッフとともに୲
当し指ಋを行った。ษڧ会のテーマは 20 ߲目あり、୲当以外のいくつかの߲目を୲当したスタッ
フに対して内༰の指ಋを行った。９月 30 日までは西和との݉務であり立ち会えないษڧ会もあっ
たが、開࠵を支援し年までにશての研修が行われた。また、今年はज़後᙭痛理チームが発
し、11 月から患者ラウンドが行われた。チームのメンバーとしてラウンドへのࢀ加とӡ営の支
援を行った。ज़後᙭痛理チームは 11 月からཌ年３月までで合ܭ 307 ݅հ入した。来年はラウ
ンドの݅૿加と安ఆしたメンバーの֬อが課となる。ᶄのڭҭについてはコロナՒがܧ続して
おり看護学ߍの講ٛと総合と西和の手ज़室における新人に対してのษڧ会にとどまった。院外での
活動として、ಉ機構内の西和医療センターへ９月までि２日出ுとしてԠ援に行った。手ज़室に
おける看護ケアを行いながら、西和医療センター手ज़室のスタッフと相ஊしながら࣭の向上や看護
師のڭҭに携わった。新人へのษڧ会はモニターの見方やෆ整຺、薬剤についてなどを２つの施設
で行った。手ज़室の看護師として外ճりのج本となる内༰であり、来年以降もܧ続し࣭の向上に
。༩したいと考えるد

ʪ��ʫ　͕ΜԽֶྍ๏ޢೝఆޢ師 ３階外来：北村ժҥ子
　　　目ඪ：ઐ門తࣝ・技ज़をशಘし、安શで安心できる࣭の高い看護を提供する
　　　　１）外来化学療法室における看護師ҭ成をڧ化する
　　　　２）多職छ間とڠಇし、安શで安心できる外来化学療法室の環ڥを整උする
　　　目ඪ１）に対してアピアランスケアのॆ実に向けて、学श会をܭ画し、スタッフと薬剤師が講師と

なり、学श会を３ճ実施した。学श後は皮膚ס૩がある患者へスタッフશ員がอ࣪剤を提Ҋし、ス
キンケアの指ಋを行えるようになった。また、಄のໟ以外にඑに対して、つけඑໟの対Ԡを提
Ҋをしたり、௺のり方やマニキュアのృり方などの情報提供を行い、患者ࣗが有事を༧
し対Ԡできるように౷一した看護実ફを行っている。

　　「がん化学療法 I7 ナース」「C7 ポートઠ」に向けた研修を実施し、外来化学療法室看護師શ
員がೝఆ֨ࢿをऔಘできた。血外࿙出が 0.26ˋでࡢ年より૿加した。ཁҼとしてトイレ後に
発生している事ྫが以上のため、ഉ尿のかけのタイミングなど検౼し、今後もૣظ発見・ૣ
。対Ԡにめるظ

　　　目ඪ２）に対して、ड業務の؆ૉ化に向けて、セクレタリーとडと検౼し、外来化学療法診
ථの見直しを行った。また、オリエンテーションの動画を経営企画室とڠಇし、࡞成した。࡞成し
た動画を事前に視ௌしてもらい、患者・家族のؾがかりにフォーカスしたオリエンテーションを実
施していけるように࣍年はऔりむ༧ఆである。
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ʪ��ʫ　ೕ͕Μޢೝఆޢ師 看護部理室：村田　སֆ
　　　　がんのࠂや治療・Ҩ伝子検査についてのઆ明など意思ܾఆ支援や療ཆ支援において、ඞཁな場

面にಉ੮し、面ஊを行いݸ別性とઐ門性の高いケア実ફしている。面ஊにてࢉఆՄ能ながん患者指
ಋ理ྉ１は 175 ݅（前年 143 ݅）、２は 381 ݅（前年 244 ݅）と૿加し続けている。地域連
携ਪਐのため、がんの地域連携パスのӡ༻を開始した。パスは 37 ݅Ք動し、地域連携パス以外に
も乳腺クリニックにはٯհを行い 100 ݅以上の実ڧ化にऔりむことができた。

　　　　がん相ஊ支援センターの݉務も行っており、がん相ஊ支援センターのҠసやがんサロンのӡ営検
౼など新規事業を行った。また、がん対ࡦਪਐج本ܭ画の施ࡦにある、がんと診அされた患者家族
શ員ががん相ஊ支援センターのଘ在をり、支援が行き届くよう、広報活動を拡大している。今後、
相ஊ݅やアンケート݁ՌからのೝなどでධՁしていく。

ʪ��ʫ　؇έΞೝఆޢ師 ؇和ケアチーム：長谷川友美
　　　目ඪ：
　　　　１．؇和ケアチーム（PCT）ઐै看護師としてのׂが行できる。

　　 ２．IPOS スクリーニング（ࣗࡴ༧スクリーニング）のීٴਪਐと来年に向けたվ善点のந
出をする。

　　　̡ 目ඪ１ʳ７月から؇和ケアチームઐै看護師に配属になり、配属から３ヶ月はઐै看護師として
のׂの理ղ、PCT の現状と課のѲにめた。医療者・患者共にࠜڧいイメージのある「؇
和ケアʹ終ظ」というೝࣝのվ善をするため、֤部ॺのリンクナースのྗڠをಘながら「診அ࣌
からの؇和ケアհ入」ґཔがもらえるように、ओ治医にアプローチをした。݁Ռ、PCT ґཔのશ
体の 19.8ˋ（શ国平ۉ 11.8ˋ）が「診அظから初ظ治療開始前」のґཔとなった。

　　　̡ 目ඪ２ʳ５月からがん患者に対する IPOSS スクリーニング（ࣗࡴ༧スクリーニング）のӡ༻が
開始された。ӡ༻開始後は、ఆظతに֤部ॺのリンクナース等からの意見をௌき、記録テンプレー
トとӡ༻マニュアルのվగを２ճ行った。来年からは PFM と連携してશ༧ఆ入院患者（がん患
者にݶらず）に配༧ఆであり、Ҿき続き、看護の࣭の向上につながるようなみ࡞りをしてい
きたい。

ʪ��ʫ　؇έΞೝఆޢ師 患者支援センター：西田　ষܙ
　　　　目ඪ：

　　　　１．PFM システムを構築にむけて、入院前サポートにおける看護師のׂ構築や人ࡐҭ成、
入ୀ院支援における看護師ׂの構築にめる

　　　　　２．内外部の多職छとੵۃతにコミュニケーションをਤり、安શで患者が安心安શな入院生活
と、ୀ院後の生活にܨげられるようシステム構築と実ફを行う

　　　　目ඪ１については、入ୀ院支援室においては、看護師をスタッフ・ディリーダーナース・マネジ
メントナースにׂ分୲を行い、スタッフとڠಇし、֤ʑのマニュアルを࡞成しج本తな業務を
構築した。入院前支援室では、面ஊを通して、入院આ明意外に、ACP・意思ܾఆ支援・心のケア・
家族ケアなどを行っている。また、PFM ワーキングやチーフナースҭ成を通じて、入ୀ院支援カ
ンファレンスの見直し、スクリーニングの修正、入院後の入ୀ院支援プロセスの実ફを支援してい
る。

　　　　目ඪ２については、入ୀ院支援室でಘた患者情報を、患者のڐՄをडけ、地域の地域支援者と共
有し、入院前からୀ院後の生活にඋえ、チーフナースや MS8 など多職छとڠಇし、ૣظからの入
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ୀ院支援にܨげられるようऔりんでいる。

ʪ��ʫ　͕Μ์ࣹઢྍ๏ޢೝఆޢ師 看護部理室：児玉　༞子
　　　目ඪ：
　　　　ᶃがん相ஊにݙߩし、医療ै事者へのがん相ஊ支援センターのೝを上げる
　　　　ᶄ放射線治療をडける患者が、安શ安楽に治療をडけられるよう、࣭の高い看護を提供する
　　　　今年はがん相ஊ支援センターに配属となった。目ඪᶃに関しては相ஊ員研修（３）をड講終ྃし、

ि３ճがん相ஊ業務にै事し、156 ݅のがん相ஊに対Ԡした。またバンビ研修にがん相ஊ支援セン
ターのհをりࠐむなどした。目ඪᶄに関してはがん患者指ಋ理ྉ１を 61 （݅2022 年 88 ݅）
務がि２ճとなったҝである。放射線治療に対Ԡできۈগは放射線治療室でのݮఆした。݅のࢉ
るएいスタッフのҭ成にもྗを入れた。

年、放射線治療室としては高精放射線治療（IMRT࣍　　　　 やఆҐর射）の݅૿加しているため、
より安શ安楽に、そして心எびにর射をडけてける対Ԡྗをにつけた看護師の人ࡐҭ成、外来
診療ྉのࢉఆのための看護記録のさらなるॆ実にྗを入れていきたいと考える。

ʪ��ʫ　ઁ৯ɾᅞԼোޢೝఆޢ師 ̒東病棟：辰巳　洋子
　　　目ඪ：
　　　　１．院内の口腔ケアのపఈをはかる
　　　　２．入院࣌の OHAT ̐点以下で口腔外科հ入ができるシステムをつくる
　　　　今年は「口から৯べられる口づくり」のために入院࣌の NST 理システムに入ྗしている

OHAT のධՁ点により口腔外科ड診につなげることで口腔内環ڥの向上を目指した。アンケー
トでશ看護師の OHAT のೝ、ࣝを֬ೝした。その݁Ռをجに、院内感染対ࡦ講श会として「感
染༧のための口腔ケア」のビデオを࡞成し配信を行った。その後、院内の口腔ケアの࣭の向上を
目指し歯科Ӵ生士とڠಇし、શ病棟に出向きશ看護師（NICU は一部だけ）に口腔ケアについて研
修をおこなった。これにより OHAT のೝ、ࣝの向上は૿加し、口腔外科ड診につなげるこ
とができるようになってきた。また OHAT の点と栄ཆ患者のந出からධՁし NST հ入にܨ
げることができた。

　　　　今後は看護師の口腔ケアの࣭の向上・ҡ࣋をܧ続し、患者が安શに口から৯べられるようにして
いきたい。また理栄ཆ士・歯科Ӵ生士など多職छڠಇでઁ৯・ᅞ下ো患者へのհ入ができるチー
ム活動をしていきたいと考える。

ʪ��ʫ　ଔதϦϋϏϦςʔγϣϯೝఆޢ師 患者支援センター：中村　ਸ਼ܙ
　　　目ඪ：
　　　　１．師長・ओと供に̨̘̪૿床にう४උ
　　　　２．̨̘̪にඞཁなࣝをಘることでスタッフがҟৗのૣظ発見ができる
　　　　３．病ଶに合わせた療ཆ環ڥの調整（リハビリస院、地域แׅセンターの活༻）にऔりむ
の実施࿙れをなくすࢉリハビリ加ظૣ．̐　　　　

　　　５階西病棟̨̘̪チームのメンバーとして、12 月からは病棟チームにҟ動した。̐月からҟ動
してきたओの指ಋを୲当し、本人とペースを相ஊしながら指ಋできた。10 月より̨̘̪̒床か
ら９床に૿床、スタッフҟ動もあったが、Ԡ援機能を活༻しながら対Ԡできた。また、脳ଔ中相ஊ
૭口の構成員として登録しているが、開設はしていない。ओ治医のஅで脳ଔ中地域連携パスを
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༻せずにస院調整を行っており、脳神経内科副部長から相ஊされているがղܾはしていない。ૣظ
リハビリ加ࢉはリーダーがメンバーに掛けをすることで࿙れはݮগしている。

　　　　今後もࣗݾ学शし、ࣝ・จݙをスタッフに指ಋしていく。患者のଘ機能の૿ਐ、家族のフォ
ローを目指す。ଞのೝఆ看護師、Ｍ̨̬など多職छと連携をਤって、患者の生活の再構築にऔり
みたい。

ʪ��ʫ　ೝޢೝఆޢ師 ２階東病棟：ଠ田　里子
　　　ೝ症看護や精神科看護のॆ実をਤることを目ඪとして、ࡢ年に続いてि２ճの活動日を中

心に活動を行った。精神科リエゾンチームへのґཔは 498 ݅でґཔはせんໝが 57ˋをめており、
ॲ方された薬剤の༻のタイミングや༻後の観方法、ケア方法、環ڥ調整などを病棟看護師と
共に検౼した。またೝ症ケア加ࢉऔಘに向けて院内研修を行い、ೝ症看護や社会福ࢱ支援など
についての研修を実施、精神科病棟でも新人看護師を中心にೝ症看護のษڧ会をຖ月開࠵した。
研修会終ྃ後には、ೝ症とうつ病、せんໝのҧいが分かった、日ʑのケアでどうしてもしいと、
ೝ症の患者のෆ安な࣋ؾちにे分にدり添うことができないなどのジレンマを๊えているという
意見があった。急性ظ病院では患者とゆっくりと関わる࣌間の֬อがしいためೝ症看護やせん
ໝ༧対ࡦはしいが、今後もܧ続して病棟看護師を中心に多職छと連携して患者が安શで安心し
て治療にऔりめる環࡞ڥりを考えていく。

ʪ��ʫ　ྍޢ師（/1） 看護部理室：市川　ܚ
　　 心ଁ血外科におけるपज़ظ理શൠを医師チームでڠಇし、診療看護師（NP）のׂ拡大

をਐめた。心ଁ血外科患者へは、ज़前外来で高齢者総合機能ධՁ（CPNprFhFnTJWF GFrJatrJD 
ATTFTTNFnt）によるશ人తධՁを手ज़༧ఆ患者શྫで実施している。手ज़に関するิઆ明をお
こないながら意思ܾఆ支援に携わり、ज़前リスクݮのためにېԎ指ಋをؚめた生活指ಋをおこな
い、հ護ਃの相ஊ、職場෮ؼに関するアドバイスなどをおこなっている。入院患者に対しては、
ຖ日医師とともに患者に関わり、医師が手ज़や外来などのࡍにಛఆ行ҝをはじめとするॲ置や電子
カルテでの代行入ྗを実施し、ԁな医療ケア提供にめた。2023 年からは平日間や休日の
するようݮ急手ज़への対Ԡを再開し、医師の代行として手ज़ิॿ業務をおこない、医師ෛ୲をܰۓ
にタスクシェアをਐめた。2024 年から医師のಇき方վֵが開始されることで、タスクシェアʗタ
スクシフトのニーズは૿加することが༧される。さらに、ক来తな高齢者ׂ合の૿加とマンパワー
のݮগを考ྀすると、ಛఆ行ҝをはじめとするタスクシェアʗタスクシフトをより一ਐめていか
なければならない状況であると考えている。ಛఆ行ҝワーキングの一員としてもタスクシェアʗタ
スクシフトをੵۃతにਐめていくඞཁがあると考えている。

　　Ӄ外׆ಈ

　・日本心ଁ血外科学会「ಛఆ行ҝ研修修ྃ者の会：NJSC7S」代ද
　・日本心ଁ血外科学会　チーム医療ਪਐ委員会　委員
　・第 2 ճ日本 NP 学会近ـ地方会学ज़総会　副大会長・実行委員
　・NJSC7S पज़ظ理セミナーज़後理編、心ଁ手ज़のಛ、人工心ഏʗ心ఀࢭのӨڹ .
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ʪ��ʫ　ಛఆߦҝ࣮ફޢ師 ３階東病棟：ӊ಄尾子
　　　　ಛఆ行ҝ実ફ看護師として、病棟スタッフのࣝの向上をਤることを目ඪとして、活動した。修

ྃしたಛఆ行ҝの内、インスリンの調整に関する実ફをप産ظセンターにて 10 ྫを経ݧした。ษ
し、৷糖尿病に関するࣝの向上をਤった。৷糖尿病や糖代ँҟৗ合ซ৷の産࠵会を開ڧ
婦のอ健指ಋができるスタッフをҭ成し、外来部門とྗڠして৷ظからの支援をܧ続していく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2 階外来：ֿ原　智代

　　　　ಛఆ行ҝ実ફ看護師として、外来で行われているॲ置で実ફできる行ҝの実ફにめたが、ෲ腔
ドレーンのൈڈを直指ࣔで２ྫఔしか実ફできなかった。̨̙̩の活動にもࢀ加し、糖尿病に
関するࣝの向上を行ったが、実ࡍにインスリンྔの調整等に関わることはなかった。外来で実ફ
できる行ҝとして、ᚈ理感染やؾカニューレの交などもあるため、今後は実ફの機会を૿
やしスキルをҡ࣋していく。

５階西病棟：山本　ຑະ
　　　　ಛఆ行ҝ実ફ看護師として、病棟看護師・脳神経科医師・脳神経外科医師に対してपを目ඪに

活動を開始。活動を開始するにあたり、医師・病棟師長・病棟スタッフに対してパワーポイントを
༻いてプレθンテーションを実施。プレθンテーションの実施により看護師のडけ入れもスムーズ
であり、医師の理ղがあり実ફ指ಋのྗڠがಘられた。実ફ内༰として修ྃした行ҝのうち、病棟
でのधཁが高く手技として実ફをੵむべくओに「ধ留置型中心੩຺カテーテルの留置」「中心੩
຺カテーテルのൈڈ」「ؾカニューレの交」「直動຺ઠ࠾血」の手技を中心に活動した。そ
の݁Ռ、年間 179 ݅のಛఆ行ҝを実ફし経ݧすることができた。今後もܧ続して実ફ経ݧを૿やし
スキルをҡ࣋・向上していく。

５階東病棟：松本　༏
　　 NICU ではಛఆ行ҝ実ફを行う機会はなかった。経口ૠや人工呼吸器理の指ಋ、循環動ଶに

かかる薬剤༩に関する指ಋを中心に行い、患者理ղや重症理のスキルアップにݙߩできたと考
えている。

　　　 2024 年 2 月に 5 階東病棟へҟ動となった。今後は人工呼吸理およびඇ৵ऻత陽ѹؾに係る
ಛఆ行ҝ実ફや指ಋ、ߗບ外カテーテルによる痛剤の༩ྔ調整などを実ફしていきたい。

ICU：宇田　一
　　　ಛఆ行ҝ実ફ看護師として HCU1 では「直動຺ઠによる࠾血」、「人工呼吸器の調整」、「人

工呼吸器からの」、「੩剤の調整」、「ᒷࠎ動຺ラインの֬อ」をメインに活動し年間݅ 100
݅ఔのಛఆ行ҝを実ફすることができた。HCU1 には救急科や循環器内科の患者が入室すること
が多く、それぞれの医師にもಛఆ行ҝをपすることができてきている。今後も݅を૿やしつつ、
救急科や循環器内科の医師だけでなくଞの科の医師にもपする。また、活動ൣғを HCU1 だけ
でなく HCU2 など活動ൣғを૿やしていくことを目ඪとする。

̐階西病棟：宮田　芳子
　　　　現在、循環器内科、心ଁ血外科、呼吸器外科病棟へ所属している。ಛఆ行ҝ実ફ看護師として

現場での患者さんの重ಞ化をぎ、ਝな対Ԡがඞཁとなる。医師へಛఆ行ҝについてपするこ
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とができており、現在病棟での活動を中心に、呼吸器理やデバイス理を行い、患者さんのҟৗ
にਝにؾづくことができるよう実ફを通しスタッフҭ成にもऔりんでいる。また、心ଁカテー
テル検査後のѹഭղআの部ॲ置も行っており、部の理についての指ಋやҟৗをしたࡍ、
医師へ指ࣔをڼぎ連携をਤっている。今後もಛఆ行ҝ実ફ看護師として実ફをੵみ、技ज़を磨く共
にスタッフҭ成を行いݙߩしていきたい。

手ज़部：Ӌ川　友貴
　　　　ಛఆ行ҝ実ફ看護師として９月より活動を開始し、現在はिに１ճՐ༵日を活動日とఆめຑਲ科

医から手ज़中のຑਲ理を学びながらಛఆ行ҝの実ફを行っている。ຑਲ理中にඞཁなᒷࠎ動຺
ライン֬อや人工呼吸器の設ఆม更や循環動ଶに関わる薬剤༩などをओに行っており、ि１ճと
いう制ݶがある中で年間 80 ݅ఔのಛఆ行ҝを実ફし経ݧすることができた。ຑਲ科医へのप
はे分行えており、ۓ急手ज़では循環動ଶがෆ安ఆな患者も多く間はຑਲ科医の人手もりなく
なることからຑਲ理のհॿに入ることもあり、গしずつではあるが活動の෯や݅を૿やしつつ
ある。今後もಛఆ看護師として実ફ・経ݧを重ね、スキルをさらに向上させていきたい。
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２）Ϧιʔεφʔεݚम

̏）Ӄ外ݚमੜड͚ೖΕঢ়گ

௧5年度 䝸䝋䞊スナ䞊ス◊ಟ
㡿ᇦ ◊ಟ名 ᐇ᭶᪥ ᢸᙜ⪅

᪥21᭶6䜰䜿㜵ண䛾⒔〟
〟⒔Ⓨ生䛾䜿䜰䡚ὸい〟⒔ 9᭶11᪥
〟⒔Ⓨ生䛾䜿䜰䡚῝い〟⒔ 12᭶11᪥

᪥11᭶3用ᛂ䛾䜰䜿⒔〟
1䠋6䚸62䚸42䠋5䛃⌮ㆤ┳䛂ಟ◊人新

51䠋6䚸62䠋5♏ᇶ䛾ㆤ┳᪘ᐙ
≉ᐃ⾜Ⅽ◊ಟ䛂⮫ᗋ⌮䛃 㻢᭶㻤᪥

1䠋㻤䚸52䠋7䠉⦅♏ᇶ䠉⌮ᗋ⮫
┳ྲྀ䜚䛾ሙ㠃䛾ᐙ᪘ᨭ 11᭶29᪥

7䠋11䚸03䠋01䠉⦅用ᛂ䠉⌮ᗋ⮫
䜶䝡䝕䞁ス䛻ᇶ䛵䛟ឤᰁᑐ⟇䛾ᇶ♏䊠 㻠᭶㻢᪥
䝷䝎䞊䊠ᑐ㇟䚷ឤᰁᑐ⟇◊ಟ 㻣᭶㻡᪥
䜶䝡䝕䞁ス䛻ᇶ䛵䛟ឤᰁᑐ䛾ᇶ♏䊡 9䠋㻠䠈9䠋11
䝷䝎䞊䊢௨ୖᑐ㇟䚷ឤᰁᑐ⟇◊ಟ 9᭶11᪥
MEᑐ㇟䚷ឤᰁᑐ⟇ຮᙉ䠄ᡭᣦ⾨生䠅 12᭶㻠᪥
ᡭ⾡ᐊᑐ㇟䚷ឤᰁᑐ⟇ຮᙉ䠄ᡭᣦ⾨生䚸環
ቃ整ഛ䠅

㻤᭶22᪥

㻣᪥・6᭶3ಟ◊䜚㏉䜚
᭶3䡚᭶01䛶い䛴䛻䜰䜿腔口

⏣ኴ᪥62᭶1䚸᪥61᭶9ಟ◊䜰䜿▱ㄆㆤ┳▱ㄆ
新᥇用⪅◊ಟ䛂BLS䛃コ䝯䝕䜲䜹䝹 㻠᭶㻢᪥
新᥇用⪅◊ಟ䛂BLS䛃新人┳ㆤᖌ
䝣䜲䝆䜹䝹䜰䝉ス䝯䞁䝖◊ಟ 㻡᭶
⅏ᐖ┳ㆤ䛂BCP䛻䛴い䛶䛃 㻢᭶

ᮧ・⏣ᮧദ㛤䛻ᮇᐃಟ◊่✸䝖䞊䝫VC
䛜ん化Ꮫ療ἲ䚷IVナ䞊ス◊ಟ ᐃᮇ䛻㛤ദ ᮧ
新人◊ಟ䛂䝞䜲䝍䝹䝃䜲䞁・急ኚ๓ண 䛃 㻡᭶
≉ᐃ⾜Ⅽ◊ಟ䛂コ䞁䝃䝹䝔䞊䝅䝵䞁䛃 㻢᭶㻤᪥
≉ᐃ⾜Ⅽ◊ಟ䛂䜲䞁䝣䜷䞊䝮䝗・コ䞁䝉䞁䝖䛃 㻢᭶㻤᪥

診療┳ㆤᖌ䠄NP䠅 ᕷᕝ

䛜ん┳ㆤ

救急┳ㆤ

ᒣ内

ⶈぢ

⚟

㎮ᕭ

皮膚ἥ䜿䜰

ᐙ᪘ᨭ

ឤᰁ管⌮

ᦤ㣗・ᄟୗ㞀ᐖ

ᮡᮏ

３）院外研修生受け入れ状況
依頼施設 種類 研修場所 人数 期間

奈良学園大学 学生

成人看護学(急性期) 5 9 日
成人看護学(急性期) 5 9 日
成人看護学(急性期) 5 9 日
成人看護学(急性期) 5 9 日
成人看護学(急性期) 5 9 日
成人看護学(慢性期) 5 9 日
成人看護学(慢性期) 5 9 日
成人看護学(統合) 6 10日
助産学実習 3 57日

畿央大学 学生 母性看護学実習

6 4 日
6 4 日
6 4 日
5 4 日
5 4 日
5 4 日

四天王寺大学 学生
療養生活支援基礎実習

6 6 日
6 6 日

管理実習
5 5 日
5 5 日
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ڀݚ　��

���� 　ֶձൃද

一ൠ演
市川ܚ：心ଁ血外科チームへの診療看護師（NP）の配置とޮՌ．第 54 ճ日本心ଁ血外科学会学ज़
総会（浜松）

市川ܚ：心ଁ血外科ྖ域におけるタスクシェア / タスクシフトの現状．第 54 ճ日本心ଁ血外科学
会学ज़総会（浜松）

山田清美・ほか：小児外科外来開設とその後のऔりみ　ʙ外来と ER のڠಇについてʙ．第 61 ճશ国
ࣗ治体病院学会（ࡳຈ）

稲村あづさ・ほか：ER におけるワイϠーレスインターカムಋ入による情報伝ୡの有༻性の検౼．第 61
ճશ国ࣗ治体病院学会（ࡳຈ）

西本香織・ほか：整形・椎疾患ज़後患者の床ଅਐޮՌの検౼ʙ看護師のࣗྗޮݾ理学श前後の意ࣝ
調査ʙ．第 61 ճશ国ࣗ治体病院学会（ࡳຈ）

神殿ڗ子：レベル１ϗットラインを༻した CHDF ண患者の体Թҡ࣋理．第 25 ճ日本救急看護学会
学ज़集会（長崎）

東山しのぶ：当院における学会ೝఆ臨床༌血看護師が行う院内ڭҭ活動．第 71 ճ日本༌血・細๔治療学
会学ज़総会（横浜）

辰巳洋子・ほか：クッションドレッシングࡐを鼻とֺ部にணしたくちばし型 N95 マスクのإ面ີண性
のఆྔతධՁ．一ൠ社団法人　日本看護研ڀ学会第 49 ճ学ज़集会（オンライン開࠵）

西本༝香里・ほか：当院におけるपज़ظഏ࠹ߎ༧プロジェクトにおける看護師のׂ．第 43 ճ日本੩
຺学会総会（Ѫඤ）

千༿ຑ美・ほか：環ڥ整උにおけるハイパフォーマー看護師の҉ʙޠりからみえてきたものʙ．第
54 ճ日本看護学会学ज़集会（大阪）

吉村࡙ึ・ほか：コーンのة機モデルを༻した ER での家族看護．第 126 ճ近ـ救急医学研ڀ会（大阪）

３）院外研修生受け入れ状況
依頼施設 種類 研修場所 人数 期間

奈良学園大学 学生

成人看護学(急性期) 5 9 日
成人看護学(急性期) 5 9 日
成人看護学(急性期) 5 9 日
成人看護学(急性期) 5 9 日
成人看護学(急性期) 5 9 日
成人看護学(慢性期) 5 9 日
成人看護学(慢性期) 5 9 日
成人看護学(統合) 6 10日
助産学実習 3 57日

畿央大学 学生 母性看護学実習

6 4 日
6 4 日
6 4 日
5 4 日
5 4 日
5 4 日

四天王寺大学 学生
療養生活支援基礎実習

6 6 日
6 6 日

管理実習
5 5 日
5 5 日
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蓮見　า：入職࣌から面会制ݶを経ݧしているए手看護士の家族へのかかわりに対する思い . 日本家族看
護学会第 30 ճ学ज़集会（大阪）
高ྮ美香：PD カテーテル出口部ݻఆ法のバイオパッチݻఆ法へのม更が出口部感染に༩えるӨڹ．第 29
ճ日本ෲບ透析医学会学ज़集会（東京）

宇山Ղ代・ほか：ज़前の栄ཆがज़後看護ඞཁにٴ΅すӨڹ：後ろ向き観研ڀ．日本ຑਲ科学会第
70 ճ学ज़集会（ฌݿ）

宇山Ղ代・ほか：奈良県総合医療センターにおけるपຑਲظ看護師のऔりみʵຑਲ科医と合意形成をਤっ
てʵ．日本手ज़医学会第 40 ճ総会（神奈川）

野村།：手ज़室看護師によるज़前ज़後๚ಋ入からఆணへのऔりみ．第 10 ճ日本手ज़看護学会近ـ地
区大会（8EB 開࠵）

三井直：手ज़୲当の器ց出し看護師がࣗら器ցల開することによる精神తෛ୲のܰݮ．第 10 ճ日本手
ज़看護学会近ـ地区大会（8EB 開࠵）

天井美ૣ：手ज़をडける子どもに行うプレパレーションのޮՌへのظ．第 25 ճ日本医療マネジメント
学会学ज़総会（横浜）

山田道子・ほか：病棟看護師が行う؊疾患に対するୀ院指ಋの課．第 59 ճ日本؊ଁ学会総会（奈良）

中島あゆみ・ほか：Ԍ症性腸疾患患者のୀ院後生活を意ࣝした実ફత看護の実現に向けた新たなऔりみ．
第 14 ճ日本Ԍ症性腸疾患学会֤ज़集会（ฌݿ）

11ࡦ師֬อରޢ　�� ┳ㆤᖌ☜ಖ対⟇  

数ேຍཧᡤሙ容内日月回

 8 ータンセᙜ会Ꮫぢ院病ンイࣛン1 4 51 ࢜

 4 ータンセᙜ会Ꮫぢ院病ンイࣛン2 5 31 ࢜

 4 ータンセᙜ会Ꮫぢ院病ンイࣛン3 6 01 ࢜

 01 ータンセᙜ会Ꮫぢ院病 21 8 4

 7 ータンセᙜ会Ꮫぢ院病 9 9 5

 9 ータンセᙜ会Ꮫぢ院病 7 01 6

 9 ータンセᙜ会Ꮫぢ院病 81 11 7

 3 ータンセᙜ会Ꮫぢ院病 61 21 8

㸫ຍཧBEW会᫂ㄝ⫋ᑵᏛኸ␥ 61 21 9

 9 ータンセᙜ会Ꮫぢ院病 02 1 01

 23 ータンセᙜ会Ꮫぢ院病 01 2 11

 2 28 奈良ᏛᅬᏛ ᑵ⫋ㄝ᫂会  ⌧地ཧຍ 24 

 33 ータンセᙜ会Ꮫぢ院病 9 3 21

ᑵ⫋ㄝ᫂会ࣅイナ࣐ 24 3 13
奈良県コン࣋ン
ンセンターࣙࢩ

㸫 

インターンࣉࢵࢩの実施ࡣ 2020 年ࡽ୰Ṇ
2022 年度ᅜ病院┳ㆤᖌ㞳⫋率㸸11��%  2022 年度ᅜ新༞┳ㆤᖌ㞳⫋率㸸10�2%
2023 度ᙜセンター┳ㆤᖌ㞳⫋率㸸���㸣 ๓年 ����
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（��）医ྍ҆શਪਐࣨ

　医療安શਪਐ室は、医療事ނの༧ࡦ・再発ࡦࢭ、ฒびに発生࣌のదな対Ԡなど、総合医療センター
における医療安શ理を֬立し、దかつ安શで࣭の高い医療サービスの提供をਤることを目తとしてい
る。
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　（２）ＭˍＭカンファレンス　શ 11 ճ開࠵

（３）医療事ނ対ࡦ委員会　શ 6 ճ開࠵

（̐）医療安શ研修会（集合研修開࠵、録画配信）શ職員対

（５）新規࠾༻者研修 ŋŋŋ4 月 7 日
（̒）中్࠾༻者研修 ŋŋŋ4 月・5 月・6 月・8 月・9 月・10 月・11 月・12 月　

̏　���� औΓΈ

・救急カート薬剤Ҿき出しのඪ४化と見える化のऔりみについて
救急カート薬剤のޡ༩໓を目指した院内ඪ४“Ҿき出し MAP”のऔりみを実施し、ॱ࣍病棟の
救急カートを更新している。

（学会発ද）

㸦２）㹋㸤㹋࢝ンࣞࣇンス  11 回開催

）名㸦席出࣐ーࢸ症日催開回

１ 5 月 29 日 ࠗ内ど㙾療ᚋに㔜症⮅⅖をⓎ症し㔜⠜࡞㌿ᖐをࡓࡗࡓ症࠘

２ 6 月 13 日
ࠗ回┣㒊ษ㝖⾡ᚋ 10 日┠に NOMI をⓎ症し救しࡓࡗ࡞࠼症

㸦120,�㠀㛢ሰᛶ⭠⟶⾑）࠘  

３ 8 月 14 日 ࠗ⫶⒴ᡭ⾡ 6 日┠に急変しࡓ症࠘

４ 10 月 4 日 ࠗ┤⭠⒴ᒁᡤⓎ⾡ᚋ 5 日┠にᚰṆし୍ࡓ࠘

６ 11 月 15 日 ࠗ⾑⌫㈎㣗症ೃ⩌療୰に⢖⢏⤖᰾によりṚஸし୍ࡓ࠘

㸶 1 月 18 日
ࠗ急ᛶෙ症ೃ⩌によࡿ院外ᚰṆに対し⸽⏕療介入を⾜ࡶ࠺അ

Ⓨⓗに急ᛶ◳⭷ୗ⾑⭘ࡀⓎぬし救し୍ࡓࡗ࡞࠼࠘ 

９ 2 月 7 日 ࠗ⬨㧊ࡶࡃ⭷ୗ㯞㓉ᚋにⓎ症しࡓ㧗度ᚎ⬦࠘

10 2 月 15 日 ࠗ急⃭࡞⤒㐣を㎺りṚஸに⮳ࡓࡗ⫶⒴⾡ᚋ⦭合の୍࠘

11 3 月 22 日
ࠗࣜーࣞࢻス࣌ース࣓ー࢝ーᤄ入ᚋに、྾ࡽᚰ⫵Ṇに⮳

୍࠘ࡓࡗ

37 

47 

43 

36 

㸳 10 月 11 日 ࠗ⭡㒊ື⬦ேᕤ⾑⟶⨨⾡ᚋ、ື⬦༑ᣦ⭠⒦࡛Ṛஸし୍ࡓ࠘ 23 

42 

㸵 12 月 14 日

ࠗᚰṆᚋに急ᛶ⭈をకࡓࡗඛኳᛶᶓ㝸⭷࣊ルࢽの新⏕ඣ࠘

ձ 㣗㐨ᤄ⟶の予㜵⟇

ղ 新⏕ඣのᣢ⥆ⓗ⾑ᾮℐ㐣㏱ᯒ㸦&+')）

ճ 㔜⠜࡞患をᣢつᏊࡶの医療をࡿࡄࡵヰし合いの࢞イࣛࢻイン

47 

54 

43 

46 

19 

㸦３）医療ᨾ対⟇委員会  6 回開催

症日催開回

１ 6 月 6 日 ᚋ㢌㦵㦵ᢡ࠘ࡿンの㌴᳔Ꮚ࡛の㌿ಽによࣙࢩーࢸࣜࣅࣁࣜࠗ

２ 7 月 13 日 ࠗ6$'%E 療ἲ患者の対応࠘

３ 8 月 31 日 ࠗ⫶⒴ᡭ⾡ 6 日ᚋに急変しࡓ症࠘

４ 10 月 16 日 ࠗ&T 検ᰝ⏬ീデ᩿報告書のᮍㄝ᫂࠘

㸳 12 月 25 日 ࠗ⫵⒴患者にࣜࢩࢡナ㘄 60mg をฎ方ᚋ、Ṛஸに⮳ࡓࡗ࠘

６ 2 月 27 日 ࠗ⫶⾡ᚋ㸳日┠に急変しṚஸに⮳ࡓࡗ࠘

㸦４）医療Ᏻ◊ಟ会㸦㞟合◊ಟ開催、㘓⏬㓄ಙ）⫋員対㇟

）名㸦席出ᖌㅮ࣐ーࢸಟ◊催開

162㛗総⏣ୖ㸸ᖌㅮ࠘⩏ពの告報ࢺンࢩࢹンイࠗ月5
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中平敦士、野沢健ଠ、ଞ「救急カート薬剤のޡ༩໓を目指した院内ඪ४“Ҿき出し MAP”のऔ
りみ」第 18 ճ医療の࣭・安શ学会学ज़集会、神戸、2023 年 11 月 25 日

・「ハイリスク薬剤رऍ法のඪ४化」のऔりみについて
年初めに入職者શ員と、医師は中్࠾༻者શ員にຖ月のۈ務初日にオリエンテーションで研修をܧ続
して実施している。
ハイリスク薬剤رऍ法ポケットシートの 7Fr5 の࡞成・配
ポケットシート内に、救急カート薬剤Ҿき出し MAP 等を加した。

・小児集中治療における「小児ハイリスク薬剤رऍ法のඪ४化」と「ો生品・ۓ急薬剤ૣ見ද」のऔり
みについて

「小児射薬剤رऍ法（ICU）7Fr1」の࡞成・प・ӡ༻開始
小児 ICU における「体重別、ો生品・ۓ急薬剤ૣ見ද」の࡞成・प・ӡ༻開始

（学会発ද）
石亀ಹา、中平敦士、ଞ「成人 ICU での小児患者डけ入れに向けての多角తなऔりみ」第 51 ճ日本
集中治療医学会学ज़集会、ࡳຈ、2024 年 3 月 15 日

・画૾診அ報ࠂॻのಡӨレポートະಡ֬ೝのऔりみܧ続
・๓合セットの中を最小ݶඞཁなものに整理
・研修医の患者ൖૹにおける救急ंಉ࣌の意点についてप、医療安શ対ࡦ NP.3 発行
・MRI ࡦ検౼、医療安શ対ࡦみ事ྫについて共有、対ࠐち࣋Ө室へのंҜ子ࡱ NP.4 発行
・リハビリテーション࣌のंҜ子సࠎ折事ྫの共有、対ࡦ検౼
・透析患者にӨ MRI を実施しそうになった事ྫの共有、対ࡦ検౼
・高ංຬ患者への対Ԡについて、院内医療機器等のՙ重一ཡのप
・֤部ॺ医療安શએݴの発ද
・インシデント最多報ࠂとグッジョブの発ද　　

̐　ͦͷ他׆ಈ

・医療安શ理委員会の開࠵（月一ճ、ఆྫ第̐木༵）ŋŋŋ 前月インシデントアクシデント報ࠂ、重ཁ共
有事ྫのཁҼ対ࡦ検౼等

・セーフティマネージャʵ会ٞ（月一ճ、ఆྫ第３金༵）ŋŋŋ 前月インシデントアクシデント報ࠂ、重ཁ
共有事ྫのཁҼ対ࡦ検౼等

・ਪਐ室会ٞ（ִि金༵）ŋŋŋ ౼症ྫの検ࢮ間内アクシデントશྫ・重ཁインシデント・શظ
・֤छワーキング活動の支援（薬剤安શワーキング・ససམワーキング・栄ཆ安શワーキング）
・医療安શ対ࡦ地域連携加ࢉ（ཁ݅：相ޓ๚）
　ᶗʵᶗ連携　11 月 10 日　独立行政法人国立病院機構奈良医療センターによる当センター๚
　　　　　　　12 月 13 日　当センターが独立行政法人国立病院機構奈良医療センターを๚
　ᶗʵⅡ連携　11 月 24 日　当センターが医療法人社団松下会白庭病院を๚
・h 医療安શ対ࡦʱの配信
　　　　NP.３ʰస院ൖૹ࣌は患者状況のઆ明・֬ೝをపఈしましΐうʱ
　　　　NP.̐ʰMRIࡱӨ室への入室࣌は、対ԠंҜ子へのҠをపఈしましΐうʱ
・奈良県医療安શਪਐセンターओ࠵のネットワーク会ٞへのࢀ加（月１ճ）
　　　　事ྫ発ද（̔月）「リハビリテーション࣌のंҜ子でのసによる後಄ࠎࠎ折事ྫ」
・医療安શラウンド（ि１ճఔ）
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ࣨࡦછରײ（��）

　感染対ࡦ室は 2010 年 4 月よりઐैを 1 名、ઐを 1 名置くことで新設された。
　2012 年診療報ुվఆにい、感染ࢭ対ࡦ加ࢉ 1（2022 年に感染対ࡦ向上加１ࢉへ名শม更）をऔಘ、
ଞ施設とカンファレンスや相ޓラウンドを実施している。2018 年 4 月より感染症内科医がৗۈすること
となり、さらに当院の感染対ࡦをڧ化している。新型コロナウイルス感染症流行࣌には院内だけにとどま
らず県民のためにもਚྗした。
　また、院内では患者さん、ご家族、病院職員、๚者など病院に関わるશての人ʑを感染症からकるた
め織横அతに活動を行っている

１　αʔϕΠϥϯε

　（１）厚生࿑ಇল　院内感染対ࡦサーベイランス（JANIS）に登録
　　　　　　　　　　検査部門　શ入院患者部門　新生児集中治療室（NICU）部門
　　　　　　　　　　手ज़部Ґ感染（SSI）部門
　　　　厚生࿑ಇল委ୗ事業　感染対ࡦ連携共通プラットϗーム（J-SIPHE）に登録
本情報　AMUج　　　　　　　　　　 情報
　（２）薬剤性ەサーベイランス
　　　　多剤性緑ە（MDRP）検出報ࠂ：̌݅（前年̌݅）
：̐݅（前年１݅）ࠂ検出報ە֩݁　　　　
　　　　バンコマイシン性腸ەٿ（7RE）検出報ࠂ：̔݅（前年７݅）
　　　　カルバペネム性腸内細ە科細ە（CRE）検出報ࠂ：９݅（前年３݅）
　　　　ESBLT 産生ە　検出報ࠂ：167 ݅（前年 138 ݅）
　　　　新規 MRSA 検出患者報ࠂ：222 ݅（前年 162 ݅）
　（３）し・事ނ対ࡦ
　　　　し事݅ނ：19 ݅（前年 19 ݅）
　　　　皮膚・೪ບԚ染事݅ނ：14 ݅（前年 10 ݅）

ஙߏછཧγεςϜͷײ　２

　（１）院内感染対ࡦ委員会開࠵（１ճ/月）
　　　　合ܭ 12 ճ / 年開࠵
　（２）感染対ࡦチーム会ٞ（ICT会ٞ　１ճ/月）
　　　　合ܭ 12 ճ / 年開࠵

̏　Ӄϥϯυ

　（１）ICTラウンド：１ճ/ि　合50ܭճ実施
　（２）感染理ೝఆ看護師ラウンド：31部ॺ/ि実施

ਪਐνʔϜϥϯυ（"45）༺ༀదਖ਼ە߅　̐

　（１）ຖि水༵日15࣌より実施
のपと視༺薬のద正ە߅（２）　
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ҭڭછཧײ　̑

　（１）院内感染対ࡦ講श会開࠵
　　　　・５月 23 日　院内感染対ࡦのܾまりごと（֤部ॺ ICT）
　　　　・̔月 30 日　ە߅薬ద正༻について（薬剤部）
　　　　・11 月２日 について（感染症内科）༺薬ద正ە߅　
　（２）院内感染対ࡦ講श会画૾研修（通年配信）
　　　　・安શな尿道留置カテーテルのૠ入と感染理
　　　　・看護師がっておくべき性ەとマネジメント
　　　　・学び直しのඪ४༧ࡦ
　　　　・感染経路別༧ࡦのおさらい�ʙ「もしも」にඋえるアウトブレイク対ࡦʙ
ࡦからわかるインフルエンザ対ૅج・　　　　
ࡦから分かるノロウイルス感染症対ૅج・　　　　
　　　　・医療ै事者としてっておきたいە߅薬のऔりѻい
　　　　˞総出੮者：3235名（3113名）（　）は前年Ԇ
　　　　　医師：609名（624名）　看護師：1597名（1665名）　薬剤師：103名（92名）
　　　　　臨床検査技師：173名（130名）　CE：51名（53名）　放射線技師：89名（82名）　
　　　　　リハビリ：81名（63名）　事務：378名（314名）　そのଞ：154名（90名）
　（３）ೝఆ看護師による研修会
　　　　・新規࠾༻者研修　　　　　　　　̐月・̒月　֤１ճ
　　　　・शख़ᶙ対者研修（看護師）　９月　３ճ
　　　　・リンクナース対研修　　　　　１ճ/月
　（̐）ICTニュース発行　（１ճ/１ʙ２ヶ月発行）
　　　　　182号：ICTメンバーհ
　　　　　183号：手指Ӵ生5つのタイミング
　　　　　184号：腎機能別の੩ە߅薬༩ྔ
　　　　　185号：ओཁ検出ەの感ड性ʲ2022年ʳ
　　　　　186号：秋は৯中ಟに意
　　　　　187号：インフルエンザに御༻心ʂ
　　　　　188号：ノロウイルス対ࡦ
　　　　　189号：ʲインフルエンザʳʲ咽಄݁ບʳに意してくださいʂ

̒　৬ײۀછ༧ରࡦ

　・インフルエンザワクチンछ　合ܭ 1799 名実施　　
　　（医師、看護部、薬剤部、放射線部、臨床検査部、臨床工学技ज़部、栄ཆ理部、リハビリテーション部、

総務課、ࡒ務課、医事課、地域連携室、患者支援センター、Ϙランティア、ニチイ、日本ࡒ、エー
ムサービス、NEC、宮野医療器など）

　・流行性ウイルス疾患߅体ՁのѲ
　・し事ނ対Ԡとമ࿐後のフォロー

̓　ίϯαϧςʔγϣϯ

　　院内メール・院内スマϗでৗ࣌相ஊड
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̔　ΞτϒϨΠΫରԠ

　　院内発生アウトブレイク࣌やかにհ入を行う

̕　ͦͷ他

　　診療報ु　感染対ࡦ向上加１ࢉ　施設ཁ݅に関する地域連携
　　・奈良医療センター、白庭病院とチェックリストにجづき相ޓධՁを実施
　　・生駒市立病院・西奈良中央病院・沢井病院・奈良東九条病院・森田内科循環器科クリニック・そめ

かわクリニック・いぬいクリニック・きむら整形外科・奈良市医師会・奈良市อ健所と 4 ճ / 年 
合ಉカンファレンスを実施
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１　औΓΈ

　事務部門では、総務課、ࡒ務課、医事課、施設課の̐課からなり、総務課は３つの係（人事څ༩係、ॸ務係、
職員厚生係）、ࡒ務課は２つの係（経理係、༻係）、医事課は２つの係（医事係、理係）、施設課は１
つの係（施設係）を設置し、患者サービスの向上や医療スタッフがಇきやすい職場となるように、医療セ
ンターのӡ営事務に関わる෯広い業務にऔりんでいる。

　総務課では、職員やڅ༩の理、福ར厚生、職員の体調理、そのଞ医療センターશൠにかかる事務を
୲当している。
උのܯ入とอक、清やߪ入、医療機器のߪྉのࡐ務課では、センターの経理શൠ、医薬品や診療ࡒ　
理を୲当している。
　医事課では、診療のड、メディカル・セクレタリーの配置、อݥ診療や診療報ुのٻ、施設ج४の
届出やม更、医事相ஊやۤ情相ஊを୲当している。
　施設課では、ݐٴびॾ設උのҡ࣋理ٴび修સを୲当している。

　事務部門̐課、̩̦Ｍ室、経営企画室、病ྺ理室をؚめ、新型コロナウイルス感染症患者が発生した
本部を設置し、ຖि、感ࡦをपపఈし、さらに、感染対ࡦから感染対Ԡマニュアルにて院内感染対ظ࣌
染対ࡦ会ٞを開࠵することでܧ続తに院内感染対ࡦにऔりんでいる。

①　૯՝

　　ਓڅࣄ༩ɺॸɺ৬һްੜ

　■病院行事
　　　新型コロナウイルス感染症が５類に以降されたことからʰ病院まつり「あをによしࡇ」ɦ 等の行事

を再開。ࡂ対Ԡ܇࿅もص上型܇࿅ではなく実ಇ型܇࿅にりସえておこなった。
　■職員の健康理
　　　職員のޏい入れ࣌健診、年２ճのఆظ職員健康診அ、年１ճのストレスチェック、インフルエンザ

ワクチンの集団छを実施。また、ඞཁ࣌にはਵ࣌産業医と連携し、職員の健康理にめる。
　■福ར厚生
　　　看護師ྈのӡ༻理を୲当。入ډの相ஊから、看護師ྈのप辺環ڥの整උ、そのଞ、入ډ者からの

ཁへの対Ԡをਵ࣌実施。
　　　また、院内อҭ園「こじかの森อҭ園」のӡ営を୲当。ৗに委ୗ業者と連携し、อ護者が安心して

ಇけるよう、安心安શのอҭ環ڥを提供するようめている。

՝ࡒ　②

　医療機器の設උࢿにおいて、以下機器をߪ入することで、地域社会に対する高な医療提供へのݙߩ
をਤった。

　　　（１）クラウドファンディングं྆へのࡌ機器として、LUCAS ３心ଁマッサージシステム、
আ細動器 EMS、人工呼吸器モナʵル T60 をߪ入し、より安શに患者をൖૹできる環ڥを
整えた。

　　　　（２）また、そのଞでは、細ܺ౮ݦඍ鏡、マンモグラフィಡӨ診அワークステーション、高な
視֮化と手ज़支援のための̐K ３D システムをಋ入し、診療環ڥのॆ実をਤった。
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　　　　（３）さらには、ཌ年̐月の新病棟開設（７階西病棟）に向けて、生体情報モニタʵやڼթҐ
入ཋ置を新たに設置した。

③　医ࣄ՝

　　■メディカル・セクレタリーのॆ実
　　　　医師のෛ୲ܰݮを目తとして、2009 年̐月よりメディカル・セクレタリーを配置した。2024 年

３月 31 日࣌点で 76 人がै事している。
　　　　֤छ診அॻ・意見ॻの代行記入業務を始め、外来診療科での検査オーダーの࡞成、༧の入ྗ࡞

業など診療ิॿを行い、医師の事務࡞業のෛ୲をܰݮ、診療にઐ念できる環ڥづくりを実現してい
る。

　　　　ক来のリーダーを見ਾえ、「職員にキャリア形成の方向性を意ࣝづける」「ঢݧࢼを行うことに
より能ྗの٬観తな実ূを行う」「ඞཁなスキルと心構えをもつ職員のリーダーへの登༻過ఔを明
֬化する」ことを目తに、SMC（スペシャルメディカルクラーク）બ考ݧࢼを実施。今後さらに、
病棟・外来における事務࡞業のׂ分୲をਐめるとともに、診療報ुの内༰や医療に関する研修を
実施し、メディカル・セクレタリーの能ྗ向上にめている。

　　■ະऩ金対ࡦ
　　　　急なड診や外国人の患者さんなどに対して、ະऩ金の発生をࢭするため、2009 年からクレ

ジットカードܾࡁをಋ入している。
　　　 また、重なるಜଅをめたにもかかわらず、ճऩに݁びつかなかったݸ人ະऩ金について、

2011 年より法事務所にճऩ業務を委ୗしている。
　　■؇和ケア研修会の開࠵
　　　　がん等の診療に携わる医師等に対する؇和ケア研修会を 2023 年̔月 20 日にڌ点病院のઐ門医・

ೝఆ看護師のྗڠのもと開࠵した。
　　　　休日や診療の合間を๓って、27 名の院内・院外のۈ務医、３名の院内医療関係の技ज़職のࢀ加

があった。研修会を通して、地域の医療連携がڧ化され、奈良県のがん診療・؇和ケアの発లにつ
ながっている。

　　■病院ղ者Қྶࡇの開࠵
　　　 2023 年９月１日に、院内において、新型コロナウイルス感染༧対ࡦをਤりつつ、第 45 ճ病理

ղ者Қྶࡇをࣥり行った。ࢀ加者は、ごҨ族のྻࢀもؚめ 80 名となっている。医師・看護師を
始めとしたスタッフがごҨ族と再会し、対話することができる貴重な機会となっている。

　　■医事会ܭシステムのӡ༻
　　　　ຖ月の診療報ुの入院・外来のレセプト出ྗ、国อ連合・支ج金へอݥٻ分のデータ࡞成、

会ܭデータ・レセプトデータ等のอଘ、֤छ౷ܭॲ理、医事会ܭマスターのメンテナンス、厚生࿑
ಇলへの病院患者報ࠂなど行っている。

　　■診療報ुの֬อ等
　　　 2023 年に新型コロナウイルス感染症のӨڹでԆظとなっていたಛఆ共ಉ指ಋ（厚生࿑ಇল・

近ـ厚生局・県が共ಉで行う）が 2023 年̒月 29 日ٴび̒月 30 日の２日間に渡り実施された。
　　　　指ఠ事߲についてվ善状況の報ࠂを行うと共に、やかにࣗݾ点検を行いඞཁにԠじてࣗओฦؐ

を行った。
　　　　厚生࿑ಇলへの病床機能報ࠂなどの現況報ࠂを行っている。医事データ分析のため、入院患者、

外来患者、平ۉ在院日、病床ར༻、診療Ք動ֹ、հ・ٯհ等医事౷ܭの精៛化をਤっ
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ている。
ᶆ　ࢪઃ՝

び修સٴ理࣋びॾ設උのҡٴݐ■　　
　　　・設උ等中長ظ整උܭ画にجづいたҡ࣋理
　　　・施設ݐ設後５年が経過することから、༷ʑなෆ۩合・ނো等への対Ԡ
　　　（床ࡐషりସえ、オートクレーブ修સ、OPE 室ࣗ動൶フットスイッチ交、吸ऩࣜྫྷԹ水発生器真

ۭ部品औସえ　ଞ）
びվ修ٴの新築ݐ■　　
　　　・「職員のಇきやすさ」ٴび「織課」に対する対Ԡ
　　　（会ٞ室૿設工事ܭ画立Ҋ、第一றं場૿設工事、PFM ಋ入にう対Ԡ、２階医事課設置にう対

Ԡ　ଞ）
　　■エネルギー理
　　　電ؾ・ガスのར༻ޮをレビューし、ੵۃతなলエネのऔりみを実施。
　　　ʻ前年実ൺʼ
（ࢉ原༉）�98.6　：　ྔ༺　　　　
　　　　අ　༻　：　4968 ສԁݮ
　　■植理
　　・「中庭」ٴび「森のひろば」の植理ٴびվ善
　　　・外構植の日ৗ理（מり・Ⴉఆ等）
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（��）̢̩̦ࣨ

　̩̦Ｍ室は品࣭マネジメントシステムを構築し、より࣭の高い医療の実ફ、患者、職員のຬの向上
を目指し、スタッフڭҭ・܇࿅、プロセスのチェック機能、ܧ続վ善にऔりんでいる。
　̩̦Ｍ室は̦Ｍ̨理係、システム理係の 2 つの係で構成されている。̨̞̤ 9001 をऔಘ後、ҡ࣋・
更新৹査へ向けて、̦Ｍ̨理係は業務のඪ४化、จॻ理、内部査等の業務、システム理係は電子
カルテ等医療情報を中心に院内の情報システムの理を୲っている。
ʲ׆ಈ༰ٴͼ࣮ʳ

̢̨̦ཧ

　ᶃ　̦Ｍ̨理委員会年２ճ開࠵
　ᶄ　内部査ཆ成研修実施　42 名ཆ成　合ܭ 198 名（2023 年̒月１日ʙ３日）
　ᶅ　内部査実施　30 部ॺ（2023 年７月３日ʙ 14 日）
　ᶆ　ISO9001 研修実施　22ૅج 名対（2023 年５月 16 日）
　ᶇ　内部査指ఠ事߲　ੋ正ॲ置フォローアップ
　ᶈ　第１ʵ２ճ̦Ｍ̨ఆظҡ࣋৹査に係る QMS ヒアリング（2023 年̔月 28 日、29 日、９月̐日ʙ̔日）
　ᶉ　第１ʵ２ճ̦Ｍ̨ఆظҡ࣋৹査（2023 年 10 月 18 日ʙ 20 日）
　ᶊ　そのଞ　部門調整、վ善提Ҋ等の事務局業務

γεςϜཧ

　ᶃ　医療情報理委員会開2023　࠵ 年̒ճ実施　
　　　（入院・外来ワーキング第２金༵日、2023 年̒ճ実施）
　　　（サイバーセキュリティワーキング第２金༵日 2023 年５ճ実施）
　ᶄ　システム査実施（内部査とಉ࣌に実施）
　ᶅ　電子カルテ・֤部門システムの理
　ᶆ　֤システムม更対Ԡ
　ᶇ　Ｒ̥ＡՔಇ状況の理、JOIN ӡ༻状況の理
　ᶈ　救急ネットワークの構築・ӡ༻
　ᶉ　院内電話・スマϗの理、電話のࢭ対ࡦ検౼ٴび対Ԡ
　ᶊ　地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館　第 31 ճ医学会総会において発ද「RPA のऔհ」
　　　（2023 年３月 11 日）
　ᶋ　ظ࣍医療情報システム（2025 年更新）のܭ画ࡦఆおよび技ज़検౼
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ըࣨاӦܦ（��）

　経営企画室のׂは、༷ʑな「内部環ڥཁҼ」ٴび「外部環ڥཁҼ」を分析して当センターの経営の現
状を֬ೝし課をಋき出し、経営をվ善するうえでඞཁな対ࡦを講じていくことである。
　また、当センターの「おらせ」を院内ࣔܝ൛やデジタルサイネージ、SNS を通じて情報発信を行っ
ている。

　■౷ܭ
　　当センターの౷ܭをまとめ、経営分析データの集ܭおよび報ࠂ
　■経営企画委員会のӡ営
　　「中ظ目ඪ」「中ܭظ画」のਐ֬ೝٴび経営状況の報ࠂ
　■院長ヒアリングの実施
　　ຖ年、֤部ॺの目ඪや課について話合う「院長ヒアリング」の事務局のӡ営
　■法人本部会ٞへのࢀ加
　　奈良県立病院機構の「中ظ目ඪ」「中ܭظ画」のਐ・ධՁ内༰、ٴび経営状況の報ࠂ
　■広報活動

　病院ϗームページの࡞成や病院年報࡞成、マイナビ看護学生ٻ人サイトӡ営、デジタルサイネージコ
ンテンツ࡞成と理、SNS のӡ営など院内外に向けた病院情報の発信
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（��）පྺཧࣨ

　病ྺ理室の業務は、記録される診療情報に対して、診療録査を行い、ద正な状ଶにอちつつ、その
診療情報を分析活༻して、医療の࣭向上やޮ化にد༩することである。また、国がਐめるがん登録制
のうち、院内がん登録の業務も行っている。

　■業務内༰
　　１．診療録の査
　　　　入院診療ܭ画ॻ、指ಋ理ྉ等に対する診療録記ࡌ、ୀ院サマリ等について、記ࡌ有ແや記ࡌ内

༰の査を実施
　　２．診療情報の活༻

　　　疾病౷ܭ、DPC 情報の院内発信、病院ϗームページでの公開、֤छ団体や学会がओ࠵するベン
チマークや QI 事業へのࢀ加

　　３．院内がん登録
　　　　１年間のがんに関する診療情報を集し、国立がんセンターへ提出
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֤ҕһձͷҕһ名簿　ͦͷ１　（˕ҕһɺ˓ҕһ）
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֤ҕһձͷҕһ名簿　ͦͷ２　（˕ҕһɺ˓ҕһ）
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෦ձٞװ（１）

１　త

　　職員からの提Ҋॻにجづき、院内の༷ʑな事Ҋ・事߲について検౼する。
２　���� ࣮

　ʦ2023 年̐月̐日ʧ
　　ᾇ　2023 年֤छ委員会等について（Ҋ）
　　ᾈ　副院長およびセンター長が所する所属について（Ҋ）
　　ᾉ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2023 年５月９日ʧ
　　ᾇ　 医の倫理委員会臨床症ྫカンファレンスの開࠵について
　　ᾈ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2023 年̒月̒日ʧ
　　ᾇ　職員本人ຢはಉډ人が陽性者等になった場合のフローチャートについて
　　ᾈ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2023 年７月̐日ʧ
　　ᾇ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2023 年̔月̔日ʧ
　　ᾇ　放射線部における新型コロナウイルス感染患者（感染ٙいをؚむ）対Ԡのม更について
　　ᾈ　コロナ５類後の重症コロナ対Ԡについて
　　ᾉ　外科ܥ、内科ܥ部長会の設置について
　　ᾊ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2023 年９月 12 日ʧ
　　ᾇ　職員研修提Ҋॻについて
　　ᾈ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2023 年 10 月 10 日ʧ
　　ᾇ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2023 年 11 月７日ʧ
　　ᾇ　新生児ો生法 A コースٴび S コースの再開について
　　ᾈ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2023 年 12 月５日ʧ
　　ᾇ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2024 年１月９日ʧ
　　ᾇ　MPCJMF TraJnJnH LaC による植ࠐ型心ଁデバイスのトレーニングの開࠵について
　　ᾈ　MZ ॿ産師制のอݥ外診療のෛ୲金について
　　ᾉ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2024 年２月̒日ʧ
　　ᾇ　外来患者のٯհਪਐに向けた検౼委員会での検౼事߲について
　　ᾈ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2024 年３月５日ʧ
　　ᾇ　ຑਲ科当番ۈ務の開始について
　　ᾈ　ྩ和̒年ओな行事日ఔ（Ҋ）について
　　ᾉ　֤छ報ࠂ事߲
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（２）̢̨̦ཧҕһձ

１　త

　奈良県総合医療センターにおける、品࣭マネジメントシステムを構築し、より࣭の高い医療の実ફとސ
٬のຬをめざし、スタッフのڭҭ・܇࿅、プロセスのチェック機能、ܧ続վ善が ISO9001 ཁٻ事߲の
規֨にద合しているか֬ೝしつつ、ISO9001 ҡ࣋・更新৹査へのऔりみを行うことを目తとする。
２　���� ࣮

第１ճʦ2023 年５月 10 日ʧ
　　ᾇ　QMS 内部査員ཆ成研修について
　　ᾈ　2023 年内部査ܭ画について
　　ᾉ　2022 年第̐四ظධՁ、2023 年立Ҋ、目ඪ理シートの提出状況について
第２ճʦ2023 年 11 月９日ʧ
　　ᾇ　QMS 内部査݁Ռについて
　　ᾈ　第１- ２ճఆظҡ࣋৹査݁Ռٴびੋ正ॲ置について
　　ᾉ　QMS ٖ৹査݁Ռٴびੋ正ॲ置について
　　ᾊ　จॻ理վ善のऔりみਐ状況について
　　ᾋ　目ඪ理シート提出状況について

（̏）෦ձ

１　త

　 　֤科診療部長ٴび院内の֤所属長がࢀ加し、病院内の༷ʑな事߲をٞ、検౼し、院内の最終意志ܾ
ఆを行う。
２　���� ࣮

　ʦ2023 年̐月７日ʧ
　　ᾇ　人事について
　　ᾈ　診療౷ࢿܭྉ：2023 年３月実
　　ᾉ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2023 年５月 12 日ʧ
　　ᾇ　診療౷ࢿܭྉ：2023 年̐月実
　　ᾈ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2023 年̒月９日ʧ
　　ᾇ　人事について
　　ᾈ　診療౷ࢿܭྉ：2023 年５月実
　　ᾉ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2023 年７月７日ʧ
　　ᾇ　人事について
　　ᾈ　診療౷ࢿܭྉ：2023 年̒月実
　　ᾉ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2023 年̔月 18 日ʧ
　　ᾇ　人事について
　　ᾈ　診療౷ࢿܭྉ：2023 年７月実
　　ᾉ　֤छ報ࠂ事߲
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　ʦ2023 年９月 15 日ʧ
　　ᾇ　診療౷ࢿܭྉ：2023 年̔月実
　　ᾈ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2023 年 10 月 13 日ʧ
　　ᾇ　人事について
　　ᾈ　診療౷ࢿܭྉ：2023 年９月実
　　ᾉ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2023 年 11 月 10 日ʧ
　　ᾇ　診療౷ࢿܭྉ：2023 年 10 月実
　　ᾈ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2023 年 12 月̔日ʧ
　　ᾇ　人事について
　　ᾈ　診療౷ࢿܭྉ：2023 年 11 月実
　　ᾉ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2024 年１月 12 日ʧ
　　ᾇ　人事について
　　ᾈ　診療౷ࢿܭྉ：2023 年 12 月実
　　ᾉ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2024 年２月９日ʧ
　　ᾇ　人事について
　　ᾈ　診療౷ࢿܭྉ：2024 年１月実
　　ᾉ　֤छ報ࠂ事߲
　ʦ2024 年３月̔日ʧ
　　ᾇ　人事について
　　ᾈ　診療౷ࢿܭྉ：2024 年２月実
　　ᾉ　֤छ報ࠂ事߲

（̐）ྟচࠪݕ෦ҕһձ

１　త

　　臨床検査部ٴび病理ղに関する重ཁ事߲を৹ٞする
２　���� ࣮

ʦୈ１ճྟচࠪݕ෦ҕһձʧ　

開࠵日：2023 年 6 月 19 日（月）
内　༰：
　１．2023 年臨床検査部委員会の委員についてঝೝされた。
　２．新規およびม更ࢼ薬についてঝೝされた。
　　新規ࢼ薬
　　１）血液検査༻ࢼ薬
　　２）ඍ生検査༻ࢼ薬
　　３）病理検査༻ࢼ薬
　　̐）༌血検査༻ࢼ薬
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　　ม更ࢼ薬
　　１）血液検査༻ࢼ薬
　　２）ඍ生検査༻ࢼ薬
　３ ．2022 年検査݅・生理機能検査݅・࣌間外検査݅・ࢼ薬代について۩体త字とグラフで

報ࠂした。
　　１）年別検体検査݅ਪҠ
　　２）年別ࠎ・細๔性໔Ӹ検査݅ਪҠ
　　３）年別ඍ生検査݅ਪҠ
　　̐）年別༌血部݅ਪҠ
　　５）年別病理検査݅ਪҠ
　　̒）年別生理機能検査݅ਪҠ（心エコーؚむ）
　　７）年別Ի波検査݅ਪҠ（心エコー以外）
　　̔）年別耳鼻科検査݅ਪҠ
　　９）年別࣌間外検査݅ਪҠ
　　10）年別࣌間外༌血業務݅ਪҠ
　　11）年別外部委ୗ検査݅ਪҠ
　　12）年別ࢼ薬代ਪҠ
　̐ ．新型コロナウイルス関連検査݅状況について報ࠂした。
　　１）SARS-CP72 PCR 検査
　　２）SARS-CP72 原ఆྔ検査߅
　　３）SARS-CP72 PCR（BML）検査
　５ ．POCT 機器のબఆ・ӡ༻・理について以下内༰の意見があったがঝೝされた。
　 　POCT（PPJnt PG CarF TFTtJnH）機器のબఆ࣌より臨床検査部が関༩し、配置場所、ӡ༻方法につい

てٞڠにࢀ加できる体制を構築したい。POCT 機器のߪ入を֤診療科からཁが出された場合、બఆ・
配置場所・ӡ༻方法について検౼する場を設けるよう病院にಇきかける方としたい。۩体తには検査
部委員会に下部織として POCT 検౼小委員会を設置することが考えられる。

ʦୈ２ճྟচࠪݕ෦ҕһձʧ　�

開࠵日：2023 年 9 月 11 日（月）
内　༰：
　１ ．新規ࢼ薬についてঝೝされた。
　　１）血液検査༻ࢼ薬
　　２）ඍ生検査༻ࢼ薬
　　３）病理検査༻ࢼ薬
　２ ．新型コロナウイルス関連検査݅状況について報ࠂした。
　　１）SARS-CP72 PCR 検査
　　２）SARS-CP72 原ఆྔ検査߅
　　３）SARS-CP72 PCR（BML）検査
　３ ．POCT 検౼小委員会についてঝೝされた。
　 　7 月 11 日　ࣥ行部会ٞにて POCT 機器のબఆ・配置場所・ӡ༻方法を検౼する場として、臨床検査

部委員会内に POCT 検౼小委員会を設置することがঝೝされた。
　　１）目త
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　 　POCT 機器とは PPJnt PG CarF TFTtJnH 機器のことで、診療現場で実施する検査に༻する機器のこ
とである。POCT 機器のબఆ࣌より臨床検査部が関༩し、配置場所、ӡ༻方法についてٞڠにࢀ加で
きる体制を構築するඞཁがある。POCT 機器のߪ入を֤診療科からཁが出された場合、બఆ・配置
場所・ӡ༻方法について検౼する場として臨床検査部委員会内に POCT 検౼小委員会を設置する。

　　２）POCT 検౼小委員会構成委員（ܟশུ）
　　委員長　中村　จ　　臨床検査部部長
　　委　員　上嶋　昌和　　糖尿病・内分泌内科　部長
　　　　　　中平　敦士　　集中治療部　部長
　　　　　　ԭ田　ण一　　手ज़部　部長
　　　　　　亀井　理生　　臨床工学部　係長
　　　　　　北川　秀人　　ࡒ務課　課長
　　　　　　北川　道　　臨床検査部　技師長
　　　　　　ᴡ藤　真༞美　臨床検査部　副技師長
　　　　　　中村　世　　臨床検査部　副技師長
　　　　　　仲北　友子　　臨床検査部　係長
　　　　　　北川　大ี　　臨床検査部　係長
　　　　　　中島　久　　臨床検査部　ओ査
　　　　　　泉屋　直ً　　臨床検査部　ओ査
　　３）臨床検査部委員会会ଇม更について
　̐ ．؊Ԍ再活性化の対Ԡについて以下の意見があったがঝೝされた。
　５ ．B 型؊Ԍ߅原検査陽性の対Ԡについてঝೝされた。
　̒．過検査߲目のચい出しについて報ࠂした。
ʦୈ̏ճྟচࠪݕ෦ҕһձʧ

開࠵日：2023 年 12 月 25 日（月）
内　༰：
　１ ．新規およびม更ࢼ薬についてঝೝされた。
　　新規ࢼ薬
　　１）༌血検査༻ࢼ薬
　　２）病理検査༻ࢼ薬
　　ม更ࢼ薬
　　１）病理検査༻ࢼ薬
　　２）内視鏡検査༻ࢼ薬
　２ ．新型コロナウイルス関連検査݅状況について報ࠂした。
　　１）SARS-CP72 PCR 検査
　　２）SARS-CP72 原ఆྔ検査߅
　３ ．؊Ԍ再活性化の対Ԡについて報ࠂした。
　̐ ．B 型؊Ԍ߅原検査陽性の対Ԡについて報ࠂした。
　５ ．過検査߲目のચい出しについて報ࠂした。
　̒ ．ISO15189 ਐ状況について報ࠂをした。
ʦୈ̐ճྟচࠪݕ෦ҕһձʧ

開࠵日：2024 年 3 月 18 日（月）
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内　༰：
　１ ．新規およびม更ࢼ薬についてঝೝされた。
　　新規ࢼ薬
　　１）ඍ生検査༻ࢼ薬
　　ม更ࢼ薬
　　１）Ҩ伝子検査༻ࢼ薬
　　２）ඍ生検査༻ࢼ薬
　２ ．新型コロナウイルス関連検査݅状況について報ࠂした。
　　１）SARS-CP72 PCR 検査
　　２）SARS-CP72 原ఆྔ検査߅
　　３）SARS-CP72 PCR（BML）検査
　３ ．؊Ԍ再活性化の対Ԡについて報ࠂした。
　̐ ．B 型؊Ԍ߅原検査陽性の対Ԡについて報ࠂした。
　５ ．過検査߲目のચい出しについて報ࠂした。
　̒ ．ISO15189 ਐ状況について報ࠂをした。
。日ఔについてঝೝされた࠵年臨床検査部委員会開࣍． ７　

（̑）ༀࣄҕһձ

１　త

　　薬事に関する重ཁ事߲の৹ٞを行う。　
２　৹ٞ༰

　　ᶃ　 新規࠾༻医薬品、それにうআ医薬品についての৹ٞ（ྩ和元年より、診療科ݶఆ࠾༻薬品
についても৹ٞ事߲とする。）

　　ᶄ　後発医薬品へのม更、それにう医薬品අޮݮՌや点の৹ٞ　等
̏　ྩ̑։࣮࠵ ŋŋŋ ̒ճ

　　検౼品目の૿加とૣظ対Ԡのため、ྩ和元年より開࠵ճを年̒ճへม更した。
　　ᶃ　第１ճʦྩ和５年 ̐ 月 17 日ʧ
　　ᶄ　第２ճʦྩ和５年 ̒ 月 ５ 日ʧ
　　ᶅ　第３ճʦྩ和５年 ̔ 月 ７ 日ʧ
　　ᶆ　第̐ճʦྩ和５年 10 月 16 日ʧ
　　ᶇ　第５ճʦྩ和５年 12 月 ̐ 日ʧ
　　ᶈ　第̒ճʦྩ和̒年 ２ 月 ５ 日ʧ
̐　ྩ̑৹ٞ༰࣮

　第 4 ճ薬事委員会にて医薬品ج༺࠾४が࠾された。۩体తなج༺࠾४ができたことにより、6 科以上
のਃがあればશ科࠾༻に、また直近 6 ヶ月間の༻ྔにجづきఆظతな࠾༻区分の見直しがՄ能となっ
た。そのҝ、શ科࠾༻へのج४が明֬になったと共に、আ薬品などが૿えていくことで、ෆཁな医薬品
のݮにܨがると考えられる。
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　下記に今年薬事委員会における࠾༻品目等をڍげる。

（̒）ӫཆཧҕһձ

１　త

　　栄ཆ理の体制、৯事ܭ画、調整、վ善事߲を৹ٞする。
２　���� ࣮

　第一ճ　ʦ2023 年５月 22 日ʧ
　　ᾇ　ಛ別৯提供ٴび栄ཆ指ಋ݅について
　　ᾈ　څ৯委ୗ業務について
　　ᾉ　院内束৯事ᝦの一部ม更
　　ᾊ　そのଞ
　第二ճ　ʦ2023 年̔月 21 日ʧ
　　ᾇ　ಛ別৯提供ٴび栄ཆ指ಋ݅について
　　ᾈ　څ৯委ୗ業務について
　　ᾉ　৯中ಟ発生࣌対Ԡマニュアルのվగについて
　　ᾊ　そのଞ
　第三ճ　ʦ2023 年 11 月 20 日ʧ
　　ᾇ　ಛ別৯提供ٴび栄ཆ指ಋ݅について
　　ᾈ　څ৯委ୗ業務について
　　ᾉ　院内束৯事ᝦの一部ม更について
　　ᾊ　あをによしࡇ　栄ཆల報ࠂ
　第四ճ　ʦ2024 年２月 19 日ʧ
　　ᾇ　ಛ別৯提供ٴび栄ཆ指ಋ݅について
　　ᾈ　څ৯業務委ୗについて
　　ᾉ　そのଞ

ҕһձٸٹ（̓）

１　త

　　 救急医療体制を整උ拡ॆし、救急ൖૹ患者のड入ٴび治療にສશをظすとともに、֤消本部等の関

㸦༢㸸ရ┠㸧

㛤ദᅇ
新つ᥇用ရ

䠄診療科㝈ᐃ䠅䈜1
新つ᥇用ရ

䠄診療科㏣ຍ䠅䈜1
新つ᥇用ရ

䠄ᝈ⪅㝈ᐃ䠅䈜2
㈍中Ṇ/౪⤥㛤

䛻కうኚ᭦
つ᱁㏣ຍ
・ኚ᭦ရ

ᆺኚ᭦
・㏣ຍရ

ᚋⓎရኚ᭦
䈜3

๐㝖⸆ရ
䈜4

➨䠍ᅇ 4 3 8 13 5 0 3 2

➨䠎ᅇ 0 4 7 5 4 3 4 5

➨䠏ᅇ 7 4 12 5 0 1 6 3

➨䠐ᅇ 1 0 6 3 4 4 2 1

➨䠑ᅇ 4 3 3 4 2 0 2 8

➨䠒ᅇ 5 1 8 9 2 1 3 13

ィ 21 15 44 39 17 9 20 32

䈜1 つ᱁┦㐪ရ䜒䠍ရ┠䛸䛧䛶数䛘䜛

䈜2 ᅾᗜ䛿᭱小㝈䛻䛧䚸ᑐ㇟ᝈ⪅䛜い䛺䛟䛺䜜䜀ᅾᗜ䜢䝊ロ䛻䛩䜛

䈜3 ඛⓎရ䛛䜙ᚋⓎရ䜈䛾ኚ᭦䚸ᚋⓎရ䛛䜙ᚋⓎရ䜈䛾ኚ᭦䠘NHA᥎ዡရ䜈䛾ኚ᭦䜢ྵ䜐䠚

䈜4 ᆺ・つ᱁ኚ᭦䛾䛯䜑䛾๐㝖ရ┠䛿ྵ䜐

㈍中Ṇ䛻䜘䜛๐㝖ရ䚸ᚋⓎရ䜈ኚ᭦䛧䛯ඛⓎရ䛿ྵ䜎䛺い
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係機関とも連携をڧ化し、救急医療のॆ実をਤる。
２　���� ͷՌ（ۀ࣮）

　第１ճ　（2023 年̐月 18 日）
　・　Ԡधと救急ൖૹ報ࠂ
　・　当番体制について
　・　救急ワーキング立ち上げについて
　第２ճ　（2023 年̔月 16 日）
　・　Ԡधと救急ൖૹ報ࠂ
　・　心ଁ血外科डけ入れ患者情報共有 PFC
　・　救急ワーキング報ࠂ
　第３ճ　（2023 年 11 月７日）
　・　Ԡधと救急ൖૹ報ࠂ
　・　外科̚Ｒ体制について
　第̐ճ　（2024 年１月 29 日）
　・　Ԡधと救急ൖૹ報ࠂ
　・　救急ワーキング報ࠂ
　・　外科ਃしૹりදのӡ༻

（̔）पज़ظཧɾखज़෦ٴͼதࡐҕһձ

１　త

　　पज़ظ理に関する重ཁ事߲を৹ٞする。
２　���� ͷՌ（ۀ࣮）

　ʦ2023 年 5 月 17 日ʧ
　　ᾇ　新体制ѫࡰ
　　ᾈ　2022 年　下ظ報ࠂ
　　ᾉ　ज़後᙭痛理加ࢉ
　　ᾊ　手ज़室ӡ営に関して　現状の点、およびվֵҊ
　　ᾋ　手ज़について
　　ᾌ　そのଞ
　ʦ2023 年 11 月 20 日ʧ
　　ᾇ　2023 年　上ظ報ࠂ
　　ᾈ　手ज़室看護師ۈ務状況について
　　ᾉ　ज़後᙭痛理チームについて
　　ᾊ　そのଞ

（̕）ΧϦΩϡϥϜҕһձ

１　త

　　当院初ظ臨床研修に係る研修医のカリキュラム等について৹ٞする。
２　���� ࣮

　ʦ2023 年 5 月 29 日ʧ
　　ᾇ　 臨床研修医の有څऔಘについて、ローテの最終金༵日や開始日等に有څऔಘ、ܭ画తに有څऔಘ
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できるように配ྀした職場環ڥにする。
　　ᾈ　 臨床研修医ݧࢼ༺࠾について、現状は　事前จ � 日จݧࢼ � 面　であるが、今後は事前

課として、ࣗݾの体ݧや経ݧについてޠるエッセイ方ࣜ　� ద正ݧࢼ � 面　とする。
　　ᾉ　 ಄ܱ部外科の１年࣍外科બඞ修科目へ加がܾまった。そのଞ、小児外科からも加رがあ

り今後検౼する。
　　ᾊ　 当委員会の 3 原ଇとして提Ҋされた、事前提Ҋ、委員会内でのܾఆ、ٞ事録ਝ化・؆ܿ化がܾ

まった。
　　ᾋ　 ྩ 和̒年プログラムվగについて、委員会での֬ೝの݁Ռ、֬ೝҊの通りܾまったが、ハイブ

リッド研修̔िの̐診療科研修内༰のৄ細については今後、内科部長会で検౼する。
　ʦ2023 年 7 月 24 日ʧ
　　ᾇ　 研修医ڭҭに関する指ಋ医アンケートを内科で実施しているが、今後はશ科の指ಋ医にもճし

ていただく。
　ʦ2023 年 9 月 25 日ʧ
　　ᾇ　 研修医ڭҭに関する指ಋ医アンケートにおいて、研修医ڭҭにྗڠするとえていただいた方ʑ

と、研修医ڭҭについてのみとコンテンツの方について࡞りࠐんでいく場を設けることに
なった。

　ʦ2023 年 12 月 11 日ʧ
　　ᾇ　 臨床研修医の有څऔಘについて、内科ܥ部長会において、内科ローテの 8 ि୯Ґで有休をऔಘし

てはどうか提Ҋがあった。研修医にアンケートを実施したところ、֤年࣍の終ྃするࠒにऔಘし
たい意向が多かった。また、日を指ఆされることよりもࣗ༝にऔಘできる環ڥをرする意見が
あった。

　　　　શ員がアンケートにճしていないが、֤研修医がࣗ༝にऔಘすることをਪする。
　ʦ2024 年 3 月 25 日ʧ
　　ᾇ　来年より者の交代。東部長から前田副院長。
　　ᾈ　ྩ和̐年࠾༻研修医の研修修ྃ。
　　ᾉ　GM-ITE の݁ݧࢼՌ
　　　・ภࠩは 50 以下であるが、年ʑ上ঢ向であり、2 年࣍の成がվ善向。
　　ᾊ　研修総ׅは原ߘが出ଗい、現在ߍ正中。本せずに PDF にする。
　　ᾋ　医師国家݁ݧࢼՌは２名ෆ合֨のため２名加ื集。

（��）ྟচݚमཧҕһձ

１　త

　　当院初ظ臨床研修プログラムのܾఆ・ม更ٴび初ظ臨床研修医の研修修ྃೝఆ等を行う。
２　���� ࣮

　ʦ2023 年 10 月 16 日ʧ
　　ᾇ　ྩ和 6 年࠾༻初ظ研修医マッチングఆの報ݧࢼ༺࠾、ࠂについて
　　ᾈ　ྩ和 5 年初ظ研修医のローテーションについて
　　ᾉ　初ظ研修医の研修ਐ状況
　　ᾊ　プログラム連携施設の加について
　ʦ2023 年 12 月 18 日ʧ
　　ᾇ　有意ٛな形成ධՁとするために指ಋ医・研修医がऔむ課について
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　　ᾈ　 臨床研修ධՁ更新ॻ面調査をडけての課について
　　ᾉ　 ྩ 和 6 年࠾༻初ظ研修医ٴݧࢼ༺࠾びマッチング݁Ռの報ࠂ
　　ᾊ　研修ਐ状況について
　ʦ2024 年２月 26 日ʧ
　　ᾇ　ྩ和 4 年࠾༻研修医の修ྃఆについて
　　ᾈ　ྩ和 6 年初ظ臨床研修医、研修コースについて
　　ᾉ　 臨床研修医のインシデント報ࠂについて

（��）Ӄײછରࡦҕһձ

１　త

　 　当センターにおける院内感染ࢭに関する事߲を৹ٞする。
２　���� ࣮

　委員会開࠵日
　第１ճ ̐ 月 28 日　第２ճ ５ 月 26 日　第３ճ ̒ 月 23 日
　第̐ճ ７ 月 28 日　第５ճ ̔ 月 25 日　第̒ճ ９ 月 22 日
　第７ճ 10 月 27 日　第̔ճ 11 月 24 日　第９ճ 12 月 22 日
　第10ճ １ 月 26 日　第11ճ ２ 月 16 日　第12ճ ３ 月 22 日

　ఆྫ報ࠂ事߲
　・感染報ࠂにجづく感染
　・MRSA にした感染جリストをྻܥ࣌
　・ 性ە報ە֩݁）ࠂ、バンコマイシン性腸ەٿ、多剤性緑ە、カルバペネム性腸内細ە科細

（ࠂ報ە
　・ICT 会ٞ報ࠂ（ICT ニュース、ICT ษڧ会出੮状況、ICT ラウンド等報ࠂ）
　・ICT ษڧ会
　・インフルエンザワクチンछ
　・อ健所医療視報ࠂ
　・診療報ु　感染対ࡦ向上加１ࢉ施設ཁ݅に関する地域連携報ࠂ
　・奈良医療センター、白庭病院とチェックリストにجづき相ޓධՁを実施
　・生駒市立病院・西奈良中央病院・沢井病院・奈良東九条病院・森田内科循環器科クリニック・
　　 そめかわクリニック・いぬいクリニック・きむら整形外科・奈良市医師会・奈良市อ健所と̐ճ / 年

合ಉカンファレンスを実施

（��）҆શӴੜҕһձ

１　త

　 　職員の健康োのٴࢭびอ૿࣋ਐに関する事߲について৹ٞする。
２　���� ࣮

　ʦ2023 年 4 月 10 日ʧ
　　ᾇ　委員会名について
　　ᾈ　ྩ和̐年職場८視における指ఠ事߲のվ善状況について
　　ᾉ　ྩ和５年職場८視における֬ೝ事߲の検౼について
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　　ᾊ　ྩ和５年第１ճ職員健診スケジュールについて
　ʦ2023 年５月 15 日ʧ
　　ᾇ　委員会名について
　　ᾈ　ྩ和５年職場८視における指ఠ事߲のվ善状況について
　　ᾉ　新規࠾༻職員健康診அの݁Ռについて
　　ᾊ　人間ドックਃしࠐみ者
　　ᾋ　ྩ和５年職場८視 / 安શӴ生委員会開࠵スケジュール（Ҋ）
　ʦ2023 年̒月 12 日ʧ
　　ᾇ　ྩ和５年職場८視における指ఠ事߲のվ善状況について
　　ᾈ　人間ドックਃࠐ者前年ൺֱ
　　ᾉ　過ۈ務࣌間 100 についてࠂ間以上職員の面実施報࣌
　ʦ2023 年７月 10 日ʧ
　　ᾇ　ྩ和５年職場८視における指ఠ事߲のվ善状況について
　　ᾈ　第１ճ健康診அの్中経過について
　　ᾉ　新規࠾༻職員健診݁Ռについて
　ʦ2023 年̔月 14 日ʧ
　　ᾇ　ྩ和５年職場८視における指ఠ事߲のվ善状況について
　　ᾈ　第１ճ健康診அの్中経過について
　　ᾉ　ストレスチェックの実施について
　ʦ2023 年９月 11 日ʧ
　　ᾇ　ྩ和５年職場८視における指ఠ事߲のվ善状況について
　　ᾈ　ストレスチェックのड検状況について
　　ᾉ　ガラスバッジのண状況について
　ʦ2023 年 10 月 16 日ʧ
　　ᾇ　ྩ和５年職場८視における指ఠ事߲のվ善状況について
　　ᾈ　ストレスチェックにかかるड検状況݁Ռについて
　　ᾉ　インフルエンザワクチン༧छの実施について
　　ᾊ　透析業務ै事職員に対するఆظతな感染症検査の実施について（Ҋ）
　　ᾋ　ྩ和５年第２ճの職員健診スケジュールについて
　ʦ2023 年 11 月 13 日ʧ
　　ᾇ　ྩ和５年職場८視における指ఠ事߲のվ善状況について
　　ᾈ　ಛఆ業務（ਂ業・放射線業務）ै事者の健康診அड診߲目の見直しについて
　　ᾉ　ྩ和５年第２ճの職員健診スケジュールについて
　　ᾊ　ストレスチェック　ウェルプラによるઆ明
　ʦ2023 年 12 月 11 日ʧ
　　ᾇ　ྩ和５年職場८視における指ఠ事߲のվ善状況について
　　ᾈ　ྩ和̒年職場८視 / 安શӴ生委員会開࠵スケジュールについて
　　ᾉ　ྩ和̒年健康診அ日ఔについて
　ʦ2024 年１月 15 日ʧ
　　ᾇ　ྩ和５年職場८視における指ఠ事߲のվ善状況について
　　ᾈ　ྩ和̒年健康診அ日ఔについて
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　　ᾉ　ྩ和５年第２ճ健康診அについて
　ʦ2024 年２月 19 日ʧ
　　ᾇ　ྩ和５年職場८視における指ఠ事߲のվ善状況について
　　ᾈ　過ۈ務࣌間 80 についてࠂ間以上職員の面実施報࣌
　　ᾉ　ಇき方վֵに係る過ۈ務　中間報ࠂについて
　　ᾊ　ྩ和５年第２ճ健康診அについて
　ʦ2024 年３月 11 日ʧ
　　ᾇ　ྩ和５年職場८視における指ఠ事߲のվ善状況について
　　ᾈ　ྩ和̒年２月の࣌間࿑ಇ医師面指ಋの実施状況について
　　ᾉ　電放射線健康診அについて
　　ᾊ　ྩ和̒年職場८視ʗ安શӴ生委員会開࠵スケジュールについて
  
৹ࠪҕһձݧ࣏（��）

１　త

　 　委員会は、治ݧのґཔをडけて治ݧを実施するࡍに、倫理తにがແいか、治ݧのࢀ加者の「人ݖ」
と「安શ性」にがແいか等、治ݧの倫理性、安શ性、科学తଥ当性を৹査します。社会తにऑい立
場にある者をඃݧ者にするՄ能性のある治ݧの場合には、ಛに意をわなければなりません。

　 　 院長より治ݧ実施のద൱について意見をٻめられた場合は、৹査の対とされる治ݧが倫理తٴび
科学తにଥ当であるか、そのଞ当֘治ݧが当院ຢは৹査をґཔした医療機関において実施することがద
当であるかを、また治ݧのܧ続のద൱について意見をௌかれた場合には、治ݧをܧ続して行うことのద
൱を৹査し、やかに意見をड़べなければなりません、

　　 委員の構成、委員会の業務などは GCP লྩにఆめられています。
２　���� ͷՌ（ۀ࣮）

　ᾇ　治ݧ৹査委員会開࠵日
　　　 2023 年̐月 13 日、５月 15 日、̒ 月 19 日、７月 10 日、９月 11 日、10 月 23 日、11 月 20 日、12 月 18 日、

2024 年１月 15 日、２月 26 日、３月 18 日

　ᾈ　実施݅

BRI回初数例施実数例約契相患疾象対

NN8640-4263(REAL4）
成長ホルモン分泌不全性低身長症患児を対象として、somapacitanの週1回投与の有効性
及び安全性を1日1回投与のNorditropin®と比較検討する

第Ⅲ相 8 7 2019/9/26

NN8640-4245(REAL5)
2歳又はそれ以上の年齢においても成長のcatch-upがみられなかったSmall for
Gestational Age性低身長症患児を対象として、somapacitanの週1回投与の有効性及び安
全性を1日1回投与のNorditropin®と比較検討する用量設定試験

第Ⅱ相 3 3 2019/10/17

NN8640-4467(REAL8)
Small for Gestational Age性低身長症、ターナー症候群における低身長、ヌーナン症候群
における低身長又は特発性低身長症の患児を対象として、週1回投与のソマプシタンの効
果及び安全性を1日1回投与のノルディトロピン®と比較し、ソマプシタンの長期安全性を
評価するバスケット試験

第Ⅲ相 5 4 2022/6/9

JR-142-201
JR-142の小児成長ホルモン分泌不全性低身長症患者を対象とした第II相試験

第Ⅱ相 3 2 2021/2/22

JR-142-202
JR-142の小児成長ホルモン分泌不全性低身長患者を対象とした第Ⅱ相試験の継続投与試験

第Ⅱ相 2 2 2022/1/20

TCH-303
riGHt試験：hGH未治療の思春期前の日本人小児成長ホルモン分泌不全性低身長症
（GHD）患者を対象として、lonapegsomatropin（TransCon hGH）を週1回、52週間投
与したときの有効性、安全性及び忍容性を標準的なhGH補充療法の連日投与と比較し、検
討する、第3相、多施設共同、無作為化、非盲検、実薬対照、並行群間比較試験

第Ⅲ相 6 5 2020/12/17

TS-071
TS-071の小児2型糖尿病患者を対象とした第Ⅲ相プラセボ対照二重盲検比較/長期投与試
験

第Ⅲ相 3 3 2021/3/22

FYU-981-018
痛風を含む高尿酸血症の小児患者を対象としたFYU-981の検証的試験

第Ⅱ相 2 1 2022/4/14

FYU-981-019
痛風を含む高尿酸血症の小児患者を対象としたFYU-981の長期継続投与試験

第Ⅲ相 1 1 2022/11/17

S-268019
5歳から11歳の被験者を対象にS-268019 又はコミナティ筋注を追加接種した時の免疫原
性を評価する第3相無作為化オブザーバーブラインド実薬対照試験

第Ⅲ相 4 3 2023/1/12

KD-414
KD-414小児第III相試験

第Ⅲ相 16 16 2023/1/12

KD-414
KD-414 小児第III 相試験（VE 試験）

第Ⅲ相 12 10 2024/3/6

RTA402
RTA 402 第Ⅲ相臨床試験（糖尿病性腎臓病患者を対象としたプラセボ対照ランダム化二重
盲検比較試験）

第Ⅲ相 12 12 2018/12/20

BAY94-8862
非糖尿病性慢性腎臓病患者における腎疾患の進行に関して、標準治療に上乗せした
finerenoneの有効性及び安全性を検討する多施設共同、無作為化、二重盲検、プラセボ対
照、並行群間比較、第III相試験

第Ⅲ相 6 6 2021/10/21

ツイミーグ錠
イメグリミン塩酸塩の腎機能障害を伴う日本人2型糖尿病患者を対象とした52週長期投与
試験

第Ⅳ相 8 2 2021/12/16

ZEUS
動脈硬化性心血管疾患、慢性腎臓病、全身性炎症を有する患者を対象とした、心血管アウ
トカムに対するプラセボ比較試験

第Ⅲ相 6 6 2022/4/14

RO7434656
進行リスクが高い原発性IgA腎症患者を対象とした補体B因子のアンチセンス阻害薬
RO7434656の有効性及び安全性を評価する多施設共同，ランダム化，二重盲検，プラセ
ボ対照，第III相臨床試験

第Ⅲ相 1 1 2023/12/18

KW-3357
早発型重症妊娠高血圧腎症患者を対象としたKW-3357の第III相ランダム化プラセボ対照二
重盲検比較試験

第Ⅲ相 3 1 2020/8/20

MR19A13A
小児患者を対象としたMR19A13Aの薬物動態、安全性を検討

第Ⅱ相 1 1 2022/10/6

MD-0901
MD-0901（リアルダ）寛解期切り替え試験

第Ⅲ相 2 2 2023/3/23

KSP-0243
KSP-0243の軽症から中等症の活動期潰瘍性大腸炎患者を対象とした前期第II相臨床試験

第Ⅱ相 4 3 2023/3/9

NMB58
虚血性心疾患が疑われる患者を対象とした心筋血流を評価するためのNMB58を用いる
PET検査

第Ⅱ相 8 5 2023/2/9

NT 201
痙性斜頸患者を対象としたNT 201の非盲検、非対照、単群試験

第Ⅲ相 2 2 2024/3/18
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BRI回初数例施実数例約契相患疾象対

NN8640-4263(REAL4）
成長ホルモン分泌不全性低身長症患児を対象として、somapacitanの週1回投与の有効性
及び安全性を1日1回投与のNorditropin®と比較検討する

第Ⅲ相 8 7 2019/9/26

NN8640-4245(REAL5)
2歳又はそれ以上の年齢においても成長のcatch-upがみられなかったSmall for
Gestational Age性低身長症患児を対象として、somapacitanの週1回投与の有効性及び安
全性を1日1回投与のNorditropin®と比較検討する用量設定試験

第Ⅱ相 3 3 2019/10/17

NN8640-4467(REAL8)
Small for Gestational Age性低身長症、ターナー症候群における低身長、ヌーナン症候群
における低身長又は特発性低身長症の患児を対象として、週1回投与のソマプシタンの効
果及び安全性を1日1回投与のノルディトロピン®と比較し、ソマプシタンの長期安全性を
評価するバスケット試験

第Ⅲ相 5 4 2022/6/9

JR-142-201
JR-142の小児成長ホルモン分泌不全性低身長症患者を対象とした第II相試験

第Ⅱ相 3 2 2021/2/22

JR-142-202
JR-142の小児成長ホルモン分泌不全性低身長患者を対象とした第Ⅱ相試験の継続投与試験

第Ⅱ相 2 2 2022/1/20

TCH-303
riGHt試験：hGH未治療の思春期前の日本人小児成長ホルモン分泌不全性低身長症
（GHD）患者を対象として、lonapegsomatropin（TransCon hGH）を週1回、52週間投
与したときの有効性、安全性及び忍容性を標準的なhGH補充療法の連日投与と比較し、検
討する、第3相、多施設共同、無作為化、非盲検、実薬対照、並行群間比較試験

第Ⅲ相 6 5 2020/12/17

TS-071
TS-071の小児2型糖尿病患者を対象とした第Ⅲ相プラセボ対照二重盲検比較/長期投与試
験

第Ⅲ相 3 3 2021/3/22

FYU-981-018
痛風を含む高尿酸血症の小児患者を対象としたFYU-981の検証的試験

第Ⅱ相 2 1 2022/4/14

FYU-981-019
痛風を含む高尿酸血症の小児患者を対象としたFYU-981の長期継続投与試験

第Ⅲ相 1 1 2022/11/17

S-268019
5歳から11歳の被験者を対象にS-268019 又はコミナティ筋注を追加接種した時の免疫原
性を評価する第3相無作為化オブザーバーブラインド実薬対照試験

第Ⅲ相 4 3 2023/1/12

KD-414
KD-414小児第III相試験

第Ⅲ相 16 16 2023/1/12

KD-414
KD-414 小児第III 相試験（VE 試験）

第Ⅲ相 12 10 2024/3/6

RTA402
RTA 402 第Ⅲ相臨床試験（糖尿病性腎臓病患者を対象としたプラセボ対照ランダム化二重
盲検比較試験）

第Ⅲ相 12 12 2018/12/20

BAY94-8862
非糖尿病性慢性腎臓病患者における腎疾患の進行に関して、標準治療に上乗せした
finerenoneの有効性及び安全性を検討する多施設共同、無作為化、二重盲検、プラセボ対
照、並行群間比較、第III相試験

第Ⅲ相 6 6 2021/10/21

ツイミーグ錠
イメグリミン塩酸塩の腎機能障害を伴う日本人2型糖尿病患者を対象とした52週長期投与
試験

第Ⅳ相 8 2 2021/12/16

ZEUS
動脈硬化性心血管疾患、慢性腎臓病、全身性炎症を有する患者を対象とした、心血管アウ
トカムに対するプラセボ比較試験

第Ⅲ相 6 6 2022/4/14

RO7434656
進行リスクが高い原発性IgA腎症患者を対象とした補体B因子のアンチセンス阻害薬
RO7434656の有効性及び安全性を評価する多施設共同，ランダム化，二重盲検，プラセ
ボ対照，第III相臨床試験

第Ⅲ相 1 1 2023/12/18

KW-3357
早発型重症妊娠高血圧腎症患者を対象としたKW-3357の第III相ランダム化プラセボ対照二
重盲検比較試験

第Ⅲ相 3 1 2020/8/20

MR19A13A
小児患者を対象としたMR19A13Aの薬物動態、安全性を検討

第Ⅱ相 1 1 2022/10/6

MD-0901
MD-0901（リアルダ）寛解期切り替え試験

第Ⅲ相 2 2 2023/3/23

KSP-0243
KSP-0243の軽症から中等症の活動期潰瘍性大腸炎患者を対象とした前期第II相臨床試験

第Ⅱ相 4 3 2023/3/9

NMB58
虚血性心疾患が疑われる患者を対象とした心筋血流を評価するためのNMB58を用いる
PET検査

第Ⅱ相 8 5 2023/2/9

NT 201
痙性斜頸患者を対象としたNT 201の非盲検、非対照、単群試験

第Ⅲ相 2 2 2024/3/18
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（��）医ྍΨε҆શཧҕһձ

１　త

　　医療ガスに関する重ཁ事߲を৹ٞする。
２　���� ࣮

　ʦ2024 年２月 29 日ʧ
　　ᾇ　医療ガス供څ設උ点検報ࠂ
　　ᾈ　１年間の修સཤྺについて
　　ᾉ　࣍年以降の整උܭ画について
　　ᾊ　CE（液ࢎタンク）࿙Ӯバルブ修理について

（��）医ྍ҆શཧҕһձ

１　త

　 　医療事ނをࢭし、安શかつదな医療の提供を֬立するため、当院に医療安શ理委員会を設置す
る。

　　ᾇ　医療事ނࡦࢭの検౼ٴび研ڀに関すること
　　ᾈ　医療事ނの分析ٴび再発ࡦࢭの検౼に関すること
　　ᾉ　医療事ނࢭのための職員に対するڭҭ、研修に関すること
　　ᾊ　医療事ނࢭのために行う提ݴに関すること
　　ᾋ　医療事ނ発生ࢭのための啓発、広報ٴび出൛に関すること
　　ᾌ　そのଞの医療事ނのࢭに関すること
２　���� ࣮

　 　委員会において、前月のインシデント報݅ࠂについて、前ʑ月・前年ൺֱ、カテゴリー別ൺֱ、
事レベル別ൺֱ、職छ別ൺֱにجづき報ࠂ。

　 　アクシデント事ྫ（事レベル 3C・D 以上）についてはશ݅報ࠂ、インシデント事ྫについては患
者間ҧい事ྫの報ࠂ、また多くの部門・職छが関連する༷な事ྫをબし、共有事ྫとしてཁҼ分析と
対ࡦ検౼、पを行った。

　̡ 今年のओなऔりみʳ
　・　救急カート౷一に向けたऔりみܧ続
　・　ハイリスク薬剤رऍ法のඪ४化のऔりみܧ続
　・　画૾診அ報ࠂॻのະಡ֬ೝのऔりみܧ続
　・　๓合セットの中を最小ݶඞཁなものに整理
　・　研修医の患者ൖૹにおける救急ंಉ࣌の意点についてप、医療安શ対ࡦ NP.3 発行
　・　MRI ࡦ検౼、医療安શ対ࡦみ事ྫについて共有、対ࠐち࣋Ө室へのंҜ子ࡱ NP.4 発行
　・　リハビリテーション࣌のंҜ子సࠎ折事ྫの共有、対ࡦ検౼
　・　透析患者にӨ MRI を実施しそうになった事ྫの共有、対ࡦ検౼
　・　高ංຬ患者への対Ԡについて、院内医療機器等のՙ重一ཡのप
　・　֤部ॺ医療安શએݴの発ද
　・　インシデント最多報ࠂとグッジョブの発ද
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ҕһձࡦରࡂ（��）

１　త

　 　当院ٴびその近߫においてࡂが発生したࡍのਝな対Ԡٴびదなॲ理、ฒびに救援の対ࡦをਤる。
２　���� ࣮

　ʦ2023 年̐月̒日ʧ
　　ᾇ　消Ր・ආ܇࿅
　　　・場　　所：研修棟１階　講堂
　　　・目　　త：院内࣌ࡂの対Ԡにສશをظす
の初動体制ࡍ発生のࡂ࿅内༰：ᶃ܇・　　　
　　　　　　　　　ᶄ病棟における通報連བྷ・消Ր・ආ༠ಋ܇࿅
　　　　　　　　　ᶅ水消Ր器を༻いた消Ր܇࿅
　ʦ2023 年 11 月 12 日ʧ
　　ᾇ　実ಇ܇࿅
　　　ᶃ実施日࣌：ྩ和５年 11 月 12 日（日）ޕ前中　
　　　ᶄ場　　所：奈良県総合医療センター　֤エリア
　　　ᶅࢀ 加 者：職員 191 名ٴび消、医師会、看護学生、地域薬局、ࣗ治体がࢀ加
　　ᾈ　ఆ内༰（南ւ・東南ւ地　M7.0）
　　　ᶃ 日༵日ޕ前９࣌ 30 分、紀伊水道においてＭ 6.3 の地が発生。奈良県でも５ڧの༳れを観ଌ。

。本部を立ち上げ、ෛই者のडけ入れ対Ԡを実施ࡦఆ対
　　　ᶄޕ前 10 ࣌ 30 分本、南ւ・東南ւ地が発生し、和Վ山県・三重県にਙ大なඃが発生。
　　　　　県内も̒ऑにより家屋の一部յ、ෛই者が押しدせる。
　　　ᶅ山間では砂่れが発生しෛই者のൖૹड入のґཔあり。
　　　ᶆ患者にはコロナのٙࣅ症や陽性者、ෛই者がؚまれる。
　　　ᶇ当センターのライフラインにはない。
　　　ᶈ病棟のڅ機よりՐࡂ発生。消Ր活動と消への通報。病棟患者と職員によるආ活動。
　　　ᶉ̐階休ܜエリアのコンセントより出Ր。消はしごंによる救出܇࿅。
　　　ᶊ୨がれ、ڬまれた職員を発見。レスキューୂをཁし、救出܇࿅開始。
　　　ᶋ栄ཆ理部によるਬき出しの実施。
　　ᾉ　܇࿅内༰
　　　ᶃඃࡂ状況報ࠂ（院内֬ೝ）・ۓ急通報（ۓ急連བྷによる）
　　　ᶄՐ࣌ࡂの通報・消Ր・ආ܇࿅
　　　ᶅఆࡂ対ࡦ本部・ࡂ対ࡦ本部設置
　　　　・ෛই者やコロナ陽性患者のൖૹड入への対Ԡ
　　　　・救護所の設置検౼（ஈϘールベッドや、パーテーションの४උなど）
　　　　・職員の休ܜスペース・৯ྉ在ݿの検౼
　　　ᶆస院ൖૹґཔのडけ入れ体制ٴび診療体制の構築

࠙開催日ࠚ

2023 年 4 月 27 日࣭5 月 25 日࣭6 月 22 日࣭7 月 27 日࣭8 月 24 日࣭9 月 28 日࣭10 月 26日 

11 月 30 日࣭12 月 21 日

2024 年 1 月 25 日࣭2 月 22 日࣭3 月 21 日 
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　　　ᶇ PPE ண܇࿅　ະ経ݧの医師・看護師のண܇࿅
　　　ᶈி・法人本部・医師会等との連བྷ܇࿅

（��）ఀిରࡦҕһձ

１　త

　　電ؾ事業法第 42 条第 1 ߲の規ఆにجづき、病院施設の法ఆ点検を実施。
　　ఀ電࣌にద正な病院のӡ༻理が出来るよう৹ٞする。
２　���� ࣮

　ʦ2024 年 1 月 9 日ʧ
　　ᾇ　2023 年डม電設උ点検について
　　　　ఀ電のൣғ、ఀ電によるӨڹ、スケジュール
　ʦ2024 年 3 月 5 日ʧ
　　ᾇ　2023 年डม電設උ点検について
　　　　ఀ電のൣғ、ఀ電によるӨڹ、スケジュール、֤部ॺの対Ԡ

（��）อݥྍҕһձ

１　త

　　　　อݥ診療委員会は、อݥ診療のద正化とԁなӡ営をਤることを目తとする。
２　���� ࣮

　ʦ 2023 年　第１ճ　2023 年９月 28 日開࠵ʧ
　１．査ఆ・ฦ状況報2023）ࠂ 年１月ʙ̒月診療分）
　２．入院・外来査ఆ状況、分析報ࠂ　
　３．重症患者初ظ支援ॆ実加ࢉについて
　ʦ 2023 年　第２ճ　2024 年２月 21 日ʧ
　１．査ఆ・ฦ状況報2023）ࠂ 年７月ʙ 11 月診療分）
　２．入院・外来査ఆ状況、分析報ࠂ　
　ʦ 2023 年　臨࣌開2024　࠵ 年３月 19 日ʧ
　１．診療報ुվఆと医療制の動向
　２．診療報ुٻ精調査の報ࠂ

（��）̙̥̘ίʔσΟϯάҕһձ

１　త

　 　DPC（診அ群分類แׅධՁ制）対病院として、ඪ४తな診அٴび治療方法について、院内でप
をపఈし、దなコーディングを行う体制を֬อすることを目తとして DPC コーディング委員会を
設置する。
２　���� ࣮

　　ᾇ　̙̥̘係について
　　˓医療機関別係・・・2023 年　1.5336（当センター）
係・・・・・1.0680ૅج・　　　
　　　・機能ධՁ係ᶗ・・0.3366
　　　・機能ධՁ係Ⅱ・・・อݥ診療指　　0.01761
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　　　　　　　　　　　　　　ޮ性指     0.02869
　　　　　　　　　　　　　　ෳ雑性指      0.01375
　　　　　　　　　　　　　　カバー指    0.01445
　　　　　　　　　　　　　　救急医療指  　0.02771
　　　　　　　　　　　　　　地域医療指  　0.02683
　　　・อݥ診療指のධՁ߲目֘当通
　　　 「部Ґෆ明・ৄ細ෆ明」の ICD コード༻ׂ合が 10ˋ以上、DPC 調査ථの「ະコード」ই病名

༻ׂ合が２ˋ以上であるとそれぞれݮ点対。
　　　 当センターの「部Ґෆ明・ৄ細ෆ明」ICD コード༻ׂ合 3.06�、DPC 調査ථの「ະコード」ই

病名༻ׂ合は、̌ˋであった。
　　ᾈ　委員会の開࠵実
　　　 　2023 年は̐ճ開࠵した。֤ճにおいて、実ࡍの症ྫを༻い DPC コーディングに対する意点

のઆ明を行っている。また、「部Ґෆ明・ৄ細ෆ明」ICD コード༻ׂ合、副ই病名といった、
ఆ点తな౷ܭの報ࠂも行っている。

　　　˞開࠵一ཡ
　　　第１ճ 2023 年７月 26 日
　　　　ᶃ DPC について
　　　　ᶄ౷ܭ報ࠂ
　　　第２ճ 2023 年９月 28 日
　　　　ᶃ౷ܭ報ࠂ
　　　　ᶄコーディング症ྫ：ບԌ、ᡲৌೈࠎなどのԌ症（上ࢶ以外）
　　　第３ճ 2023 年 11 月 29 日
　　　　ᶃ౷ܭ報ࠂ
　　　　ᶄコーディング症ྫ：छ性血内ݻڽ症ީ群
　　　　ᶅಛఆ共ಉ指ಋの指ఠ事߲について
　　　第̐ճ 2024 年２月 21 日
　　　　ᶃ౷ܭ報ࠂ
　　　　ᶄコーディング症ྫ：৯道のѱ性जᙾ（ᰍ部をؚむ）
　　　　　コーディング症ྫ：ই・化学ই・ౚই・電ܸই（BVrn InEFY10 以上）
　　ᾉ　࣍年について
　　　 　Ҿき続き、実ࡍの症ྫを༻いてద正な DPC コーディングに対する院内の理ղをਂめるとともに、

DPC 視点からの౷ܭを༻いて、診療のඪ४化やޮ化のٞをਐめていきたい。

（��）医ͷྙཧҕһձ

１　త

　 　院内において行う人間を直対とした医学の研ٴڀび医療行ҝが、ϔルシンキએݴのझࢫに添っ
た倫理త配ྀのもとに行われることを৹査する。
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ཷ

␒ྕ
⛉ྡ

⏦ㄳ⪅

Ặྡ
᪥ദ㛤ྡ㢟ㄢ

11/5/3202ධᑟࡢ⾡ᡭ⒆⭘ᛶᝏ⭠⤖ࡢ⾡ᡭୗᨭࣟ࣎ࢵࢺ㝯ୖ⛉እ⮅⫹⫢࣭ჾᾘ296

799 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ῧ⏣ ᜏ有
ᚠ⎔ჾᝈデ⒪ᐇែㄪᰝ(JROAD-DPC)ᣑࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹᵓ⠏

ᚰᝈࡿࡅ࠾⒪⸆➼ࡢᛴᛶᮇᑟධࡢᐇែཬࡧᏳᛶ㛵ࡿࡍ◊✲
2023/4/4 

4/4/3202発㛤ἲ⒪᫂ゎᅉཎࡢ⩌ೃ࡚ࢇࢇᐶ┤ᮏᒣ⛉ඣᑠ008

4/4/3202ᯝຠ㜵ணࡅ࠸ࢀࢇࡢᛶ⇕ࡼࡿᢞ㜵ண⸆ᗙࢪࢮࣃ࣒⇕発ᐶ┤ᮏᒣ⛉ඣᑠ108

4/4/3202発㛤ἲ⒪᫂ゎᅉཎࡢᐖ㞀ᡂᙧ⬻ᐶ┤ᮏᒣ⛉ඣᑠ208

31/4/3202ᐇࡢ⾡ᡭ㢌ႃဗⓗཱྀ⤒ୗᨭࣟ࣎ࢵࢺ┾㷂ᐑ⛉እ㒊㢕㢌23-⒪་

┾㷂ᐑ⛉እ㒊㢕㢌33-⒪་࣑ࣝࣀࢵࢡࢫᐇἲ⒪ࡘ࠸31/4/3202࡚

71/4/3202⏬ィ⒪⥺ᑕᨺࢆ⏝࠸ࡓTClartcepSᶞ୍ᕝ▼⛉⒪⥺ᑕᨺ308

71/4/3202✲◊ྠྜタከࡍࡿ㛵ࢹ࣮ࢱࣞࢪࢫࢺ࣮ࣜṆᚰෆ㝔భၨ㔝㧗࣮ࢭࣥࢱᛴᩆᩆ408

805 ┳ㆤ㒊 ኳෆ 㝧Ꮚ ⬻༞୰ᚋࡢᝈ⪅ࠕࡢ㣗ࡓࡋࡊࡡࢆࠖࡾࡃཱྀ࡙ࡿࢀࡽ┳ㆤࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࢣ㛤発 2023/4/17 

806

㸦740-4㸧
ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ

₽⒆ᛶ⭠⅖ࡢデ᩿ࡿࡅ࠾≉␗ⓗ࣮࣮࣐࢝࢜ࣂ ᢠࣥࣜࢢࢸࣥȘ vș6ᢠయࡢ有

⏝ᛶ㛵ࡿࡍከᶵ㛵ඹྠ◊✲
2023/4/17 

་⒪-34 ᑠඣእ⛉ ᒣෆ 
⪅ᶵ⬟ᝈ⟶⭠ࡓࡋࡵࡌࡣࢆ病㢮⦕ᝈ㸦hyganglionosis㸧ࢢࣥࣝࣉࢫࣗࢩࣝࣄ

࡚࠸ࡘ㸧ᢞ࣓ࣥ࣋࢞࢜㨶Ἔ⏤᮶⬡⫫ங㸦ࡿࡅ࠾
2023/4/27 

807 ᩆᩆᛴ࣮ࢱࣥࢭ 㧗㔝 ၨభ ᪥ᮏእയࡢࢡࣥࣂࢱ࣮ࢹእയᝈ⪅Ⓩ㘓Ⓩ㘓ࡓ࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹ⮫ᗋ◊✲ 2023/4/4 

808 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

㒊
➲㒊㢌ഃᚰ୰ᗈṊἼᲲࢆ持ࡘඣᑠ࡚ࢇࢇࡢᏛ⩦㐠ື㛵ࡍࡿ◊✲11/4/3202

81/4/3202ウ᳨ⓗᗋ⮫ࡢ㝔ධ⾑ฟ㰯࠾ࡅࡿ⛉ᙜᙪ୍ᑿᡂ⛉ႃဗ㰯⪥908

810 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
⒪ᢠᛶ₽⒆ᛶ⭠⅖ᑐࡿࡍ生≀Ꮫⓗ〇ࡢ有ຠᛶࢆ

ホ౯ࡢࡵࡓࡿࡍ㠀┣᳨↓సⅭ⮫ᗋヨ㦂
2023/4/18 

02/4/32022ࡢ⒆⭘㡲ࢢ࣒ࣟᆺᐊ㰘ࡋࡓ⒪ຍ࡛⛉ᙜⰋ୰ᇼ⛉ႃဗ㰯⪥118

52/5/3202✲◊ᐹほᗋ⮫ࡍࡿ㛵౯ホែ病ࡢᝈ⭠ᛶ⅖࠾ࡅࡿ㝔ᙜᆂᒇᏲ⛉ෆჾᾘ318

814 ⸆㒊 ᇼ ᬛ㈗
㊊ᗘ‶ࢇࡉ⪅ᝈࡧᛶ⬟ホ౯ཬࡢࣉ࣏ࣥὀධࣝࣈࢨ࣮࣏ࢫࢹᦠᖏᆺࣝࢩࣛ࢘ࣟ࢜ࣝࣇ

㛵ࡿࡍ㉁ၥ⣬ㄪᰝ
2023/5/25 

815 ⸆㒊 ᇼ ᬛ㈗
චࢺ࣏ࣥࢡࢵ࢙ࢳ㜼ᐖ࡛⒪ࡓࢀࡉ㐍⾜㠀ᑠ⣽⬊⒴ᝈ⪅ࡢ生ணᚋᑐేࡿࡍ⏝

ᙳ㡪ࡢ⸆
2023/5/25 

816 ⸆㒊 ᇼ ᬛ㈗
Effect of early does reduction of osimertinib on efficacy in the first-line 

treatment for EGFR-positive non-small cell lung cancer
2023/5/25 

瘡褥㐃㛵⸆ᶞ⦾ᓥ生㒊⸆718ࡢ᫂ゎែᐇ㛵ࡍࡿ◊✲92/5/3202

92/5/3202ࠖ㘓Ⓩࠕཱྀ⭍ࡀࢇᰝㄪᏛెభᶫ㧘⛉እ⭍ཱྀ2-286

708-2 ⮫ᗋ᳨ᰝ㒊 ᕝ ㍜
⬻⅖࣭㧊⭷⅖ᝈ⪅ࡿࡅ࠾

ከ㡯┠PCR(FilmArray࣒ࢸࢫࢩ)ࡢ有ຠᛶ᳨ࡢウ
2023/5/29 

818 ⾑ᾮ⭘⒆ෆ⛉ ㉺ᬛ ┿୍
SMILE⒪ἲࡀዌຌࠊࡋ⮬ᐙ⛣᳜ᚋᐶゎࡀᚓࡓࢀࡽ⭠⟶ᆺT⣽⬊ᛶࣜࣥ1ࡢ⭘ࣃ


2023/5/29 

32/5/3202ウ᳨ࡢᏊᅉ ணࡍࡿ㐃㛵ᘏ㑄ࡧཬ発ዶࡏࢇᰤᬕ⸨ᚋ⛉⚄⢭028

32/5/3202ウ᳨ࡢᏊᅉࢃࡿಀᚋண生ࡧཬᒎ㐍ែ病࠾ࡅࡿᝈ⟶⾑ᚰஅၨ⏣ᕝ⛉ෆჾ⎔ᚠ128

32/5/3202㢟ㄢࡢ⌧≦㏦ᦙඣ生᪂࠾ࡅࡿ┴ⰋዉᏊ⥤㇂ᡪUCIN228

ㄪෆ㝔⾑ᡂྜᙪᩥᮧ୰㒊ᰝ᳨ᗋ⮫53-⒪་ᩚࡘ࠸1/6/3202࡚

823 ⾑ᾮ⭘⒆ෆ⛉ ㉺ᬛ ┿୍
᪥ᮏࡿࡅ࠾චᛶ⾑ᰦᛶ⾑ᑠᯈῶᑡᛶ⣸ᩬ病㸦iTTP㸧ࡢ๓ྥࣜࢺࢫࢪࣞࡁ◊✲-Japan 

iTTP Registry Study(JiTS) 
2023/6/5 

824 Ἢᒀჾ⛉ ྜྷᕝ ඖΎ RARP 㝵ᣦ♧ჾ᳨࣮ࣛࡢࣈ࣮࢝ࢢࣥࢽウ ୡ௦ࢆ㔜ୖ࡛ࡇࡿࡡ㐩㏿ᗘࡣᨵၿࡓࡋ㸽 2023/6/5 

825 㞟୰⒪㒊 ᏳᏯ ୍ ᪩ᮇ㆙ᡄࡓ࠸⏝ࢆࢥࢫᝈ⪅ᵝែᢕᥱࢸࣜࣅࢨ࣮ࣘࢻ࣮࣎ࣗࢩࢵࢲホ౯ 2023/6/5 

826 NICU ⟪㍯ ⚽ᶞ ᴟపฟ生య㔜ඣᑐࡿࡍẕஙࡽࢡࣥࣂᥦ౪ࡢࢡ࣑࣮ࣝࢼࢻࡿࢀࡉ⏝ 2023/6/6 

ᢡ㦵ປ⑂⫥ୗஓᮏᮡ⛉እᙧᩚ728ࡢᡂ⒪⦼㛵ࡍࡿᚋࢁྥࡁ◊✲6/6/3202

713-2 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ ⢾ࡢࣥࢪࣜ࣌ࢫ࣊ཎ発ᛶ⫹Ồᛶ⫹⟶⅖ᝈ⪅ᑐࡿࡍ有ຠᛶᏳᛶࡢ࡚࠸ࡘ◊✲ 2023/6/13 

713-3 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ ⢾ࡢࣥࢪࣜ࣌ࢫ࣊ཎ発ᛶ⫹Ồᛶ⫹⟶⅖ᝈ⪅ᑐࡿࡍ有ຠᛶᏳᛶࡢ࡚࠸ࡘ◊✲ 2023/6/13 

828 Ἢᒀჾ⛉ ୖ ๛ᚿ
➨37ᅇ᪥ᮏἪᒀჾෆど㙾࣭ࣟࢫࢡࢵࢸ࣎Ꮫ࡛ࡢ発⾲㛵ࡿࡍ⌮ᑂᰝ

₇㢟ྡ㸸ᙜ⛉ࢺࢵ࣎ࣟࡿࡅ࠾ᨭ⭤⬔㝖⾡ึࡢᮇ⤒㦂
2023/6/13 

829 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ῧ⏣ ᜏ有
⾑⟶ෆගᖸ΅᩿ᒙἲ㸦OCT㸧࡛デ᩿ࡓࡋ▼⅊⤖⠇ᑐࡿࡍ⤒⓶ⓗෙື⬦ᙧᡂ⾡㸦PCI㸧

ᚋࡢ⮫ᗋⓗணᚋ㛵ࡿࡍከᶵ㛵๓ྥࡁほᐹ◊✲
2023/6/14 

41/6/3202ウ᳨ࡢᛶ⏝有ࡢTCygrene-lauD࠾ࡅࡿᰦ⾑ᐇ༟⏣ᒣ㒊⥺ᑕᨺ038

41/6/3202ウ᳨ࡢᛶ⏝有ࡢTCygrene-lauD࠾ࡅࡿ⛣㌿㦵ᖹಟ㒊⥺ᑕᨺ138

41/6/3202ウ᳨ࡢᛶ⏝有ࡢTCygrene-lauD࠾ࡅࡿ⠇ࣜࣥࣃᖹಟ㒊⥺ᑕᨺ238

ඣᑠ2-462⛉ྜྷ⏣ࡉࡸࢺࣔ࢟ࢭࢳࣥࡢస࣭ᯝຠ⏝➼㛵ࡍࡿᶆᣦⓗ人ಶࡢ◊✲91/6/3202

833 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ῧ⏣ ᜏ有
⾑⟶ෆගᖸ΅᩿ᒙἲ㸦OCT㸧࡛デ᩿ࡓࡋ▼⅊⤖⠇ᑐࡿࡍ⤒⓶ⓗෙື⬦ᙧᡂ⾡㸦PCI㸧

ᚋࡢ⮫ᗋⓗணᚋ㛵ࡿࡍከᶵ㛵๓ྥࡁほᐹ◊✲
2023/6/21 

686-2 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᕝ⏣ ၨஅ
Registry of contemporary medical management of chronic heart failure  

with non-reduced ejection in Japan - The PARACLETE study -  
2023/7/6 

⒴⫢ு⿱⏣⡿⛉ෆჾᾘ538ࣈ࣮ࣞࢩࣙࣥࢩࢫࢸ࣒せᚲ࡚࡞ᶵ⬟ࡣ6/7/3202

ඣᑠ63-⒪་⛉ྜྷ⏣ࡉࡸtrepXnoBࡢධᑟࡘ࠸02/7/3202࡚

ᙪ୍ᑿᡂ⛉ႃဗ㰯⪥73-⒪་࣐࢞⭘ᑐࡍࡿ㸦234-KOࣆࢩࣂࢽἲ⒪ධὀ㸧࣮ࣝࡘ࠸02/7/3202࡚

836 ┳ㆤ㒊 Ᏹᒣ ె௦
㌟㯞㓉ࡿࡼᚅᶵⓗࣟࢺࢵ࣎ᨭୗ⮅㢌༑ᣦ⭠ᡭ⾡ࡓࡅཷࢆᝈ⪅ࡿࡅ࠾⾡๓NLR

✲◊ほᐹࡁྥࢁᙳ㡪㸸ᚋࡢᚋ┳ㆤᚲせᗘ⾡
2023/7/6 

་⒪-38 ᾘჾ࣭⫢⫹⮅እ⛉ すᒸ Ṍ⨾ ࡚࠸ࡘ⏝ࡿࡍᑐᾘ⟶㐠ື㞀ᐖᨵၿຠᯝࡢࣥࢩ࣐ࣟࢫ࢚ࣜ 2023/7/20 

02/7/3202⏝ࡢሷ㓟ࣝࡍࡿࣅࢯࣉ࣮ࣟࣟࣝࣇ࣐ᑐᐖ㞀⠇ㄪᛶ❧㉳ᶞᏹᕝす⛉ඣᑠ93-⒪་

ᛶ㞴㉸ᐶ┤ᮏᒣ⛉ඣᑠ04-⒪་࡚ࢇࢇែ≧✚㔜ᑐࡍࡿࢣࢱ࣑ࣥࡢ⏝ࡘ࠸12/7/3202࡚

837 ┳ㆤ㒊 ኳෆ 㝧Ꮚ ་⒪タࡿࡅ࠾ᚑᴗဨࢺ࣓ࣥࢪ࣮ࢤ࢚ࣥឤᰁᑐ⟇➼ࡢ㛵ಀ㛵ࡿࡍᐇドᐇ㦂 2023/7/21 

838 ་ㄢ ᒣᮏ 㱟ྖ 病⌮ゎ๗┿ࡢ㛤♧࡚࠸ࡘ㸦ᝈ⪅㸸㤋㔝 ᓠኈ ID㸸05193493㸧 2023/7/21 

12/7/3202⦼ᡂ⒪ࢽ࣐࣎ࣝࣈࡢ㸩ἲ⒪Ꮫࡍࡿᑐ⒴⫶発࣭⾜㐍ᐶ⏣ྑ⛉እ⮅⫹⫢࣭ჾᾘ938

4/8/3202ウ᳨ࡢᇦ㡿่✸୍➨841⏘፬人⛉➉⏣ၿ⣖⭡㒊ᡭ⾡᪤ ࠾ࡅࡿᏳࡘࡼ࠺࡞

842 ⏘፬人⛉ ఀᮾ ྐᏛ ፬人⛉ᝏᛶ⭘⒆ࢇࡀࡿࡅ࠾㑇ఏᏊ᳨ࣝࢿࣃᰝ≦⌧ࡢ㛵ࡿࡍከタඹྠほᐹ◊✲ 2023/8/4 

843 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

⛉
4/8/3202ἲ⒪࣎ࢶࣜࢾࢫᮇᛶᛴࡢᐖ㞀㧊⬨生ᬛ㔝┾

844 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

⛉
4/8/3202⩌ೃ⒆⭘ഐࡋࡓ࿊ࢆኚ病ᗋどഃ୧生ᬛ㔝┾

845 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

⛉
8/8/3202⏝ేᑕὀࡢ⚄⤒ࣈࣟࢵࢡᢡ㦵㦵⫘発ከ生ᬛ㔝┾

846 㢌㢕㒊እ⛉ ᐑ㷂 ┾
⏥≧⭢⒴࣐ࣥࢥࣥ࢜ࡢDx Target Testࢳ࣐ࣝCDX࣒ࢸࢫࢩゎᯒ⤖ᯝࡢከᶵ㛵ඹྠ㞟✚

◊✲
2023/8/8 

847 ங⭢እ⛉ ᖹᑿ ලᏊ
Ꮫ⒪ἲṔࡿ࠶ࡢHER2ప発⌧ࡢᡭ⾡⬟ཪࡣ発ங⒴ᝈ⪅ࢆᑐ㇟ࣈ࣐ࢬࢶࢫࣛࢺࡓࡋ

ほᐹ◊✲㸦HALLOW study㸧ࡁᶵ㛵ඹྠ๓ྥࡢࣥ࢝ࢸࢫࢡࣝࢹ
2023/8/10 

848 Ἢᒀჾ⛉ ᳃ ༓ᑜ ⭡⭷㏱ᯒࣈ࣮ࣗࢳᢤཤୗ⭡ቨື⬦ᦆയࡾࡼฟ⾑ᛶ୍ࡓࡗ⮳ࢡࢵࣙࢩ 2023/8/15 

51/8/3202⩏ពࢫࢡ࣮ࣜࢽࣥࢢࡢᰦ⾑⬦㟼㒊῝๓⾡࠾ࡅࡿ⾡ᡭ⛉ჾᒀἪᑜ༓᳃⛉ჾᒀἪ948

42/8/3202ᰝㄪែᐇࡢἲ⌮⟶ᖐ㌿ᮇ⏘࿘ࡢፎዷᛶ㝜DhR࠾ࡅࡿ㑥ᮏᖾಇ㐨బ⛉人፬⏘058

２　���� ࣮



̓　ҕһձ׆ಈ　（��）医ͷྙཧҕһձ　　　

360

ཷ

␒ྕ
⛉ྡ

⏦ㄳ⪅

Ặྡ
᪥ദ㛤ྡ㢟ㄢ

11/5/3202ධᑟࡢ⾡ᡭ⒆⭘ᛶᝏ⭠⤖ࡢ⾡ᡭୗᨭࣟ࣎ࢵࢺ㝯ୖ⛉እ⮅⫹⫢࣭ჾᾘ296

799 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ῧ⏣ ᜏ有
ᚠ⎔ჾᝈデ⒪ᐇែㄪᰝ(JROAD-DPC)ᣑࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹᵓ⠏

ᚰᝈࡿࡅ࠾⒪⸆➼ࡢᛴᛶᮇᑟධࡢᐇែཬࡧᏳᛶ㛵ࡿࡍ◊✲
2023/4/4 

4/4/3202発㛤ἲ⒪᫂ゎᅉཎࡢ⩌ೃ࡚ࢇࢇᐶ┤ᮏᒣ⛉ඣᑠ008

4/4/3202ᯝຠ㜵ணࡅ࠸ࢀࢇࡢᛶ⇕ࡼࡿᢞ㜵ண⸆ᗙࢪࢮࣃ࣒⇕発ᐶ┤ᮏᒣ⛉ඣᑠ108

4/4/3202発㛤ἲ⒪᫂ゎᅉཎࡢᐖ㞀ᡂᙧ⬻ᐶ┤ᮏᒣ⛉ඣᑠ208

31/4/3202ᐇࡢ⾡ᡭ㢌ႃဗⓗཱྀ⤒ୗᨭࣟ࣎ࢵࢺ┾㷂ᐑ⛉እ㒊㢕㢌23-⒪་

┾㷂ᐑ⛉እ㒊㢕㢌33-⒪་࣑ࣝࣀࢵࢡࢫᐇἲ⒪ࡘ࠸31/4/3202࡚

71/4/3202⏬ィ⒪⥺ᑕᨺࢆ⏝࠸ࡓTClartcepSᶞ୍ᕝ▼⛉⒪⥺ᑕᨺ308

71/4/3202✲◊ྠྜタከࡍࡿ㛵ࢹ࣮ࢱࣞࢪࢫࢺ࣮ࣜṆᚰෆ㝔భၨ㔝㧗࣮ࢭࣥࢱᛴᩆᩆ408

805 ┳ㆤ㒊 ኳෆ 㝧Ꮚ ⬻༞୰ᚋࡢᝈ⪅ࠕࡢ㣗ࡓࡋࡊࡡࢆࠖࡾࡃཱྀ࡙ࡿࢀࡽ┳ㆤࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࢣ㛤発 2023/4/17 

806

㸦740-4㸧
ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ

₽⒆ᛶ⭠⅖ࡢデ᩿ࡿࡅ࠾≉␗ⓗ࣮࣮࣐࢝࢜ࣂ ᢠࣥࣜࢢࢸࣥȘ vș6ᢠయࡢ有

⏝ᛶ㛵ࡿࡍከᶵ㛵ඹྠ◊✲
2023/4/17 

་⒪-34 ᑠඣእ⛉ ᒣෆ 
⪅ᶵ⬟ᝈ⟶⭠ࡓࡋࡵࡌࡣࢆ病㢮⦕ᝈ㸦hyganglionosis㸧ࢢࣥࣝࣉࢫࣗࢩࣝࣄ

࡚࠸ࡘ㸧ᢞ࣓ࣥ࣋࢞࢜㨶Ἔ⏤᮶⬡⫫ங㸦ࡿࡅ࠾
2023/4/27 

807 ᩆᩆᛴ࣮ࢱࣥࢭ 㧗㔝 ၨభ ᪥ᮏእയࡢࢡࣥࣂࢱ࣮ࢹእയᝈ⪅Ⓩ㘓Ⓩ㘓ࡓ࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹ⮫ᗋ◊✲ 2023/4/4 

808 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

㒊
➲㒊㢌ഃᚰ୰ᗈṊἼᲲࢆ持ࡘඣᑠ࡚ࢇࢇࡢᏛ⩦㐠ື㛵ࡍࡿ◊✲11/4/3202

81/4/3202ウ᳨ⓗᗋ⮫ࡢ㝔ධ⾑ฟ㰯࠾ࡅࡿ⛉ᙜᙪ୍ᑿᡂ⛉ႃဗ㰯⪥908

810 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
⒪ᢠᛶ₽⒆ᛶ⭠⅖ᑐࡿࡍ生≀Ꮫⓗ〇ࡢ有ຠᛶࢆ

ホ౯ࡢࡵࡓࡿࡍ㠀┣᳨↓సⅭ⮫ᗋヨ㦂
2023/4/18 

02/4/32022ࡢ⒆⭘㡲ࢢ࣒ࣟᆺᐊ㰘ࡋࡓ⒪ຍ࡛⛉ᙜⰋ୰ᇼ⛉ႃဗ㰯⪥118

52/5/3202✲◊ᐹほᗋ⮫ࡍࡿ㛵౯ホែ病ࡢᝈ⭠ᛶ⅖࠾ࡅࡿ㝔ᙜᆂᒇᏲ⛉ෆჾᾘ318

814 ⸆㒊 ᇼ ᬛ㈗
㊊ᗘ‶ࢇࡉ⪅ᝈࡧᛶ⬟ホ౯ཬࡢࣉ࣏ࣥὀධࣝࣈࢨ࣮࣏ࢫࢹᦠᖏᆺࣝࢩࣛ࢘ࣟ࢜ࣝࣇ

㛵ࡿࡍ㉁ၥ⣬ㄪᰝ
2023/5/25 

815 ⸆㒊 ᇼ ᬛ㈗
චࢺ࣏ࣥࢡࢵ࢙ࢳ㜼ᐖ࡛⒪ࡓࢀࡉ㐍⾜㠀ᑠ⣽⬊⒴ᝈ⪅ࡢ生ணᚋᑐేࡿࡍ⏝

ᙳ㡪ࡢ⸆
2023/5/25 

816 ⸆㒊 ᇼ ᬛ㈗
Effect of early does reduction of osimertinib on efficacy in the first-line 

treatment for EGFR-positive non-small cell lung cancer
2023/5/25 

瘡褥㐃㛵⸆ᶞ⦾ᓥ生㒊⸆718ࡢ᫂ゎែᐇ㛵ࡍࡿ◊✲92/5/3202

92/5/3202ࠖ㘓Ⓩࠕཱྀ⭍ࡀࢇᰝㄪᏛెభᶫ㧘⛉እ⭍ཱྀ2-286

708-2 ⮫ᗋ᳨ᰝ㒊 ᕝ ㍜
⬻⅖࣭㧊⭷⅖ᝈ⪅ࡿࡅ࠾

ከ㡯┠PCR(FilmArray࣒ࢸࢫࢩ)ࡢ有ຠᛶ᳨ࡢウ
2023/5/29 

818 ⾑ᾮ⭘⒆ෆ⛉ ㉺ᬛ ┿୍
SMILE⒪ἲࡀዌຌࠊࡋ⮬ᐙ⛣᳜ᚋᐶゎࡀᚓࡓࢀࡽ⭠⟶ᆺT⣽⬊ᛶࣜࣥ1ࡢ⭘ࣃ


2023/5/29 

32/5/3202ウ᳨ࡢᏊᅉ ணࡍࡿ㐃㛵ᘏ㑄ࡧཬ発ዶࡏࢇᰤᬕ⸨ᚋ⛉⚄⢭028

32/5/3202ウ᳨ࡢᏊᅉࢃࡿಀᚋண生ࡧཬᒎ㐍ែ病࠾ࡅࡿᝈ⟶⾑ᚰஅၨ⏣ᕝ⛉ෆჾ⎔ᚠ128

32/5/3202㢟ㄢࡢ⌧≦㏦ᦙඣ生᪂࠾ࡅࡿ┴ⰋዉᏊ⥤㇂ᡪUCIN228

ㄪෆ㝔⾑ᡂྜᙪᩥᮧ୰㒊ᰝ᳨ᗋ⮫53-⒪་ᩚࡘ࠸1/6/3202࡚

823 ⾑ᾮ⭘⒆ෆ⛉ ㉺ᬛ ┿୍
᪥ᮏࡿࡅ࠾චᛶ⾑ᰦᛶ⾑ᑠᯈῶᑡᛶ⣸ᩬ病㸦iTTP㸧ࡢ๓ྥࣜࢺࢫࢪࣞࡁ◊✲-Japan 

iTTP Registry Study(JiTS) 
2023/6/5 

824 Ἢᒀჾ⛉ ྜྷᕝ ඖΎ RARP 㝵ᣦ♧ჾ᳨࣮ࣛࡢࣈ࣮࢝ࢢࣥࢽウ ୡ௦ࢆ㔜ୖ࡛ࡇࡿࡡ㐩㏿ᗘࡣᨵၿࡓࡋ㸽 2023/6/5 

825 㞟୰⒪㒊 ᏳᏯ ୍ ᪩ᮇ㆙ᡄࡓ࠸⏝ࢆࢥࢫᝈ⪅ᵝែᢕᥱࢸࣜࣅࢨ࣮ࣘࢻ࣮࣎ࣗࢩࢵࢲホ౯ 2023/6/5 

826 NICU ⟪㍯ ⚽ᶞ ᴟపฟ生య㔜ඣᑐࡿࡍẕஙࡽࢡࣥࣂᥦ౪ࡢࢡ࣑࣮ࣝࢼࢻࡿࢀࡉ⏝ 2023/6/6 

ᢡ㦵ປ⑂⫥ୗஓᮏᮡ⛉እᙧᩚ728ࡢᡂ⒪⦼㛵ࡍࡿᚋࢁྥࡁ◊✲6/6/3202

713-2 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ ⢾ࡢࣥࢪࣜ࣌ࢫ࣊ཎ発ᛶ⫹Ồᛶ⫹⟶⅖ᝈ⪅ᑐࡿࡍ有ຠᛶᏳᛶࡢ࡚࠸ࡘ◊✲ 2023/6/13 

713-3 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ ⢾ࡢࣥࢪࣜ࣌ࢫ࣊ཎ発ᛶ⫹Ồᛶ⫹⟶⅖ᝈ⪅ᑐࡿࡍ有ຠᛶᏳᛶࡢ࡚࠸ࡘ◊✲ 2023/6/13 

828 Ἢᒀჾ⛉ ୖ ๛ᚿ
➨37ᅇ᪥ᮏἪᒀჾෆど㙾࣭ࣟࢫࢡࢵࢸ࣎Ꮫ࡛ࡢ発⾲㛵ࡿࡍ⌮ᑂᰝ

₇㢟ྡ㸸ᙜ⛉ࢺࢵ࣎ࣟࡿࡅ࠾ᨭ⭤⬔㝖⾡ึࡢᮇ⤒㦂
2023/6/13 

829 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ῧ⏣ ᜏ有
⾑⟶ෆගᖸ΅᩿ᒙἲ㸦OCT㸧࡛デ᩿ࡓࡋ▼⅊⤖⠇ᑐࡿࡍ⤒⓶ⓗෙື⬦ᙧᡂ⾡㸦PCI㸧

ᚋࡢ⮫ᗋⓗணᚋ㛵ࡿࡍከᶵ㛵๓ྥࡁほᐹ◊✲
2023/6/14 

41/6/3202ウ᳨ࡢᛶ⏝有ࡢTCygrene-lauD࠾ࡅࡿᰦ⾑ᐇ༟⏣ᒣ㒊⥺ᑕᨺ038

41/6/3202ウ᳨ࡢᛶ⏝有ࡢTCygrene-lauD࠾ࡅࡿ⛣㌿㦵ᖹಟ㒊⥺ᑕᨺ138

41/6/3202ウ᳨ࡢᛶ⏝有ࡢTCygrene-lauD࠾ࡅࡿ⠇ࣜࣥࣃᖹಟ㒊⥺ᑕᨺ238

ඣᑠ2-462⛉ྜྷ⏣ࡉࡸࢺࣔ࢟ࢭࢳࣥࡢస࣭ᯝຠ⏝➼㛵ࡍࡿᶆᣦⓗ人ಶࡢ◊✲91/6/3202

833 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ῧ⏣ ᜏ有
⾑⟶ෆගᖸ΅᩿ᒙἲ㸦OCT㸧࡛デ᩿ࡓࡋ▼⅊⤖⠇ᑐࡿࡍ⤒⓶ⓗෙື⬦ᙧᡂ⾡㸦PCI㸧

ᚋࡢ⮫ᗋⓗணᚋ㛵ࡿࡍከᶵ㛵๓ྥࡁほᐹ◊✲
2023/6/21 

686-2 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᕝ⏣ ၨஅ
Registry of contemporary medical management of chronic heart failure  

with non-reduced ejection in Japan - The PARACLETE study -  
2023/7/6 

⒴⫢ு⿱⏣⡿⛉ෆჾᾘ538ࣈ࣮ࣞࢩࣙࣥࢩࢫࢸ࣒せᚲ࡚࡞ᶵ⬟ࡣ6/7/3202

ඣᑠ63-⒪་⛉ྜྷ⏣ࡉࡸtrepXnoBࡢධᑟࡘ࠸02/7/3202࡚

ᙪ୍ᑿᡂ⛉ႃဗ㰯⪥73-⒪་࣐࢞⭘ᑐࡍࡿ㸦234-KOࣆࢩࣂࢽἲ⒪ධὀ㸧࣮ࣝࡘ࠸02/7/3202࡚

836 ┳ㆤ㒊 Ᏹᒣ ె௦
㌟㯞㓉ࡿࡼᚅᶵⓗࣟࢺࢵ࣎ᨭୗ⮅㢌༑ᣦ⭠ᡭ⾡ࡓࡅཷࢆᝈ⪅ࡿࡅ࠾⾡๓NLR

✲◊ほᐹࡁྥࢁᙳ㡪㸸ᚋࡢᚋ┳ㆤᚲせᗘ⾡
2023/7/6 

་⒪-38 ᾘჾ࣭⫢⫹⮅እ⛉ すᒸ Ṍ⨾ ࡚࠸ࡘ⏝ࡿࡍᑐᾘ⟶㐠ື㞀ᐖᨵၿຠᯝࡢࣥࢩ࣐ࣟࢫ࢚ࣜ 2023/7/20 

02/7/3202⏝ࡢሷ㓟ࣝࡍࡿࣅࢯࣉ࣮ࣟࣟࣝࣇ࣐ᑐᐖ㞀⠇ㄪᛶ❧㉳ᶞᏹᕝす⛉ඣᑠ93-⒪་

ᛶ㞴㉸ᐶ┤ᮏᒣ⛉ඣᑠ04-⒪་࡚ࢇࢇែ≧✚㔜ᑐࡍࡿࢣࢱ࣑ࣥࡢ⏝ࡘ࠸12/7/3202࡚

837 ┳ㆤ㒊 ኳෆ 㝧Ꮚ ་⒪タࡿࡅ࠾ᚑᴗဨࢺ࣓ࣥࢪ࣮ࢤ࢚ࣥឤᰁᑐ⟇➼ࡢ㛵ಀ㛵ࡿࡍᐇドᐇ㦂 2023/7/21 

838 ་ㄢ ᒣᮏ 㱟ྖ 病⌮ゎ๗┿ࡢ㛤♧࡚࠸ࡘ㸦ᝈ⪅㸸㤋㔝 ᓠኈ ID㸸05193493㸧 2023/7/21 

12/7/3202⦼ᡂ⒪ࢽ࣐࣎ࣝࣈࡢ㸩ἲ⒪Ꮫࡍࡿᑐ⒴⫶発࣭⾜㐍ᐶ⏣ྑ⛉እ⮅⫹⫢࣭ჾᾘ938

4/8/3202ウ᳨ࡢᇦ㡿่✸୍➨841⏘፬人⛉➉⏣ၿ⣖⭡㒊ᡭ⾡᪤ ࠾ࡅࡿᏳࡘࡼ࠺࡞

842 ⏘፬人⛉ ఀᮾ ྐᏛ ፬人⛉ᝏᛶ⭘⒆ࢇࡀࡿࡅ࠾㑇ఏᏊ᳨ࣝࢿࣃᰝ≦⌧ࡢ㛵ࡿࡍከタඹྠほᐹ◊✲ 2023/8/4 

843 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

⛉
4/8/3202ἲ⒪࣎ࢶࣜࢾࢫᮇᛶᛴࡢᐖ㞀㧊⬨生ᬛ㔝┾

844 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

⛉
4/8/3202⩌ೃ⒆⭘ഐࡋࡓ࿊ࢆኚ病ᗋどഃ୧生ᬛ㔝┾

845 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

⛉
8/8/3202⏝ేᑕὀࡢ⚄⤒ࣈࣟࢵࢡᢡ㦵㦵⫘発ከ生ᬛ㔝┾

846 㢌㢕㒊እ⛉ ᐑ㷂 ┾
⏥≧⭢⒴࣐ࣥࢥࣥ࢜ࡢDx Target Testࢳ࣐ࣝCDX࣒ࢸࢫࢩゎᯒ⤖ᯝࡢከᶵ㛵ඹྠ㞟✚

◊✲
2023/8/8 

847 ங⭢እ⛉ ᖹᑿ ලᏊ
Ꮫ⒪ἲṔࡿ࠶ࡢHER2ప発⌧ࡢᡭ⾡⬟ཪࡣ発ங⒴ᝈ⪅ࢆᑐ㇟ࣈ࣐ࢬࢶࢫࣛࢺࡓࡋ

ほᐹ◊✲㸦HALLOW study㸧ࡁᶵ㛵ඹྠ๓ྥࡢࣥ࢝ࢸࢫࢡࣝࢹ
2023/8/10 

848 Ἢᒀჾ⛉ ᳃ ༓ᑜ ⭡⭷㏱ᯒࣈ࣮ࣗࢳᢤཤୗ⭡ቨື⬦ᦆയࡾࡼฟ⾑ᛶ୍ࡓࡗ⮳ࢡࢵࣙࢩ 2023/8/15 

51/8/3202⩏ពࢫࢡ࣮ࣜࢽࣥࢢࡢᰦ⾑⬦㟼㒊῝๓⾡࠾ࡅࡿ⾡ᡭ⛉ჾᒀἪᑜ༓᳃⛉ჾᒀἪ948

42/8/3202ᰝㄪែᐇࡢἲ⌮⟶ᖐ㌿ᮇ⏘࿘ࡢፎዷᛶ㝜DhR࠾ࡅࡿ㑥ᮏᖾಇ㐨బ⛉人፬⏘058

ཷ

␒ྕ
⛉ྡ

⏦ㄳ⪅

Ặྡ
᪥ദ㛤ྡ㢟ㄢ
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ཷ

␒ྕ
⛉ྡ

⏦ㄳ⪅

Ặྡ
᪥ദ㛤ྡ㢟ㄢ

ཷ

␒ྕ
⛉ྡ

⏦ㄳ⪅

Ặྡ
᪥ദ㛤ྡ㢟ㄢ

11/5/3202ධᑟࡢ⾡ᡭ⒆⭘ᛶᝏ⭠⤖ࡢ⾡ᡭୗᨭࣟ࣎ࢵࢺ㝯ୖ⛉እ⮅⫹⫢࣭ჾᾘ296

799 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ῧ⏣ ᜏ有
ᚠ⎔ჾᝈデ⒪ᐇែㄪᰝ(JROAD-DPC)ᣑࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹᵓ⠏

ᚰᝈࡿࡅ࠾⒪⸆➼ࡢᛴᛶᮇᑟධࡢᐇែཬࡧᏳᛶ㛵ࡿࡍ◊✲
2023/4/4 

4/4/3202発㛤ἲ⒪᫂ゎᅉཎࡢ⩌ೃ࡚ࢇࢇᐶ┤ᮏᒣ⛉ඣᑠ008

4/4/3202ᯝຠ㜵ணࡅ࠸ࢀࢇࡢᛶ⇕ࡼࡿᢞ㜵ண⸆ᗙࢪࢮࣃ࣒⇕発ᐶ┤ᮏᒣ⛉ඣᑠ108

4/4/3202発㛤ἲ⒪᫂ゎᅉཎࡢᐖ㞀ᡂᙧ⬻ᐶ┤ᮏᒣ⛉ඣᑠ208

31/4/3202ᐇࡢ⾡ᡭ㢌ႃဗⓗཱྀ⤒ୗᨭࣟ࣎ࢵࢺ┾㷂ᐑ⛉እ㒊㢕㢌23-⒪་

┾㷂ᐑ⛉እ㒊㢕㢌33-⒪་࣑ࣝࣀࢵࢡࢫᐇἲ⒪ࡘ࠸31/4/3202࡚

71/4/3202⏬ィ⒪⥺ᑕᨺࢆ⏝࠸ࡓTClartcepSᶞ୍ᕝ▼⛉⒪⥺ᑕᨺ308

71/4/3202✲◊ྠྜタከࡍࡿ㛵ࢹ࣮ࢱࣞࢪࢫࢺ࣮ࣜṆᚰෆ㝔భၨ㔝㧗࣮ࢭࣥࢱᛴᩆᩆ408

805 ┳ㆤ㒊 ኳෆ 㝧Ꮚ ⬻༞୰ᚋࡢᝈ⪅ࠕࡢ㣗ࡓࡋࡊࡡࢆࠖࡾࡃཱྀ࡙ࡿࢀࡽ┳ㆤࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࢣ㛤発 2023/4/17 

806

㸦740-4㸧
ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ

₽⒆ᛶ⭠⅖ࡢデ᩿ࡿࡅ࠾≉␗ⓗ࣮࣮࣐࢝࢜ࣂ ᢠࣥࣜࢢࢸࣥȘ vș6ᢠయࡢ有

⏝ᛶ㛵ࡿࡍከᶵ㛵ඹྠ◊✲
2023/4/17 

་⒪-34 ᑠඣእ⛉ ᒣෆ 
⪅ᶵ⬟ᝈ⟶⭠ࡓࡋࡵࡌࡣࢆ病㢮⦕ᝈ㸦hyganglionosis㸧ࢢࣥࣝࣉࢫࣗࢩࣝࣄ

࡚࠸ࡘ㸧ᢞ࣓ࣥ࣋࢞࢜㨶Ἔ⏤᮶⬡⫫ங㸦ࡿࡅ࠾
2023/4/27 

807 ᩆᩆᛴ࣮ࢱࣥࢭ 㧗㔝 ၨభ ᪥ᮏእയࡢࢡࣥࣂࢱ࣮ࢹእയᝈ⪅Ⓩ㘓Ⓩ㘓ࡓ࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹ⮫ᗋ◊✲ 2023/4/4 

808 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

㒊
➲㒊㢌ഃᚰ୰ᗈṊἼᲲࢆ持ࡘඣᑠ࡚ࢇࢇࡢᏛ⩦㐠ື㛵ࡍࡿ◊✲11/4/3202

81/4/3202ウ᳨ⓗᗋ⮫ࡢ㝔ධ⾑ฟ㰯࠾ࡅࡿ⛉ᙜᙪ୍ᑿᡂ⛉ႃဗ㰯⪥908

810 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
⒪ᢠᛶ₽⒆ᛶ⭠⅖ᑐࡿࡍ生≀Ꮫⓗ〇ࡢ有ຠᛶࢆ

ホ౯ࡢࡵࡓࡿࡍ㠀┣᳨↓సⅭ⮫ᗋヨ㦂
2023/4/18 

02/4/32022ࡢ⒆⭘㡲ࢢ࣒ࣟᆺᐊ㰘ࡋࡓ⒪ຍ࡛⛉ᙜⰋ୰ᇼ⛉ႃဗ㰯⪥118

52/5/3202✲◊ᐹほᗋ⮫ࡍࡿ㛵౯ホែ病ࡢᝈ⭠ᛶ⅖࠾ࡅࡿ㝔ᙜᆂᒇᏲ⛉ෆჾᾘ318

814 ⸆㒊 ᇼ ᬛ㈗
㊊ᗘ‶ࢇࡉ⪅ᝈࡧᛶ⬟ホ౯ཬࡢࣉ࣏ࣥὀධࣝࣈࢨ࣮࣏ࢫࢹᦠᖏᆺࣝࢩࣛ࢘ࣟ࢜ࣝࣇ

㛵ࡿࡍ㉁ၥ⣬ㄪᰝ
2023/5/25 

815 ⸆㒊 ᇼ ᬛ㈗
චࢺ࣏ࣥࢡࢵ࢙ࢳ㜼ᐖ࡛⒪ࡓࢀࡉ㐍⾜㠀ᑠ⣽⬊⒴ᝈ⪅ࡢ生ணᚋᑐేࡿࡍ⏝

ᙳ㡪ࡢ⸆
2023/5/25 

816 ⸆㒊 ᇼ ᬛ㈗
Effect of early does reduction of osimertinib on efficacy in the first-line 

treatment for EGFR-positive non-small cell lung cancer
2023/5/25 

瘡褥㐃㛵⸆ᶞ⦾ᓥ生㒊⸆718ࡢ᫂ゎែᐇ㛵ࡍࡿ◊✲92/5/3202

92/5/3202ࠖ㘓Ⓩࠕཱྀ⭍ࡀࢇᰝㄪᏛెభᶫ㧘⛉እ⭍ཱྀ2-286

708-2 ⮫ᗋ᳨ᰝ㒊 ᕝ ㍜
⬻⅖࣭㧊⭷⅖ᝈ⪅ࡿࡅ࠾

ከ㡯┠PCR(FilmArray࣒ࢸࢫࢩ)ࡢ有ຠᛶ᳨ࡢウ
2023/5/29 

818 ⾑ᾮ⭘⒆ෆ⛉ ㉺ᬛ ┿୍
SMILE⒪ἲࡀዌຌࠊࡋ⮬ᐙ⛣᳜ᚋᐶゎࡀᚓࡓࢀࡽ⭠⟶ᆺT⣽⬊ᛶࣜࣥ1ࡢ⭘ࣃ


2023/5/29 

32/5/3202ウ᳨ࡢᏊᅉ ணࡍࡿ㐃㛵ᘏ㑄ࡧཬ発ዶࡏࢇᰤᬕ⸨ᚋ⛉⚄⢭028

32/5/3202ウ᳨ࡢᏊᅉࢃࡿಀᚋண生ࡧཬᒎ㐍ែ病࠾ࡅࡿᝈ⟶⾑ᚰஅၨ⏣ᕝ⛉ෆჾ⎔ᚠ128

32/5/3202㢟ㄢࡢ⌧≦㏦ᦙඣ生᪂࠾ࡅࡿ┴ⰋዉᏊ⥤㇂ᡪUCIN228

ㄪෆ㝔⾑ᡂྜᙪᩥᮧ୰㒊ᰝ᳨ᗋ⮫53-⒪་ᩚࡘ࠸1/6/3202࡚

823 ⾑ᾮ⭘⒆ෆ⛉ ㉺ᬛ ┿୍
᪥ᮏࡿࡅ࠾චᛶ⾑ᰦᛶ⾑ᑠᯈῶᑡᛶ⣸ᩬ病㸦iTTP㸧ࡢ๓ྥࣜࢺࢫࢪࣞࡁ◊✲-Japan 

iTTP Registry Study(JiTS) 
2023/6/5 

824 Ἢᒀჾ⛉ ྜྷᕝ ඖΎ RARP 㝵ᣦ♧ჾ᳨࣮ࣛࡢࣈ࣮࢝ࢢࣥࢽウ ୡ௦ࢆ㔜ୖ࡛ࡇࡿࡡ㐩㏿ᗘࡣᨵၿࡓࡋ㸽 2023/6/5 

825 㞟୰⒪㒊 ᏳᏯ ୍ ᪩ᮇ㆙ᡄࡓ࠸⏝ࢆࢥࢫᝈ⪅ᵝែᢕᥱࢸࣜࣅࢨ࣮ࣘࢻ࣮࣎ࣗࢩࢵࢲホ౯ 2023/6/5 

826 NICU ⟪㍯ ⚽ᶞ ᴟపฟ生య㔜ඣᑐࡿࡍẕஙࡽࢡࣥࣂᥦ౪ࡢࢡ࣑࣮ࣝࢼࢻࡿࢀࡉ⏝ 2023/6/6 

ᢡ㦵ປ⑂⫥ୗஓᮏᮡ⛉እᙧᩚ728ࡢᡂ⒪⦼㛵ࡍࡿᚋࢁྥࡁ◊✲6/6/3202

713-2 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ ⢾ࡢࣥࢪࣜ࣌ࢫ࣊ཎ発ᛶ⫹Ồᛶ⫹⟶⅖ᝈ⪅ᑐࡿࡍ有ຠᛶᏳᛶࡢ࡚࠸ࡘ◊✲ 2023/6/13 

713-3 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ ⢾ࡢࣥࢪࣜ࣌ࢫ࣊ཎ発ᛶ⫹Ồᛶ⫹⟶⅖ᝈ⪅ᑐࡿࡍ有ຠᛶᏳᛶࡢ࡚࠸ࡘ◊✲ 2023/6/13 

828 Ἢᒀჾ⛉ ୖ ๛ᚿ
➨37ᅇ᪥ᮏἪᒀჾෆど㙾࣭ࣟࢫࢡࢵࢸ࣎Ꮫ࡛ࡢ発⾲㛵ࡿࡍ⌮ᑂᰝ

₇㢟ྡ㸸ᙜ⛉ࢺࢵ࣎ࣟࡿࡅ࠾ᨭ⭤⬔㝖⾡ึࡢᮇ⤒㦂
2023/6/13 

829 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ῧ⏣ ᜏ有
⾑⟶ෆගᖸ΅᩿ᒙἲ㸦OCT㸧࡛デ᩿ࡓࡋ▼⅊⤖⠇ᑐࡿࡍ⤒⓶ⓗෙື⬦ᙧᡂ⾡㸦PCI㸧

ᚋࡢ⮫ᗋⓗணᚋ㛵ࡿࡍከᶵ㛵๓ྥࡁほᐹ◊✲
2023/6/14 

41/6/3202ウ᳨ࡢᛶ⏝有ࡢTCygrene-lauD࠾ࡅࡿᰦ⾑ᐇ༟⏣ᒣ㒊⥺ᑕᨺ038

41/6/3202ウ᳨ࡢᛶ⏝有ࡢTCygrene-lauD࠾ࡅࡿ⛣㌿㦵ᖹಟ㒊⥺ᑕᨺ138

41/6/3202ウ᳨ࡢᛶ⏝有ࡢTCygrene-lauD࠾ࡅࡿ⠇ࣜࣥࣃᖹಟ㒊⥺ᑕᨺ238

ඣᑠ2-462⛉ྜྷ⏣ࡉࡸࢺࣔ࢟ࢭࢳࣥࡢస࣭ᯝຠ⏝➼㛵ࡍࡿᶆᣦⓗ人ಶࡢ◊✲91/6/3202

833 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ῧ⏣ ᜏ有
⾑⟶ෆගᖸ΅᩿ᒙἲ㸦OCT㸧࡛デ᩿ࡓࡋ▼⅊⤖⠇ᑐࡿࡍ⤒⓶ⓗෙື⬦ᙧᡂ⾡㸦PCI㸧

ᚋࡢ⮫ᗋⓗணᚋ㛵ࡿࡍከᶵ㛵๓ྥࡁほᐹ◊✲
2023/6/21 

686-2 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᕝ⏣ ၨஅ
Registry of contemporary medical management of chronic heart failure  

with non-reduced ejection in Japan - The PARACLETE study -  
2023/7/6 

⒴⫢ு⿱⏣⡿⛉ෆჾᾘ538ࣈ࣮ࣞࢩࣙࣥࢩࢫࢸ࣒せᚲ࡚࡞ᶵ⬟ࡣ6/7/3202

ඣᑠ63-⒪་⛉ྜྷ⏣ࡉࡸtrepXnoBࡢධᑟࡘ࠸02/7/3202࡚

ᙪ୍ᑿᡂ⛉ႃဗ㰯⪥73-⒪་࣐࢞⭘ᑐࡍࡿ㸦234-KOࣆࢩࣂࢽἲ⒪ධὀ㸧࣮ࣝࡘ࠸02/7/3202࡚

836 ┳ㆤ㒊 Ᏹᒣ ె௦
㌟㯞㓉ࡿࡼᚅᶵⓗࣟࢺࢵ࣎ᨭୗ⮅㢌༑ᣦ⭠ᡭ⾡ࡓࡅཷࢆᝈ⪅ࡿࡅ࠾⾡๓NLR

✲◊ほᐹࡁྥࢁᙳ㡪㸸ᚋࡢᚋ┳ㆤᚲせᗘ⾡
2023/7/6 

་⒪-38 ᾘჾ࣭⫢⫹⮅እ⛉ すᒸ Ṍ⨾ ࡚࠸ࡘ⏝ࡿࡍᑐᾘ⟶㐠ື㞀ᐖᨵၿຠᯝࡢࣥࢩ࣐ࣟࢫ࢚ࣜ 2023/7/20 

02/7/3202⏝ࡢሷ㓟ࣝࡍࡿࣅࢯࣉ࣮ࣟࣟࣝࣇ࣐ᑐᐖ㞀⠇ㄪᛶ❧㉳ᶞᏹᕝす⛉ඣᑠ93-⒪་

ᛶ㞴㉸ᐶ┤ᮏᒣ⛉ඣᑠ04-⒪་࡚ࢇࢇែ≧✚㔜ᑐࡍࡿࢣࢱ࣑ࣥࡢ⏝ࡘ࠸12/7/3202࡚

837 ┳ㆤ㒊 ኳෆ 㝧Ꮚ ་⒪タࡿࡅ࠾ᚑᴗဨࢺ࣓ࣥࢪ࣮ࢤ࢚ࣥឤᰁᑐ⟇➼ࡢ㛵ಀ㛵ࡿࡍᐇドᐇ㦂 2023/7/21 

838 ་ㄢ ᒣᮏ 㱟ྖ 病⌮ゎ๗┿ࡢ㛤♧࡚࠸ࡘ㸦ᝈ⪅㸸㤋㔝 ᓠኈ ID㸸05193493㸧 2023/7/21 

12/7/3202⦼ᡂ⒪ࢽ࣐࣎ࣝࣈࡢ㸩ἲ⒪Ꮫࡍࡿᑐ⒴⫶発࣭⾜㐍ᐶ⏣ྑ⛉እ⮅⫹⫢࣭ჾᾘ938

4/8/3202ウ᳨ࡢᇦ㡿่✸୍➨841⏘፬人⛉➉⏣ၿ⣖⭡㒊ᡭ⾡᪤ ࠾ࡅࡿᏳࡘࡼ࠺࡞

842 ⏘፬人⛉ ఀᮾ ྐᏛ ፬人⛉ᝏᛶ⭘⒆ࢇࡀࡿࡅ࠾㑇ఏᏊ᳨ࣝࢿࣃᰝ≦⌧ࡢ㛵ࡿࡍከタඹྠほᐹ◊✲ 2023/8/4 

843 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

⛉
4/8/3202ἲ⒪࣎ࢶࣜࢾࢫᮇᛶᛴࡢᐖ㞀㧊⬨生ᬛ㔝┾

844 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

⛉
4/8/3202⩌ೃ⒆⭘ഐࡋࡓ࿊ࢆኚ病ᗋどഃ୧生ᬛ㔝┾

845 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

⛉
8/8/3202⏝ేᑕὀࡢ⚄⤒ࣈࣟࢵࢡᢡ㦵㦵⫘発ከ生ᬛ㔝┾

846 㢌㢕㒊እ⛉ ᐑ㷂 ┾
⏥≧⭢⒴࣐ࣥࢥࣥ࢜ࡢDx Target Testࢳ࣐ࣝCDX࣒ࢸࢫࢩゎᯒ⤖ᯝࡢከᶵ㛵ඹྠ㞟✚

◊✲
2023/8/8 

847 ங⭢እ⛉ ᖹᑿ ලᏊ
Ꮫ⒪ἲṔࡿ࠶ࡢHER2ప発⌧ࡢᡭ⾡⬟ཪࡣ発ங⒴ᝈ⪅ࢆᑐ㇟ࣈ࣐ࢬࢶࢫࣛࢺࡓࡋ

ほᐹ◊✲㸦HALLOW study㸧ࡁᶵ㛵ඹྠ๓ྥࡢࣥ࢝ࢸࢫࢡࣝࢹ
2023/8/10 

848 Ἢᒀჾ⛉ ᳃ ༓ᑜ ⭡⭷㏱ᯒࣈ࣮ࣗࢳᢤཤୗ⭡ቨື⬦ᦆയࡾࡼฟ⾑ᛶ୍ࡓࡗ⮳ࢡࢵࣙࢩ 2023/8/15 

51/8/3202⩏ពࢫࢡ࣮ࣜࢽࣥࢢࡢᰦ⾑⬦㟼㒊῝๓⾡࠾ࡅࡿ⾡ᡭ⛉ჾᒀἪᑜ༓᳃⛉ჾᒀἪ948

42/8/3202ᰝㄪែᐇࡢἲ⌮⟶ᖐ㌿ᮇ⏘࿘ࡢፎዷᛶ㝜DhR࠾ࡅࡿ㑥ᮏᖾಇ㐨బ⛉人፬⏘058
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11/5/3202ධᑟࡢ⾡ᡭ⒆⭘ᛶᝏ⭠⤖ࡢ⾡ᡭୗᨭࣟ࣎ࢵࢺ㝯ୖ⛉እ⮅⫹⫢࣭ჾᾘ296

799 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ῧ⏣ ᜏ有
ᚠ⎔ჾᝈデ⒪ᐇែㄪᰝ(JROAD-DPC)ᣑࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹᵓ⠏

ᚰᝈࡿࡅ࠾⒪⸆➼ࡢᛴᛶᮇᑟධࡢᐇែཬࡧᏳᛶ㛵ࡿࡍ◊✲
2023/4/4 

4/4/3202発㛤ἲ⒪᫂ゎᅉཎࡢ⩌ೃ࡚ࢇࢇᐶ┤ᮏᒣ⛉ඣᑠ008

4/4/3202ᯝຠ㜵ணࡅ࠸ࢀࢇࡢᛶ⇕ࡼࡿᢞ㜵ண⸆ᗙࢪࢮࣃ࣒⇕発ᐶ┤ᮏᒣ⛉ඣᑠ108

4/4/3202発㛤ἲ⒪᫂ゎᅉཎࡢᐖ㞀ᡂᙧ⬻ᐶ┤ᮏᒣ⛉ඣᑠ208

31/4/3202ᐇࡢ⾡ᡭ㢌ႃဗⓗཱྀ⤒ୗᨭࣟ࣎ࢵࢺ┾㷂ᐑ⛉እ㒊㢕㢌23-⒪་

┾㷂ᐑ⛉እ㒊㢕㢌33-⒪་࣑ࣝࣀࢵࢡࢫᐇἲ⒪ࡘ࠸31/4/3202࡚

71/4/3202⏬ィ⒪⥺ᑕᨺࢆ⏝࠸ࡓTClartcepSᶞ୍ᕝ▼⛉⒪⥺ᑕᨺ308

71/4/3202✲◊ྠྜタከࡍࡿ㛵ࢹ࣮ࢱࣞࢪࢫࢺ࣮ࣜṆᚰෆ㝔భၨ㔝㧗࣮ࢭࣥࢱᛴᩆᩆ408

805 ┳ㆤ㒊 ኳෆ 㝧Ꮚ ⬻༞୰ᚋࡢᝈ⪅ࠕࡢ㣗ࡓࡋࡊࡡࢆࠖࡾࡃཱྀ࡙ࡿࢀࡽ┳ㆤࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࢣ㛤発 2023/4/17 

806

㸦740-4㸧
ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ

₽⒆ᛶ⭠⅖ࡢデ᩿ࡿࡅ࠾≉␗ⓗ࣮࣮࣐࢝࢜ࣂ ᢠࣥࣜࢢࢸࣥȘ vș6ᢠయࡢ有

⏝ᛶ㛵ࡿࡍከᶵ㛵ඹྠ◊✲
2023/4/17 

་⒪-34 ᑠඣእ⛉ ᒣෆ 
⪅ᶵ⬟ᝈ⟶⭠ࡓࡋࡵࡌࡣࢆ病㢮⦕ᝈ㸦hyganglionosis㸧ࢢࣥࣝࣉࢫࣗࢩࣝࣄ

࡚࠸ࡘ㸧ᢞ࣓ࣥ࣋࢞࢜㨶Ἔ⏤᮶⬡⫫ங㸦ࡿࡅ࠾
2023/4/27 

807 ᩆᩆᛴ࣮ࢱࣥࢭ 㧗㔝 ၨభ ᪥ᮏእയࡢࢡࣥࣂࢱ࣮ࢹእയᝈ⪅Ⓩ㘓Ⓩ㘓ࡓ࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹ⮫ᗋ◊✲ 2023/4/4 

808 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

㒊
➲㒊㢌ഃᚰ୰ᗈṊἼᲲࢆ持ࡘඣᑠ࡚ࢇࢇࡢᏛ⩦㐠ື㛵ࡍࡿ◊✲11/4/3202

81/4/3202ウ᳨ⓗᗋ⮫ࡢ㝔ධ⾑ฟ㰯࠾ࡅࡿ⛉ᙜᙪ୍ᑿᡂ⛉ႃဗ㰯⪥908

810 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
⒪ᢠᛶ₽⒆ᛶ⭠⅖ᑐࡿࡍ生≀Ꮫⓗ〇ࡢ有ຠᛶࢆ

ホ౯ࡢࡵࡓࡿࡍ㠀┣᳨↓సⅭ⮫ᗋヨ㦂
2023/4/18 

02/4/32022ࡢ⒆⭘㡲ࢢ࣒ࣟᆺᐊ㰘ࡋࡓ⒪ຍ࡛⛉ᙜⰋ୰ᇼ⛉ႃဗ㰯⪥118

52/5/3202✲◊ᐹほᗋ⮫ࡍࡿ㛵౯ホែ病ࡢᝈ⭠ᛶ⅖࠾ࡅࡿ㝔ᙜᆂᒇᏲ⛉ෆჾᾘ318

814 ⸆㒊 ᇼ ᬛ㈗
㊊ᗘ‶ࢇࡉ⪅ᝈࡧᛶ⬟ホ౯ཬࡢࣉ࣏ࣥὀධࣝࣈࢨ࣮࣏ࢫࢹᦠᖏᆺࣝࢩࣛ࢘ࣟ࢜ࣝࣇ

㛵ࡿࡍ㉁ၥ⣬ㄪᰝ
2023/5/25 

815 ⸆㒊 ᇼ ᬛ㈗
චࢺ࣏ࣥࢡࢵ࢙ࢳ㜼ᐖ࡛⒪ࡓࢀࡉ㐍⾜㠀ᑠ⣽⬊⒴ᝈ⪅ࡢ生ணᚋᑐేࡿࡍ⏝

ᙳ㡪ࡢ⸆
2023/5/25 

816 ⸆㒊 ᇼ ᬛ㈗
Effect of early does reduction of osimertinib on efficacy in the first-line 

treatment for EGFR-positive non-small cell lung cancer
2023/5/25 

瘡褥㐃㛵⸆ᶞ⦾ᓥ生㒊⸆718ࡢ᫂ゎែᐇ㛵ࡍࡿ◊✲92/5/3202

92/5/3202ࠖ㘓Ⓩࠕཱྀ⭍ࡀࢇᰝㄪᏛెభᶫ㧘⛉እ⭍ཱྀ2-286

708-2 ⮫ᗋ᳨ᰝ㒊 ᕝ ㍜
⬻⅖࣭㧊⭷⅖ᝈ⪅ࡿࡅ࠾

ከ㡯┠PCR(FilmArray࣒ࢸࢫࢩ)ࡢ有ຠᛶ᳨ࡢウ
2023/5/29 

818 ⾑ᾮ⭘⒆ෆ⛉ ㉺ᬛ ┿୍
SMILE⒪ἲࡀዌຌࠊࡋ⮬ᐙ⛣᳜ᚋᐶゎࡀᚓࡓࢀࡽ⭠⟶ᆺT⣽⬊ᛶࣜࣥ1ࡢ⭘ࣃ


2023/5/29 

32/5/3202ウ᳨ࡢᏊᅉ ணࡍࡿ㐃㛵ᘏ㑄ࡧཬ発ዶࡏࢇᰤᬕ⸨ᚋ⛉⚄⢭028

32/5/3202ウ᳨ࡢᏊᅉࢃࡿಀᚋண生ࡧཬᒎ㐍ែ病࠾ࡅࡿᝈ⟶⾑ᚰஅၨ⏣ᕝ⛉ෆჾ⎔ᚠ128

32/5/3202㢟ㄢࡢ⌧≦㏦ᦙඣ生᪂࠾ࡅࡿ┴ⰋዉᏊ⥤㇂ᡪUCIN228

ㄪෆ㝔⾑ᡂྜᙪᩥᮧ୰㒊ᰝ᳨ᗋ⮫53-⒪་ᩚࡘ࠸1/6/3202࡚

823 ⾑ᾮ⭘⒆ෆ⛉ ㉺ᬛ ┿୍
᪥ᮏࡿࡅ࠾චᛶ⾑ᰦᛶ⾑ᑠᯈῶᑡᛶ⣸ᩬ病㸦iTTP㸧ࡢ๓ྥࣜࢺࢫࢪࣞࡁ◊✲-Japan 

iTTP Registry Study(JiTS) 
2023/6/5 

824 Ἢᒀჾ⛉ ྜྷᕝ ඖΎ RARP 㝵ᣦ♧ჾ᳨࣮ࣛࡢࣈ࣮࢝ࢢࣥࢽウ ୡ௦ࢆ㔜ୖ࡛ࡇࡿࡡ㐩㏿ᗘࡣᨵၿࡓࡋ㸽 2023/6/5 

825 㞟୰⒪㒊 ᏳᏯ ୍ ᪩ᮇ㆙ᡄࡓ࠸⏝ࢆࢥࢫᝈ⪅ᵝែᢕᥱࢸࣜࣅࢨ࣮ࣘࢻ࣮࣎ࣗࢩࢵࢲホ౯ 2023/6/5 

826 NICU ⟪㍯ ⚽ᶞ ᴟపฟ生య㔜ඣᑐࡿࡍẕஙࡽࢡࣥࣂᥦ౪ࡢࢡ࣑࣮ࣝࢼࢻࡿࢀࡉ⏝ 2023/6/6 

ᢡ㦵ປ⑂⫥ୗஓᮏᮡ⛉እᙧᩚ728ࡢᡂ⒪⦼㛵ࡍࡿᚋࢁྥࡁ◊✲6/6/3202

713-2 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ ⢾ࡢࣥࢪࣜ࣌ࢫ࣊ཎ発ᛶ⫹Ồᛶ⫹⟶⅖ᝈ⪅ᑐࡿࡍ有ຠᛶᏳᛶࡢ࡚࠸ࡘ◊✲ 2023/6/13 

713-3 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ ⢾ࡢࣥࢪࣜ࣌ࢫ࣊ཎ発ᛶ⫹Ồᛶ⫹⟶⅖ᝈ⪅ᑐࡿࡍ有ຠᛶᏳᛶࡢ࡚࠸ࡘ◊✲ 2023/6/13 

828 Ἢᒀჾ⛉ ୖ ๛ᚿ
➨37ᅇ᪥ᮏἪᒀჾෆど㙾࣭ࣟࢫࢡࢵࢸ࣎Ꮫ࡛ࡢ発⾲㛵ࡿࡍ⌮ᑂᰝ

₇㢟ྡ㸸ᙜ⛉ࢺࢵ࣎ࣟࡿࡅ࠾ᨭ⭤⬔㝖⾡ึࡢᮇ⤒㦂
2023/6/13 

829 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ῧ⏣ ᜏ有
⾑⟶ෆගᖸ΅᩿ᒙἲ㸦OCT㸧࡛デ᩿ࡓࡋ▼⅊⤖⠇ᑐࡿࡍ⤒⓶ⓗෙື⬦ᙧᡂ⾡㸦PCI㸧

ᚋࡢ⮫ᗋⓗணᚋ㛵ࡿࡍከᶵ㛵๓ྥࡁほᐹ◊✲
2023/6/14 

41/6/3202ウ᳨ࡢᛶ⏝有ࡢTCygrene-lauD࠾ࡅࡿᰦ⾑ᐇ༟⏣ᒣ㒊⥺ᑕᨺ038

41/6/3202ウ᳨ࡢᛶ⏝有ࡢTCygrene-lauD࠾ࡅࡿ⛣㌿㦵ᖹಟ㒊⥺ᑕᨺ138

41/6/3202ウ᳨ࡢᛶ⏝有ࡢTCygrene-lauD࠾ࡅࡿ⠇ࣜࣥࣃᖹಟ㒊⥺ᑕᨺ238

ඣᑠ2-462⛉ྜྷ⏣ࡉࡸࢺࣔ࢟ࢭࢳࣥࡢస࣭ᯝຠ⏝➼㛵ࡍࡿᶆᣦⓗ人ಶࡢ◊✲91/6/3202

833 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ῧ⏣ ᜏ有
⾑⟶ෆගᖸ΅᩿ᒙἲ㸦OCT㸧࡛デ᩿ࡓࡋ▼⅊⤖⠇ᑐࡿࡍ⤒⓶ⓗෙື⬦ᙧᡂ⾡㸦PCI㸧

ᚋࡢ⮫ᗋⓗணᚋ㛵ࡿࡍከᶵ㛵๓ྥࡁほᐹ◊✲
2023/6/21 

686-2 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᕝ⏣ ၨஅ
Registry of contemporary medical management of chronic heart failure  

with non-reduced ejection in Japan - The PARACLETE study -  
2023/7/6 

⒴⫢ு⿱⏣⡿⛉ෆჾᾘ538ࣈ࣮ࣞࢩࣙࣥࢩࢫࢸ࣒せᚲ࡚࡞ᶵ⬟ࡣ6/7/3202

ඣᑠ63-⒪་⛉ྜྷ⏣ࡉࡸtrepXnoBࡢධᑟࡘ࠸02/7/3202࡚

ᙪ୍ᑿᡂ⛉ႃဗ㰯⪥73-⒪་࣐࢞⭘ᑐࡍࡿ㸦234-KOࣆࢩࣂࢽἲ⒪ධὀ㸧࣮ࣝࡘ࠸02/7/3202࡚

836 ┳ㆤ㒊 Ᏹᒣ ె௦
㌟㯞㓉ࡿࡼᚅᶵⓗࣟࢺࢵ࣎ᨭୗ⮅㢌༑ᣦ⭠ᡭ⾡ࡓࡅཷࢆᝈ⪅ࡿࡅ࠾⾡๓NLR

✲◊ほᐹࡁྥࢁᙳ㡪㸸ᚋࡢᚋ┳ㆤᚲせᗘ⾡
2023/7/6 

་⒪-38 ᾘჾ࣭⫢⫹⮅እ⛉ すᒸ Ṍ⨾ ࡚࠸ࡘ⏝ࡿࡍᑐᾘ⟶㐠ື㞀ᐖᨵၿຠᯝࡢࣥࢩ࣐ࣟࢫ࢚ࣜ 2023/7/20 

02/7/3202⏝ࡢሷ㓟ࣝࡍࡿࣅࢯࣉ࣮ࣟࣟࣝࣇ࣐ᑐᐖ㞀⠇ㄪᛶ❧㉳ᶞᏹᕝす⛉ඣᑠ93-⒪་

ᛶ㞴㉸ᐶ┤ᮏᒣ⛉ඣᑠ04-⒪་࡚ࢇࢇែ≧✚㔜ᑐࡍࡿࢣࢱ࣑ࣥࡢ⏝ࡘ࠸12/7/3202࡚

837 ┳ㆤ㒊 ኳෆ 㝧Ꮚ ་⒪タࡿࡅ࠾ᚑᴗဨࢺ࣓ࣥࢪ࣮ࢤ࢚ࣥឤᰁᑐ⟇➼ࡢ㛵ಀ㛵ࡿࡍᐇドᐇ㦂 2023/7/21 

838 ་ㄢ ᒣᮏ 㱟ྖ 病⌮ゎ๗┿ࡢ㛤♧࡚࠸ࡘ㸦ᝈ⪅㸸㤋㔝 ᓠኈ ID㸸05193493㸧 2023/7/21 

12/7/3202⦼ᡂ⒪ࢽ࣐࣎ࣝࣈࡢ㸩ἲ⒪Ꮫࡍࡿᑐ⒴⫶発࣭⾜㐍ᐶ⏣ྑ⛉እ⮅⫹⫢࣭ჾᾘ938

4/8/3202ウ᳨ࡢᇦ㡿่✸୍➨841⏘፬人⛉➉⏣ၿ⣖⭡㒊ᡭ⾡᪤ ࠾ࡅࡿᏳࡘࡼ࠺࡞

842 ⏘፬人⛉ ఀᮾ ྐᏛ ፬人⛉ᝏᛶ⭘⒆ࢇࡀࡿࡅ࠾㑇ఏᏊ᳨ࣝࢿࣃᰝ≦⌧ࡢ㛵ࡿࡍከタඹྠほᐹ◊✲ 2023/8/4 

843 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

⛉
4/8/3202ἲ⒪࣎ࢶࣜࢾࢫᮇᛶᛴࡢᐖ㞀㧊⬨生ᬛ㔝┾

844 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

⛉
4/8/3202⩌ೃ⒆⭘ഐࡋࡓ࿊ࢆኚ病ᗋどഃ୧生ᬛ㔝┾

845 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

⛉
8/8/3202⏝ేᑕὀࡢ⚄⤒ࣈࣟࢵࢡᢡ㦵㦵⫘発ከ生ᬛ㔝┾

846 㢌㢕㒊እ⛉ ᐑ㷂 ┾
⏥≧⭢⒴࣐ࣥࢥࣥ࢜ࡢDx Target Testࢳ࣐ࣝCDX࣒ࢸࢫࢩゎᯒ⤖ᯝࡢከᶵ㛵ඹྠ㞟✚

◊✲
2023/8/8 

847 ங⭢እ⛉ ᖹᑿ ලᏊ
Ꮫ⒪ἲṔࡿ࠶ࡢHER2ప発⌧ࡢᡭ⾡⬟ཪࡣ発ங⒴ᝈ⪅ࢆᑐ㇟ࣈ࣐ࢬࢶࢫࣛࢺࡓࡋ

ほᐹ◊✲㸦HALLOW study㸧ࡁᶵ㛵ඹྠ๓ྥࡢࣥ࢝ࢸࢫࢡࣝࢹ
2023/8/10 

848 Ἢᒀჾ⛉ ᳃ ༓ᑜ ⭡⭷㏱ᯒࣈ࣮ࣗࢳᢤཤୗ⭡ቨື⬦ᦆയࡾࡼฟ⾑ᛶ୍ࡓࡗ⮳ࢡࢵࣙࢩ 2023/8/15 

51/8/3202⩏ពࢫࢡ࣮ࣜࢽࣥࢢࡢᰦ⾑⬦㟼㒊῝๓⾡࠾ࡅࡿ⾡ᡭ⛉ჾᒀἪᑜ༓᳃⛉ჾᒀἪ948

42/8/3202ᰝㄪែᐇࡢἲ⌮⟶ᖐ㌿ᮇ⏘࿘ࡢፎዷᛶ㝜DhR࠾ࡅࡿ㑥ᮏᖾಇ㐨బ⛉人፬⏘058
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363

ཷ

␒ྕ
⛉ྡ

⏦ㄳ⪅

Ặྡ
᪥ദ㛤ྡ㢟ㄢ

851 ᰤ㣴⟶⌮㒊 ሷ ᘓኴ㑻

㉸㡢Ἴୖࡿࡼ⭎➽⫗㔞ホ౯ࡿࡏࢃྜࡳ⤌ࢆᛴᛶᮇGLIM-criteriaᰤ㣴ࡢࢺ࣓ࣥࢫࢭ

㛤発㸸ከタ๓ྥࡁほᐹ◊✲

Global Leadership Initiative on Malnutrition in Acute phase with Muscle echography 

of Upper Arm project: GLIM-AMUA project

2023/8/24 

7/9/3202ᛶ㐃㛵ࡢែ≧㣴ᰤቃ⎔ෆ⭍ཱྀ࠾ࡅࡿ⪅ᝈ㝔ධ㝔病ᮇᛶᛴెభᶫ㧘⛉እ⭍ཱྀ258

7/9/3202ウ᳨ࡢ㇟ᐖ有ෆ⭍ཱྀࡢࣔࢽࢱࣜࣥࢢPEM࠾ࡅࡿ㝔ᙜᐇඃす୰⛉እ⭍ཱྀ358

་⒪-41 ྾ჾእ⛉ ᚋ⸨ ṇྖ
ᐇࡢᨭୗ⫵ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡㸦⫵ⴥษ㝖㸭༊ᇦษ㝖㸧ࢺࢵ࣎ࣟ

ᐇࡢ⾡ᨭୗ⦪㝸⭘⒆㸦Ⰻᛶ⭘⒆㸭ᝏᛶ⭘⒆㸭ᣑ⬚⭢ฟ⾡㸧ᡭࢺࢵ࣎ࣟ
2023/9/28 

82/9/3202ᰝㄪྥືୗᄟࡢᚋ๓⒪࠾ࡅࡿ⒴㒊㢕㢌ᚿᏹᒸ⛅⛉እ㒊㢕㢌458

82/9/3202⏝ࡍࡿࢽࣇ࢙ࢪࣆࣥࡢᑐ⏘᪩㏕ษᖾಇ㐨బ⛉人፬⏘24-⒪་

772-2 ཱྀ⭍እ⛉ ᒣᮏ ୍ᙪ
ཱྀ⭍ᡥᖹⱏⓄᑐࢳࣥࣛࣇࢭࡿࡍ ࡿࡍ㛵Ᏻᛶࠊ有ຠᛶࡢࣥ®

ከタ࣒ࣛࣥࢲẚ㍑ヨ㦂
2023/9/22 

805-2 ┳ㆤ㒊 ኳෆ 㝧Ꮚ ⬻༞୰ᚋࡢᝈ⪅ࠕࡢ㣗ࡓࡋࡊࡡࢆࠖࡾࡃཱྀ࡙ࡿࢀࡽ┳ㆤࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࢣ㛤発 2023/9/22

22/9/3202㸧ᴗDAPIJ㸦౯ホ⬟ᶵࡢ㒊⒪୰㞟ࢩࢫࢸ࣒ࢆ⏝࠸ࡓሗ⪅ᝈ㈼ཱྀ855㞟୰⒪㒊

22/9/3202㦂⤒⏝ࡢscitoibnysࡍࡿᑐ⑩ୗᛶ㞴࠾ࡅࡿ⪅ᝈ㔜㑻ኴᘓሷ㒊⌮⟶㣴ᰤ658

857 ᨺᑕ⥺⒪⛉ ᇼᕝ Ꮚ ஙᡣ Ꮡ⒪ἲࡢᨺᑕ⥺⒪ᚋ発生ࡿࡍBOOPᵝ⫵⅖ࡢrisk factor᳨ࡢ࡚࠸ࡘウ 2023/9/29 

2/01/3202ウ᳨ࡢ⒪ⓗ⛉እࡍࡿᑐ࣮࠾ࡅࡿ81࣭31ࢺࣜࢯ࣑⛉ᙜෆᒣ⛉እඣᑠ858

859 ᑠඣእ⛉ ୰␊ ㈼࿃ ᙜ⛉ࡿࡅ࠾㛗ᮇ␃⨨⏝୰ᚰ㟼⬦ࣝࢸ࣮ࢸ࢝⏝᳨ࡢウឤᰁᑐ⟇ 2023/10/3 

3/01/3202ウ᳨࣊ࣝࢽࡢᏍᇽ㣗ᛶኳඛࡋࡓ⾜ࢆ⾡᰿࡛⛉ᙜ࿃㈼␊୰⛉እඣᑠ068

81/01/3202ᰝㄪᏛᅜࡢ⅖⫵ᛶᩄ㐣ᩥṊ⸨ఀ⛉ෆჾ྾168

683-2 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᯇᯘ ☻
㔜Ⅳ㓟ࢫ࣮࣒ࣛ࣎࢘ࣜࢺࢼᢞࡓ࠸⏝ࢆ⥭ᛴ⤒⓶ⓗෙື⬦ᙧᡂ⾡ᚋࡢ

㐀ᙳ⭈ண㜵ຠᯝ㛵ࡿࡍ⮫ᗋ◊✲
2023/10/18

ἲ⒪生⭷㰘ᙪ୍ᑿᡂ⛉ႃဗ㰯⪥34-⒪་ࡢධᑟࡘ࠸81/01/3202࡚

862 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᯇᯘ ☻

ᕥᐊ㥑ฟ率ಖ持ᆺᚰࡢṇ☜࡞デ᩿ࡓࡅྥ❧☜ࡢ࣒ࢬࣜࢦࣝከタඹྠ◊✲

The Multicenser STudy On Precise algorithm for diagnosis of Heart Failure with

Preserved Ejection Fraction(STOP-HFPEF)

2023/10/18

863 ⸆㒊 ᇼ ᬛ㈗
ⓑᒀண㜵ຠᯝ⺮ࡢ⸆SGLT2㜼ᐖࡓࡋ㇟ᑐࢆ⪅⏝ᝈࣈ࣐ࢬࢩࣂ࣋㸩ࣈ࣐ࢬࣜࢰࢸ

㛵ࡿࡍከタᚋ᪉どⓗほᐹヨ㦂
2023/10/18

864 Ἢᒀჾ⛉ ྜྷᕝ ඖΎ
Ἢᒀ生Ṫ⣔ཬࡧᚋ⭡⭷⭘⒆ࢆᑐ㇟ࡓࡋᡭ⾡⒪ἲ࣭⸆≀⒪ἲ࣭ᨺᑕ⥺⒪ἲ࣭↓⒪┘ど

⒪ἲࡢ⒪ᡂ⦼ࡢ⏝ేྜࡧࡼ࠾ໟᣓⓗẚ㍑ゎᯒ
2023/10/18

727-5 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
ࡢ㣧㓇㔞పῶ⒪ᚋࡢ࢙ࣥࣇ࣓ࣝࢼࡿࡍᑐ⪅ᝈࡿࡍ有ࢆᛶ⫢㞀ᐖ/౫Ꮡ࣮ࣝࢥࣝ

⫢ᶵ⬟ࡢ推⛣
2023/10/18

810-2 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
⒪ᢠᛶ₽⒆ᛶ⭠⅖ᑐࡿࡍ生≀Ꮫⓗ〇ࡢ有⏝ᛶࢆホ౯ࡢࡵࡓࡿࡍ㠀┣᳨↓సⅭ

⮫ᗋヨ㦂
2023/10/18

865 ᾘჾ࣭⫢⫹⮅እ⛉ 㧗 ῭ᓟ 㐺ᛂᣑࡢ㛛⬦ྜేษ㝖ᘓࡿࡅ࠾⾡ᨭୗ⮅ษ㝖ᡭࢺࢵ࣎ࣟ 2023/11/10

866 㞟୰⒪㒊 ➉ᮏ ⪷
SGLT2㜼ᐖ⸆㛵㐃ࡓࡋᾘჾእ⛉ᡭ⾡ᚋࢫࢩ࣮ࢺࢣࡢཬࡧ⾑⢾ṇᖖ⢾ᒀ病ᛶࢩࢺࢣ

✲◊ᚋ᪉どⓗほᐹࡿࡍ㛵発ࢫࢩ࣮ࢻ
2023/11/1 

867 ᚰ⮚⾑⟶࣮ࢱࣥࢭ ᒣ୰ ୍ᮁ ዉⰋ┴ࡢື⬦⥭ᛴࡢࢥࢫ࣒ࢸࢫࢩࢪ࣮ࣜࢺᵓ⠏㈨ࡿࡍᚋࡁྥࢁ⮫ᗋ◊✲ 2023/11/1 

ᝈ୰⒪デ⛉ᙜᕼኴᇉ᪥㒊⒪୰㞟44-⒪་⪅ࡢṆ୰㣴ᰤࡢྍྰࡘ࠸61/11/3202࡚

868 ᑠඣ⛉ ྜྷ⏣ ࡸࡉ
㦵༢⥺㛢㙐ࢆక࠸࡞ࢃᡂ㛗ࣥࣔࣝ࣍ศἪᛶప㌟㛗ᝈ⪅࣮ࣝࢢࢯࡿࡅ࠾ ®ࣖ㛗ᮇ

⏝㛵ࡿࡍ≉定⏝ᡂ⦼ㄪᰝ
2023/11/16

869 ᑠඣ⛉ ྜྷ⏣ ࡸࡉ

Pfizer Registory of Outcomes in Growth hormone RESearch(PROGRES) 

᪥ᖖデ⒪ୗ࡛ࢺࣄᡂ㛗ࣥࣔࣝ࣍㸦hGH㸧⒪ࡿ࠸࡚ࡅཷࢆᝈ⪅ࢆᑐ㇟ࡓࡋከᅜ⡠ࠊ㠀

ධ๓ྥࢺ࣮࣍ࢥࡁ◊✲㸦PROGRES㸧

2023/11/16

716-4 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

㒊
➲㒊㢌ഃᚰ୰ᗈṊἼᲲࢆ持ࡘඣᑠ࡚ࢇࢇࡢᏛ⩦㐠ື㛵ࡍࡿ◊✲71/11/3202

870 㢌㢕㒊እ⛉ ᐑ㷂 ┾
発㌿⛣㢌㢁㒊⒴ᑐࡢࣈ࣐ࢬࣜࣟࣈࣥ࣌ࡿࡍຠᯝ㛵ࡿࡍከタඹྠᚋࡁྥࢁゎᯒ㸸

ᚋࢺ࣮࣍ࢥࡁྥࢁ◊✲
2023/11/17

871 ᾘჾ࣭⫢⫹⮅እ⛉ 㧗 ῭ᓟ ᝈ⪅య㦂ㄪᰝ㸦ཌ生ປാ┬ᗣᒁ病ᑐ⟇ㄢ㸧ࡢࡵࡓࡢ⌮⟶ᑐ⟇㐍ᤖࢇࡀ 2023/12/4 

872 ⾑ᾮ⭘⒆ෆ⛉ ㉺ᬛ ┿୍
⾑ᰦᛶ⾑ᑠᯈῶᑡᛶ⣸ᩬ病㸦TTP㸧生ࡿࡌᚰ➽⾑ዲ୰⌫⣽⬊እࣉࢵࣛࢺ㸦NETs㸧ࡢ

ホ౯
2023/12/4 

㦵⭌㐲ៅᮏ☾⛉እᙧᩚ378ᩳࡵษ㦵ࡾ⾡ࡢ⾡ᡂᚋ⦼㛵ࡍࡿ◊✲4/21/3202

726-3 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᯇᯘ ☻
ᛴᛶᚰᝈ⪅ࢆᑐ㇟ࣥࢪࣟࣇࣜࢢࣃ࢚ࣥࡓࡋ〇ࡢ有ຠᛶ᳨ࢆウࡿࡍከタඹྠ↓

సⅭ㔜┣᳨࣎ࢭࣛࣉᑐ↷୪⾜⩌㛫ẚ㍑ヨ㦂
2023/12/6 

874 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
⒪ᢠᛶ₽⒆ᛶ⭠⅖ᑐࡿࡍ生≀Ꮫⓗ〇ࡢ有ຠᛶࢆ

ホ౯ࡢࡵࡓࡿࡍ㠀┣᳨↓సⅭ⮫ᗋヨ㦂
2023/12/6 

875 ᾘჾ࣭⫢⫹⮅እ⛉ ୰ᕝ ṇ
ษ㝖⬟⭠⒴ᑐࣝࢩࣛࣆࢳ࣭ࣥࢪࣜࣝࣇࣜࢺࡿࡍ㸩ࡢࣈ࣐ࢬࢩࣂ࣋

ᚑ᮶ἲ㝸㐌ἲࡢᐇ⏝ⓗ࣒ࣛࣥࢲ➨Ϫ┦ヨ㦂
2023/12/6 

740-5 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
₽⒆ᛶ⭠⅖ࡢデ᩿ࡿࡅ࠾≉␗ⓗ࣮࣮࣐࢝࢜ࣂ

ᢠࣥࣜࢢࢸࣥȘvș6ᢠయࡢ有⏝ᛶ㛵ࡿࡍከᶵ㛵ඹྠ◊✲
2023/12/12

876 ឤᰁෆ⛉ ➟ᯇ 人 Obinutuzumab,BendamustineᢞᚋSARS-Cov-2ࡢឤᰁࡀ㑄ᘏ12ࡓࡋ᳨ࡢウ 2023/12/12

21/21/3202ᛶ⏝有ࡢ㝖ษ⭠ᣦ༑㢌⮅ᨭ࠾ࡅࡿࣟ࣎ࢵࢺ⒴⮅㞴ᅔᓟ῭㧗⛉እ⮅⫹⫢࣭ჾᾘ778

878 ⬻⚄⤒እ⛉ ๓ᕝ ⚽⥅ Posterior condylar canal発生ࡓࡋ◳⭷ື㟼⬦⒦㛵ࡿࡍከタඹྠ◊✲㸦ㄽᩥሗ࿌㸧 2023/12/12

21/21/3202ᰝㄪែᐇࡢᰝ᳨ᗋ⮫࠾ࡅࡿᡤ⒪デ┴Ⰻዉ㐨Ꮥᕝ㒊ᰝ᳨ᗋ⮫978

㔘ᕼᕼኴᇉ᪥⛉⒪୰㞟54-⒪་࣎ࢫ࣑ࣥࡢ⏝ࡘ࠸62/21/3202࡚

ᛶ㞴㉸Ꮚ⨾ᶫᒸ⛉ෆ⤒⚄⬻64-⒪་࡚ࢇࢇᝈ✚㔜⪅ᑐࡍࡿࢣࢱ࣑ࣥࡢ⏝ࡘ࠸62/21/3202࡚

02/21/3202㺼㺖㺻㺚㺎㺽㺫ᡣᚰⓗ୍ࢆ⏝࠸ࡓᴟ㟁▱ឤᡣᚰ࣮࣌ࢫ࣓࣮࣮࢝ࡢDDV࿃ఙ㇂す⛉⒪୰㞟74-⒪་

644-3 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᕝ⏣ ၨஅ

Heart Failure with non-reduced Ejection Fraction (HF non-rEF) ࢆᑐ㇟ࡓࡋ

ᚰᡣ⣽ືࡓࡵྵࢆᩚ⬦᳨ฟᑐࡿࡍ Implantable Loop Recorder (ILR) ࡢ有⏝ᛶ᳨ࡢ

ウ

2023/12/20

72/21/3202ウ᳨ࡢLOQ࠾ࡅࡿඣᝈᙧወ⟶ࡋࡓࣜࣥࣃせࢆධⓗ⛉እ࿃㈼␊୰⛉እඣᑠ088
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ཷ

␒ྕ
⛉ྡ

⏦ㄳ⪅

Ặྡ
᪥ദ㛤ྡ㢟ㄢ

851 ᰤ㣴⟶⌮㒊 ሷ ᘓኴ㑻

㉸㡢Ἴୖࡿࡼ⭎➽⫗㔞ホ౯ࡿࡏࢃྜࡳ⤌ࢆᛴᛶᮇGLIM-criteriaᰤ㣴ࡢࢺ࣓ࣥࢫࢭ

㛤発㸸ከタ๓ྥࡁほᐹ◊✲

Global Leadership Initiative on Malnutrition in Acute phase with Muscle echography 

of Upper Arm project: GLIM-AMUA project

2023/8/24 

7/9/3202ᛶ㐃㛵ࡢែ≧㣴ᰤቃ⎔ෆ⭍ཱྀ࠾ࡅࡿ⪅ᝈ㝔ධ㝔病ᮇᛶᛴెభᶫ㧘⛉እ⭍ཱྀ258

7/9/3202ウ᳨ࡢ㇟ᐖ有ෆ⭍ཱྀࡢࣔࢽࢱࣜࣥࢢPEM࠾ࡅࡿ㝔ᙜᐇඃす୰⛉እ⭍ཱྀ358

་⒪-41 ྾ჾእ⛉ ᚋ⸨ ṇྖ
ᐇࡢᨭୗ⫵ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡㸦⫵ⴥษ㝖㸭༊ᇦษ㝖㸧ࢺࢵ࣎ࣟ

ᐇࡢ⾡ᨭୗ⦪㝸⭘⒆㸦Ⰻᛶ⭘⒆㸭ᝏᛶ⭘⒆㸭ᣑ⬚⭢ฟ⾡㸧ᡭࢺࢵ࣎ࣟ
2023/9/28 

82/9/3202ᰝㄪྥືୗᄟࡢᚋ๓⒪࠾ࡅࡿ⒴㒊㢕㢌ᚿᏹᒸ⛅⛉እ㒊㢕㢌458

82/9/3202⏝ࡍࡿࢽࣇ࢙ࢪࣆࣥࡢᑐ⏘᪩㏕ษᖾಇ㐨బ⛉人፬⏘24-⒪་

772-2 ཱྀ⭍እ⛉ ᒣᮏ ୍ᙪ
ཱྀ⭍ᡥᖹⱏⓄᑐࢳࣥࣛࣇࢭࡿࡍ ࡿࡍ㛵Ᏻᛶࠊ有ຠᛶࡢࣥ®

ከタ࣒ࣛࣥࢲẚ㍑ヨ㦂
2023/9/22 

805-2 ┳ㆤ㒊 ኳෆ 㝧Ꮚ ⬻༞୰ᚋࡢᝈ⪅ࠕࡢ㣗ࡓࡋࡊࡡࢆࠖࡾࡃཱྀ࡙ࡿࢀࡽ┳ㆤࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࢣ㛤発 2023/9/22

22/9/3202㸧ᴗDAPIJ㸦౯ホ⬟ᶵࡢ㒊⒪୰㞟ࢩࢫࢸ࣒ࢆ⏝࠸ࡓሗ⪅ᝈ㈼ཱྀ855㞟୰⒪㒊

22/9/3202㦂⤒⏝ࡢscitoibnysࡍࡿᑐ⑩ୗᛶ㞴࠾ࡅࡿ⪅ᝈ㔜㑻ኴᘓሷ㒊⌮⟶㣴ᰤ658

857 ᨺᑕ⥺⒪⛉ ᇼᕝ Ꮚ ஙᡣ Ꮡ⒪ἲࡢᨺᑕ⥺⒪ᚋ発生ࡿࡍBOOPᵝ⫵⅖ࡢrisk factor᳨ࡢ࡚࠸ࡘウ 2023/9/29 

2/01/3202ウ᳨ࡢ⒪ⓗ⛉እࡍࡿᑐ࣮࠾ࡅࡿ81࣭31ࢺࣜࢯ࣑⛉ᙜෆᒣ⛉እඣᑠ858

859 ᑠඣእ⛉ ୰␊ ㈼࿃ ᙜ⛉ࡿࡅ࠾㛗ᮇ␃⨨⏝୰ᚰ㟼⬦ࣝࢸ࣮ࢸ࢝⏝᳨ࡢウឤᰁᑐ⟇ 2023/10/3 

3/01/3202ウ᳨࣊ࣝࢽࡢᏍᇽ㣗ᛶኳඛࡋࡓ⾜ࢆ⾡᰿࡛⛉ᙜ࿃㈼␊୰⛉እඣᑠ068

81/01/3202ᰝㄪᏛᅜࡢ⅖⫵ᛶᩄ㐣ᩥṊ⸨ఀ⛉ෆჾ྾168

683-2 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᯇᯘ ☻
㔜Ⅳ㓟ࢫ࣮࣒ࣛ࣎࢘ࣜࢺࢼᢞࡓ࠸⏝ࢆ⥭ᛴ⤒⓶ⓗෙື⬦ᙧᡂ⾡ᚋࡢ

㐀ᙳ⭈ண㜵ຠᯝ㛵ࡿࡍ⮫ᗋ◊✲
2023/10/18

ἲ⒪生⭷㰘ᙪ୍ᑿᡂ⛉ႃဗ㰯⪥34-⒪་ࡢධᑟࡘ࠸81/01/3202࡚

862 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᯇᯘ ☻

ᕥᐊ㥑ฟ率ಖ持ᆺᚰࡢṇ☜࡞デ᩿ࡓࡅྥ❧☜ࡢ࣒ࢬࣜࢦࣝከタඹྠ◊✲

The Multicenser STudy On Precise algorithm for diagnosis of Heart Failure with

Preserved Ejection Fraction(STOP-HFPEF)

2023/10/18

863 ⸆㒊 ᇼ ᬛ㈗
ⓑᒀண㜵ຠᯝ⺮ࡢ⸆SGLT2㜼ᐖࡓࡋ㇟ᑐࢆ⪅⏝ᝈࣈ࣐ࢬࢩࣂ࣋㸩ࣈ࣐ࢬࣜࢰࢸ

㛵ࡿࡍከタᚋ᪉どⓗほᐹヨ㦂
2023/10/18

864 Ἢᒀჾ⛉ ྜྷᕝ ඖΎ
Ἢᒀ生Ṫ⣔ཬࡧᚋ⭡⭷⭘⒆ࢆᑐ㇟ࡓࡋᡭ⾡⒪ἲ࣭⸆≀⒪ἲ࣭ᨺᑕ⥺⒪ἲ࣭↓⒪┘ど

⒪ἲࡢ⒪ᡂ⦼ࡢ⏝ేྜࡧࡼ࠾ໟᣓⓗẚ㍑ゎᯒ
2023/10/18

727-5 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
ࡢ㣧㓇㔞పῶ⒪ᚋࡢ࢙ࣥࣇ࣓ࣝࢼࡿࡍᑐ⪅ᝈࡿࡍ有ࢆᛶ⫢㞀ᐖ/౫Ꮡ࣮ࣝࢥࣝ

⫢ᶵ⬟ࡢ推⛣
2023/10/18

810-2 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
⒪ᢠᛶ₽⒆ᛶ⭠⅖ᑐࡿࡍ生≀Ꮫⓗ〇ࡢ有⏝ᛶࢆホ౯ࡢࡵࡓࡿࡍ㠀┣᳨↓సⅭ

⮫ᗋヨ㦂
2023/10/18

865 ᾘჾ࣭⫢⫹⮅እ⛉ 㧗 ῭ᓟ 㐺ᛂᣑࡢ㛛⬦ྜేษ㝖ᘓࡿࡅ࠾⾡ᨭୗ⮅ษ㝖ᡭࢺࢵ࣎ࣟ 2023/11/10

866 㞟୰⒪㒊 ➉ᮏ ⪷
SGLT2㜼ᐖ⸆㛵㐃ࡓࡋᾘჾእ⛉ᡭ⾡ᚋࢫࢩ࣮ࢺࢣࡢཬࡧ⾑⢾ṇᖖ⢾ᒀ病ᛶࢩࢺࢣ

✲◊ᚋ᪉どⓗほᐹࡿࡍ㛵発ࢫࢩ࣮ࢻ
2023/11/1 

867 ᚰ⮚⾑⟶࣮ࢱࣥࢭ ᒣ୰ ୍ᮁ ዉⰋ┴ࡢື⬦⥭ᛴࡢࢥࢫ࣒ࢸࢫࢩࢪ࣮ࣜࢺᵓ⠏㈨ࡿࡍᚋࡁྥࢁ⮫ᗋ◊✲ 2023/11/1 

ᝈ୰⒪デ⛉ᙜᕼኴᇉ᪥㒊⒪୰㞟44-⒪་⪅ࡢṆ୰㣴ᰤࡢྍྰࡘ࠸61/11/3202࡚

868 ᑠඣ⛉ ྜྷ⏣ ࡸࡉ
㦵༢⥺㛢㙐ࢆక࠸࡞ࢃᡂ㛗ࣥࣔࣝ࣍ศἪᛶప㌟㛗ᝈ⪅࣮ࣝࢢࢯࡿࡅ࠾ ®ࣖ㛗ᮇ

⏝㛵ࡿࡍ≉定⏝ᡂ⦼ㄪᰝ
2023/11/16

869 ᑠඣ⛉ ྜྷ⏣ ࡸࡉ

Pfizer Registory of Outcomes in Growth hormone RESearch(PROGRES) 

᪥ᖖデ⒪ୗ࡛ࢺࣄᡂ㛗ࣥࣔࣝ࣍㸦hGH㸧⒪ࡿ࠸࡚ࡅཷࢆᝈ⪅ࢆᑐ㇟ࡓࡋከᅜ⡠ࠊ㠀

ධ๓ྥࢺ࣮࣍ࢥࡁ◊✲㸦PROGRES㸧

2023/11/16

716-4 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

㒊
➲㒊㢌ഃᚰ୰ᗈṊἼᲲࢆ持ࡘඣᑠ࡚ࢇࢇࡢᏛ⩦㐠ື㛵ࡍࡿ◊✲71/11/3202

870 㢌㢕㒊እ⛉ ᐑ㷂 ┾
発㌿⛣㢌㢁㒊⒴ᑐࡢࣈ࣐ࢬࣜࣟࣈࣥ࣌ࡿࡍຠᯝ㛵ࡿࡍከタඹྠᚋࡁྥࢁゎᯒ㸸

ᚋࢺ࣮࣍ࢥࡁྥࢁ◊✲
2023/11/17

871 ᾘჾ࣭⫢⫹⮅እ⛉ 㧗 ῭ᓟ ᝈ⪅య㦂ㄪᰝ㸦ཌ生ປാ┬ᗣᒁ病ᑐ⟇ㄢ㸧ࡢࡵࡓࡢ⌮⟶ᑐ⟇㐍ᤖࢇࡀ 2023/12/4 

872 ⾑ᾮ⭘⒆ෆ⛉ ㉺ᬛ ┿୍
⾑ᰦᛶ⾑ᑠᯈῶᑡᛶ⣸ᩬ病㸦TTP㸧生ࡿࡌᚰ➽⾑ዲ୰⌫⣽⬊እࣉࢵࣛࢺ㸦NETs㸧ࡢ

ホ౯
2023/12/4 

㦵⭌㐲ៅᮏ☾⛉እᙧᩚ378ᩳࡵษ㦵ࡾ⾡ࡢ⾡ᡂᚋ⦼㛵ࡍࡿ◊✲4/21/3202

726-3 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᯇᯘ ☻
ᛴᛶᚰᝈ⪅ࢆᑐ㇟ࣥࢪࣟࣇࣜࢢࣃ࢚ࣥࡓࡋ〇ࡢ有ຠᛶ᳨ࢆウࡿࡍከタඹྠ↓

సⅭ㔜┣᳨࣎ࢭࣛࣉᑐ↷୪⾜⩌㛫ẚ㍑ヨ㦂
2023/12/6 

874 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
⒪ᢠᛶ₽⒆ᛶ⭠⅖ᑐࡿࡍ生≀Ꮫⓗ〇ࡢ有ຠᛶࢆ

ホ౯ࡢࡵࡓࡿࡍ㠀┣᳨↓సⅭ⮫ᗋヨ㦂
2023/12/6 

875 ᾘჾ࣭⫢⫹⮅እ⛉ ୰ᕝ ṇ
ษ㝖⬟⭠⒴ᑐࣝࢩࣛࣆࢳ࣭ࣥࢪࣜࣝࣇࣜࢺࡿࡍ㸩ࡢࣈ࣐ࢬࢩࣂ࣋

ᚑ᮶ἲ㝸㐌ἲࡢᐇ⏝ⓗ࣒ࣛࣥࢲ➨Ϫ┦ヨ㦂
2023/12/6 

740-5 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
₽⒆ᛶ⭠⅖ࡢデ᩿ࡿࡅ࠾≉␗ⓗ࣮࣮࣐࢝࢜ࣂ

ᢠࣥࣜࢢࢸࣥȘvș6ᢠయࡢ有⏝ᛶ㛵ࡿࡍከᶵ㛵ඹྠ◊✲
2023/12/12

876 ឤᰁෆ⛉ ➟ᯇ 人 Obinutuzumab,BendamustineᢞᚋSARS-Cov-2ࡢឤᰁࡀ㑄ᘏ12ࡓࡋ᳨ࡢウ 2023/12/12

21/21/3202ᛶ⏝有ࡢ㝖ษ⭠ᣦ༑㢌⮅ᨭ࠾ࡅࡿࣟ࣎ࢵࢺ⒴⮅㞴ᅔᓟ῭㧗⛉እ⮅⫹⫢࣭ჾᾘ778

878 ⬻⚄⤒እ⛉ ๓ᕝ ⚽⥅ Posterior condylar canal発生ࡓࡋ◳⭷ື㟼⬦⒦㛵ࡿࡍከタඹྠ◊✲㸦ㄽᩥሗ࿌㸧 2023/12/12

21/21/3202ᰝㄪែᐇࡢᰝ᳨ᗋ⮫࠾ࡅࡿᡤ⒪デ┴Ⰻዉ㐨Ꮥᕝ㒊ᰝ᳨ᗋ⮫978

㔘ᕼᕼኴᇉ᪥⛉⒪୰㞟54-⒪་࣎ࢫ࣑ࣥࡢ⏝ࡘ࠸62/21/3202࡚

ᛶ㞴㉸Ꮚ⨾ᶫᒸ⛉ෆ⤒⚄⬻64-⒪་࡚ࢇࢇᝈ✚㔜⪅ᑐࡍࡿࢣࢱ࣑ࣥࡢ⏝ࡘ࠸62/21/3202࡚

02/21/3202㺼㺖㺻㺚㺎㺽㺫ᡣᚰⓗ୍ࢆ⏝࠸ࡓᴟ㟁▱ឤᡣᚰ࣮࣌ࢫ࣓࣮࣮࢝ࡢDDV࿃ఙ㇂す⛉⒪୰㞟74-⒪་

644-3 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᕝ⏣ ၨஅ

Heart Failure with non-reduced Ejection Fraction (HF non-rEF) ࢆᑐ㇟ࡓࡋ

ᚰᡣ⣽ືࡓࡵྵࢆᩚ⬦᳨ฟᑐࡿࡍ Implantable Loop Recorder (ILR) ࡢ有⏝ᛶ᳨ࡢ

ウ

2023/12/20

72/21/3202ウ᳨ࡢLOQ࠾ࡅࡿඣᝈᙧወ⟶ࡋࡓࣜࣥࣃせࢆධⓗ⛉እ࿃㈼␊୰⛉እඣᑠ088
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ཷ

␒ྕ
⛉ྡ

⏦ㄳ⪅

Ặྡ
᪥ദ㛤ྡ㢟ㄢ

851 ᰤ㣴⟶⌮㒊 ሷ ᘓኴ㑻

㉸㡢Ἴୖࡿࡼ⭎➽⫗㔞ホ౯ࡿࡏࢃྜࡳ⤌ࢆᛴᛶᮇGLIM-criteriaᰤ㣴ࡢࢺ࣓ࣥࢫࢭ

㛤発㸸ከタ๓ྥࡁほᐹ◊✲

Global Leadership Initiative on Malnutrition in Acute phase with Muscle echography 

of Upper Arm project: GLIM-AMUA project

2023/8/24 

7/9/3202ᛶ㐃㛵ࡢែ≧㣴ᰤቃ⎔ෆ⭍ཱྀ࠾ࡅࡿ⪅ᝈ㝔ධ㝔病ᮇᛶᛴెభᶫ㧘⛉እ⭍ཱྀ258

7/9/3202ウ᳨ࡢ㇟ᐖ有ෆ⭍ཱྀࡢࣔࢽࢱࣜࣥࢢPEM࠾ࡅࡿ㝔ᙜᐇඃす୰⛉እ⭍ཱྀ358

་⒪-41 ྾ჾእ⛉ ᚋ⸨ ṇྖ
ᐇࡢᨭୗ⫵ᝏᛶ⭘⒆ᡭ⾡㸦⫵ⴥษ㝖㸭༊ᇦษ㝖㸧ࢺࢵ࣎ࣟ

ᐇࡢ⾡ᨭୗ⦪㝸⭘⒆㸦Ⰻᛶ⭘⒆㸭ᝏᛶ⭘⒆㸭ᣑ⬚⭢ฟ⾡㸧ᡭࢺࢵ࣎ࣟ
2023/9/28 

82/9/3202ᰝㄪྥືୗᄟࡢᚋ๓⒪࠾ࡅࡿ⒴㒊㢕㢌ᚿᏹᒸ⛅⛉እ㒊㢕㢌458

82/9/3202⏝ࡍࡿࢽࣇ࢙ࢪࣆࣥࡢᑐ⏘᪩㏕ษᖾಇ㐨బ⛉人፬⏘24-⒪་

772-2 ཱྀ⭍እ⛉ ᒣᮏ ୍ᙪ
ཱྀ⭍ᡥᖹⱏⓄᑐࢳࣥࣛࣇࢭࡿࡍ ࡿࡍ㛵Ᏻᛶࠊ有ຠᛶࡢࣥ®

ከタ࣒ࣛࣥࢲẚ㍑ヨ㦂
2023/9/22 

805-2 ┳ㆤ㒊 ኳෆ 㝧Ꮚ ⬻༞୰ᚋࡢᝈ⪅ࠕࡢ㣗ࡓࡋࡊࡡࢆࠖࡾࡃཱྀ࡙ࡿࢀࡽ┳ㆤࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࢣ㛤発 2023/9/22

22/9/3202㸧ᴗDAPIJ㸦౯ホ⬟ᶵࡢ㒊⒪୰㞟ࢩࢫࢸ࣒ࢆ⏝࠸ࡓሗ⪅ᝈ㈼ཱྀ855㞟୰⒪㒊

22/9/3202㦂⤒⏝ࡢscitoibnysࡍࡿᑐ⑩ୗᛶ㞴࠾ࡅࡿ⪅ᝈ㔜㑻ኴᘓሷ㒊⌮⟶㣴ᰤ658

857 ᨺᑕ⥺⒪⛉ ᇼᕝ Ꮚ ஙᡣ Ꮡ⒪ἲࡢᨺᑕ⥺⒪ᚋ発生ࡿࡍBOOPᵝ⫵⅖ࡢrisk factor᳨ࡢ࡚࠸ࡘウ 2023/9/29 

2/01/3202ウ᳨ࡢ⒪ⓗ⛉እࡍࡿᑐ࣮࠾ࡅࡿ81࣭31ࢺࣜࢯ࣑⛉ᙜෆᒣ⛉እඣᑠ858

859 ᑠඣእ⛉ ୰␊ ㈼࿃ ᙜ⛉ࡿࡅ࠾㛗ᮇ␃⨨⏝୰ᚰ㟼⬦ࣝࢸ࣮ࢸ࢝⏝᳨ࡢウឤᰁᑐ⟇ 2023/10/3 

3/01/3202ウ᳨࣊ࣝࢽࡢᏍᇽ㣗ᛶኳඛࡋࡓ⾜ࢆ⾡᰿࡛⛉ᙜ࿃㈼␊୰⛉እඣᑠ068

81/01/3202ᰝㄪᏛᅜࡢ⅖⫵ᛶᩄ㐣ᩥṊ⸨ఀ⛉ෆჾ྾168

683-2 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᯇᯘ ☻
㔜Ⅳ㓟ࢫ࣮࣒ࣛ࣎࢘ࣜࢺࢼᢞࡓ࠸⏝ࢆ⥭ᛴ⤒⓶ⓗෙື⬦ᙧᡂ⾡ᚋࡢ

㐀ᙳ⭈ண㜵ຠᯝ㛵ࡿࡍ⮫ᗋ◊✲
2023/10/18

ἲ⒪生⭷㰘ᙪ୍ᑿᡂ⛉ႃဗ㰯⪥34-⒪་ࡢධᑟࡘ࠸81/01/3202࡚

862 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᯇᯘ ☻

ᕥᐊ㥑ฟ率ಖ持ᆺᚰࡢṇ☜࡞デ᩿ࡓࡅྥ❧☜ࡢ࣒ࢬࣜࢦࣝከタඹྠ◊✲

The Multicenser STudy On Precise algorithm for diagnosis of Heart Failure with

Preserved Ejection Fraction(STOP-HFPEF)

2023/10/18

863 ⸆㒊 ᇼ ᬛ㈗
ⓑᒀண㜵ຠᯝ⺮ࡢ⸆SGLT2㜼ᐖࡓࡋ㇟ᑐࢆ⪅⏝ᝈࣈ࣐ࢬࢩࣂ࣋㸩ࣈ࣐ࢬࣜࢰࢸ

㛵ࡿࡍከタᚋ᪉どⓗほᐹヨ㦂
2023/10/18

864 Ἢᒀჾ⛉ ྜྷᕝ ඖΎ
Ἢᒀ生Ṫ⣔ཬࡧᚋ⭡⭷⭘⒆ࢆᑐ㇟ࡓࡋᡭ⾡⒪ἲ࣭⸆≀⒪ἲ࣭ᨺᑕ⥺⒪ἲ࣭↓⒪┘ど

⒪ἲࡢ⒪ᡂ⦼ࡢ⏝ేྜࡧࡼ࠾ໟᣓⓗẚ㍑ゎᯒ
2023/10/18

727-5 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
ࡢ㣧㓇㔞పῶ⒪ᚋࡢ࢙ࣥࣇ࣓ࣝࢼࡿࡍᑐ⪅ᝈࡿࡍ有ࢆᛶ⫢㞀ᐖ/౫Ꮡ࣮ࣝࢥࣝ

⫢ᶵ⬟ࡢ推⛣
2023/10/18

810-2 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
⒪ᢠᛶ₽⒆ᛶ⭠⅖ᑐࡿࡍ生≀Ꮫⓗ〇ࡢ有⏝ᛶࢆホ౯ࡢࡵࡓࡿࡍ㠀┣᳨↓సⅭ

⮫ᗋヨ㦂
2023/10/18

865 ᾘჾ࣭⫢⫹⮅እ⛉ 㧗 ῭ᓟ 㐺ᛂᣑࡢ㛛⬦ྜేษ㝖ᘓࡿࡅ࠾⾡ᨭୗ⮅ษ㝖ᡭࢺࢵ࣎ࣟ 2023/11/10

866 㞟୰⒪㒊 ➉ᮏ ⪷
SGLT2㜼ᐖ⸆㛵㐃ࡓࡋᾘჾእ⛉ᡭ⾡ᚋࢫࢩ࣮ࢺࢣࡢཬࡧ⾑⢾ṇᖖ⢾ᒀ病ᛶࢩࢺࢣ

✲◊ᚋ᪉どⓗほᐹࡿࡍ㛵発ࢫࢩ࣮ࢻ
2023/11/1 

867 ᚰ⮚⾑⟶࣮ࢱࣥࢭ ᒣ୰ ୍ᮁ ዉⰋ┴ࡢື⬦⥭ᛴࡢࢥࢫ࣒ࢸࢫࢩࢪ࣮ࣜࢺᵓ⠏㈨ࡿࡍᚋࡁྥࢁ⮫ᗋ◊✲ 2023/11/1 

ᝈ୰⒪デ⛉ᙜᕼኴᇉ᪥㒊⒪୰㞟44-⒪་⪅ࡢṆ୰㣴ᰤࡢྍྰࡘ࠸61/11/3202࡚

868 ᑠඣ⛉ ྜྷ⏣ ࡸࡉ
㦵༢⥺㛢㙐ࢆక࠸࡞ࢃᡂ㛗ࣥࣔࣝ࣍ศἪᛶప㌟㛗ᝈ⪅࣮ࣝࢢࢯࡿࡅ࠾ ®ࣖ㛗ᮇ

⏝㛵ࡿࡍ≉定⏝ᡂ⦼ㄪᰝ
2023/11/16

869 ᑠඣ⛉ ྜྷ⏣ ࡸࡉ

Pfizer Registory of Outcomes in Growth hormone RESearch(PROGRES) 

᪥ᖖデ⒪ୗ࡛ࢺࣄᡂ㛗ࣥࣔࣝ࣍㸦hGH㸧⒪ࡿ࠸࡚ࡅཷࢆᝈ⪅ࢆᑐ㇟ࡓࡋከᅜ⡠ࠊ㠀

ධ๓ྥࢺ࣮࣍ࢥࡁ◊✲㸦PROGRES㸧

2023/11/16

716-4 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

㒊
➲㒊㢌ഃᚰ୰ᗈṊἼᲲࢆ持ࡘඣᑠ࡚ࢇࢇࡢᏛ⩦㐠ື㛵ࡍࡿ◊✲71/11/3202

870 㢌㢕㒊እ⛉ ᐑ㷂 ┾
発㌿⛣㢌㢁㒊⒴ᑐࡢࣈ࣐ࢬࣜࣟࣈࣥ࣌ࡿࡍຠᯝ㛵ࡿࡍከタඹྠᚋࡁྥࢁゎᯒ㸸

ᚋࢺ࣮࣍ࢥࡁྥࢁ◊✲
2023/11/17

871 ᾘჾ࣭⫢⫹⮅እ⛉ 㧗 ῭ᓟ ᝈ⪅య㦂ㄪᰝ㸦ཌ生ປാ┬ᗣᒁ病ᑐ⟇ㄢ㸧ࡢࡵࡓࡢ⌮⟶ᑐ⟇㐍ᤖࢇࡀ 2023/12/4 

872 ⾑ᾮ⭘⒆ෆ⛉ ㉺ᬛ ┿୍
⾑ᰦᛶ⾑ᑠᯈῶᑡᛶ⣸ᩬ病㸦TTP㸧生ࡿࡌᚰ➽⾑ዲ୰⌫⣽⬊እࣉࢵࣛࢺ㸦NETs㸧ࡢ

ホ౯
2023/12/4 

㦵⭌㐲ៅᮏ☾⛉እᙧᩚ378ᩳࡵษ㦵ࡾ⾡ࡢ⾡ᡂᚋ⦼㛵ࡍࡿ◊✲4/21/3202

726-3 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᯇᯘ ☻
ᛴᛶᚰᝈ⪅ࢆᑐ㇟ࣥࢪࣟࣇࣜࢢࣃ࢚ࣥࡓࡋ〇ࡢ有ຠᛶ᳨ࢆウࡿࡍከタඹྠ↓

సⅭ㔜┣᳨࣎ࢭࣛࣉᑐ↷୪⾜⩌㛫ẚ㍑ヨ㦂
2023/12/6 

874 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
⒪ᢠᛶ₽⒆ᛶ⭠⅖ᑐࡿࡍ生≀Ꮫⓗ〇ࡢ有ຠᛶࢆ

ホ౯ࡢࡵࡓࡿࡍ㠀┣᳨↓సⅭ⮫ᗋヨ㦂
2023/12/6 

875 ᾘჾ࣭⫢⫹⮅እ⛉ ୰ᕝ ṇ
ษ㝖⬟⭠⒴ᑐࣝࢩࣛࣆࢳ࣭ࣥࢪࣜࣝࣇࣜࢺࡿࡍ㸩ࡢࣈ࣐ࢬࢩࣂ࣋

ᚑ᮶ἲ㝸㐌ἲࡢᐇ⏝ⓗ࣒ࣛࣥࢲ➨Ϫ┦ヨ㦂
2023/12/6 

740-5 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
₽⒆ᛶ⭠⅖ࡢデ᩿ࡿࡅ࠾≉␗ⓗ࣮࣮࣐࢝࢜ࣂ

ᢠࣥࣜࢢࢸࣥȘvș6ᢠయࡢ有⏝ᛶ㛵ࡿࡍከᶵ㛵ඹྠ◊✲
2023/12/12

876 ឤᰁෆ⛉ ➟ᯇ 人 Obinutuzumab,BendamustineᢞᚋSARS-Cov-2ࡢឤᰁࡀ㑄ᘏ12ࡓࡋ᳨ࡢウ 2023/12/12

21/21/3202ᛶ⏝有ࡢ㝖ษ⭠ᣦ༑㢌⮅ᨭ࠾ࡅࡿࣟ࣎ࢵࢺ⒴⮅㞴ᅔᓟ῭㧗⛉እ⮅⫹⫢࣭ჾᾘ778

878 ⬻⚄⤒እ⛉ ๓ᕝ ⚽⥅ Posterior condylar canal発生ࡓࡋ◳⭷ື㟼⬦⒦㛵ࡿࡍከタඹྠ◊✲㸦ㄽᩥሗ࿌㸧 2023/12/12

21/21/3202ᰝㄪែᐇࡢᰝ᳨ᗋ⮫࠾ࡅࡿᡤ⒪デ┴Ⰻዉ㐨Ꮥᕝ㒊ᰝ᳨ᗋ⮫978

㔘ᕼᕼኴᇉ᪥⛉⒪୰㞟54-⒪་࣎ࢫ࣑ࣥࡢ⏝ࡘ࠸62/21/3202࡚

ᛶ㞴㉸Ꮚ⨾ᶫᒸ⛉ෆ⤒⚄⬻64-⒪་࡚ࢇࢇᝈ✚㔜⪅ᑐࡍࡿࢣࢱ࣑ࣥࡢ⏝ࡘ࠸62/21/3202࡚

02/21/3202㺼㺖㺻㺚㺎㺽㺫ᡣᚰⓗ୍ࢆ⏝࠸ࡓᴟ㟁▱ឤᡣᚰ࣮࣌ࢫ࣓࣮࣮࢝ࡢDDV࿃ఙ㇂す⛉⒪୰㞟74-⒪་

644-3 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᕝ⏣ ၨஅ

Heart Failure with non-reduced Ejection Fraction (HF non-rEF) ࢆᑐ㇟ࡓࡋ

ᚰᡣ⣽ືࡓࡵྵࢆᩚ⬦᳨ฟᑐࡿࡍ Implantable Loop Recorder (ILR) ࡢ有⏝ᛶ᳨ࡢ

ウ

2023/12/20

72/21/3202ウ᳨ࡢLOQ࠾ࡅࡿඣᝈᙧወ⟶ࡋࡓࣜࣥࣃせࢆධⓗ⛉እ࿃㈼␊୰⛉እඣᑠ088
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᪥ദ㛤ྡ㢟ㄢ

884 ᾘჾෆ⛉ ⡿⏣ ⿱ு ⫢⣽⬊⒴ᑐ࢜ࢪࣛࡿࡍἼ↝ⅎ⒪ἲࡢ⒪ᡂ⦼ࡧࡼ࠾Ᏻᛶ᳨ࡢウ 2023/12/27 

885 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
ࡢ㣧㓇㔞పῶ⒪ᚋࡢ࢙ࣥࣇ࣓ࣝࢼࡿࡍᑐ⪅ᝈࡿࡍ有ࢆᛶ⫢㞀ᐖ㸭౫Ꮡ࣮ࣝࢥࣝ

⫢ᶵ⬟ࡢ推⛣
2023/12/27

886 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᕝ⏣ ၨஅ
㔜Ⅳ㓟ࢫ࣮࣒ࣛ࣎࢘ࣜࢺࢼᢞࡓ࠸⏝ࢆ⥭ᛴ⤒⓶ⓗෙື⬦ᙧᡂ⾡ᚋࡢ

㐀ᙳ⭈ண㜵ຠᯝ㛵ࡿࡍ⮫ᗋ◊✲
2024/1/17 

887 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
⅖ᛶ⭠ᝈᝈ⪅ࡢᢚ㨚≧ࢆホ౯ྍ⬟࡞⾑ΎᏛⓗᣦᶆࢆ❧☜ࡢ┠ᣦࡓࡋ᪂ࡾྲྀ࡞ࡓ⤌

ࡳ
2024/1/24 

888 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

⛉
42/1/4202ሰ᱾㤿ᾏࡋࡓ࿊ࢆᐖ㞀⬟ᶵ▱ㄆぬど生ᬛ㔝┾

52/1/4202ウ᳨ࡢᛶ⏝有ࡢ࣐࣮࢟ࣥࢢࡢ⾡ᡭ⒴⫶ࡋࡓ⏝ࢆἲග⺯GCIᐶ⏣ྑ⛉እ⮅⫹⫢࣭ჾᾘ84-⒪་

་⒪-49 ᑠඣ⬻⚄⤒እ⛉ ᶓ⏣ ᾈ 発⬻ᖿ㒊⚄⤒⭺⭘ࠊᨺᑕ⥺⒪ᚋࠊᨺᑕ⥺ቯṚᑐࡢࣥࢳࢫࣂࡿࡍ⏝࡚࠸ࡘ 2024/1/25 

889 ᩚᙧእ⛉ ☾ᮏ ៅ
Dislocation orsubluxation of the ankle with syndesmosis injury in rugby players: 

An srthroscopic study 
2024/2/28 

863-2 ⸆㒊 ᇼ ᬛ㈗
ⓑᒀண㜵ຠᯝ⺮ࡢ⸆SGLT2㜼ᐖࡓࡋ㇟ᑐࢆ⪅⏝ᝈࣈ࣐ࢬࢩࣂ࣋㸩ࣈ࣐ࢬࣜࢰࢸ

㛵ࡿࡍከタᚋ᪉どⓗほᐹヨ㦂
2024/2/20 

644-4 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᕝ⏣ ၨஅ

Heart Failure with non-reduced Ejection Fraction (HF non-rEF) ࢆᑐ㇟ࡓࡋ

ᚰᡣ⣽ືࡓࡵྵࢆᩚ⬦᳨ฟᑐࡿࡍ Implantable Loop Recorder (ILR) ࡢ有⏝ᛶ᳨ࡢ

ウ

2024/2/20 

726-4 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᯇᯘ ☻
ᛴᛶᚰᝈ⪅ࢆᑐ㇟ࣥࢪࣟࣇࣜࢢࣃ࢚ࣥࡓࡋ〇ࡢ有ຠᛶ᳨ࢆウࡿࡍከタඹྠ↓

సⅭ㔜┣᳨࣎ࢭࣛࣉᑐ↷୪⾜⩌㛫ẚ㍑ヨ㦂
2024/2/20 

862-2 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᯇᯘ ☻

ᕥᐊ㥑ฟ率ಖ持ᆺᚰࡢṇ☜࡞デ᩿ࡓࡅྥ❧☜ࡢ࣒ࢬࣜࢦࣝከタඹྠ◊✲

The Multicenser STudy On Precise algorithm for diagnosis of Heart Failure with

Preserved Ejection Fraction(STOP-HFPEF)

2024/2/20 

⬻㉁ⓑᛶᕢከᛶ⾜㐍グᏕᮾᏳ⛉ෆ⤒⚄⬻15-⒪་࠾ࡅࡿ㓟ሷ࣓ࣇࣟ࢟ࣥࡢ⏝ࡘ࠸22/2/4202࡚

82/2/4202ゞᨵᡂసࡍࡿࢹ࣮ࢱ࣮࣋ࢫࡢ㛵ᰝ᳨Ꮚఏ㑇ACRBᏊ⨾ᜨ⣡᪂⛉人፬⏘3-556

891 ྾ჾෆ⛉ ఀ⸨ Ṋྐ ウ᳨ࡢ㛫㉁ᛶ⫵ᝈࡓࡋ㇟ᑐࢆ⪅定⏝ᡂ⦼ㄪᰝ㸫⫵⒴ᝈ≉ࡢࢶ࣮ࣁ࢚ࣥ 2024/2/28 

892 Ἢᒀჾ⛉ ᙳᯘ 㢗᫂
᪥ᮏ人ࡢBCGᛂᛶ㧗ࢻ࣮ࣞࢢ➽ᒙ㠀ᾐ₶ᛶ⭤⬔⒴ᝈ⪅ᑐࡿࡍFE999326ࡢ⭤⬔ෆὀධ

⒪ἲࡿࡅ࠾➨Ϫ┦ࣥࣉ࣮࢜ヨ㦂ࡢᝈ⪅⤂
2024/2/28 

713-4 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ ⢾ࡢࣥࢪࣜ࣌ࢫ࣊ཎ発ᛶ⫹Ồᛶ⫹⟶⅖ᝈ⪅ᑐࡿࡍ有ຠᛶᏳᛶࡢ࡚࠸ࡘ◊✲ 2024/2/28 

885-2 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
ࡢ㣧㓇㔞పῶ⒪ᚋࡢ࢙ࣥࣇ࣓ࣝࢼࡿࡍᑐ⪅ᝈࡿࡍ有ࢆᛶ⫢㞀ᐖ㸭౫Ꮡ࣮ࣝࢥࣝ

⫢ᶵ⬟ࡢ推⛣
2024/2/28 

874-3 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
⒪ᢠᛶ₽⒆ᛶ⭠⅖ᑐࡿࡍ生≀Ꮫⓗ〇ࡢ有ຠᛶࢆ

ホ౯ࡢࡵࡓࡿࡍ㠀┣᳨↓సⅭ⮫ᗋヨ㦂
2024/2/28 

874-4 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
⒪ᢠᛶ₽⒆ᛶ⭠⅖ᑐࡿࡍ生≀Ꮫⓗ〇ࡢ有ຠᛶࢆ

ホ౯ࡢࡵࡓࡿࡍ㠀┣᳨↓సⅭ⮫ᗋヨ㦂
2024/2/28 

ᝈᮇᮎ⤊㈗⿱ᒣᚨ⛉⒪୰㞟25-⒪་⪅ࡢᢤ⟶ࡘ࠸22/2/4202࡚

805-3 ┳ㆤ㒊 ኳෆ 㝧Ꮚ ⬻༞୰ᚋࡢᝈ⪅ࠕࡢ㣗ࡓࡋࡊࡡࢆࠖࡾࡃཱྀ࡙ࡿࢀࡽ┳ㆤࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࢣ㛤発 2024/3/19

893 ᨺᑕ⥺㒊 㜰ᮏ ⏤ኟ ⭘⒆ෆ㒊ቯṚࡢᥥฟ⬟ྥୖࢆ┠ⓗࡓࡋ⏬ീᵓᡂ᭱ࡢࢱ࣮࣓ࣛࣃ㐺 2024/3/19 

686-3 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᕝ⏣ ၨஅ
Registry of contemporary medical management of chronic heart failure  

with non-reduced ejection in Japan - The PARACLETE study -  
2024/3/8 

895 ᨺᑕ⥺㒊 㜰ᮏ ⏤ኟ ⭘⒆ෆ㒊ቯṚࡢᥥฟ⬟ྥୖࢆ┠ⓗࡓࡋ⏬ീᵓᡂ᭱ࡢࢱ࣮࣓ࣛࣃ㐺 2024/3/19 

897 ⾑ᾮ⭘⒆ෆ⛉ ㇂ ᝡ
Polatuzumad-Vedotinే⏝Ꮫ⒪ἲ㸦Pola-R-CHP㸧ࢆ⾜ึࡓࡋ発ࢇࡲࡧᛶ⣽⬊ᆺB

⣽⬊ࣜࣥࡿࡅ࠾ࢻ࣮ࣝ࣡ࣝࣜࡢ⭘ࣃ有ຠᛶᏳᛶࡢᚋ᪉どⓗゎᯒ
2024/3/25 

726-5 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᯇᯘ ☻
ᛴᛶᚰᝈ⪅ࢆᑐ㇟ࣥࢪࣟࣇࣜࢢࣃ࢚ࣥࡓࡋ〇ࡢ有ຠᛶ᳨ࢆウࡿࡍከタඹྠ↓

సⅭ㔜┣᳨࣎ࢭࣛࣉᑐ↷୪⾜⩌㛫ẚ㍑ヨ㦂
2024/3/25 

875-2 ᾘჾ࣭⫢⫹⮅እ⛉ ୰ᕝ ṇ
ษ㝖⬟⭠⒴ᑐࣝࢩࣛࣆࢳ࣭ࣥࢪࣜࣝࣇࣜࢺࡿࡍ㸩ࡢࣈ࣐ࢬࢩࣂ࣋

ᚑ᮶ἲ㝸㐌ἲࡢᐇ⏝ⓗ࣒ࣛࣥࢲ➨Ϫ┦ヨ㦂
2024/3/20 

899 ⮫ᗋ᳨ᰝ㒊 ᕝ ㍜
୕ḟ་⒪ᶵ㛵ᩆᩆᛴ࡛࣮ࢱࣥࢭศ㞳ࡓࢀࡉESBL⏘生⭠⳦ࡢศᏊᾮᏛⓗゎᯒ⮫ᗋⓗ

≉ᚩ
2024/3/19 

་⒪-54 ᑠඣ⛉ ௰ 㞞அ
ஙᗂඣࡢ୰ᯡᛶᒀᔂᑐཱྀࣥࢩࣞࣉࣔࢫࢹࡿࡍ⭍ෆᔂቯ㘄ࡢ⯉ୗ/⤒⟶ᢞ᪉ἲ☜❧

࡚ࡅྥ
2024/3/21 

787-2 ᑠඣእ⛉ ୰␊ ㈼࿃
ࡢᗣ࣭♫生ά≧ἣࡢ࣮ࣂࣂࢧࢇࡀᑠඣࡢᅜࡀࢃ

ᐇែゎ᫂㛵ࡿࡍつᶍㄪᰝ◊✲
2024/3/28 

788-2 ᑠඣእ⛉ ୰␊ ㈼࿃
ࡢᗣ࣭♫生ά≧ἣࡢ࣮ࣂࣂࢧࢇࡀᑠඣࡢᅜࡀࢃ

ᐇែゎ᫂㛵ࡿࡍ๓ྥࢺ࣮࣍ࢥࡁ◊✲
2024/3/28 

789-2 ᑠඣእ⛉ ୰␊ ㈼࿃
ᑠඣࡿࡅ࠾࣮ࣂࣂࢧࢇࡀquality of life࣭ࢽ࣌ࢥࣝࢧࡧࡽ࡞

⚄⤒ᚰ⌮Ꮫⓗྜే࣭ᚰ⮚ᗣ⟶⌮㛵ࡿࡍWEBࢺ࣮ࢣࣥㄪᰝ
2024/3/28 

2/3/4202౯ホࡢetatseulavytilituhtlaeHࡈࡢᝈᰁឤࡢඣᑠᩯὈ㔝⛉ඣᑠ009 8 

901 ᑠඣ⛉ 㔝 Ὀᩯ
ከ㡯┠PCR(FilmArray࣒ࢸࢫࢩ)ྛࡓ࠸⏝ࢆࣝࢿࣃ⤒ⓗ࡞ឤᰁᏛ ⮫࣭ᗋ⤒㐣 病࣭ཎ

య㝧ᛶ持⥆㛫࣭㠀ឤᰁᛶᝈࡢ㛵㐃᳨ࡢウ
2024/3/28 

862-3 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᯇᯘ ☻

ᕥᐊ㥑ฟ率ಖ持ᆺᚰࡢṇ☜࡞デ᩿ࡓࡅྥ❧☜ࡢ࣒ࢬࣜࢦࣝከタඹྠ◊✲

The Multicenser STudy On Precise algorithm for diagnosis of Heart Failure with

Preserved Ejection Fraction(STOP-HFPEF)

2024/3/28 

772-3 ཱྀ⭍እ⛉ ᒣᮏ ୍ᙪ
ཱྀ⭍ᡥᖹⱏⓄᑐࢳࣥࣛࣇࢭࡿࡍ ࡿࡍ㛵Ᏻᛶࠊ有ຠᛶࡢࣥ®

ከタ࣒ࣛࣥࢲẚ㍑ヨ㦂
2024/3/28 

772-4 ཱྀ⭍እ⛉ ᒣᮏ ୍ᙪ
ཱྀ⭍ᡥᖹⱏⓄᑐࢳࣥࣛࣇࢭࡿࡍ ࡿࡍ㛵Ᏻᛶࠊ有ຠᛶࡢࣥ®

ከタ࣒ࣛࣥࢲẚ㍑ヨ㦂
2024/3/28 

902 ⾑ᾮ⭘⒆ෆ⛉ ㉺ᬛ ┿୍
ᛴᛶ㦵㝶ᛶⓑ⾑病ࡢᝈศ㢮ࡢࡈWT1-mRNA್ࡢホ౯ࠊࡧࡼ࠾⒪⤒㐣ࡿࡅ࠾推⛣ࡢ

ゎᯒ㸦WT1-AM-04ヨ㦂㸧
2024/3/28 

881 ᑠඣእ⛉ ୰␊ ㈼࿃ GD2ච⒪ἲࡿࡅ࠾๓⒪⮫ᗋ⤒㐣ࡢ㛵㐃ᛶ᳨ࢆウࡿࡍᚋ᪉どⓗㄪᰝ◊✲ 2023/12/27

882 ᑠඣእ⛉ ᒣෆ  ୰⭠㍈㌿ࡿࡅ࠾⭡㒊ࢺ࣓ࣥࢺ࣮ࣃࣥࢥண㜵ࣟࢧ㐀タࡓ࠸⏝ࢆsecond lookᡭ⾡ 2023/12/27

72/21/3202⣴᥈ࡢᏊఏ㑇㐃㛵発ὶ㏫⟶ᒀ⬔⭤ࡼࡿᯒゎ㐃㛵ࢤࣀ࣒࣡ࢻෆᒣ⛉እඣᑠ388
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884 ᾘჾෆ⛉ ⡿⏣ ⿱ு ⫢⣽⬊⒴ᑐ࢜ࢪࣛࡿࡍἼ↝ⅎ⒪ἲࡢ⒪ᡂ⦼ࡧࡼ࠾Ᏻᛶ᳨ࡢウ 2023/12/27 

885 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
ࡢ㣧㓇㔞పῶ⒪ᚋࡢ࢙ࣥࣇ࣓ࣝࢼࡿࡍᑐ⪅ᝈࡿࡍ有ࢆᛶ⫢㞀ᐖ㸭౫Ꮡ࣮ࣝࢥࣝ

⫢ᶵ⬟ࡢ推⛣
2023/12/27

886 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᕝ⏣ ၨஅ
㔜Ⅳ㓟ࢫ࣮࣒ࣛ࣎࢘ࣜࢺࢼᢞࡓ࠸⏝ࢆ⥭ᛴ⤒⓶ⓗෙື⬦ᙧᡂ⾡ᚋࡢ

㐀ᙳ⭈ண㜵ຠᯝ㛵ࡿࡍ⮫ᗋ◊✲
2024/1/17 

887 ᾘჾෆ⛉ Ᏺᒇ ᆂ
⅖ᛶ⭠ᝈᝈ⪅ࡢᢚ㨚≧ࢆホ౯ྍ⬟࡞⾑ΎᏛⓗᣦᶆࢆ❧☜ࡢ┠ᣦࡓࡋ᪂ࡾྲྀ࡞ࡓ⤌

ࡳ
2024/1/24 

888 
ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

⛉
42/1/4202ሰ᱾㤿ᾏࡋࡓ࿊ࢆᐖ㞀⬟ᶵ▱ㄆぬど生ᬛ㔝┾

52/1/4202ウ᳨ࡢᛶ⏝有ࡢ࣐࣮࢟ࣥࢢࡢ⾡ᡭ⒴⫶ࡋࡓ⏝ࢆἲග⺯GCIᐶ⏣ྑ⛉እ⮅⫹⫢࣭ჾᾘ84-⒪་

་⒪-49 ᑠඣ⬻⚄⤒እ⛉ ᶓ⏣ ᾈ 発⬻ᖿ㒊⚄⤒⭺⭘ࠊᨺᑕ⥺⒪ᚋࠊᨺᑕ⥺ቯṚᑐࡢࣥࢳࢫࣂࡿࡍ⏝࡚࠸ࡘ 2024/1/25 

889 ᩚᙧእ⛉ ☾ᮏ ៅ
Dislocation orsubluxation of the ankle with syndesmosis injury in rugby players: 

An srthroscopic study 
2024/2/28 

863-2 ⸆㒊 ᇼ ᬛ㈗
ⓑᒀண㜵ຠᯝ⺮ࡢ⸆SGLT2㜼ᐖࡓࡋ㇟ᑐࢆ⪅⏝ᝈࣈ࣐ࢬࢩࣂ࣋㸩ࣈ࣐ࢬࣜࢰࢸ

㛵ࡿࡍከタᚋ᪉どⓗほᐹヨ㦂
2024/2/20 

644-4 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᕝ⏣ ၨஅ

Heart Failure with non-reduced Ejection Fraction (HF non-rEF) ࢆᑐ㇟ࡓࡋ

ᚰᡣ⣽ືࡓࡵྵࢆᩚ⬦᳨ฟᑐࡿࡍ Implantable Loop Recorder (ILR) ࡢ有⏝ᛶ᳨ࡢ

ウ

2024/2/20 

726-4 ᚠ⎔ჾෆ⛉ ᯇᯘ ☻
ᛴᛶᚰᝈ⪅ࢆᑐ㇟ࣥࢪࣟࣇࣜࢢࣃ࢚ࣥࡓࡋ〇ࡢ有ຠᛶ᳨ࢆウࡿࡍከタඹྠ↓
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（��）༌݂ྍ๏ҕһձ

１　త

　 　当院の༌血に関わるج本方の֬立、体制　マニュアルの整උ、有事などの調査研ڀ、最新の
見のऩ集などにより、当院におけるద正な༌血療法の実ફをਪਐすることを目తとする。委員会は２カ
月に一、年̒ճ開࠵している。
２　࣮

　ʦ第１ճ　2023 年５月 11 日ʧ
　場所　ڭҭ研修センター　会ٞ室１
　　ᾇ　2022 年　剤༻状況の報ࠂ
　　ᾈ　３月・̐月の剤༻状況・副࡞༻状況
　　ᾉ　ۓ急༌血の報ࠂ（３月・̐月）
　　ᾊ　༌血医療チーム報ࠂ
　　　　　RBC Ԛ染剤に対する意ەԆ長、細ݶظ
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　　　　　༌血査報ࠂ
　　ᾋ　そのଞ　 年の総ׅと本年のऔりみࡢ
　ʦ第２ճ　2023 年７月 13 日ʧ
　場所　ڭҭ研修センター　会ٞ室１
　　ᾇ　５月・̒月の剤༻状況・副࡞༻状況
　　ᾈ　ۓ急༌血の報ࠂ（５月・̒月分）
　　ᾉ　༌血医療チーム報ࠂ
　　　　　マニュアル更新や合成血の調整についてのଧ合せ　
　　ᾊ　合成血院内調整について
　　　　　医の倫理委員会においてঝೝがಘられたため、NICU とٞڠしӡ༻を開始する༧ఆ
　　ᾋ　༌血ಉ意ॻおよび血ᕶ分画剤ಉ意ॻのݶظについて
　　　　　 厚生࿑ಇল近ـ厚生局によるಛఆ共ಉ指ಋのࡍに指ఠされたಉ意ॻのݶظのについて、対

Ԡࡦをٞڠした。
　ʦ第３ճ　2023 年９月 14 日ʧ
　場所　ڭҭ研修センター　会ٞ室１
　　ᾇ　７月・̔月の剤༻状況・副࡞༻状況
　　ᾈ　ۓ急༌血の報ࠂ（７月・̔月分）
　　ᾉ　༌血医療チーム報ࠂ
　　　　　合成血ӡ༻および༌血ಉ意ॻの更新についてଧち合わせ
　　　　　༌血査報ࠂ
　　ᾊ　༌血ಉ意ॻおよびಛఆ生༝来品༻ಉ意ॻのվఆについて
　　　　　これらのಉ意ॻのݶظのについて方をܾఆした。
　ʦ第̐ճ　2023 年 11 月９日ʧ
　場所　ڭҭ研修センター　会ٞ室１
　　ᾇ　９月・10 月の剤༻状況・副࡞༻状況
　　ᾈ　ۓ急༌血の報９）ࠂ月・10 月分）
　　ᾉ　༌血医療チーム報ࠂ
　　　　　༌血ಉ意ॻの更新について再֬ೝ
　　ᾊ　血小൘の分ׂ剤࡞成について
　　　　　NICU からの血小൘剤ґཔが૿加したため、血小൘剤についても分ׂ剤࡞成を開始する。
　ʦ第５ճ　2024 年１月 18 日ʧ
　場所　ڭҭ研修センター　会ٞ室１
　　ᾇ　11 月・12 月の剤༻状況・副࡞༻状況
　　ᾈ　ۓ急༌血の報11）ࠂ 月・12 月分）
　　ᾉ　༌血医療チーム報ࠂ
　　　　　༌血査報ࠂ
　ʦ第̒ճ　2024 年３月 14 日ʧ
　場所　ڭҭ研修センター　会ٞ室３
　　ᾇ　１月・２月の剤༻状況・副࡞༻状況
　　ᾈ　ۓ急༌血の報ࠂ（１月・２月分）
　　ᾉ　༌血ಉ意ॻ౷合について
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　　　　　 ༌血ಉ意ॻ・ಛఆ生༝来品༻ಉ意ॻおよびࣗݾ血༌血ಉ意ॻの౷合が提Ҋされྃঝされ
た。

　　ᾊ　日本༌血・細๔治療学会ೝఆ医制の指ఆ施設ೝఆূऔಘについて
　　　　　2024 年 4 月 1 日で上記をऔಘできたことが報ࠂされた。

αʔϏεҕһձऀױ（��）

１　త

　 　患者さんや来院者等からのご意見、アンケート内༰について৹ٞし、よりよいセンターのӡ営、患者
サービスの向上をਤる。
２　���� ։࠵ٴͼఆྫใࠂɾ߲ࣄ౼ݕ

　　ᾇ　委員会は 12 ճ開࠵される。
　　ᾈ　前月分の入院患者アンケートの集݁ܭՌについて報ࠂ
　　　　（アンケートの߲目）
　　　　・性別・年ྩ・入院ظ間
　　　　・医師から患者さんへのઆ明はわかりやすかったですか
　　　　・入院中、医師の対Ԡはいかがでしたか
　　　　・入院中、看護師の対Ԡはいかがでしたか
　　　　・入院中、そのଞのスタッフの対Ԡはいかがでしたか
　　　　・院内では、安心して医療をडけられましたか
　　　　・病院৯はいかがでしたか
　　　　・શ体として、この病院にຬしていますか
　　　　・アンケートにおえいただいた方は患者さんご本人ですか
　　　　・ご意見・ごཁなどࣗ༝記ࡌཝ
　　ᾉ　前月分の患者さん等からのご意見（ཁ・ۤ情等）への対Ԡについて報ࠂ
　　ᾊ　前月分の患者さん等からの患者のݴ༿について報ࠂ
　　ᾋ　だしなみについて
　　ᾌ　患者ຬ分析ද（NPS）（̐ճʗ年）
　　ᾍ　 外来患者ຬアンケート調査（１ճʗ年）

（��）ΫϦχΧϧύεҕһձ

１　త

　 　クリニカルパス委員会は、１）チーム医療のଅਐ　２）患者ຬの向上　３）在院日のॖ　̐）
コストの５　ݮ）職員ڭҭの目తを以てクリニカルパスをਪਐするため活動することとする。
２　���� ࣮

　　・診療科別実施݅   （別ࢀࢴর） パス：　286 ݅（診療科：26）
　　　　消化器・؊ᢄ外科 29 心ଁ血外科 ̔ 整形外科 46
　　　　椎外科 ̐ 脳神経外科 14 放射線科 １
　　　　泌尿器科 14 眼科 ̒ 耳鼻咽喉科 18
　　　　産科 ̔ 婦人科 13 小児科 16
　　　　呼吸器内科 ̒ 循環器内科 24 腎ଁ内科 ̔
　　　　消化器内科 34 糖尿病内科 10 乳腺外科 ̐
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　　　　脳神経内科 ２　　　　皮膚科 ̒ 血液・जᙾ内科 １
　　　　新生児集中治療部 ３　　　　口腔外科 ３ 新型コロナ ̐
　　　　呼吸器外科 １　　　　小児外科 １ 救急科 ２

　　・新規࡞成　
　　　　登録݅：̔݅

　登録内༰

　　・患者パス（入院診療ܭ画ॻ）のӡ༻
　　　　平成 31 年１月１日よりӡ༻開始

診療科名 ᝈ⪅パスసᡂ数 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

00100用⪅療་科内経神脳

1 ᝈ⪅パス 0 0 0 0 0

Ⓨ⾜率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

消化器・肝胆膵外科 ་療⪅用 817 720 635 616 827

26 ᝈ⪅パス 533 586 465 517 699

Ⓨ⾜率 65.2% 81.4% 73.2% 83.9% 84.5%

3816210779641用⪅療་科外形整

11 ᝈ⪅パス 92 86 67 103 121

Ⓨ⾜率 63.0% 88.7% 95.7% 81.7% 66.1%

70193700用⪅療་科外経神脳

5 ᝈ⪅パス 0 0 7 23 64

Ⓨ⾜率 0.0% 0.0% 100.0% 59.0% 59.8%

703232792903644用⪅療་科器尿泌

7 ᝈ⪅パス 290 274 273 208 286

Ⓨ⾜率 65.0% 88.7% 91.9% 89.7% 93.2%

9430653024555用⪅療་科産

4 ᝈ⪅パス 42 40 158 507 288

Ⓨ⾜率 76.4% 74.1% 77.8% 90.5% 82.5%

06210779641用⪅療་科眼

2 ᝈ⪅パス 92 86 67 103 0

Ⓨ⾜率 63.0% 88.7% 95.7% 81.7% 0.0%

19293700用⪅療་科ႃဗ鼻耳

13 ᝈ⪅パス 0 0 7 23 269

Ⓨ⾜率 0.0% 0.0% 100.0% 59.0% 92.4%

血液・腫瘍内科 ་療⪅用 446 309 297 232 1

1 ᝈ⪅パス 290 274 273 208 0

Ⓨ⾜率 65.0% 88.7% 91.9% 89.7% 0.0%

新生児集中治療部 ་療⪅用 55 54 203 560 286

3 ᝈ⪅パス 42 40 158 507 283

Ⓨ⾜率 76.4% 74.1% 77.8% 90.5% 99.0%

010744用⪅療་科外器吸呼

1 ᝈ⪅パス 41 1 0 1 0

Ⓨ⾜率 93.2% 14.3% 0.0% 100.0% 0.0%

895992392432672用⪅療་科内器環循

7 ᝈ⪅パス 218 212 270 279 466

Ⓨ⾜率 79.0% 90.6% 92.2% 93.3% 77.9%

5611420用⪅療་科内器吸呼

5 ᝈ⪅パス 0 0 2 0 127

Ⓨ⾜率 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 77.0%

3874823600用⪅療་科内器化消

7 ᝈ⪅パス 0 0 63 284 584

Ⓨ⾜率 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 74.6%

0306784343594用⪅療་科急救

1 ᝈ⪅パス 320 232 401 515 0

Ⓨ⾜率 64.6% 67.6% 82.3% 85.4% 0.0%

231742171141731用⪅療་科外管血臓心

5 ᝈ⪅パス 113 127 157 210 127

Ⓨ⾜率 82.5% 90.1% 91.8% 85.0% 96.2%

37775974584935用⪅療་科外髄脊椎脊

4 ᝈ⪅パス 377 375 348 376 63

Ⓨ⾜率 69.9% 77.3% 72.7% 65.2% 86.3%

284551421921211用⪅療་科人婦

12 ᝈ⪅パス 101 113 107 139 473

Ⓨ⾜率 90.2% 87.6% 86.3% 89.7% 98.1%

211870758911用⪅療་科内臓腎

2 ᝈ⪅パス 97 83 68 67 100

Ⓨ⾜率 81.5% 97.6% 97.1% 85.9% 89.3%

糖尿病・内分泌内科 ་療⪅用 353 349 381 413 40

10 ᝈ⪅パス 301 300 370 405 17

Ⓨ⾜率 85.3% 86.0% 97.1% 98.1% 42.5%

081191128531用⪅療་科外腔口

2 ᝈ⪅パス 109 64 91 101 0

Ⓨ⾜率 80.7% 78.0% 76.5% 85.6% 0.0%

973138315用⪅療་科外児小

1 ᝈ⪅パス 28 17 14 16 6

Ⓨ⾜率 54.9% 44.7% 45.2% 43.2% 66.7%
0

་療⪅用 3,725 3,075 3,435 4,386 4,745

127 ᝈ⪅パス 2,662 2,510 2,861 3,751 3,973

Ⓨ⾜率 71.5% 81.6% 83.3% 85.5% 83.7%

ྜィ

䈜Ⓨ⾜率䠙
ᝈ⪅パスⓎ⾜数

ᝈ⪅パス䛜సᡂ䛥䜜䛶い䜛་療⪅用パス䛾適用数

䠎䠌䠎䠏年度䚷ᝈ⪅パス䠄入院診療ィ⏬᭩䠅Ⓨ⾜᥎⛣
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ᑠඣ⛉
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㙠㟼
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令和㸳年㸶月 ᾘჾ࣭ ⫢⫹⮅外⛉ 㣗㐨ษ㝖⾡㸦開⬚あり）㸸⾡ᚋ㹇㹁㹓 てసᡂࡏే

令和㸳年１１月

྾ჾ外⛉ ⫵ษ㝖⾡ てసᡂࡏే
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　　・શࣗ病「医療の࣭のධՁ・公ද等ਪਐ事業」
　　　　　　平成 27 年 4 月より、Ҿき続きࢀ加。
　　　　　　　Ģ ߲目 Ĥ　パス新規ద༻患者
　　　　　　　　　　　 パスద༻日・༻
̏　ΫϦχΧϧύεద༻（ࢿྉ）

診療科名 ᝈ⪅パスసᡂ数 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

00100用⪅療་科内経神脳

1 ᝈ⪅パス 0 0 0 0 0

Ⓨ⾜率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

消化器・肝胆膵外科 ་療⪅用 817 720 635 616 827

26 ᝈ⪅パス 533 586 465 517 699

Ⓨ⾜率 65.2% 81.4% 73.2% 83.9% 84.5%

3816210779641用⪅療་科外形整

11 ᝈ⪅パス 92 86 67 103 121

Ⓨ⾜率 63.0% 88.7% 95.7% 81.7% 66.1%

70193700用⪅療་科外経神脳

5 ᝈ⪅パス 0 0 7 23 64

Ⓨ⾜率 0.0% 0.0% 100.0% 59.0% 59.8%

703232792903644用⪅療་科器尿泌

7 ᝈ⪅パス 290 274 273 208 286

Ⓨ⾜率 65.0% 88.7% 91.9% 89.7% 93.2%

9430653024555用⪅療་科産

4 ᝈ⪅パス 42 40 158 507 288

Ⓨ⾜率 76.4% 74.1% 77.8% 90.5% 82.5%

06210779641用⪅療་科眼

2 ᝈ⪅パス 92 86 67 103 0

Ⓨ⾜率 63.0% 88.7% 95.7% 81.7% 0.0%

19293700用⪅療་科ႃဗ鼻耳

13 ᝈ⪅パス 0 0 7 23 269

Ⓨ⾜率 0.0% 0.0% 100.0% 59.0% 92.4%

血液・腫瘍内科 ་療⪅用 446 309 297 232 1

1 ᝈ⪅パス 290 274 273 208 0

Ⓨ⾜率 65.0% 88.7% 91.9% 89.7% 0.0%

新生児集中治療部 ་療⪅用 55 54 203 560 286

3 ᝈ⪅パス 42 40 158 507 283

Ⓨ⾜率 76.4% 74.1% 77.8% 90.5% 99.0%

010744用⪅療་科外器吸呼

1 ᝈ⪅パス 41 1 0 1 0

Ⓨ⾜率 93.2% 14.3% 0.0% 100.0% 0.0%

895992392432672用⪅療་科内器環循

7 ᝈ⪅パス 218 212 270 279 466

Ⓨ⾜率 79.0% 90.6% 92.2% 93.3% 77.9%

5611420用⪅療་科内器吸呼

5 ᝈ⪅パス 0 0 2 0 127

Ⓨ⾜率 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 77.0%

3874823600用⪅療་科内器化消

7 ᝈ⪅パス 0 0 63 284 584

Ⓨ⾜率 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 74.6%

0306784343594用⪅療་科急救

1 ᝈ⪅パス 320 232 401 515 0

Ⓨ⾜率 64.6% 67.6% 82.3% 85.4% 0.0%

231742171141731用⪅療་科外管血臓心

5 ᝈ⪅パス 113 127 157 210 127

Ⓨ⾜率 82.5% 90.1% 91.8% 85.0% 96.2%

37775974584935用⪅療་科外髄脊椎脊

4 ᝈ⪅パス 377 375 348 376 63

Ⓨ⾜率 69.9% 77.3% 72.7% 65.2% 86.3%

284551421921211用⪅療་科人婦

12 ᝈ⪅パス 101 113 107 139 473

Ⓨ⾜率 90.2% 87.6% 86.3% 89.7% 98.1%

211870758911用⪅療་科内臓腎

2 ᝈ⪅パス 97 83 68 67 100

Ⓨ⾜率 81.5% 97.6% 97.1% 85.9% 89.3%

糖尿病・内分泌内科 ་療⪅用 353 349 381 413 40

10 ᝈ⪅パス 301 300 370 405 17

Ⓨ⾜率 85.3% 86.0% 97.1% 98.1% 42.5%

081191128531用⪅療་科外腔口

2 ᝈ⪅パス 109 64 91 101 0

Ⓨ⾜率 80.7% 78.0% 76.5% 85.6% 0.0%

973138315用⪅療་科外児小

1 ᝈ⪅パス 28 17 14 16 6

Ⓨ⾜率 54.9% 44.7% 45.2% 43.2% 66.7%
0

་療⪅用 3,725 3,075 3,435 4,386 4,745

127 ᝈ⪅パス 2,662 2,510 2,861 3,751 3,973

Ⓨ⾜率 71.5% 81.6% 83.3% 85.5% 83.7%

ྜィ

䈜Ⓨ⾜率䠙
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ᝈ⪅パス䛜సᡂ䛥䜜䛶い䜛་療⪅用パス䛾適用数

䠎䠌䠎䠏年度䚷ᝈ⪅パス䠄入院診療ィ⏬᭩䠅Ⓨ⾜᥎⛣
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診療科名 パス種類 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
脳神経内科 2 入院 335 242 200 306 406

適用 0 0 1 0 0
適用率 0.0% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0%

小児科 16 入院 1001 628 746 829 1,006
適用 352 313 243 152 298

適用率 35.2% 49.8% 32.6% 18.3% 29.7%
消化器・肝胆膵外科 29 入院 1170 1043 951 966 1,218

適用 775 713 624 607 821
適用率 66.2% 68.4% 65.6% 62.8% 67.4%

整形外科 46 入院 356 315 282 328 443
適用 210 156 105 150 231

適用率 59.0% 49.5% 37.2% 45.7% 52.1%
脳神経外科 14 入院 552 437 417 524 582

適用 188 127 155 205 275
適用率 34.1% 29.1% 37.2% 39.1% 47.3%

皮膚科 6 入院 83 59 26 37 44
適用 0 1 7 8 8

適用率 0.0% 1.7% 26.9% 21.6% 18.2%
泌尿器科 14 入院 690 533 477 330 390

適用 536 395 404 300 342
適用率 77.7% 74.1% 84.7% 90.9% 87.7%

8科産 入院 896 797 794 882 849
適用 659 569 591 653 669

適用率 73.5% 71.4% 74.4% 74.0% 78.8%
6科眼 入院 41 5 0 1 0

適用 41 2 0 1 0
適用率 100.0% 40.0% 0.0% 100.0% 0.0%

耳鼻いんこう科 18 入院 302 274 252 302 284
適用 341 286 296 310 287

適用率 112.9% 104.4% 117.5% 102.6% 101.1%
放射線科 1 入院 6 0 0 0 0

適用 2 0 1 0 0
適用率 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

血液・腫瘍内科 1 入院 358 421 321 344 389
適用 0 2 2 1 1

適用率 0.0% 0.5% 0.6% 0.3% 0.3%
新生児集中治療部 3 入院 426 437 501 531 577

適用 0 0 66 292 310
適用率 0.0% 0.0% 13.2% 55.0% 53.7%

呼吸器外科 1 入院 224 229 228 237 236
適用 0 0 0 0 0

適用率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
循環器内科 24 入院 755 620 670 785 879

適用 552 453 536 621 643
適用率 73.1% 73.1% 80.0% 79.1% 73.2%

呼吸器内科 6 入院 632 497 509 635 624
適用 133 120 165 247 155

適用率 21.0% 24.1% 32.4% 38.9% 24.8%
消化器内科 34 入院 1325 1101 872 865 1,159

適用 779 731 615 555 768
適用率 58.8% 66.4% 70.5% 64.2% 66.3%

救急科 2 入院 681 717 700 625 759
適用 0 0 0 0 0

適用率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
心臓血管外科 8 入院 199 203 219 273 247

適用 100 120 126 168 147
適用率 50.3% 59.1% 57.5% 61.5% 59.5%

脊椎脊髄外科 4 入院 124 95 79 80 86
適用 101 79 66 76 69

適用率 81.5% 83.2% 83.5% 95.0% 80.2%
婦人科 13 入院 654 757 712 653 732

適用 393 401 402 440 493
適用率 60.1% 53.0% 56.5% 67.4% 67.3%

腎臓内科 8 入院 193 150 212 221 245
適用 124 72 112 130 118

適用率 64.2% 48.0% 52.8% 58.8% 48.2%
糖尿病・内分泌内科 10 入院 63 59 78 80 71

適用 0 0 25 30 20
適用率 0.0% 0.0% 32.1% 37.5% 28.2%

乳腺外科 4 入院 118 138 168 152 137
適用 94 124 145 134 122

適用率 79.7% 89.9% 86.3% 88.2% 89.1%
口腔外科 3 入院 116 112 106 113 141

適用 0 0 98 114 143
適用率 0.0% 0.0% 92.5% 100.9% 101.4%

小児外科 1 入院 207 276
適用 0 9

適用率 0.0% 3.3%
4ナロコ 入院 0 0 0

適用 361 121 7
適用率

入院 12,557 11,563 11,475 11,811 13,464
適用 5,380 4,664 5,146 5,315 5,936

適用率 42.8% 40.3% 44.8% 45.0% 44.1%

㸰㸮㸰㸱年ᗘࠉデ⒪⛉ูࠉ㐺⏝率
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（��）ྍࡐྉҕһձ

１　త

　　健શな病院経営にࢿするため診療ࡐྉٴび診療にඞཁな医療器۩の࠾༻に関する事߲を৹ٞする。
２　���� ࣮

　　共ಉߪ入ਪ品　　新規ସ品目　18 品目　　
　　事߲
　　・ 共ಉߪ入に加ໍし 5 年が経過し、ସ品目も前年よりわずかに૿加した。ֹݮは前年より大

෯に૿加し、52262980 ԁ（2022 年）ˠ 65049158 ԁ（2023 年）へと 124ˋ૿加をୡ成した。
　　・   診療ࡐྉඅの上げ、ঈؐվఆなど、ࡐྉඅをऔりרく環ڥはݫしくなっているが、Մ能なݶりਪ

ਪ品へのੵۃతなସを実施し、診療ࡐྉのコストݮにྗする。

診療科名 パス種類 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
脳神経内科 2 入院 335 242 200 306 406

適用 0 0 1 0 0
適用率 0.0% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0%

小児科 16 入院 1001 628 746 829 1,006
適用 352 313 243 152 298

適用率 35.2% 49.8% 32.6% 18.3% 29.7%
消化器・肝胆膵外科 29 入院 1170 1043 951 966 1,218

適用 775 713 624 607 821
適用率 66.2% 68.4% 65.6% 62.8% 67.4%

整形外科 46 入院 356 315 282 328 443
適用 210 156 105 150 231

適用率 59.0% 49.5% 37.2% 45.7% 52.1%
脳神経外科 14 入院 552 437 417 524 582

適用 188 127 155 205 275
適用率 34.1% 29.1% 37.2% 39.1% 47.3%

皮膚科 6 入院 83 59 26 37 44
適用 0 1 7 8 8

適用率 0.0% 1.7% 26.9% 21.6% 18.2%
泌尿器科 14 入院 690 533 477 330 390

適用 536 395 404 300 342
適用率 77.7% 74.1% 84.7% 90.9% 87.7%

8科産 入院 896 797 794 882 849
適用 659 569 591 653 669

適用率 73.5% 71.4% 74.4% 74.0% 78.8%
6科眼 入院 41 5 0 1 0

適用 41 2 0 1 0
適用率 100.0% 40.0% 0.0% 100.0% 0.0%

耳鼻いんこう科 18 入院 302 274 252 302 284
適用 341 286 296 310 287

適用率 112.9% 104.4% 117.5% 102.6% 101.1%
放射線科 1 入院 6 0 0 0 0

適用 2 0 1 0 0
適用率 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

血液・腫瘍内科 1 入院 358 421 321 344 389
適用 0 2 2 1 1

適用率 0.0% 0.5% 0.6% 0.3% 0.3%
新生児集中治療部 3 入院 426 437 501 531 577

適用 0 0 66 292 310
適用率 0.0% 0.0% 13.2% 55.0% 53.7%

呼吸器外科 1 入院 224 229 228 237 236
適用 0 0 0 0 0

適用率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
循環器内科 24 入院 755 620 670 785 879

適用 552 453 536 621 643
適用率 73.1% 73.1% 80.0% 79.1% 73.2%

呼吸器内科 6 入院 632 497 509 635 624
適用 133 120 165 247 155

適用率 21.0% 24.1% 32.4% 38.9% 24.8%
消化器内科 34 入院 1325 1101 872 865 1,159

適用 779 731 615 555 768
適用率 58.8% 66.4% 70.5% 64.2% 66.3%

救急科 2 入院 681 717 700 625 759
適用 0 0 0 0 0

適用率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
心臓血管外科 8 入院 199 203 219 273 247

適用 100 120 126 168 147
適用率 50.3% 59.1% 57.5% 61.5% 59.5%

脊椎脊髄外科 4 入院 124 95 79 80 86
適用 101 79 66 76 69

適用率 81.5% 83.2% 83.5% 95.0% 80.2%
婦人科 13 入院 654 757 712 653 732

適用 393 401 402 440 493
適用率 60.1% 53.0% 56.5% 67.4% 67.3%

腎臓内科 8 入院 193 150 212 221 245
適用 124 72 112 130 118

適用率 64.2% 48.0% 52.8% 58.8% 48.2%
糖尿病・内分泌内科 10 入院 63 59 78 80 71

適用 0 0 25 30 20
適用率 0.0% 0.0% 32.1% 37.5% 28.2%

乳腺外科 4 入院 118 138 168 152 137
適用 94 124 145 134 122

適用率 79.7% 89.9% 86.3% 88.2% 89.1%
口腔外科 3 入院 116 112 106 113 141

適用 0 0 98 114 143
適用率 0.0% 0.0% 92.5% 100.9% 101.4%

小児外科 1 入院 207 276
適用 0 9

適用率 0.0% 3.3%
4ナロコ 入院 0 0 0

適用 361 121 7
適用率

入院 12,557 11,563 11,475 11,811 13,464
適用 5,380 4,664 5,146 5,315 5,936

適用率 42.8% 40.3% 44.8% 45.0% 44.1%

㸰㸮㸰㸱年ᗘࠉデ⒪⛉ูࠉ㐺⏝率
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（��）᧘ᚃରࡦҕһձ ઐै看護師：山内Ѫ子
１　త

　　᧘ᚃ理（༧・治療およびケア）のॆ実をਤり、᧘ᚃ対ࡦをਪਐする。
２　����࣮

ʲ2023 年５月２日ʳ第１ճ᧘ᚃ対ࡦ委員会
　　ᾇ　ࡢ年の᧘ᚃに関する報ࠂ
　　ᾈ　今年の᧘ᚃ対ࡦ委員会について
　　ᾉ　そのଞ
　̡ 2023 年 10 月３日ʳ第２ճ᧘ᚃ対ࡦ委員会
　　ᾇ　̐月ʙ９月᧘ᚃ報ࠂ
　　ᾈ　薬剤部・栄ཆ理部からの報ࠂ
　　ᾉ　そのଞ
　　　　・᧘ᚃ委員会に関するจॻのվగについて

（��）͕ΜڌපӃ医ྍҕһձ

１　త

　 　2008 年より厚生࿑ಇ大ਉが指ఆする「地域がん診療連携ڌ点病院」として、手ज़や放射線療法、化
学療法などの集学త治療に加え、؇和ケアをॆ実するために以下のような事業を行っており、これらの
事業をԁにਐめる。

　　ᾇ　がん医療ै事者研修事業
　　　ᶃ まほろば̥̚Ａ̘̚؇和ケア研修会の開࠵
　　　ᶄ 集学తがん治療ษڧ会の開࠵
　　ᾈ　がん診療連携ڌ点病院ネットワーク事業
　　　奈良県がん診療連携ٞڠ会・分科会への出੮
　　ᾉ　院内がん登録ਪਐ事業
　　　診療情報理士を配属し、がんの診அや治療、成に関する登録
　　ᾊ　がん相ஊ支援事業
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　　　がん相ஊ支援センターにઐैの相ஊ員を配属し、がんに関する相ஊ支援事業
　　ᾋ　ීٴ啓発・情報提供事業
　　　ᶃ 公開講座のఆظ開࠵
　　　ᶄ 患者・家族への情報提供
　　ᾌ　在宅؇和ケア地域連携事業
　　　在宅؇和ケア研修会のఆظ開࠵
　　ᾍ　がん患者のब࿑に関する支援事業
　　　社会อݥ࿑務士によるब࿑相ஊのఆظ開࠵
２　���� ࣮

　ʦ2023 年̔月 10 日ʧ
　　ᾇ　ྩ和５年がん診療連携ڌ点病院機能ڧ化事業について
　　ᾈ　院内がん登録状況について
　　ᾉ　がんҨ伝子パネル検査の実報ࠂ
　　ᾊ　がん化学療法チームからの報ࠂ
　　ᾋ　がん相ஊ支援センターの活動と報ࠂ
　　ᾌ　そのଞ
　　　　奈良県がん生৩医療ネットワーク事業について
　ʦ2024 年３月７日ʧ
　　ᾇ　ྩ和５年がん診療連携ڌ点病院機能ڧ化事業について
　　ᾈ　̥̚Ａ̘̚؇和ケア研修会について
　　ᾉ　がん診療連携ڌ点病院等実施調査݁Ռについて
　　ᾊ　院内がん登録状況について
　　ᾋ　がんҨ伝子パネル検査の実報ࠂ
　　ᾌ　がん化学療法チームからの報ࠂ
　　ᾍ　がん相ஊ支援センターの活動と報ࠂ
　　ᾎ　؇和ケアチームの活動と報ࠂ
　　ᾏ　そのଞ

（��）外དྷྍ࣏ҕһձ

１　త

　 　外来化学療法室で行うがん化学療法に関するすべてのについて、安શで࣭の高い医療を提供する。
　　ᾇ　新規レジメンのධՁとঝೝ
　　ᾈ　がん化学療法にىҼする有事対ࡦ
　　ᾉ　能తなӡ༻を行うための環ڥ整උ
　　ᾊ　がん化学療法チームから提Ҋされたٞの৹ٞ
２　���� ࣮

　ʦ2023 年̔月 10 日ʧ
　　ᾇ　レジメンの新規登録について
　　ᾈ　薬剤部のऔりみ
　　ᾉ　がん化学療法チームの報ࠂについて
　　　ᶃ 外来化学療法室の現状報ࠂ
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　　　ᶄ 外来化学療法　有事の報ࠂ
　　　ᶅ 外来化学療法室の課
　　　・໔Ӹチェックポイント્薬の副࡞༻対ࡦ
　　　・化学療法の݅૿加対ࡦ
　　ᾊ　B 型؊Ԍウイルス再活性化検査報ࠂ
　　ᾋ　そのଞ　
　ʦ2024 年３月７日ʧ
　　ᾇ　レジメンの新規登録について
　　ᾈ　薬剤部のऔりみ
　　ᾉ　がん化学療法チームの報ࠂについて
　　　ᶃ 外来化学療法室の現状報ࠂ
　　　ᶄ 外来化学療法　有事の報ࠂ
　　　ᶅ 外来化学療法室の課
　　　・初ճ化学療法の終ྃࠁ࣌について
　　　・化学療法の݅૿加
　　ᾊ　B 型؊Ԍウイルス再活性化検査報ࠂ
　　ᾋ　そのଞ　

（��）�医ྍใཧҕһձ

１　త

　 　奈良県総合医療センター医療情報システムの最దなӡ༻を検౼することٴび診療記録のదな理を
目తとする。
２　���� 　։࠵ఔɾ༰

　第１ճ　ʦ2023 年̐月 25 日ʧ
　　ᾇ　前ճのܾఆ事߲について
　　ᾈ　ιフトウェアインストールਃについて
　　ᾉ　院内スマートフォンのোについて
　　ᾊ　システムো発生࣌の院内伝ୡフロー更新について
　　ᾋ　NEC システム࡞業報ࠂ
　第２ճ　ʦ2023 年̒月 20 日ʧ
　　ᾇ　前ճのܾఆ事߲について
　　ᾈ　臨床工学技士の電子カルテར༻ݶݖ加について
　　ᾉ　院内スマートフォンোの原Ҽ明および本෮چについて
　　ᾊ　クラウドอଘ࣌の院内औѻいについて
　　ᾋ　医療情報システムの安શ理に関するガイドライン第 6.0 ൛に関する今後の対Ԡについて
　　ᾌ　ѱ性जᙾಛҟ࣭治療理ྉの査݁Ռについて
　　ᾍ　NEC システム࡞業報ࠂ
　第３ճ　ʦ2023 年 8 月 22 日ʧ
　　ᾇ　前ճのܾఆ事߲について
　　ᾈ　薬剤師の電子カルテར༻ݶݖ加について
　　ᾉ　電子カルテにおける所属科の登録について
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　　ᾊ　DACS のデータҠ行について
　　ᾋ　現行ウイルスチェックιフトの終ྃ、ならびに新システムのಋ入について
　　ᾌ　情報セキュリティ研修のप
　　ᾍ　2025 年のظ࣍システム更新と共通ج൫構築の֓ཁについて
　　ᾎ　10 月３日ʙ５日　電子カルテ・部門システムオープンデモについて
　　ᾏ　カンファレンス記録の֬ೝ݁Ռについて
　　ᾐ　NEC システム࡞業報ࠂ
　第̐ճ　ʦ2023 年 10 月 24 日ʧ
　　ᾇ　前ճのܾఆ事߲について
　　ᾈ　医療情報理委員会設置規ఆの更新について
　　ᾉ　ಛఆ共ಉ指ಋの指ఠ事߲および対Ԡについて
　　ᾊ　ظ࣍システム・ネットワーク更新に関する報ࠂについて
　　ᾋ　DACS のデータҠ行について
　　ᾌ　ѱ性जᙾಛҟ࣭治療理ྉの査݁Ռについて
　　ᾍ　NEC システム࡞業報ࠂ
　第５ճ　ʦ2024 年２月 20 日ʧ
　　ᾇ　前ճのܾఆ事߲について
　　ᾈ　2024 年の医療情報理委員会　開࠵日ఔについて
　　ᾉ　システムメンテナンス࡞業にうシステムఀࢭについて
　　ᾊ　医療情報における生成Ａ̞・̨̨̣のར༻ࢭېについて
　　ᾋ　ѱ性जᙾಛҟ࣭治療理ྉの査݁Ռについて
　　ᾌ　NEC システム࡞業報ࠂ
　第̒ճ　ʦ2024 年 3 月 28 日ʧ
　　ᾇ　前ճのܾఆ事߲について
　　ᾈ　̨̘̞Ｒ̩の設置について
　　ᾉ　ظ࣍システムબఆ状況について
　　ᾊ　ظ࣍システム更新にう休診日の設ఆについて
　　ᾋ　ѱ性जᙾಛҟ࣭治療理ྉの査݁Ռについて
　　ᾌ　入院診療ܭ画ॻフォーマットม更について
　　ᾍ　NEC システム࡞業報ࠂ

（��）̨̣̩ҕһձ （NVtrJtJPn SVppPrt TFaN: 栄ཆサポートチーム）
１　औΓΈ

　第１ճʦ2023 年̒月̔日ʧNST 委員会
　　　2022 年の NST 活動成
２　Ռ

　 　2023 年の NST ճ診人は 79 人 	 総ճ診݅ 426 ݅ 
 であった。ճ診患者は消化器ܥ疾患、ࠎ折、
ѱ性जᙾのॱであった。NST հ入前後の栄ཆ༩ྔ、栄ཆ༩経路、栄ཆ指ඪのਪҠを見ると、ඞཁ
エネルギーのॆ（ઁऔエネルギー / ඞཁエネルギー）はհ入後にվ善（69� ˠ 85�）、栄ཆ༩経
路はհ入後に腸を༻した経路（経口ʴ経腸）のׂ合が૿加し（87� ˠ 95�）、栄ཆ指ඪ（トランス
サイレチン）はհ入後にվ善していた。また、੩຺経路の患者にはඞ須ࢷܽࢎ༧のため、ࢷ乳
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剤の༩をੵۃతにਪしている。これらから、NST հ入により腸を༻した生理తな経路からඞ
ཁな栄ཆྔを༩することで、また੩຺経路がやむをಘない場合においてもࢷに配ྀしたバランスの
よい栄ཆを༩することで、患者の栄ཆ状ଶのվ善にݙߩできているのではないかと考える。栄ཆは薬
剤とともに、治療の྆ྠをなすものであり、今後も治療がスムーズに行われるよう栄ཆサポートにめ
て行きたい。

（��）݂ӷড়Խࣨྍ࣏ӡӦҕһձ

１　త

　 　血液ড়化治療に係る安શを֬อするとともに、機器のద正な理ӡ༻およびඞཁな透析液の品࣭֬อ
にかかる事߲を৹ٞする。
２　���� ࣮

　ʦ2023 年５月 29 日ʧ
　　ᾇ　透析液水࣭理状況について
　　　　・当センターの透析༻水ならびに透析液࣭調査報ࠂ
　　ᾈ　血液ড়化治療室のӡ営について
　　　　・血液ড়化治療室の構成員について֬ೝ
　ʦ2023 年 12 月̐日ʧ
　　ᾇ　透析液水࣭理状況について
　　　　・当センターの透析༻水ならびに透析液࣭調査報ࠂ
　　ᾈ　血液ড়化治療室のӡ営について
　　　　・血液ড়化治療室の構成員について֬ೝ

ҕһձࢭٮಐࣇ（��）

１　త

　 　児ಐٮࢭ委員会は、ඃٮ児のૣظ発見、治療ٴびٮの再発の༧にめ、関係ॾ機関との連
携のڧ化をਤるとともに啓発活動等を行う。
２　���� ࣮

　ʦ2023 年　第１ճ　2024 年３月 15 日開࠵ʧ
　　１．委員会開࠵　副委員長બ出
　　２．症ྫ報ࠂ・検౼　
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（��）Ҭ医ྍࢧԉපӃ͋Γํݕ౼ҕһձ

１　త

　 　地域における医療の֬อのためのඞཁな支援に係る業務に関し、当֘業務がదに行われるためにඞ
ཁな事߲を৹ٞし、院長にඞཁなॿݴを行うことを目తとする。
２　���� ࣮

ใҕһձ（��）

１　త

　 　広報活動は当センターの情報を広くらしめ、センターをར༻する患者への医療情報提供により患者
のຬの向上をਤるとともに、医療機関としてのೝを高めることを目తとする。
２　���� ࣮

　ʦ2023 年５月 24 日ʧ第 1 ճ広報委員会

２ 2023 年度実績

容内程日回
出席数 

院内 院外 計 

第 1回 
2023年 

6月 14日 

１．2022年度及び 2023年度 4月～5月 業務実施報告 

 １）紹介率、逆紹介率、救急搬送患者受入状況 

 ２）地域医療連携室の取り組みについて

２．新型コロナウイルス感染症入院患者数推移

３．奈良県総合医療センター地域医療支援病院あり方検

討委員会規程の変更について             

４．次回開催予定

7名 8名 15名 

第 2回 
2023年 

9月 27日 

１．2023年度 4月～8月 業務実施報告 

 １）令和４年度地域医療支援病院業務報告書  

 ２）紹介率、逆紹介率、救急搬送患者受入状況 

 ３）地域医療連携室の取り組みについて

２．新型コロナウイルス感染症入院患者数推移

３．次回開催予定

8名 7名 15名 

第 3回 
2023年 

11 月 29日 

１．2023年度４月～10月 業務実施報告 

 １）紹介率、逆紹介率 

 ２）救急搬送患者受入状況等 

 ３）地域医療連携室の取り組みについて

２．奈良県総合医療センターの取り組みについて 

 １）あをによし祭り…９月 30日(土)開催 

 ２）災害対応訓練…11月 12日(日)開催

３．その他 

４．次回開催予定

9名 5名 14名 

第 4回 
2024年 

2月 21日 

１．2023年度４月～2024年１月 業務実施報告

 １）紹介率、逆紹介率 

 ２）救急搬送患者受入状況等 

 ３）地域医療連携室の取り組みについて

２．令和６年度委員会日程について 

３．その他 

４．次回開催予定

9名 7名 16名 
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　　ᾇ　広報委員会規ఔม更
　　ᾈ　業務内༰について
　　ᾉ　SNS ར༻規ఔ、部門別̝̥に関する指等について
　　ᾊ　年報について
　　ᾋ　あをによしࡇの広報について
　　ᾌ　そのଞ

（��）*$6ɾ)$6ӡӦҕһձ（ूதྍ࣏෦ҕһձΑΓ名শมߋ）

１　త

　 　ICU・HCU ӡ営委員会は ICU・HCU のޮతな病床ӡ営をਤることを目తとする。
２　���� ࣮

　ʦ2023 年　第１ճ　2023 年̐月 18 日開࠵ʧ
　　１．集中治療ワーキング立ち上げについて
　　２．ICU・HCU ӡ༻について
　　３．そのଞ
　　　　・新型コロナ感染症５類Ҡ行後の重症コロナ患者のѻいについて
　ʦ2023 年　第２ճ　2023 年̔月 16 日開࠵ʧ
　　１．5 ʙ７月患者報ࠂ
　　２．集中治療部ӡ営委員会　名শม更と規ఔվఆについて
　　３．そのଞ
　　　　・新型コロナ感染症５類Ҡ行後の重症コロナ患者のѻいについて
　ʦ2023 年　第３ճ　2023 年 11 月７日開࠵ʧ
　　１．10 月ʙ ICU14 床ӡ༻にม更後のӡ༻状況
　　２．8 ʙ 10 月の入室状況
　　３．ICU・HCU のӡ༻規ఔについて
　　̐．ICU ਃしૹり༻ࢴվఆについて
　ʦ2023 年　第̐ճ　2024 年１月 29 日開࠵ʧ
　　１．11 ʙ 12 月の入室状況

（��）පচӡӦҕһձ

１　త

　　　病床のޮతӡ営にかかる事߲について、関係者との調整をਤることを目తとする。
２　���� ࣮

　ʦ2023 年　第１ճ　2023 年７月 31 日ʧ
　　１．今後の病床ར༻について
　　２．そのଞ　
　　　　・委員会名について
　　̓֊ප౩։ઃ४උҕһձΛઃஔ͠։࠵
　ʦ2023 年　第１ճ　2023 年 10 月 12 日ʧ
　　１．これまでの検౼内༰
　　２．今後の検౼事߲
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　　　　・7 階西病棟開設ظ࣌について
　　　　・対患者について
開始病室について༺・　　　　
室ྉ金についてݸ・　　　　
　　　　・ඞཁ機器等について
　　３．そのଞ
　ʦ2023 年　第２ճ　2024 年１月 19 日ʧ
　　１．ਐ֬ೝ
室代（Ҋ）ݸ・　　　　
　　　　・7 階西病棟入棟ಉ意ॻ（Ҋ）
　　　　・7 階西病棟ඞཁ機器等について
　　２．そのଞ

（��）ಇ͖ํվֵ࣮ߦϓϩδΣΫτҕһձ

１　త：࣍の࿑ಇ関係のॾに対する検౼等を行うこと。
　　ᾇ　「ಇき方վֵ」に係る法施行対ٴࡦびۈ務࣌間のదな理の検౼
　　ᾈ　医師にかかる࣌間外࿑ಇのॖۈ、ݮ務体制などの対Ԡࡦについての検౼
　　　　（法施行５年間の༛༧あるもॱ࣍方ࡦをఆめਐめていくඞཁがあり）
　　ᾉ　ۈଵシステムのಋ入にうશ職छに関わるۈ務࣌間関係のॾの検౼
２　���� ࣮

　ʦ2023 年̒月１日ʧ
　　ᾇ　第 24 ճٞ事録の֬ೝ事߲
　　ᾈ　ྩ和̐年ఆྫ報ࠂについて
　　ᾉ　今後のऔりみについて
　　　　・2024 年　Ｂ・̘水४指ఆに向けたスケジュールについて
　　　　・医師࿑ಇ࣌間ॖܭ画について
　　　　・医療機関ۈ務環ڥධՁセンターड৹について
　　　　・ඞཁ添ࢿྉについて
　　　　・加త健康֬อ事業について
　　　　・医師の面ஊ指ಋ医師ཆ成講श会について
務間インターバルۈ・　　　　
　　　　・代ঈ休ଉへの対Ԡについて
　　ᾊ　そのଞ
　　　　・外科॓ܥ直ۈ務について
　ʦ2024 年 12 月 27 日ʧ
　　ᾇ　第 25 ճٞ事録の֬ೝ事߲
　　ᾈ　ྩ和５年ఆྫ報ࠂについて
　　ᾉ　今後のऔりみについて
　　　　・医療機関ۈ務環ڥධՁセンターड৹݁Ռについて
　　　　・医師࿑ಇ࣌間ॖܭ画について
　　　　・2024 年　Ｂ・̘水४指ఆに向けたスケジュール更新について
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　　　　　１月 24 日（水）、25 日（木）医師向けઆ明会の開࠵
　　　　・医師の面ஊ指ಋトライアル実施について
　　　　　対者：月 40 名（月 80 （間࣌
務間インターバル・代ঈ休ଉへの対Ԡ方法についてۈ・　　　　

ௐҕһձڙఏثଁ（��）

１　త

　 　ଁ器提供のԁな実施体制を検౼するため、ଁ器提供調整委員会を設置する。
２　���� ࣮

　ʦ2023 年　第１ճ　2023 年５月 16 日ʧ
　　１．委員会への報ࠂ事߲
　　　　・院内連བྷフロー࡞成報ࠂ
　　２．委員会への提Ҋ事߲　
　　　　・ドナーީิ発生からଁ器提供までのチェックリスト࡞成の提Ҋ
　　３．ଁ器提供調整委員会 8G 活動報ࠂ
　　　　・今年のワーキング年間ܭ画࡞成報ࠂ
　ʦ2023 年　第２ճ　2024 年２月 22 日ʧ
　　１．委員会への報ࠂ事߲
　　　　・脳ࢮఆシミュレーション・手ज़室視について報ࠂ
　　２．委員会への提Ҋ事߲
　　　　・３月 28 日開࠵院内研修会について
　　３．そのଞ
̏　ͦͷ他ͷҕһձ׆ಈ

　　・2023 年９月 15 日　法త脳ࢮఆシミュレーション開࠵
　　・2024 年１月 29 日　ଁ器提供手ज़室視
　　・院内コーディネーター中心にຖ月１ճのワーキング活動
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（��）334（3BQJE�3FTQPOTF�4ZTUFN）ҕһձ

１　త

　   　病院内の患者の病状が通ৗとҟなる場合において、ఆめられたج४により֮・連བྷがあった患者に
対し、Մٴతやかに対Ԡすることٴび急มデータのऩ集・ղ析から医療安શレベルの向上をਤること
を目తとする。
２　���� ࣮

　ʦ2023 年　第１ճ　2023 年５月 15 日ʧ
　　１．活動状況報ࠂ
　　２．今年活動ܭ画　
　　３．検౼事߲
　　　　・記録方法、データऩ集等について
　　̐．そのଞ
　　　　神戸市立医療センター中央市民病院見学報ࠂ
　ʦ2023 年　第２ճ　2023 年７月 24 日ʧ
　　１．活動状況報ࠂ
　　２．検౼事߲
　　　　・マニュアルについて
　　３．そのଞ
　　　　・BLS 研修ड講について
　ʦ2023 年　第３ճ　2023 年９月 25 日ʧ
　　１．活動状況報ࠂ
　　２．第２ճ RRS 講श会開࠵について
　　３．ો生講श会について
　　̐．そのଞ
　　　　・NE8S スコアについて
　ʦ2023 年　第̐ճ　2023 年 11 月 20 日ʧ
　　１．活動状況報ࠂ
　　２．ો生ワーキングの報ࠂ
　　３．院内救急カートの整උについて
　　̐．第２ճ RRS 講श会開࠵日ఔについて
　ʦ2023 年　第５ճ　2024 年２月 19 日ʧ
　　１．活動状況報ࠂ
　　２．第２ճ RRS 講श会の報ࠂ
　ʦ2023 年　第̒ճ　2024 年３月 25 日ʧ
　　１．活動状況報ࠂ
について࠵年の院内講श会開࣍．２　　
̏　Ӄݚमձ

　ʦ2023 年　第１ճ　2023 年̒月 22 日ʧ
　　ʙ「ぎಘるࢮ」をθロにするためにʙ
　　看護のポイント
　　一ॹに考えてみましΐうʙ事ྫを通してʙ
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　ʦ2023 年　第２ճ　2024 年２月１日ʧ
　　ʙ「ぎಘるࢮ」をθロにするためにʙ
　　「RRS 活動報ࠂ」　
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（１）医師
①奈良市� （2024年３月31日現在）

登録医療機関名 郵便番号 住所 電話番号
ＪＲ奈良駅前　こころのクリニック 630-8122 奈良市三条本町2-20マツダオフィスビル1階 0742-27-6677
Ｍキッズクリニック 631-0006 奈良市西登美ケ丘2-11-12 0742-53-5525
あおきクリニック 631-0033 奈良市あやめ池南6-8-40 0742-81-7596
あべ皮フ科クリニック 630-8134 奈良市大安寺町515-2-101 0742-32-2066
あやめ池いしい婦人科クリニック 631-0032 奈良市あやめ池北1-32-21A204 0742-52-0600
あやめ池診療所 631-0033 奈良市あやめ池南6-1-7 0742-45-0460
あゆみ皮フ科クリニック 631-0805 奈良市右京1-3-4サンタウンプラザすずらん南館 0742-70-0012
ありまこどもクリニック 631-0001 奈良市北登美ヶ丘4-1-18 0742-43-2174
飯田眼科 631-0821 奈良市西大寺東町2-1-63サンワシティ西大寺3F 0742-35-2524
いけだクリニック 631-0052 奈良市中町4842-1 0742-93-4381
いずみクリニック 631-0823 奈良市西大寺国見町1-1 西大寺近鉄ビル1F 0742-52-2601
いぬいクリニック 631-0843 奈良市疋田町2-1-5 0742-81-7810
今村糖尿病内科・津田外科診療所 631-0813 奈良市秋篠新町269-4 0742-47-7082
医療法人　あそだ内科クリニック 630-8114 奈良市芝辻町4-2-2 新大宮伝宝ビル5F 0742-35-2202
医療法人　つじもとクリニック 631-0036 奈良市学園北2-1-5 0742-51-7000
医療法人岡谷会　新大宮診療所 630-8114 奈良市芝辻町4-7-2 0742-33-7800
医療法人慈友会　せいかクリニック 631-0044 奈良市藤ノ木台3-2-12 0742-46-8666
医療法人耳鼻咽喉科川本医院 630-8243 奈良市今辻子町31-1 0742-26-3387
医療法人社団日翔会　せんとクリニック 631-0021 奈良市鶴舞東町1番36号　チャームスイート奈良学園前B1階 0742-81-9300
医療法人仁慈会　陽クリニック 630-8115 奈良市大宮町4丁目241-1 0742-32-3720
うえしげクリニック 630-8124 奈良市三条桧町17-17 0742-36-7564
うらもとクリニック 630-8014 奈良市四条大路1-3-53 0742-93-7575
えいご皮フ科 630-8122 奈良市三条本町1-2　JR奈良駅NKビル3F 0742-20-8500
衞藤医院 631-0034 奈良市学園南1-1-17 0742-43-2525
おうとくクリニック 630-8122 奈良市三条本町8番1号 0742-32-0109
おおもりクリニック 630-8043 奈良市六条2-18-36 0742-53-3955
おかはし整形外科 631-0061 奈良市三碓3-11-1 0742-51-5111
おがわ小児科診療所 631-0021 奈良市鶴舞東町2-26 0742-44-1155
奥医院 630-8344 奈良市東城戸町53 0742-22-6113
甲斐内科消化器内科クリニック 630-8122 奈良市三条本町1-2 JR奈良駅NKビル3F 0742-81-3565
学園前きたにクリニック 631-0036 奈良市学園前北1丁目14-13　メディカル学園前1階 0742-53-7177
学園前たけこころのクリニック 631-0036 奈良市学園北2丁目1-5 ローレルコート学園前レジデンス施設棟2F 0742-53-0050
学園南クリニック 631-0041 奈良市学園大和町2-27 0742-51-9111
かじもとこどもクリニック 631-0041 奈良市学園大和町2-31 0742-41-8083
鍜治田クリニック 631-0001 奈良市北登美ヶ丘3-12-15 0742-52-3001
かずさ眼科 631-0822 奈良市西大寺栄町3-20ポポロビル2F 0742-35-5651
かづきクリニック 630-8115 奈良市大宮町5-1-10-1 0742-32-3201
学研奈良乳腺クリニック 631-0805 奈良市右京1-4　サンタウンプラザ3F 0742-72-2703
かなもり耳鼻咽喉科 631-0821 奈良市西大寺東町2-1-63 0742-36-0500
かみつじこどもクリニック 631-0011 奈良市押熊町547-1 忍熊ビル2F 0742-48-0123
かわたペインクリニック 631-0036 奈良市学園北1-9-1パラディⅡ5階 0742-53-1155
眼科　松村医院 631-0076 奈良市富雄北2-4-3 0742-45-7412
樹のひかり　形成外科・皮膚科 630-8226 奈良市小西町25-1奈良テラス2F-Cブロック 0742-20-1142
きむら整形外科 631-0003 奈良市中登美ヶ丘3-1 0742-52-8114
きよ女性クリニック 631-0054 奈良市石木町50-1 0742-53-0411
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登録医療機関名 郵便番号 住所 電話番号
くがい整形外科 631-0032 奈良市あやめ池北1-32-21-A203 0742-81-3218
くにしげクリニック 631-8042 奈良市菅原東2丁目29-13 0742-49-6766
くめ耳鼻咽喉科 631-0806 奈良市朱雀1-5-15 0742-71-8711
クレヨン小児科 631-0074 奈良市三松1-2-8-101 0742-52-5023
くわた在宅クリニック 630-8441 奈良市神殿町313 0742-93-9323
こうあん診療所 630-8013 奈良市三条大路1-1-90　 0742-32-0510
こぎし眼科クリニック 631-0011 奈良市押熊町1153-1 0742-53-3331
国立病院機構　奈良医療センター 630-8053 奈良市七条二丁目789番地 0742-45-4591
ことのはクリニック 630-8043 奈良市六条2丁目18-3　奈良六条医療モール1号 0742-52-8823
小林皮ふ科クリニック 631-0078 奈良市富雄元町1丁目-22-12 0742-41-4100
こばやし耳鼻咽喉科 631-0036 奈良市学園北1-9-1　 0742-40-1133
西大寺駅前A皮膚科 631-0821 奈良市西大寺東町2-1-63サンワシティ 3F 0742-35-5678
西大寺セントラルクリニック 631-0842 奈良市菅原東2-20-13 0742-49-7523
さくらい悟良整形外科クリニック 631-0022 奈良市鶴舞西町1-16 0742-81-9711
さくら診療所 630-8141 奈良市南京終町1-183-25 0742-50-1600
三条通り整形外科 630-8236 奈良市下三条町25-1　寅松ビル2階 0742-93-6618
しだ小児科クリニック 631-0003 奈良市中登美ケ丘3丁目1番地 0742-81-8739
島田医院 631-0076 奈良市富雄北1丁目2-23 0742-44-0004
島本クリニック 631-0824 奈良市西大寺南町5-26 T・Kビル西大寺SOUTH3階 0742-53-2100
しみず泌尿器科クリニック 631-0824 奈良市西大寺南町17-3　カーサ・ウェルネス1階 0742-40-0432
しらい内科医院 630-8101 奈良市青山4-2-3 0742-27-4858
しらやま医院 630-8024 奈良市尼辻中町10-27 0742-35-1788
しんのクリニック 630-8136 奈良市恋の窪一丁目5番1号 0742-87-0577
すぎはら婦人科 631-0003 奈良市中登美ヶ丘6-3-3　リコラス登美ヶ丘A-3F 0742-46-4124
すくすくこどもクリニック 631-0842 奈良市菅原町648-1 0742-40-3939
そめかわクリニック内科・循環器内科 631-0013 奈良市中山町西4丁目456-1TSビル201 0742-51-9938
たかはし耳鼻咽喉科 630-8134 奈良市大安寺町515-2 0742-93-8487
多田皮フ科形成外科 631-0032 奈良市あやめ池北1-32-21-Ａ101 0742-81-3185
たに泌尿器科クリニック 630-8226 奈良市小西町25-1　奈良テラス2F 0742-20-6800
玉木耳鼻咽喉科 630-8343 奈良市椿町43 0742-26-6587
ちえクリニック 631-0036 奈良市学園北1-14-13　メディカル学園前3F 0742-93-7412
つくだクリニック 630-8122 奈良市三条本町1-2 JR奈良駅NKビル3F 0742-26-1567
つるはら耳鼻科 630-8441 奈良市神殿町694-1 0742-64-3033
出口脳神経クリニック 630-8241 奈良市高天町38番地3　近鉄高天ビル1階101号 0742-25-5200
とみお岩﨑クリニック 631-0072 奈良市二名3-1046-1 0742-93-8755
とみお診療所 631-0061 奈良市三碓2-1-6 0742-45-7480
登美ヶ丘リハビリテーション病院 631-0003 奈良市中登美ケ丘6-12-2 0742-45-6800
なかがわメディカル 630-8104 奈良市奈良阪町167 0742-24-3311
なかがわ呼吸器科・アレルギー科医院 631-0806 奈良市朱雀5-3-8 0742-70-5433
なかざわ耳鼻咽喉科医院 631-0003 奈良市中登美ケ丘6-3-3リコラス登美ヶ丘A棟3階 0742-53-7714
永野クリニック 631-0065 奈良市鳥見町2丁目11-8 0742-45-3550
なかむら小児科 631-0036 奈良市学園北1-14-13　メディカル学園前3F 0742-43-7713
なないろクリニック 631-0013 奈良市中山町西2丁目939-77 0742-52-0716
なら家庭医療クリニック 630-8306 奈良市紀寺町416番地1 0742-81-8882
奈良甲状腺クリニック 631-0824 奈良市西大寺南町5-26　T・Kビル西大寺SOUTH4階 0742-95-9084
奈良市立都祁診療所 632-0221 奈良市都祁白石町1084番地 0743-82-1411
奈良セントラル病院 631-0054 奈良市石木町800 0742-93-8520
なら内視鏡クリニック 630-8122 奈良市三条本町9-1　三条通りガーデンハイツ1階 0742-32-2882

（2024年３月31日現在）
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登録医療機関名 郵便番号 住所 電話番号
奈良みあとクリニック 630-8134 奈良市大安寺町514-1-C3 0742-34-7550
ならやま診療所 631-0805 奈良市右京3-2-2 0742-71-1000
なら新大宮クリニック 630-8114 奈良市芝辻町4-2-2 新大宮伝宝ビル6F 0742-35-0022
なんぶ小児科アレルギー科 630-8122 奈良市三条本町1-2　JR奈良駅NKビル3F 0742-93-5220
にいのみ小児科 631-0044 奈良市藤ノ木台3-4-17 0742-52-3370
西奈良メディカルクリニック 631-0071 奈良市二名平野2-2148-2 0742-52-2110
西の京病院 630-8041 奈良市六条町102-1 0742-35-1121
にしやまクリニック 631-0805 奈良市右京1-3-4すずらん南館2Ｆ 0742-72-1122
のがみこどもクリニック 630-8044 奈良市六条西1-12-59 0742-43-1086
はしもと内科 630-8214 奈良市東向北町30-1　グランドカワイビル2F 0742-25-2828
はらだ糖尿病・腎・内科クリニック 631-0003 奈良市中登美ヶ丘3丁目1番地 0742-52-1171
はらだ医院 630-8306 奈良市紀寺町607 0742-22-6817
ひかりクリニック 631-0036 奈良市学園北1-8-8 0742-51-0051
ひばり往診クリニック 631-0061 奈良市三碓6-9-23 0742-49-8700
ひまわりクリニック 631-0805 奈良市右京4-14-23 0742-72-1583
ひらおか内科クリニック 631-0033 奈良市あやめ池南6-3-36 0742-41-8810
ひらのレディースクリニック 631-0824 奈良市西大寺南町5-26　T.Kビル西大寺SOUTH4F 0742-52-0500
ファミリークリニック戸田 631-0004 奈良市登美ヶ丘1-1-13 0742-52-5500
福島医院 631-0036 奈良市学園北1-9-1パラディ学園前Ⅱ5Ｆ 0742-45-3000
ふるや糖尿病・甲状腺クリニック 631-0842 奈良市菅原東2丁目18番19号 0742-53-1108
まえだ医院 631-0806 奈良市朱雀4-1-5 0742-71-1221
前田小児科 631-0078 奈良市富雄元町4丁目8番14号 0742-46-3113
まえだ整形外科 630-8306 奈良市紀寺町864-1 0742-24-5595
まつうら眼科 631-0846 奈良市平松1-31-24 0742-47-0101
まつお内科 631-0003 奈良市中登美ケ丘6-3-3リコラス登美ヶ丘A棟3階 0742-52-8551
まつむら整形外科クリニック 631-0035 奈良市学園中3丁目705-63 0742-53-0012
まほろばクリニック 630-8104 奈良市奈良阪町2271-3 0742-25-2211
もりもとクリニック 630-8141 奈良市南京終町710-1 0742-63-3200
やぐら歯科内科 631-0806 奈良市朱雀3-3-6 0742-95-5303
やまがた内科医院 630-8113 奈良市法連町1095 0742-20-6220
やまざきクリニック 630-8003 奈良市佐紀町2762-4 0742-34-3675
やまだクリニック 631-0032 奈良市あやめ池北1-32-21-Ａ205 0742-81-3246
やまとクリニック 631-0805 奈良市右京3-19-24 0742-70-2011
やまね内科クリニック 631-0832 奈良市西大寺新田町1-12-2 0742-53-7716
よねだ内科クリニック 631-0041 奈良市学園大和町6-1542-382 0742-48-7310
よもさ痛みのクリニック 630-8014 奈良市四条大路5-1-55 0742-32-5550
らくじクリニック 630-8356 奈良市南新町19番地1 0742-26-4165
阿部クリニック 631-0034 奈良市学園南1-2-20 0742-44-5155
安田医院 631-0013 奈良市中山町西2-1052-50 0742-47-0156
安田小児科医院 631-0033 奈良市あやめ池南2-2-9 0742-44-0385
伊藤医院 630-8443 奈良市南永井町377-3 0742-61-3677
伊藤医院 630-8032 奈良市五条町9番43 0742-35-5557
井谷眼科 631-0824 奈良市西大寺南町1-3　サンスクリット西大寺1Ｆ 0742-45-7981
永田医院 630-8114 奈良市芝辻町4-13-1 0742-34-7025
塩谷内科診療所 631-0801 奈良市左京1-13-37 0742-71-3950
岡村産婦人科 630-8325 奈良市西木辻町30-10 0742-23-3566
河原医院 631-0003 奈良市中登美ヶ丘2-1981-105 0742-44-1795
角能整形外科 631-0011 奈良市押熊町1070-2 0742-52-2525

（2024年３月31日現在）
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岩井整形外科 630-8115 奈良市大宮町4-331-1 0742-33-7950
岩井内科クリニック 630-8115 奈良市大宮町4-331-1 0742-33-3006
岩佐クリニック 631-0014 奈良市朝日町1-3-1 0742-40-3331
岩﨑耳鼻咽喉科医院 631-0824 奈良市西大寺南町5-58 0742-46-3357
喜多野医院 630-8237 奈良市中筋町26 0742-23-2131
喜多野診療所 630-8237 奈良市中筋町15 0742-22-6041
吉岡皮膚科医院 630-8244 奈良市三条町321-4 0742-27-4608
吉田病院 631-0818 奈良市西大寺赤田町1-7-1 0742-45-4601
吉本医院 630-8115 奈良市大宮町6-5-5 0742-33-5111
金田内科クリニック 630-8225 奈良市西御門町28　北川ビル2F 0742-26-2255
江崎内科外科医院 631-0804 奈良市神功3-7-29 0742-71-3336
江川内科消化器科医院 630-8357 奈良市杉ヶ町11-2　 0742-24-9055
高の原すずらん内科 631-0805 奈良市右京1-3-4 0742-95-6888
高の原中央病院 631-0805 奈良市右京1-3-3 0742-71-1030
高山クリニック 630-8031 奈良市柏木町190-5 0742-35-3611
高畑診療所　 630-8301 奈良市高畑町95-1 0742-23-3202
高浜医院 631-0045 奈良市千代ケ丘2-1-31 0742-52-7010
坂口医院 630-8326 奈良市瓦堂町6-1 0742-22-4514
三宅医院 630-8141 奈良市南京終町4-378-57 0742-62-1661
三馬整形外科 630-8002 奈良市二条町2-2-7武田ビル1Ｆ 0742-34-6020
山田胃腸科・肛門科 631-0065 奈良市鳥見町1-1-1 0742-47-3870
寺崎クリニック 630-8341 奈良市南城戸町67 0742-22-5091
酒井内科医院 630-8141 奈良市南京終町1-193-5 0742-63-0701
秋岡耳鼻咽喉科医院 630-8044 奈良市六条西1-1-7 0742-45-6532
小嶌診療所 631-0034 奈良市学園南3-4-24 0742-49-1287
庄野整形外科 630-8043 奈良市六条2-19-8 0742-46-1235
松井医院 630-8124 奈良市三条桧町19-4 0742-35-1310
松下クリニック 631-0004 奈良市登美ヶ丘2-5-21 0742-48-6022
植山医院 631-0806 奈良市朱雀5-11-12 0742-70-6555
植松クリニック 631-0824 奈良市西大寺南町11-5 0742-45-7501
森田診療所 631-0034 奈良市学園南1-2-1 0742-45-0603
森田内科循環器科クリニック 631-0845 奈良市宝来3-3-21 0742-47-5177
秦医院 631-0823 奈良市西大寺国見町2-1-13 0742-45-0822
水原診療所 630-8115 奈良市大宮町5-278-1新奈良ビル205 0742-34-6175
清水内科医院 631-0806 奈良市朱雀4-1-26 0742-71-3599
西村クリニック 630-8014 奈良市四条大路1-1-30 0742-36-1241
西大寺駅前内科・リウマチクリニック 631-0824 奈良市西大寺南町5-29　大和西大寺駅前第二ビル102 0742-53-3200
西大寺こころのクリニック 630-8002 奈良市二条町2-58-4　山原二条ビル4階 0742-36-2551
西奈良中央病院附属丸山診療所 631-0056 奈良市丸山2-1220-163 0742-51-7336
西尾外科医院 631-0033 奈良市あやめ池南1-7-7 0742-45-0002
西脇内科医院 631-0804 奈良市神功3-7-29 0742-71-3336
西脇医院 631-0842 奈良市菅原町506-7 0742-44-8866
石﨑眼科医院 630-8226 奈良市小西町21-2 0742-26-2091
折橋診療所 631-0065 奈良市鳥見町3-11-1　富雄団地56-102 0742-45-4777
前川医院 631-0002 奈良市東登美ヶ丘1-12-3 0742-46-2246
前田医院 630-8248 奈良市西新在家町2-6 0742-27-1233
村井整形外科 631-0076 奈良市富雄北2-3-3 0742-51-6788
大橋耳鼻咽喉科 630-8122 奈良市三条本町1-85 0742-35-6860

（2024年３月31日現在）



8　登録医名簿　（１）医師　①奈良市

389

登録医療機関名 郵便番号 住所 電話番号
大西クリニック 630-8242 奈良市漢国町10 0742-27-3322
沢井病院 630-8258 奈良市船橋町8 0742-23-3086
谷掛整形外科診療所 630-8441 奈良市神殿町645-1 0742-62-7577
竹村内科医院 630-8343 奈良市椿井町33 0742-22-4617
竹林メンタルクリニック 631-0076 奈良市富雄北2-1-4　中里ビル1Ｆ 0742-40-0101
中井医院 630-8115 奈良市大宮町3-4-33 0742-33-7785
中井耳鼻咽喉科 631-0036 奈良市学園北2-1-6　Ｂ-3 0742-46-2668
中岡内科クリニック 631-0821 奈良市西大寺東町2-1-63　サンワシティ西大寺3階 0742-32-3800
中川内科医院 631-0033 奈良市あやめ池南2-2-9 0742-48-1509
中村脳神経外科クリニック 631-0041 奈良市学園大和町2-125-5 0742-81-7774
中島クリニック 631-0021 奈良市鶴舞東町2-11 0742-47-3344
中野産婦人科 630-8014 奈良市四条大路1-3-57 0742-30-0039
中野司朗レデイースクリニック 631-0001 奈良市北登美ヶ丘5-2-1 0742-51-0101
長谷整形外科クリニック 631-0044 奈良市藤ノ木台4-6-4 0742-51-6777
長﨑医院 631-0036 奈良市学園北1-3-17 0742-45-4114
辻野医院 631-0016 奈良市学園朝日町2-15 0742-44-2435
田村医院 630-8014 奈良市四条大路1-7-19 0742-33-0635
田中医院 631-0024 奈良市百楽園2-1-1 0742-44-6669
田中小児科医院 631-0805 奈良市右京4-14-14 0742-71-6660
田中泌尿器科医院人工透析センターとみがおか 631-0003 奈良市中登美ヶ丘6-3-3　リコラス登美ヶ丘A棟2F 0742-45-7850
登美ヶ丘クリニック 631-0003 奈良市中登美ヶ丘4-3 0742-41-6556
東谷医院 630-8355 奈良市南魚屋町37 0742-22-5731
奈良やよいクリニック 630-8122 奈良市三条本町2-20 0742-20-6480
奈良西部病院 631-0061 奈良市三碓町2143-1 0742-51-8700
奈良東九条病院 630-8144 奈良市東九条町752 0742-61-1118
楠原クリニック 630-8233 奈良市小川町4 0742-26-0026
日吉耳鼻咽喉科クリニック 631-0003 奈良市中登美ヶ丘3-2-101 0742-52-3871
入江診療所 631-0815 奈良市西大寺新町1-6-7 0742-30-5151
梅の木クリニック 630-8024 奈良市尼辻中町10-25 0742-30-3633
柏井クリニック 630-8114 奈良市芝辻町4-13-3 0742-34-5451
飯田医院 630-8127 奈良市三条添川町3-3 0742-34-0333
飯田皮フ科 630-8261 奈良市北市町36 0742-23-0701
浜田クリニック 631-0034 奈良市学園南1-3-4 0742-45-9000
富雄医院 631-0078 奈良市富雄元町3-1-2 0742-45-0178
富雄産婦人科 631-0074 奈良市三松4-878-1 0742-43-0381
福山医院 630-8024 奈良市尼辻中町11-3 0742-33-5135
平野医院 631-0821 奈良市西大寺東町2-1-52 0742-33-3338
片岡診療所 630-8002 奈良市二条町2-3-10 0742-33-5385
北岡クリニック 630-8227 奈良市林小路町1-11 0742-23-9805
北村皮膚科医院 631-0824 奈良市西大寺南町5-8 0742-41-1112
堀池医院 631-0006 奈良市西登美ヶ丘5-3-8 0742-43-3359
柳本医院 631-0804 奈良市神功5-19-3 0742-72-0738
有山整形外科 631-0004 奈良市登美ヶ丘5-1-1 0742-52-1234
洋子レディースクリニック 631-0041 奈良市学園大和町3丁目40-2 0742-51-1200
林皮膚科クリニック 630-8114 奈良市芝辻町2-10-20 0742-35-2054
鈴木内科クリニック 631-0816 奈良市西大寺本町5-8 0742-33-3786
和田医院 630-8136 奈良市恋の窪3-7-3 0742-35-1771
和田内科外科医院 630-8045 奈良市六条緑町3-8-48 0742-41-2000

（2024年３月31日現在）



8　登録医名簿　（１）医師　②奈良市以外　

390

登録医療機関名 郵便番号 住所 電話番号
おおさかクリニック 639-1044 大和郡山市小泉町東3-6-1 0743-59-4411
おおぞらこどもクリニック 639-1135 大和郡山市天井町223-1 0743-57-6972
おおはぎ眼科 639-1132 大和郡山市高田町92-14　ハーベス大和郡山2F 0743-58-6800
おかむら整形外科 639-1001 大和郡山市九条町188-2 0743-54-1001
おざきクリニック 639-1001 大和郡山市九条町1311-1 0743-55-5510
かくたに内科消化器内科 639-1007 大和郡山市南郡山町520-18　大和郡山マインド21 2階 0743-85-5477
さかもと整形外科クリニック 639-1045 大和郡山市小林町西1丁目3-24 0743-58-3216
にしざき内科クリニック 639-1017 大和郡山市藤原町2-18平井ビル1F 0743-85-5251
ひらた泌尿器科クリニック 639-1134 大和郡山市柳町128-9 0743-53-1000
まるおか眼科 639-1134 大和郡山市柳町70-1 0743-53-5067
医療法人医昌会　まつたハートクリニック 639-1136 大和郡山市本庄町247-1 0743-57-0202
関谷医院 639-1007 大和郡山市南郡山町539-9 0743-54-0301
郡山いむらクリニック 639-1028 大和郡山市田中町763 0743-55-0027
原医院 639-1115 大和郡山市横田町708-3 0743-56-3094
原整形外科 639-1055 大和郡山市矢田山町59-8 0743-58-1155
高樹医院 639-1007 大和郡山市南郡山町226-2 0743-53-0608
砂川医院 639-1156 大和郡山市堺町72番地 0743-52-5394
在宅支援いむらクリニック 639-1028 大和郡山市田中町728番地 0743-55-0207
坂上眼科 639-1013 大和郡山市朝日町520-58　にし茂とビル3F 0743-61-5623
山科皮膚科医院 639-1132 大和郡山市高田町92-14 ハーベス大和郡山店2階 0743-53-8855
山本耳鼻咽喉科医院 639-1007 大和郡山市南郡山町520-1　駅前ビル　マインド21　7階 0743-54-3967
山本耳鼻咽喉科医院 639-1007 大和郡山市南郡山町520-1 0743-54-3967
小泉診療所 639-1042 大和郡山市小泉町552 0743-52-3035
松本眼科 639-1042 大和郡山市小泉町東2-5-4 0743-57-7100
松本内科クリニック 639-1132 大和郡山市高田町92-14　ハーベス2F 0743-53-8174
上田医院北和診療所 639-1001 大和郡山市九条町362-2 0743-52-3501
森戸皮フ科クリニック 639-1044 大和郡山市小泉町東1-6-4 0743-57-6600
壬生医院 639-1042 大和郡山市小泉町2356-1 0743-85-6680
川本耳鼻咽喉科 639-1132 大和郡山市高田町6-1 0743-54-0333
善本内科クリニック 639-1131 大和郡山市野垣内町2-2  7号棟 0743-53-7888
辻村医院 639-1134 大和郡山市柳町198-2 0743-52-2718
田北病院 639-1016 大和郡山市城南町2-13 0743-54-0112
藤村病院 639-1160 大和郡山市北郡山町104-3 0743-53-2001
奈良厚生会病院 639-1039 大和郡山市椎木町769-3 0743-56-5678
八木医院 639-1031 大和郡山市今国府町183-1 0743-57-1123
豊原クリニック 639-1001 大和郡山市九条町188-2 0743-51-1048
矢田山診療所 639-1055 大和郡山市矢田山町58 0743-53-7741
アベクリニック 630-0221 生駒市さつき台2-451-33 0743-76-8100
いこま駅前クリニック 630-0256 生駒市本町7-10 0743-71-7222
カズクリニック 630-0252 生駒市山崎町4-5NDAビル2F 0743-75-5525
かつらぎ眼科クリニック 630-0245 生駒市北新町10-36-402 0743-75-6706
きくち診療所 630-0251 生駒市谷田町881-1 0743-74-8533
さくらい眼科 630-0123 生駒市真弓南2-6-5 0743-78-5533
たかだこどもクリニック 630-0252 生駒市山崎町21-28 0743-72-1661
たけつな小児科クリニック 630-0122 生駒市真弓1-2-8 0743-71-0929
たにの皮ふ科クリニック 630-0121 生駒市北大和1丁目23-9 0743-70-1155
つじもと医院 630-0112 生駒市鹿ノ台東2-4-4 0743-61-5131
つばきもと医院 630-0223 生駒市小瀬町308-1 0743-72-4300

②奈良市以外 （2024年３月31日現在）



8　登録医名簿　（１）医師　②奈良市以外　　

391

登録医療機関名 郵便番号 住所 電話番号
どいクリニック 630-0135 生駒市南田原町1038 0743-71-8235
なかや小児科 630-0251 生駒市谷田町870-2　中谷ビル3F 0743-75-8712
なんぶ眼科 630-0122 生駒市真弓1-2-8 0743-71-1239
はぎはらクリニック 630-0122 生駒市真弓4-4-7 0743-71-2720
マツオメディカルクリニック 630-0141 生駒市ひかりが丘1-1-1 0743-70-0151
阿部眼科 630-0212 生駒市辻町397-8　東生駒8番館1Ｆ 0743-73-8221
阿部診療所 630-0257 生駒市元町1-13-1グリーンヒルいこま4階　 0743-74-7277
医療法人もみじ会　川口クリニック 630-0112 生駒市鹿ノ台東2-4-4 0743-61-5131
宇山内科クリニック 630-0213 生駒市東生駒2-207-120 0743-84-7149
好川婦人科クリニック 630-0258 生駒市東新町4-20石丸ビル101 0743-75-8600
佐道医院 630-0243 生駒市俵口町1113番地1 0743-73-4783
阪倉クリニック 630-0136 生駒市白庭台3-15-5 0743-71-1111
阪奈中央病院 630-0243 生駒市俵口町741 0743-74-8650
山上内科医院 630-0201 生駒市小明町554-1西口ビル1F 0743-72-1300
山地眼科 630-0251 生駒市谷田町870-2　中谷ビル3F 0743-74-9818
鹿ノ台クリニック 630-0114 生駒市鹿ノ台西1-1-8 0743-78-5681
松井小児科 630-0261 生駒市西旭ケ丘13-18 0743-74-2705
松宮医院 630-0244 生駒市東松ヶ丘17-8 0743-71-8700
杉江産婦人科 630-0257 生駒市元町1-11-3 0743-75-0123
杉森内科胃腸科医院 630-0213 生駒市東生駒4-398-166 0743-73-5596
生駒胃腸科肛門科診療所 630-0256 生駒市本町7-10 0743-71-8050
西川みみ・はな・のどクリニック 630-0223 生駒市小瀬町88 0743-87-9133
石井クリニック 630-0222 生駒市壱分町83-48 0743-76-2828
大塚医院 630-0134 生駒市あすか野北1-2-12 0743-78-6770
竹内小児科医院 630-0213 生駒市東生駒1-77-5 0743-75-5147
渡辺耳鼻咽喉科 630-0257 生駒市元町1-13-1　グリーンヒルいこま4F 0743-75-8777
渡邉内科外科クリニック 630-0121 生駒市北大和1-3-1 0743-71-1480
東生駒病院 630-0212 生駒市辻町4-1 0743-75-0011
梅川医院 630-0263 生駒市中菜畑1-49-1 0743-73-3373
福田医院 630-0213 生駒市東生駒1-77-10 0743-73-6633
北浦医院東生駒診療所 630-0213 生駒市東生駒1-77-2 0743-74-1088
北生駒いつき内科クリニック 630-0121 生駒市北大和1丁目23-1 0743-61-5111
木下クリニック 630-0226 生駒市小平尾町4-1-1 0743-76-2318
木村泌尿器科クリニック 630-0121 生駒市北大和1-3-3 0743-71-1176
友岡診療所 630-0212 生駒市辻町397-8 0743-73-1881
有山診療所 630-0101 生駒市高山町4261-1 0743-78-0075
KENレディースクリニック 636-0123 生駒郡斑鳩町興留4-10-14　1階 0745-74-0003
おおさか耳鼻咽喉科 636-0123 生駒郡斑鳩町興留7-2-12 0745-75-7890
まつきクリニック 636-0112 生駒郡斑鳩町法隆寺東1-5-10 0745-75-8002
みなづき診療所 636-0123 生駒郡斑鳩町興留2丁目5番41号 0745-75-1010
植嶋医院 636-0116 生駒郡斑鳩町法隆寺1-7-16 0745-75-2200
新谷レディースクリニック 636-0123 生駒郡斑鳩町興留4-10-14野口ビル1F 0745-74-0008
前田クリニック 636-0154 生駒郡斑鳩町龍田西8-6-10 0745-75-5711
斑鳩の里内科醫院 636-0123 生駒郡斑鳩町興留6-2-8 0745-74-2630
社会医療法人平和会　夕陽ヶ丘診療所 636-0801 生駒郡三郷町夕陽ヶ丘1-40 0745-72-9490
小原クリニック 636-0822 生駒郡三郷町立野南1-23-1 0745-32-7766
美松ヶ丘クリニック 636-0805 生駒郡三郷町美松ヶ丘東1-1-4 0745-73-0707
いしむら整形外科 636-0904 生駒郡平群町三里385-2 0745-46-1468

（2024年３月31日現在）



8　登録医名簿　（１）医師　②奈良市以外／③隣接他府県　
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登録医療機関名 郵便番号 住所 電話番号
よどやばしメディカルクリニック 541-0041 大阪府大阪市中央区北浜3丁目5-20　松栄ビル4Ｆ 06-6233-4976
伊左治医院 619-1303 京都府相楽郡笠置町大字笠置小字隅田17 0743-95-2031
ささき整形外科 619-0217 京都府木津川市西垣外37 0774-72-8525
華クリニック 619-0224 京都府木津川市兜台4-3-9 0774-72-2747
ふるかわ医院 619-0221 京都府木津川市吐師宮ノ前15番地18 0774-75-2650
松森内科医院 619-0214 京都府木津川市木津川原田27-3 0774-73-0669
南医院 619-1205 京都府相楽郡和束町中平田27-1 0774-78-4103
岸田内科医院 619-0238 京都府相楽郡精華町精華台2-17-10 0774-95-1771
いしわりこどもクリニック 619-0216 京都府木津川市州見台8-4-10 0774-71-8212
いとうクリニック 619-0214 京都府木津川市木津池田34-6 0774-71-5511
平田内科医院 619-0237 京都府相楽郡精華町光台7-14-3 0774-95-3400
小川医院 619-1127 京都府木津川市南加茂台9-17-2 0774-76-7100
藤木医院 619-0240 京都府相楽郡精華町祝園西1-24-15 0774-94-2006
水野クリニック 610-0301 京都府綴喜郡井手町多賀内垣内10 0774-82-2262
おく内科医院 619-0232 京都府相楽郡精華町桜が丘3-2-1　エスペローマ高の原ウエスト1番館1F 0774-72-7023
山本整形外科 619-0240 京都府相楽郡精華町祝園西1-24 0774-98-3555
ごとう耳鼻咽喉科 619-0221 京都府木津川市吐師山下1番地 0774-73-8733
芳川医院 619-0232 京都府相楽郡精華町桜が丘3-24-7 0774-71-0014
島谷クリニック 619-0232 京都府相楽郡精華町桜ケ丘4-25-4 0774-66-1850
たけもとクリニック 619-0215 京都府木津川市梅美台1-1-1　フォレストモール木津川 0774-75-1122
安田眼科 619-0223 京都府木津川市相楽台1-1-1　イオンモール高の原3階 0774-71-8271
くわはらこどもクリニック 619-0238 京都府相楽郡精華町精華台4丁目21-14 0774-98-2788
あこ診療所 619-0221 京都府木津川市吐師宮ノ前6学研どーり101 0774-66-1781
ほりなか耳鼻咽喉科 619-0215 京都府木津川市梅美台2-10-12 0774-72-3387
医療法人　吉村医院 619-1154 京都府木津川市加茂町駅東二丁目6番地12 0774-76-8424
DMG　MORI　クリニック（企業内診療所） 519-1414 三重県伊賀市御代201番地 070-2242-9158

③隣接他府県

登録医療機関名 郵便番号 住所 電話番号
たかつかこどもクリニック 636-0933 生駒郡平群町下垣内134-1 0745-46-2100
たなかクリニック 636-0933 生駒郡平群町下垣内124 0745-45-1916
はしもとクリニック 636-0904 生駒郡平群町三里384-1 0745-45-6003
医療法人康成会　菊美台クリニック 636-0906 生駒郡平群町菊美台1-10-13 0745-46-2221
芝田内科クリニック 636-0911 生駒郡平群町椿井734-1 0745-46-3236
医療法人相志和診会　岩間循環器内科 636-0002 北葛城郡王寺町王寺2丁目7番23号 亀井興産ビル3階 0745-31-0007
岩田ペインクリニック内科 636-0002 北葛城郡王寺町王寺2-6-4　クレール吉田3F 0745-33-3100
ゆりクリニック 639-0214 北葛城郡上牧町大字上牧3336-5 0745-78-0205
いけなか内科クリニック 635-0825 北葛城郡広陵町安倍236-1-3 0745-54-1113
ころころこどもクリニック 632-0093 天理市指柳町256-11 0743-69-5656
ささきクリニック 632-0034 天理市丹波市町423 0743-69-5050
みないち循環器内科・外科 632-0016 天理市川原城町759 0743-69-6055
小林クリニック 632-0063 天理市西長柄町163 0743-66-0300
奈良東病院 632-0001 天理市中之庄町470 0743-65-1771
髙宮病院 632-0052 天理市柳本町1102番地 0743-67-1605
かしはら山岸眼科クリニック 634-0804 橿原市上品寺523 0774-47-3714
医療法人飯岡会　のぞみ診療所 633-0005 桜井市忍阪39-1 0744-43-3338
植山医院 636-0337 磯城郡田原本町120 0744-32-2036

（2024年３月31日現在）

（2024年３月31日現在）
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8　登録医名簿　（２）　歯科医師　①奈良市　

登録医療機関名 郵便番号 住所 電話番号
М．デンタルオフィス 630-8031 奈良市柏木町519-9 0742-32-1710
有山よしのぶ歯科医院 631-0821 奈良市西大寺東町2丁目1-53　FB2021ビル2階 0742-36-4618
いずみ歯科医院 631-0805 奈良市右京4-13-2 0742-71-8249
いつさき歯科 630-8441 奈良市神殿町708-1 0742-61-0015
稲田デンタルクリニック 631-8131 奈良市大森町45-4 0742-22-5666
いのうえこどもファミリー歯科 631-0072 奈良市二名3-1046-1 0742-81-4173
医療法人桒原翠縁会　善院 631-0006 奈良市西登美ヶ丘6丁目5番12号 0742-94-8100
医療法人桜奈会　アスキーデンタルクリニック 630-8114 奈良市芝辻町2-10-4　キタケビル1階 0742-30-6788
医療法人更谷会　更谷歯科クリニック 631-0825 奈良市西大寺芝町2丁目10-17 0742-47-3377
医療法人慈心会　歯科YASデンタルクリニック登美ヶ丘本院 631-0004 奈良市登美ヶ丘2-2-17 0742-48-0181
医療法人真和会　北林歯科 630-8264 奈良市鍋屋町8番地 0742-22-3192
医療法人冨森会　冨森歯科医院 630-8273 奈良市押上町20-2 0742-22-3332
医療法人なごみ会　林小児歯科 630-8122 奈良市三条本町3-24 0742-27-1182
医療法人なごみ会　林小児歯科　学園前 631-0036 奈良市学園北1-7-13 0742-44-1182
うえなか歯科クリニック 631-0036 奈良市学園北2-1-8 0742-48-1118
氏井矯正歯科クリニック 630-8115 奈良市大宮町1丁目1-28 0742-23-4331
おかだ歯科医院 631-0004 奈良市登美ヶ丘1-2-9 0742-46-8855
おかだ歯科医院 630-8306 奈良市紀寺町414-5 0742-25-2070
岡西歯科医院 630-8122 奈良市三条本町8-1 0742-36-8041
おかもと歯科 630-8441 奈良市神殿町312 0742-63-1188
おがわ歯科クリニック 630-8043 奈良市六条2丁目3-20 0742-51-4188
おだ歯科クリニック 631-0011 奈良市押熊町1277-1 0742-41-8081
小野歯科医院 631-0843 奈良市疋田町2丁目1-21 0742-41-3263
おひさま歯科おとなこども歯科 631-0021 奈良市鶴舞東町1-36　チャームスイート奈良学園前1-4 0742-93-8597
学園前いのうえ矯正歯科クリニック 631-0036 奈良市学園北1丁目8-8　サンライトビル3F 0742-40-2378
かしわぎ歯科 631-0824 奈良市西大寺南町5-75 0742-81-7840
かず歯科口腔外科クリニック 631-0054 奈良市石木町50-3 0742-52-8211
かわにし歯科医院 631-0076 奈良市富雄北1丁目12-4　アゴラハイム1階 0742-52-8841
かわはら歯科クリニック 630-8001 奈良市法華寺町1-5　奈良バイパスビル1階 0742-35-5510
上林歯科医院 630-8113 奈良市法蓮町150-3 0742-35-6000
楠原デンタルクリニック 630-8224 奈良市角振町13-1 0742-22-4168
倉木歯科医院 630-8424 奈良市古市町1739-6 0742-61-1056
倉田歯科医院 631-0061 奈良市三碓2丁目2-8 0742-48-2864
木平歯科診療所 630-8214 奈良市東向北町3 0742-26-6670
米田歯科医院 631-0006 奈良市西登美ヶ丘2-1-25 0742-40-3337
西大寺こじか歯科診療所 631-0823 奈良市西大寺国見町2-15-28-101 0742-51-1115
貞光歯科医院 631-0016 奈良市学園朝日町2-3貞光ビル102 0742-41-7000
歯科YASデンタルクリニック中登美ヶ丘診療所 631-0003 奈良市中登美ヶ丘4-3-2 0742-48-0818
柴田歯科医院 630-8301 奈良市高畑町834 0742-22-3447
しみず矯正歯科クリニック 631-0805 奈良市右京1-4-2　サンタウンひまわり館3F 0742-70-3111
下野歯科医院 631-0824 奈良市西大寺南町1番17号西田ビル101号 0742-49-1180
杉政歯科医院 631-0033 奈良市あやめ池南6-1-5 0742-45-0351
すずき歯科 631-0842 奈良市菅原東2丁目21-1　ひかりビル2F 0742-41-3534
高の原駅前なかお歯科医院 631-0806 奈良市朱雀3丁目11-7　山善高の原駅前ビル東103 0742-18-1182
たけはら歯科 631-0014 奈良市朝日町1-5-1 0742-44-0882

（２）　歯科医師
（2024年３月31日現在）①奈良市
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登録医療機関名 郵便番号 住所 電話番号
登美ヶ丘木原歯科医院 631-0002 奈良市東登美ヶ丘1-1-10 0742-93-3606
登美ヶ丘歯科医院 631-0006 奈良市西登美ヶ丘2丁目2-7 0742-45-6662
ナカガワ歯科クリニック 630-8115 奈良市大宮町4-235-1中川ビル1階 0742-35-8787
なら三条歯科クリニック 630-8115 奈良市大宮町2丁目1-6 0742-34-8145
奈良西デンタルクリニック 631-0078 奈良市富雄元町2-2-1駅前木村ビル 0742-45-7977
ならまちワンネス歯科 630-8352 奈良市北風呂町37-1 0742-23-2200
ならやま歯科クリニック 631-0805 奈良市右京3-2-1 0742-70-0011
にこにこ歯科 631-0054 奈良市石木町100-1　イオンタウン富雄南 0742-81-4182
にしおか歯科 631-0804 奈良市神功5丁目2-11 0742-71-9012
西川歯科医院 631-0844 奈良市宝来1丁目8-1 0742-46-1246
馬場歯科医院 631-0078 奈良市富雄元町2丁目5-25明光ビル1F 0742-47-6669
浜中矯正歯科クリニック 631-0036 奈良市学園北1-1-4　ならきん学園前ビル2F 0742-46-9410
ひがしうら歯科 630-8233 奈良市小川町5 0742-22-2664
日高デンタルクリニック 631-0076 奈良市富雄北3-1-13 0742-48-0866
ひだ歯科インプラントクリニック 631-0845 奈良市宝来4-7-6 0742-53-7040
ひろせ歯科クリニック 630-8441 奈良市神殿町297-2-201B 0742-64-2800
ファミリー歯科インプラント診療所 630-8003 奈良市佐紀町2　ならファミリー別館3号館2-3F 0742-35-8020
福岡歯科・矯正歯科 631-0821 奈良市西大寺東町2-1-63サンワシティ西大寺3階 0742-95-9960
藤本歯科口腔外科クリニック 630-8322 奈良市北京終町32-1 0742-22-6114
ブランカ歯科医院 630-8114 奈良市芝辻町4-1-1　カーサフラッシュナカイ1Ｆ 0742-30-6315
ほうたつ歯科医院 630-8024 奈良市尼辻中町10-26　エアーユ1F 0742-33-5353
まごころ歯科医院 630-8325 奈良市西木辻町138-1 0742-22-1020
松田歯科クリニック 630-8303 奈良市南紀寺町3-62-4 0742-24-4618
みかみ歯科診療所 630-8241 奈良市高天町48番地森田ビル4階 0742-22-3688
みねい歯科医院 630-8136 奈良市恋の窪2丁目12-9 0742-36-2020
宮本歯科医院 631-0004 奈良市登美ヶ丘3-3-13 0742-46-5588
村尾歯科医院 631-0806 奈良市朱雀6-8-3 0742-71-5857
森歯科クリニック 631-0036 奈良市学園北1-16-4学園前パークヴィラB1 0742-44-1600
もりた歯科クリニック 630-8002 奈良市二条町2-2-5　メゾンルルド1F 0742-33-2002
薬師寺歯科矯正歯科 630-8241 奈良市高天町38-5-101 0742-26-5389
やまもと歯科医院 631-0078 奈良市富雄元町1-20-13 0742-41-0410
横井歯科医院　朱雀診療所 631-0806 奈良市朱雀5丁目16-21 0742-70-2223
よしむら歯科医院 631-0061 奈良市三碓6丁目10-3 0742-49-0418
吉本歯科医院 630-8115 奈良市大宮町5丁目278-1　新奈良ビル2F 0742-35-1333
伊熊歯科医院 631-0845 奈良市宝来1丁目6の8ラ・モア1階 0742-47-0625
河野歯科医院 631-0041 奈良市学園大和町1の1367の3 0742-47-0646
学園前山田兄弟歯科 631-0036 奈良市学園北1-1-1-301 0742-51-5490
学園前歯科 631-0036 奈良市学園北1-11-3　レナビル4F 0742-45-8600
高田歯科医院 631-0076 奈良市富雄北1-3-5　キタダビル2階 0742-41-5218
細田歯科医院 630-8211 奈良市雑司町41 0742-27-1155
松下歯科医院 630-8113 奈良市法蓮町334-1　フォレストヒルズ一条1F 0742-25-3500
杉山歯科医院 631-0824 奈良市西大寺南町12-1 0742-41-1552
村井歯科医院 630-8141 奈良市南京終町1丁目109の1の5 0742-61-9650
池元歯科医院 631-0003 奈良市中登美ヶ丘3-5　ローレルスクエア登美ヶ丘東館1F 0742-51-4182
中倉歯科医院 630-8305 奈良市東紀寺町2-7-14 0742-22-5065
中島歯科 631-0045 奈良市千代ケ丘1-3-1 0742-44-0631
帝塚山歯科 631-0065 奈良市鳥見町2-16-5 0742-52-8484
入部歯科医院 630-8261 奈良市北市町36-7 0742-27-6480

（2024年３月31日現在）

8　登録医名簿　（２）　歯科医師　①奈良市　
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登録医療機関名 郵便番号 住所 電話番号
畑下歯科医院 631-0843 奈良市疋田町4-128-1 0742-43-4182
姫嶋歯科医院 631-0043 奈良市菅野台1-34 0742-46-3284
野阪歯科医院 631-0021 奈良市鶴舞東町2-10 0742-45-4457

（2024年３月31日現在）

登録医療機関名 郵便番号 住所 電話番号
医療法人エスエイ　エスエイ歯科医院アピタ大和郡山 639-1028 大和郡山市田中町宮西517アピタショッピングセンター 2F 0743-54-7855
かわた歯科クリニック 639-1044 大和郡山市小泉町東1-8-6喜多興産小泉駅前ビル105号 0743-23-1000
しみず歯科醫院 639-1123 大和郡山市筒井町587 0743-56-6486
のぐち矯正歯科クリニック 639-1007 大和郡山市南郡山町520-18マインド21ビル6階 0743-51-1188
もりおか歯科 639-1134 大和郡山市柳町128-9カイチビル3F 0743-51-2011
やまうち歯科クリニック 639-1042 大和郡山市小泉町562-2 0743-58-5454
植村歯科医院 639-1056 大和郡山市泉原町1の7 0743-55-1828
いとう歯科 630-0213 生駒市東生駒2-207-82 0743-71-6500
おおはし歯科クリニック 630-0252 生駒市山崎町21-39-102 0743-75-8241
ささき歯科 630-0243 生駒市俵口町454-1 0743-73-0070
島野歯科クリニック 630-0137 生駒市西白庭台2丁目20-4 0743-71-2860
山本歯科クリニック 630-0136 生駒市白庭台6-1-1 0743-70-1855
大宅歯科医院 636-0813 生駒郡三郷町信貴ヶ丘1丁目2番18号 0745-73-0733
オオタ歯科（R3.8.31より休院） 636-0914 生駒郡平群町西宮3-12-10 0745-45-4060
大友歯科医院 636-0906 生駒郡平群町菊美台1-7-5宝栄辰巳ビル2-2 0745-45-0180
新名ファミリー歯科 639-0265 香芝市上中2015 0745-77-5708
中辻歯科医院 634-0063 橿原市久米町596-2 0744-27-9188

②奈良市以外 （2024年３月31日現在）

登録医療機関名 郵便番号 住所 電話番号
たにむら歯科口腔外科 575-0013 大阪府四條畷市田原台4丁目4-28 0743-85-6400
なごみ歯科・矯正歯科 546-0032 大阪府大阪市東住吉区東田辺1-14-1 06-6115-8910
かみばやし歯科医院 619-0216 京都府木津川市州見台3-8-5　103号 0774-75-2810
きづがわ矯正歯科 619-0215 京都府木津川市梅美台1-1-1　フォレストモール 0774-46-8839
こびとの森歯科・矯正歯科 619-0218 京都府木津川市城山台10-1-2 0774-75-1112
さがなかの歯医者さんやまもと 619-0223 京都府木津川市相楽台9-6-8 0774-75-1866
住岡歯科医院 619-1152 京都府木津川市加茂町里東鳥口9-1 0774-76-2407
内藤歯科 619-0224 京都府木津川市兜台3-9-4 0774-71-0711

③隣接他府県 （2024年３月31日現在）

8　登録医名簿　（２）　歯科医師　①奈良市 �②奈良市以外 �③隣接他府県　
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編集後記

　「奈良県総合医療センター年報 2024 年」をお届けします。

　2023 年５月より新型コロナ感染症が５類となりました。当初は人の動きによる感染の再拡大が心配さ
れておりましたが、以前のような感染の拡大はみられず、７月以降は対面での研修会等も再開することが
できるようになりました。登録医の先生方との交流の場として、地域医療を支える会を再開し、今後の日
本における高齢化において“どのような医療体制を構築していくべきか”を考える観点から、奈良市医師
会や在宅医療の先生方よりご講演をいただきました。市民の皆さんへの公開講座として、９月には最新の
ガン治療について呼吸器、消化器、婦人科、泌尿器科、血液内科のガン治療について、更に 2024 年１月
には小児疾患についてご講演いただきました。
　当院では 2024 年より入院前から患者さんやご家族のご意向や体調、生活状況をお聞きし、入院生活や
治療経過、その後の支援について院内で情報を共有し、患者さんやご家族の立場に立ったより良い医療
を提供できるように入院支援（PFM）を開始いたしました。当院では “医の心と技を最高レベルに磨き、
県民の健康を生涯にわたって支え続けます”を理念として職員一丸となりより良い医療の実現をすすめて
いきたいと思っております。

　（ 広報委員会委員長　仁科　健 )

■奈良県総合医療センター年報

　広報委員会
　　委員長 患者支援センター長  仁科　　健
　　委員 集中治療科 部長 中平　敦士
　　委員 救急科 副部長 高野　啓佑
　　委員 薬剤部 係長 尾崎　智規
　　委員 臨床検査部 係長 仲北　友子
　　委員 放射線部 副技師長 岩間　一城
　　委員 リハビリテーション部 副技師長 高嶋　秀樹
　　委員 看護部 副部長 松下　宗子
　　委員 看護部 師長 山本　香織
　　委員 地域連携室 副部長 黒田　和子
　　委員 地域連携室 副室長 吉村　賢治
　　委員 総務課 課長 山本　龍司
　　委員 経営企画・TQM 室 室長 大須賀　仁
　　委員 経営企画・TQM 室 係長 鳥谷　直矢
　　事務局 経営企画・TQM 室  井上　智子
　　事務局 経営企画・TQM 室  阪本　倫世
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